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ドウ -1 パ 111 の 水 は、 照り 弒く八 n の 熱で 煮え立って、 總て の FI つた 複 色の 彩 は 影 を 潜め、 モネ ！■ の 蕺に 見る 様 

な、 强烈な ぉ& ばかりが、 海と^と 船と 人と を， めまぐるしい 迄に あざやかに 染めて、 北 ハの總 てを眞 夏の 光が， 

押し 包む 找に 射して 35 る。 丁度 辨當 時で 太陽 は锻 頃、 物の 影が りつく 様に 小さく 濃く， それ を兒て すら ぎら 

ぎら と 眼が- M む稅の 暑さであった。 

ふな ベリ  か 1  お ほ だるま 

私 は 辨常を 仕舞って から、 荷船 オデッサ 丸の 舷に ぴったりと 槃 つて ある 大 運搬 船の 舷に、 一 人の 仲^ 1 と 並んで、 

海に 向って 坐って おた。 仲^と 云 はう か 親分と 云 はう か、 兎に角 私が 一週^ 前此 處に來 てからの 知合 ひで ある。 

彼の 名 は ヤコ フ. イリ イツ チと 云って、 身體の 出來が 人並 外れて 大きい、 容貌 は 謂 は^ カザ ン寺 院の緣 口で^ る 火 

難盜賊 除け のべ テ a の^ 悛兑た 様で、 太い 眉の 下に 上 睫の  一 ^線に なった 大きな 眼が 二つ。 それに 挾まれて、 不規 

則な 小亞. ！亞 特有な 鋭から ぬ^。 大きな 稍よ しまりのない 口の 周凼に は、 小兒 0 産毛の 様な 髯が生 ひ 茂って 居る。 

ド" の 大きな、 顴 せの 商い、 ^と 額との 勝れて 小さい、 譬 へて 兑れ ば、 古道具屋の 店頭の 様な 感じの する、 調和 

の 外れた^ 構へ であるが、 それが 不思議に も 一 極の 吸引 力 を 持って 居る。 

つらが え  そ 

丁^ 私が 共の 不調和な ャ コ フ* イリ イッチの 面 構へから^ を 外ら して、 乎 近な 海 を：^ 下しながら、 草の 綠の 水が 

徐ろに： ：2  くな り 低くな り、 黑ぺ ンキの 半分 釗 げた 吃水 を 嘗めて、 ちゃぶ り /-> とやる のが、 何 か エヂ ブト 人で も 

奏で 相 へな、 の ポ^な^ I 水 を 聞く 様 だと 思 つて 居る と、 

かん ^1\蟲  三 


有お 武郞 仝^^  一^ 

睡ぃ のか。  .  しさ 

と ヤコフ. イリ イッチが 呼びかけ たので、 顔 を 上げる 調子に 見 交 はした。 彼に 昆られ る 度に、 私 は 反抗 心が^ 戟さ 

^る 様な， それで^て 如何にも 抵抗の 出來 ない 様な、 一種の 彫； 迫 を 感じて、 厭な 氣 になる が、 其の 服に は 確かに 

强く人 を^き つける 力 を 籠め て 居る。 「豹の 眼 だ」 と 此の 時 も 思った ので ある。 

にが  いんど ぁゐ 、 ，  U  ノ、、 

私が 向き 直る と、 ヤコフ • イリ イッチ は 一寸 苦い 顔 をして、 汗ばんだ だぶ（. な 印度 藍の ズポ ンを报 まんで 膝 

頭 を 撥きながら、 突然 かう 云 ひ 出した。 

おい、 船の 胴 腹に たかって、 かんくと 敲 くから かんくよ、 それ は 解せ る、 それ は 解せ るが かんく 蟲、 蟲 

た あ 何んだ …… 出來拟 なった つて 人^ 様 は 人間 樣だ らう、 人面 白く も 無え けちをつけ やが つて。 

而 して 乂述絡 もな く、 

お前つ ち は 字を讀 むだら う。 

と 云って 私の 返事に は 頓着な く、 

あきめくら  おつ  >  3 

ふむ 讀む、 明 盲の 眼ぢゃ 無え と 思った、 乙う 小 まし やつ くれてけ つから あ 

何 をして 居た、 舊來 は。 

と碳^ な 調子で 開き直って 來た。 私 は、 ヴ オルガ 河で 船乘 りの 生活 をして、 其の 間に 字 を讀む 事を覺 えた 事 や、 力 

ザンで 麪齣燒 のお 子に なって、 主人と 喧嘩 をして、 共の 細君に ひどい 復響 をして、 とう /1\ 此處 まで 落ち延びた 

次笫を 包ます 物語った。 ヤコフ. イリ イッチの 前で は、 彼に 關 した 事で ない 限り、 何もかも 打明ける 方が 得策 だと 

云 ふ 心 持 を 起させられた からだ。 彼 は 始めの 屮 こそ 一寸 熱心に 聽 いて 居た が、 忽ちうる さ 相な 顔で、 私の 口の 開 

いたり 閉ぢ たりす るの を 眺めて、 仕舞に は我悛 がし きれな 相に、 私の 言椠を 奪って かう 云った。 


探侦 でせ え 無け り やそれ で 好 いんだ、 馬鹿^直。 

而 して 暫くして から、 

だが^ かも 知れ 無え。 かう 見ね え、 斯う やって 這 ひすって 居る 蠅を 見て 居る と、 己れ つちより ゃ些度 計り I 

めえ 汁 を 嘗めて ゐる らしい や。 覉さ にもめ げすに ぴん /(\ し たもんだ" 黑 茶に レモン 一片 入れて 飮め 無え ぢ 

や， 人 問って 名は附 けられ 無え かも 知れ 無え や。 

昨夕 もよ、 {仝 腹 を 抱へ て對 岸の ァ レシ キに 行って 見る と ダビド 力の 野郎に 遇った。 懷を あたる と あるから 貸 

せと 云ったら^ つてけ つかる。 いま， （- しい、 腕づ くで もぎ 取って くれよう とすると 「ォ、 祌様 泥棒が」 つて、 

殉教者の 様た 露 似 をし や あがる。 擦った揉んだの 最中に 巡 的 だ。 四角四面な 面 あしやが つて 「贵機 は 何んだ」 

と 放言く から r 蟲」 だと 霄 つて くれたの よ。 

え、 どう だ、 すると 货 様 は蟲で 無え と 云 ふ 御 談義 だ。 あの 乎 合 は あんな 専 さへ 云って り や、 飯が 食へ て 行く 

んだ と^えら あ。 物の 小 半時 も閗 かされち や、 嗨み 殺して 居た 欠 仲の 御 葬 ひが 鼻の 孔 から 綏け 様に 出 やがら あ 

ごふ はら  あんま  よ 

な。 業腹 だから 斯う 云って くれた II 待てよ 斯う 云つ たんだ 「旦那、 お前さん 手 合 は 餘り蟲 が {ュ 過ぎ まさ あ。 

ロ-5 は蟲 あっか ひに、 碌々 食 ふ もの も 食 はせ 無え で 置いて、 そんなら つて 蟲の 様に 立 廻れば 矢張り 人^だ と 仰 

しゃる。 己れ つちら の 境！： では、 叫 辻に 突っ立って、 警部が 來 ると 手 を擧 げたり、 娘が 通る と 尻 を 横：：：： で 睨ん 

だり して、 一 日 三界お n 出 皮い g 、をして ござる 様な、 そんな 乔：^ な^ 似 は出來 ません。 赤 眼の シム ソンの 様に， 

がむ しゃに 働いて 食 ふ 外 は 無え。 偶に も 少し 位 荒っぽく 働いた つて， そり や 仕方が無え や、 さう でせ う」 てつ 

て やる と、 日： 那の 野郎が 厲赤 になって 怒り 出 しゃがった。 もう ロぢ やま どろつ こしい、 眼の 眩る 様な 奴 を せ 

にがん とくれ て 逃んだ のよ。 何も さ、 さう 怒る が もの は 無えん だ。 巡 的 だって あの 大きな 圖體ぢ や、 钣 もうん 

かん/ \ 蟲  ： 九 


と 食 ふだら うし、 女 も ほしから う。 「お前 も か、 己れ もやつ ばりお 前と 同じ 先祖 は アダム だよ」 とか. 可と か 云つ 

て兑 ろ。 己れ だって 籾忽 な^ 似 はし 無え で、 兄弟と か 相棒と か 云って、 皮の ひんむけ る 位え にや 乎で も 握って、 

祝 幅の 一 つ 二つ はやって やる 所 だつ たんだ。 誓言 さう して 見せ るんだ つた。 それ をお 前 帽子に^ S ず寸た 金ぴか 

の 乎 前， 芝お を しゃがって  え、 芝居 を しゃがつ たんだ。 

己れ にや 芝居って やつが 妙に 打て 無え。 

氣 心で かャ コ フ. イリ イッチの 聲 がふと 淋しくな つたと 思った ので、 振 向いて 見る と 彼 は 正面 を 向いて 居た。 荻 

s 反射が 陽炎の 様に てら/ \ と 顔から 半白の 頭 を 嘗める ので、 うるさ 相に 服 を かすめながら、 向う の. U1 く 光った 

人造 石の 石 圮に圍 まれた セミ オン 會 社の 船渠 を 見やって 居る。 自分 も 彼の 視線 を迆 つた。 近くで は、 日の 黃を交 

へて 草綠 なのが、 遠く 見 透す と、 印度 藍 を 濃く 一  刷毛 潢に なすった 様な 海の 色で、 それ 丈け を 引き放したら、 銮 

s 感じ を 起す にち が ひない のが、 堪へ 切れぬ 程 暑く 思へ る。 殊に ケル ソン 市の 岸に 立ち 竝んだ 例の セ 、、、オン S 

や、 共の 外雜 多な 工場の こちたい 赤靑白 等の 色と、 眩ぐ るし ぃ對 照を爲 して、 突っ立った 煙突から、 白い 細 ハ塑 

あ , 

が 喘ぐ 様に^ 靑な签 に 昇る の を 兌て 居る と、 遠くが 霞んで 居る のか、 服が 霞み 始めた のか わからなくなる。 

ヤコフ. イリ イッチ はさう した ま、 で 暫く 默 つて 居た が、 内部からの 或る 力の 壓 迫に でも 促された 謙に、 ^に 

「うん、 さう だ」 と 獨ー百 を 云って、 又 其の 奇怪な 流暢な 口 辭を振 ひ 始めた。 

處が 世の中 は 芝居で 同め て あるんだ。 右の 乎で 金 を 出す てえ と、 屹度 左の 乎 は 物 をく^ ねて 居 や あがる。 兩手 

で 金 を 出す てえ 奴 は 居 無え、 兩 手で 物を盜 ねる 扠も居 無え や。 餘っ程 こん がら かって 出来て 罟 や あがる。 ^様 

つて^ は I iT たら うぢ や 無え か。 人ぢゃ 無え つて 云 ふんだ から、 まさか 己れ つち 見て えな 蟲 でも あるめえ、 

全く だ。 


0、 此の^ スタ- 一 ス ラフの 尼寺から 二人 尼つ ちょが 來 たんだ。 野郎が 難 有い 事 を 云った つて 力ん <蟲 手 合 

ひ は敝ビ かくば かりで i^i 嫩 i になら 無え つてんで、 工場長 開けた 事 を 思 ひっき やが つた、 女なら よから うて 

んだ とよ。 

二人 來ゃ がった。 例の 御說敎 だ。 狼 まれ てんで、 三號の 倉庫に 狼が 羊の 檻の 中に 逐ひ 込まれた 様だった。 其 

の 中に 小羊が ニ匹來 やが つた。 一人 は 金緣の 眼鏡が^ の 上で 光ら あ。 狼の 野郎 共 は 何ん の 事 はねえ、 ^なめす 

り をして 咿 をぐ びつ かせた のよ。 共の 一 人が、 神様 は徵だ …； 何ね、 ^だと は 云 は 無え さ、 云 は 無え が 人ぢゃ 

無え と 云つ たんだ。 

^の 祌 様って えの が 人 間 を创 つて 魂 を 入れた と ある。 魂が あって 見れば 善と 惡とは  何 ん とか 云つ 

た、 善と悪と は  ：s ん とか だとよ。 さう して 見る と 善 はする がい、 し、 悪 はしち やなら 無え。 それ 力 H 

來 なけり や、 此の 娑婆に 生れて 來 て^ても、 人^ ぢゃ 無え と 云 ふんだ。 

お前つ も-は 字 を滅 むから に は 判る だら う。 人^で 善 をして 居る 奴が あるかい。 ^鹿 野郞、 ばちあたり。 ^い 

汁 を It めつ こ をして おやが つて， 食 ひ 餘しを 取つ とき 物の 様に、 お次ぎへ お次ぎへ と 廻して 居り や、 それで 人 

かい。 ^^芝： S 上 乎が 人^で、 己れ つち 兌たい な 不器 用お は蟲 なんだ。 

. 見ね え、 死って 仕舞 やが つた。 

何^から か 枯れた 小枝が. 漂って、 c 分 等の 足 許に 来たの を， ヤコフ. イリ イッチ は 話しながら、 私 は 聞きながら 

共に 眺めて、 共の 上に W る 一匹の 蟲に^ をつ けて^ たので あつたが、 舷に當 る 波が 折れ返る 調子に、 くるりと 

さらった ので、 彼が 云 ふ 様に 憐れな E- 蟲は 水に 陷 つて、 油 を かけた 綠 玉の 様な 雙の翅 を 無上に 扳ひ 動かしな が 

ら、 絡大な 海の 力に 對 して、 餘り 悲慘な 抵抗 を 試みて 居る のであった。 

力 ん /\  ^  七 


冇岛 武郞仝 ^  ^. 一  卷  八 

私 は 依然 波の 問に 點を爲 して 見 ゆる 其の 甲蟲 を、 悲慘な 思 ひ をして 眺めて 居る。 ャ コ フ* イリ イッチ は 忘れた 様 

に 船渠の 方 を 見 遺って 居る。 

話柄が 途切れて 閑と すると、 暑さが 身に 沁みて、 かん， （- 日の あたる 胴の 間に、 折り重なつ ていぎた なく 寢そ 

いび キ； 

べつた 勞働 者の 鼾が 聞こえた。 

ヤコフ. イリ イッチ は 徐ろに 後ろ を 向いて、 眠れる 一群に 眼 を やる と、 振 返って 私 を 顎で しゃくった。 

あにな 

見ろ い、 ィフヒ ムの奴 を。 知って るか、 「癎癡 玉」 つてんだ 綽名が —— 知って るか 彼奴 を。 

さすがに 聲が 小さくなる。 

ィフヒ ムと云 ふの はコン スタン チノ ー プ ル から 輸入す る卷 煙草の 大箱を 積み重ねた 蔭に 他の 勞働 者から 少し 離 

れて、 上向きに 寢て 居る 小男であった。 何しろ ケル ソン 市 だけで も 五 百 人から 居る 所謂かん/, \蟲 の 事で あるか 

たと ひ  ちかづき 

ら、 縱令 市の 隅から 隅へ と 漂泊して 歩いた 私で も、 一週間で は 彼等の 五分の 一 も 親交に はなって 居なかった が、 

獨りィ フヒム は 妙に 私の 注意 を聳 やかした 一 人であった。 唯 一 様の 色彩と 動作との 中に うよくと 甲板の 掃除 を 

して 居る 時で も、 船 船の 板圍 ひに すらつ と 列んで、 尻 をつ いて 休んで 居る 時で も、 ィフヒ ムの姿 だけ は、 ー團の 

勞働 者から 浮き 上った 様に、 際立って 見えた。 ぎりつ と 私 を見据 ゑて 居る ものが あると 思って 振 向く と、 屹度 ィ 

フヒム の 大きな 夢で も 見て 居る 様な 服に ぶっかった ものである。 あの 眼なら シ ョパ ン の 顔に 着けても 似合 ふだら 

うと、 さう 思った 事 も ある。 然し まだ 一遍 も 言葉 を 交へ た 事がない。 私 は 其の 旨 を 答へ ようとす ると ヤコフ *ィ 

リ イツ チは 例の 頓着な く 話頭 を 進めて 居る。 

かんく 蟲手合 ひで 恐がられが 己れ でよ、 太 腐れが 彼奴 だ。 

彼奴 も 字 は讀ま 無え がね。 


あの 野： f が ニー：： 年 以米カ チヤと 譯 があった の を 知って 居た。 知って は：^ たが それが 何うな る もの かお 前， ィ 

フ ヒ ムは兑 た 通りの 裸 一 貫 だら う。 何 一 つ 腕に 覺 えが ある ぢ やなし、 人の 隙 を 鋭って、 鈎の 先で 船室 小盜 でもす 

るの が 關の山 だ。 何うた る もの か。 女って ^は 榮燔榮 華で暮 さう と 云 ふ 外に は、 何 一 つ 慾の 無え 獸だ。 成程 一 

とわたり は^ 選み もしょうし， 氣前 惚れ もしょう さ。 だが それ も 金が あって 飯が 食へ て、 ベら つと した もので 

も ひっかけられた 上の 話 だ。 ^つ 裸に して 日干し 上げて 兑ろ、 女が 一等 先き に E を 着ける の は、 氣前 でもな け 

り や、 ^扳 りで も 無え、 金 だ。 何う も 女っても のは老 者の W 生 だぜ。 若 死した ものが 生れ 代る と^にな つて、 

老 *? が 生れ 代る と粱で 女に な るんだ。 あり 相で 居て、 色氣と 決 斷は全 然 無しよ、 ある もの は慾氣 ばかり だ。 

私 は 思 はす ほ& 笑ませられた。 ャ コ フ. イリ イッチ を兒 ると 彼 は 大莨面 E である。 

又 親っても のがお 前 不思議 だってえ の は、 娘 を 持つ と 矢っ張り そんな 氣 になら あ。 己れ にした 處 がま ぁカチ 

ャには M- より ベら/, \ し たもの を^せ て、 一! つべ たの 肉が 好い 色になる もので も 食 はせ て、 通りすがりの 奴等 

が：！： 返の 御新造 だら う 位の ま を 云って 扳 向く 様に して くれり や、 宿六 はちつ とや そっとへ し 曲って 居ても 構 は 

無え と 思 ふ 様にな るんだ。 

それでも ィフ ヒムと 力 チヤが 水 入らす になれ 合って 居 た^は、 己れ だって 口を出す が もの は 無え、 默 つてお た 

のよ。 すると 不 II 娘の 扠が妙 に^ぎ 出 しゃがった。 ぐ も を かしい、 さう 仰山なん ぢゃ 無え が、 何 かかう 頭の 中 

で圓ぃ 玉で もぐる^^ 廻して 兌て 居る 様な 面 付 をして 居 や あがる。 變だ なと 思って る 中に、 一 週^も すると、 

扠の 身の 周りが 追々 綺^に な るんだ。 晚飯 でも 食って 出 懸ける 所 を 見る と、 お前、 頭に お前、 #3 花たん ぞ 挿し 

てお や あがる。 何 虎から か 指輪が 來 ると 云 ふあんば いで、 仕 S- も 休みが ちで 遊び ま はるんだ。 偶に や 大暦も 無 

え， お袋に 十：^ なん ぞ 持って 來ゃ あがる。 ィ フヒム といが み 八" つた 様な 嗥 もちよく /(-^ くから、 貢ぐ の は 野 

かんくぬ  九 
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郞ぢゃ 無くって、 これ はてつ きり 外に 出來 たなと さう 思つ たんだ。 そんな あんばいで 半年 も經 つた 頃、 藪から 

榨に^ 計の グリゴリ！ ぺ トー 一 コ フが人 を 入れて、 力 チヤ を圍 ひたい 話に 乘 つて くれと 斯う だ" 

まごつ 

之れ で讀 めた、 讀 めは讀 めた が、 思 はく 遠 ひに 當 惑いた。 全く まごつく ぢゃ 無え か。 

蟲の娘 を 人 問が 欲しい と 云って 來 やが つたんだ。 

ぢ りくと 板 挾みに する 様に 照り付けて 居た 暑さが ひるみ そめて、 何處を 逃れて 來た のか、 凉 しい 風が シャツ 

の 汗ばんだ 處々 を撫 で \ 通った。 

其の 晚だ、 寢 すに 考 へたって えの は。 

己れ がお へ たなんち や 可笑し からう。 

可笑しく ば 神様って えの を 笑 ひねえ。 考 へのね え 答の 蟲 でも 考 へる 時が あるんだ。 何を考 へたって お前、 己 

ら手合 ひ は 人^ 様の 様に 智慧が ありあま るん ぢゃ 無え から、 けちな 事に も 頭を痛め るんだ。 話が よ、 何う して 

くれようと 思つ たんだ。 娘の 奴 をィフ ヒムの 前に 突っ放して、 勝手にし ろと 云って くれよう か。 それとも カチ 

ャを 餌に、 人^の 食 ふ もの も 食 は 無え で 溜めた 黄色い 奴 を、 思 ふ ざま 剝牵 くって くれよう か。 蟲 つけら は何處 

まで も蟲 つけら で 押し通して、 人 問の 鼻 を あかさして 見て えし、 先刻 も 云った 通り、 親って えもの は意氣 地が 

無え、 娘 丈け は 人^並みに して^て えと 思 ふんだ。 

おい、 「络の 穴，： なる かな 總て 空な り」 つて 諺が ある だら う。 旨め え 事 を 云 ひやが つた もんだ。 己れ や 其の 晚妙 

に 瞼が 八：： は 無え で、 頭ば かりがん/ \ とほて つて 來 るんだ、 何ん の 事 は 無え 暗闇と 睨めつ くら をしながら、 窓 

の 向う を：： ルて 居る と、 不圆^ がー っ兑ぇ 出 しゃがった。 それが 又 馬鹿に 氣 になって 見詰めて 居る と、 段々 西に 

廻って とうく 兌え なくなつ たんで、 思 はす 溜息って ものが 出た の も 其の 晚 だ。 いま/ \ しいと 思った のよ。 


さう した あんばいでも ぢ- f\ ^する 中に 暧方 近くなる。 夢 も 兌た 事の 無え 己れ にや、 一晩中。 ほかんと 眼球 をむ 

いて 居る 苦しみったら ねえ や。 何う して くれようと 思案の^ てに、 御 方便な もんで、 思 ひ 出した のが 今 云った 

*1 だ。 「{4; の^なる かな 總て^ なり」 「^なる かな」 がせめ え。 祌符 でも 利いた 様に 胸が 透い たんで、 ぐっすり 

寢 込んで 仕舞った。 工、 ぷ、 リ  ^.^.y  .  v^.',.\*s 

おい、 も 少し 共 方い 寄ん ねえ、 己れ やまる で 口 2 に 出ち やった。 

其の 翌日^と 力 チヤと を 眼の 前に S いて、 己れ や 云って 問 かしたん だ。 「{<.; の 空なる かな 總 て ^な り」 って審 

が ある だら う、 解ったら 今日から 舍計の 野郎の 妾に なれ。 ィフヒ ムの方 は 巳れ が 引き受けた。 ィ フヒム が：！： う 

なる もんか、 それよりも 人^に^ ひ 込んで 行け。 食 ひ 込んで 思 ふさ ま 甘め え 御 馳走に ありつ くんだ てつたん^。 

さう だら う、 平 い s.i がさ うぢ や 無え か。 

處が お前、 力 チヤの 奴 は^の 先き で 笑って けっから あ。 ー體 がお 前 此の 話っても の は、 力 チヤが^ W になつ 

て 持 出した ものなん だ。 彼奴と 來 ちゃ 全く 一 一 ま はり も 三 ま はり も 己の 上 乎 だ。 

お W は 兌 無え か 知ら 無え が、 一と^ 見ろ、 力 チヤって 奴 はさう 行く^の 女なん だ。 厚い 胸で、 大きな^で、 

腕ったら 斯う だ。 

と 云 ひながら 彼 は、 兩 乎の 食指と 拇指と を繫ぎ 八！； はせ て 大きな 輪 を 作って 兑 せた。 

而^ だってお 前、 己れ つちの 娘 だ。 ぉ姬 様の 様な の は 出来る^ は 無え が、 膽が 太て えんだから あの 大かぃ 眼 

では 据 ゑて 见 ねえ、 E?! の 心はぴ り/ \ つと 震へ 込んで 一た まりも 無え に 極まって 居ら あ。 そり や 彼奴 だって ィ 

フヒム に氣の 無え 譯ぢゃ 無えん だが、 共 處が阿 魔 は 阿 魔 だ。 矢張り 老耄の 生れ 代りなん だ。 當 世 向きに 出來て 

居 や あがる。 


ぁ岛武 郞^^ 笫ー卷  一二 

ち うづめ 

そんな 譯で話 も 何も 他愛なく 纏まつ ちゃって、 己れ のこね 上げた 腸 詰 は グリゴ リ 1* ぺト 11 コフの 皿の 上に 

乘 つかった のよ。 

.  た  つむじか^ 

それ迄 はい-、 それ迄 は 難 は 無えん だが、 それから 三日 許り 經 つと、 ィフ ヒムの 野郞が 颶風の 様に 驅け 込で 

來ゃ がった。 

つの  かん ビか 

「ィフ ヒムの 野郞」 と 云った 時、 ヤコ フ. イリ イッチ は 再び 胴の 間を兒 返った。 話が はすんで 思 はす 募った 癎 高な 

聲が、 もう 一度 押し つぶされて 最低 音になる。 氣が 付いて 見る と 又 日影が 移って、 彼 は 半身 日の 中に 坐って おる 

ので、 私は默 つた ま& 座を讓 つたが、 彼 は 動かう と はしなかった。 船員が 食 ふので あらう、 馬 鈴 薯と鹽 肉と をバ 

せま 

タで 揚げる 番 ひが、 蒸 暑く 二人に 逼 つた。 

海 は 依然として、 ちゃぶ り /\ と 階 律 を 合せて 居る。 ャ コ フ. イリ イッチ はもう I 度ィフ ヒ ムを振 返って 見なが 

ら、 押しつ ぶした 俊の 聲で、 

たげ 

見ろ い、 あの 切目の 長え^ をぎ ろ つとむいて、 其奴が 血走って、 からっきし 狂人 見て えだった。 筋が 吊った 

かや " も 廻ら 無え、 「何んだ つて 力 チヤ を 出した」 と 同 唾 をのみながら ぬか しゃがる。 

「出したい から 出した 迄 だ、 別に 所以の ある 答 は 無え。 親が 己れ の 阿 魔 を、 救 主に 奉らう が、 ュダに 嫁に やら 

ちっと  わかり 

うが お前つ ちの 世話に は 相なら 無え。 些度 物に 理解 を附 けね え。 當世は 金の ある 所に 玉が よるんだ。 それ 

*  べらぼうめ  きり やう 

が^ 世って 云 ふんだ。 篦棒 奴、 娘が 可愛ければ こそ、 己れ だって こんな 仕儀 はする。 あれ 程の 容色に ベら く 

まこと 

した もので も 着せて 見たい が 親の 人情 だ。 誠 力 チヤ を 女房に したけ り や、 金の *耳 を 揃へ て 買 ひに 來ぅ。 それが 

出 來ざぁ 腕つ こきで グリゴ リ！ パ ト 一一 コ フ から 取り返し ねえ。 力 チヤ だって 呼吸 もす り や 飯 も 喰 ふ 。ぼかんと 

遊ばしち やお かれ 無えん だから  お前つ ちゃ 一 體 何んだ つて、 そんな 太^れた 眼 付 をし て^や あが るん 


だ」 

とほ ざいて くれる と、 ィフ ヒムの 野郞ぢ つと 考 へて 居 やが つたけ が、 

と；^ を 切って ヤコフ. イリ イッチ は雙 乎で 身 を 浮かしながら、 先刻 私が 讓 つた 座に 移って、 ひたく と 自分に 近づ 

いた。 乾き かけた ォ ヴァォ ー ル から 酸つ ばい 汗の 臭 ひが 蒸れ 立って 何とも 云 へ ぬ J 

云 ふに や、 

と 更に 聲を 低く した 時、 私 は 云 ふに 云 はれぬ 一 種の 恐し い 期待 を 胸に 感じて 心を騷 がさす に は 居られなかった。 

ヤコ フ. イリ イツ チは更 めて 周 園を兑 廻 はして、 

氣の平 い 野お だ  ^いか、 是れ からが 話 だよ、  ィフヒ ムの云 ふに や 其の 人 問って 獸 にしみ ぐ 

どいた く ざんえい 

愛想が^ きたと 云 ふんだ。 人間って 奴 は 何ん の 事 は 無え、 贅澤 三昧 をして 生れて 來ゃ がって、 不足の 云 ひ^は 

ま * い^ i なのに、 物好きに も 事を缺 いて、 蟲手合 ひの 內懷 まで 手 を 入れ やが る。 何が 面.： n くって 今日々々 を暮し 

て 居 るんだ。 蟲 つて 云 はれて 居ながら、 それでも 偶に ゃ氣 儘な 夢で も 見れば こそ ぢゃ 無え か …… 畜生。 

ヤコフ. イリ ィ>チ は ィフヒ ムの言 つた 事 を 繰返して 居る のか、 己れ の 感慨 を 漏らす のか 解らぬ 程、 熱烈な 調子 

になって おた。 

畜生。 其奴 を野郞 見付ければ ひったくり、 見付ければ ひったくりして， 空手に して 置いて、 搾り 榮が しなく 

なると、 靴の 先へ かけて 星の 世界へ でも 蹴つ 飛ばさう と 云 ふんだ。 慾に か-つて そんな 察が 兒 えなくな つた か 

つて 泣き やが つた …； 馬鹿。 

^鹿。 己れ を歉 たと 思って 居 やが るんだ。 蟲 つけら の 眼から 贅澤水 を 流す 様な 事 をして 居 やが つて、 憚り 

ながらお 榴 つてえ 事が 云へ る 義理 かい。 ィフヒ ムの奴 も 太 .M れて居 やが る 癖に.' 胸三寸と 來 ちゃから つきし 乳 

かんく 焱  ニニ 
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奐 なんだ。 

だが 彼奴の 一 念と 來 ちゃ 油斷 がなら 無え。 

いか。 

义屑 から もたれ か \ る 様に すり 寄って、 食指で 私の 膝 を 念 入に 押しながら、 

せ： いか、 今日で 此の 船の 鏽落 しも 全然 濟む。 

斯う 云って 彼 は 私の 耳 へ 口 を 寄せた。 

全然 濟 むんで グリゴリ！ ぺ トニ コフ の 野郎が 檢 分に 船に 來ゃ がる だら う。 

ィフ ヒムの 奴、 默っ ちゃ 居 無え 害 だ。 

私 は 「默 つち や 居ね え」 と 云 ふ 簡^な 首 葉が、 何 を 言 ひ顯 はして 居る か を、 直ぐ 見て取る 事が 出來 た。 餘 りの 

不意に^ はす 氣总を 引く と， 迸る 様に 鋭く 動悸が 心 職 を衝 くの を 感じた。 而 して そ は， しながら. ヤコフ *ィ 

リイ クチの 方 を 向く と、 彼の 眼 は巖の 様な 堅い 輪廓の 睫の 中から、 ぎら つと 私 を 兒据 ゑて 居た。 思 はす 視線 をす ベ 

らして 下 を 向く と、 世の中 は 依然として 夏の 光の 屮に 眠った 様で、 波 は 相 變らす ちゃぶ り/ \と長 閑な 階 律 を 刻 

んで： ^る。 

私 は 下 を 向いた 儘、 心 は 差 迫りながら、 それで 居て 閑々 として、 波の 階 律に 比べて 私の 動悸が 佝の位 早く 打つ 

かを^へ て 居た。 而 して ヤコフ. イリ イッチが 更に 語 を 次いだ の は、 三十 秒に も 足らぬ 短い^ であった が、 それが 

恐ろしい 機な、 待ち遠しい 様な 長さであった。 

私 は 波 を 兌つ めて^ る。 ヤコフ. イリ イッチの 豹の 様な 大きな 眼睛 は、 私の 眼から 耳に かけた あたり を 揉み 込む 

様に兑 据 ゑて^ るの を 私 はま ざ. （- と 感じて、 云 ふべ からざる 不 决を覺 えた。 


ャ コ フ. イリ イッチ は 齒を喰 ひしば る 様に して、 

お前 も述帶 であ げられ 無え とも 限ら 無え が、 「知ら 無え/ \」 で 通 すんだ ぞ、 生じつ か  

此の 時ぴ ー と 耳 を 劈く 様な 響きが 遠くで 起った。 共の 方 を，： I： くと 船 梁の 黑ぃ 細い 煙突の 一 つから 斜に それた 靑 

{氽 を くっきりと 染め 拔 いて、 く 一  園の 蒸氣が 漂うて OS る。 ある 限りの 煉瓦の Sii 突から は^ 黑ぃ 煙が むくく 

と 立ち上って， むっとす る 様な I； 者 さを覺 えしめ る。 勞 働を强 ひる 爲 めに、 鐵 と蒸氣 とが 下す 命令で ある。 私は此 

の 叫び を 聞いて 起き 上らう とすると" 

寺て o 

VI 一 

と ヤコ フ. イリ イッチが 脫み据 ゑた。 

きょろ^ f\ 'するな い。 

化い か、 ^じっか 何ん とか 云って 兌ろ、 生命 は 無え から。 

長え 身の上 もこの^ めに したんだ。  . 

はづ 

と：. ム ひながら， 彼 は 始めて 私から 視^ を 外して、 や をら 立 上った。 胴の ii に は旣に 眼を覺 した ものが 二三 人 居 

る o 

起きろ 野郞 共、 汽^がぬ つてら い。 さ、 今：：： です つかり £:： 付けて 仕舞 ふんだ。 

而 して 大欠仲 をしながら、 彼 は 寢亂れ た勞 働^の^ を鏠 つて， オデッサ 丸の 船 階 子 を 上って 行った。 

私 も 持 場に ついて 午後の 勞働を 始めた。 最も 頭 腦を川 ふる 餘地 のない、 而 して 最も 肉體を 苦しめる 勞働 はかん 

かん 蟲 のす る勞働 である。 小さな カンテラ 一 つと、 形の 色々 の 金槌 二つ 三つと を 持って， 船 S 二重底に 這 ひ 込み、 

石炭 かすで は〈黑 になって、 油の 様に とろり と^ 敗した ま&に 溜って 居る 鹽 水の 中に、 身體を 半分 浸しながら、 か 

力 ん /\ 蟲  一 ： 九 
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ん くと 鐵 鍵を敲 き 落す ので ある。 隣近所で おろす 槌の響 は、 狹ぃ签 洞の 中に 籠り 切って、 丁度 嗚り はためいて 

,  C  *< どろみ 

居る 大 鐘に 頭 を 突っ込んだ 通り だ。 而 して 暑さに 蒸れ 切った 空 氣と， 夜よりも 喑ぃ喑 闇と は、 物 恐ろしい 假睡に 

總 ての 人 を 誘 ふので ある。 敲 いて 居る 中に 氣が 遠くな つて、 頭と 胴と が 切り放された 様に、 頭 は 頭 だけ、 手 は 手 

だけで、 勝手な 働き を かすかに 綾け ながら、 惡ぃ 夢に でもうな された 様な 重い 心に なって 居る かと 思 ふと、 突然 

こ まく 

喑黑な 物^い ^問の 中に 眼が 覺 める。 周圍 から は 鼓膜で も 破り 相な 勢で 鐵と鐡 とが 相 打つ 音が 逼る。 動悸が 手に 

取る 如く 感ぜられて、 呼吸 は 今 絶える かとば かりに 苦しい。 喘いでも 喘いでも、 鼻に 這 入って 來 るの は 窒素ば か 

りかと 思 はれる 汚い 空氣 である。 私 は 其の 午後 も そんな 境涯に 居た。 然し 私 は 其の 日に 限って 其の 境涯 を 格別 氣 

にしなかった。 今日 一日で 仕事が 打 切りに なると 云 ふ 事 も、 一 つの 犬なる 期待で はあった が、 纏て 現 はれ 來 るべ 

.  てきがいしん  あ ふ  か 

き 大事 件 は 若い 好奇、.？ と敵慯 心と を 極端に 煽り 立て > -、 私 は 勇士 を乘 せて 戰 場に 驅け 出さう とする 牡 馬の 樣に、 

1= 闇の 屮で^ を 輝かした。 

，  さ 

とうく 仕事 は 終った。 其の 日 は 三時 半で 一 統に 仕事 を やめ， 其處此 處し殘 したと ころに 手 を 入れて、 偖て 會 

あまた 

社から 檢^ 員の 來 るの を 待つ 計りに なった。 私 は あの 二重底から 數 多の 仲 ii と S. 板に 這 ひ 出して、 油照りに 横 か 

ら 照りつ ける 午後の 日 を 船橋の 影に よけながら、 古べ ンキ ゃ赤鏽 でに ちゃ と 油ぎ つて 汚れた 金槌 を 拭 ひに か 

かった。 而 して 拭 ひながら いっか ヤコフ. イリ イッチが 「法律って もの は 入 間に 都合よ く 出来て 居 やが るんだ。 シ 

ヤン バ ンを飮 み 過ぎち やなら 無え とか、 靴下 を 一 一十 足の 上 持つ ちゃなら 無え とか そんな 法律 は藥 にし 度く も 無え。 

はきだめ を舰 いちやなら 無え とか、 落ちた もの を 拾つ ちゃなら 無え とか 云 ふんなら、 數へ 切れ 無え 程 あるんだ。 

そんな 片手落ちな 成敗に へえく と 云って 居られる かい。 人間が 法律 を 作れり や あ、 蟲 だって 作れる 箬だ」 と 云 

つたの を 想 ひ 出して、 蟲の 法 的 制裁が 今日 こ そ 公然と 行 はれ るんだ と 思 つ た。 


丁度 叫 時 中^でも あったらう、 小 蒸汽の 汽^が 遠くで 嗚 るの を 聞いた。 間違な くセ ミオ ン會社 所有の 小 蒸汽の 

汽ぉ だ。 r 來 たな」 と 思 ふと 胸は穏 かで ない。 船 階 子の 上り口に は勞働 者が 十 W 五 人 群がって 船の 着く の を 見守つ 

て 居た。 

私の 好奇心 は 我慢し 切れぬ 程 高まって、 商賫 道具の 掃除 をして 居られ なくなった。 一 つ 見物して やらう と 思つ 

て 立 上らう とする 途端に、 

様 あ 見や がれ。 

と- ムふ 鋭い 獰 がかの 一 群から 響いた ので、 私 はもう 遣った のかと 宙を 飛んで、 

ヮ ハ   - 

お え もの  t た- 

と 笑って おる、 其の 群に 近づいて 見る と、 一同 は 手に （-重 も 相な 獲物 を ぶらさげて 居た。 而 して 瞬く 暇に かん 

かん 蟲は總 て 其の 場に 馳せ 集まって、 「何んだ く」 とひし めき 返して、 始めから 居た かんく 蟲は 誰と 誰で ある 

はやわざ 

かおに 判ら なくなって 居る。 ナボレ オンが 手下の 騎兵 を 使 ふ 時で も、 斯うまでの 早業 はむ づか しからう。 

私 は 手 欄から 下を颯 いて 居た。 

積 荷の ない 爲め、 思 ふさ ま 船 脚が 浮いた ので、 上甲板 は 海面から 小山の 様に 高まって 居る。 其の 甲板に グリゴ 

リ ー. ぺト 一一 コフが 足 を かけよう とした 刹那、 誰が 投げた のか、 長方形の ズク鐵 が 飛んで 行って、 其の 頭蓋骨 を 

さかお と  . 

破った ので、 迸る 血煙と 共に、 彼 は 階 子 を 逆落しに もん どり を 打って 小 蒸汽の 錨の 下に 落ちて、 横腹に 大 負傷 を 

き や 

したので ある。 簿 地 セルの 乾 奢な 背廣を 着た 太った 姿が、 血み どろに なって 倒れて 居る の を、 二人の 水夫が 茫然 

立って 見て 居た。 

私の 心に はィ フヒム が^に 擴 大して 考 へられた。 どんな 大 活動が 演ぜられ るかと 待ち設けた 私の 期待 は、 背負 

かんく 蟲  一七 
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投げ を 喰 はされ た氣 味で あつたが、 き * ひくと した 成功が 瓒ら す、 身ぶ る ひの する 樣な爽 かな 感じが、 私の 心 を 

引つ 摑ん だ。 私 は 此の 勢に 乘 じて ィ フヒム を 先き に 立て \、 更に 何 か 大きな 事で もして 見たい 氣 になった。 而し 

てィフ ヒムが どんな 態度で 居る かと 思って 眼 を 配った が、 何處に まぎれた のか、 其の 姿 は 見當ら なかった。 

一時間の 後に 二人の 警部が 十數 人の 巡査 を 連れて来 船した。 自分 等 は 其の 厳しい 監視の 下に、 一人々々 總て危 

おえ 亡る i  しほ 

險と目 ざ- れる 道具 を 船に 殘 して、 大 運搬 船に 乘り 込ませられた のであった。 上げて 來る 潮で 波が 大まかに うお 

り を 打って、 船渠の 後方に 沈み かけた 夕陽が、 殆ど 水平に 横顔に 照りつ ける。 地平線に 近く 夕な 雲が 渦 を卷き 返し 

て、 驟雨の 前に 鈍った 靜 かさに、 海面 は 煮つめた 様に どろり となって 居る。 ドゥー ーパ ー 河の 淡水 をした、 か 交へ 

た ゲル ソンで も 海 は 海 だ。 風 はなく とも 夕され ば何處 から ともなく 潮の 香が 來て、 濕 つぼく 人 を 包む。 蚊柱の 聲 

お ほ だる とき 

の 様に 聞こえて 來る ケルソ ン 市の 薄暮の さ \ やきと， 大 運搬 船 を 引く 小 蒸汽の んを きざむ 様な 響と が 私の 胸の 

落ちつ かないせ はしい 心地と しっくり 調子 を 合 はせ た。 

私 は 立った 儘大 運搬 船の 上を昆 廻して 昆た。 

寂 i して 仏れ る 計り 坐ったり 立ったり して 居る のが 皆ん なかん く 蟲の手 合 ひで ある。 其の 間に 白帽 白衣の 警 

{:z が 立ち交って、 戒め 顔に 佩劍を 撫で 廻して 居る。 舳に眼 を やる とィフ ヒムが 居た。 とぐ ろを卷 いた 大繩の 上に 

腰 を 下して、 兩手を 後方で 組み合せて、 頭 をよ せかけ たま、 眠って 居る らしい。 ヤコフ. イリ イッチ はと 昆 ると 一 

あぐら  ぎせ る 

人お いた 私の 隣り に 大きく 胡 坐 を かいてく は へ 煙管 をば くく やって 居た。 

へん、 大袈裟な 眞似を しゃがって。 

ほ 、かむ 

と：. ムふ聲 がした ので、 兌る と 大黑帽 の 上から 三角 布で 頰 被り をした 男が、 不平 相に あたり を 兌 廻した 居た が、 一 

人の 巡^が 彼を昆 おろして 居る のに 氣が附 くと、 しげく それ を 見返して、 唾で も 吐き出す 様に、 


杳生。 

と 云って、 ^ら はし 相に 下 を 向いて 仕舞った * 


(1 
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半 . 日 

や なみ  おそ 

地に は 雪、 空 も 雪の 様に 白み 渡って 家並ば かりが 黑く 目立つ 日曜日の 午後 晚く相 鳥 は玄關 にあった 足駄 をつ ッ 

かけて 二 町 計りの 所に 郵便 を 入れに 行った" 歸り路 に 曲り角で 往來を 兌 渡した がそれ らしい 橇の 影も兒 えぬ 今 

日 は 踐 めた のか 知らん」 と 思 ひながら 横道 を 這 入って 覺 束ない 足駄の 歩み を 運ばす と 子供が 飒の絲 目 をな ほして 

^るのに 遇った。 多分 は 父親で も 造って やった の だら う、 六角形の 叫 枚 張りで 隅に 小さく 「佐 倉」 と 名前が 害い 

べんば つ 

て ある。 日本の 軍人が 支那 兵の 辮髮を 握って 劍を振 上げた 畫の 赤ゃ靑 に、 雪が ちらく と 降り か、 つて 居る。 「御 

免よ」 と 云 ひながら 相 島は軟 かい 雪に 一 足踏み 込んで よけながら 通った。 小 兒は眞 赤な 顔 を 一 寸 上げて 相 島 を兑 

たなり 又 絲目を そ、 くって 居る。 

とし  か げ 

もう 一 つ 角 を 曲る と 自分の 門が 見えて、 其の 前に は 待ち設けた 橇が留 つて 居た。 齢の 若さうな 瘦 せた 鹿 毛が 鼻 

い たづら 

尖で 積んだ 雪に 悪戯 をして 居る。 相 島 は 其の 馬 を さすりながら 又 足駄 を 雪の 中に 踏み込んで 門 を 這 入る と、 玄關 

の 前に 井田が 居た。 

「や ァ」 

と 相 ，3 は 心の中で jsr ひながら 快活に 云 ふと、 井田 は 疲れた， 様子で それでも ほ、 ゑみながら 點 頭いて 見せた。 

相ね は 大^ぎで 中の 口から 上って、 自分の 書齋を 通り 拔 けて 玄關に 出る と、 書生が 旣に戶 を 開けて、 1 日い 家の 

まぶ 

中から 明るい 雪の 庭が 眩しい 様に 見える。 其の 中に 井田 は 矢張り 少し 氣の拔 けた 風で 立って 居た。 


桡は 丁^ 鬥 の 前にあって 荷が そっくり 見える。 竹 行李が 二つ、 柳行李が 一 つ、 漬物 樽が 一 つ、 スト ー ヴが 一 つ、 

大きな 風：：，：： 敷^が 一 つ、 害 棚が 一 つ、 それ 等が ごったに 折り重なった 上に、 簡單な 机が 仰向けに 積んで あった。 

井 m が黑の ニ^ マ ントを 式^に 脫ぐ屮 に 出 面 は 机 を 卸しに か X る。 相 島 は 玄關の 障子と 奥の 襖 を 外す。 書生 は玄 

關 につ ッ 立って 共の 力強い 腕に 荷 を 運ばう と t$ ちかまへ た。 

外 m は 外^ を脫 いで 身が 輕 くな つたと 共に 不圖 淋しい 心 持が したが、 それ も 束の間で、 直ぐ 机の下に あった 行 

李 を 運び 始めた。 恐らく は 井田が 淋しく 感じた 其の 時で あらう。 相 島 は 出 面が 運んで 來た 机の 隅に くッ ついて 居 

る- S を 指先で さら ひながら 「ま ァ宜ぃ 事 をした」 と 何ん の 事 はなく さう 思った。 

電光の 如くば つと 郯 いた 其の m 心 ひ はまた 消えて 相 島 は 一 心に 荷物 を 己れ の 書齋の 隣の 八疊に 運び出した。 相 島 

と-に；： や-一が 枝の 様に お 入ったり 出たり 五六 遍 すると、 荷 は窒の 中に 運ばれて しまった。 井田 は 懐中から 蟇 口を出， 

して 出 而に拂 ひ を^ます と、 出 面 は 一 寸禮を 云って 馬の 轡を 引いた。 

「おい、 そり や 馬方の ぢゃ ないかい」 

と^^が 井 m の^ぎ 捨てた 外套 を 指す と、 井田 は 例の 輕ぃ 様で 居て 沈んだ 語調で、 

「い、 え、 ^れは 僕んで す」 

と-ぶ ひながら 式^に 腰 を 下して 靴 を 脫 ぎに か-る。 相 島 は橇の 鈴に 氣を 取られて 暫く は 耳を澄ました。 

書棚の 位 S も 定まり ラ ンプゃ 炭 取 は それ，， ^の 所に 仕舞 はれて、 井田が 住む 可き 窒は彼 處此處 に 雪の こぼれ、 

.3 づ たか  ， 

淮 い^くち やな 新聞紙、 赤と 白の カタ ン絲 で亂れ た。 それ を まとめて 書生が 掃除に か \ ると、 井田 はさ も 疲れ 

た 様子で 隣の 相ね の に 這 入って 來た。 相 島 は 仕切りの 襖 を 締めて 廊下に 出て、 其處の 押入れから 茶碗 を 二つ 

と 土瓶と 茶筒と をつ かんで 來た。 
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相な が 前 膝 を ついて そ れを雜 多 に疊 の 上 に 置く と、 

「朱 だ 挨拶 もしないで」 

と 云 ひながら 井田 は 一 寸ゐ すま ひ を 直して 頭 を 下げる。 相^ は 無頓着な 風で 茶筒から 茶 を こぼしく 土瓶に 移し 

て スト，' ヴの上 の 藥邋を 下しな がらに こついて 居る。 書生が 隣から 座敷 を 掃きながら、 

と し うら な 

「中^ 先生の 來 るの は 大分 評判に なって 居ます よ。 隣家で はフ ラへッ ト さんで 先生の 齢をト つたら 三十 ゆと 力の 

人 だと 答へ た 相です」 

と- ムふ。 それ を 相 島 は 引きと つて、 

「うむ、 長屋の アマゾン 速 も 二三 人出て 見て 居た」 

と 云 ふ。 井田 も 稍 A 兀氣づ いて、 

「隣と は何處 です、 彼處永 丘？ ァ、 飛んだ お嫁さんが 舞 ひ 込んで …… 窬麥 でも 配らな けり やい けない のか 知らん」 

而 して 其の 最後 の | 喬麥 の 事 は 稍 i 眞面 目で 云った のであった。 然し 相 島 は 平氣で 居る。 

--  ど e ノ 

「今日は 君の 爲 めに 湯 を 沸かして^ いたから、 少し 休んだら 一 つ 片付けて 仕舞って 這 入ったら 如 伺です」 

と 云った が 井田 は 容易に 立ち上ら うと はしなかった。 而 して 二人 は 隣の 長 岡 家に 居る 白痴の 靑 年の 話 を 始めた。 

「安の 何ん なんです か」 

と 井田が 聞く。 

「さう です。 妾の 子で もう 二十 八 だ 相です」 

「大佐 は 矢張り 一 處に居 るんで すか …… 東京です か」 

「大佐 は 死んで しまったんだ —— もう 餘程 前です よ」 


と 相^が 說明 する。 

「三 卜 川 は^くな、 然し 僕 は 此の頃 ：！： ん だか 靑 年と 云 ふ 時代と 別れる 様な おがして ならない けれども」 

井 nr は 二十 ヒ^で ある。 實 にい、 1 だ。 情 は 熱し 未來の 到達 は 未だ 夢の 儘で：^ る。 實 にい、 齢 だと 考 へながら 

きつ  » 

相 島 は. C 分が 旣に 三十 二に なった のに 思 ひ 入った。 而 して 屹と 頭を擧 けて 

「何、 ls」 

と 勢よ く  n を 切る。 

「^だく そり や 人 は 僕 等を靑 年と して はもう 許さん かも 知れない が、 僕 は 未だ 何處 まで も 若い 積り だ。 さう だ 

ね、 人 は 許さない だら うね」 

と 云って 齒を^ ひしば る 様に した。 井田 は、 

「さう です ね」 

と Is つて ほ、 ゑんだ。 井田 は 相 島に 對 して ほ&ゑ みかけた から、 ほ、 ゑんだ ので あるが、 心の中で は 深く 相 島の 

官 葉 を 憐れんだ。 而 して 又しても 起る 淋しい 思 ひ をせ き 留め 得なかった。 

「^は^が 來 る^から 思って 居たん です がね、 是れ から 必す 毎週 一 篇 づ-- 創作 を やって、 土曜の 晩に 朗讀會 をし 

たら 如 ：！： かと 忍 ふんです が」 

と 相お は^らし い 安 化の 膝 を 組み 直して 又 快活な 事 を 云って 居る。 井田 は 疑 はし 相に、 

「出 來る でせ うか」 

と乂 ほ、 ゑんだ。 

「出 來るさ …… 出來す さ」 
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と 相ね もに こつ いた。 

斯う 云 ふ 様な 話 を 低い 聲で續 けて 居る 中に、 冬の 曰 は 急に 喑く なった。 窓 障子の 紙の 色が 黑 みが \ つた 薄 紫に 

なった。 十 曰の 月が 光り 出した の だら う。 

井^ は、 

「それで は 一 寸 片付けて 仕舞 ひます から」 

と 云 ひながら 立 上って 隣に 行った。 時々 鉞 のがさつ く 昔 や 重い 物 を疊の 上に 置く 音が する。 窒は 恐ろしく 噔 くな 

つて 來る。 相-おは 取殘 されて 疊に 落ちた 茶の 葉 を 指先に くッ つけて スト ー ヴの矗 の 所に 捨て. r 居る。 睿 生が 来て 

「先生、 湯が 沸きました」 

と II きの 外から 云って ラ ンプの 掃除に か \ つた。 井田の 心の中に は 此の頃、 ぉッ かぶ さる 様な 喑ぃ 一 つの 影が さ 

まよって 居る ので ある。 是れは 恐らく 彼程の 年頃の 者に は 誰に でも 起る 影で あらう。 前途に は 眼 も くらむ 様な 輝 

き 力 ある。 彼 は 今迄 それ を 心の 眼で ぢ つと 眺めて、 云 は^ 心の中に ある 五官と も名づ くべき もので、 しみ/^ と 

味って 北 ハの屮 にせい 悲しみと 燃 ゆる 喜びと を 感じて 居った ので あるが、 手 を 反へ した 様に 此の頃 其の 感じが 薄ら 

いで 彼 は 肉と 靈 との 問の 痛切な 吸引 力に 動かされ すに は 居られ なくなった。 事實 に觸れ 度い、 事實、 事實、 事 

實、 事實と 彼の 全身 全靈は をめ き 叫ぶ ので ある。 

) ri .  せま 

それの みならす 周圍の 境遇 は 井田に 逼 つて 結婚の 決心 を 促した。 こんな 事 は是れ まで 井田が 思 ひも よらぬ 事で 

あった。 此の 不可思議な 人生の 一 事件 を 全く 客觀 的に 見せ、 井田 は 隨分大 膽な解 釋を爲 して 居た が、 事實に 踏み 

込まう と 云 ふ 彼の 心と 其の 友 等の 熱心な 勸吿 と、 斷ち 切り 難い 人の 習慣と が 激しい 權威を 振って 彼の 上に 臨む の 

である。 おい 彈カ 性の ある 心が、 善悪 は 兎 も あれ、 是れに 抵抗 はすに られ ようか。 


井 W の 血色が 惡く なって 時々 淋しい 心に なった。 

井田 は ほ^ 閬の 中に 片 づけ 物 をして 居る。 相 島 は 井田が 持って来た 「帝國 文學」 を 開いて 屑を颦 めながら 窓 

明りで 井田の 文 を 讀んで 居た。 相 島 はま だ獨身 だが、 實は旣 に 婚約 をした 身で ある。 世に 彼程 外 觀內容 のちが つ 

た 人 問 も 珍ら しからう。 彼 は 始終 快活で^ 氣で、 そ X つかしい 骨太で は あるが、 頸 や 手足が 小さくて 何處 かに 女性 

的な 小兒 らしい 面影が 見えぬ でもない。 然るに その 內 部の 倾 向は餘 程 外貌と は 異なって 居る。 富裕な 家に 生れて 

f むべき 機會は ^ 何も 與 へられながら それに 對 して 冷淡な 事 は 驚く 計りで ある。 一 かどの 專門 家たり 得べき 才能 

を 持ちながら、 それ を 其^ 方向に 用ゐ ようと はしない。 三年 程外國 にも 行って 居た が、 歸 つて 来ても 格別 見識 學 

問を增 した 様子 もな く、 身の とりなしが 丸で 二十 二三の 靑年 同様で ある。 結婚の 問題の 如き も、 昔から 提供 せら 

れ たもの だが、 彼 は 超然と して それ を 跳ね 付けた。 恐らく 彼の 父なる 人の 頭に 白 髮が增 さなんだならば、 彼 は 何 

處ま でも そんな 調子で 居た かも 知れぬ。 其の 緞眞 身に 彼の 心の 戶を敲 くもの が あると、 思 ひがけない 藍色の 悲哀 

がふい と 顔 を 出す 様な 事 もあった。 

井 E が.^ 內を片 づけ 終った 時 は旣に 夕餉の 支度が 出来て 居た。 井田 は 湯に 這 入らう と 持って来た 石 鹼ゃ乎 拭 を 

ランプ 棚の 上に のせて 中の 口に 出て 來た。 此には 五分 心の ランプが チヤ ブ臺の 上に 載って 居る。 加 賀產れ で 丸々 

と 克明な 門徒のば ァ やが も ごく 云 ひながら 挨拶す ると、 井田 も 口の 內で何 か 云 ひながら、 世話にな ると 云 ふ 心 

を 示した。 チヤ ブ臺の 上に は 豆腐の 汁と 何 か 魚の 煮た のと 井田の 持って来た 淺漬 とが 置いて ある。 書生 を 合せて 

鼎， M でお を 取った。 

「今日で は敎會 に 行きます がね。 ひょっとすると 楠が 來る かも 知れない が、 さう したら 敎會に 居る から ッて、 さ 

う 云って 吳れ 給へ」 
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と 相な は 書 生に 言 ひながら 井田と 共に 食卓 を 立った。 而 して 一 寸 休んだ 後、 袴 を はいて 黑ぃ 毛絲の 頸卷を まき 付 

けて 氣 I： 相に 出掛けて 行った。 

井 M は 自分の 室から ソフォ タレ ー スの 悲劇 集 を 持って来て 開いて 讀ま うとす ると、 書生が 來て 湯の 事 を 云 ふの 

で 這 入りに 行った。 喑ぃ ランプの 下に は潆々 と 湯氣の 立ち籠めた 狹ぃ 風呂場で は あるが、 長く 下宿屋の 生活 をし 

て 町 SI にば かり 這 入りつ けた 彼に は、 一 嵇 家庭的な 心地が する。 井田 は 暖く濕 つた 手拭 を顏に 押し あてた 儘 暫く 

とら 

解ける 様な 疲れの 味 を 味った。 「相 島と 云 ふ 男 は 何んだ つて 敎會 へなん ぞ行 くんだら う、 矢張り 囚 へられて る 連中 

か 知らん」 と 思った が、 さう は 解釋し 度くなかった。 今、 井田が 住む 町で 相 島が 一 番 趣味の 合った 話 相 乎な ので あ 

る。 井 £ は 額から 乎 拭 を 取って 上向き 加減に 湯氣の 奥の 暗やみ を 見やって 又 何と 云 ふ 事な しに 考 へた。 不圆 隣の 

長 岡 家から けた- - ましい 驚いた 鷄の 様な 聲が、 手に 取る ばかりに 聞え たので 不思耳 を ひき 立てた。 それが 二度 三 

度と 間え る。 【白痴の 靑年 だな」 と 井田 は 思った。 而 して 不思議に も 彼の 想 ひ は 東京の 自分の 家に 飛んで、 弟の 面 

影が まざ-, (-と 眼に 浮んだ。 井田の 眉 は 烈しく ひそんで 同時に 眸が 異風に 輝いた。 すると 又 叫びが 聞え る。 井田 

は^: 鼓 を 打ちながら r 傳染り 相な 聲 だな」 と 不知に 獨語 して 頭から まくし か&る 或^ をつ き 破る かの 様な 勢で、 

さ つ と 風呂から 立 上 つ た。 

相.^ は 共の 顷 丁度 敎 ^に^いて 居た。 、li り 相な 石段 を 上つ て^子 入口 の戶を 開ける と 殴い 空氣と 華やかな 光と 

が^と^ さとに 逆らって 流れ出た。 a ると 牧師 は 腰掛の  一 fS に 倚り か.^ つて 後 向に 一 人の 靑 年と 話 をして^ たが、 

fflt? の 這 人る のを昆 ると、 共の つやく しい 長い 髮を 電燈の 光に 輝かして 一 寸 挨拶 をした。 相 島 は 地味な 衣服 を 

^た K-竝 んだ 一 群 の^人 席 を 一 寸 顧みて 末席に 腰 を 下した。 

「それで は 少し 讃美歌の 練習 をし ませう」 


めん 

と 纏て 牧師が^ らしい 聲で 快活に 云 ふと、 女で 居ながら 人の 前で 決して 面 を かぶらない、 其の^ 君 は 飾り 氣の な 

い 身ぶ りて 梦掛を 立 上って オルガンに 近づいた。 風呂敷の 中から 讃美歌 集 を 取 出す 音が 暫く ざ わ， （- と閒 えた。 

オルガン が^り 出す と 相 島 は 昂然と して 腰掛から 立 上った が、 餘の人 は 坐った 儘で 居る。 歌が 起る。 「祌ょ 己が 

願 ふ开. 荷 をお めら れん 事に あらす、 願 ふ は そ を 負 ふに 堪 ふるの 力 を 與へ給 はん 事な り」 と 云 ふ 意味の 歌が 离 

れ^-の 調子で If げに 堂に 滿 ちた。 相 島 は 低い 力の ある 聲で 半ばまで 歌った が 「くだらん」 と 思 ふと 本 を閉ぢ 

て もって 仕舞った。 而 して 眼 をつ ぶって 皆の 歌 ふのに 耳 を かたむけた。 離れぐ の 調子で 物 惰げに ゆるく 音律が 

流 I て 電^つ 光まで が^くなる 様 こ-思 はれる。 「もう 少し ゆるく 歌 へ ば 好 いんだ， さ ゥ すれば 基督教なん ぞは 滅び 

て：^ # へ るのに」 と 云 ふ 様な 冷 刻な考 へが、 深い 淵の 中に 石が 沈んで 行く 様に 彼の 感情の 最下 底に 落ちて 來る。 

拔 き：： 止で ffi おの 前の 腰掛に 坐った 人が あるので、 相 島が 眼 を 開いて 見る と 楠であった。 病院に 居る 妹の 處 から 

來 たの？ らう、 皮^は 屹度 妹に 親切に 遠 ひない。 乙に 取す ました 調子で 看護婦 や 妹の 友達な どが 出入す る 窒で色 

色と も^ を^く の だら う、 始^ 良心に 攻められて 居る 様な 顔 をして 實際も 多少 は 攻められながら 萬 人の 行く 大道 

を^: n に 先^りす る ¥1 だな と 相岛は 益々 皮肉になる。 不圖 許婚の 自分の 妻の 事が 眼に 浮ぶ と 四圍が 急に 華やか 

に， H る。 K 京 をた つ 其の 日 荷物 を 造りながら 「安子 僕の 名 を 呼んで 御覽」 と 云 ふと 顔 を 赤め て はにかんで 仕舞 ふ 

の を 近寄って 135 に 乎 を かけながら 「安子」 と 云っても 返事 をし ない、 义 「安子」 と 强く云 ふと 下 を 向いて 前髮 を 

振よ しながら 閱 えない 程に 「雪 雄さん」 と 云った。 相 島 は不思 心が ときめいて、 息の つまる 程 かき 抱いて 始めて 

女と 云 ふ もの.^： に，：：：： 分の 样 を觸れ た。 其の 時の 事 を 思 ひ 出した ので ある。 彼の 眼の 前に は敎會 もない、 讃美歌 

もない。 今まで 妻の 事 を 思 ひつめ ながら 見詰めて 居た、 前の 腰掛に 爪で 書いて ある 「明治 三十 九 年 八月 二十 二 

日」 と 云 ふ 字 もない。 額が ほてる のさへ 覺 えて、 頰 から 今日 剃った 顎に かけて 撫で 廻す と、 はッと 夢が 覺 めた 様 
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になって 相 ii? はふ ッと氣 息 を fK 井に 吹いた。 同時に 「それが 何んだ」 と 云 ふ聲が 雷霆の 如く、 む を # つたので、 彼 

1 .  さま 

は 「へん 馬鹿め」 と 誰かに 鼻の 頭で も はじかれた 様な 顏 をした。 

相^が 眼 を さまして^ 廻す と、 會 堂に は 三分 程 人が 坐って 居た。 牧師 はや をら 身 を 起して 講壇に 登った が、 い g 

スゥ ヱタ. I  しろもの  / 

の黑ぃ 運動^が 又 服に 付く。 松 崎に は 似合った 代物 だが、 松 崎 牧師と して は不 似合 極まる と 心の 顔をしかめ なが 

ら 思った。 讃美歌が 濟み 聖書の 朗讀が 濟み松 崎 は 思 ひ 入った 様に 原稿の 皺 を 伸しながら 「乇 ー ゼの， と 基督の， 

と 云 ふ 题で傅 逍說敎 を 始めた。 モ ー ゼが叫 十 年の 問ァラ ビヤの 砂漠 を さまよった 事、 共 土督が g; 十日の 诏荒& 'のお 

で 苦しみ 給 ひし 事、 そんな 事が 時々 相 島の 耳を撲 つたが、 相 島の 心 は 說敎に 耳 を 傾けて 居ないで、 隣に 坐って 居 

る 二人の 靑 年の さ-やきに 耳 を 傾けて 居た。 中舉 生で あらう、 二人とも 生意氣 らしい。 一人 はに きびの 出 來た顏 

に强ぃ 近眼の^ 銃 を かけて 居 る。 

「おい 行かう か」 

と 一人が：. ム ふと、 片方の が 指さし をしながら 小さな 聲で何 かさ & やいた が、 相 島が 邪魔で 出られな いぢ やない か 

と：. ムっ たのが 相 島に はすつ かり 判った。 又 話が つどく。 

「うまい ね」 

「〇〇 ぢゃ  一 ^うま い j  . 

「だけど， もう^ゃに なった I 

「己れ もよ」 

「來 て^る かい」 

と 一 一人が： S 人 席 をの ぞく。 


「馬鹿 ッ 」 

と； 人が 大きな 漀で 云って、 二人で 高 笑 ひ をす る。 聽衆は 過半 振 返って 靑年を 見た が、 相 島 は 振 返った 聽衆を 睨 

みか へして やりたかった。 相，： は 此の 二人の 靑 年と 此の 振 返った 聽 衆との ^ に 伍す る 事が 腹の 立つ 程 厭やに なつ 

た。 而 してぶ ッ つり 下 を 向いて 腕 を 組む と 遂に 彼の 心の底の 蓋が 口 を 開いた。 相 島 はは ッと 生れ 代った 様に 眞面 

目に なった。 超越した 人生 を 送る のに 何の 誇りが ある、 我が a る 所 聞く 所が 人生で はない か、 人と あるなら 見事 

に 共の 中に 生き 通せ、 彼等に 伍し 彼等 を 愛し 得られぬ 位なら 死んで 仕舞へ。 天才と 稱 せられる 少數の 人の 間に 呼. 

吸 をす るの は、 最も 醜惡な 空^ を菽も 高 尙に吸 ふ 事 だ。 其の 人 は 最も まとまった 人生の 圈外を 歩く もの だ。 高い 

所から 下 を 見て あざわら ふ、 そんな 卑劣な 悪魔 的な 態度に 安住すべき でない。 

^も"^ なお： M を^も 醜惡に 吸って 生きろ。 

相，：： i は ひしく と 基督の 人格に 觸れた 様に 思った。 漁夫 や 稅吏ゃ 娼婦 ゃマグ ダレ ナの マリア や ザ ー カイ やの 間 

に まじった 茈督の 顔 を 見る 様に 思った。 而 して 殆 んど淚 にあ ふれん とする 眼 を 擧げて 牧師 を 見た。 說敎は 進んで 

牧師の 意 氣も昂 まって 居た。 あの 牧師 は 科擧の 思潮に は 最も 觸れ 易い 學 校の 出身者で、 實 生活と 云 ふ ものに も銳 

敏 な^^ をお つた 人で あるのに 自ら 好んで 基督の 官； 傳者 となり、 其の 同窓 等が 一 かどの 科舉者 として 宗敎 其の 者 

の 存在 を すら 疑 はう として 居る 間に、 獨り 目立たぬ 苦鬪 をして 居る と 思 ふと、 相 島 は 眼の 前に 一 個の 殉教者 を no- 

る 伐な 心 持が して 熱心に 其の 姿 を 見やった のであった。 而 して 相 島 は 嘗て 日記に フォックスの 事を誊 いて 「われ 

は 彼 を 尊敬す。 され ど祌は 歩むべく われに 他の 道 を 賜へ り」 と 結論した 事 や 「人 は 其の 終局に 於て 遂に 孤立せ ざ 

る 可ら す」 と 書いた 事 や を 思 ひ 出した。 

禮拜が 終る と 相 島 は 楠に u 一一 ロニ t 一口 云って 直ぐ 敎會を 出た。 外套 を 着ない 懷に 夜風が しみて 空の 星が!^ るぐ^ 
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くな つたり 遠くな つたり する 様に 光る。 急いで 淋しい 町に 這 入って 何ん となく 唯 急いだ。 「他の 道」 「孤 獨」 と 云 

ふ 様な 字 を 繰返し/ \考 へたり、 やめたり して、 彼の 心 はせ き 立てられる 様な 不安に 充 ちた。 

^近くの 露地で 相 島 は 突然 雪の 上に すべった。 彼 は元氣 よく 起き 上って、 手袋 を脫 いで 腰の 雪を拂 ひかけ た途 

「巾；；：； 様 はす ベ る 時 屹度 人 の 居ない 所です ベる ぞ」 

と 云 ふ聲が 心の奥でした。 彼 は 雪を拂 ふの を やめて しまって、 肩 を 怒らしながら づか， （-と 歩いて 家に 着いた。 

卞： ：」|| の^ 紙 を 開ける と 明るい ランプ の 下に 井田 はソ フォ タレ ー スを 讀んで 居た。 相 島 は 火 を 見る 事が 好きな 男で、 

蠟燭の 火が 一 桥綺魃 だと か、 油煙の 立つ ランプ 程癎 瘤の 起る もの はない とか 云って、 此の 町に 來 てから 叫 度 ラン 

ブを 取り代へ た。 彼 は 今 此の 明るい 火 を 見て 總 ての 事 を 忘れた 様な 快活に なって 黑ぃ 頸卷と 鉢の 高い 帽子と を玄 

關 になげ 出した なり どっかり スト ー ヴの 側に 腰 を 下した。 井田 は 書物から^ を 放して 稍ぶ 遠慮げ に ほ X ゑんだ。 

「唯今 …… 湯に 這 入りました か」 

と 云って 相 島 は 井田の 机の 上に 眼 を やって、 

「其の ソ フォ タレ ー スの 表装 は 大した ものです ね」 

と 腕 を 伸し て それ を 取 つ た。 

「え」 是れは 安くって 一寸 好 ござんす」 

「あ &本當 の皮ぢ やな いんです ね。 是れが 本當の だとい X ん だが …… 古いの はい-で すね」 

「え 丄 

「どうです 是れは 面白う 御座ん すか」 


「や、 M り の ものに は 云 はれない 好い 所があって、 何んだ が 大きい 深い 様な 所が ある 様です お」 

「はァ さう かナ」 

と 云って 相^ は 小兒の 様に 羨まし 相な 顔 をした。 而 して 話題 は 暫く 希臘の 世界に 這 入って 行った。 井田 は 何時で 

も かうな ると 颜 がが える。 聲 にも 力が 出て パリスの 悲劇 を 語り 出した。 相 島 は 依然として 羨まし 相に それ を 聞い 

た。 而 して 不 US ひ 出した 様に 立 上って 隣の 窒の 書棚から 古びた 一 冊の 書物 を 持って 來た G 

「何んで す」 

相お は 意^の 分らない ほ、 ゑみ かた をした。 

「是 1 よ. ねえ、 是れ でも 僕が . ：： 舉 校に^ た 時 は 夢中で 愛した 本 だ。 こんな 風に 表装まで さしたん です」 

そ I は 若くて 死んだ 一 某 督敎靑 年の 遺稿であった。 黑 皮の 表装で 中には 相 島が 自分で 描いた 摔害 一が 入れて あつ 

て、 詩 や 文に は 赤靑の 線が 引き 散らして ある。 相 島 はなつ かし 相に 彼 處此處 とべ./ ジを まくって 躊躇して 居た 様 

子で あつたが、 やがて 其の 中の 一 つの 詩 を讀み 上げた。 聖書の 雅歌 其の儘の 調子で 意味の まとまらぬ 様な 事が 書 

いて ある。 井田 は、 

「いかにた & へん、 いかに ほめん」 

とか、 

「あまつ そらに、 今 R 始めて 歌の 組の 首と なり 

香と * ひ 散る 百合の 影に」 

とか、 

「此 世に て 又 遇 ふべき か —— 遇 はざる か 
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此世 にて 又 遇 ふ 事の なかれ かし。 

叉 遇 ふと は 恨の 井戶を 深く 掘りな して 

苦 水く むな り」 

とか 云 ふ 句 を處々 聞きながら 默 つて 首 を 下げて 居た。 下らん 何んで 相 島 は 時々 あ 平凡 にな るんだら うと 考 へな 

がら 彼の 心 は 今まで 熱烈に 彼 を 捕へ て 居た 希臘の 悲劇に 飛んで 居る。 一 つの 歌 を讀み 終る と、 相 島 も氣が 付いた 

らしい、 自分 もつ まらな さ 相に 其の 本を投 出した が 又 拾って ぺ ー ジを ばら/, \ とやって 又 なげ 出した。 井田 は 何 

ん だか 氣 の^に なって 其の 書物 を 取上げて 見た が、 どうしても 下らん ので 下に 置いた。 話が 一 寸 途切れる。 

わき 

相な は 側に あった 籠 を 引き寄せて、 其の 中から 皮の 色の 見事に 紅い 林檎 を 選んで、 器用に 皮 をむ いて 口に 入れ 

ると さく/ \ と渴 いた 人の 様に 嗨んで 居た が、 やがて 眼 をつ ぶって 林擒を ふくんだ 儘で 默 つて 居る。 やがて、 

「うま い 」 

と 服 をつ ぶった 儘で 云った。 

其の 時 突然 玄關 の戶を 動かした ものが ある。 相 島 は 一 寸 立った が 思 ひついた 様に 後が へりして 先刻の 古い 本 を 

持って 出た。 玄關の 所で 話聲 がする。 

さっき 

「先刻 は 失敬」 

と 相お の 大きな 聲 がする と、 小さな 聲が何 か 云って 居た。 

「"： んれは 僕が 嘗て 愛讀 したんだ が、 此の 外に は 一 寸 日本の 本 はない からま あ 持って行って 見 給へ ：：： こんな もの 

でも^ 人に さはる といけ ないから、 初めに 君が 讀んで 見て くれ 給へ。 それで 關 はな. いと 思ったら 病院に 持って 

行きた ま へ」 


「楠 だな」 と 井田 は 思 ひながら、 すっと 奥 齒に氣 息 を 引いて 小 腕 を 膝頭に 乘 せた 儘 「大和」 を 拾 ひ上げた。 

楠 は夜更 くな つて 濟 まなかった 事 や、 本 を 貸して 旲れた 事の 禮 やら を 今夜 は 殊に 丁寧に 小さな 聲で 云って 歸っ 

て 行った。 相 島 は 楠が 返して よこした 書物 三叫 冊 を 抱へ て 喾 齋に這 入って 来た。 

フラウ. ゾルゲと ハイ マ ー トと サン タト • ョハ 11 ス* フォイ エルと イン ガソ ー ル の 文集と であった。 井田 は 其の 中 

から フ ラウ • ゾルゲ を 取上げて， 

rtt 方 も是れ をお 持ちです ね、 僕 は 此の間 丸 善に 註文して 置いた が」 

と 云った。  • 

ffiti は 井田が フラウ • ゾルゲの 飜譯に 着手しょう として 居る の を 知って 居る、 而 して 「あれが 井田の 弱點 だ。 

井田 は 動かされ 過ぎる、 も 少し 執着 するとい- んだ」 と 思った。 此の 時相 島 は 自分の 企て \ 居る 飜譯の 仕事が 井 

田の 心 を 動かした の だと 推して 居た の だ。 

それから 二人 の^に フラウ. ゾルゲ の 內容に 就いて 話が 進んだ が、 どうした 調子 か 話頭が 戀 愛の 事になる と、 相 

^は 突然 彼の 周圍に 起った 種々 の 事件 を 語り 出した。 彼の 妹が 道ならぬ 戀の爲 めに 死なん とした 事 や、 弟に 夫婦 

約^ をした 女の ある 事 や、 共の 他 其の 友達の 上に 起った 事 迄 も 大膽に 打開け て 物語った。 井 H は 此の 話 を 聞きな 

がら 相. お を 見る と、 共の 眼 は 異様に 輝いて、 跺 出す 言葉に は 熱が ある 様で ある。 相 島 は 如何にも 井田 を 親しい も 

の& 様に 思った。 何もかも 今夜 を 過 さす；. ム つて 仕舞 ひたくな つた。 而 して 井 M が， 

「今度 は^の 懺 悔 を 聞き 度い ものです ね」 

と 云 ふと、 彼 は 淋しく 笑って かう 云った。 

「僕に 打 込む 樣な女 を 見る と、 僕 は 其の 女が 低い 女 だと 思うて 取り あはない し、 僕が 打 込みたい と 思 ふ 女に 遇 ふ 
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と 其の 女の 愛 を 受ける 事が 何う しても 出来ない ものと 獨 りで 定めて 仕舞 ふもん だから 僕に は 口 1 マ ンス なんか 

ゆきかた  さう  とつつ か 

はな いんです …… 考 へて 見る と 僕の 行方 は 皆ん な左樣 だね、 何 か 一 つ 取 捕まへ て 固着し なければ うそ だと は始 

終 思つ と るんだ が、 其處 がさう 行かな いんだ。 第一 取 捕まへ て 仕舞へば 其奴が 安つ ぼい ものに なって 仕舞って 

そえに 執着す るなん て 云 ふ 馬鹿 は出來 なくなる しさ …… 畢竟 僕なん ざァ 斯う 云 ふ 風に 安住の 地 を 求めて、 それ 

に 安住したら 一 つ の 仕事 をし とげる 氣で 居て 一 生涯 安住の 地なん ぞは見 もしないで 死ん じ まふ 典型 だと 思 ふん 

です」 

と 何 時 もの 訥 辯に 似す すらく と 言 ひ 切って、 成程と 心からうな づ いて 見せた 井田 を 見やった。 而 して 暫くして 

から 懺悔 をす る 人の 様に 少し 下 を 向いて、 

「つまり 僕 は 心の どん底が 臆病なん です よ」 

とつぶ やく 樣に 云った が， ふ ッと擧 げた 共の 面 は 見 違へ る 様に 快活に なって 居る。 井田 はこん な 不思議な 變化は 

n 分に 絶えて ない 所 だと 思 ひながら、 

「僕 もどう も 左様な 様 だな」 

と 低く 云って ぢ つと 相 島の 顔 を 見返した。 

せ £ 

二人の 話 は 又 暫く 途切れた。 段々 と 淋しみ が 二人の 胸に 逼 つて 來る。 此の 二つの 心 は 急に 密接した 爲 めに、 今 

は 却て 恥 かしい 様に 一 種の 遠慮 を 感じ 初めた ので ある。 相 島が、 

「どうです、 もう 寢 ようか 一 

と 口 を 切る と、 井. K も 

「左様です ね」 


と 重く 赘成 をした が 身體は 割合に 輕く立 上った。 

相 島 は 自分の 布圑を ひきながら、 

「井田 君、 君 は 初めて 他人の 家に 泊る 時で も 同じ様に 寢られ ます か」 

と 聞いた。 自分の 窒に 退いた 井田 は、 ー變 した 自分の 境涯 を 見廻しながら、 

「さう です ね、 寢る事 も あるし  」 

と^ 純に 答へ る。 相 島 は 何 か尙ほ 話を縯 けたい 様で あつたが、 

「今日は 疲れたから 寢られ るで せう …… 左様なら」 

と 云って 床に もぐって 仕舞った。 井田 も 仕切の 襖 を 締めて 床に 就いた。 消した ランプの 油煙の 匂と 蜜柑の 皮の 香 

が窒 に滿 ちて スト I ヴ のぬ くもりが 氣 味の 惡ぃ 程で ある。 井田 は寢 ながら 相 島の 性格 を 色々 に考 へて 見た が、 共 

の 奥の 方に 中々 分り 兼ねる 節が 一 つ ある。 兎に角 數 箇月 彼と 同居す るの は 面白から う。 事 實々々 、 さう だ。 此處 

にも 事實が ある。 如何して 自分 は 事實を 服の 前に 見ながら、 其の 事實に 觸れて 見る 事 を しないの か 知らん、 東京 

の 姉 は 今 何 をして 居る だら う。 子供の 眼が さめて^ でも やって 居る か 知らん と 思 ふと、 自分に 似た 眉 頭の 邊 がま 

ざ< と 見えて 來る。 それが 不圖 近頃 結婚した 內 山の 細君の 顔になる。 ソフ ォクレ ー スの 悲劇 集の 中には さんで 

あった、 內 山の 去年の 夏の 手紙の 中の、 

「われと わが 忍 ひ 定めし 人の 行末 は、 知る 人ぞ 知る 神 もな し …… 彼女 は 益々 われに 忠實 なれば、 わが 心 は 切らる 

るが 如し …… 煙 を 見よ」 

と 云 ふ 様な 煩悶の 句が ちぎれ （'に 頭に 浮んで 来る。 事實 に觸れ なければ いかんと 思 ふ。 內 山の 細君の 様な 人 を 

自分 も、 思 ひ 切り 命 かぎり 戀 して 見たい 樣な氣 がする。 內 山の 妹の 十 四 五の 幼な 顏が 見える。 結德と 云ふ裹 に考 
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さ  » 

へが 向く と 彼の 眼 は ぱッと 冴えた。 此の 時 隣で 相 島が 

「君 未だ 寢な いんです か」 . 

と聲を かけた。 

「え、 未だ 寢られ ません」 

と 云って 井田 は 露 面目に 寢 ようと 身 體をー ゆすり ゆすった。 相 島は寢 床に 這ス ると 非常に 痰れ て 居た。 「井田 君 

はおく 寢られ 、ばい-が」 と 彼 は 心から 親切に さう 思った。 而 して 體 質の 健康な 彼 は 井田よりも 少し 早く 深い 眠 

りに 陷 つて 居た。 

(一 九 0 九 年 二  H ；、 於札幌 北ニ條 泶三ノ 九) 


— ンェ ンキ ゥゥヰ ツチ I 

五彩の 水 ゆるやかに 流る-河に 添 ひて、 限り 知らぬ 草 野 あり。 草 野の なだらかなる 凹處に は， 渉り せらるべき 

みづくえ  はなさ  ぬ 

程淺 き涿澤 成り、 白蓮と 紅蓮と 之れ に 華き、 綠 なる 莖は 澄みて 藍なる 水を抽 けり。 

虹の 彩なる 胡蝶、 蜻蛉、 花を遶 りて 遊び 舞 ひ、 草 野に 茂れる 松の木の 間に は、 白日の 中に 小禽 銀の 鈴 振れる が 

かく^ ュ 

河の 此方なる を 名 づけて 「命の 地」 と 云 ひ、 彼方なる を 「死の 地」 と 呼ぶ。 共に 怫陀が 全能の 御手に 成れり。 

M さつ  つかさど  の 

彼れ 佛陀 「命の 地」 を 慈悲の 菩薩 ヴヱ スヌに 授け、 「死の 地」 を智 養の 菩薩 シパ に與 へ、 心の 儘に 司り 治めよ と宜 

り 給 ひぬ。 

ヴ H スヌが 領には 萬 生 競ひ榮 え、 漲り 滿 ちぬ。 日出で & 入り、 潮 寄せて 歸り、 夜往 きて 日來 り、 雲 空に 起り て 

かつ 流れ、 森 地を蔽 ひて や i に 殖え 行く 人と 野の 獸 之れ に 屯し ぬ。 慈悲の 菩薩 そ をい やに 榮ぇ しめんと て、 生命 

を將て 安養と 伴なら しめ 給 へ り。 

玆に 佛陀ヴ エス ヌを 召して 宣 はく。 r 爾 金剛 寶土を 成就せ り。 下界に ありて は克く 之れ に 過ぐ る 事 を 望み 難し。 

暫く 拱手して 相 干 はる 事な かれ。 爾の名 づけて 『人』 と 謂へ る 者 をして、 おのが じ-生命の 絲績 がしめ よ」 と。 

ヅ H スヌ 宜を畏 みぬ。 かくて 後、 人の 振舞 其の 願 欲する 所に 從ふ ベくな りぬ" 

西方 古 傅  ！ー 一七 
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さと 

かくてより 安養 怡樂の 瞬轉は 哀傷 悲愁の 瞬 轉と相 交る に、 人、 生命の 常住 久遠の 樂 境に あらざる を 驚き 覺 りぬ。 

佛 陀の宜 へる 「生命の 絲鑌げ る」 姉と 妹、 一人 は 笑 ひ 一人 は 泣きぬ。 されば 二人 ヴェ スヌの 前に 歎き 請 ひ 曰 ひけ 

る は、 「あはれ 我等が 菩薩、 現世 は 哀傷に 充ち、 生命 は 酸 苦な り」、 菩薩 應へ給 はく、 「慈悲 相憐 もて 囘向 せよ」 

と o 

彼等 安堵して 退けり。 I： に i は 苦悶と 悲愁と を沒 了し、 相憐の 功德は 無量に して 哀傷の 荷を輕 む。 さはれ 慈 

悲 5st の 發露は 生命 を 產み擴 ぐるに、 ヴヱ スヌが 治ろ す地廣 しと 云へ ど、 森の 木の 實 蜜蜂の 蜜 漸く 足 はすな りぬ。 

ちつ 

か、 りければ 中に 性 賢き もの 木 を 伐り て 畑と なし、 種播 きて 秋に 直め ぬ。 

勞役玆 に 起り、 總 ての 人是れ に從 事せ り。 之れ に據ら ざれば 生く ベから すして、 生命 は 卽ち勞 役と なりぬ。 勞 

役に は 努力 を 要す。 努力の 結 某す る 所 は 疲弊な り。 か X り けれど 人苒 びヴェ スヌの 座に 詣り、 擧 手禮拜 して 訴ふ 

らく、 「やよ 菩薩、 勞役 我等 を 疲弊せ しめ、 我等の 骨 痛む。 我等 休 安 を 求 むれ ども 生きん が爲 めに は勞 役す る 外 

術 あらす， T 

ヴヱ スヌ、 「大慈大悲の 佛陀 わが 爾 等の 勞 役に 干る を 禁じ 給 へれ ど、 爾 等が 苦 愁を輕 めんが 爲 めの 故に、 一事 を 

)  たまもの. 0、 り  ぼ 尺な う  ？ 

裁して 慰藉 を 得しむべし」 と 宣り給 ひて、 人に 新たなる 籠 賜 睡眠 を 授けた びぬ。 眠れば 煩惱も 哀傷 も 失せて、 退 

ける 力 Is りぬ。 睡眠 は 慈母の 如くな やめる 者の 淚を拭 ひ、 「忘却」 の 衣 着す。 人稱 へけ る は 「祝福すべき かな 睡 

眠、 雨 は 現世の 生に 勝れり」 と。 

され ども 滿足は 遂に 成り 難し。 睡眠の 樂境は 久遠なら す。 覺 むる 時那事 彼等 を か 待てる。 新たなる 哀傷、 新た 

み fc<  fct もの 

なる i^、 已む 時な き勞 役の み。 人 是れを 知りて より 三度 ヴヱス ヌの座 前に 進む。 「噫、 菩薩、 尊貴なる 寵賜は 我 

等畏 みて 承け ぬ。 され ど そ も亦缺 くる 所 あり、 希く ば 睡眠 を 久遠^ら しめ 給へ」 


Is 悲の 菩薩が 眉 は、 人の 心の 厚かまし さに 集りぬ。 答へ 給 ふらく、 「雨 等 わが 念力の よくせ ざる もの を 求む る 

とこし  みづく t 

よ。 永へ に 眠らん とならば、 かの 河の 涿澤を 越えよ」 と。 

宜 に從 ひて 人 雲の 如く 涿澤の 方に 下り 行き、 向へ る 岸 打 見やりぬ。 

彼方の 岸 水深く 澄み 花 競 ひ^きた るが 「死の 地」 菩薩 シバ の領 なり。 

其處 に、 日 昇らす 將た 沈ます、 晝も なく 夜 も あらす、 暮靄萬 象を裹 みて 物影 を 投げす、 紫 光 總てを 貫き 紫光總 

て を 創れ るら し。 景物 成らに 潤 澤し、 豁 あり、 丘 あり、 花の 枝に は葛羅 り、 蘿と 野の 葡萄と は巔を 装 ひ、 巖も木 

も 透徹して 光 もて 織れる が 如く、 葛 蘿の葉 は 曙の 色に 匂 ふ。 萬 象 實に唯 甘き 夢に 醉 へる にや、 「命の 地」 に は 見 

ゆるぎ 

る ベから ざる 淨樂の 氣遍漫 し て 聊かの 動な く 花 かた ぶ かす、 葉 ものい はす。 

つど  かたづ 

岸邊に 罵り 集 へ る 人、 此の 見知ら ぬ 寂 光淨土 のい つ くし さに 固 唾 のみぬ。 

し  く をん 

「何等の 寂寥、 何等の 樂 土ぞ、 爾 かなり 安養 彼處 にあり。 久遠の 睡眠 も 亦彼處 にあり。 我等 行きて 休 安す る事タ 

遠なら ば や」 と 心 はやりた る もの 叫びぬ。 

S: ける 水の面 は、 心 誘 ふ 魔の 如く 群集 を迎 ふるに、 殘れる 誰彼 哀別の 苦しみ 遺る 瀨 なくて、 もどさん と犇 きけ 

f か  うつ -* 

れ ども 振 返らん する 者 一人 だに あらぬ 斗り、 現と しもな き 景色 は 彼等 を 魅したり。 進み 行く ま-に 彼等の 五體は 

淨 透し、 やがて は 「死の 地」 に滿 ちた る 寂 光に 輝き 匂 ふ 計りと なりぬ。 かの 岸に 上れる 時、 彼等 は 懸崖に 近き 草 

野なる 木立の 下に 花 折り敷きて 伏し 眠りぬ。 睫 を 合せた る 其 面 わに は、 安養の 色相 描け る 如く、 言 筆に 絶えた る 

淨樂の 相 「命の 地」 に は 見 難しとまで なり。 

此方の 岸に 之 を 見た る 人相 語りけ る は、 「シバ の領は 我等の 國に 勝れり」 

きヌす  ハも せ  きっし 

かくて れる者 も 踵 を 連ねて 相涉 りぬ。 幼き も 老いた る も 妹 も 夫 も、 母 は 子と、 吉士は 少女と、 幾千の 人 衆 先 

, 西方 古 傳  三 九 
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きを^へ ば、 纏て 「命の 地」 荒れ果てん とす。 

保 正の 菩薩 は、 偶然な りし 一語の かくな り采 てし に 驚き 給 ひて、 全能 怫陀の 前に 奏すら く 、「南無 如來 尊意 成 

就して 『命の 地』 莊 嚴圓滿 なりし が、 人 總てそ を 捨て 了ん ぬ」。 二 人 だに 殘れる はなき や」 と 怫陀問 ひ 給 ふ。 「唯 

した  くわん らく  と え 

妙齢 花 顔の 一男と 一女、 I に相戀 ひて 現在 隨轉の 懼樂に は、 久遠の 安養 も 代へ まじと 云へ るが 逗れ るの み」、 「雨 

の 念 欲する 處は那 事 ぞ」、 「『死の 地』 をして 寂滅 爲樂 の淨 土たら しめ ざれ" 留殘の 二人 も 亦 老いて 戀 思の 薄らが 

ん時、 我が 領には 得留る まじければ なり」。 

佛陀倾 首 須臾に して 宣く、 「我れ 『死の 地』 を變 化する 事な からん、 人の 彼の 岸に 渉る に 任せよ、 唯々 長壽を 

保ちて 彼岸に 至る 事 を 以て 容易なら ざら しめん」 と。 かくて 厚き 喑黑の 帳 を 織りて 兩 地の 境に 揭げ、 悪 棘の 幽鬼 

「煩悶」 と 「畏懼」 と をして そ を 取り 守らし め 給へ り。 

かくて 後、 生命 再び ヴ エス ヌに 競ひ榮 えぬ、 「死の 地」 は 昔ながら 寂滅 爲樂 の淨土 なれ ども、 人 はかの 物凄き 黑 

き 帳 をお ぢ 恐る なりけ り。 

(一 九  一 C 年 四月， C 樺 所載) 


Jin  I さ 2de さ i 

卜た はら  9 警 •  9 

彼 はとうく 始末に 困 じて、 傍に 寢てゐ る 妻 を ゆり 起した。 妻 は 夢心地に 先程から 子供の やんちゃ とそれ をな 

だめ あぐんだ， U 人の 聲とを 意識して ゐ たが、 夜着に 彼の 手を感 すると、 警鐘 を 聞いた 消防 夫の 敏捷 さ を 以て 飛び 

起きた。 然し 意識が ぼんやりして 何 をす るで もな くその ま \ 暫く ぢっ として 坐って ゐた。 

彼の いら， （した 聲は 然し 直ぐ 妻 を； 止氣に 返らした。 妻 は 急に 瞼の 重味が 取り除 けられた の を 感じながら、 立 

上って 小さな 寢^: の 側に 行った。 布 園から 半分 身 を乘り 出して、 子供 を寢 かしつけて 居た 彼 は、 妻で なければ^ 

供が 承知 しないの だと 云 ふこと を 簡單に 告げて、 床の 中に もぐり 込んだ。 冬の 眞 夜中の 寒さ は兩 方の 肩 を 氷の や 

うにして ゐた。 

妻が なだめた ならばと 云 ふ W 待 は 裏切られて、 彼 は 失望せ ねばならなかった。 妻が やさしい 聲で、 SS 夜中 だ 

からお となし くして 寢 入る やうに と 云へば 云 ふ ほど、 子供 は 鼻に か \ つた 甘つ たれ IS で駄々 を こね だした。 枕 を 

襄 返せと か、 襄 返した 枕が 冷たい とか、 袖で 淚を ふいて はいけ ない とか、 夜着が 重い けれども、 取り除け てはい 

けない とか、 妻が する 事、 云 ふ 事の 一 つくに あまのじゃく を 云 ひつの るので、 初めの 問 は 成るべく 逆ら はぬ や 

うにと、 色々 云 ひな だめて ゐた妻 も、 我慢が し 切れないと 云 ふ 風に、 寒さに 身を慄 はしながら、 二百 二言 叱って 

見たり した。 それ を 聞く と 子供 はっけ こむ やうに 殊更 聲を縈 らしながら 身悶えした。 

彼 は^の 處 まで 夜 涪に扭 まって、 服 を 大きく 開いて 薄 ぼんやりと 兒 える 高い H< 井 を兒 守った ま \默 つて ゐた。 

Anlncl(lent  四! 
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おそ  ねむけ 

晚 くまで 仕事 をして から 床に 這 入った ので、 重々 しい 睡氣が 頭の 奥の 方へ 追 ひ 込められて、 一つのと げくした 

塊 的と なって 彼の 氣分を 不愉快に した。 

彼 は 物 を 云 はう と 思った が 面倒な ので 口に は 出さす に默 つて ゐた。 

f. 分。 

十五 分。 

二十 分。 

何ん の 3. 斐 もない。 子供 は 半睡の 狀 態から だんく と覺 めて 來て、 彼 を 不倫 快に して ゐる その 同じ 睡氣 にさい 

,  かん 

なまれながら 自分 を 忘れた やうに 疳を 高めた。 

斯うして ゐては 駄目 だ、 彼 はさう 思って 又む つくり 起き 上って、 妻の 傍に ひき そって 子供に 近づいて 見た。 子 

供 は それ を 見る と、 一 種の 嫉妬で も 感じた やうに 氣狂 ひじみ た 暴れ 方 をして 彼の 顔 を 手で かきむしりながら 押し 

退けた。 數へ 年の 四つに しかなら ない 子供の 腕に も、 こんな 時には 瘤に さはる 程 意地 惡ぃ 力が 籠って ゐた。 

「マ 、ちゃんの 傍に 来ち やい けない」 

さう 云 つ て 子供 は 彼 を 睨めた。 

彼 は 少し 嚴 格に 早く 寢 つく やうに 云って 見た が、 駄目 だと 思って 又 床に 這 入った。 妻 は その 間默 つた ま X で 坐 

つて 居た。 而 して 是れ ほど 苦心して 寢 かしつけよ うとして ゐ るのに、 その 永い 間、 寒さの 中に 自分 一人 だけ 起し 

て 置いて、 知ら ぬげに 臥て ゐる彼 を 冷やかな 心に なって 考 へながら、 子供の 仕打ち を 胸の 奥底で は justify して ゐ 

るら しく 彼に は考 へ られ た。 

彼 は 子供の 方に 背 を 向けて、 そっちに は 耳 を假 さすに 寢 入って しま はう と身酵 へた。 


子^の く^.^^ は 然し 耳からば かりで なく、 喉から も、 胸から も， 沁み 込んで 來る やうに 思 はれた。 彼は少 しづ 

ついらくし 出した。 しまったと 思った けれども、 もう 如何す る 事 も出來 ない。 是れが 彼の 癖で ある。 普段 滅多 

に 怒る ことのない 彼に は、 自分で 怒りたい と 思った 様々 の 場合 を、 胸の 中の 棚の やうな 所に 疊んで 置いた が、 ど 

うかす ると、 それが 下らない 機 會に乘 じて 一度に 激發 した。 さうな ると 彼 は、 彼 自身 を 如何す る 事 も出來 なかつ 

た。 はら （- して 居る 中に、 その 場合々々 に應 じて、 一番 危險 な、 一番 破壞 的な、 一番 馬鹿らしい 仕打ち を 夢中 

でして^ けて、 後に なつてから 本當に 臍を嗨 みたい やうな たまらない 後悔に 襲 はれる の だ。 

， 9  9  ， ， 

妻 は、 相 か はらす 煮え切らない 小霄 を、 云 ふで もな し 云 はぬ でもな しと 云 ふ 風で、 その 癖 中々 しつ ッ こく 子 

供 を 相 乎に して ゐた。 いらくして ゐる 彼に は、 子供が いら， （- して ゐる譯 が 胸に 徹 へる やうだった。 あんなに 

いか かい^" やい と も 尻尾 もな く、 小一 一一 I 聞かされて はた まる もの か、 何んだ つても つと はっきり しないんだ 

と 忍 ふと 彼の 齒 はが mi に 堅く 嗨み 合った。 彼 はさう 堅く 齒を嗨 み 合 はして、 ^^堅く 閉ぢ て、 もう 一遍 寝入らう 

と紀 めて 兌た。 になった 睡氣は 然し 後 頭の 隅に 引っ込んで、 眼の 奥が 冴えて 痛む だけだった。 

「早く 寢な いと マ 、ちゃん は义 あなた を 穴に 入れます からね」 

始めは 可な り 力の^った 言葉 だと 思って 聞いて ゐ ると 仕舞に は 平凡な 調子に なって しま ふ。 子供 はそんな 言 紫 

に は頓涪 する 樣子 もな く、 人 を f^=i たせる やうに 出來た 泣き 聲を 張り上げて、 夜着 を 踏みに じりながら 泣き 續け 

た。 彼 はとうく たまらなく なって 出来るだけ 聲の 調子 を穩當 にした 積り で、 

「そんなに 泣かせな いだって、 もう 少し やり やうが ありさうな もの だが な」 

と 云った。 がそれ が 可な り 自分の 耳に もっけく と 聞こえた。 妻 は 彼の 言葉で 注意 されても 子供 を 取扱 ふ 態度 を 

改める 様子 もな く、 默 つた ま-で、 無益に も 踏み はぐ 夜着 を 子供に 着せよう としてば かり ゐた。 

An  Incident  四コー 
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「おい、 どうかし ないか」 

彼の 調子 はます/, \ 尖って 來た。 彼 はもう 驀地に 自分の 癎癥に 引き入れられて、 胸の 中で 憤怒の 情が ぐん/, \ 

生長して 行く のが 氣 持が よかった。 彼 は 少し 慄へ を帶 びた 聲を 張り上げて 怒鳴り 出した。 

「光！ まだ 泣いて るか —— 默 つて 寢 なさい」 

子供 は氣を 呑まれて 一 寸靜 かにな つたが、 直ぐ 低い 啜り 泣きから 出直して、 前に も增 した 大袈裟な 泣き 繫 にな 

つた。 

「泣く とバ 、が 本當に 怒る よ」 

まだ 泣いて ゐる。 

その 瞬 力つ と身體 中の 血が 頭に 衝き 上った と 思 ふと、 彼 は 前後の 辨へ もな く 立 上った。 はっと 弒 く^も あ 

ら せす、 妻の 傍 をす り拔 けて、 兩手を 子供の 頭と 膝との 下に あてが ふが 早い か、 小さい 體を 丸める やうに 抱きす 

い き 

くめた。 不意の 驚きに 氣息を 引いた 子供が 懸命に なって 火の つく やうに 「マ 、 …… マ 、 ：：： パ 、 ：：： もうし ませ 

ん …… もうしな いよう …… 」 と 泣き出した 時には、 彼 はもう 寢窒の 唐戶を 足で 蹴 明けて 廊下に 出て ゐた。 冷たい 

板 敷が 彼の 熱し 切った 足の裏に ひやり と觸れ るの だけ を 彼 は 感じて 快く 思った。 その外に 彼 は 何事 を も 意識して 

ゐな かった。 張り切った 殘 酷な 大きな 力が、 何等の 省 慮 もな く、 張り切った 小さな 力 を 抱へ てゐ た。 彼 はわな \ 

く 手を^の 巾に 延ばしながら、 階 子 段の 下に ある 外套 掛けの 袋 戸の 把手 を さぐった。 子供 は 腿から 下が 自. H にな 

つたので、 思 ひきり ばた くと 雨脚で もがいて ゐる。 戶が 開いた。 子供 は その 音 を 聞く と 狂氣の 如く 彼の 頸に す 

がり 付いた。 然し 無益 だ。 彼 は蔓の やうに からみ 付く その 手足 を沒義 道に も 他愛なく 引き放して、 いきなり 外套 

と^子と 履物と： ig 除 道 共と で. ごつ ちゃに なった 眞喑な 中に 子供 を 放り込んだ。 その 時の 氣 組なら 彼 は 殺人罪で も 


犯し 得た であらう。 感情の 激^から 彼の 胸 は 大波の やうに 高 使して、 喉 は 笛の やうに 鳴る かと 思 ふ 程 燥き 粜て、 

つん ， ，  はう J« 

^を^ 返 へらす ばかりな 内部の 噪音に 阻まれて、 子供の 聲 など は 一語 も 聞こえ はしなかった。 外套の すそ か 箒 

の 柄 か、 それとも 子供の かよわい 手 か、 戶を しめる 時 弱い 抵抗 をした の を， 彼 は 見境 もな く 力ま かせに 押しつけ 

て、 把 乎 を 廻し 切った。 

その 時 彼 は 滿足を 感じた、 跳り 上りたい 程の 滿足を その 短い 瞬間に 於て 思 ふ 存分に 感じた。 而 して 始めて 外界 

に對 して 环が 開けた。 

P を 隔て & 子供の 泣く 聲は 憐れに も 痛ましい ものであった。 彼と 妻と に 嘗める やうに いっくし まれた この 子供 

は 今まで 夜中に か 、るめ に は 一 度 も 遇った 事がなかった の だ。 

えもん  よろ  y 

彼 は 何 かに 醉 ひしれ た^の やうに、 衣紋 もし だら なく、 ひよ ろ/. \ と跚 けながら 寢窒 に歸 つて 疲れ果て- 自 

分の 寢^ に 臥し 倒れた。 そっと 頭 を 動かして 妻 を 見る と、 次の 子供の 枕許に しょんぼりと あちら 向きに なって、 

頭 の^を 亂 してう つ 向いた ま-坐って ゐた。 

それ を兒 ると 彼の 怒り は又亂 潮の やうに 寄せ 返した。 

「あなた は 子供の 育て方 を 何んだ と 思って るんだ」 

氣 息が はすんで 二の句が つげない。 彼 は 芝居で 腹 を 切った 俳優が 科白の 間に やる やうに、 深い 呼吸 を 暫くの 閱 

苦し さう について ゐた。 

「あまやかして ゐれば それです むん ぢ やな いんだ —— 」 

彼 は 又お 息をついた。 彼 はま だ 何 か 云 ふ 積り であった が總 てが 馬鹿らし いので、 その ま-口 をつ ぐんで しまつ 

た。 而 して 深い 呼吸 をせ はしく 續 けて ゐた。 

An  Incid  ent  S  E 
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外棻 掛けから は 命 を 搾り 出す やうな 子供の 詫びる 聲が 聞こえて ゐた。 彼 はもう 一度 妻 を 見て、 妻が 先つ きから 

その 聲に氣 を 取られて ゐ ると 云 ふ 事に 氣が ついた。 苦い 敵 S 心が 又 胸に つきあげて 來た I 嫉妬と 云 ふ 言葉で- 

も现 はすべき 敵愫 心が II 

「それでなくても パ 、は 怖い ものなん だよ、 …… それ …… に」 

バ 、だけが 折檻 を やって は、 尙更 怖がらせる ばかりで、 仕舞に はどう 始末 をして い-か 判らなくなる。 男の 兒 

は 七つ 八つに なれば、 もう 腕力で は 母から 獨立 する。 女で も 手がける 事の 出來る 間に、 しっかり 母の 强 さも 感じ 

させて 置かなければ 駄目なん だ。 それ は 前から 度々 云って る 事で はない か。 それ を 一時の 愛着に 牽 かされて 姑息 

にして置く 法 はない。 是れ だけの 事 を 云 ふ 積り であった の だけれ ども， 迚も 云へ ない と氣 がつ いて 默 つてし まつ 

たの だ。 妻 は 寒い 中に 端坐して 身 も ふる はさす に 子供の 聲に 聞き入つ てるら しかった。 

「もう 寢ろ」 

彼 は 暫くた つてから こんな 亂 暴な 云 ひやう で 妻を强 ひた。 

「出して やらな くっても 宜しいで せう か」 

彼の 一 一一 一口 葉に は 答へ もせす に、 妻 は 平べ つたい 調子で 後ろ を 向いた ま， * かう 云って ゐる。 その 落着き 拂っ たやう 

な、 ちっとも 情味の 籠らない やうな、 冷靜な 妻の 態度が 却って 怒り を 募らして、 彼 は 妻の 眼の 前で 子供 をつ るし 

す さ 

切りに して 見せて やりたい 程 荒んだ 氣分 になった。 憤怒の 小 魔が、 體の內 から ともなく 外から ともなく、 彼の 眼 

を はだけ、 齒を嗨 み 合 はさせ、 喉 を しめつけ、 握った 手に 油汗 をに じみ 出さした。 彼 は焰に 包まれて、 宙に 浮い 

てゐる やうな、 目まぐるしい 心の 輕さ を覺 えて、 總 ての 韉 きを 絡ち 切って、 何處 まで も 羽 をのす 事が 出來る やう 

にも 思った。 彼 は その 虚無的な 氣 分に 浸りたい が爲 めに、 狂 一！ 一一 口 を かいて 憤怒の 酒に 醉 ひしれ ようと 勉 める らしく 


もあった。  I 

兎に角^ は 心 ゆく 許り 激情の 弄ぶ ま" に 自分の 心 を 弄ば した。 生 全體の 細かい 強い 震動が、 大奏樂 の H ひの 

樂 の やうに、 雄々 しく 狂 ほしく 互に 打ち合って、 もう 一歩で 囘復の 出来ない 破滅 を 招く かと も 思 はれる その 境 

を、 彼の 心 は 痛ましく も 泣き 笑 ひ をしながら 小躍りして 龃けま はって ゐた。 

然し さう かう する 中に 癎 瘤の 潮 は その 頂上 を 通り越して、 や \ 引潮に なって 來た。 どんな 猛烈な 事 を 頭に 浮べ 

て 見ても、 それに は 前 ほどな 充實 した 眞實 味が 漂って ゐ なくなった。 考 へた ビけ でも 厭やな 後悔の 前兆が 心の 隅 

に 頭 を 擡げ 始めた。 

「出した けり や 出したら 好 いぢ やない か」 

この 言葉 を 聞く と 妻 は 釣り込まれて、 立 上らう とした 様子で あつたが、 思 ひ 返したら しく 又 坐り 直して 始めて 

彼の 方 を 振り かへ りながら、 

「でも i 方が お入れに なって 私が 出して やった ので は、 私が い、 子にば かりなる 譯 ですから」 

と 答へ た。 それが 皮に は、 彼 を 怖れて 云った 言葉と はどうしても 聞こえないで、 單 に復饕 的な 皮肉との み 響い 

た。 

何が 起る か 解らない やうな 沈默が 暫くの 間 一 一人の 間に 綾いた。 

そ の^ 彼 は 自分の 呼吸が 段 々 靜ま つて 行く の を 、何んだ か 心 淋しい やうな 氣 持で 注意した — ィ ン スビレ ー ショ 

ンが 離れ 去って 行く やうな I 表面的な 自己に 還って 行く やうな — 何物 かの 世界から 何物で もない 世界に 這 入 

つ て 行く やうな  

cfc  ふところ 

呼吸が 靜 まるのと： 止 比例して、 子供の 泣き 聲は ひし < と 彼の 胸に 撒へ だした。 慈愛の 懐 から^ ひも 寄らぬ 

Anlncident  r 七 


有 鳥 武郞仝 集 笫 I 卷  四 八 

た k  か は 

孤獨の 境界に 投げ出された 子供 は、 力の 限り 戶を敲 いて、 女中の 名 や、 家に はゐ ない 親しい 人の 名まで 交る/^ 

つんざ 

呼び立てながら、 救 ひ を 求めて ゐた。 その 訴 への 聲の 中には、 人の子の 親の 胸 を 劈く やうな 何物 か r 潜んで ゐ 

むちう  はじ 

た。 妻 は 始めから 今まで ぢ つと 我慢して この 聲に鞭 たれて ゐた のかと 甫 めて 氣 がつ いて 見る と、 彼に は 妻の 仕 打 

ちが 如何にも 正當な 仕打ちに 考 へ なされた。 

それでも 彼 は 動かなかった。 

火の つく やうに 子供が 地 だんだ 踏んで 泣き叫ぶ 間に、 寢窒 では！ 一人の 問に 又い ま はしい 沈 默が繽 いた。 

彼はぢ つと こら へられる だけ こらへ て 見た。 然し かうな ると 彼の 我慢 は みじめな 程 弱い ものであった。 一分 ご 

とに 彼の 胸に は m, さが 十倍 百倍 千倍と 加 はって 行って、 五分 も經 たない 中に 彼 はおめ くと 立ち上った。 而 して 

子供 を 連れ出して 來た。  * 

彼 は 妻の 前に 子供 をす ゑて、 

「さ、 マ、 に 悪う 御座いま したと あやまりなさい」 

と 云 ひ 渡した。 日頃なら ばか. うなる と 頑固 を 云 ひ 張る 質で あるのに、 この 夜 は餘程 懲りた と 見えて、 子供 は 泣き 

じゃくり をしながら、 なよ. （'と 頭 を 下げた。 それ を 見る と 突然 彼の 胸 は ぎゅっと 引き しめられる やうに なつ 

17 

冷え切った 小さい 寢床の 中に 子供 を 臥 かして、 彼 は 小聲で 半ば 嚇 かす やうに 半ば 敎 へる やうに、 是れ から は 決 

して 夜中な どに やんちゃ を 云 ふ もので ない と 云 ひ 聞かせた。 子供 は 今までの 恐怖に なほ おびえて ゐる やうに、 彼 

の 云 ふ 事な ど は 耳に も 入れないで、 上の {殳 で 彼の 胸に すり 寄った。 

後ろ を 振 返って ると、 妻は橫 になって 居た。 人に 泣き 顏を 見せる の を 嫌 ひ、 又よ し 泣く の を 見せても 聲 など 

^ .—  -  ！  [  shhH ！ .  ,.   n 


を 決して 立てた 事の ない 妻が、 床の 中で どうして ゐ るか は 彼に は 略 M 想像が 出来た。 子供 は 泣き 疲で に疲で 切つ 

て、 時々 夢で おびえながら 程 もな く 眠りに 落ちて 了った。 

彼 は 石ころの やうに こちん とした 體と 心と になって 自分の 床に 歸 つた。 あたり は 死に 絡え たやう に靜 まり 返つ 

てし まった。 寢が へり を 打つ のさへ 憚られる やうな 靜 かさに なった。 

彼 はさう した ま 、 でまん じりと もせす に ひふけ つた。 

ひそみ 切って はゐ るが、 妻が 心の中で 泣きながら 口惜しが つて ゐる のが 彼に か 5^ いと 感ぜられた。 

かう してぎ ぷ 半時 M も 過ぎた と 思 ふ 頃、 かすかに 妻の 寢 息が 閲 こえ 始めた。 妻の 思 ひと^ 卜に なった 彼の 

思 ひ はこれ でとう/ \ 全くの 孤獨に 取り 殘 された。 

^と 子^と を 持った 彼の 生活 も、 た ^ 一  つの 眠りが 銘々 を こんなにば らくに 引き離し てし まふ。 皮 ま -^處 か 

ら ともなく 押し、 逼 つて 來る 氷の やうな 淋し さの 爲 めに^ 分に ひし がれて ゐた。 水色の 風呂敷で 包んだ 電球 は 部屋 

の屮を 陰^に 照らして ゐた。 彼 は 妻の 寢息を 聞く のがた まらないで、 そっちに 背 を 句け て、 丸っこく 身をか^め 

：  •  かぶ  にが あと ぁぢ  5=  -  ^ 

て 斗 もとまで 夜着 を 被った。 憤怒の 苦い 後味が 頭の 奥で いつまでも. （彼 を あ ^ ようとした。 

後悔し ない 心、 それが 欲しい の だ。 色々 と 思 ひま はした 末に 玆 まで 來 ると、 彼 は そこに 生き甲斐 のない 自分 を 

兑出 だした。 敗亡の 苦い 淋し さが、 彼 を 石の 枕で もして ゐる やうに 思 はせ た。 彼の 心 は 本當に 石ころの やうに 纟 

たく， 冷え こむ 冬の 夜寒の 中に こちん として ゐた。 

C1 九 一 四 年 四月、 白樺 所载) 
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彼 は 或る 大望 を 持って ゐた。 

生れてから 十三 四 年の 無 覺醒な 時代 を 除いて は、 春秋 を 迎へ迗 つて ゐる 中に、 その 不思議な 心の 誘惑 は、 元 米 

人 なつこく 出 來た彼 を 引きす つて、 段々 思 ひも よらぬ 孤獨の 道に 這 入り こました。 ふと 身の ま はり を 見返る 時、 

まへ 刀ながら 鲦 いたり、 ^れ たりす る やうな 事が 起って ゐ るの を 發 見した。 今の この 生活 — この 生活 一 つが 彼の 

ンノ  ソ  »  あや 

生くべき 唯一 の 生活で あると 思 ふと， 大望に 引き ま はされ て、 移り 變 つて 行く 己れ 自身 を 危ぶんで 見ないで^ ゐ 

られ ないやうな 事 もあった。 根 も 葉 もない 幻想の 翫弄 物に なって 腐り果てる 自分で はない か。 生活の 不充實 から 

來る卷 怠 を教 うじて 逃げる 卑劣な 手段と して、 自分で も氣 付かす に、 H: 時の 間に か 我れ から 案じ 出した 苦肉の策 

が、 所 の 大望なる もので はない か。 さう 云 ふ 風な 大望 を眞 額に ふりかざして、 平 氣な顔 をして ゐる輩 は い 

くらで も そこらに ごろくして ゐる ではない か。 かすかながら こんな 反省が 彼 をな やます こと は 稀れ ではな かつ 

た。 

それに も 係らす 大望 は 彼 を 捨てなかった。 彼 も 大望が 一番 大切だった。 自分の 生活が 支離滅裂 だと 批難 をされ 

る 時で も、 大望 を圓 心に して 輪 を 描いて 見る と 自分の 生活 は 何時でも その 輪の 外に 出て ゐる 事はなかった。 さう 

云 ふ 事に 氣 がっくと 急に 势 ましくな つて、 喜んで 彼 は 孤 獨を迎 へた。 彼 は 柔順に なれば なる sr 親から も 兄弟 か 

らも 離れて 行った。 妻 や 友人が 自分 を 理解す る しないと 云 ふやうな 事 は、 てんで 問題に なら なくなった。 彼 自身 
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の 他人に 對 する 理解の なさ 加減から 考へ ると、 他人の 现解を 期待す ると 云 ふやうな 事が 卑劣 極まった 察に 思 はれ 

た。 投々 と 失って 來てゐ た 心の. 山 を、 段々 と して 行く 滿足 は、 外に 較べる ものがなかった。 

*  ， , ,  あきさめ 

空 は^ つた ま.^ で、 三 口の 11 はっきりした 口の n を 兌せ なかった から， 今 曰 あたり は 秋雨の やうな うすら 玆 

い 1 雨が 降る の だら うと 彼 は 川上から 川下に かけて すっと 兑 渡して はた。 萠 えさかった 堤の 靑草は 霧の やうな 乳 

.n 色 を 含んで、 河^の 川柳 は そよ風に ざ わくと 騷ぃ では ゐ たが、 雨の 脚 はま だ何處 にも 見えなかった。 悒^ な 

ぉ- 分が U かに おごそかに 彼を壓 倒しようと 試みる らしかった。 彼 は それ を 物と もせす に、 しっかりした 步き 方で 

うしろ 

堤の 上 を 大^に 歩いた。 後の方に は 細長い 梳を瘦 せた 腕の やうに 出した 小さな 町が、 川に またがって 物淋しく 橫 

はって ゐた C 

行 乎 の^の 蔭に は 不恰好に 尨大な 黑 すんだ 建物が ごつ ちゃに なって 平らな 麥 畑の 中に 建って ゐた。 近づいて 見 

ると：^ 殺 場だった。 その 門の 所に、 肥った 四十 恰好の 女房と 十二 三の ひょろりとした 女の 兒 とが 立って 此方 を 見 

てゐ た。 少女の H ブロンが 恐ろしい 程 由 かった。 堅く 閉 つた 大きな 門 を 背に して、 二人 は 手 をつな いで 彼の 近づ 

くの を^ 守って ゐた。 彼 は 遠くから その 一 人 を 睨まへ て 歩いて 行った。 程が 段々 近よ つて、 互の 顔が いくらか 兌 

分けられる やうに なると、 二人 は 人逮ひ をして ゐ たのに 氣 付いたら しく * 吸 ひ 込まれる やうに そ-くさと 木戶か 

ら這 入って しまった。 

彼 は 川の ない ものに 氣を 向けて ゐ たの を悔む やうに 义 川上 を 眞 向に 見入って 進んで 行った。 見詰めて ゐた 白い 

H ブ n ンは 然し 黑 いしみ になって、 g: く は 眼の 前 をち らくと して 離れなかった。 然し それ もやが て 消えた。 

彼 は，：：： 分の つ \ ま しゃかな 心 を 非常に 可愛く 思った。 自分の 大望の 爲 めに、 意識して 犠牲 を 要求しながら 少し 

も：！ e いなかった. ^人の 事 を 思 ふと、 人の 化活の 細やかな 味 ひが、 心の奥まで 響き 亙った。 蟲 けら i 疋 でも 自信 を 

幻想  艽】 
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以て. CI 分の 爲 めに 犧牲 にす る 事の 出来た 人 を 彼 は 同情と 尊敬と を 以て 思 ひやった。 事業と 云 ふ 大きな 波に ゆられ 

ながら、 この 微妙な 羅針盤 を 見詰める しみ/ ^した 心 持 を 何 に譬 へ よう。 

人途 ひながら 分 を 待って ゐる 人の あった 事が、 彼に は 一種の 感激の 種と なった。 木戸 を 潜る 時 その 母と 子ら 

しい 二人の 問に 取り か はされ た 小さな 失望の 會話を はっきり 想像して 見る 事が 出來 た。 然し 結局 その 人達 とても 

無緣の 衆生に 過ぎない。 而 して 彼 は ^婚 したば かりの 妻の 亊を 思った。 「お前 も 何時か 犧牲 にして やる ぞ」 さう 彼 

は 悲しく つぶやいた。 

その 设は 去年 大水の 出た 跡だった。 堤の 壞れた 所 を 物の 五十^ ほど も 土俵で 喰 ひ 留めた、 その 土俵の 藁 は 半ば 

土に なって、 畑 中に 盛り 上った 砂の 間から は、 所々 に 一 かたまりに なって、 大根の 花が 薄 紫に 唤き 出て 居た。 彼 

しるし  たち どま 

れ はこの 小さな 徴 にも 自然の 力の 大きさと 强 さと を 感受した。 而 して 彼 は 今更の やうに 立 停って あたり を 見 ま は 

した。 ^姓の 抡 てた 畑の 砂の 上に は、 怒り狂った 川浪の 姿が 去年の ま、 に殘 つて ゐた。 その 浪が この 邊に 住んで 

ゐた 汀 姓の 一 人 总子を 容赦な く 避難の 小舟から 恋 ひ 去った の だ。 沈澱した 砂 は 片栗粉の やうに ぎっしりと 堆積し 

て 雑草 も 生えて 居なかった。 何ん にも 知らない やうな 顔 をして ゐる。 人 r まで 親しみ 慣れた 自然と は 大分 違った 感 

じが 彼の 胸 を 打った。 

ra: より 彼 は 自然と も戰 ふべき もの だと 云 ふ 事 を 忘れて ゐ たので はない。 然し 彼 は 人間と 自然と を 離して 考 へて 

ゐた。 人？ i の现 解から 孤獨 となる 事が 自然と 離緣 する 事に もなる と は 思はなかった。 彼 は その 瞬^まで 人^から 

失 つ た 所 を， 门然か ら補 はせ る 事が 出來 ると 思 ひ 込んで ゐ たの だ。 

彼 は そこに 立って あたり を 兌 廻した が、 人の 姿 は何處 にも 見當ら なかった。 細長い 橋を瘦 腕の やうに 延ばして 

W になって ゐる 町が かすかに なって 川下に 見える ばかりだった。 


彼 はしん みり した 心に なって ぢっ とそれ を昆 た。 その 町で 人力車に 乘 らうと したが 酽 の 中の 錢が 足りない 

C を 恐れて 乘ら なかった 事 を も 思 ひ 出して ゐた。 

彼 は 彼の 大望と 云 ふ 力に 誘 はれて そこまで 來てゐ るの だと 云 ふ 事 を 更に S つて^た。 

大望と は 何 だ。 

1 つ の 意志 だ。 

Kn、 彼 d 身 だ。 

そんなら 何んで 彼 は GI 身の 前に 躊躇す るの だ。 

hi  i  G 

れ 力 

いちげき  くび 

彼 はおに i  if を.^ へ られ たやう に 頸 をす くめても う 一 度 あたり を 兌 ま はしお。 

つばな を 野に 取りに 出て 失望した 記憶が ふと 浮んで 來た。 乎に あまる 程 取って 歸 つた 翌日から 三 口ば かり 雨が 

たので 外出せ すに ゐて 出て 行って 见 ると、 つばな は 皆ん なほ うけてし まって ゐた。 大望が ほうけ たら, ず 

ネ は^ぴ あ を 取り^して 川上の 方へ 向き 直りながら、 かう 心の中で つぶやいて、 自分自身の^ にに^?,、 1 持 

ぎ 入れた。 

§r く 行く とちよ ろくと しか 水の 流れない 支流に 出 遇って、 彼 は 自ら 川の 本流に 別れねば ならなかった。 支流 

に 沿うても、 小さな 十： 乎が 新しく 築かれて ゐた。 石垣の 上の 赤土 はま だ 風化せ すに， & 〃^いした 空の 下に あつ 

て も 赤 か つた。 彼 は その か ん/ \ 堅くな つ た 赤土 の 上 を II 彼なら ぬ 他人 のした 事業の 上 を 踏みし め 踏みし め 歩 

いて 行った。 

十： 乎に は  一 ^ほ どづ \ 隔て 、落葉 松が 植ゑ つけて あった。 而 して その 土手の 上 を 通行す ベから すと 云 ふぎ f が 

幻想  五 三 
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立て 、あった。 行きつ まる 所に は 支流に 小さな 柴橋が 渡して あって、 その 側に 小 ざつば りと した fa 姓 家が 立って 

ゐた。 彼 は挝极 から 屮を观 き 込んで 见た。 坷 根に 沿うて 花 豆の 械 ゑて あるの が 見えた。 

彼 も 自分の 庭の 隅に 花 豆を械 ゑて S いた。 その 自分の 花 豆は胚 葉が 出た ばかりで あるのに、 此處の 花 豆 はもう 

大きな^ 綠 の 葉 を 三 つ づ \ も擴げ てゐ た。 

彼 は 鋭く 孤獨を 感じながら 歩いて 行った。 彼の 歩き 方 は 然し 大胶 でしつ かりして ゐた。 设は正 しく 彼の 大望に 

廳 まされて ゐる やうに：^ えた。 

柴梳は 渡られた。 

前の 展望 は 段々 狹 まって、 行 手の 右側に は 街道と 並行に 山の 裾が 逼り 出した。 

彼 は 北ハの 大^の 成就の 爲め には^. 獄に 投げ入れられる こと を 前から 覺 悟して ゐた。 牢獄 生活の {4! 想 は 度々 彼の 

頭に 醚 された。 牢獄 も 如何す る 事 も 出来ない 孤獨 と、 共の 孤獨の 報酬た るべき 自出 とが、 噔く、 冷たい、 厚い 牢 

獄の壁 を 劈いて 勝 乎に 流れ 漂 ふの を 想像す るの は、 彼の  一 ^快い 夢だった。 

然し その 時 彼 は その 夢 を 疑 はないで は ゐられ ない 程の 親しみ を 以て 路傍の 小さな 井 戶を兒 た。 その 井戶は 三尺 

にもなら ない 程の 淺 さで、 井戶が はも 半分^って ゐ たが、 綺麗に 51 除が 行き 屈いて ゐて、 林檎 箱の こ はれで #3 つ 

たいさ」 かの ながし も 塵 一 つ 溜って ゐ なかった。 彼 は 共 處に 人の 住んで ゐる事 を 今まで 感じた 事の ないやうな 感 

じ 方で 强く 感じた。 牢獄 はこん な 親しみの ある 場面 を 彼の 服から 遠ざける だら う。 

彼 は 彼の 孤獨 の. R.S を 使って、 牢獄から この 井戸の 傍に 来る 事が 出来る であらう か。 

とうく 雨が 落ちて 來た。 遠い 所から、 木の 槳を ゆする 風に つれて、 ひそ やかな 雨の 脚が 近づいた。 

彼の 方に 向って 雨の 脚 は 近づいて 來た。 彼 は 雨の 方に 向って 足 を 早めた。 く 塵ばん だ 街道 は 見る 中に 赤黑く 
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變 つて 行って， やがて 凹んだ 所に 水溜りが 出來、 それが ちょろ （-と 流れ出し 始めた 

伞 もない 彼 は 濡れる ま-で 進んで 行った。 ふと 彼は嗚 きか はす 鳥の 罄を 聞きつ けて 又 脚 をと めて 山の 方 を 振り 

仰いだ。 街道の そばに. 逼 つた 山 は 非常な 高さだった。 彼 は その 高み を 見上げる に從 つて 不思議な 恐怖 を 感じた。 

山に は處女 林が i から 頂まで ぐっすり 込んで 生 ひ 茂って ゐた。 雨氣が 樹と樹 との 間に 漂 ふので、 總 ての 樹は 個性 

を：！ 役して、 うざく する 程 むらがり 槃 まって ゐた。 その 樹の總 てが 奇異な 一 一ー 一口 葉で 彼に 呼びかけた。 その 樹の霄 

葉に 綾 を かけて、 かけすが 雨に 居所 を 襲 はれて、 けた、 ましく 鳴き か はした。 

山が 語る。 脊て閱 いた 事の ない 不可解な、 物凄い、 奇異な 言葉で 山が 語る。 

彼 は それ を竊み 聞きした。 

恐怖の 爲 めに 彼の 全身 は 唯が たくと 震へ た。 

彼 は 始めて 孤獨の 中に 自分が 段々 惯れ ひたって 行く 事 を 感じた。 而 して 彼 は 言葉に つくせぬ なつかし さ を 以て、 

埒极の 花 豆と 底の 淺ぃ 井戸と を 思 ひ 浮べた。 

ゃゝ 暫くして 雨に 濡れ まさる 彼 は 又 川上の 方へ 向いて 街道 を 歩き 始めた。 雨に 煙る 泥道の 上に は 彼 一 人の 影が 

唯 一 つ 動いた。 

(一 九 一 四 年 八月、 .H 樺 所載) 
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宣  言 

. (A より B へ) 

千 九， fC 十二 年 九月 十五 日 朿京 

この^お つた 乎 紙で は、 君 は歸れ るの だとの み 思って ゐ たのに、 その 甲斐はなかった な。 

咋 H から 講^ は 始まった が、 相 變らす 下らない もの だ。 舉 年の 始 りに は 何時でも、 今年 こそ はとい ふ 多少の 期 

。 を 持って 兌る が 、何時でも 判で 押して ある やうに 裏切られ てし まふ。 〇 敎投の 講義 なぞ は 半時 問聽 いたにけ で、 

十分 うんざり させられて しまった。 C は 今.^' は 珍しく もう 出席して ゐる。 いつもの 通り、 長い 體の 上に、 皮肉な 

節を乘 つけて 一 同 を 啤 睨して ゐ るよ。 

お の 氣 はー體 どうなん だ。 東京 もま だ 少し 暑い に は 暑い が、 うまい 具合に fK 氣鑌 きで、 空 氣も 割合に 乾燥し 

てゐ るし、 夕方なん かは屮 々い.^ 時が ある ぜ。 思 ひ 切って 歸 つて 來 ないか。 僕の 叔父の か& つて ゐた 〇〇 博士 は 

呼吸器^に かけて は 自信 も あると いふし、 實際 評判 もい、 から、 君が 歸 つて 來 たら 是非 紹介しょう。 僕 は 元 來病氣 

とい ふ ものに は、 小さい 時から 割ん 门に緣 がなかった から、 君の 心 持 をし つくり 想像して 見る 事 は出來 ないだら う 

けれども、 ^は 少し 大袈裟に c: 分の 病 氣を考 へ 過ごして はゐ ない のか 知らん、 兎に角 今の 場合、 色々 な 事 を考へ 

るの はよ くないと 思. ふな。 鹽 原と いふ 所 は 君の 病 氣には 適して ゐる のかい。 氣溫の 變化も ひど さう だし、 冷氣も 


來京 より は 勿論 早く 來 ると 思 ふが。 

俟は俟 自身の 爲め にもお が 今 東京に ゐて ほしいと 思 ふんだ。 僕 も宗敎 とい ふ ものに 對 して 多少の 理解が 生じて 

來 たおが する からだ。 一 體 僕の 家 は 信仰生活なる もの を 丸っきり 無視した 家で ね。 それ も 或る 自覺 から 出た 事 か 

とい ふと 決して さう ではな いんだ。 父に は 何 か 相當の 思慮が あった やう だけれ ども、 その外の 奴等 はま あだら け 

た 無 な 生活 をして ゐる爲 めに さう なんだ。 僕 も その 空 氣に卷 添へ を 喰って、 この 齢になる まで そんな 事に は 

交 ゆ を^がないで ゐた。 科 ゆの 或る 僻 兌から 生れて 來た淺 薄な 先入主 觀を その ま 上 父け 入れて、 宗敎 とい ふ もの 

を 正面から：：^ i める 程の 必要 は 感じない 精り でゐ たし、 叉實際 感じ もしない 程に 呑氣 だった。 然し 僕の 生活に 或 

ろ不忍 誘な ！：ss 朋が來 たやう だ。 唯 運命と か 何ん とか、 抽象的な 囘避 的な 曾 葉 だけで は片附 けて おけない 程、 こ 

の^の 屮が 生命に 充 ちた 目的に 向上す る、 有機的な もの \ やうに 感じられ 出したん だ。 かう いふ 考 へが 浮んで 來 

ろに つけて、 僕 は 君の 信仰す る 基督 敎に 第一 に 引きつ けられ 出したん だ。 僕 は 改めて 僕の 周圍を 見て 見た。 而し 

て 八/まで 少しも 氣が附 かなかった 祌祕 的な 世界が 眼の 前に 展 けて 來 るのに 驚いて しまった。 人間の 生活と いふ も 

きも  9  f 

の は 兌 やうに よって こんなに 姿の 變る もの かと その 豐富さ 加減に 膽を つぶす ばかり だ。 僕 はこの 頃寢る 前に 必 す 

羅ぉ. W を M んでゐ るが、 その 當 時の 祕密 が、 一 っ^ 僕の 心の 巾に もちやん と あるの を 感じて、 基督の 智慧の 深 

；ぉ ：、- に 怖 毛 を ふるった。 基^に よって 甦った ボ ー a でなかったら、 あんな 雙 匁の 劍の やうな 深刻な 觀察 は出來 

たいだら-つと 思った。 し 一 寸迆 めば .1 寸 だけの 罪が 擴 がり、 一 尺 退けば 一 尺 だけの 悔いが 殘る やうな 恐し さに 製 は 

れる。 

： は 今まで 扣 常の 巧； ^を 持った、 どっち かとい へば 活動的な， 精力の 强ぃ 男と して 自分 を兒 てゐ たんだが、 今 

假リ に： 仰 C ル -「： 涯を迎 へ 入れる とすれば、 是れ までの 自^ は 跡形 もな く极 こそぎ 取られて しま ひさう で 淋しい よ、 
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淋しす ぎる よ。 

こんな 時に がゐて くれたら ばと， 頻りに 思 はないで は ゐられ ない。 

話 は大變 飛んで しま ふが、 おは 戀 愛と いふ 事 を如仞 思って ゐ るい。 幸に して —— 幸に してと いひたい。 そ と 

も 1  ィ幸 なのか しら II 僕 はこれ まで 女に 對 して 互に 戀 愛の 關係を 作り、 それに 深入りした 覺 えがな ハん で。 极の 

奴な 力 スト I ヴの 周りなん かで やる 奇怪な orgies を 立 聞きす る 度に、 恥 かしい 一種の 牽引と 好奇心と を覺 え. 

な 力ら、 心の 屮の 或る 淸淨な 力に 引き立てられて、 その 場 を 外して しま ふの を 常と する。 その 時には、 いつでも 識 

緣 の^おの 奥 力ら 观く、 鋭い、 澄んだ、 君の 眼が 思 ひ 出され るんだ。 それにつ けても 僕 は 君に 聞いて a たい。 戀 

愛 は 修道の 妨げになる もの だら うか。 戀愛 三昧に 這 入った 人 だけが 經驗 すると 思 はれる、 あの 純一な、 沒我的 

な、 而 して 淋しく も 華々 しい 心の 動搖 は、 若い者が 必す 一度 味 ふべき 醍醐味で はない の だら うか。 ボ I  口 や トル 

ス トイが^ 女の 關係 について 霄 つてる 所に は 勿論 担む 事の 出來 ない 强ぃ现 由が ある。 それ は 僕 も 首肯す るよ。 す 

るが、 それが 本當 にっきつ めた 人生の どん底 だら うか。 

何んだ か 煮え切らない 事 を 長々 と 書いて、 君 を 苦しめ やしなかった か 知らん。 然し 君の 病 氣の樂 な 時に、 君の 

考 へ を霄 つてよ こして くれたら、 僕 は 非常に 嬉しく 思 ふよ。 

昨 曰 は 放課後から、 皆ん なで 羽 M の 方に 探 集に 行く 蒈 だった が、 氣乘 りが しないので、 斷 つて、 獨 りで 小石 川 

の 植物園の 方まで 散歩に いった。 何んだ かこの 頃 は 自分ながら 僕 は 少し 妙 だよ。 筋肉が 1 んだ やうに だるく つて 

ふと 氣が附 くと、 とてつもない 事ば かり 考 へて ゐる。 君が 東京に ゐ ない M も ある だら う。 

伊の 金 はお 送りす る。 舉 校に ゐ るのより 餘計か \ る だら う。 自炊 もい \ が 無理 をし ないやう にし 給へ よ。 ^な 

らば 少し は 餘裕が あるから， 遠慮せ すに 使って く. r-給 へ。 


八， M は 何んだ かもつと 窖 きたい けれども、 夜 も 更ける し、 おの 病氣に 障っても. いけない から、 これで U を 止め 

る o 

どうも 誰でも 彼で もな つかしい やうな 晚 だな。 

あのねえ (以下 抹殺) 

(B より A へ ) 

一九  一二、 九、 二 〇 I^ls 

又 散歩の 歸り途 で、 珍しい 蛾 を 一匹 乎に 入れた。 新種ら しい。 こ、 は、 探 柒には 一寸い、 所 だ。 

^は戀 を 知った ね。 この頃 僕の 神經 は相當 に銳敏 になって ゐ るよ。 

^を^いて、 誰が 戀愛 の寵兒 であり 得よう。 君に ほ 健 K な 體質が ある、 眞 摯な资 性が ある、 tractive な 容貌が 

ある。 滞れない 初々、 しさが ある。 君の 前に は 事業が ある。 而 して 後ろに は 恒産が ある。 

n だれ は 皮肉で はない。 ^に、 皮肉と 取れる 程 明白な、 事實の 羅列に 過ぎない の だ。 

戀愛は 滋味の 溢れた 貯藏扉 でのみ 醱酵 す る 蒸り の 高 い 香 素 だ。 

^の やうな 钤 弱な 病人 も、 この 香 素 を^ぐ と 胸 を 跳ら さない 譯には 行かない。 羡 望の 爲 めでな しに …： 否、 羡 

やの 爲 めに。 明白な 裟 望の 爲 めに。 

然し 世に は戀 愛の 適者と 不適 者と が ある。 

伎 はおに 勸 める。 必 すその 戀を 遂げ 給へ。 君に 戀 愛の 藤 史の添 はな いのは、 神の 誤謬 だと さへ も 云へ る。 

トルストイ は、 は^， M に醉 ひしれ て、 囈霄 を 吐く 樂 天 の 徒 だ。 何ん とい ふ 明ら さまな、 なつかしい 心 だら 
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トルストイと ボ I ct と を 併せ 說 かんとす る 君 は、 謬って 幼 兒を惡 魔の 傍に 置いた の だ。 

は 二 俊 磔刑に 遇 ひ 給うた。 初めは 猶太 人に よって。 二度目 はボ ー 口によ つて。 

彼 は： ^初の 受難に よって 昇 天した。 二度目の 受難に よって、 地にまで 踏み 躪られ た。 

ボ ー 口 の 支離滅裂な 雷 議を僕 は 何よりも 厭 ふ" 「人に よって 法 を說 く」 と 云 ふの か。 さらば 「人に よって 法を說 

く」 僞 りの 豫霄者 を 慎めよ だ。 

侪て、 仪 の病氣 は、 寶に 立派な 肺結核 だと 診斷 されて ゐ るの だ。 〇〇 博士 は 腐-快な 醫 者だった。 君に は 物を隱 

す 必要 はない からと 云って、 すっかり 事情 を 打明けて くれた。 君が 知る 通りの 僕の 事 だから、 聞かされた 常時 は、 

^Ji の 祌經が 氷って、 胶を 强直狀 態に した かと 思って、 身動きさへ 出来ない 程 苦しんだ。 

然し 今 は 平生と 遠 はないだ けに 心は囘 役した。 然し 擧 校に 歸る 事は當 分出來 ないだら う。 時々 は 研究室の. S 氣 

たなつ かしまないで はない が、 是非の ない 事 だ。 

〈なの， は 難おう。 今^る のは^ も 知って る あの 川端の 長屋なん だが、 往來の 人が うるさい ので、 その 巾、 百姓 

家に でも り をしょう かと 思って ゐる。 

又 熱が 出^ 來 たやう だ。 手 銑の 斷片 的になる の は、 いけない 事 だが、 許して くれ 給へ。 

忘れた が、 僕の^ 仰觀は 述べ立てる 程の もので はない。 僕 は、 唯醉 つて ゐ なければ 生きて 居られない 質 だから、 

卜に，： に Ie はう として W る だけの 話 だ。 若し 僕が、 ボ I ドレ I ル より 先き に 生れて ゐ たら、 彼 をして、 あの 「 陶醉」 

さ 旁が  . 

とい ふ 散」 乂ぉ を-先！ i け はさせ なかった らう。 


(A より B へ) (葉書) 

千 九：，：： 十二 华 九月 二十 二日 朿京 

今桢 物^ を 散歩して 歸 つたら、 君の 手紙が 屆 いて ゐた。 結核と 知って、 僕の 血 も 氷る やうに 思 ふ。 本當に 君の 

心 をお 察しす る。 

门ル^ ^に！：：^ を 指され 1 しまった。 僕 は その 中 委しい 齿 ^をして、 力に もな つて 貰 ひたいと 思って ゐミカ 君の 

、ひ.^ が^くな ハ 時に^んでくれ &へ。 鹽原 はもう 冷え， <\ する だら う。 吳々 も 病體を 大事に し 給へ よ。 

(A より B へ ) 

千 九 百 十二 年 十月 六日、 柬京 

B 兄、 

けお 捨も なく 凡ての 希望 を 奪 ふば かり. か、 極端に 人 を 威し 附 けたり、 不安に したりす る 病魔に 對 して、 ^力 

ど 1 呈^し みまいて 戰 つて ゐ るか は、 恐らく 君に しか 分らない 祕事 だら うと 思 ふ。 何んだ か 君の 煩悶に は 恐し く 

祌^ な ものが 潜んで ゐて、 僕の やうに 病苦 を 知らないで 來た 人^ は、 それ を 窺く のさへ 出過ぎた 事の やうに 思 は 

^もす るよ。 僕なん ぞが 病人 を 慰める とい ふやうな 事 をす るの は、 ^違って ゐる かも 知れない。 然し 僕 は 僕な り 

に^に 朵く 同情し、 君の 健康の 早く 囘復 する やうに 祈らない では ゐられ ない。 

この 前の 乎 紙で はい ひかい 判らなかった が、 病氣は 少し はい \ 方に 向って るの かい。 若し 氣が 向いたら、 もつ 

と i しく 熱度 や 食慾の 加減 を 知らし 給へ な。 そんな 専が 何ん の 足しにな るかと 君 はいふ だら うけれ ども、 兎も角 

僕 は それが 知りた いんだ G 

M  tin 
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僕 はね、 僕の ns れ から 思 ひ 切って 書かう とする $:白 を、 何度 # かう か 誊 くまい かと 躊躇した か 分らない。 そ 比 

はメ の^ 氣を惡 くし はしない か 知らと いふ 心配 も あるに はあった が、 菜して 僕が 自分 を 少しも 偽らないで： jk: 白 を 

害き 終へ る^が 出來る だら うかと 疑った からだった。 

然し 今： ：！ は^ひ 切って 徧く。 それ は^に 圆^ を 指された 僕の 戀愛 問題に 就いての 事 だ。 然し、 重ねぐ 斷 つて 

^くが、 是れは 君の 氣の 向 いた 時に 讀んて くれ 給へ よ。 

僕 は常而 の $i{E に 移る 前に、 少し 過去に 溯って、 僕の 性的 生活 を喾 いて 蹬く 必要が あると 思 ふんだ。 

ー體 こんな 事 は 凡ての^ 性に 通^な 蔡 だのに、 それ を 公 曾す る 人がない 故な のか、 それとも 僕 一人が 餘人 とち 

がって 飛び離れた 經驗を 持って ゐる のか、 兎に角 僕 は 自分の 過去 を考 へて 見る と、 そのす つと 奥深い 幼い^ 弋 

に、 女性に 對 して 既に 可な り强ぃ 執着 を 持って たの を 思 ひ 出す 事が 出來 る。 僕 は、 八つの 時、 ^りに； んで ゐヒ 

若い 細 5； に、 ^から は 得られない 懷 しみ を 感じて ゐた亊 を 記憶す る。 僕 は その 頃、 皆ん なから 「お 可愛い， -坊ち 

やん」 といって 愛される^: の 子供だった が、 その 女の人 は 殊更 僕 を 可愛がって くれたと 僕に は 思へ た。 それが ど 

れ^ 嬉 L かった か 知れない。 僕 は自恃 と滿足 …… 不安にば かり 戰 いてる 今の 僕と は 何ん たる 相違 だら う。 而 して 

何ん とい ふ 望ましい 蜃氣樓 だら う …… に！； S 負って、 僕 は その 女の人の 眼の 前で、 遊び仲間 を輕 蔑した やうに 高 陵 

ちきに 扳 舞った ものだった。 

ふと 或る時、 その 女の人 は 良人が 轉 勤した ので、 僕の 眼の 前から 何處 にか 消えて 無くなって しまった。 耳で 聞 

き 眼で见 る 世界が、 世界の 凡て だとの み 決め こんで ゐた 僕の 世界 觀は、 と變 つて、 その 時から、 思 ひも 寄 

ら ない^ 世界が、 签虛な 世界が 僕の 心の中 に^き 出して 來る やうに なった。 僕の 不可知的に 對 する 一 種の 憧憬 も、 

恩へば その 時から 芬 ぐみ 始めたん だ。 その 人が 消えて 去った 不思議な 世^、 それ を その 時の 僕 はどうしても いひ 


かり 頭の 中に 描いて 見やう がなかった。 何んだ か 大變に 淋しく 思 ふば かりだった。 夕方なん ぞ、 どうかす ると， 

不^議な ノス クルジャに 襲 はれて、 譯 もない のにし くく 泣き出したり、 母 や 女中に 八つ 當り をして、 滅多に 怒 

つた^の ない 父に 痛く たしなめられ たりした。 人々 は、 僕に 蟲が 起った の だとい つた。 諷刺 的な 言葉 ぢゃ ないか。 

W 際 その 時から 無 邪氣な 僕に も、 とう/ \蟲 が 起 つてし ま つたんだ。 

^ はお：^ を 押し て こ の 乎 紙 を 讀んで ゐ るん ぢゃ あるまい ね。 用心して くれ 給 へ よ。 

その 時の 事 を 思 ふと、 僕 は 今でも 自分が 可愛くて 堪らない。 故 鄉を懐 ひ 出す 時に 滲み出る やうな 淚が、 僕の 睫 

^にた まって 來る。 

ちと 

それから その美し い 女の人に 對 する 記憶 は、 いつ ともなし に 薄らいで 行った。 僕 は 又舊の やうな 快活な 子供に 

なって ゐ たらしい。 然し かすり 傷で は あるが、 小さな 心臟 につけられた 傷 は、 その 持主の 知らない 間で も、 始終 

g しの 力 を 待ち望んで ゐ たものと 見える。 僕が 十二に なった 時、 僕の 妹が、 一人の 友達と その 姉と を 遊びに 家に 

述れ て來た 事が ある。 その 姉と いふの は 僕と 同じ 齢で、 名 をお 艷 さんと いって ゐた。 1 と 眼 見た ばかりで、 僕 は 

そのお 艷 さんが 好きで， （- たまらなくな つてし まった。 妹の 方 は 片眼が 盲 ひて 醜かった から、 名も覺 えて はゐな 

いが、 姉の 方 は 見 違へ る やうに 美しかった。 母が 「お 人形さん の やう だ」 と 賞め るの を 聞いた 時 は、 僕の 心臟は 

&はす IF 感に 跳り 上った。 然し そんな 言葉 をお くびに も 自分で はいへ ない の を もどかしく 思った。 僕 は 勉めて 平 

のろ  もね 

氣 でお 艷 さんに 近づかう として 見た が、 その 時の 僕に はもう 肉の 詛 ひが、 かすかながら その 醜い 頭 を 擡げ かけて 

ゐ た^なので、 どうしても 恥 かしく つて 近寄る 事が 出來 なかった。 然しお 艷 さんの 見て ゐる 前で は、 どんな 事に 

かけても^ 一  の 優お であらう と あせった。 僕の 周 圍には 敵ば かりが 出來 た。 而 して 僕 は 又 妙に こぢ けた 不機嫌な 

子供に なって しまった。 

言  . 六 三 
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思 ひ 出す とこん な蔡も ある。 僕 はお 麓さん の 手近に ゐ たくって 堪らない 望みから、 ぉ艷 さんの 寫 莨が ほしく つ 

て 仕 やうが なくなった。 それに は、 どうかして 僕の 寫眞を やって 交換す る 外 はない と、 その 頃の 僕 は 思った と 見 

え るんだ ね。 然し 僕 一 人 だけ 寫 した 寫眞を どうして 先方に やる やうな 大膽 なまね が 出来よう。 で、 とう/— 1 計 

を 案じ 出して、 二三の 友達 を 語らって グル ー プの寫 爲を寫 した。 出來 上って 來 たの を 見る と、 僕の 顔 はいかに も 

不滿 足な 出來 で、 友達の 顔の 中に 好ましい 風な のがあった。 僕 は 幼いながら 大分 躊躇 はすに は ゐられ なかった が、 

然し 寫し 直す こと はもう 出來 ない。 ある 晚、 その 姉妹 や 男の 兒が 大勢 集まって 遊んだ 擧 句に、 僕 は何氣 ない 風 を 

して、 その^ 眞 をお 艷 さん 姉妹の 前に：^ り 出した。 素早く それ を 拾 ひ 上げた の はお 艷 さんであった。 妹 もす ぐ 姉 

に^ をす り 寄せて、 二人で それ を 眺め 入った。 僕 はす かさす 「それ を 誰か にゃあら うか」 と、 半分 歌 ふやうな 調 

子で いって 见た。 「頂戴」 といって 片眼 を 輝かした の は 妹だった。 つ.^ まし やかな 姉 は、 惡 いものに 手 を觸れ でも 

/  9  ，  あき 

したやう に そっと 寫眞 を疊の 上に 伏せて しまった。 僕 はかつ となって、 何ん の 分別 もな く、 皆ん なの 惘れて 見 

てゐる 前で、 その^ 眞 をす た，/, \ に 破って しまった。 

こんな 事を讀 ませられ るの は隨分 厭きく する だら うね。 然しもう 少し 我 馒 して 讀んで くれ 給へ。 

^は 何ん とかして ぉ艷 さんが 僕 を 愛して くれる とい ふ證 據を摑 みたい と 思った が、 ぉ艷 さん はた^ 無邪氣 にし 

とや かに 誰に でも 同じ やうに 振舞って ゐ るので、 僕 は 胸の つまる 程 悶えに 悶えた。 僕 は、 今の 自分の 境遇から そ 

の^ 僕が 苦しんで た 純 一 な 熱烈な 煩悶 を 憐れむ の 情に 堪 へない。 

その 中に 又 一 つの 事件が 起った つけ。 それ は 妹の 通舉の 道に、 一人の いぢめ っ兒が 住んで ゐて、 擧 校の 往復に 

は 屹度 張桥 して ゐて、 自分の 家の 前の 砂利 を 一粒で も 踏みつけたら、 なぐり 附け ると 妹 を 威 すんだ さう だ。 ぉ艷 

さん 達 も その 兒を 懼れ て、 僕の 家に は 足が 遠くな つた。 僕 は その 頃 中々 の 妹 思 ひた だつ が、 ぉ艷 さんに 度々 遇 ひ 


たいとい ふ 欲^も 乎 傅って、 ある 日 その子 供と -3嘩 をした。 僕の 持って る 方の 竹竿が 長かった ばっかりに、 とう 

とう その子 供を逐 ひこくって、 家の 內に 逃げ こまして しまった。 僕 は 勝ち誇って、 得意に なって、 そこの 門の 前 

を うろついて ゐた。 と、 彼が 塀の 內 から 狙 ひ を^め て 投げた 石が、 あやまた す 僕の 右の 眉 根に 中って、 そこから 

さっと 血が 迸った。 僕 は 無我夢中で 怒りながら、 その 家に がな りこんだ。 而 して その 家で 介抱され て， やがて 自 

^に 引き取られて、 三 針 程 縫 はれて、 床に ねかされ たが、 僕は囈 1  一一 口に も 「卑怯 だ、 卑怯 だ」 とい ひ 綾け てゐ たさ 

うだ。 

卜； = ^經 つたら 傷 は 大抵 癒って、 ^の 中 を 散歩す るまでに なった。 然し 僕の 憤怒 は 中々 納まらないで 母 を 困ら 

お ほ 

す もの だから、 母 は 僕 をな だめる 積り で 色んな 事 を 言って 見た 中に、 小 林の お嬢さんの 一人が、 僕の 傷が 早く _i 

る やうに、 毎日お 稻荷 様に 麥詣 して くれて ゐ ると 知らして くれた。 小 林さん と はお 艷 さんの 苗字なん た。 それ を 

聞いた 時、 僕 は 思 はす 喜びの 爲 めに 跳り 上らう とした。 其れで 僕の 傷 は 十分の 報酬 を 受けた。 ようこそ 傷 を 負つ 

たと 思った。 然し、 と 僕 は 小さな 胸で 考 へた。 

「お 嫂さん の 一 人と は 一 體 どっちのお 孃 さんなん だら う」 僕 はどうしても それ を 母に 聞く だけの 勇 氣を 持って ゐ 

なかった。 

僕が 乂 ゆ 校に 通舉 する やうに なつてから は、 ぉ艷 さんと 妹と は、 寮から 店の 方に 移って、 もう 一度 も 遇 ふ機會 

は與 へられす にし まった。 僕 は 何故 喧嘩 をした 時 死んで しまはなかった の だら うと 思ったり した。 實際 幼い 時 ほ 

ど 死に 對 して 輕々 とした 決心の 出來る 時代 は 無い ね。 それから 思 ふと 今の 僕と 死との 距離 は 驚く ほど 遠くな つた 

もの だ 

^はとうく いまだに 一 ； 人の 中の どちらが 願掛け をして くれ たかを 知らす にし まって ゐる。 その後 僕の 家 も 仙 

^ 首  六 五 
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臺に 引越して しまったが、 僕 はよ く 前に 住まって ゐた 小さな 都會に 遊びに 行った もの だ。 而 して 豫 てからお 艷さ 

んの 家の 商寶と 聞いて ゐた葉 茶屋の 店の 前 を 通る 毎に、 人知れ す 注意して ゐた。 ある 時 一 寸 大きな 或る 葉 茶屋の 

店先き でお 艷 さんら しい 人 を 見た と 思った。 僕 は 雷に でも 打 たれた やうに 氣を顚 倒させて、 すぐ 首 を 正面に 向け 

なほして、 そこ を 通り過ぎて しまった。 

その 頃 は、 僕 はもう 悲しく も、 ぉ艷 さん を きれ/^ \ な 追憶の 中から 引き出して、 妄想の 迷宮に とぢ こめながら、 

自己 遂^ を敢 てす る 半獸兒 になり 下 つて ゐ る 時 だ つ た。 

, i  うち 

その後で も 僕 は、 ぉ艷 さん を 見た と 思った 葉 茶屋の 前 を 幾度 通った か 知れない。 その 中に その 葉 茶屋 は 閉店し 

てし まった。 而 して、 僕の 全靈 全心 を搖り 動かした ぉ艷 さん は、 僕の 胸の 中に 不完全な 像を殘 した ま \ で、 あの 

若ハ 細君と 一緒に、 僕に は 露 ほどの 交涉 もない 不思議な^ 在の 中に 姿を隱 してし まった。 それ は その 頃の 僕に 取 

つて は、 死ぬ とい ふ 事よりも つと 悲しい 不思議な 出来事 だつ たんだ。 それ は考 へて 毘 ると 今では 祌祕 だ。 恐ろし 

いりうな 冲祕 だ。 一度^た 人の 顔 をもう 金輪際 昆る 事が 出来ない …… そこに は、 奥底の 知れない 運命の 树祕が あ 

るので はない か。 

B 兄、 ^は 今 下らない 長い 序曲 を 聞き 終つ たんだ。 僕の 性的 生活 は 勿論 是れ で盡 きて ゐ るんで はな いんだが、 

その 餘の事 はこの 齿 白に は 直接の 關 係がない から、 他日の 馬鹿 噺の 種に 殘 して 置いて、 是れ から 最近に 起った 出 

來^ を, りなく お話しす る。  ， 

力 f た 

このお 僕が 母と 共に、 北海道の 登刖溫 泉に 行った の は、 君が 知って る 通り だ。 母 は 永年の 贲^ の 苦勞で 體を 

非常に i めて ゐ たので、 勸 める 人が あつたから、 僕 は 好奇心 も手傳 つて、 面倒が る 母 を 無理やりに 速れ 出した の 

•JM っ^。 北.^ 道 人で 云 ふ內^ に 育った 瞵に は、 あの 何處 となく 荒凉 とした 北海道の 自然の 姿 は 親しみ 易い もので 


はなかった。 凸凹の 烈しい 山道 を 馬車に 拣られ て 行く 時 は、 先き にー體 どんな 宿屋が ある だら うと 心細く さへ^ 

はれた が、 行って 兌る と^ったより 大きな 旅館が 何 軒 かあつた。 然し 大きい 割合に 似 もっかぬ 不潔 さで、 おまけ 

に 浴客が、 最も 低級な 趣味に 生きる らしい 舎 社員 ゃ鑛 山師の 類ば かりだつ たので、 僕 はすぐ 不偷 快な 居心地 を 惑 

じた。 幸に^ 等の 部^ は 兑晴 しのい & 二階に 取って あった。 そこから 昆 渡される 靑 葉の 景色 は 見事だった。 然し 

健 な體 を溫^ 場の 部屋に 横へ る 程 out  of  place に感す る もの はない ね。 

然し 乂 おの やうに、 病氣 の爲 めに そんな 處にゐ なければ ならない 境涯 はな ほ つらいだ らうね。 僕の 今の 言^ は 

君 を 不快に し はしなかったら うか。 

ゆ rr  f 

タ， きをす ますと、 僕 は 二階の 緣側を 一 廻り 歩き ま はって 見た。 ふと 裏庭の、 公園 風な、 築山の 下苣 こ、 うづく 

まって ゐる 浴衣 をお た 一 一人の 人影 を 見つけて、 柱 に 身 を 倚せ ながら 立と つ た。 

1 人は瘦 せて 北： ：の おさうな 老人だった。 それに 向 ひ 合って、 日本 髮を 結って、 オリ ー ヴ 色の 帶を しめた 娘が し 

やがん でゐ た。 よく 兌る と、 今 取って 來 たらしい 极 まがり 竹の 枝 を 折ったり 皮を剝 いたりして ゐる らし Co 娘 も 

細々 とした 體 つきで、 遠^に も、 潤 ^ な 髮のモ を 持って ゐる のが 際立って 服に ついた。 僕 は 兌る ともなし に そん 

な^を 觀 察しながら、 無意識に 頭の 中で、 過去の 記憶 を擇び 分けて ゐる らしかった が、 ふと 幻想から 現在 こ， 立ち 

返つ た^に は、 その 娘の 屮に お^さん を 結び 附け て考 へて ゐ たのに 氣が附 いた。 而 して 僕 は 不思議な 自分の 頭の 

働きに 自分ながら 驚いた。 

：: い、 十二： 二の 女の：： 儿に见 る、 あの 小 鹿の やうな， 優美な なよ くし さは、 又お 艷 さんの 特長と もい ふべき 

リ ほの 非^に^ しい、 抱き か k へて 嗨み しめたい 程 魅力 を 持った 髮の毛 は、 二つと も 眼の 前の 娘が 持って るら し 

く 僕に は 思 はれた。 ^の總 ての 過去の 囘想 は、 氣息 もつ がせす 押し寄せて 來て、 全身の 血 を 1 り 立てる やうに、 レ 

.1 ノ. r- 
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臓 に 突き 入る の を 感じた。 

^れ を讀ん でゐる 君の 弒に、 僕 は輕ぃ 皮肉な 微笑が 浮んで 來 たやう に 思 はすに は ゐられ ない。 君の やうに 默っ 

てゐ ながら、 世の中の 事 を 知り 拔 いてる 人に は、 實際 兒戲に 等しい 馬鹿 氣た 挿話と も 見られよう。 然し 隱し 立て 

をし ない 積り で玆 まで 書いて 來た僕 は、 もう 後に 引く 事 は出來 ない。 ^の 皮肉な 微笑の 影に 昆 える 同情に 依賴し 

て、 僕は糨 はす 續 けて 書いて 行く よ。 

^1 の 常なら ぬ 僕の 凝視に 催された と昆 えて、 娘 はふと 顔 を 上げる と眞 直に 僕の 方 を 見た。 僕 も 全身の 力 を 眼に 

^めて、 この 白日の 夢 を 破るまい とした。 咄嗟に 老人 は 直ぐ 娘の 所作に 氣が附 いて、 娘の 視線 を迪 りながら 僕の 

方に 眼 を 向けた。 娘 は 慌て. ^顔 を 伏せた。 而 して 老人に 先んじて 立 上って、 僕の 方に 後ろ を 向けて しまった。 而 

して 二人の 姿 は 築山の 向う に 消えて しまった。 

白い もの を 兌つ めて ゐた 僕の 眼 は、 日の目の 足り なくなった 夕方の 景色の 前に は 盲目の やうだった。 その 爲め 

に^ 識 までが ぼんやりして、 自分ながら 自分の 足が、 緣を 踏んで ゐ ようと は 思へ なかった。 然し この 錯覺 はぢき 

ち. 9-  _fvri  *^  ,99, 

に 破れて、 僕 は 段々 と 中 有から 降り 立った。 而 して、 總ては 眼の あたり 起った 事で あるの をし つかりと 意識し 

た。 夢で はない、 現實 だ。 こんな 現實が あるの か。 勿體 ない。 僕の 心 は そ はくす る 程 嬉しかった。 失 はれた 世 

界 が乂戾 つて 來て くれたんだ。 ひとりでに 微笑 を 浮べながら、 僕 は 力 强く緣 側の 上 を 行ったり 來 たりした。 母が 

湯に 行かう と 促しに 來 るまで、 一秒が 過ぎ去った のか、 永遠が 過ぎ去った のか、 僕に は 分ら なくなった。 僕 はた 

だ ぼんやりと にこ， （- しながら 母の 跡に つい て 行った。 

疲れた 母 は、 藥 湯の 効力に 快い 睡氣を 催した と昆 えて、 湯から 上る とすぐ 安らかな眠りに 落ちた。 僕 は、 持つ 

て來 た^の 「^蛤の 幼 蟲と氣 管に 關 する 研究」 を 讀ま うと 試みて 見た が、 幾度 讀み 返して 見ても 何ん にも 分らな 


かった。 聖齊も 同様 だ。 僕の 眼の 前に は 夕方に 兑た 娘の 印象が きれ^ \» に 見えたり 隱れ たりして 困って しまつ 

た。 口 記も^ 惯的 につけ はっけた が 今 請んで 兑 ると、 唯、 

「今 n 登 別 〇〇 钳に來 た。 穢ぃ所 だ。 然し 非常にい、 所 だ。 僕 はこん なに 幸福に 感じた 事 はない。 ダビ テのゃ 

うに 裸 かで 跳りたい やうな 晚だ。 今日の 出 來事は 一生涯 忘れられまい。 こんなに 湧き上る 愛の 力 を 如何 すれば 

い、 んだ。 勿體 ない。 母の 寢 顔の * 懐かし さよ」 

とだけ 書いて ある。 實際 その 晚、 僕 はこの 世に 生きる 事が、 有難くて、 勿體 なくて、 寢ては ゐられ なかった。 二 

時 を 打つ の を M いて 思 ひ 切って 床に 這 入って 見た。 床は軟 かく 快かった。 床の 中で 總 ての 靑ハ やが 襲 はれる 多くの 

^想 …… 野心、 穴」 想、 後悔、 肉 慾、 自責、 企圖 …… から 全く 解放され て、 僕 は 子供の やうに、 すぐ 深い 樂 しい 睡 

眠の 底に 引 込まれて 行った。 

翌日 眼が 覺 めた 時には、 晴れた 日の 光が、 北海道で は 板戶の 代りに ガラス 戶を使 ふ 習慣な ので、 もう 横 ざしに 

緣 則の 上に 射し こんで ゐ た。 僕 は^が 花になる やうに ひとりでに 服 を さまして、 思 は. f 床の 中で にこ /^して ゐ 

たく  i  ,  9 

た。 而 して .E 分の 體を 今更の やうに、 逞しい 頼もしい ものに 思って、 左右の 腕 を 代る <\ 眼の 前に つき出して 

握って 見たり、 側に あった 鏡 を 取って、 .S ぃ齒を 出して 映して 見たり して ゐた。 纏て 僕 は 雪 を はね 返す 若 笹のゃ 

うに、 床の 上に すっきり 起き 上った。 そこに は、 母が 疾に 着が へ をして、 眼で 撫でながら 僕 を 眺めて ゐた。 

^は 心の中で にこく しながら、 着物 を涪 かへ 始めた。 どうした 加減 か、 その 時 ふっと 今まで 知らな かつたい 

ま はしい 不安が 頭 を搽げ 出した。 僕 は、 帶を 結びながら、 何 か 忘れ もので もした やうな 心 持で、 昨夕の 光景 を 思 

ひ 出さう として ゐた。 思 ひ 出さう 所ぢ やない。 その 光景 は 眼で 見た 時よりも 明瞭な 輪廓 を 取って、 僕の 頭の 中に 

へばり 着いて ゐた。 それにい ま はしい 不安の 起る 害 はない。 それ ぢゃ 何が 自分 を こんなに 不安に す るんだ。 何ん 

.^  言  1ノ is 
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だか あの 娘 を 見た 爲 めに、 僕の 生命 は 悲哀 不幸の 道筋に しっかりと 結ぴ附 けられて しまった やうな 氣 がしたん だ。 

そこに は 何 か 知らん 渡る 事の 出來 ない 溝の やうな ものが あった。 不思議な 物淋し さが 漂って ゐた。 「は あ 先生、 吞 

氣 至極に も 幻想 を 現實に 引っ張り 下さう として ゐ るな」 僕 は その 時の 氣 分から、 こんな 輕ぃ 自己 反省 を やっても 

見た。 然し、 思へば、 僕が 今惱ん でゐる この 不安 この 煩悶の 總て は、 その 時 頭の 中に 顏を 出し 始めた その 小惡魔 

し わざ 

の 仕業なん だ。 

僕 は その 娘 をせ めて はもう 一度 見たい と 願 ひに 願った。 彼女 は 自分と 同じ 宿屋に ゐる。 然し その 部屋 は 何處だ 

らう。 ！一 ぃ心懸 りが つて その 曰 は 暮れた。 夜、 寢る 前にもう 一度 湯に 行かう と 思った。 ぐつ しょり 濡れて 鼻 紡 

の ゆるんだ 下駄 を 氣味悪 く 引きす つて，， 暗い ランプの 光 を 便りに、 危ぃ 石段 を 下りて、 崖の 下に、 小さな 急流に 

^がって ^てられた 浴室に 着いた。 客ら しい 人 は 一 人もゐ ないで、 方々 の 宿屋の 赉頭ゃ 女中が 混浴して、 あらん 限 

りの 卑， な 首 葉 を、 鐵砲 でもう つやう に 抛り つけ 合 ひながら、 はしゃぎ 切って ゐた。 がっかりして その 镒歸 らう 

かと^ 梁して ゐ ると、 ^衣窒 で 丁度 着物 を脫 がう として ゐる I 人の 老人に 僕 は 昨日の 人 を 見出した。 僕 は 躊躇な 

ゆ ぶね  たくま  1i  、 

く^ 衣.^: に 這 入った。 而 して 老人より 先き に 裸 かにな つて、 湯糟に 躍り込んだ。 逞しい パ ンと 醜い 一一 ンフと は 

浴客の^ 來に興 を さまされて、 一人 あがり、 二人 あがりして、 やがて、 板 じきり で 隔てられた 二つの 大浴糟 は、 

かの 老人と 僕と がー 一 人 だけで 占領す る 事に なった。 

偌て、 この場合 かかい まへ ならば、 僕が 世慣れた 調子で かの 老人に 何 か 話しかけ でもして、 近附 きになって 行 

くの が顺 序なん だら う。 處が、 僕に はそんな 藝 當は眞 似に も出來 ない。 のみなら す、 その 老人と いふの が 餘程氣 

むづ かし さうな、 昔氣 質ら しいお 爺さんだった。 始終 何 か 口の 中で 小言で もい ふ 風で、， 僕の 方に は 見向かう とも 

しなかった。 上り 湯から 溢れて 來る 水の 音と， 二人が 顔 や 乎 首 を 手拭で 洗 ふ 度に 起る、 油 を 撫でる やうな 滑らか 


な缀 きとの 外に は、 浴室の 屮は 森閑と して 靜 まり 返って ゐた。  す * 

その 時、 入 n の 方で 突然 足駄の^ が 間 こえた、 僕 は^ょつ となって 而 してお どくした。 老人 も w を 澄した や 

うだった。 而 して 义 赞 く 沈 默が繽 いた。 

もうと 思 ふ 頃に、 入口の 戶が細 ほに^いた。 僕の 全心 全靈は 唯一 つの 「注意」 だった。 湯氣 につ X まれた 暗い 

石油 ランプの 光に 隱れ て、 首 だけ 湯から 出した 僕 は、 獵 夫の やうに、 這 入って 來る人 を 窺った。 「お 爺 さまお 一 

人？」 とい ふ 沈んだ、 然し 若々 しい 聲が、 僕の^ を 雷の やうに 撲 つた。 「思った に增 して 何ん とい ふい &聲 だ」 と 

思 ひながら、 僕 は その 聲を 耳から 心の奥まで 飮 みこんだ。 

^が ゐる はま、 い 得ながら、 そんな 事 をい ふの は 面倒臭い とで もい つた やうな 「む」 とい ふ 返事 力 老人に ロカ 

ら^こえ ると， その 人 はいそく として 石の 段々 を 降りて 來た。 濡れた 敷石が ヒ るので、 右手 を 平らに 延ば^れ 

中、、， を 取りながら、 刻み足に 歩みよ る そのめ でた さ。 やがて 敷石と 平らに、 滑らかな 湯の ひた- (\ と 溢れる 湯槽 

の 側に お 一 i をして、 手拭で 胸の あたり を. i しながら、 湯 氣の問 を、 祖父 を 目 探って ゐ たが、 そこにもう  一 

のゐ るのに 氣附 くと、 五體に 1" る 羞恥に 思 はす 手足 を 縮めて、 首 垂れて しまった その 可憐 さ。 僕 はたぐ ぼん や 

いして、 夢で も兑る やうに 事の 成行き を 眺めて ゐた。 娘 はやが て 老人に 促されて、 思 ひ 切って 湯槽に 沈んだ。 僕 

は 水 を 隔てた 數 尺の あなたに、 彼女の 肉體の ある 事 を 痛い 程 意識した。 而 して、 飽電 した 水の 中に ゐる やうに、 

ぶりく する 刺戟が、 僕の 皮踌を 攻め立て るの を覺 えた。 自分ながら、 餘 りの 初々 しさに 惘れ て、 强 ひても 心 を 

i めて、 そこに ゐ殘 らうと Iff いて 見た が 駄目だった。 僕 はとう.， （\ たまり 切れないで、 そこくに 隣り の 湯槽 

に 移って しまった。 

そ ら、 せじき り  一 & を 隔て， -湯 にっかりながら、 僕 は 隣り の 湯槽の 音 を 一 つも 聞き 漏すまい と、 鬼の やうに 
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聞 耳 を 立てた。 愛に 飽き 足りた 同士の 間にば かり 成り立つ やうな 沈默が 快く 老人と 娘との 間に 取り 交 はされ て b 

るら しく、 何ん の 話聲も 聞こえて 来なかった。 僕 は 心安く 一人に なって、 平 g_ を 極めた 微笑 を湛 へながら， その 

能^な 沈 默に醉 ひふけ つた。 靜 かな 穏やかな 夜だった。 無人の 山の 中 を 流れ出て、 人里の 方に 急いで 行く" fl の 

水 音 だけが、 この 沈默に ふさ はしい 淸ぃ 伴奏と なって 耳 を 撫で \ く， e た。 

彼女 はやが て 上り 湯の 所に 來て髪 を 洗 ひ 始めた。 體は扳 じきり の 蔭に なって 見えない けれども、 處 女らしい 細 

細と した 二の 腕と、 潤澤な 黑髮の 一部分と が、 時々 感能を 刺戟して、 なまめかしい 洗 粉の 匂と 一緒に、 僕の i を 

燜醉 させた。 二人が 湯 i ら上 つて、 下駄の 音の 遠ざかる 頃、 僕は盜 人の やうに 上り 湯に 近づいて、 そこに 彼女の 

面影 を 忍ばう とした。 幾侗か ある 手 杓 を 探って、 洗 粉の ついた 一本 を 見出だした 時には、 雀の 如く 小 跳り した。 

而 して^ 旋 の祝盃 でも 飮み 乾す やうに、 渴 いた 喉に、 その 手 杓で 冷たい 山の 水 を i ぎ 入れた。 歸 るき こ は その 乎 

杓 を 大^に 握って 歸 つた。 

その 夜寢 床に 這 入った 僕の 眼の 前に は、 まざく とボ ツチ チ H リの ヴィ ー ナスの 誕生の 畫が 出現した 。 今 摘み取ら 

れ たばかりな 薔薇の 花 を 弄、 びながら、 樂 しさう に、 輝き、 躍り、 微，み む あの 小刻みな 春の 波が、 まづ 眼に 浮ぶ。 

その 波の 上に 擴 がる 签虛 な、 然し 充實 した 大きな 空間が、 次ぎに 思 ひ 出される。 その 眞屮に 描き出された、 純粹 

な希臘 風と はいへ ない 優美な f 種の ボ ー ズ。 水の 泡 か、 人 か、 海妖 か、 まだ 乾き 切らない、 潤澤 な、 栗毛の 髮を 

支へ 力ね る やうに 首をかしげて、 夢から さめ 切らない 服 を 稍ぶ 細めに 正面 を 見つめながら、 細々 と 立 上った 處女 

の 姿。 無限の 生と 喜びと を 生み出すべき 處 女の 姿。 行きつ まる 所まで 靈 化した 豐 P! な 肉感 …… 。 

その後 彼女と 僕と は 折々 顔 を 合せる やうに なった。 次ぎの 日に は、 洗ひ髮 のま \ で束髮 にして ゐ た。 僕 は、 

彼女 カ^に 媚びて さう して くれたの だと 思って 兑 たりした。 一度 遇 ふ 度に 僕の 執着 は 一段々々 か ケ^い と^まつ 


て 行った。 今 はもう ぉ艷 さんの 聯想から 切り放しても、 立派に 獨 立して、 僕 を ぐん，^ \ 引きつけ て 行く 力に なつ 

てし まった。 僕 は それ を 恐れた。 然し どうす る 事が 出来よう ぞ。 美しく 刻まれた ェボ  一一 I の 塔の やうに、 形の い 

い 顔の 上 を 飾る黑 漆の 髮、 潤澤な その 髮の 毛の 爲 めに 殊觅纖 細に 見える 淺黑 い、 然し 艷の ある その 細面、 謎の や 

うな 大きな 眼、 乳房の ふくらみの ない 靈感 的な その 胸、 小胶の 切れ 上った、 すっきりした その 足つ き。 僕 は、 心 

の 巾で、 さう いふ もの を數へ 立てながら， 彼女に 遇 ふ 事が 少し 遲 すぎた と竣念 がらない では ゐられ なかった。 彼 

女に は、 S 熱の 籠った 幾人 もの 若い 男の P 、がそ、 がれたら う。 その 男 達の 中から 彼女 は 心 を搖り 動かす 何物 を も 

見出さなかった か。 彼女 は 屹度：^ 出して ゐ るに 逮 ひない。 見出さな いとい ふの は 奇蹟 だとより 考 へられない。 何 

^も 知らぬ らしく、 觸れ ぬらしく 見える その 胸の 奥深く …… あ、、 僕 は 彼女に 遇 ふ 事が 確に 遲 過ぎた。 僕の 心の 

中には、 ひとりでに 深い 嫉妬と 羨望の 思 ひが 芽 ざして 來た。 而 して 妙に 打 沈んだ 氣分 になって、 母な ど はう つち 

やら かして、 獨 りで 二 里 ほど 離れた カルル ス^ 泉に 出かけて 見たり した。 

^栊 はー體 その 女の 何處に 執着して ゐ るんだ。 贵 様の 知って るの は 彼女の 皮相な 外貌ば かり ぢ やない か。 黑ぃ 

髮 の^が 何んだ。 大きな 謎の やうな 眼が 何んだ。 あの 病を祕 めて るら しく も 見える 貧弱な 胸が 何んだ C 若し あの 

形の い、 頭の 屮に、 無智な 腦味噙 がつ め 込んで あったら どうす る。 あの 天 使の 顔に ふさ はしい 眼が、 邪姹の 相に 

引きつ けられ 易い 眼だった ら どうす る。 あの 初々 しく 昆 える 胸の 中に， ちゃんと 一人の お が 座 を 占めて ゐ たら ど 

うする。 中：贝 様 はつ まり 爪の 坭ほ ども 彼女に は 觸れて はゐな いんだ。 何ん とい ふ 貴様 は { や： 想 家で 妄想 家 だら う。 貴 

様の M 力して ゐる靈 性の 生活 は、 一 體ぃ つ の 間に どこに 拾て 、しまったんだ。 貴様の 事業 は 一 體 如何す る 精り だ 

とい ふんだ。 それよりも^: 様に は 女の 愛 を 要求し 得る ものが あると 思って ゐる のか。 二十 二の 今日まで 贵様は 一 

つで も 自信の ある 仕事 を 仕上げて ゐ るか。 貴様の 額 をよ く 鏡で 見ろ。 平凡に 過ごした 二十 二 年が、 下 乎の 描いた 
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肖像 薪の やうに、 カ感 もな く祌彩 もな く、 鈍重に 寫 つて ゐるぢ やない か。 垢拔 けの しない 貴様の 態度と 服装と を 

よく^ろ。 何 を 考へ違 ひ をして ゐ るんだ。 馬鹿。 貴 樣は默 つて、 樽 を 破って、 トイ フ h ルス ド n ックの やうに 矻々 

と 自分 を 築き上げなければ ならな いんだ。 女 を 求めるなら、 貴様が しっかり 占領した 王國の 住民の 中から 求める 

がい、。 今總 ての 女 は 貴様に とって は 全くの 異邦人 だぞ。 勘 違 ひに も 程が ある ぞ。 こんな 聲が、 一語 一句、 僕の 

頭 を 張りな ぐる やうに 響き わたる。 

僕は默 つて 齒 がみす る。 僕 は 僕 自身の 彈 劾に 手 向 ひの 出來る 何ん の 力 も 持って ゐな い。 然し 僕に は 一 つの 尊い 

直覺の ある 事 を 知って ゐる。 而 して 運命に は 後ろに 髮 のない 事 を 知って ゐる。 彼女の 髮 一筋 は、 彼女が 僕の もの 

である 事 を 僕に 信じさせる。 而 して その 機運 は 今 熱して ゐる事 を 感じさせる。 僕 は 勿論 未熟な 一 靑年 に過ぎない" 

僕の 容貌に は 女 を 牽き附 ける 何物 もない。 然し 僕 は、 今まで、 f 生の 苦樂を 共に する 女性に 與 へる ために、 この 

心と この 肉と を、 能 ふ 限りの 努力 を もって 淨く 保って 來てゐ るの だ。 僕 は 若い。 而 して 今 こそ 一 つの 仕事 も 仕出 

來 して はゐな いが、 生きる 限り、 內に 潜む 强 いもの、 美し いもの、 尊い もの を 現す 氣 力と 大望と を 失 ひ はしな 

い。 彼女が 旣に戀 を 知って ゐる とする か。 好し、 それなら 僕 は それ以上の 戀を 知らして 見せる。 ほんとの 戀がど 

んな もの だか 味 はして やる。 僕 は 彼女に 對 して さう いふ 運命 を 持つ と 直感す るの だ。 

人氣 のない 森の 間の 小道 を， 匄の 高い 羊 齒の葉 を 踏みし だいて カ强く 歩きながら、 僕 はこん な 風に 自分 を 責め 

たり 慰めたり した。 僕の 心 は、 霜枯れの やうに 淋しく も、 春の 野の やうに 望み 多 くもなった。 そんな 眼 まぐ るし 

い 不思議な 變 化が 一日の 屮に 幾度 も 起って 來 るので、 僕 は 全く 知らない 迷宮に 這 入り こんだ やうに、 毎日々々 夢 

心地で 過ごして しまった。 

八： ：！： の 二十 六日に は、 あの 大腿 風が. 激しく 北海道に も 襲って 來 たんだ。 翌日の 新聞 を 見る と、 靑森 東京 間の 線 


路に 故障が 出來 て、 汽車が 不通に なった とい ふ 記事が 欄外に 出て ゐた。 その 次ぎの 朝、 食事 をした 時、 給お をした 

女中が、 立つべき 客が 立 たれないで 困って ゐ ると いふ 話 をした 序に、 かの 老人が ー克 にも、 どんな 不便が あって 

も 構 はない から^ 非出發 するとい ひ 張る ので、 可哀 さう に 娘が もう 二三 口 は 逗留した いと 泣いて ゐ たと 噂した。 

僕 は 飯 を^ ひながら、 氷の やうに i や 6 とした もの を 胸に 覺 えた。 女中 は 母に 對 して 問 はす 語りに、 その 老人 は 

ばズ のい.，； 《=7 とかこ^ む.^ である 事、 ^いで 歸 らうと する 譯は、 孫に あたる その 娘の 擧 校が 九月の 一 日から 始ま 

きっすな  、  , " 

る はめで あるお、 老人 は 毎年 その 娘 を 連れて 長 逗留 をす る 客 だが、 生粹の 江戶兒 で、 恐ろしい 頑固な 人で ある 事 

など を しゃべって ゐた。  j 

そ 吆 は、 か^かと 忘れた やうに 晴れて、 何ん となく 秋ら しい 光を帶 ぴた靑 空の 研ぎ 出された 嵐の 後の 美しい 朝 

だった。 雲 一 つない その 空の やうな 淋しい^ 虎が、 僕の 胸に も 漲り 亙った。 

便听に 行った おりに、 階 子 段 を 上って、 ふと 緣側を 見る と、 自分の 部屋の 前の 欄干に 娘が 立って、 小さな 聲で 

「烏、 烏」 と 呼んで ゐ るの を 見た。 手に は 食べ 幾した 食物 を 持って ゐる らしい。 彼女 は それ を 屋根の 上に 投げ 

て、 かの Ml な 醜い 鳥 を 招いて ゐる のだった。 その 横顔に は、 毎時 もより 更に 深く 沈んだ 淋し さが 漂って ゐるゃ 

うこ 见 えた。 板屋 极の 上に， 興の さめる やうな 足音 をた てながら、 横 歩きに 餌に 近よ つた。 途端に、 彼女 

は^が^い^ 子 段から 姿 を i ばた のに 氣が ついて、 こっち を 見た。 大きな 印象の 深い 眼が、 始めて まともに ぢっ 

と 防 を 射し」。 お ±ぉ の不. おに 驚いて、 思 は. f たじろい たが、 最後の 機會 をむ ざ， （\ と 捨てる 事の 無念 さに、 反ら 

A  "  ，  る は 

した 啦 i もう 一度 彼女の 眼に 柒 めた。 不圖 つのる 何ん と はない 甘愁 が、 僕の^ を 震して もう 僕の 眼 は 彼女 力ら 

離れる ことが 出來 なくなった。 一 一人 は 離れよう としても 離れられない 運命的な 强ぃ 力で 結び 附 けられた やう だつ 

た。 可ん の 意味 か、 娘 は その ま &ニ歩 三 歩お し ざり した。 僕 は 遠慮せ すに 彼女の 方に 歩んで 行くべき だとい ふ 事 
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を 知って ゐた。 そこに は 彼女に 物い ふべき た^ 1 つの 機 會が殘 されて ゐ るの を 知って ゐた。 それな のに、 何ん と 

いふ ^鹿 者な の だら う。 是れ 以上の 飽滿に はとても 堪へ 切らない 卑怯者の やうに、 僕 は 緣側を 、 僕の 部屋の 方に 

曲って しまった。 かう 書く と 長い やう だが、 それ は 一 分の 四 分 一に も 足りない 短い 間に 起った、 はかない 出来事 

に過ぎないの だ。 然し この 瞬 問 から， 一生 忘れる 事の 出来ない 恐ろしい 感銘 は、 僕の 生命 を 離れ なくなって しま 

つたよ。 

僕 は 驚く 母 をし やにむ に^きた て \、 其の 日 仙 臺に歸 る 事に した。 母 は 唯 驚いて 僕の 狂暴な 振舞 を 見守って ゐ 

るば かりだった。 

W 物 を汁附 けて ゐる 中に 馬車の 來る 音が した。 驚いて 緣側 にの しか & つて 下 を观 くと、 玄關の 屋根に 半分 隱れ 

て、 土地で 一番 立派な 馬車が 用意され てゐ るの が 服に 入った。 宿屋の 下男 下女が 大勢が，^ りで、 それに 荷物 を 運 

び はじめた。 僕 は 今までの 忙し さ を 忘れた やうに、 茫然と して 一 心に それ を視 詰めて ゐた。 やがて 主人の 挨拶 を 

受けながら、 かの 老人が 姿 を 現した。 僕 は 思 はす 攔干を 堅く 握って 唇 を嗨ん だ。 それに 繽 いて、 かの 少女が 現れ 

た。 紫の 袴の 上に 紫の 外套 を 着て、 あの 潤澤な 黑髮に 飾り 一 つ 着けぬ その 姿 は、 餘 りに 淋しい 悲しい ものだった 

が、 僕の 眼に は祌々 しく 見えた。 その 袴の 裾の 一 箇所 折れ返って ゐ るの すら、 はっきり 眼に 映った。 「もう 一 度 こ 

つち を 見上げて くれ」 さう 僕 は 神に 祈って ゐた。 二人が 馬車に 乘 つて 座 を 定める までに 可な り 長い間だった けれ 

ども、 彼女 は、 僕の 眼 を 感じて ゐ ると 思 はれる にも 係 はらす、 見返って はくれ なかった。 馬車が 動き 出した。 僕 

は 皺 枯れた 聲を 立てた と 思った。 然し、 結局、 聲 どころ か、 身動き もな し 得ないで、 馬車の 後 を 見送って ゐ るば 

かりだった。 兑ぇ るかぎ り 見送った。 けれども その 神々 しく も 冷やかな 處 女の 首 は、 小搖ぎ もしないで、 とうと 

う 視界の 外に 消えて しまった。 


やまな^: 界は、 淋しく、 寒く、 果 しもな く擴 がった。 

ふと^が ついて 見る と、 僕 は 攔干を 握った ま、 慄 へて ゐた。 母で も 何んでも ひねりつぶして、 その ま& そこ を 

靳け 出したい 戀 愛の 狂：^ を、 僕 は その 時 始めて 經驗 した。 その 爲 めに は 何物 を犧牲 にしても 構 はない 淺虐な 心が、 

がんく と^^ を 鳴り響いた。 

(A より B へ .! 
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^は 昨日の 夕方から 君に 書き 綾け た。 夕餉 は 勿論 喰はなかった。 疲勞し 切って 睡氣を 催し、 何處 まで 書いた と 

も辦 へす に 封筒に た.^ き 込んで、 床に 這 入る と、 夢から 夢の 苦しい 眠りが 今朝の 九 時まで 僕の 瞼 を 開かせな かつ 

た。 

^が 破れさう に 痛む。 然し 兎に角 僕 は吿. 2 をし 切らなければ 氣 がすまない。 

孤獨 が、 今、 僕の 食物で も あり、 毒藥 でも あり、 最大の 慰藉で も あり、 最大の 苦痛で も ある。 ある 時 は、 自分 

" も& 

が^ 茶 A 茶に^ 哀く なり、 ある 時 は 見向き もしたくない まで 厭 はしくなる。 ^の 愛に ひたり 切った 赤 兒の覺 える 

らしい %^ とした 法悅 と、 樂 園を逐 はれた アダムの やうな いら/ \ した 苦悶と が、 交る/^ 僕の 心 を さいなむ。 

僕に は 人間が こんな もの だと は 思 ひも よらなかった。 九月に 君に 書いた 僕の 手紙 はよ くも あ、 白々 しく 書け たも 

んだ。 

ぼの 持 綾の ために、 自然が 作った 狼穽と はこれ をい ふんだら うか。 意識 を 打 貫き、 心 を打茛 き、 靈を打 貰いて、 
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なほ その 奥までに も 這 入り こんで、 存在の 根柢 を 自在に 搖り 動かす この 恐ろしい 力が、 單に 生殖と いふ 自然律 を 

保 杯す るた めの 道具に 過ぎない とい ふの か。 こんな 人間 内部の 祌祕な 活動が、 知能 だけで 輕 く取极 はれて 結論 を 

下される の を、 僕 は 人生に 對 する 侮辱 だと 思 ふよ。 この頃の 僕の 生活 は、 どの 斷片を 取って 兒て も. 科學の 組織 

を极 こぎに する ことが 出来る やうに さへ 考 へられる。 然し、 この 心の 動亂の 跡に 殘る もの は 畢竟 何んだ。 い 生^と 

した 心の 皮膚に、 隙 問 なく 殘 された 擦過傷：： それだけ だ。 

さあ、 何處 まで 書いた かよく 覺 えない が、 まあ 書いて 行く。 

^は 鄕迅に 母を迗 り 返す とすぐ 東京に 出た。 それから 今日まで にした 事と いへば、 唯 小石 川 區を當 もな くう か 

つき 歩いた^ けだ。 登 別 を發っ 時、 僕 は 宿帳 を 取り寄せて、 彼女の 名前 を 知る 事 だけ は出來 たが、 毎年 來る ため 

か 什 所は齊 き 入れて なかった。 今から 思 ふと、 何故 その 住所 を 知る 手段 を 取らな かつ たかを 怪しまざる を， ない。 

この 戀に對 しての 僕の 露劍 さが 足りなかった やうに さへ 思 はれる。 何ん とい ふ腑拔 けだら う。 不思議な 事に は 皮 

女の 姓 はお 艷 さんと 同様に 小 林と いふんだ。 女舉 生の 登校の 時刻に なると、 僕 は 自制 も 恥 も 忘れて しまって、 夢 

遊^ 者の やうに ふら C と 家 を 出る。 而 して 當 もな く 町々 を 歩いて 見る。 午後に もさう する。 夜が 來る。 すると 

滿 たされなかった 心頼みに 代って、 苦々 しい 心の 苦しみが 僕 を 脅かし 始める。 僕 は 不良少年の やうな 恥 知らす の 

眞似を 悔い、 攀 術に 對 する 尊敬と 興味の 荒んで 行く の を 悲しみ、 餘 りに 亂雜な 自己の 分散 を 憤り もす る。 苦しい 

淋しい 自己 Kc おの 淚が、 毎晚 僕の 眼から は 溢れ出る。 ある 晚は、 僕 は、 如何なる 人よりも 激しく 自分 を 責める。 

叉 ある 晚は、 苦しみぬ いた 擧句、 ぐた/ \に なって、 彼女の 前にと も、 神の 前にと も 知らす、 何ん と はなしに 切 

ない 祈りの 頭 を 下げて ゐる。 而 して 眼から は 留め 度 もな く淚を 流して ゐる。 

校に は 初めの 叫 日出た きりだ。 


おに は n 分の^ 貌を 案じたり、 力量 を 疑ったり、 彼女の 愛 はもう 他人に いって ゐ るので はない 力と 心配したり 

した^ は、 伍一と | だけもう 一度 彼女 を 見たい 小さな 願 ひに！： まって しまった。 その代り、 その 願 ひ は 我慢 力 出 

來 ない 程 深まって 行く ばかり だ。 

化 偶然な ぎこん な 奇蹟 を 現す とい ふの は 一 體何を 意味す るの だら う。 僕ぬ 不思議な 光明 界に 抛り こまれた 

盲人の やう だ。 眼の 外に は 不斷の 光明が ある。 然し 眼の 中には 永劫 不壞 の喑黑 が あるば かりだ。 

B 兄、 僕 は 幸に 自分 を 偽らす にこ k まで 吿白を 書いて 来た。 然し 今 は 自分ながら 馬鹿らしく なった。 今 はもう 

^^も 野心 も极 こそぎ 無くなって しまったんだ。 何ん の 感激 もない 虑 無が 僕の 次ぎの 瞬 問 を 待って るんだ。 僕と 

^との 述絡は 絶えて しまった。 もう 僕に はこの 上 君と 交る 必要 もなければ 資格 もな いんだ。 恐らく 是れ だけの 事 

を e つて 貰 ひたい 爲 めに 伎 はこん な 馬鹿々 々しい 手紙 を 書い たんだら う。 

若し この 長い 乎羝 がお を 不快に したら、 是れ までの 交誼に 免じて 許して くれ、 それよりも 僕 は 要 もな く 君の 病 

氣を惡 く はしなかった か 知らん。 

^は 心から この 乎 紙が 君 をより よき 健康に 於て 見出さん 事 を 祈る。 

(A より B へ ) 

千 九 kn 十二 年 卜：；：： 十日 fM 京 

B 兄、 

JJ  そら だの 

^くと も 六日の 晩に 書いた 手紙に 對 して、 今日 あたり は 君から 何ん とか 消息 を 得 はしまい かと 思った の も筌賴 

ケ こなって しまった。 然し 考 へて 見る と、 君から 返事 を 待ち設けて ゐた僕 は、 どこまでも 蟲 がい、 とい はなけ ォ 
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ばなら ない。 僕 は 又 こんな 手紙 を 書き 繽 けて はならない のか も 知れない。 然し 戀 する 心 は 深い 祕密を 希望し なが 

ら、 廣ぃ 露見 を 求める の を どうしょう。 

僕に お 今 人文の 總 てが すっかり 面目 を 革め たやう に 眺められる。 科學 も、 文藝 も、 道德 も、 繫の 白熱した 

心に は假面 舞踏と しか 思 はれない。 それらの もの は、 僕の 心讀 したやうな 心の 動搖を 全く 知らなかった 不幸な 人 

^が、 消しが たい 寂し さ を 忘れる 爲 めに， 據 ない 手段と して、 表面的に 工夫し 出した ものと より 見 肥されない。 

今 外界 は、 僕 以外の 人 は 誰も 知らなかった やうな 獨自な 姿 を 現して ゐる。 こんな 姿を^め た科舉 はない。 こん 

な 姿 を あっかった 藝術 はない。 こんな 姿に 卽 した 道 德 はない。 この 姿の 主たる もの は 僕 唯一 人 だ。 總 ての \ 文. H 

この 姿の 外周 だけで 活動して ゐて、 僕 だけが この 姿の 內 部に 生きて ゐ るの だ。 僕 は 創造に 着手す る祌の やうな 自 

と 曰 ^ 窗と を感す る。 

， I  , じ やう. Li ゆ 

僕の 戀カ きっと 成就す る 運命に あると いふ 事 は、 はっきりと 默 示されて ゐる。 この 絶大な^ 權に 報謝す るた め 

に は、 僕は總 ての 人 を 愛しようと 思 ふ。 と、 いふより は、 苦し 過ぎる 程 止め^なく 湧き 溢れる 愛慾 は、 やがてお 

の戀の 成就 を 裏書きす る もの だ。 今日まで カを盡 して 神聖に 保った 僕の 心と 肉と を、 全部 彼女に 與 へる 時、 僕に 

飽和した 彼女の 全體を 僕の 掌に 摑む 時、 人類の 喘ぎ 求めて ゐた 幸福 は、 僕 等 二人の 上に 完全に 成就す る だら う。 

而 して 僕 等 は 新しい 力と なって、 新しい 人文の 建設に 全力 を 注ぐ だら う。 

彼お の 眼ば f を驅り 立てる。 僕 はもう 紙の 前に 坐って、 哲舉者 じみた 事なん か 書いて は ゐられ ない。 类エ はも 

つと 审： 大 な^々 した 仕事が 殘 されて ゐ る。 

B 兄よ- さらば。 僕の 心 持 は 君に も 通じる 箬だ。 それなら 君の 病 氣は今 曰 はすつ と 快くな つて ゐ るに 遠 ひな 


(A より B へ ) 

千 九 in 十二 年 十月 十五 日 東京 

B 兄、 

あお (午後 叫 時 頃) お茶の水 橋の 袂で僕 は 彼女に 遇った と 思った。 朿髮 にした その 髮は 見覺 えの ある もの だつ 

た。 紫の 袴 を はいて ゐた。 痛々 しい ほど 瘦 せて ゐた。 而 して その 氣髙ぃ 優しい 歩きぶ りが、 何よりも 僕に 確信 を 

持たせた。 それ を兒附 けた 瞬 問に 思 はす かつと なった 僕の 頭 は、 やがて 恐ろしい 程冷靜 になった。 又と 遇 ふこと 

ぎつ 

の 出来ない 機 合が 來 たなと 思 ふと、 僕 は眞劍 勝負で もす る 時の やうな 妙な^い 落着き を覺 えて、 屹 と思衆 した …… 

跡 をつ けて 行って、 その 住所 をつ きとめた もの だら うか、 それとも 追 ひすが つて 言葉 を かけようかと …… 僕 は 知ら 

す， （-立 ち 止って 考 へたが、 僕の 理^ は 勿論 第一 の 方法が 常識的な 安全な 事 だと 僕に 敎 へて ゐ るのに、 僕 は平氣 

で まっしぐらに その 少女の 方に^ ぎ 出した。 宙を 歩く やうな 足 どり を、 强 ひて しっかり 踏みし めて、 間もなく そ 

の 人に 近づいて、 聲を かけた。 自分ながら 疎ましい 鈍い 聲が、 喉 を 漏れた と 思 ふと、 その 人 は 驚いて 僕 を 振 返つ 

て は. た。 人 違 ひだった。 不良少年に でもつ けられた と 思った の だら う。 その 人の 顔に は銳く 恐れと 憎しみの 色が 

^まれた。 と 思った 時 は、 僕 は 夢中で、 何處 とも 知らぬ 場末 町 を、 ひた 走りに 走って ゐ るのに 氣が ついた。 

何ん とい ふだら しのない 墮落 だ。 

祌も人 も 僕 を^ め 蔑め。 僕 を 地獄の 底にまで ふみにじって くれ。 

んと いふ、 3： ん とい ふこった。 

S  苜  八 1 
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(A より B へ ) 

千 九 百 十一 一年 十月 十六 日 東京 

B 兄、 

一 昨 rn の 日記に、 

^  てんびん 

「退け 恥 知らす の 肉 慾の 惡魔！ 俺の 靈 性が 輝いて 天秤の 一方 を 重く して ゐる 時に、 貴様が 誘惑の 重味 を 他の 一 

ふと 

方に 加へ ようとす るの は、 飢 ゑた 虎の 前に 兎 を 置いて、 虎 を 肥らせまい とする 間逮ひ 程の 間違 だと は氣附 かな 

いの か」 

かて  ノ 

とおいて ゐる。 一昨 曰まで は 肉の 誘惑 も、 僕の 靈性を 向上す る 一 つの 糧に 外なら なかつ たんだ。 それ だのに どう 

あ へ 

だ、 昨 口の 忌 はしい 出來 事に 遇った 僕 は、 その 晚、 容易に 寢 つかれないで、 喘ぐ やうに 肉 を 思った。 僕 は 妄想の 

中に、 かの 恐れと 惡 しみに 燃えた 少女の 顏を兩 手で 押しつ ぶさん ばかりに 抱きしめて ゐた。 その 少女 はどう かす 

ると 彼女に もな つた。 僕 は 野獣の やうに 寢 床の 屮 でのた うった。 而 して 夜の 白む まで、 あらゆる 汚穢、 あらゆる 

破 服 恥、 あらゆる 暴虐の 限り を盡 した。 而 して 白痴 同様に 頭の 働きが 鈍り 切って から、 疲勞の 極、 噔黑な 眠りの 

底に 陷 つて ゐた。  . 

自分が 恐ろしい。 僕 は何處 まで 行かう とす るんだ。 君 はま だ 旅行す る 程に 健康 は囘復 して ゐ ない のかい。 僕 は 

狂人と！： 様に 監督^ を 要する らしい よ。 君が 来られなければ 僕が 行く。 

まっさかさま 

天に 舞った かと 思 ふと、 倒様に 地に 落ち こむ 僕の 心 は 恐ろし 過ぎる。 

恐^ I 僕 は 恐怖と い ふ 曾 葉 の 本當 の 意味 を 初め て 知った。 


(B より A へ) 

；九 ニー、 一  〇、 一八 鹽原 

九 パー 一 卜 n 以來 おの 消息 は、 絶えて 久しく 死灰の やうに 靜 まり 返って ゐた 僕の 祌經を 昂奮させる に 十分 だつ 

た。 僕 は：：： 常ての ない 嫉妬 を すら 感ぜす に は 居られない。 

^ が ぬに 來る^ は、 事件の 進涉の 上に 何ん の效^ を も 齎らし 得まい。 小 林と いふ 姓と 小石 川と が 分って ゐる 

以上、 僕 は 上京して、 必す 「薔薇の 騎士」 の 役目 を 勤め 了せ ると 信す る。 だから 今朝 電報 を 打った。 都合の つき 

^^上京す る。 その 都合の 中には 旅^の 才覺も 含まれて ゐる。 金が マイナス になって ゐ るの だ。 

その 序に 僕 は 君 を 牧師に 紹介しょう。 彼は少 くと も 自分 以下に 說敎 し、 自分 以下に 親切 を 盡す眞 率 さ を 失 はな 

い £?； だ。 

おが^に^ 仰 を 質さう とする の は 筋道が 違って 居る C 君 は 今 生活 慾の 絶頂に 居る。 僕の 當 面に は 唯 死と いふ 問 

題が ある 計り だ。 僕の 物凄い 靑 白い 幻影 を 提げて、 僕 はお を 脅かす に 忍びない I 縦 令 君の 人生 觀を顚 倒させ 

て、 れを K 靑 な悲觀 論^: にす る 程な 深刻 さ を 僕が 持 合して おた とする も。 

£  いち ゐ  たう ひ 

^じ アルプス 山に 源を發 しても、 ^は その 兩 岸に 葡萄と 薔薇と を播 いて 行く ライン川 であり、 僕 は 水 松と 唐檢 

とで黑 すむ ダ 一一 ュ ー ブ川 だ。 人 は 遂に その 終局に 於て 孤獨が あるの みだ。 それが 人の 十字架 だ。 而 して 誇り だ。 

ェキ ザクト 

何 しろ 祌は 正確 だ。 彼の 道に は 無 さ 過ぎる 程 誤謬がない。 恨まう が 喜ばう が、 君に 戀の あると いふ 事 は、 嘗て 

云った やうて、 豫定 の述命 だ。 僕が 惡魔 であったら、 又、 してやられ たと、 皮肉 笑 ひに 失敗 を まぎらす であらう。 

若し： 大使で あったら、 聲を 限りに ハ レルャ を 叫ぶ であらう。 

餘 りに 十个： なお の^れまでの 生活 は、 僕に 友誼の 挾み 所な からしめ た。 今 君は滿 されざる 空虚 を 持って ゐる。 

言  八 三 
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その 穴，. -虛が 直ぐ 滿 さるべき ものである 事 は、 君の 幸運が 裏書きして は 居る が、 暫くの 間で も、 僕が 君て， 可 等 かの 

助力 をな し 得る 事 は、 僕に 取って は 兎も角も 大きい 滿足 だ。 

^よ、 ^の爲 めに 戀 愛の 道德を 語らう。 條理 ある 勿れ。 躊躇す る 勿れ。 唯 燃えよ。 燃えて 愛せよ。 是れ だけ 

だ。 

(A より B へ ) 

千 九 fC 卜 二 年 十月 二十 二日 東京 

B 兄、 

君 はま だ 汽車の 中 だら う。 それ を 追 ひかけ てこの 手羝を 書く。 

バょ、 僕に とって は 祌を信 するとい ひ 現す の は、 不可能と 思 はれる ほど 困難な 事だった。 然し 今 繫は神 を^」 r 

る 祌に 祈る、 神 を 生きる。 僕に は 愛が あり、 神 は それ を充 して 下さる からだ。 君に 連れら て UJ つた その^ 

お，：； 入口で、 笫  一^に 彼女に 遇 はう と は、 誰が、 何時、 どうして 思 ひ 設ける 事が 出來 よう ぞ。 その 時の 露 激を 

パは^  ir! て：：： ルる こと すら 出来まい。 君 は 僕の 様子 を 一眼 見る と 一寸 微笑んだ が、 その 笑 ひ は 先 づぃ& として、 

冷やかに 「あ &、 あれ か、 あの 小 林なら 疾に 知って たんだ」 とい ひながら、 事 も なげに 僕 を 彼女に 紹介して く  I 

た^に は 僕は危 く^を なぐりつけよ うとして ゐ たの を 知って はゐま い。 僕に 取って は 何 向に も 代へ がたい 程 尊 

い^おが、 あんなに 安價に 取扱 はれようと いふ 事 は、 實際 その 時には 堪 へがたく^ はれたん だ。 一方に そんな ひ 

9  9， 

だはり を 心の 屮に 作りながら も、 僕 は 彼女の 眼が、 枭 して 僕を覺 えて ゐ るか、 少く とも 僕 を 思 ひ 出して ゐ るか を 

探らう とした。 數人ゐ た 中から 殊更. 0 分 だけが 選ばれて、 一人の 若者に 紹介され たの を i かり もし、 羞ぢら ひも 


して 耳まで al 赤に 取り のぼせた 彼女の 眼が、 ちらっと 僕の 服に 出 遇った 時、 僕 は 心に も 膨^ も、 冷水と 熱^と を 

一度に 浴せ かけられ たやうな 不思議な 身ぶ る ひ をして、 わな/ \ と慄 へて しまったよ。 彼女 は 僕を覺 えて ゐ てく 

れ たんだ。 

それからの 事 は、 唯 夢の 中 を 歩いて 來 たやう だ。 牧師に 引合 はされ た 時 も、 賴も しさうな 人と 53 つた 外、 何 を 

いって ゐ たか 覺 えて ゐ ない。 會 衆が 聲を 合せて 讃美歌 を 歌った 時 は、 人の 聲と聲 とのから み 合 ふその ありがた さ 

に、 嬸し 泣き をして ゐた。 彼女 も 歌って るに 違 ひない。 さう 思って 僕 も その^にから かっかう とした。 然し^の 

歌 は啦： 兀で 感激の ために 押しつ ぶされ てし まった。 牧師の 說敎は 小 まどろし くズ かり S3 はれた。 僕 は 時々 ま を  14 

あき  .： R-  ，  f 

み 見て その 冷淡な のに 惘れ てし まった。 會堂を 出て、 ^が默 つた ま& 僕に 握手 を與 へて くれた 時、 僕 はー體 どし 

な 表情 をして ゐ たらう。 

僕 は 君に 感謝す る。 總 ての 實 在に 感謝す る。 「死よ 爾の 刺何處 にあり や」 僕の 乎が 死人の 額に 置かれたら、 彼 は 

愛の 世界に 甦って は來 ないだら うか。 僕に は 奇蹬を 疑 ふ ものが 憐れまれる。 一切 萬 有 は 奇蹐で 築き上げら ，丄 た 美 

しい 塔 だものね。 

^しおて。 僕に はまた 仕殘 された 仕^が 澤山 あるんだ。 ^は 彼女 (とはい ふまい。 是れ から その美し い 名で Y 

子と 呼ばう) の 住所 を 探し出して くれた。 第一 の 鍵 は 僕の 乎に 這 入った。 然し 第二 第三 I, 第 七までの 鍵 は,！： 

す^ は 乎に 入れる せが 出來 るんだ。 ^は Y 子に 手紙 を 害け と勸 めて くれる。 僕に は Y 子の 僕に 對 する 好意 は 疑へ 

ない 氣 がする けれども、 一方に はまた 1" い 疑 ひが 絶えす 頭に こびり ついて ゐる。 で， この 大膽な 一歩 を 踏^出す 

ために 僕 は 憐れな 程躊 跻 する。 僕の 快活 さは 一 體何處 に 姿を隱 してし まったん だ。 

開けて くれ！^ 上 ハ^?! その 爲 めに 愣は、 僕 を 助けて くれる 總 てのもの. >r 合力 をお む。 

宜  ^  i お 
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さ.. -  . 

僕 は S に 何 をして あげれば い \ んだ。 僕 は先づ 有り 餘る 僕の 幸福の 總て を獻げ よう。 

(B より A へ) 葉書 

一九 一二、 一  〇、 ニニ 西奈須 停車場 

あざ や 

是れ から 义 山に 這 入る。 燃える ばかりに 紅葉した 山が 彼方に 見える。 消える 前の 燈 火の やうに， 透明な 鮮 かな 

色 をして。 

實を いふと あの 小 林と は 少し 意外だった。 子供で はない か。 然し 君の 眼 は 恐らく 君 を 欺いて はゐ ないだら う。 

はら  はら 

子 伏 は 自然の 胎 だから、 而 して その 人 は、 僕の 見る 所では、 貴い もの を少 からす 孕んで 居る 胎 だから。 

では 左様なら。 今から 人力車で そろ，， （\ うたせ よう。 

(A より B へ ) 

千 九 ^十 叫ハキ 正月 三日 仙臺 

今、 で 雜煮を 祝って ゐ たら、 突然 君からの 電報が 來 たので、 一時 は 思 はす 腹 を 立てた が、 それと 同時に 安 

心 もし、 赛 び もした。 一昨年の 秋、 西奈須 から 一枚 葉書 をよ こした きりで、 一 體全體 君 は 今まで 何 處で何 をして 

ゐ たんだい。 

あの 時、 僕 は 長い 返事 をす ぐ鹽 原に 向けて 書いたら、 郵便局から 「宛名 人 轉居先 不明」 の 附箋が ついて 返って 

來た。 その 時の 僕の 驚き を 想像して くれ 給へ。 僕 は 折返し 先方の 家主に 君の 消息 を 尋ねて やった が、 少しも 要領 

L  かいもく  しっそう 

を 5：： な いぢ やない か。 心 常り は あちこち 尋ねて 見た。 然し 呰 目見當 がっかなかった。 僕 は 君の 失踪 を^ I 々に 想像 


して 兑た。 而 して 病：； S の #ら な いのに 失望して しまって、 m: 舍に歸 つたん ぢゃ ないかと 思った。 又 G に 云って 笑 

はれながら S しゃと いふ 事まで 者 へても 兌た。 而 して 我^が し 切れ なくなって、 大擧の 事務所で 君の 家の^ 地 を 

3 ねて^ 報 を 打って 見たら、 三日 稃 してから 返電が あって、 「枠 無事の. e 、居所 わからぬ」 といって 來た。 これで 

^ヽ. -の胸 は 撫で おろせた。 と、 同時に、 どうい ふ 譯で君 は 僕の 友情 をす ら褢 切る の だとい ふ 不平が、 苦しい 程 胸 

にっき ト； ザて 來た。 ぉ世辭 にせよ、 君 は 僕に 力 を 貸す 機 會の來 た 事 を 喜んでくれ たので はない か。 それな のに、 

どうい ふ審 があった にせよ、 おは、 僕の 大事の 瀨戶 際に、 斷り もな く 姿を隱 してし まったん だからな。 

，は その 冬 仙 臺に歸 着す る 時、 念の 爲め鹽 原まで 出かけて 見た。 家主に 聞く と 十月 二十 三日の 朝、 君の 借りて 

ろ^の^ 戶 がいつ まで も 問かない ので、 不思議に 思った が、 夕方に なっても 餘り靜 かなもの だから、 不^に 思つ 

て^けて 兑た ら、 もう^ はゐ なかった とい ふの だ。 丁度 その 日 は 雪が 降って ゐて、 家の 中 は 刺す やうに 恋く， 浴 

容の 絶えた 溫 ^場の 冬 能り の 様 は 淋しかった。 克明な 家主 は、 君の 十 " 袴と 殺 蟲壜と 原稿用紙と 食器と を 部屋の 片 

^こ^ かかと 片附 けて 遛 いて ゐた。 それらの 上に は 眼に 立つ ほど 塵が 積んで ゐた。 それ を 見る と、 僕 は 何ん とも 

ぃヽ ない 体し い 船り なさ を 感じて、 がらんと 薄喑ぃ 部屋の 眞 中に 突っ立つ たま.^ 淚 ぐんで しまった。 而し てこ \ 

で乂パ はー體 どうしたんだら ぅと考 へて 兑た が、 判らない 事 は 矢張り 頑间に 判らなかった。 僕 はがつ かりして 力 

が拔 けて しまった。 而 して 雰の 屮を とぼく と獨り で 歩 い て 停車場 に歸 つ て來 た。 

それから 一 ハ キー asn とい ふ もの^ は 死んだ 人の 様に 沈默 して 僕の 記憶にば かり 住み 綾け たんだ。 

その^^の 肉 體は隨 分 ひどく 衰弱して ゐ たし、 思想の 倾 向も喑 かった から、 悒 警 な氣 分で 慕して ゐ たの は 十分 

あいしながら、 紫 は .21: 分の 心の 動搖 にか まけて、 君の 事 を もっと 深切に 考 へる 暇 を 作らなかった 事 は、 惡 かった 

には^ ひない が、 それにしても、 僕に 何ん の 理由 も 打明けないで、 その ま-一年 餘も 消息 を 絶って 姿を隱 した 事 

穴  首  八 七 
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W 少なから す 僕 を 淋しく 不安に させた よ。 君 は 東京に 歸 つて 来て、 初めて 僕の ゐな いの を 知って 驚い たんだら 

う。 而 して 電報 を 打って よこし たんだら う。 

君の 健康 は その後 どうなん だ。 僕 はもう 怒って は ゐられ ない。 こ-, まで键 いて 來る 中に、 絕 えて 久しく 了ち" a 

えた 君に 遇 ひたい 氣分で 胸が 一 杯になる。 

^したいず 相談したい 事 は、 山 ほど ある。 然し 兎も角も、 君の その後の 様子 を簡罩 にで もい & から 知らして 

くれ 給へ。 僕 は元氣 だ。 Y 子 は 肺炎に 犯されて 柬 京に ゐる。 二人 は 婚約した。 僕 は 今 一寸 仙 裏 を 動く， が出來 ま 

so 

(B より A へ) 

一丸 一 叫、 一、 三 鬼 京 

君と 別れ ^ 鹽 原に 歸 つて 兒 たら、 山の 中 は 塞く つて 健康に 適しない の を 知った。 自分の 煮え切らない 

^活 に^い^^ を 感じて ゐた。 その 翌朝：： 十く、 あるかな きかの 荷物 を まとめて、 僕 は 小 笠 原^への 旅に 上って Is 

たのだった …； 懷 が^から 貰った 金で 暖かい 中に。 

孤獨 とい ふ もの を眞 に味識 したい 爲 めに、 總 ての 羈都を 思 ひ 切って ぎって しまった。 孤獨 となり 得ん が爲 めに 

は、 君との，： 父 際は斷 たねば ならぬ^ 一  の ものだった。. 

バ笠 原お は氣に 入った 所だった。 朝と 夕と に は、 綿帽子の やうに 山の 上に 宿り、 晝 間と 夜と に は 瑠璃 紺の 筌と 

海と を^れ q、 未練 もな く  ^ ュて ゆく 一叢の 雲。 時あって か、 岛を 化して 龍と 爲 すかと 思 はれる 强 雨と 雷電。 穩 

力な U の灣に 立つ 花の やうな 漣。 せ 味 を帶ぴ た、 淸淨 な、 重い 空 氣。 さう いふ 中に、 黑ぃ 一 つの^: み點の やう こ镔 


は 一年 を 一 人で 侁ん だ。 

僕の 疑惑 は 深く^る ばかりだった。 然し 僕 はより 多く. E 分に はなり 得た 稅リ だ。 他人の 築いた 塔の 上に 自分 を 

乘 せる 姑.：：^ を 許すまい。 是 だけの 覺 悟と、 相當の 創； 3- を 含む と 自：^ する-: ハ 筒の 論文と、 多少！： 復 した 健康と を 抱 

いて 僕 は あの 思 ひ 出 多い 島 を 去った。 

花の 屮に^ がない やうに、 柬京に はおが おなかった。 淋し さの 限り だ。 

Y 子さん はどうした。 

(人より？； へ ) 

千 九 百 十 叫 年  一 n 五：：： 仙臺 

B 兄、 

僕が 碌な 事 もしで かさない 中に、 君 は 凱旋の 將 軍の やうな 都入り をした。 けれども、 六 筒の 論文と いふ 大功^ 

よりも、 おの 黄金の 心 職が、 もう 一度 僕に 歸 つて 來た事 を 僕 は 較べる ものな く 愉快に 思 ふ。 

僕 は、 先づ、 君の 健康の 囘復 した 事 を 何よりも 祝 幅す る。 

m は 何^もし 遂げなかった。 然し 僕の 外部 は、 僕の 內 部と 外 緣とを 少なから す變 化さした。 

^が 突然 影を隱 したんで、 僕 は戀愛 事件 をう まく 運ぶ 爲 めに 思 はざる 困難 を 感じて、 無 經驗な りに も それ を 一 

人で 切拔 けて 行かなければ ならなかった。 僕 は 次ぎの 一歩 を 踏み出す のに さへ 途方に 暮れて しまったよ。 快活で 

一木 氣 だと 誰から も 見られる 僕が、 どんな みじめな 躊躇と 煩悶に さいなまれた かは^に も 想像 は出來 まい。 日 は 

どん/ \ ^る やうに 立って いったが、 僕の 胸に^る ものと いって は、 燒 きつく やうな 思慕の 情と、 段々 噔く なつ 
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て 行く 失望の 念ば かりだった。 僕 は 毎夜の やうに Y 子の 門口 を 訪れた。 然し Y 子の 姿ら しい もので も 見れば、 す 

ぐ小盜 人の やうに こそくと 逃げて しま ふの だった。 唯 日！ ^日毎に 敎會に 行って、 他所ながら 彼女 を 見る のがせ 

めても の 慰めだった。 Y 子 は 去年の 叫 月に 優等の 成 鑌で學 校 を 卒業した。 それから は 時々 會 堂に 姿 を 見せぬ やう 

になった。 僕 はな ほ- f\ 焦ち 悶えた。 而 してとう く 切羽つ まった 熱情に 驅り 立てられて、 思 ひ 切って、 忘れ も 

しない 五月 十一 一日に、 僕 は 彼女に あてた 最初の 乎 紙 を 書き送った。 

その 次ぎの 日曜日に、 僕 は 死刑の 宣吿を 受ける 囚人の やうな 心 持で 敎會に 行った。 總 ての 人の 眼が、 僕の 心の 

どん底 を 刺し 貰く やうに 思 はれた 中に、 僕 は Y 子が 來 たらと それば かり 氣を 配って ゐた。 が、 Y 子 はとう，/ {\敎 

舎に は來 なかった。 

その 頃の 僕 は、 肉が 一 日々々 に 落ちて 行く のを感 する 程 衰弱して 行った。 それと 反對 に、 祌經は 極度に 緊張し 

た。 一昨日より 昨日、 咋 日 よりも 今日と いふ やうに、 僕 は眞劍 になって 行った。 今日 以上に 眞劍 になったら、 死 

ぬより 外 はない と 思 ふ ほど 苦しみながら、 次ぎの 日に、 別に 死に もしないで、 一 翳せつ ば 詰まった 自分 を毘 出して 

驚いて しまった。 ある 時 はかくまで 女性に 心 を 奪 はれた 自分の 子供の やうな 熱意が 可哀相に なって、 何ん となく 

あ  ひとめ 

腕 を さすりながら 淚を 流した 事 もあった。 遇 ふまで は 一眼 見たい ばかりだった 僕の 欲望 は、 又 恐ろしく 大きくな 

ちぎ  みさか ひ 

つた。 若し 彼女が 旣に 他人と 契って ゐ たら …： さう 思 ふ ^ 間に， 人の 側に ゐる 時で も、 夜中で も、 見界 なく、 跳 

り 上った。 

ズ址 思 ひつめ た 僕 は、 性質と して、 成る にしろ 成らぬ にしろ、 徹底し ないで は ゐられ なかった。 而 して 冒 險に 

も 無我 無性に 乎 紙 を 書き 繽 けた。 Y チは その 頃 敎會に 來る事 もあった が、 男子 席の 方に は 眼 も くれす に、 すっと 

來て すっと 歸 つてし まふし、 僕に は 一行の 返事 もよ こして くれなかった から、 ー體 なら 僕は絕 望に 沈まなければ 


たらない^ の やう だが、 時々 遠くから^る だけの Y 子の 擧 動に、 鋭敏に なった 僕の 祌經は 確かな 手 答へ を 感じ 

きょて  あ， VI 

て^ 望 だけ は 捨てないで ゐた。 Y 子の 顏は 際立って 蒼 ざめ て來 た。 而 して 假 面の やうに 表情の 乏しい 容貌に なつ 

た。 ヒ を. nr く 寺 ま、 何 か 怒って ゐる やうに も 思 はれ、 下 を 向く 時 は、 泣いて ゐ るので はない かと、 はっとす る^ 

だつ.^。 僕 は、 その 涪 物の 装、 髮のほ つれ 毛に も 意味 を讀 まう と あせった。 彼女 は 無頓着で はない。 それ は 確か 

だ。 ^に 對 して 或る 關心を 持って ゐる。 それ も 確か だ。 それな のに、 何故 あんなに 煮え切らな いんだ。 彼女 は 僕 

の 愛に • ゆる 事の 出来ない 心に あるん ぢ やない のか。 さう 考へ ると、 僕の 頭 はか ー ん となって、 眼の 前は眞 暗に 

光 を 失って しまった。 

こんな 風に あらゆる 不安と 執漭に 苦しめられながら、 辛く 攀 年の 始末 をつ けて、 兼ねて 仙臺 から 來てゐ た 手紙 

に 泣って^^: しょうと 支度 をして ゐ ると、 ある 日 牧師から 呼ばれた。 牧師 は、 Y 子が 叫 五日 前に 來て、 僕の やつ 

た r 紙の 總てを 披露して、 苦し さの 餘り、 判斷 して 貰 ひに 来たと いふ 事 を 話した。 さすがに 僕 は 赤面した。 牧師 

は懇 々と、 僕が 1 ザた 手段 を 取った のを說 論し、 處 女の 心と いふ もの はこん な 不意な 接觸に 遇って、 どれ 程 迷 ひ 

亂れる もの だか 知れない と、 降 憫に滿 ちた 調子で 嚴 かにい つた。 僕 は 今更に Y 子が 愛せられて たまらなかった。 

史 か 

その外 牧師 は 色々 の 事 を 云った が、 兎に角 この 問題の 解決 は 牧師に 委せて 貰 ひたいと いふ 事 牧師 はな ほよく Y 

子の、.： を める とい ふ 事、 一 一 人の 事 怙 につい て は何處 まで も 同情者と なって、 惡 いやう に は；^ してし ない 力ら 

して おか に 消^ を 5： てと いった。 

^は || かなかった。 ^し 二人 だけで いけない とい ふの なら、 是非 牧師の 前で Y 子に 遇 はせ て 貰 ひたいと 強請し 

た。 牧^ は：！： ん だが 躊躇して ゐる やうだった が、 兎も角 次ぎの 日に 來 いといった。 

次ぎの！：： 卽ち. パパの 二十 七： n だ。 行って 兑 ると Y 子 は旣に 來てゐ た。 而 して 意外な 事に は D 敎授も 見えて ゐた Q 

言  ブ 1 
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ブ 一 一 

牧師 は 教授と 一 緒に 立會 つて、 僕 等の 會見 をさせる 積り であったら しいが、 教授の 考 へで 僕 等 だけ 別室で きふ 事 

になった。 

^しい 六月の 日だった が、 敎會內 の 装飾の ない 白壁の ー窒は 妙に 愴慘な 感じ を與 へた。 ^は 窓 1 こ 行って、 チ 

を 窓枠に 突っ張って、 ぎごちなく 立ちながら、 Y 子の 來 るの を 待って ゐた。 初夏の 風に 翻られて、 窓の 外の ポプ 

ラの 葉の 笑 ふやう に^ 返る のが、 僕に は關 係の ない、 幸 幅に 充ち 足りた 若者の 舞踏の やうに 1 ましく 眼に | つ 

た。 そこに Y 子が 獨 りで 這 入って 來た。 その 全身 は 震へ る 事 も出來 ない 程 緊張して 堅くな つて ゐた。 た,， 血の ず 

のない 唇 だけ 力 斷末 魔の 人の やうに 小^みに 戰 いて ゐた。 その 痛ましい 姿 はまと もに 見られない^ 哀れ さった o 

僕 は 今更に 自分が 思った 以上の 大事な 瀨戶 際に 出 遇って ゐ るの を 強く 感じない 譯には 行かなかった。 しん/ \ と 

浸み わたる やうな 眞劍な 心 持が 僕 を 非常に 冷たく した。 その 冷た さに 圍 まれて 僕の 熱情 は 物 を g せられた 火の や 

うに 苦しんで 燃えた。 

僕 は 何ん といって い \ か 知らなかった。 然し 一 一人 は 互にい はう とする 事 を 知り合って ゐた。 

「僕 は あなた を 信じて ゐて い X んで すか」 

や をい つて るんだ と 自分 をた しなめ ながら、 僕 はこれ だけの 言葉 を 機械的に いってし まって ゐた。 石 象つ やう 

に 下 を 向いた ま& 立って ゐた Y 子 は、 表情の ない、 裏と もい ふべき 聲で、 大急ぎで 唯 「はい」 と 答へ た。 而 して 

恨む やうな 眼 を 上げて、 ぢ つと 僕 を 見て、 又 下 を 向いて しまった。 

僕に は、 自分の 言 紫 も Y 子の 答へ も、 非常に 物 足らない ものだった。 僕 はこん な 散文的な 事 をしたり 云ったり 

する 積り ぢ やなかった のにと 思った。 然し、 § に、 會見は 始め t 終りまで、 是れ 以上 1 く  I 事の 出来 

ない 程、 尊い 美しい 儀式の やうに も考 へられた。 


伎！： 簡^に 事の 颇ぉを 牧師と D 敎授 とに 報告して、 すぐ 敎會を 出た。 總 てが 夢だった。 僕 は 二十 三で この 世に 

生れ 出た 赤子の やうだった。 

仙^の 川^と いふの は 全く 異 つた 方面の ものだった。 それ は 父の 病氣が 存外 重かった のと、 家政の 整理 をす る 

ために 親族 會議が n かれて ゐ たのだった。 僕 は 家に 歸 つても Y 子の 事 は、 敎授と 牧師に 注意され てゐ たから 誰に 

も 打 叫け なかった。 而 して 一方で は 父の 翁 護 をし、 一方で は 不愉快 極まる 親族 會議 なる ものに 顔 を 出した。 「A さ 

んは舉 者の 質 だから、 こんな 事 はよ く 判らんだ らうが」 などと 前置き をして、 僕に 事件の 說明 をす る 奴なん か 

がゐ た。 この. &議に は ほと/ >\ 降參 してし まった よ。 あいつ 等の やうに 何も 事 を 面倒に する 必要 は何處 にも あり 

はしな いんだ。 取扱 ひにくい 財^ は 喪拂 つてし まって、 債券 か 何 かに 直せば い.^ んぢ やない か。 さう 僕 は髙を 

括って ゐ たけれ ども、 つ ベ こべい はなければ 氣の すまない 奴等なん だ。 

ある！：； 僕 は" 化 墙-の 方に 散歩に 出た。 廣瀨 川の 川條が 幾つかに 分れて、 それが 呑氣 らしく 幾つかの 水車 を 動かし 

てゐ る。 花^と いふ 地名が つくだけ に、 昔から 花の 多い 所な のか、 葉を擴 げたば かりの つやく しい 綠の 中に、 

熱い 陽に ふさ はしい 色の 花が、 見え 隱れ に^いて ゐた。 僕 は 頭 一杯に Y 子 を 夢みながら、 新鮮な 生々 した 初夏の 

^ぶ 町 を ぶら/ \ 歩いて 行く と、 突然 人を乘 せた 車屋に 呼び とめられた。 この 邊 にかう いふ 所はありません かと 

ありか を 聞く ではない か。 僕 は 改めて 車の 上 を 見たら 四十 位に 毘 える 女の人が 乘 つて ゐた。 第一印象が 

すぐ 僕 を 不^快に した。 物惯れ た、 猫撫聲 でも 出し さうな、 その 癖、 人 を 呑んで か &る やうな、 柬 京人の 劣等な 典 

，だった。 僕が その 家の人 だと 知らして やったら、 女の人 は 目立って 兒 える 程 驚いて ゐ たが、 强 ひて それ を押隱 

しながら、^ に 車から 降りて、 「私 は Y 子の 母で 御座います、」 Y 子が どうの かう のと、 女の すなる 長 挨拶 を、 

頭 を 上げたり下げたりして、 始めた のに は、 こっちが 驚いて しまった。 而 して 戀愛 にっき まつ はる 忌 はしい 形式 

言  九 三 
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事が、 もう 頭 を 擡げ 出した の を 不快に 思 はないで は 居られなかった。 その 女の人 は 何 か 僕に 話したい 事が あると 

いふので、 兎も角も 家に 案內 した。 彼女の 用事と いふの は、 然し、 手紙で 十分 事足る やうな ものだった。 彼女 は 

頻 りと 僕 や 家の 様子に 探る やうな 眼 を 向けて ゐ たが、 暫くす ると さも 滿 足したら しく 笑み かまけ て、 良人が 來ら 

れ ない 次第が あるので、 女だてらに 自分が 來 て失禮 したと いふ やうな 事 を 急がし くいって、 僕の 母に 對 して は 挨 

拶も そこくに 歸 つてい つてし まった。 僕 は 堪らない 程 不快に させられて しまった。 Y 子と 結婚す るお 蔭で あん 

な 女 を 母と 呼ばなければ ならない のが 不條理 に 思 はれ 出して ならなかった。 

その後 二日して 牧師が 仙 臺に來 て くれた。 僕の 父に も 母に もさして 異存はなかった が、 父 は 式 を 十二月まで 延 

ばして 貰 ひたいと いった。 父の 病氣 がその 理由と なって ゐ たが、 今から 思 ふと、 その 時 僕の 結婚 を さす 費用の 出 

し 所に も^して ゐた 病中の 父の 苦しい 胸の 中が 察せられて ならぬ。 牧師 は、 それでも 是非 結婚の 式 だけ は 擧げて 

おく 方が い X と逼る やうに いひ 張った ので、 僕 は 親族 會議を 一週間 ほど 延ばして 貰 ふ 事に して 上京した。 それが 

七月の 十四日だった。 

うち^うてん 

それから 僕に は 有頂天な 日が 綾いた。 僕に は あらゆる 機 會が與 へられ、 從っ てあら ゆる 愛撫 を 彼女に 與 へたけ 

れ ども、 結婚の 式に よって 普通 導き 入れられる 關係を 結ぶ 事 だけ は 避けた。 一 週間 經 つてから 別れる 時、 Y 子 は 

何 か 或る 不吉で も豫覺 したやう に、 哀れな 程 打 沈んで しまった。 僕に も 妙に 不安 がっきまつ はった。 然し、 この 

不安 は 僕 を 不快に した。 二人の 前途に 些かな りと も 疑の 雲 を かけて 見る のが、 瘤に さはって、 例の § っ麟 から Y 

子 を たしなめて 上野 を發 つた。 

汽 単の 中で、 僕 は Y 子 を あんなに たしなめ たの を 非常に 後悔した。 何ん の 必要が あって そんな 事 をした の だら 

ぅと考 へて 見た が、 資は根 も 葉 もない 事だった。 僕 は 幾度 その ま \ 東京に 引返して もう 一度 Y 子の 優しい お を大 


事に 胸に 抱いて やりたい と 願ったら う。 

そ^から 僕は乂 下らない 親族 會議 とい ふ ものに 沒頭 しなければ なら なくなった。 父の 病氣は どんく 重って い 

ふところ 

つた。 而 して 八月の 三十 一 日に 彼 は 僕 等から 離れて 神の 懷に歸 つてし まった。 

B 兄、 僕 は 父の 記惊を 大事に 愛せす に は ゐられ ない。 彼 は 僕に 色々 な もの を 遣して 行って くれた。 商家に 生れ 

ながら 皮に は^れて 上品な 所があった。 福澤 先生の 門下の 屮 でも、 先生の 勝れた 點を會 得した 一 人 だとい へ ると 

思 ふよ。 父の 性行から f して 考へ ると、 先生 はほんと は實利 主義に は緣 遠い 種類の 人であった らしい ね。 明治 維 

新の 際に， 時 を 得 顔に 片田舍 から 中央に のさば り 出て 來た 田舍 武士が、 事々 しく も騷ぎ 立てた 武士道と いふ 乾燥 

で 不自然な 逍德 に、 ひどく 反感 を 持った 所から、 平民の 味方と なり、 從 つて 平民の 生活と 職業との 味方に なって 

しまったの らしい。 その 根柢で は、 先生 は 一箇の 詩人 肌な 理想家ではなかった らう か。 父 も、 一生涯 商寶 人と し 

て 過ごした が、 そのした 跡を兑 ると、 商賣は 彼の 一 番 表面的な 生活に 過ぎなかった ことが よく 分 るんだ。 父の 座 

右て は、 よく 莊 子と、 ス ピノ ザと、 力 ー ル. マ ー タスの 「资 本論」 とが ころがって ゐ たもんだ。 父 は 又 勝れて スト 

ィ カルな 人だった。 あり 餘る 情熱と 多感と を强 ひて 押へ つける 必要から、 父 は あんな 態度 をして ゐ たんだな と 思 

ひ^る：^ がよくあった。 可な り 齢の 進む まで、 幾人 かの 女に 慕 はれて ゐた事 を 僕 は 知って るが、 父 は 淋しい 程の 

冷， さで、 hi んト もせす に そこ を 通り越して ゐる。 今から 父の 一生 を 振 返って 考 へて 見る と、 起伏の ない 廣野 

を^ かに 淋しく 通り過ぎた 秋風の やうな 心 持が する。 何ん とい ふ氣 高い まい 記憶 だら う。 

, 父 は 死ぬ 二日 前にな つて、 始めて 財政 上の 失敗 を 殘らす 打明けた。 親族 會議の 相談が 支離滅裂で、 少しの 纏り 

がっかなかった の も 無 ^ はない。 畢竟 父 は 死ぬ 間際まで、 自分 一人で 囘復策 を 講じて ゐた爲 めに、 眞相は 誰に も 

ぐ は 

知られて ゐ なかつ たんだ。 彼の 乎 傷 は 誰の 想像した よりも 大きかった。 今 君に 委しく 話す にも 當ら ない 事 だが 

1.-2 一  言  .7-  5 
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兎に^ ニ年稃 前から、 父 は 毎月 僕に 送って よこす 舉 資金に すら^して ゐ たんだ。 それで ゐて、 彼 は 今日までの 乜 

活に小 動ぎ 一 つ 兌せ なかった。 呑 氣な僕 は、 平氣 な顏 をして 人一倍に そんな. g の 出る やうな 金 を 浪費して ゐ たも 

若い もの を いぢけ さす 程 惡ぃ事 はない、 と 父 はよ く 人に 話して ゐ たさう だ。 

父の 死んだ：：：" から 僕の 世界 はがら りと ひつく りか へった。 母が：： 十く 死んで ゐて くれたら と 思 ふやうな 悲慘な 事 

が 眼の 前で どん- (\ まくし 上った。 仙臺 でも 評判な、 屋臺 骨の がっしりした 建物 は、 競 賫に附 せら 亇る始 おに 

なった。 父の 祕藏な 馬 溪の觀 音 も、 ル ー ソ ー の榴の 林の 畫も、 ー藏 あった 書籍 も、 皆ん な 散り，， f\ ばら/ \ にな 

つてし まった。 東北 擧院 の 教師が 二人 来て、 藏 前の 薄 喑ぃ 廊下で、 マ ー タスの 「資本論」 を 安 いの 高い のと 世話人に 

云って るの を 聞いた 時には、 我慢が.： H 來 なくなった、 否應な n に 僕 は それ を 引った くって しまった。 眞夏の 白日 

の 下に 行 はれた あの 暴虐の 光景 を 思 ひ 出す と、 僕 は 今でも 口 昔淚が こぼえ るよ。 

それから、 母と 僕と 妹と は、 ある 親戚の 屋敷 內 にある 形ば かりの 二階家 を 賃借りして 引越す 事に なった。 トリ 

になっても、 僕の 遊 學の道 はっかなかった。 尤も、 周到な 父 は、 一軒の 製粉所 を、 永年 使って ゐた 老僕の 名 儀に 

して、 母に 遣して 置いて くれたが、 それから 生活費 を 儲け 出す ために は、 僕が ゐ なければ 目下の 處 駄目なん 

勿論、 僕は總 ての 事情 を 包ます Y 子に 知らせて やった。 Y 子から は ^速 3 呉 情の g れた 返事 をく.^ た。 Y 子 こぶ. I 

る 僕の 執^ は、 苦しい 程强 まって 行く ばかりで、 彼女 も 亦、 この 後 永く 別居して 居なければ ならない のなら、 

g になる かも 知れない といって よこす のだった。 結婚 費の 出し 所 を 如!： する 事 も 出来なかった 父が、 病氣 にか こ 

つけて、 擧式を 十二月まで 延ばした の を 知ったら、 親心の 苦し さ をし み，^ 思 ひやって、 その 事を考 へる g に 同 

惝の淚 を 流した が、 僕に とって は、 式なん ぞ はてんで 問題 ぢ やない、 同棲 すれば い \ん だ、 僕 は Y 子な しに は氖 

カ^ ひさう になる 事 さへ あった。 で、 兎も角も 仙 臺に來 いと さう いって やった。 所が 牧師から 返事が 來た。 そ II 


は 十月の 中頃だった と 思 ふ。 何しろ 薄ら寒くな つてから だった。 Y 子 はとう/ \ 肋 膜 炎と 肺炎と を併發 して、 も 

う 二週間 も 寢てゐ る。 母が 返事 を 書くべき だが、 字が 不自. H だから、 自分が 代って 書く の だと 前置きが して あつ 

た。 Y 子 は病氣 の^を、 僕が 心配 するとで も 思った の だら う、 一一 一一 一 n もい つてよ こして ゐ なかつ たんだ。 僕 は、 最 

後の 紫まで もぎ 取られた 樹木の やうな 心 持が した。 その後に 何が 書いて あるか、 讀ん だって 分り もしない から、 

從 つて 護み もせす、 取る もの も 取り あへ す 上京した。 Y 子 は 見ち がへ る程瘦 せて ゐた。 世の中が たった 二人き り 

になった やうに、 二人の 心 はより 添った。 而 して 二日の^ その 枕許で 日を暮 したが、 二人 一緒に 國に歸 る 望み は 

ない、 といって、 僕 は 何時までも^ 京に 留 つて ゐる譯 に は 行かない ので、 已むを 得す 二人 は 叉袂を 分った。 家に 

歸 ると 彼女から 雄々 しい 乎 紙が 屈いた。 自分 は どんな 事 をしても 早く 健康な 體 になって、 仙 薹に 行く から、 僕 は 

僕で 精一杯に 前途 を 切り開いて くれ、 とあって、 然し 心配な の は 彼女の 母の 思惑 だ。 この頃の 言葉に はちよ いち 

よい 僕 を 疎外す る やうな 口調が 出る。 さすがに 具體 的に 破約し ろと はい はない けれども * 何 かにつ けて 二人の 

問 を 割く たくらみ を考 へて ゐる らしく 思へ る。 然し これが Y 子の 心 を 露 ほど も 動かし 得な いのは 勿論 だ、 とい ふ 

事が 書き 加へ てあつた。 僕に はこの 母の 心 持が はっきりと 讀 めた。 見ろ、 見ろ、 見ろ。 僕 は どんな 事が あっても 

わざ は 

血路 を il いて 見せる。 僕 等の 戀を假 りに も 妨げよう とする もの は災 ひだ。 其奴 は 自分の 惡ぃ 打算の 爲 めに、 囘復 

出來 ない までに 罰せられ るから 見ろ。 それまで は、 僕 は あの 母に は 決して 遇 ふまい と 決心した。 而 して、 それ か 

らと いふ もの は、 僕の 努力 は 全部 家政の 整理に 向けられて ゐ るんだ。 Y 子 を小氣 味よ く 鬼の やうな その 母から 奪 

ふために、 母の 晚年を いくらか でも 安泰に する 爲 めに、 而 して 唯一 人の 妹 を 更に 敎 育し 向上させる ために。 

製粉所に 通って 毎日 粉 塗れに なって ゐる 間に、 年 は 暮れて いった。 極地から 手 を 擴げる やうに、 せ はしく 逼っ 

て來る 北！： の 冬 景色 を、 僕 等 は 何ん とい ふ 淋しい 心で 眺めたら う。 然し そんな 事に 老い込ん でし まふに は、 僕に 
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は 有り 餘る氣 力と 自負心と が ある。 而 して 輝く 希望が ある。 妹が 僕に 氣を かねて、 世帶 じみた まねで もす ると、 

たまらなく 腹が立って 我 鳴りた てた。 而 して 工場に 行く と 僕 は 力一杯に 働いた。 勞 働の 生活 も小氣 味の い、 もの 

だった。 ぐんく 働いて、 汗み どろに なって、 熱し 切った 血が、 パイプ を 走る 熱湯の やうに、 體中を 思 ふさ ま 流 

れ めぐる の を 感じながら、 工場の 入口に 立って、 雪 を 交へ た 風に 吹かれる の は、 僕に は 中々 congnial な もの だ 

つた。 舉問 三昧が くだらな くさへ 思 はれた。 夜になる と 僕 一人が はしゃぎ 切って 見せた。 一日 を 屈託に 暮 した 母 

でさへ が聲を 立て \ 笑 ふやうな 事 もあった。 今まで 下女 や 下男に 邪魔され てゐた 親子 兄妹の 愛情が、 何 一 つ 妨げ 

る もの、 ない 爲 めに しっくり そぐ つて、 三人 は 鼎の 脚の やうに 一 つの 愛情 を 捧げ 支へ た。 然し そこに は 矢張り 二 

つけやきば  0. 

分の 附燒 匁が あつたの だら う。 吹雪が 家 を搖り 動かして 吹きす さび、 火煃 では 凌ぎ かねる 程 夜寒の つのる 時な ど 

に、 どうかす ると 三人 は氣を 揃へ たやう に 滅入って しま ふ。 三人 は 三人ながら 別々 な 事を考 へて 淋しがった。 rB 

さん は 一 體 どうしてい らっしゃ るんで せう」 そんな 時には、 妹が 屹度 さう いひ 出した。 妹 は、 僕の 唯一 人の 友と 

こら しゃ 5 

もい つてい-君 をな つかしんだ。 僕 は 堪へ性 もな く 腹 を 立てた。 「あんな 不人情な 奴！ どうしょうと 俺が 知った 

事 かい」 さう いふ 晚に 限って、 僕 は 祈りにまで 感情が 高ぶって ゐた。 

Y 子 は、 病 氣を柙 して 書いた と 思 はれる、 短い 手紙 を 絶えす 送って よこした。 如何にも 餘裕 ありげ な 文句が、 

レ き 

憐れに^ はれる 事 も あるし- 面憎く 思 はれる 時 も あるし、 飛んで 行って、 この 炎の やうな 情火で、 氣息 もつ まる 

ほど 押し 包んで やりたい と 思 ふ 時 もあった が、 その 母の 事を考 へる や 否や、 齒を喰 ひしば つて、 停車場に 行かう 

とする 足 を 幾度 か 踏み 返した。 

そんな 生活が 繰 返されて、 年が 暮れた。 僕 等の 一家に も 春 —— 寒い 北國の 春が 来た。 三日から 仕事 を 始める 積 

りで、 その 朝 雜煮を 喰って ゐた。 そこに 君からの 電報が 來 たんだ。 


B 兄。 伎に 取って、 ^の歸 りが おそ 過ぎる とい ふ 事 はない。 君 は 畢竟 歸 つて 来て くれたんだ。 

ゎづら 

貧窮と いふ 新しい 生活 は 決して 僕の 累 ひとはならぬ。 僕の 境遇の 激變 につれ て、 見知らぬ 世界が 澤山 眼の 前に 

II けて 來た。 知識で あれ， 習慣で あれ.， 衣食で あれ、 總 ての 生活の 附帶物 は、 兎角 心と 心との 接觸を 妨げて、 あ 

る 時 は その 接觸を 全く 担んで しま ふ 事 さ へ ある 中に、 富と いふ 附帶物 ほど 人 を孤獨 にす る もの は 外にない とい ふ 

事實に 得心が いった。 

僕は义 無一物に なつてから、 自分が 出發點 だぞ とい ふ 勵みを 心の中に 感す るよ。 僕 は科舉 者と なる 立場 は どん 

な^があっても 捨てようと は 思 はない。 然し、 僕に は、 母 を 養 ひ、 妹を敎 育し、 小さい にしても、 妻と 一緒に 一 

つ ^土 を^て 上げる 生活の 附加 へられた 事 を 限りなく 懾 快に 思 ふんだ。 是れ は、 僕が 今までの 間 意識 しないな が 

ら miss して ゐた 生活だった。 もっと 重い 荷物 を擄 がせられ ると、 僕の 肩 は 始めて 落着きの ある 姿勢と なる だら 

うから。 

然し 殘念な 事に は、. 今の 場合、 僕 は 君に 何等 經濟 上の 助力が 出来ない よ。 父の やうに、 僕 も 君に 對 して 幾分な 

みつ 

りと も舉资 を： ほいで、 僕の 分の 勉强 もして 貰 ひたいの だが、 少し 意氣 地がない が、 まだ そこまで 行けない。 父の 

破 產を氣 の 毒に 思 ふ 人 は隨分 あるから、 頼めば どうかな るに は 違 ひない が、 僕 はそんな 人達から どんな 形に でも、 

同情 をされ るの を ほんで ゐる。 父に 對 する 同情の 下に 僕 は 生長した くないんだ。 

前便に は h 京 は 出来ない と 君に 書いた けれども、 僕 は 上京し ないで は ゐられ なくなった。 出来るなら Y 子の 母 

に 遇 はすに、 君と Y 子と に 遇 ひたい もの だと 思って る。 

餘事 は總て その 時に 讓る。 もう 晝 になった が、 僕 はこれ から 仕事 始めに 工場に 行く。 

宜苜  九九 
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(B より A へ) 

- 九 一四、 r 一  〇 東京 

牧 S も勸 める、 君 も あれ だけ 勸 める。 で、 僕 は 今日から Y 子さん の 家に 寄寓す る 事に なった。 あてが は， e ヒの 

は、 北向きに 格子窓の 一 つ ある 八 疊 の あの 部屋で、 僕に とって 是れ 以上い.^ 光線 を^り 得る 誊棗 はあり # ぬ。 睽 

キ J たな  >  t 

の 運び入れた 荷物が 特別に 汚く 眼に 立つ。 こんな 安穏な 生活 は先づ 生れてから 初めて だ。 

僕が 君に 遇 ひに 仙臺に 行った 事 は、 總 ての 點 からよ かった。 僕に は、 性質と して、 妙に 幸 幅の 到来 を 畏れる、. 

が ある。 かの 怠 馒 の 徒が、 過分の 報酬 を心竊 かに 恐れる 意味で、 畏れる ので はない。 幸福 は 可な り 確實な 性格 を 

も 欺き 了せ る假面 だ、 とい ふ 事 を 知って 居る 爲 めだ。 まともに 「眞 實」 にぶつ かる 事に は、 嫌 ひな 酒 を 一 と飮み 

にあ ふりつける 程の 快感が 伴 はないで もない。 然し、 幸福の 後ろに 隱 された 「眞 實」 を" ！g ボ せねば， ならぬ 場べ 口に 

は、 述命 そのもの を 忖度す る やうな 畏ろ しさが 感じられ るの だ。 處が、 廣瀨 河畔の つ、 まし やかな 君の 家で は 「眞 

贤」 が 幸福と レふ假 面 を ぶら下げ たま X で 微笑んで ゐた。 「眞 實」 が 微笑む 僕 は 「眞 實」 も 人 m 並みに 微笑む 

もの だとい ふ 事實を 君の 家で 發 見した。 他人 事 だけれ ども それが 非常に 懾 快だった。 君のお 母さんと ぃ幺 へま.、 

何ん とい ふ charming な 母 だら う。 又 君の 妹 は 何ん とい ふ 可憐な 處 女お らう。 而 して 君 は、 何ん とい ふ 率直 &生 

長 力の 裕 かな 若者 だら う。 君 等 三人の ゐる 所に は、 自然が 太古の 自然に 還る やうに さへ 見える。 

それに 比べる と、 この 小 林の 家 は 全く 別種の 世界 だ。 父と いふ 人 は、 始終 旅行ば かりして ゐて、 家庭の 雰圍氣 

を 形づくる 上に は、 全く 關係 のない 人らしい。 君が 登 別で 遇った お爺さんと いふの は、 成程 恐し ぃー克 者ら し 

い。 而 して 所謂 江 1：： 兒だ。 江 戶 兒の资 質 は その 根柢に 於て 善良な の を； 耍件 とする。 唯 極端な 性格の 加工と ほ } 嬰と 

が、 僕の 氣分を 可な り 不愉快に する。 無理で も 男 は 立てる もの、 强 者に は 必す榍 をつ くもの、 思 ひ 立ったら 邪が 


非で も 通す もの。 か-る 安價な 形式 を 生命と する 性格の 弱さが、 僕に は瘢に 障る。 母なる 人に 至って は 一番 劣等 

な 女の 類型 だ。 彼女 は 阿諛 そのもの だ。 而 して その 阿諛の 對 象が、 彼女 自身 だから 堪らない。 その 毛孔の 一 つ 一 

つから は pleasure に對 する 肓 目な 欲念が、 毒素の 如く 發 散して、 彼女 を 也んで 居る。 あの 黑 すん た 蒈 を 漏れる 

馬の やうな- M の 一 つに でも 君 は 注 怠した か。 然し、 彼女に は醜惡 ながら 一 種の 純 一 さが ある。 僕 はどう かした 瞬 

問 に、 彼女から 性格 的な 壓迫を 感じる 事 すら ある。 最後に、 Y 子さん に は 唯 驚愕の 一 語 を 有する のみ だ。 自然が 

醜い 土の 屮 から、 かの 蒋 薇の 一朶 を拈じ 出す 不思議の 如き は、 この 驚異の 前に は 何者で も あり 得ぬ。 僕の 嘗て 延 

た 彼女 は 子 佻であった、 無であった。 今 は 女 だ、 而 して 總て だ。 その 性格 は 無機から 有機に 移る 經路 を、 科舉の 

^お： Q 許さぬ 敏速と 巧妙と 正確と を 以て 成就して 居る。 君が 彼女の 特色 だとす る あの 大きな 眼に 閃く、 この 謎 を、 

誰が 解き 得よう ぞ。 女 は戀の 成就に よって、 祌祕の 玉座から 一蹴し 去られる もの だと 僕 は 決めて 居た。 然るに Y 

子さん は、 あの 瘦せ衰 へた 肉體の 中に、 更に 無限の 謎 を 抱き、 而 して その 謎に 自分 を 苦しめて 居る やうに 見える J 

それ はこれ から 芽ば ゆべき 飽満な 性格 を喑 示す る。 

かくて、 小 林の 家庭 は 一 筒の 雜然 たる バ ン ドラの 箱 だ。 試みに それ を 手に 取って 搖り 動かしたら、 如何に 奇怪 

な噪昔 が釀し 出される だら う。 蓋 を 開いて 見る 事 は、 弱い 奴等の 假り にもな し 得る 所ではない。 

^飯の 後で、 ^內を 和 乎に 僕 はおの 家庭 を 委しく 語って 聞かせた。 母 は 耳の 痛い やうな 顔 をして 居た。 Y 子 さ 

んは 勿論 非せ な 熱心と、 稍-好奇 心的と も 云 ふべき 興味 を 以て 聞いて 居た。 君の 妹さんの 話が 出た 時には、 彼女 

の 熱 怠 は m 點に ^ した。 而 して 指 搲官が 偵察 者の 報告に 耳を倾 ける やうに、 その 容貌から 性情まで をぎ る やうに 

閗き亂 した。 僕 は 稍- 氣持を 悪く さへ した。 

身の 經驗 から 考へ ると、 Y 子さん の 病氣は 決して 安心すべき もので はない と 思 ふ 3 今 東京 は 非ち 吊に 寒い。 
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而し てこの 寒さが 暖かさに 移り 變る 時が 殊に 心懸 りになる。 僕 は先づ 〇〇 さんに 診て 貰 ふ 事を勸 めて 置いた。 Y 

子さん の 體溫表 を 同封して 置く。 

き 

僕 は 今度の 入京 を機會 として、 敎 會を脫 する 事に 決めた。 第一、 僕 は 他人に 信仰 を傳へ 得る やうな 柄ぢ やな 

しっこく さ 

い。 敎會は 僕 を 必要と しない。 第二、 僕 は 外界の 規約に よって、 心身の 行動 を 律すべき 總 ての 桎梏 を 避けたい。 

おそ 

僕 は 敎會を 必要と しない。 第三、 僕の 信仰 は 明白に 云へば 醉 興だった。 自分の 性格の 根柢に 觸れる 事 を 畏れて ゐ 

た 僕 は、 醉 によって 自己の 空虚 を 忘れよう として ゐ たの だ。 僕の 信仰 は 要するに 返上すべき 信仰だった。 第 四、 

基督 は 叫 十日 荒野 を 退かなかった か。 基督の 天才 を 有せす、 基督の 經驗と 年齢 を だに 有せざる 僕が、 何ん の 厚顔 

を 以て、 人 集と 伍 居して 平然として 居られよう。 第五、 僕 は 聖書に 書き記され、 敎會 によって 解釋 された る事實 

あやま 

を 馬鹿らしく 思 ふやう になった C 君 を 謬らない ために 玆に註 をす る。 僕 は 決して 實 在の 根柢に 横 はる 祌祕を 否定 

しょうと する ので はない。 今まで 試みられた 如何なる 說明 も、 この 神祕を 如何す る 事 も出來 ない とい ふ 事 を 肯定 

しょうと いふの だ。 この 神祕の 中に 生きる 切實な 體驗の 外に、 如何しょう もない と 云 はう とする の だ。 第 六、 僕 

の 性格が 眞價 以上 若しくは 以下に 評價 される 事 を 厭 ふから だ。 敎會 員で ある 事 は往々 この 評價の 錯誤 を 人に 强ひ 

る 結果になる。 

貧窮に 臨んでの 君の 態度 は 如何にも 君ら しい もの だと 思った。 君は與 へられた 境遇に 臆せす 乘り 出して 行く。 

みなぎ  にぶ 

而 して 永い 或は 短い 經驗 によって、 不動の 眞理 をし つかり 摑んで ゆく。 生氣の 漲った 鈍 さ、 純白の 良心 を蓄 へた 

無頓着、 さう 云った やうな ものが 君の 中には ある。 然し 僕 は 僕と して、 それが まどろつ こしい な …… 面倒臭くな 

つた。 今日は この 上、 書かない。 

金 は敎窒 の手傳 ひと、 博物 擧會會 報の 編輯と で、 擧資 だけ は 十分 だから 安心して くれ 給へ。 


^は 今 小 笠^な で 書いた 論文の 一 っを獨 逸で 出して 貰 ふ 事に F 教授に 相談して ゐる。 然し 時々 發 熱する ので、 

如何 も 思 ふやう に 心 熱が 搖 がないで 困る。 

(A より B へ ) 

千 九 fa 十 叫 年 一 月 十二 日 仙臺 

B 兄。 

お の 仙 臺に來 て くれたの は、 僕の 一家に とっても い-事だった。 一見 氣むづ かしく 近づき 憎い 君の 背後に、 母 

はすぐ 自分と 和嗚 する もの を 見出して ゐた。 妹 は 唯もう 君 を 崇拜 して ゐる。 

それから 君が 枉げて 小 林の 家に 住んで くれた 事 を 有難く 思 ふ。 僕が それ を 君に 賴 むにつ けて、 何よりも 苦しく 

い t は 

思った の は、 君が Y 子の あの 忌し い 母と 一 緖に住 はなければ ならない 事だった。 然し Y 子 はきつ とその 埋 合せ を 

すると 思 ふ。 Y 子に ついての 君の 觀察は 僕の いはう として ゐる 所だった。 ほんと に 彼女に は、 これから 芽 ざして 

行くべき 豐滿な 性格が ある。 然し それ を どんな 風に 芽 ざして 行く かとなる と、 中々 delicate な 問題 だと 思った も 

はふ 

ん だから、 僕 は あの やうな 家庭に 彼女 を 一人 だけ 放り出して はおけ なく 思つ たんだ。 君のお 世話で 彼女が 自然の 

意^に 叶った やうに 發 達する 事 を 僕 は 心から 祈って る。 君の 手紙と 同時に Y 子から も 手紙が 來た。 Y 子 は 君の 寄 

寓 を大變 喜んで ゐ るが、 少し 恐ろしい 事の やうに も 思って ゐる らしい。 實際 君の 眼の 前で は、 誰でも 自分の 弱點 

の 暴露す るの を 本能 的に 怖れる だら うからな。 Y 子 は 又、 君が 噂した N 子 (A の 妹) の 事 も 書いて ゐる。 N 子さん 

の 事 を B 様から 伺って、 殊更な つかしく 思った とも 書いて ある。 N 子さん と B 様と が 御 結婚な さる やうに して 上 

くど .C 

げ てはいけ ない の だら うかと も 書いて ある。 Y 子が 君に N 子の 事 を 管々 と 尋ねた 譯も 解る やう だ。 

宣言  一 〇 三 
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君が まどろつ こしい と 云った 僕の 性質に ついては、 もう 少し 說明を 聞く 必要が ある やう だな。 君 は 何時でも 未 

來を目 懸けて 生活して ゐ るし、 僕 は 何時でも 現在 を 最上に 生きよう として ゐる 所に 相異が あるので はない か 知ら 

ん。 僕 は 製粉所の 基礎 を 固めて、 母と 妹と に 生活の 保障 を與 へる のが、 將來の 活動 を 一番 容易に して くれる と 思 

つてる。 心の ま \ に 他人の 助力 を 得られる 境遇に ありながら、 それ を 利用 しないの は、 或は 馬鹿 かも 知れない。 け 

れ ども 僕の 馬鹿正直 がそれ を させない の だから 仕樣がない。 畢竟 如何す る 事 も 出来ない 僕の 性格の 發露 なの だ。 

君の 敎會を 去る 理由 を 聞いても、 二人の 性格の 相異が 感じられて 微笑まれる。 僕 は敎會 に， 席 をお いてから まだ 

曰が 淺 いから、 大きな 事 をい ふ资格 もない が、 僕は敎 會を脫 するなら、 同じ 理由で、 家族の 一員た る こと も、 國 

家の 一員た る こと も 止めなければ ならない と 思って る。 僕に 力が あったら、 敎會 を脫 せす に、 及ばな いまでも そ 

れを 改造す る。 力がなければ その 中に 抱擁され てゐて 徐ろに カを蓄 へる。 僕 は ひとりでに 周圍を 征服す るまで、 

與 へられた 立場 を 退くまい と 思って る。 君と して は 敎會の 束縛から 離れる のが、 恐らく はい \ ん だら う。 然し 僕 

として は、 戰 はすに 敎 會を脫 する の は、 僕 自身の 退 縮 を 意味す るに 過ぎない やう だ。 兎に角 君が 行かれ たんで、 

敎會は 大分 打擊を 受けたら う。 僕 は あの 敎會 の爲 めに それ を 惜しく 思 ふよ。 

製粉所の 事業 は 兎に角 目鼻が ついて 來た。 その 中に 僕 も 手 を 離す 事が 出来る だら う。 夜は讀 書に 耽って る。 今 

は^に Mendelismus に關 した もの を讀 んでゐ るが、 早く 實驗の 出來る 境遇に ならない と、 こんな 實驗 的の もの は 

物足りない。 今年の ra! 月に は 動物 擧會の 年會が 久しぶりで 開かれる さ うぢ やない か。 その 時には 僕 も 出席が 出來 

る やうに なりたい もんだ。 

Y 子の 事 はくれ， <\ -も賴 むよ。 彼女の 病 氣が思 ひの 外重體 だと 聞かされ るの はた まらない 事 だ。 僕 はどう かす 

ると 彼女の 死 を 想像して ゐ たりす るが、 僕の 勇氣は その 瞬間に ぐちゃ- (\ に沮ん でし まふ。 Y 子が 死ぬ ものと す 


れぱ、 僕の 誕生と これまでの 生活 は 何ん のた めだ。 僕 はどう かして 彼女の ために 囘復の 出來る やうな 手段 を 講じ 

て やりたい。 その 爲 めに 必要と あれば …； あ、、 然し どう すれば い、 んだ。 

.  あ  うちと 

Y 子に は俟 にも まだ 打明けない 祕密が あるに 違 ひない。 手紙の 上で は 勿論 だが、 親しく 遇って 二人の 心が 打 解 

け 切った 時で も、 ふとした 機會 に、 彼女 は、 謂 は^、 その 祕密の 中に 身 を隱 してし まふ やうに 見える 事が 度々 あ 

る。 率直に いふと、 それが 僕に は實に 物足りな いんだ。 彼女の 心の 外周ば かり を どう/ \ めぐりして ゐ ると いふ 

,n&〕 は 凡そ 我慢の し 切れない 自覺 だ。 それとも 是 れが戀 する もの \ 心の 常態な の だら うか。 兎にも角にも 僕 はも 

つと どんく 彼女の 心の奥底まで 這 入り こんで 行かな くち やならない。 僕 は 何故 彼女の 肉に も 觸れる 事を敢 てし 

くや  さへ ぎ 

なかったら うかと 今では 悔んで 見る 事 すら ある。 二人の 心 は、 肉の 障壁に 遮られて、 通じ合 はない 所が あるん ぢ 

やない かとすら 疑 ふから だ。 

兹ぃ 盛り だから 君の 戗^ にも 十分 注意し 給へ よ。 君 は extra  work の爲 めに 疲勞 しすぎる やうな 事 はない かい。 

の 體溫の 度 差 は Y 子のより い-のかい。 若し 惡 けり や 思 ひ 切って、 暫く 研究 を 中止した 方が い  > と 思 ふが な。 

今：： I は 朝から 雪だった。 夕方 歸り がけに 一 人の 年取った 職工に 話しかけて 見た。 昔 は 米が 安く なれば 暮 しい 」 

とした もの だが、 この頃で は 高く つても 安くっても、 樂な 人は樂 をす るし、 苦しむ 人 は 苦しむ が、 あれ はどうい 

ふもん だら うと 首をかしげて ゐた。 彼に は 病身の 妻と、 放蕩な 息子と、 忠實な 嫁と、 澤 山な 小さな 孫が あるんだ 

さう だ。 何處 でも 勞働 する 人た ちの 家庭の 様子 を 聞く と 似たり よったり だが、 僕 は その 一人の 人の 運命に ついて 

未だに 妙に 考 へさせられて ゐる。 

(B より A へ ) 

^言  1 0 五 
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一九 一四、 r  一  s;  ^京 

君 はいつ でも 最上に 現在に 生きよう とし、 僕 は 未 來を目 懸けて 進んで ゐる、 と 君は說 く。 

君 は 一見 寬 潤な 現在の 消費者で、 僕 は 吝嗇な 未来の 蓄積 者の やうに も 思 はれる、 >  僕 自身と して は 時に さう あり 

たいと 望み もす る。 科 舉者は 未 來に對 する 蓄積 者た るの 任務に 服すべき である。 

然し 僕 は 最も 不逞な 消費者で あるの を 如何しょう。 

人 は 要するに 消費者 か 生産者 だ。 消費者に 二つの 類型が ある。 生產 せんが 爲 めに 消費す る ものと、 消費 せんが 

爲 めに 消費す る ものと だ。 生產 者に 二つの 類型が ある。 消費 せんが 爲 めに 生產 する 者と、 生産 せんが 爲 めに 生産 

する ものと だ。 君 は 消費 せんが 爲 めに 生產 する 最も 合理的な 類型に 屬 して 居る。 僕 は 到底 消費 せんが 爲 めに 消費 

する 放蕩 者の 外で はあり 得ない らしい。 換言すれば、 僕 は 根柢に 於て、 徹底的な egoist だ。 若し 險に、 人 I こ 貢 

i すべき 何者か^ あると するなら、 それ は 僕の 消費に よって、 人類が 今までに どれ 程の 蓄積 をして ゐ たかを 證據 

立てる 位の もの だ。 

消費す るた めに 消費す る 典型的な 一 群 は 藝術家 等た。 彼等 は 要するに 人類 中の 有力な 消費者 だ。 こ の 點に於 

て、 僕の 性格 は 一 味藝術 家と 通す る 所が ある。 

かう 生れて 来た 以上、 僕 は 人類の 何十 萬 年 か \ つて 成就した 蓄積の 全部 を蕩盡 する 位な 放蕩が して 見たい。 

事業 は生產 し、 藝術は 消費す る。 この 意味に 於て 神 は 最大の 事業家で あり、 惡魔は 最大の 藝術家 だ。 

話が 飛ぶ。 

君 は 今の 科 舉に對 して 可な りの 敬意 を拂 つて 居る。 僕 は 今の 科學の 自己 矛 冒 を Is ふ。 

せんめい 

琴は眞 理を閬 明す ると 宣 明して 居る。 而 して 實際は 事實を 整頓して g る。 


罄頓 せられた 事實が Isr たと 云 ふの か。 然 らば 圖書 館の 力 ード.ボ /スの 中に こそ 最上の 眞理は 潜む であら 

ラ。 

科舉 がその 僭位の 王座 を 退いて、 が 仕事着と 鐵鎚 とに 身 を 装うた 時、 その 權威は 初めて 生れる であらう。 

科舉 は、 要するに 生産の 爲 めに 生產 する 實 生活の 扠僕 に過ぎない からだ。 普通の 勞働 者が 筋骨と 柔順と を 持つ や 

うに、 科攀は 明晰な 頭腦と 牛の 如き 忍耐と を 持って 居る。 普通の 勞働 者と 等しく、 科攀は その 生 產物を 如何に 處 

理 すべき か を 知らない。 普通の 勞働者 は 工場で 働く。 科 舉の勞 働 者 は 研究室で 働く。 

僕 は li くれながら 方今の 科舉者 だ。 科學 は、 僕に パ ンと、 部分的な 好奇心と、 時には 退屈な 時間 消費 法と を提 

供す る。 ^は、 科擧の 名に よって、 如何なる 事が 人生に 密接した 要求で あるか を 考察す る 義務から 免れ、 自己の 

好奇^だ け を挑發 する 問 题に沒 頭して 澄して 居る 事が 出来る。 而 して その 問題が 人生 當 面の 要求から かけ 離れ X 

ば 離れる 程、 僕の 舉者 振り は 高調され る。 

おは 然し これ 位な 消費者た る を 以て 甘んじて は 居られな いの だ。 消費す るなら、 大っ ぴらに 消費したい。 詐僞 

をしながら 消費す るの はい や だ。 君の 手紙 を讀ん だら、 こんな 返事が 書きた くな つた。 以下 次便。 

(B より AJ へ ) 

一九 一四、 一、 一 五 東京 

昨 曰 風邪の 氣 味で 少し 熱が 高かった から、 攀 校に 出す にゐ たら、 Y 子さん が 色々 世話して くれた。 而 して 母 は 

墓詣 りに 行って (问と 云 ふ 自己 爲瞞 だら う) 居なかった ので、 二人 は 割合に 打 解けて 話 をした。 

ォげ  .S ぶ 力 

僕 は先づ Y 子さん に、 いの 全體を 関いて 君に 見せるべき だと、 激し 過ぎる 位に 忠告した。 YhJ さん は 僕 を 訝る や 

な  言  1 〇 戈 


有岛武 郞全鶬 第一 卷  - J  A 

うに 兌て、 心 を 開いて a せようと もしな いのは、 却って 君な の だと 訴 へた。 僕は戀 人の 間に 挾まった 馬鹿者 を自 

分に 兌 出して 苦笑 を 禁じ 得なかった。 

^に まだ 云はなかった が、 小 笠 原 島に 居る 時分、 僕 は 無名で 二度 Y 子さん に 手 銑 を 出して 居た。 そ， 丄ま， 君 等 二 

人の 關 係が まだ 不確實 な 間だった。 だから、 Y 子さん は、 君から 最初の 手鈹を 受取る 前に、 君の 輪廓と 意向 だけ 

は 知 どつ うて 居た のだった。 昨日の 話に よると、 Y 子さん は、 その 手紙の 筆者が 僕で あると すぐ 直感した と 云 ふの だ。 

僕 は 如何して 解った と 尋ねて 見た。 「それ 位な 事 は 私見たい な 者に でも 分ります」 と 云って、 その 敏感な 眼で k む 

やうに した。 

Y 子さん 力 あのい やな 母の 子で もなければ、 あの 父の 子で もない と 云 ふ事實 は、 勿論 君 は 知って 居る 事 だら う 

力 傥は 昨日 初めて 聞かされて 一寸 驚いた。 僕 は 彼女の しみぐ とした 話から、 その 過去 を 明瞭に、 いに 描いて 見 

る 事が 出來 る。 大阪を 出た 東^ s ひの 小さな 汽船が 先づ 眼に 浮ぶ。 その 三等 室の 片隅に、 ； r あ を さまよ ふ. ig の 

ごゃ、1ん に 上の^に なって 臥し 倒れた、 良人に 捨てられた 一人の 若い 女 を 見る。 その 女の 1 の 中で、 流離の 悲しみ を 

極， U された 小さな 一 つの 魂 を 見る。 東京と 云 ふ 大都會 の動亂 と混雜 との どん底に 沈められて、 吐息しながら 未熟 

の 技 藝を寶 物にする 婦人 勞働 者の、 疲れ 粜て、 悲しみ 菜て た 境遇が 思 ひ やられる。 夜半 を 過ぎてから 漸く 出 不足 

な 乳房に ありついて、 甫 めて 眠りに 落ちる、 頭の 大きな 醜い 嬰兒が 浮び 出る。 物件の 如く 母から 伯母に 引き渡さ 

れる その 時に" 嬰兒の 立てた 無殘な 叫び 泣きの 聲が 聞こえる。 而 して その 枯れ か.， つた 芽から f く 生 ひ 立って、 

一人の 女に なった Y 子さん の 姿 は 僕の 服に あった。 Y 子さん の 膨^が 體質 も、 奥深い 心 も、 時々 彼女 を 秋の 霧つ 

やうに 淋しく 美しく して、 襲って 來 る悒鬱 も、 僕に は 初めてぎ 徵さ， e た。 

あま 

^は 彼女の こんな 過去 を發き 示されて、 今更 服が 覺め たやうな 心に なった。 彼女に 總 ての 慰藉 を與 へ 得る 君 


と、 か、 る 人から 却って 慰藉 を 受けねば ならぬ 僕との、 運命の 相 異に 心 を 驚かした。 又科舉 がかくの 如き 人生の 

大事 を、 下手糞な 教師が 生徒 を 取扱 ふ 程に も， 取扱 ひ 得ない の を 痛感した。 而 して 思 はす 知らす 昨夜の 手紙 を 書 

いて しまったの だ。 

然し か \ る 過去 を 知る 事に よって Y 子さん が あの 母の 血を稟 けて 居ない の を 明かに し 得た の は 痛快だった。 こ 

€； 位 溜飮を 下げた 事 は 近頃に ない。 

明. R に 云 ふと、 僕の 過去に も Y 子さん の 過去に 殊に 同情すべき 或る 物が あるの だ。 是れは 君に すら 一切 語らな 

いで： S る。 人生の 不幸 を 暴露して、 それだけ 人世 を喑 くすべき 理由 はない。 

伎 は 今 n も 转 床 を 上げる 事が 出来ないで 居る。 僕の やうな 病 軀には 沁み 入る やうな 寒さ だ。 Y 子さん は 自分の 

健^ は 忘れ^て たやう に 親切に 世話して くれる。 僕 は 彼女の 病の 爲め それ を 危ぶむ。 

大きな 生が カ强く 流れて 行く。 何ん とい ふ すさまじい 然し 勇ましい 姿 だら う。 僕 は 遂に その 傍觀 者と して 終ら 

ねばならね のか。 よし， それに 踏み 入る とも、 肉の 弱さが 壓 倒されて、 在る 間もなく、 泡沫の 如く 消え去る ので 

あらう か。  . 

よし、 それ もよ し。 

6； のお 母さんと N 子さん に 好意 を 寄せる。 

(B より A へ ) 

一九 一四、 二、 三 東京 

Y 子さん は 僕 如き もの ゝ 存在 を 必要と しないで 生長して 行く。 而 して 彼女の 健康の 爲 めに は、 僕の 存在が 害に 

宜  言  一 〇 九 
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なる。 僕 は 僕の 病 を傳へ はせ ぬかと 危惧の 爲 めに、 不安に 襲 はれ 通して 居る。 それ だから、 この間から、 再三 轉 

しょうよう 

居の 事を^に 相談した の だ。 君 は それ を 担んだ。 然るに 今日 牧師が 來て、 突然 僕に 轉居 を慫慂 した。 僕が 敎會を 

脫 した 事が 原因な のか、 他に 理由が あるの か 僕 は 知らない。 牧師 は掣に propriety の爲 めに と 云 ふ。 最も 不眞面 

はか 

目な 言 だ。 然し， 初め、 こ \ に 僕 を 寄寓 させた の は 君と 牧師で ある。 それ 故 今一度 取るべき 處 置に 就いて 君に 謀 

るゥ 

Y 子さん の 健康 はどう 見ても ぃ& 方と は 云へ ない。 嘗て は、 その 細々 とした 手に も、 指と 指との 間に も、 一 つ 

A  くば  く  -. - 

一 つ 笑 窪が あった。 それが この頃 は 影を隱 した。 時には、 內 部に 漲り 立つ 或る 力の 爲 めに、 弱い 肉 體が摧 け 相な 

ので、 渙 惱に堪 へない と 思 はれる 時 も ある。 この頃 君からの 消息の 稀れ になった 事 を Y 子さん は 非常に 物 足らな 

く 思って 居る らしい。 君 は、 君の 有する 總 ての 愛 熱、 總 ての 同情、 總 ての 推察 を 以て 彼女に 書かねば ならぬ。 

君 は 彼女の 眼に 寂寥の 淚が 集まる 事 を 想像し 得る か。 それ は 僕に すら 殆ん ど堪 へられない 痛まし さ だ。 

Y 子さん の 健康と 反比例して， この頃の 僕の 健康 は 進んで 行く。 僕 は 終日 硏究窒 にあって， 獅子の 如く …… 眞 

に 獅子の 如く：： 働いて ゐる。 Mutation  Theorie の 反駁 者 等に 對 して、 ド フリスの 爲 めに 援護の 陣を 張らう とす 

るの だ。 僕に 取って、 ド フリスの 主張す る 突 發變種 は 可能 事 だ。 僕の 內部的 要求 は、 その 可能 を 信ぜし める。 君 

わら 

は 僕の 先入主 觀 から 55 發 する 非 科擧的 態度 を嗤 はう とする か。 然し 新 學說の 提唱者に して、 僕と 同様に 先入主 觀 

を 持たなかった もの は 嘗てない。 ダ ー ゥ 4 ンの 自叙 傳は、 最もよ く 是れを 語って 居る。 彼が 生物 進化の 現象に 對 

する 喑示を 受けた 時、 彼の 實驗 は、 彼 をして この 大膽 なる 想像 を 懐かしむべき 程度に は 達して 居なかった。 —— 

のみなら *- 

加 之、 僕 は Fauna 中に もド フリス を 利益すべき 信據 ある deta を 多少 集め 得た と 信す る。 僕 は、 勿論、 科 舉的良 

心 を 忘れて、 事實の 否定 を 冒して まで、 喑示を 辯 護す る やうな こと はしない。 然し 突發變 種の 假說が 決定す る 事 


t つた  、 

は、 僕に 取って、 科 S. 的 勝利 以上、 性格の 滿 足を完 からしめ るで あらう。 

獨 逸で 出す 論文の 事 は 決定した。 

わか 

製粉所の 利益から 君が 頒 つて くれた 金 は 感謝して 受 取られた。 その 晚、 如何に 不思議な 現象が 起った と 君 は 思 

ふ。 一箇の 人形 を 小脇に 抱へ て 僕が 家に 歸 つて 来たの だ。 而 して、 それが 君からの 贈物と して、 neglect された 

Y 子さん の 枕頭 を 飾った のだった。 

(A より B へ ) 

千 九 百 十四 年 二月 五日 仙臺 

B 兄、 

牧師の 無理解な 獨斷は 僕 を綮 かせる。 勿論 簡孽な 手紙 は 彼から 受取った が、 その 中にはた^、 君と Y 子と が 同 

じ^ 氣 であるのに、 同居す るの は雙 方の 健康の ために 危險 だから、 とい ふ 事 だけが 書いて あった。 そんな 理由な 

ら、 君が あすこに 行って くれる 前から 分って ゐた 事で， 今更 新しくい ひ 立てべき 事抦ぢ やない。 恐らく は、 牧師 

は 僕に あら はに は 打明けられない 理由 を 持って ゐ るの だら う。 それにしても 僕 を 出し 祓いて、 君に そんな 注意 を 

1 人で するとい ふ 法 はない。 それ は 僕に も 下らない 噂の 傳 はって 来た 事 もないで はない、 然し そんな 事 をい ふ 奴 

は、 馬鹿 か、 墮落者 か、 どちら か だ。 僕 は 君が その 馬鹿と 墮落 者の ためば かりにで も、 小 林に ゐっビ けて 貰 ひた 

い。 僕 はもつ と 大きな 立派な 友情 を 知って ゐる。  • 

： . ：  しつべ. s がへ 

伐 か Y-j に 疎遠す る〃 又竹篦 返し をい ふやう だが、 その 不平 は 僕の 方から いひたい 位の もんだ。 以前に は 彼 

女 は、 短く とも 殆んど 毎日 消息して よこした。 而 して それに は 率直な 情緒と 輝く 希望と が 織り込ん であった。 夕 
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方 工場から 歸 ると、 机に 向って、 僕 は 妹の 所謂 「お 手羝の 勉强」 をして、 一 日の 苦勞を 忘れる の を 常と した。 H 

場に 行く と 力が 湧いた。 母を昆 ると 同情が 湧いた。 妹 を 見る と 優しみ が 湧いた。 手紙 を 見る と 愛が 湧いた。 而し 

て 愛が 總 ての 心の 働きの 根柢になる 盤石な の を 知った。 處が この頃 は Y 子からの 消息の 來 方が 不規則 極まる もの 

になって しまったんだ。 どうかす ると 葉書が 三枚 も 來てゐ る 事が ある。 さう かと 思 ふと 二 枚 切手 を 貼った 重い 手 

u  f  、  /*  卜  た 吏  , , 

羝カ 居く 事 も ある。 が、 その gi に 二日 も 三 曰 も、 偶に は g; 五日 も、 不愉快な いら ^(- した 待ち ぼけ を 食 はなけ^ 

ばなら な いんだ。 おまけに、 更に 呪 ふべき 事に は、 不思議に も、 Y 子から 消息の ない 時には、 君の 手紙 すら 僕 を 

o  .  たよ 

最 めて 來ては くれないんだ。 東京からの 便りの ない 時の 僕の 漉 面 を、 君 は 恐らく 想像す る 事 は 出来まい。 兎に角 

机に 嗨 りついて、 讀 みかけた 本の 字 を 拾って 見る が、 字と 字との 間に は 書物と 無關 係な 奇怪な 句が 挾まれて、 不 

思議な 思想の 錯覺 が出來 上って しま ふ。 いま/, \ しさに 寢床 をと つて 寢 ると、 そこに は 恐ろしい 不眠が 眼 を 光ら 

.  かどくぎ  , 9  9 

して 待って ゐて、 腦 fK に稜釘 をが しんくと た、 き 込む。 

今 口と いふ 今日 も、 Y 子の 消息が 絶えて からもう 三日になる。 最後の 手 銑に、 

「劣  I  I  さ *^ 

I 私に は あなたの 仰 有る 自覺 とい ふ ものが- そろ/ \ 眼を覺 して 來 たやう にも 思 はれます。 でも、 そ 匕 は、 あな 

たの 仰 有る やうに 樂 しい 事で はちつ ともなく つて、 私に は 唯 恐ろしい /\ 事で 御座います。 私 は、 今まで、 自 

分と いふ もの は、 是れ までの 習慣が 集まって 出來 たもの だとば かり 思って をり ましたが、 この頃 は、 私の 習！^ 

を 裏切る ものが 時々 出て 參 ります。 そのもの は是れ まで 何處に 潜んで ゐ たので 御座いませう。 習慣から 獨 立し 

J  サら 

て 初めから 私の 胸に 潜んで ゐ たので 御座いませ うか、 それとも マリアが 聖靈を 孕み 給 ひしゃう に、 後から 私 

に 宿った もので 御座いませ うか。 私 は、 この頃、 聖母の 御 心の 苦し さが、 おぼろげながら 分る やうな 心地が 致 

します。 この 末 どんなに なって 行く ので 御座いませう。 私の 眼の 前 は 段々 暗くなる やうに も 存じます。 あなた 


で すら、 もう 私の 胸の 中 を ほんた うに 知って 下さる 事 は出來 ない ので はない かとすら 存じまして、 心細う^ 座 

います。 あなた は ヨセフに も增 した 善^な なつかしい 方。 私 は ；… あ、 私 は、 どんなに 恐ろしい 自覺 に^ ざめ 

るので 御座いませう。 私 ははつ きりと 眼 を 見開かなければ ならない ので 御座いま すか。 でも あなた は それ をし 

ろと 仰 有い ます。 私 は あなた をお 疑 ひ 申しません。 でも 私 はほんた うにぎ う 御座います J 

あかり 

私は乂 伏せって をり ます。 B 様 は 夕方 灯が つかなければ ぉ歸 りに. な，， C ない 位、 よく 御勉强 なさい ます。 夜な 

ど、 お疲れ だら うと 思って、 强 ひて 起 上って、 紅茶 を 持って 上りましても、 ぉ禮 はもと より、 お 額 を 上げて 下 

さる 事 すらな さらぬ 程で 御座います。 乎 もお つけに ならぬ 紅茶の、 塵が 浮いて お 机の 上に あるの を 翌朝 見ます 

S たど は、 あんまり だと 思 ふ 程で 御座います。 でも、 奇妙に、 私の 惡ぃ時 は、 B 様 はお 宜しく、  B 様のお 惡ぃ 

時、 私は氣 分が い、 ので 御座います のよ」 

とい ふやうな 一 節が ある。 彼女 は單に 少女で なく、 女で なく、 人に ならう とする 過渡の 苦痛 を 感じつ i ある 事 は、 

ハ>3 想像 出來 る。 然し 僕 は 何故 彼女の 心 を 理解し 得ない とい ふの だら う。 少く とも 何故 Y 子 は 毎日の 苦痛 を 毎日 

僕に も 味 は、 して くれないの だら う。 僕 は それが 非常に 物足りな いんだ。 君 も 多忙で は ある だら うが、 然し この 

^八：： 多少 の 時 問 を 韵 いて 彼女の 甦生 を 助けて やって くれ 給 へ。 僕 は Y 子に 自覺 を强 ひ た。 今から 思へ ば类は 闫 分 

以上 を Y 子に 强 ひて ゐ たやう でも ある。 然し 今と なって は 又もとの 出 發點に 歸る事 は 出来ない。 獒 はもつ と n 分 

を^; め 鞭た う。 而 して 彼女に 强 ひた G 分の W: 的 を 徹底 させよう。 心の どん底まで 打破って 行って、 そこで 二人の 

魂 力 抱き合 ふので なければ 僕は氣 がすまない。 ルビコン は 渡られた。 僕 は 後ろ を 向くまい。 Y 子 も 後ろに 振りく 

餘地 はない。 僕 等 は 大事な 瀨戶 際に 立って る。 それ を 君に 察して 貰 ひたいんだ。 

それにしても 今夜の 僕の 淋し さは どうしたんだ らう。 窓の 外 は 眼の 覺 める やうな 月の 光 だ。 寒さ も 忘れて， 一 

a  S  二 三 
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ばいに^: チを あけ 放して， 僕 は 庭の 隅に ある 大きな 杉の 木に 廣瀨の 川 音の カ强く 籠る の を 聞いて ゐる。 莊嚴な 水 

き はだ 

の ほが、 幾 ，ぼ ハ 牛の 大 杉の 木 膚 にしん- (\ と 沁み 入って 行く。 母 は 今夜 は 早く 寢て しまった。 N 子 は 次ぎの 部 ぽ； で 

ルにポ をし マ. ゐる らしい。 時々 鋏の 音が 塞く 響く。 「兄 様お 火が あって」 とさつき 襖 越しに 尊ね てから、 彼女 は 何ん 

とも 物 をい はない。 恐らく は あの 若い 心 も 何か考 へ こんで ゐ るんだら う。 

t 一  體僕は 如何 すれば い、 んだ。 

おは 働いて ゐ るんだ な。 病 氣に打 勝ち -/(\ 獅子の やうに 働いて ゐ るんだ な。 僕 も 働く。 僕 も 心 を 襲って 來る不 

安に 打 脇 ち^-働いて 行かう。 さう だ、 働かう。 シラ /| の ロバ ルト ではない が、 顳顬 から^の 滲み出る まで 働か 

毎時 もの やうに 赤毛布 を 頭から 被つ て、 鐵緣の 眼鏡から 誊物を 睨みつ けながら 働いて ゐる 君の 姿が まざ/ \ と 

眼に ちらついて しゃう がない。 笑 ふか も 知れない が、 僕の 眼に は今淚 がた まって ゐる。 

佝ん とい ふ 月の 光 だ。 

(B より A へ ) 

】 九 一 ra:  、二、 六 東京 

ぢゃ 矢張り こ の 家 に 居よう。 

僕 は 病 氣と戰 つて 居る ので はない、 運命と 戰 つて 居る の だ。 この 大膽な 一 11ーロ 葉 を 君が 思 ひ 知る 惡ぃ 時が 來 なけれ 

ば 幸甚 だ。 

僕 はさう はさせ たくない。 


何時か Y 子さん が、 の 妹 を 僕が 貰ったら ど うだらう と 君に 云って やった さう だな。 僕 は その 事を眞 面目に 者 

へる やうに なった。 おは 僕の やうな ものに でも N 子さん を くれる 氣が あるか。 

獨 逸で 出す 論文の 事は斷 つてし まった。 自分ながら 自分の ちつ ぼけな 虛榮 心に 愛^が 盡 きたから だ。 人間の 事 

業と いふ ものが 一 體 何んだ。 どんな 大きな 事業で も 要するに 地球と 一 緖に 滅びて 跡 方 もなくなる 砂の 樓閣 だ。 

然し かう 考へ ると、 一寸 獨 創の ある 小論 文で も 書いて 得意に なって 見せる のが、 却って 蓮 命に 對 する 大きな 面 

白い 皮肉 かも 知れない。 

Y 子さん にさう/ \ 度 々消息 を逼 るの は^の 無理と いふ もの だ。 東京 は 寒さの 盛りな ので、 Y 子さん は 大分 痛 

めら れて 居る。 僕と 雖 もさう 書物にば かり 沒 頭して^ る譯 ではない。 偶に は Y 子さん とも 眞 面目な 話 をす る。 僕 

は その 度に 唯 驚く ばかり だ。 

もろ/ \ 

諸々 な 力が^ の 心の中で 奇蹟 を 働く。 然し 女の 心の中で 奇蹟 を 働く もの は戀 愛の みだ。 三年 前に 日曜 學 校の 一 

隅に 人形の 如く 坐って ゐた 彼女と、 今の 彼女と を 較べて 見る と、 僕 は 又 科 舉の權 威の 絶無が 叫びた くなる。 

一昨日 Y 子さん の 父なる 人が 突然 歸 つて 來た。 而 して 今朝 は 旣に姿 を 見せない。 才 取り じみた が & かしい 男 

だ。 然し ほどの 醜惡な 感じ は與 へない。 母と いへば、 この頃 母の 僕に 對 する 冷遇 は 天下一品 だ。 一 つ は それ も 

あるから、 この.：^ に^ 綾け て やりたい 氣も する。 

(B より A へ〕 

一九 一 叫、 二、 七 東京 

A 兄、 僕 は. n: 分の^ に浒む 皮肉 家に 嘔吐 を 催す。 
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^は 慚愧 して 前の 手紙 を 取消 さして 貰 ふ。 N 子さん の 事 も、 もう 一度 深く 考 へさして くれ 給へ。 僕 は 自分 を 曾 

む。 極端に 愀む。 何故 正面から 眞實 にぶつ かる だけの 勇氣 がない の だ 僕 は。 

Y 子さん は 朝食 を 取らす にゐ る。 一 寸兑 たら 泣いて ゐる やうだった。 

研究室に 行く 前、 匆々。 

(A より B へ ) 

千 九 fn 卜 叫 年 二月 八日 夜 仙臺 

3 「し、 

六 口と 七： U に 書かれた 君の 乎羝を 讀ん で、 君の この頃の 心の 様子 を、 僕 はとう 判斷 してい、 か 分らない。 兎に 

^おの 胸の 中に 何 かひ どい 葛藤の 起って るの だけ は 想像され るが。 

そ o たく 

僕 は^し さう いふ 想像 を ひねくり 廻して 君 を 忖度す るよりも、 率直に 僕の いひたい 事 をい ふ 方が 早道 だと S ふ。 

!s が N 子の 事 をい つてよ こして くれた 時には、 僕. EI 身が 求婚 を 受けた 處 女の やうに 心 を 躍らした。 けれども すぐ 

後から 失望が 起った。 N 子 は 僕に は 眼に 入れても 痛くない 程 可愛い、 奴 だ。 ^いつは、 君に き はない 時分から 哲 

の^を 閲 かされて、 君 を 思って ゐた。 ^に 遇って から は、 いっか も 書いた やうに、 唯もう 君 を崇拜 して ゐる。 單 

純で は あるが 單純 だけに 透き通った あいつの 心 は、 その 兄 を 熱愛して ゐる 以上、 兄の 心 交す る 友 を 熱愛 4- すに は 

ゐられ な いんだ。 あいつ は 勿論 君なん かと 太刀打ちの 出來る 人間で はない 事は觀 念して ゐる。 だから 一 度で も 君 

た^ふ その 心 持 を 僕に でも せた 事 はない。 謂 は^ 心の 一 番 隅つ この、 . 一 番聖ぃ 所に いひ^い と 君の 思 ひ 出 を秘 

^して ゐ るんだ。 而 して それだけの favour に 十分 滿 足して、 始終 元氣 よく 働いて ゐる。 恐らく、 愛 靑の眼 鍩で見 


1  あば 

なかったら、 神で すら あいつの 心の 祕密 を發 くの はむ づか しからう。 僕 は 神で はない。 然し あいつ を 愛する 察に 

かけて は、 誰に も 劣らない から、 その 胸の 中が 見え透いて 可哀 さう になる。 君の 配偶と して 卜 分璁明 でない^、 

うぬ «x 

お.^ の 不足な 事 しっかりして ゐ ない 事、 容貌の 美しくない 事な ど を、 自惚れ を扮て \覺 悟して ゐる のが いぢら 

しいんだ。 M 時に、 おし^の 爲め とならば、 どんな 女に も 劣らない だけに、 身 も 心 も 捧げ 切って 見せる そと 思 ひ 

込んで ゐる その 心根が 更に いぢら しいんだ U 俟が 母に 向って 君の^. なんかして ゐる 時、 傍で 針仕事 をして ゐる妙 

ケが、 ひとりでに 仕^ を そっちの けにして、 僕の 言葉に 聽き ほれる 時の 顏は、 君で も 美しく 思 ふだら うと 僕 は 思 

ふよ。 

この 前 僕が N 子の 事 を 一寸 喾ぃ たきり にして しまったの は、 あんな 事 を 筆に したの を 後悔した からだ。 荇 越な 

^をい つたと 思った からだ。 S に對 する 愛慕の 強さ をのけ て考 へる と、 君 は N 子な どより 遙 かに 1 れた女 を 妻と 

すべき 力と 尊 さと を 持って ゐ るのに 氣が ついた からだ。 僕 は 今でも 堅く さう 信じて ゐる。 君が 假 りに あいつに 結 

峤を巾 込んでも、 あいつ は 屹度 斷 るに ちが ひない。 そして 又 それが 正 當な 事なん だ。 唯 その 正當 だとい ふ 事 は、 

あいつに 對 する 僕の 憐憫の 心 持 を 少しも 減じ はしない。 何故って いふと、 あいつ は どの 女よりも、 愛すべき もの 

を 如 ：！： に 愛すべき か をよ く 知って ゐ るから だ。 

仇ん の爲 めに こんな 事 を 書い たんだら う。 さう だ、 僕 は 君に あいつの 心根 を 知って 貰って、 あいつに 一片の 同 

情 を^せ て もら ひた かったん だ。 暇な時に でも 手鉞を 書いて やってくれ 給へ。 それ は あいつの 魂に 少しも 危害 を 

^へないで、 深い 慰藉 を投 ける 結枭 になる に 遠 ひない。 僕 は その 事 を 君に 知って 貰 ひたかった。 

七：：： に は Y 子から も 乎 紙 を 受取った。 この頃 彼女の 手蹟 は 段々 君のと 似通って 來て、 今日なん ぞは區 別が つか 

たいお たった。 ^から 二通 來たの だと 思って I! いて 見たら， さう でなかった ので、 もう 一度 封筒 を 兌 直した 程 だ 

宣言  一 1 ヒ 
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つた。 それに これまで {n い 封筒 を 使って ゐ たのに、 何時の^にやら 君のと 同じな 薄綠 色のに なって ゐた。 而 して 

いつもながら 君が 人 を 動かす 不思議な 力に 驚いた。 上 眼 を 使って 話 を 聞く 君の 癖が、 今ぢゃ 研究室の 流行 ださう 

ぢ やない か。 それ はさう と、 この 顷の Y 子 はー體 どうしたんだ らう。 この^の Y 子 はー體 どうしたんだ らう。 こ 

の^の 乎 紙に、 死と いふ 問題の 書かれて ゐ ない 事 はない。 祌の 意志と 人間の 生活との 間に は、 確かに 埋めが たい 

矛お が あると 彼女 はいふんだ。 生活の 或る 形式が 必至 的な もので、 しかも それが 祌の 意志と 容れ合 はない 場合に、 

死と いふ もの は 唯一 っ殘 された 矛盾の 解決法で は あるまい か。 、自分 は 無責任の 死に は 少しも 同情 は 持てない が、 

神の 意志 を體 現す る餘 地がない 生活 は、 死に 蹂み躧 らして 差 支ない 生活で はないだら うかと も 書いて ある。 ^身 

な，：：： 分 は 遠から す 死の 乎に 捕 へられる やうな 心 持が する。 死の 手に 捕 へられる 程 哀れな 事 はない。 その 位なら、 

死 を 使役して 自殺す る 方が 美しく はない かと も 書いて ある。 死の 恐し いのは、 自分が 空に 歸 すると 思 ふから だ G 

自分 は 或る 心 を 捕へ た。 その 心 は 自分 を 忘れよう 喾 がない。 0 分 は、 その 心の中で、 淸ぃ 高い 生苻を 緩 けられる 

とも 害いて ある。 僕 は Y 子の 心 を 或る 點 まで 理解す る 事が 出來 る。 僕 も、 或る人々 の 主張す る やうに、 .S 殺 を 罪 

葸 だと は 思 はない。 自己の 意志で なく この 世に 生れ 出た ものが、 その 偶然 を 破り 棄 てるの を 咎め立て する 现. H は 

ない と 思 ふ。 然し Y 子と 自殺と を 結び 附け て考 へる の は 僕 はい や だ。 勿論 自殺しても、 彼女 は 僕の 心の中に いつ 

まで も 高く 深く 淸く 生きる だら う。 然し 僕 は 彼女の 胸に 祕 めら れ たま-、 彼女と 共に 空しく 死なねば ならぬ の を 

彼女 は 察して ゐな いの だら うか。 彼女 は 又 神の 意志と 生活との 矛盾と いふが、 何處に 矛盾が あるんだ。 何故 その 

點を はっきり 僕に 打明けようと はしな いんだら う。 神の 意志に 從 つて、 僕 等 二人， の 生活 を 改造し 得ない 程、 僕 は 

卑怯で はない 積り だ。 考 へて 見る と、 この頃の Y 子の 態度の 中には、 どうも 煮え切らない 不 滿を覺 えす に はゐら 

さ. s ぎ 

れ ない。 例、 ば、 秘^ を 抱きき つた 人と 人との 問に 起る やうな 不安と^ 疑が、 ともす ると 僕の 頭 を かき 國さ うと 


する。 

僕 等 は^の 大 の やうに 若い んぢ やない か。 大きく 大氣を 吸って、 光の やうに 心 を 通 はした いぢ やない か、 喜 

ぶに しても 悲しむ にしても、 どん底から 搖り 動かして、 喜び もし、 悲しみ もした いぢ やない か。 明ら さまな 自然 

そのもの k やうに 振舞って は なぜい けな いんだら う。 見た まへ 僕の 窓の 外の 自然 を。 

先刻から 荒れ 出した^ 模様 は すさまじくなる ばかり だ。 雪氣 のない 突風が、 鋸の やうに 平べ つたく 銳く戶 の 隙 

間から 切り込んで 來 たと 思 ふと、 木 端の やうな 僕の 家 はけし 飛ぶ かと 思 ふば かりにぐ らくと 搖り 動く。 何ん と 

いふ すさまじい 物 昔 だ。 然し 何ん とい ふ莊嚴 なォ. I ケス トラ だ。 僕 はこれ から 工場まで 见 廻りに 行って 來 なけり 

やならない。 土脊を 積み上げた 煙突が 倒れ やしない かと 心配になる。 あれが 倒れる と 機械の 運命が 危ぶまれ るか 

ら な。 

何 ん とい ふ すさまじい 物音 だ。 然し 何ん と い ふ莊 嚴なォ ー ケス トラ だ。 

祌の祝 一 1^ の 上に あれ。 而 して Y 子の 上に あれ。 

ク む 

僕 は その 巾 上京す る。 

(B より A へ) 葉書 

I 九 一 叫、 二、 九、 夜 柬京 

颶風 は 帝都 を も 襲 ひ つ 、 あり。 

weaufcrt  sole にて 卜 度に も 及ぶべし と 思しき 風速 もて、 飄蓬 として 颓嵐は fK 地 を 行く。 何 练 ^^なる 狂 f?!:: ぞい- 

而 して 何等 莊嚴 なる 諧調 ぞ。 
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畏 るべき かな 自然。 眞に 憐れむべき かな 人。 

おご そ 

自然 如 伺に 狂歌 亂 舞の 痴態 を盡 すと も、 そが 中には 厳かに して 破るべからざる 諧調 ある もの を。 人 は 自然の T 

分身と し 生れながら、 何故に、 事毎に、 諧調 を亂 すに 爾く 巧みなる や。 

^に 憐れむべき かな 人。 唾棄すべき かな 我れ。 

(B より A へ) 

一九 一 叫、 二、 九、 夜 束 京 

おの 乎 紙を讀 むと、 何ん とい ふ 事な しに あんな 葉書 を 書いて、 嵐の 中 を まろび 出て それ を 投函した。 歸 つて か 

ら すさまじい 咳の 爲 めに 小 半時 間 油： 汁 を 搾った。 餘り 激しい ので、 Y 子さん がわ ざく 寢 床から 起きて 來て、 介 

抱して くれた。 二三 日 風邪 を 引いた やう だ。 熱が 頭に 籠って 不懾快 千 萬 だ。 

今 Y 子さん と 暫く 話 をした。 君に 對 して 打明けない 祕密が あるので はない かと 突 込んで 閜 いて 見た。 Y 子さん 

は 3£ 劍な 顔忖で …… さう いふ 時に 彼女の 美 は祌々 しい 程になる ： ： きつば り、 無い と 云った。 

今夜 は 妙に そ は （'して 讀 書が 出來 ない。 一つ ゆっくり 構へ 込んで、 この頃の Y 子さん を 君に 紹介しょう。 

僕 は、 ー體、 讀書の 外に は 何事に も 無頓着な 男 だと 誰から も 思 はれて ゐる。 實際 僕の 服装 や 僕の 部屋の 亂雜さ 

を见た 人が、 さう 思 ふの は 無理がない 事 だ。 然し 少し 無頓着で ない 人が 見たら， 僕 も 案外 無頓着で ない 巧 だとい 

ふ 事が、 ^ぐ 知れべき 喾 だと 思って 居る。 ある 學 者の 所に 新に 下女が 來て、 忠義 振り を 見せる 積り で、 その 钟齋 

を 隅から隅まで 憨頓 した。 その 舉^ は 迷惑 相に 下女 を 顧みて かう 云った T 俺が 折角 規則； 止しく 散らかして 置いた 

もの を、 お前 は 不規則に 片 づけて しまったな」 君 は 可な. リ忠實 に 僕の 報吿を 信じて 差 支ない と E ふ。 


曜^ 抆 時代の Y 子さん を囘 想す ると、 尋^な、 然し 齢に あはせ ると 少し 悒 K な 少女が 描き出される。 痛々 し 

ぃ秤瘦 せて、 節々 の 延びた 體と、 3sm;" な豐 かな 髮の 毛と、 物 を 探る やうな 大きな 眼と が、 强 ひて 云へば 特長 だつ 

た。 あの 眼に は その 時分 忘れられない 印象 を 受けた 事が ある。 六 年 前 だから Y 子さん は 十 叫の 時だった の だ。 日 

曜^-校の 教師が 病氣で 休んで 居る から、 僕に 出ろ と 牧師から 云って 來 たので、 僕 は 出た、 I-  Pshaw! —— 話 を 

した 級 は 丁^ Y 子さん の 級だった。 七 八 人 居た が Y で-さんが I 番齢 下だった らう。 

秋の 初めだった。 女の 集まる 所で 香 ふ あの 一 極の 匂 —— 僕 は 臭 氣と云 ひたい —— を ひどく 嫌 ふ 僕 は、 何よりも 

先づ 側の 窓 を がらつ と 開け放した 事 を覺 えて ゐる。 僕と 生徒との 問に は、 黄色い 暖かい 光の 河が 流れて、 僕が 生徒 

に H へようと した 視線 は遮斷 されて しまった。 生徒の 席 は 部屋の 隅に なって 居た から、 光に 飽和した 僕の 眼に は 

そこ は ほ.；^ に见 えた。 僕 は 眼 をし よ ぼ/ \ させながら、 その 喑ぃ 中を见 分けよう とした。 その 時 僕の 第一 に 感じ 

たの は、 大きな 二つの 眼が 僕の すぐ 前で 仰向き 加減に 僕 をまん じりと ID- やって 居る 事だった。 外の 生徒 の^も 愣 

を见 てお た ilfu だのに、 その 大きな 服 だけが 逸早く 僕の 視覺を 刺戟した。 一 體を云 ふと、 陰影の 中に 在る 靑味 を帶 

  か き 

- た，：：；^ ほど 不調和な 氣 味の 惡 いもの はない。 人 をして 牡螭 のむ きみ を 聯想 させ、 死體の 毛の 生え際に 现れる 毒 

^しい あの 灰色 を 聯想させる もの だが、 その 服 は黑目 勝ちであった 爲 めか、 少しも そんな 氣を 起させす に、 僕 は 

ゆかく はたい が、 一種の 深い 柔か 味を覺 えた。 始めは 稍ぶ 直線に 似て 太く、 末に 行く に從 つて 次第に 細りつ \、 

うは 

かりに 消えて 行く 曲線、 例へば 新：：：： の 一半 を蔽 うて 眺め だ やうな 曲線 を^ 入った 時に 起る 感覺 を、 僕 は 靜 か 

に受 人れ てゐ たこと に 氣が附 いた。 靜 かに 落着いて 居ながら、 底の 底の 方に 根強い 動搖を 潜め、 色々 に 物 は 動き 

たがら、 しんとす る 稅の靜 かさ を何處 にか 持った、 夏の 終りと も 秋の 始めと もっかない あの 季節が、 又 この 眼に 

よって 聯想され た。 僕 はこの 聯想から、 あの 時の 初秋で あつたの を、 未だに 覺 えてお るの だ。 iK もぢ つと その^ 
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を 見た。 大抵の 女の 眼 は、 殊に 少女の 眼 は、 男の、 殊に 僕の やうな 銳ぃ 眼の 男の 熟視に よって、 たじろぐ のに、 

ひる 

この 眼 は 少しも 怯まなかった。 恥づ べき もの を 持たぬ 子供の 顏の やうに 怯まなかった。 紫の 眼の 方が 意氣 地. なく 

„ や *i  ノ  ,  ひとみ 

も 、もの 疚し さを覺 えた。 而 して 先 づ眸を 移した。 僕 は 今でも あの 時の 敗亡 を考 へる と 羞恥 を 感じる。 それが Y 子 

さんの 眼だった の だ。 

Y 子さん は、 その後、 僕の 記憶に は 上らなかった C 一昨年 敎會の 入口で、 君 を 彼女に 紹介した 時 も、 その 前 皮 

女から 受けた 印象 を 繰 返す に 過ぎなかった。 十七に なっても、 十四の 時の 彼女と 變 つて 居なかった のが、 少女 を 

何時までも その ま \ であらし めたい と 思 ふ 僕の 利己的な 立場から 嬉しかった^ けだ。 

話 は 外れる が こ.^ は 無駄話 を 聞く と 思って 讀んで くれ 給へ。 女が 若し、 生理的に も 性情の 上に も、 十 W 十 冗 以上 

に 年を取らない ものなら、 世界の 歷史は どれ 程 美しくな つたら うと 僕は考 へる もの だ。 これが 僕の 利己的の 立場 

と稱 する ものお。 その 年頃の 美しい 少女 を 兌たり 考 へたり すると 僕 はよ く淚 ぐむ ：… そんな 口 マ ンチッ クな 口吻 

が 君の 口から 漏れる の は 似合 はなく を かしい と 君 は 云 ふか も 知れない。 然し それ は A マ ンチッ ク でもなければ セ 

ンチ メンタル でもない。 もっと 深刻な 生の 深みに 築かれる 人間 本来の 要求で も あり 情鍺 でも あると 僕 は 堅く 信じ 

て 居 骨が こはビ ると 同時に、 心まで こは^って 粗 造になる 奴等 は 論外 だ。 僕 は 死ぬ まで 心の delicacy を 失 ふ 

まいと 思 ふ もの だ、 纖細 とか 何ん とか 譯 される 爲 めに、 この 大きな 一 つの 心の 力 は、 い 著^く 誤解され て 居る。 動 

きの 細かい 事が 力の 弱い 事で はない、 と 云っても 心の delicacy を 失った 奴等に は 依然として 分らない の だから 

お 方がない。 彼等に は 破瓜 柳 前の 少女の 持つ 力の 强 さは 理解され ないだら う。 例へば、 少女の 立って 罟る 時の 膝 

i  ^1- と  す なま 

力ら i に 至る 足の 線 を 迪 つて 見ろ。 何ん と 云 ふ 素直な 非點の 打てない 美しい 線の 配合 だら う。 その 全體の 輪廓 は 

白日の 下に 驚くべき 祌祕^ 姿 を 描いて 居る。 然し 更に 驚くべき 祌祕は その 心の中から 流れ出る と 云 はねば なら 


ぬ。 少女の 前に 一輪の 花を備 へて 兒ろ。 彼女 は その 花に 恥ぢ ない 禮儀を 以て その 花 を 愛撫す る だら う。 少女の す 

る 千 百の 可憐な 虎僞 も、 恐ろしい 程 WR の 心 を そ- - りながら、 遂行にまで 近づく 事 を 許さぬ 不思議な 蠱惑 も、 地上 

樂鬨を 飾るべき 唯一 の 花環 だ。 僕 はよ く 色々 な錯覺 的 聯想 を 起す。 例へば 夜汽車に 乘 ると、 屹度 自然死 を 聯想す 

るし， 朝の 络氣を 吸 ふと、 口笛の メ  口 デ ー を 聯想 する 類 だ。 而 して 少女 を 見て 居る と、 何時でも、 人類の 運命と 

云 ふ もの を、 極く 朦朧と した 輪廓で は あるが、 非常に 鋭く 聯想 させられて、 思 はす 淚を 流す やうになる。 而 して 

僕 はこの 二つの 對 象の 間に、 密接な 連絡の ある 事 を 確信して 居る。 而 して 少女に よって 聯想 させられる 人類の 運 

命 は、 逃れる 術な き 美し さと 痛まし さと を 持って^る。 僕 は 非常に それが 好きだ。 

然し、 今 は、 Y 子さん も、 少女と 云 はう か、 直 女と 云 はう か、 僕の やうな 女の 傍観者に 取って、 ー赉心 を牽く 

て ふつが ひ 

時期 を乘り 越して しまった。 人生の 諸 門は樂 園の EZ と 同じ だ。 その 蝶番 は blank  hinge ではない。 出る 者に 對し 

ての み 動く^ 屈な 蝶番 だ。 自. E 意志から にせよ、 偶然に せよ、 壓 迫から にせよ、 一度 その 門 を 開いて 出た ものに 

は、 —— そのものが 甦生の 奇蹟 を 遂げない 限り は —— 二度と 開くべき 機會は 永劫に ない。 然るに、 過去に は斷じ 

て 復歸し 得ない こと を 知りぬ きながら、 振 返って 門の 方に 咏 歎の 眼 を 向ける もの を、 センチ メン タリ ストと 云 ふ 

の だ、 僕 はさう 云 ふ 態度に 出る もの &愚 しさ を 知って 居る。 而 して かくの 如き 態度 を 精力の 浪費と して 憐れむ も 

く をん 

の だ。 僕 は 久遠の 直 女 を 讃美す る。 然し その 實 現の 不可能 を 知る 楊 合、 直ぐ 視角 を かへ て 女 を 見る 現實 主義者で 

も あり 得る。 僕 は 眼 を 押し 拭 つ て Y 子さん を眺む ベ き 立場に 立 つた。 

^かば かりの 荷物 を 例の 赤毛布に ひつく るんで、 この 家に 越した 來た 時、 Y 子さん の metamorphosis は 恐ろしく 

急激な 根本的な 相を呈 して 居た。 僕の 心の 瞳孔 を その 觀 察に 適應 させる までに は、 大分の 時間が 過ぎねば ならな 

かった。 この 家の 空氣 は、 Y 子さん の爲 めに ひどく 榣ぎ 動いて、 謎の やうな 不思議な ものが 漂って 居る の を、 心 

宜  1百  一 二三 
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地惡ぃ 位に 感じた。 僕 は それ を 喜んでい， - のか 遺憾に 思って い」 のか を 知らなかった。 僕の ものと ^ めら した 部 

^^^に は、 。ゼ ツチの 「ビヤ ト リス」 の 見事な 複製に 竝 ベて、 少女 雜 誌の 附錄 らしい 少^の 肖像が， 趣味の 惡ぃ 

額緣に はめられて 懸 つて 居た。 僕 は 潞面を 造りながら 荷 も 解かない 中に、 その 少女の 肖像 を 取り P して、 跡に ド 

フリスの S 眞 を かけて ：： ルた。 處が 「ビヤ ト リス」 と猶更 妙な 取り あはせ になって しまった。 その 免 は そのき で 

我^した が、 翌朝 はどうしても 落着け ない ので、 「ビヤ ト リス」 も聖 座から 引きす り g して、 ョ I タシャ I の 地質 圖 

と 取 代へ るこ^に した。 僕 はこん な 事になる と、 人の En なぞ は 構って 居られない I がんな ので、 Y 子さん の 好意 

と は 知りながら、 眼 をつ ぶって は 居られなかった の だ。 Y 子さん が、 これで は A も屮々 骨が折れる なと 思ったり 

した。 こんな 風に 僕 は 部屋から 始めて、 思 ふま、 に そこいら を變 革した。 留守中に して 置いて くれた Y 子さん の 

片 杯け 方が 氣に ^はなければ、 見て 居る 前で、 構 はす 模様 變へ をした。 部屋の 掃除の い かか なぞ も 僕の 氣に 入ら 

.K いき 力 多かった。 部屋の 隅々 の 塵 を こそぎ 取る やうに 掃いて 遛 いて くれない 事 なぞ も その 一 つ だつ， ヒ。 始めう 

.IT は 3! 除 は 母が する の だとば かり 思って 居た から、 ある 時 部屋の 隅に 氣味惡 く 溜った 塵 を 指しながら Y 子さん に 

「あなたのお 母さんの やうな 人に は、 部屋 を楕圓 形に 造って 置く 外ありません ね」 といって、 Y 子さん を 消え入る 

H^^B ，させた 事が あった。 Y 子さん は その 時、 僕 を-冷酷な、 女の やうな 皮肉 を 云 ふ 男 だと 思った さう だ o さう か 

と^ふと 溜飲の 下る やうな 事 を Y 子さん がする ので、 默っ たま \ で 感謝す る 事が 度々 あった。 例へば 楊枝 を必す 

熟^に 浮け て 出す 琪 とか、 角 兵 衞 獅子、 侏儒 又は 色の あせた 袴 を はいて、 さ \ら の やうな 聲で 慈善 を勸 める 孤兒 

院の 女な どの 物 貰 ひが 來た 場合に、 人と 生れた の を悔む やうな 顔 をして、 奥座敷に 逃げ こむ 事、 その 母 を 蔭： H 向 

なく 卑しんで 居る 事、 厠に 立つ の を 人に は-せた たかいの ない 事、 君から 便りが あった 時、 曰 頃に 似ぬ 晴々 しい 顔 

お になる 事な ど。 然し 要するに、 僕の 移轉當 時、 Y 子さん が 僕に 傳 へる charm と 云って は、 未成 口 S にの みある、 


かの 完成の 場合 を豫 想す る 事に よって 成り立つ 特殊な charm に 外なら なかった。 

斯う は 云 ふ もの-、 俟は、 その 時分で すら、 Y 子さん を 一目 下に 見る 氣は 決してし なかった。 たしか あの^の 

乎 紙に も喾 いたと 思 ふが、 か ゝる不 {- 兀 全と 矛盾と を 持ちながら、 Y 子さん は 多分の 尊い 未知 數を蓄 へて ザ：1 る、 さ 

う 感じない では 居られなかった からだ。 女 は、 戀の 成就に よって 平凡になる もの だが、 Y 子さん て は、 戀愛 こよ 

つて 捥ぎ 去られな いものが 澤山 ある、 と 云 ふやうな 事 を 書いた と覺 えて 居る。 君の みを考 へて 居る 喾の 彼女 か、 

^すら 全く 捨て © いて、 考へ事 をして 居るな、 と 感ぜられる 場合が 度々 あった。 それが、 女に あり 燧 ちな、 取り 

とめ もない 厲 螯の 夢との みは 思 はれなかった。 君 は Y 子さん の 寫眞を 見せて 貰 った亊 が ある だら う。 而 して その 

お E の^^と-ぶ はす、 容貌まで が、 一 っ^ \- 同じ 人と は 思 はれぬ までに 違って ©I るのに 氣が ついた か。 如何 かし 

て、 ひょっと Y 子さん と 眼 を 合 はせ る 時、 幽靈に 遇 ひで もした やうに、 身の^の よだつ 感じ を 受ける 事が よく あ 

き  , 

つた。 人の 表情 は 自然の 印象と 同じく、 どれが その 人 *^ の 表情と 決めて か \ る 事 は出來 ない もの だが、 如何 か 

した 拍子に、 あれが Y 子さん かと 思 ふやうな、 餘り 飛び離れた 表情に 出 遇 ふので、 思 はす ぎょっとす るの ど。 Y 

子さん の 祖先が、 ふと Y 子さん の 瞳孔 を 借りて 現世 を观 いたの か、 それとも 未來の Y 子さん が、 #K く朧 ろげ な 

がら、 その 肉體に 宿って 現れ 出た のか。 ある 時には 其の 表情に 極度の 屈託と 悲哀と が 表現され、 又 あか 時には 鐵 

鎖 を斷ち 切った プ a  メシュ スの やうな、 極度の 奔放と 自由と が 表現され る。 ある 時には、 瞳 は黑ぃ 火の やうに 然 

え、 叉 ある 時には"： は 花の やうに 接吻 を 求めて 開く。 而 して 有難い 事に は その 表情の 中、 露 ほど も 自已作 爲の影 

がない。 始終.：：： 分の 誠赏を 危ぶんで ゐる僕 は、 他人の^ 實を 感得す る 力が 割合に 激しい と 同時に、. その 不誠赏 を 

兑^  く 力に，：：： 分 を 苦しめる ^鋭敏 だ。 その 僕が、 彼女の か X る 表情の 屮に不 誡實の 何者 を も 兌 出す 事が 出来ない 

の だ。 愤は それ を 或る^ 味に 於て いま/. \ し くさへ 思った。 然し 僕 は事實 を枉げ るべ く餘 りに 多く 科舉的 だ。 女 
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は 根柢に 偽善者 だとい ふ傳說 的な 定義、 僕が 公理と して それまで 承認して 居た その 定義 は、 この 事實の 前に 動搖 

し 始めた。 僕 は 一 種の 壓迫を 感じない では 居られ なくなった。 それが 一 種の 不安と なって 絕 えす 僕 を 脅かした。 

瀕死の 熱病 者が、 無意識に、 何 か を 見詰める やうな、 虚ろな、 然し 緊張した 眼の かビ やき を， ある 時 は、 Y 子 さ 

んを襲 ふ！： 歸 的な 發 熱の 所爲 かと 思って 見た。 その 頃 Y 子さん は實際 三十 八 度 近い 熱が 出たり 潜んだり して 居た 

の だ。 ある 時 は、 ぶしつけに 其の 譯を 詰り 問うても 見た。 さう 云 ふ 時 Y 子さん は 何時でも 非常に 不安な 顏付 をし 

た。 然し 返事 は 屹度 病氣 だからと 云 ふに 過ぎなかった。 或は さうな のかと 自分で 考 へて 居た 癖に、 僕 は 「爐 をつ 

け」 と 心の中で 思った。 

如何 かする と懼 ろしい 忌 はしい 疑惑が、 僕 を 襲 ふ 事が あった。 Y 子さん は A を 愛する と 思って 居る のに、 その 

奧の 方に 潜む 誠實 が、 それ を 裏切る ので はない か。 僕 は 驚いて 自分 をた しなめ たが、 ともす ると 同じ 考 へに 引 入 

れられ た。 然し 君の 手羝を 手に した 彼女 を 見る と、 この 忌 はしい 心の 曇り は 跡形 もな く 晴れる のだった。 

今；：： は 僕が この 家に 移って 來 てから 丁度 一箇月 目になる。 短い 時間 は 可な り 多くの 出来事 を 成就した。 來た當 

時 は、 Y 子さん は 僕の 例の 人 を 近づけない 性質に 氣 兼ね をして 居た し、 僕 は 又 今 書いた やうな 不思議な 不安に 惱 

-  ,  づ かど 

まされて 居た ので 二人の 心の 交涉 は、 實 にいら くす る程遲 くし か涉ら なかった。 一月の 十四日に 母が 墓參に 

行った 留守に、 二人が 始めて 友達ら しい 會話 をした の は、 君に 書い. た 通り だ。 僕と 母と は 初めから 公然と 嫌 ひ 合 

つて 居た。 母 は Y 子さん が 僕と 一一 一一 口 葉 を 交 はす 事に すら、 卑陋な 眼 を 向けた。 Y 子さん は 見返す やうな 態度で、 わ 

ざと 僕に 親しげ な 口 をき いて 毘 せた。 然し あの 母の 傍 近く 居る と 云 ふ 意識 は、 僕の 膽囊 の過剩 分泌 を 促す のに 十 

V- う  あ、 つ 丈 

分だった ので、 本當の 親しみ は、 母の 居る 所では、 Y 子さん に對 して 如何しても 現す 事が 出來 なかった。 その 母 

が 居なかった。 而 して その 日 は 具合が 惡 かった ので、 僕は擧 校に 出す に 居た。 朝から、 氷雨と でも 云 ふべき 寒い 


雨が^の やうに 隙^と いふ 隙^から 這 入って 來て、 肺 患 を 持った 人ば かりが 知る 苦しい 日の 一 つだった。 おまけ 

に 僕 は 前の 晚に實 に. いやな 夢 を 兌た。 

何處 を兑て も、 豪^: とか 華麗と か 云 ふ 一 lc 葉の みで 形容せ ねばならぬ 不思議な 廣 間の 不思議な 群集の 間に、 ころ 

りと 拋げ 出された 慘 めな 石の やうに、 僕の 居る 夢だった。 僕 は 自身の 力量 を 容易に 自分で 兑 くびる やうな 男で は 

ない。 その 僕が 妙に ひけ 目に なって しまって、 如何しても 心 熱が 燃え 上らない の だ。 僕は强 ひて 自分 を勵 して、 

^然と 立 上って、 あたり を啤 睨して やった。 然し 群集 は 一人と して 僕の 方に は 眼 も くれす に、 僕に は 後ろ を 見せ 

て、 非常に 興味 ありげ に、 何 か 一 つの 事柄に 熱中して 居た。 その 事柄が 何んだ か は 如何しても 僕に 見 窮める 事が 

出來 ない の だ。 或は —— 或は  一^ 大切な もの を 見得る 眼 を 僕 は 授かって 居ない ので はない か。 さう 夢の 中 で^つ 

た。 而 して それが 僕 を 限りない 失望に 誘 ひ 込んで 行かう とする。 僕 は 肉體を 持った 敵に 對 する やうに この 失望に 

對 して 乎 足 を 動かして 悶えて 居た。 どっと 哄笑が 起る。 彼等 は 僕 を 見て. 笑って 店る ので はない。 彼等 は總て 僕に 

後ろ を，： I： けて 笑って居る。 僕の 居る 事な ど を 彼等 は 知り もしない 風 だ。 僕 は 憤怒の 爲 めに 額が 破裂し さう になつ 

た。 僕に 無關 係な 哄笑が 又 起る。 僕 は 拳 を 握りし めて 聲を 立て、 泣き出した。 眼 は 群集 を見据 ゑた ま k 乾き 切つ 

てばた。 氣の 强ぃ惡 太郞 が、 衆寡 敵せ す、 泣き わめく やうに 聲 ばかりで 泣いた。 僕に 關係 のない 面白げ な 哄笑が 

ぬ あせ  をかん 

又 起る。 眼が さめる と顏も 乎も盜 汗で ぬら- (- になって、 毛孔が 一 つ/, \牧 縮す る やうに 惡寒を 催して 居た。 而 

しその 夢の 爲 めに 僕 は 不思議に 日頃の 自信 を 失って 非常に 淋しかった。 「俺 は 放蕩 者 だ。 而 して 卑怯者 だ」 と 云 ふ 

,:z お 炎の 分が、 體中を 鳴り 廻った。 瞑想の 絲には 果てしがない。 僕 は 頭から 布團を ^ つた ま. -、 段々 先き の狹 

まって 行く 迷宮に 這入り込んで 行った その 時、 Y 子さん が靜 かに 襖 を 開けて 來て くれた。 而 して、 折よ くも， Y 

子さん の 本質 を 最もよ く 表 はす 姿勢 —— 小 じん まりに きちんと 坐って、 胸 を 折って、 少し 下向き 加減に、 顏の右 半 

^  S  ニー  七 


おお 武郞仝 集 第一 卷  ニー」 

而を 多く 兑せ. 乎 を 流れる やうに ゆるく 膝の 上に 延ばして、 掌 を 上向きに 輕く 重ねる その 射, I をして くれた。 

それ は その 曰の 杏徵の 始まりだった。 僕の 機嫌 はま だ 1 ら ないで、 床の 中から 上服 遣 ひで 挨拶しながら、 「あなた 

け 仆^ 人^に もっと 心 を 打明けて 见 せな いんです」 と、 いきなり、 ぶっ^〗 棒な 調子で 云って しまった。 而 して 

ビく後 力ら、 何ん と 云 ふ ひねくれた 俺 だと 思って 悔いた。 その 時 Y 子さん は、 か i ゲと ,1 もの やうな 不安な 

お f を 閃め かした が、 それ は 僕の やうな 奴で なければ 氣附 かない 程 さ \ やかな もので、 直ぐ、 心から 僕の 言葉 を 

^る やうに、 又^の 片手落ち を殘 念が る やうに、 豊かな 髮で 重さうな 小さな 顏を 少し かしげて、 少し 赤面し なが 

ら——^ が 君の 事になる と Y 子さん は 何時でも 眼の 下 を 赤く する il rA がそん な 事 を 云って よこした のか 知ら 

ない けれども、 ほ 分 は是れ 以上、 どう 心の 打明け やう もない。 自分 は 却って A こそ、 もっと 無遠慮. に、 總 ての 事 を 

ネ：： r けて 下されば い \ と^ふのに、 男と 云 ふ もの は强 がり をす るから い. や だ」 と 云 ふ 意味の 事 を 云った。 獎は文 

舉^ の やうに、 女の 言 槳を ヨ imic する 術 を 持たない が、 言葉から 来る 感觸 だけ は 鋭く 感受す る 事が 出来る。 「男 

とい ふ もの は强 がり をす るから いや だ」 とい ふ 意味 を Y 子さん が 云った 時には、 一味の 甘々 しさと、 A の爲 めに 

なら ^分, 肩 骨 は 折れる まで も蜇荷 を 背負って 見せる と 云 ふ 强ぃ覺 悟が、 美しく IV- 出た。 それ を 聞いて 漠の 

^は 始め てからつ と 晴れた。 

それから 僕 は 可な り 精密に、 小 笠 原 島の 話と、 僕の 專 門の 話 をして、 仕舞に は 悪夢から 覺 めて 思 ひつ ド けて S 

た默 想の 結 * を 話した。 君が 朿 京に 居たら、 君に 語らるべき 話な の だ。 僕 は又獨 りに なつてから、 この 默想 をつ 

づけねば ならぬ かと 思ったら、 淋しく つてた まらなかった ので、 それ を 誰かに 打明けて、 その 人が 解決 を與 へて 

くォ ぬに しろ その 默 想の 芽生え を斷ち 切る きっかけに しょうと したの だ。 僕 は 苦し さ を 押へ ながら、 懺梅 する 

やうな 心 持に なって、 ぼつり く訥 辯に 語り 進んだ。 Y 子さん は 下 を 向いて、 そこにあった 檢显 器の 赤 皮の 箱 を 


いぢく りながら 熱心に 聞いて おた。 ^に對 する 時と は义異 つた 熱意が 湧いて、 Y 子さん に は 解り さう もない 思想 

ho お 藤 だの、 僕の 幼年時代の 斷片 的な 思 ひ 出 だの を 語り 綾け て 居る 中に、 自分の 感情が 自分に 珍ら しく 驅り立 

てられて 來た。 又 熱 を 出すな と 思った けれども、 もう 如何す る 事 も 出来ない。 僕の 調子 は 段々 感傷的に なって 來 

で、 ふと 一 1C 葉 を 切って、 二人が 暫くの^ 深い 沈 默に陷 つた その 時、 疊の 上に、 極く 小さな もの，^ 落ちる 鈍い音が し 

た。 僕 ははつ とした。 それ は Y 子さん の 眼から 溢れた 一滴の 淚だ つた。 今まで 熱し 切って 居た 僕の 血 は、 氷の や 

うに 循環 をと めた。 Y 子さん の 肩が 小刻みに 震へ て 居る の を 見ながら、 僕 は 自分の pri」e が 踏みに じられ たやう 

に 感じた。 「$1; 様の H ゴ ィズ ムも その 位 小さく なれば 澤山 だ」 僕 はさう して 固 唾 を 呑んだ。 

淚の 乾いた Y 子さん の 頗には 誠實が 漲つ て 居た。 「自分 は あなたの 事 を 泣いた ので はない。 貴方に よって 自分の 

過ぶ が 泣かれた の だ 。自分 は 苦しく つてもう その上 を 聞いて は 居られなかった の だ」 と 云った。 而 して 如何にも 聰 

明 を 忍 はせ る やうな、 男に は眞 似の 出來 ない 一種の 筋道の 立った 話 振りで 彼女の 過去 を 聞かして くれた。 Y 子 さ 

んは 話が 進む ほど 度々 言葉 を途 切らして 肩 を 震 はした。 泣くまい とぢ つと 堪 へる 苦し さ を 僕 は 形で 見た。 それ は 

れ も 知って る 通り 悲しい 物語だった。 其の 曰の； 大氣は 物語の 背景の やうに 思 ひなされ た。 君と 婚約す るまで、 i 

初し い delicate な 乙女心に、 一身に ふり か \ る總 ての 問題 を、 I 或る時に は 難 || な、 或る時に は醜惡 な、 又 或 

る 時には^ 慘な —— 取り さばいて 來 なければ ならなかった の だと 思 ひやる と、 僕の 心 は 痛ましく、 悲しく、 苦し 

い paths によって、 締め 附 けられる やうに 思った。 而 して Y 子さん の 力量に ついて、 今までと は 全く 違った 考 

へ 方 をせ ねばならなく なった。 

二人の 話 はいつ まで も盡 きる やうに は 思 はれなかった。 話題 は 始めから 終りまで、 快活な ものと て は 一 つもな 

かった が、 二人 は、 悲哀 を 知る 人が， 互 を 慰藉す る爲 めに、 微笑み か はす 如く、 微笑み か はした。 Y 子さん は 知 

宣首  二 一 九 
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らな いが、 少 くも 僕 は Y 子さん の 立 去る の を 何時までも 欲しなかった。 獨り になって 後に、 また 僕の 心に 漲り 

滿 つる 今朝の 默 想の 櫞 きを 豫 想す るの は、 實 につら かった。  . 

二 時^も 話した 後、 Y 子さん は その 祖父に 呼ばれて 部屋 を 去った。 然し その 結^ は 意外だった。 僕 は 心の 隅に 

^て 覺 えない 暖かさ を 感じた。 而 して こんな 人 を 妻と なし 得る 君の 幸福 を 心から 祝 幅した。 僕に は 世界が より 美 

しく さ へ：^ えた。 

然し その 晚、 僕に は 猛烈 極まる 反動が 來た。 それ は あの 手 鉞を讀 み 直して くれ \ ば 分る と 思 ふ。 自分の 性格、 

00, 遝 命の 先； 大 的失陷 が、 深刻に 僕 を 苦しめさい なんだ。 

A 兄、 僕の 頭 は 今日は 如何 かして 居る。 や \ とも すれば Y 子さん の 消息 を 語る 代りに、 自分自身の 消息 を 多く 

^つて^る。 然し、 文舉 者なら ざる 僕 は、 自分から 切り放して 一個の 人 を描寫 する 術 を 知らないの だから、 已む 

を^ざる 結^と して 許して 貰 はねば ならぬ。 然し Y 子さん を寫す 僕の 鏡 は 歪んだり 曇ったり はして^ ない。 

この 口から 僕 等 二人 は、 甫 めて 輪廓 だけ 互に 知り合 ふやう になった。 それから 二三 日す ると、 僕の 健康 は囘復 

し、 心の 狀態 も、 嵐の 後の やうな 平靜に 還って、 1$ ぴ 自己と 仕事と に對 する 興味と 愛着と が 湧いて 來た。 而 して 

Y 子さん のす る 事が 總て 好意と 同情と を 以て 眺められ 出した。 Y 子さん の 不安な 表情 も、 略ぶ 想像が 出來 ると 思 

ふやう になった。 落着いた 居心地 は、 更に 僕の 胸の 障壁 を 取りの ぞいて くれた。 君の 事が よく 話題の 屮心 になつ 

た。 Y 子さん の 君に 對 する 理解 は 僕の 想像した 以上だった。 君の 素直な、 力強い、 愛 心の 溢れた 性格 を 僕 等は寶 

物の やうに もて あっかった。 而 して §： 五日が 過ぎた。 而 して 二人の 間の 平和の 絕頂は 行って しまったの だ。 

或る：：： Y 子さん が敎會 から 眞靑な 顔 をして 歸 つて 來た。 その 日 は 非常に 寒い 曰だった から、 义 やられた なと 思 

つて 居る と、 Y 子さん が 一寸と 云って 僕の 部屋に 這 入って 來た。 その 眼から は 異様な 光が 閃いて、 唇 を 震 はして 


まど 

ゐた。 敎會に Y 子さん が缺席 勝ちに なった の は、 異敎徙 たる 僕の 惑 はしに よると 云 ふ 噂が 立って 居る の ださう だ o 

それだけ ではない。 僕，；：^ 惑 は £H 仰の 事ば かりで なく、 もっと 恐ろしい 方向に 進んで、 二人 は 性的に 近づき <ic ひ 

ながら、 f』 ての 逍^^お- 榭 して、 有るべからざる 歡樂に 溺れて 居る と 云 ふの ださう だ。 Y 子さん は 漸く そ，^ だけ 

の^を：： ム つて 默 つてし まった。 Y 子さん は忽 諸に も、 自分が 僕の 名 響に 故障 を與 へる 原因に なった の を 殘念 がつ 

た。 僕 は 人^の 权 性の 下劣 さ 加減 を 今更に 苦々 しく 思った。 二人 は、 口に こそ 出さない が、 この 噂の 張本人が a- 

その 人で ある S を 知り 拔 いて 居た の だ。 君から Y 子さん を 切り放さ うとい ふの は i てから の^の 宿願 だ。 の^:^ 

Y 子さん が この頃 その 母に 對 して 取る 態麼 は、 母の^ 惡を買 ふに 十分だった e 僕の この 憎むべき 女性に 感 する 艇 

惊心は 極度に 達した。 長い 沈默の 後に、 僕 は 突然 立って 茶の間へ 出て 行った。 Y 子さん は、 こんな 場合に 僕 を 引 

きとめる 無益 を饮み 込んで 居て、 止めようと はしなかった。 それが 偸 快だった。 僕 は 溜飲の 下り 切る まで、 ぐん 

ぐん 母 を 追^した I 母の 叛逆に 就いて 何等 具體 的な 證據も 握って 居ない のに 勝 身に なれる 僕の 意力と 直 覺とを 

小氣 味よ く 感じながら。 

然し その n から Y 子さん の 健康 は 俄然 ー變 した- 殆んど 毎日の やうに 喀血が 續 いて、 熱の 度 差が 激しくな つて 

行く ばかりだった。 病に 虐げられる 彼女 を 何に 譬 へたら い.^ だら う。 痛ましく も 肉の 美し さが 破壞 されて 行く 跡 

に， 奇蹟の やうに 現 はれ 出る 全く 遠った 肉の 美し さ を 何に 譬へ たらい、 だら う。 彼女 は瘦 せる 程 美しくなる。 而 

して 瘦 せる 程、 深い 靈の 力が 外部から 感ぜられる。 神の 試練の 爲め にや i れ菜 てた 聖者の やうな 氣 高さが、 彼女 を 

光りお くものに する。 僕 は、 彼女 を 扶け勵 ますよりも、 その 前に 身 を 投げ出して、 心 ゆく まで 懺悔した いやうな 

心地になる。 

然し 僕 はもつ と 常識的に せねば ならなかった。 同じ 病氣を 持った 僕が、 Y 子さん の 側に 居る の は 第一 よく 
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ない。 その 點 からのみ 考 へても 僕が この 家 を 去るべき 理由 は 十分 ある。 第二に は、 Y 子さん は 僕の やうな もの- 

^在 を 必要と しないで、 どん/ \ 進んで 行く カを備 へて 居る。 彼女の この頃の 飛躍 は 僕 を 驚かせる。 全能者に 對 

する 信仰の 如き は、 僕 等 不可思議 論者に 取って は、 又 今の 世の 所謂 信者なる もの \標 準から 見れば、 一 つの^ 異 

と 云 ふべき だ。 その 信仰 は總 ての 信條 から 解き放された、 自. E な もの だが、 信條の 破棄 はー歷 全能者に 近づいた 

必然と して 行 はれた ので、 束縛 を 厭って 行 はれた もので はない。 だから、 彼女の 思想な り行爲 なり は、 信條 によ 

つて 排斥され る 事 はあって も、 全能者の 嘉納し 寬恕 すべき 種類の もの だ。 ドグマで 堅 まった 日曜 擧 校で 始めから 

練られた 彼女が、 宗 敎に對 して 無 感覺な 家庭に 育った 彼女が、 如何して こんな 三昧 を會 得した か。 恐らく は 君の 

感化 も そこに 强く 働いて 居る の だら う。 然し 彼女の 心靈の 本質が、 玲瓏たる 珠の やうでなかった ならば、 如何し 

こんたい  ひら 

て 生命の 板^に こんな 聖境 を拓き 得よう。 枝葉に 亙って は、 或は 僕 も 多少 貢獻 をして 居る かも 知れない が、 それ 

は、 畢竞、 一大事 因緣を 把持した ものに は、 老婆 親切に しか 當ら ない。 害になる とも 益に はならない。 僕 はこの 

家 を 出る 事 を 決心した。 ー體 ならば、 これ だけの 固い 理. S を 捕へ る揚 合に は、 僕 は 他人に 相談す る やうな 事 はし 

十ゐ かう 

ないで， 直ちに 決心 を 遂行す る。 然るに 僕 は 手紙で 君に 相談した。 君から は 勿論 反對 して 來た。 それに は 僕に 少 

し 後ろめ たい 现. S があった。 第一、 僕 は Y 子さん の 力量 を 信じながら、 母 一人の 傍に 置く 事 を 可哀相に 思った。 

笫ニ、 僕 は Y 子さん から 離れる 事 を 苦しく 思った。 Y 子さん が 僕を耍 する よりも 僕の 方が 寧ろ Y 子さん を 要する 

わざ  さ si う 

、もの 狀態 にあった。 と 云って、 僕 は 君の あ、 云 ふ 返事 を豫 期しながら、 態と 乎鉞を 書く やうな； £謀 を 行った ので 

ない 事 は、 君 も 信じて くれる と 思 ふ。 僕の 心の 間隙が か-る 手繽 きを 取らせた に過ぎない。 Y 子さん の 健康 は 益 

益お へて 行く ばかりで、 祌經が 第六感に さへ 反應 する かと 思 ふ 程 鋭くな つて 居る 所に、 牧師が 來た。 牧師 は先づ 

僕に 面會を 求めて、 この 家 を 立 退く 事を勸 めた。 僕 は簡單 に、 A に 相談して 見ようと 答へ たビ けだった。 それ か 


ら 1 钴 に Y 子さん の^ 窒を兑 舞った。 

さん は 仰向けに なって、 兩乎を かいまきの 襟の 所で 輕く 組合せた ま \、 す や/ \と 眠って 居た。 生きて る 

人と も 死んで る 人と も 151;^ がっかない 程淸 淨で靜 かな 眠りだった。 彼女の 祖父 は、 枕許に きかんと 坐って、 こビ 

み 加減に 兩臂を 膝に ついて、 一 •？！：： 樂の やうな 旋律 を 描いて. a い 枕から 滑り 流れた 黑髮の 端 を、 さもい としげ に 乎 ま 

さぐって 居た。 僕 はこの 光景 を その ま.^ にして 置いて、 何時までも 眺めて 居た く 思った。 僕 等が 這 入って 行く と 

^父 は 太 分^て、 髮のも を 打 拾て-、 Y 子さん を搖り 起した。 Y 子さん は 大きな 澄んだ 眼 をまん じりと 開いて あ 

たり を兑 廻した が、 僕に 連れ添うて 牧師の 居る のに 眼 をと める と、 その 眼 は、 僕に だけ 分る やうな 複雜な 言葉 を 

^つて 居た が、 やがて 熱い 淚を^ へ 出した。 そこ を 誰も 口 を 切らう とする 者はなかった。 暫く 沈 默が鑌 いた。 第 

：:^ から は輕く 取扱って 濟 ませ さうな 事 も、 當事 者た る Y 子さん の 心に は、 どれ 程 致命的な 苦痛で あるか を、 牧 

師は 驚きながら 思 ひ 知ったら しく、 今更 自分の 使命の やり 場に 困って、 とうく 僕の 移轉の 事に 就いては 一言 も 

云 ひ 出せないで、 匆々 に歸 つて 行って しまった。 僕 は、 こ.. - にも、 底力の 强ぃ Y 子さん の 性格 を實證 した。 劎で 

も拔 いて 戰 はなければ、 勝った 氣 になれ ない 自分が" 少し 淺薄 にさへ 思 はれた- 

牧師が 來 てから 當 面の 問題に 對 する 僕の 決心 は 定まった。 君 さへ 許すな ち、 世間の 爲め にも、 君の 爲め にも、 

又 自分の 爲め にも、 僕 はこの 家に 居ようと 決心した。 而 して 强ぃ勇 氣が歸 つて 來た。 健康 も 比例して 囘復 した， 

仕事 の M ハ 味が うづ- (\ す る 程 湧き上 つ た。 

それに 反して Y 子さん に は、 無 殘と思 はれる 程の 落潮が 來た。 彼女 は 君の 愛 を 疑 ひ 出した。 自分 は 正當に 愛せ 

られて は 居ない の だ。 でなければ、 自分 は-化 當に 愛する 事 を 知らな. いの だ。 自分 は、 今まで、 素直に、 眞劍 に、 

男の 愛を受 入れる 事に よって、 强ぃ 心の 滿足は 得られる と 信じ、 あらゆる 力 を 振ひ盡 して 其 處に浚 頭した。 そ 
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れの酬 いられない 失望と 苦痛と を 察して くれ。 自分の 前に は 測り 知られぬ 喑黑が 迫って 來る やうに も 見える。 A 

あかり 

さんの 手弒ー つ は 身に 餘る 愛撫 だ。 それが 自分の 生命の 燈を かき 立てる。 然 L その 直ぐ 跡に は、 恐ろしい 薄明が 

自分 を 押し 包まう と 待って 居る。 自分の 愛が まだ 足りない のか。 否々。 自分 はそんな 事 を 疑って 見る のす ら恥ぢ 

る。 A さんの 勸 めて くれる 自覺と 云 ふ もの を、 しっかり 摑 まう とすれば する 程、 この 恐ろしい 喑黑は 薄明 を先驅 

にして 自分に 近づいて 來る。 自分 は 然し まだ それ を A さんに どう 吿 白して. のか 自分で も 分らない。 吿 白は耍 

する に 無益 だ。. 若し それが 自分の 思 ひ 不足 か 思ひ餘 りから 來 たもの なら、 徒らに A さん を 苦しめる 許り だ。 自分 

ほど 世の中に 孤 獨な者 はない。 自分の 愛の 流れ出る 先き は、 唯 祖父と A さんが あるば かりだ。 その 中で も 祖父に 

對 する 愛 は、 愛と 云 ふよりも 寧ろ 憐憫 だ。 自分の 愛の 本質 を 動かす 對 象に は A さんが ある 許り だ。 それ だのに …… 

Y 子さん はこん な 事 を 打明けた りした。 

それ 許りで はない。 健康の 衰弱 は、 彼女 を屢ぷ 生死の 問題に も 逢着せ しめた。 君の 同情と 推察と を 以てする も、 

必至 的に この 問題に 面接せ ねばならぬ 人の 心 を はっきり 描いて 見る 事 は出來 まい。 死の 恐怖 は 距離の 介在 …… そ 

れは縦 令 一 f 漦の 距離で あっても …… によって 遊戯に 墮 する。 死より 一尺 を 離れよ。 人 は 笑って 死 を 讃美し、 侮 萬 

し、 飜 弄し 得る であらう。 然し 一尺の 距離 を 撥 無して、 若しくは 讃美、 若しくは 侮蔑、 若しくは 飜 弄の 手 を擧げ 

得る 人が 何處 にあら う。 ゴ ルゴ ンの 一瞥 は 人 を 石に 化する。 死の 一 瞥は人 を 微塵に 碎く。 僕 は 倒立した 三角 塔の • 

上に 盛られた 花 を兒る やうに、 はら.， （\ しながら 手に 汗 を 握る の 外はなかった。 

幸に も、 この 恐るべき Y 子さん の 生死の 苦悶 は、 三日 程續 いて 後稍ぷ くつろいで 來た。 而 して 一種の 安心が 頭 

もた 

を 接け かけて 來た。 その 頃、 偶然、 僕 等 は メタ ー リンクの 「アグラ、、 ェ ー ンとセ リセット」 を會讀 した。 僕が この 不 

m お I な 神 祕のカ を 潜めた 詩を讀 むの は 三度で、 Y 子さん は 始めて だった。 三度 目に 讀んだ 僕が 驚いた 如く、 始めて 


さん は 驚いた。 S 裸 かな 運命の 眞實が 二人の 前に 投げ出された。 S に 美しい。 從 つて 露に 恐ろしい も 

の を 兌せ つけられた やうに、 二人 はお どくして 上の {仝 になって しまった。 n 二人とも 蕃 良な 人ば かりだのに 如何 

して こんな 悲劇が 起る のでせ う」 と Y 子さん が 云った。 r 惡人榮 えて 善人 滅 ぶと 云 ふ 様な 事赏 は、 悲 釗の條 件と 

て. S 

はならない。 それ は體 のい、 茶赉 に過ぎない。 人 問の 豫知を 幾重に も裘 切る 恐ろしい 力 I 祌的 なのか 惡魔 的な 

のか 自分 は 知らない —— によって、 人が 眞實 に目覺 めて 行く に從 つて、 段々 苦しい 運命に 這入り込ん でし まふ 揚 

八 ！： にだけ、 本お の 意味の 悲劇 は 成立つ の だ。 この 意味に 於て H デパ スはハ ムレ" ト よりも 遙 かに 偉大で W 實だ」 と 

僕 も.. ム つた。 二人 は その 戲曲 中の 人物の やうに、 美しい とも 悲しい とも 定めが たい 緊張した 心に なった。 

Y 子さん の 方に 小^が 來 たと 思 ふと、 今度 义 僕の 方に depression が來 た。 元氣に まかせて …… 實は空 元 氣にま 

かせて、 恋風に 吹き さらされながら、 採集 なぞ をして 歩いた。 朝から 晚 まで 勉 强を繽 けた。 間隙 さへ あれば 跳り 

込まう と 身 構へ をして 居る 兇 惡な惡 魔に 機 會を與 へまい として、 嗨り 付く やうに 仕事に 沒 頭した。 僕 は 又 つら あ 

てが ましく この 家に つた 事 を、 後悔した。 又、 日頃 は 隨分豐 富に 特殊な 勝れた 性格 を、 まだ 十分 發達は 遂げ 

て：^ たいに せよ、 持つ て 居る と 思って、 竊 かに 誇り を 感じて 居た 僕 は、 さう 云 ふ 性格に 附隨 する 孤獨の 淋し さに 堪 

へがた くな つた。 而 して どんく 人に ぶっかって 行く 代りに、 却ってぐ じくと 人から 尻 ごみ をして 行った。 回 

滿な 性格 は， 小さい なりに も その ま-で 完全 だ。 特殊な 性格 ほど 特殊な complement を 待って 始めて 完成され る o 

時 W と^^と 傳習 とに 非常な 制約 を 加 へられた 人間の 生活に、 この 特殊な complement を 待ち受け て^る 程、 ^ 

C 拔け； た^ 鹿々々 しい 期待 はない。 さう 云 ふ 要求 を 無視して おる 人 も、 或は あり 得る だら う。 然し 性格の 生長 を 

强く 深く 欲求す るお に 取って、 是れ ほど 運命の 皮肉 を 思 はせ る 事 はない" 自. E 主義、 平等主義の 眞の某 礎觀念 は、 

悠久た 人 頗^^ が、 この 制約から 少しで も 解放され たい 願望の 結晶した もの だ。 自由 平等主義 といへば、 人 は、 
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平凡な、 何の 要求 もない 弱老の 泣き言 だと 思って 居る。 何ん と 云 ふ 無 省察 だ。 か-る 主義の 熱心な 主張者が、 何 

時で も、 特殊な 性格 を 持った 人 だと 云ふ單 なる 事實ー つ を 見て さへ も 解る 害な の だ。 

みた 

fMH  赤裸な 心靈の をめ き 叫ぶ 要求 を充 すべき 眞の自 出、 僕 等 は その 自. s を 求めよう ではない か。 その 

の 前に は、 無條件 の 服從 をな し 得る 勇 氣を養 は うで はない か。 

砲兵 工廠の 汽^が 鳴り響いた。 夜 は 戶の隙 問 から 白み 初めた。 又 苦悶の 一 日の 幕が 開く。 昂奮と 病 熱と によつ. 

て 綿 の 如く 疲れ * てた 僕 は 筆を櫊 かねば なる ま い 。 

Y 子さん その他 は、 まだ 安らかに 眠って 居る らしい。 

僕は總 てを^に 語り 盡し たか。 Y 子さん と 僕との 交涉 について 云 ふべき 事 は、 まだ 澤山殘 つて 居る。 それが 謌 

らるべ き機會 は乂來 るで あらう。 要するに 言葉 は 言葉 だ。 

もう 一首 を附 加へ る。 僕が N 子さん と 結婚した いと 思った 動機 は、 Y 子さん によって 促された 事 だ。 僕が N 子. 

さんと でも 結婚したら、 僕の 膽汁の やうな 苦い 生活 は、 幾分 か 緩和され はしない かと、 Y 子さん は 思って 居 る- 

の だ。  而 して 是非 N 子さん と 結婚す る やうに 勸 めて くれたの だ。 僕 も 一 時 は 乘り氣 になった。 然し 自分の 性格 Q 

歪み さ 加減 を 思 ふと、 .E 己に 失望して しまったの だ。 どうか 輕 率の 擧動を 許して くれ 給へ。 

おれ で^んだ。 このべ ンは 役目が 終った。 祈って 拾て る。 

(A より B へ ) 

千 九 W 十 ra: 年 一 一月 十 一 日 仙臺 

B 兄 > 


八，： n は 祭 R だ。 

ひ おり  ぎた な 

^は 過ぎて 平らかな 日和が 來た。 來 るべき^ の豫 言の やうな 暖かい H の 光 だ。 一日中 工場の 穢ぃ 隅々 にまで 照 

り^つ て、 總て の もの を淨 化せす に は 置かない とい ふやう に 見えた。 工場の 名 儀 主にな つてる 爺さん も、 今日は 珍 

せな  むさ V* 

らしく 兎の 皮の 背 あて を脫 いで、 5. 斐々々 しく 働きながら， 眼の 藥に でもなる やうに 太陽の 光 を 貪って 眺めて ゐ 

た。 而 して 始終 氣 安げ なを かしな 事 を 云って ゐた。 僕 も 喜び勇んで 仕事に 熱中すべき 害なん だが、 それが 出來な 

かった。 何故 だか 屮 Z 來な かった。 出來 なければ 出來 ない 程、 乎 足 は 機械的に 唯 動いた。 而 して 夕方に は、 滅茶苦 

もに W れ はてた 五體 と， ぎっしり 角ば つた もの \塡 つた やうな 頭と を 抱へ て 家に 歸 つた。 門口で は 不吉の 前兆の 

やうに、 母の 苦し さうな 咳嗽の 聲が 聞こえた。 母 は 二三 口前から 急に 氣が 弱って、 おまけに 風邪に 犯されて 臥て 

ゐ るんだ。 N 子 は N 子で 突然 持 上った 緣 談の爲 めに 何んだ か 落着かないで ゐる。 家の 中が 何ん となく がかび しし 

てゐる やうで、 僕 はな ほ/ \ 面白く なくなった。 せめて はと 思って すぐ 自分の 机の 所に 行って 見る と、 そこに は 

n 綠 色の 封筒の 乎 紙が 置いて あった。 その 色 は、 以前 は、 君からの 便りの 符牒 だつ たんだが、 今では Y 子 も 同じ 

もの を 使って、 而も！： じ やうな 害體を 書 くの だから、 どっちから 來た のか 封筒 だけで は さっぱり 見分けが つかな 

かった。 この 瞹昧 がまた 僕の 氣に 障った。 僕 はいら， （- しながら 發 信者の 名 を 調べて 毘た。 Y 子からで はない。 

狀す るか、 君に は濟 まない けれども、 僕 はがつ かりして、 ほんと にがつ かりして、 崩れる やうに そこに 坐り こ- 

んで しまったよ。 

夕食に は、 母の 臥て ゐ る 側で、 三人が 芋 粥 をす、 つた。 母 は 又しても N 子の 緣談の 事を氣 にして、 色々 と 様子 

をぬ き 始めた。 緣 談を屮 込んだ^ とい ふの は、 この 町の 理科 大學 の應 用化學 科の 助 乎 をして ゐ るんだ" 製粉の 方 

法 C; 専で 一度 僕が^ 談に 行った 事が ある。 その 時、 彼 は 汚い 下宿屋の 二階に ゐて *3 物を讀 んでゐ た。 僕が 座に つ 


^烏 武郞仝 築笫 一 卷  ニー 一.、 

いても 振 ゆき もしないで、 一寸 待って くれ 給へ と 云 ひながら、 い \ 切りのと ころに 來 るまで、 平氣で 後ろ を 向け 

てゐ た。 而 して 此方 を 向いた と 思 ふと、 小さな 愛嬌の ある 眼で まじく と 僕 を 見ながら、 直ぐ 自分の 今まで 讀ん 

で ゐた元 子 論の 話 を やり 始めた。 僕 は 馬鹿に それが 氣に 入って、 それから 互に 往来す る やうに なつたん だ。 彼よ 

金がない と共に 繋粜 のない 男 だ。 而 して 剽 輕な、 親切な、 一寸 日本人に は 珍ら しい タイプの 男 だ。 N 子に 不相^ 

な 配偶で はない。 N 子 は 彼に 對 して 何等かの 成 心 を 持って る譯 ではない が、 結婚と いふ 問題に ついて、 色々 に S 

ひな やんで フ？ るら しいんだ。 僕と して は、 N 子 を現狀 のま X で 人に 貰っても らふの を 好 もしく 思 はない。 僕 は、 

母が この 問题を 繰返して くど/ \ いって ゐる のがく だらなかった ので、 とう，， （\ 珍ら しく、 いはない でもい.， や 

うな 亊を いってし まって、 母を淚 ぐました。 食事が しまつてから、 僕 は 机に 向って、 ぼんやりして、 glsf  N 子 

の 物 を ゆすぐ 音 を 聞きながら、 何を考 へる ともなく 唯 坐って ゐた。 而 して 時々 思 ひついた やうに、 どっしりと 重. 

い 君の 手紙 を、 机の 上に 昔 を させて、 裏が へしたり、 表 を 向けて 見たり して ゐた。 その 中に 夜が 更けた。 粦 りの 部 

屋で、 母の 咳^の 聲が問 遠に 聞こえる 外、 あたり は ひへ 匕 h して、 N 子 ももう 寢 入ったら しかった。 かう いふ 時 

に^^と いふ もの は、 不思議な 力に 變 じて 人 を 脅やかして 來る。 人の 心の 鎭 まるの を 待ち!！ へて ゐ たやう に。 僕 

は ^ い 物で も 背負った やうに、 ひとりでに 肩を聳 やかした。 而 して ぢ つと 眼 をつ ぶって ゐた。 その 中に 僕の いつ 

もの 可愛い \ 力が 义歸 って來 て くれた。 靜 かな 家の 内が 又 平和な 愛情に 滿 ちて 眺められた。 而 して 內 部の 力 は 外 

部の 力と 平均して、 やがて それに 打 勝って 行った。 その 時には 始めて 君の 手紙の 封 を 切って 讀んで 昆る氣 になつ 

たんだ。 

^情の 潮の 滿干 によって、 綿密に 綺遛 になったり、 粗大に 奔放になる 君の 手跡 は、 ^の 心 持 を 理解す る 上に 屈. 

強の 乎 引きに なった。 Y 子の 近狀を あれ だけ 委しく 知らして くれたの は先づ 何よりも 有難い。 この頃の Y チの乎 


紙と 來 たら， 俟を 苦しめる 爲 めに 書いた のかと より 思 はれ なくなって ゐる。 段々 何事に か 緊張して ゆく その 心 持 

"つけ は^. 取れる が、 どんな 事情の 下に、 どんな^ 抦に對 して さうな つて ゐる のか は、 さっぱり 說 明が してな いん 

だ" 僕 は それが もどかし くって 堪らなかった。 君の 乎 紙 は それに 比べれば 雲泥の 相 遠だった。 Y 子の 心が どんな 

風に、 云 ふ 事 やする 事に 現 はれて ゐ るか^、 可な り 兌る やうに 想像 出來 た。 僕 は それ を 有難 く^ふ。 

然し 僕の 不滿足 は それだけで 全く 取 去られた とい ふんで はない。 取 去られない ばかり ぢ やない。 君の 手紙 を 

^ん でから， その 不滿 足が 却って 不思議に 深味 を增 して 來 たの は、 どうい ふ もの だら う。 謂 は^ 君 は 龍 を 描き 

たがら 肝心な 睛を點 じて くれないんだ もの。 繰 返す も 愚かな 事 だが、 僕の 彼女に 對 する 愛 溺は、 た^ 生長して ゆ 

あは 

くば かりだ。 女と いふ もの を 唯 一 人より 外に 知らう としない 僕 を、 君 は 憫れな 奴 だと 思って ゐる かも 知れない。 

然し それ は、 思って ゐる とすれば、 君の いひ 得る 事で、 僕の 知った 事お やない。 僕 は、 神の 攝理 によって アダム 

JP  つ 4." あ ひ 

が エバ を 见 たやう に、 彼女 を兑 たの だ。 アダム は エバ を 措いて 牝 鹿と は 伴 偶に なれなかった。 僕 もさう だ。 僕 は 

つく  いさきよ  うべ な 

裸 かで 創り 出された 事 を 知って ゐる。 僕 は 神に 對 して 潔く 自分の 本来の 無一物で ある 事を肯 ふが、 若し Y 子が 僕 

から 取 去られたなら、 僕 はつぶ やかない では ゐられ ないだら う。 僕 は それ を すら 平 氣でゐ る 程に は、 神の 仁愛 を 

^つて ゐ ないから だ。 Y 子 は 僕の 纖 維の 一つ づ&、 細胞の 一 つづ.^ にも 沁み 亙って ゐる、 丁度 總 ての 露の 上に 

の 影が 宿. る やうに。 僕は餘 りに Y 千に 飽和して 現 身の Y 子 を 要しない と 思 ふ 事 さへ ある。 然し それ は噓 だ。 噓 

だ。 伎 は Y 子の 心、 肉、 髮の 一 筋、 黑 子の 一 つで も. T. 分の ものにしなければ 滿 足しない、 滿 足が出 來 ない。 B 兄、 

色んな 車 をよ く 知って る^も、 まだ こんな 慘 酷な 呵責 を經 験した 覺ぇ はな いんだら う。 さう でなければ 君の 同情 

は、 も 少し 適切に 僕の 傷 を 撫で k くれさうな もんだ。 僕 は是れ まで 出来るだけ 感情 を平靜 にして、 や、 ともす る 

と. 2： 部から 突起して 來る不 滿の聲 をな だめよう とした。 僕 は 謙虚で あられる だけ 謙虚であった 積り だ。 僕は顳 0 
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から 血の 滲み出る まで 働かう とした。 晝間は 一 心不 亂に勞 働し、 夜 は 机の 上に 寢 倒れる まで 讀書 した。 眠られな 

い 夜 はがむ しゃら に 祈った。 而 して 不測の 運命に 兎に角 打 勝ちつ \ 快活 を 失 はすに 來た. 然し どうかす ると、 こ 

；  もろ  さった う 

れ 程の 努力 も 脆く くづれ てし まふんだ。 隙 を 窺って 恐ろしい 忌 はしい 力が 殺到して 来る。 奥深い 謎 を 見つめて な 

る やうな あの 大きな 眼、 嚙 みしめ たい 程 魅力 を 持った あの 髮の 毛、 僕の 唇と 手に 燒附 くやう に つてる 彼女の 二 

い き 

つの 唇と 十の 指 — 僕 は^ 息の つまる のを覺 える。 さう いふ ものが 一 つ- (\ 不思議な 鞭撻 だ。 喑黑な 悲慘な その 

過去、 袞 へて 行く 健康， 誤解と 惡 意との 中に 育って 行く その 靈性、 さう いふ もの は 男と しての 繋 の 憐れみと 同^ 

あ ふ 

と を 極端に 煽りつ ける。 僕 は ゐても 立っても ゐられ なくなる。 而 して 僕 は 幾度 か、 さう だ、 幾 十 度 か、.！ 3 の 中で 斗 

び ながら 誓った。 「俺 は 屹度 彼女 を 幸福に してやる。 僕 等 二人 は 一番 幸福に ならなければ 滿 足しない。 皮 女 を； S 

ちゃ £ 

け； し 下さい 救って 下さい 最上の 道 を 謬ら すに 歩かせて 下さい」 僕が 愛 を 感じたん ではない、 愛が 僕 を 感じ 彼 

女 を 感じたん だ。 僕 は唯飈 風に 遇った やうに、 烈しく 强く 引きす り 廻され てるんだ。 僕の する 事 は Y 子が す るん 

だ。 僕 はもう 何ん と 書いて い 訳が分らない。 僕の 心 を 表 はして くれる 文字 はない。 君 は 判る ね。 然し 僕 は 書く。 

天と地と は 滅びる。 僕 等の 愛 は 滅びて はならない。 滅びない。 滅びない やうに して 下さい。 滅びる ものなら、 そ 

の 前に 僕 を 殺して 下さい。 然し 僕 は 死にた くないんだ J 僕 は 若い から、 力が あるから、 生きる だけの 事 はする か 

ら、 屹度し なければ ならない から、 僕 は 死にた くないん です。 Y 子 を 僕の 胸に 呼び寄せ、 Y 子が 僕から 眞の幸 幅 

を 味 ひ 知る まで、 僕 は 死にたくない、 死にた くないん です 僕 は。 

v こ、 まで 書いて 來た 時、 僕 はふと 隣り の 部屋の 物音に 氣が 付いた。 而 してぎ よつ として^ を!！ でた。 寢 入った 

す 1 

とに 力り^つ た N 子が そっと 啜り 泣き をして ゐる聲 だ。 机の 上 を 見る と、 僕の ハ ンケ チも淚 でし ぼる やうに な 

つて ゐた。 N 子 はいつ の 間に か 僕の 泣いて ゐ るの を 聞きつ けて ゐ たんだ。 いま/ \ しい 奴 だ。 僕 は！^ を 感じて 


^然 叱り つ けられた 子供の やうに きょ とんと してし まった。 

今まで 書いた 所 を 讚み 返す 心 持に はなれない。 が、 どんな 馬鹿らし いものが 書いて あっても、 君なら その 中 か 

ら^の^^た^ をす くひ あげて くれる だら う。 兎に角 筆を擱 いて 少し 落着かう。 


，は 小^で N 子 をた しなめ た。 N 子 はおとな しく 「はい」 と 答へ て 齒を嗨 みし ぼったら しかった。 氣 がっくと 

ほも寢 てはゐ ない らしい。 それ を 知る と 僕の 淚は又 何ん とい ふ 事な しに、 新しく 流れ出した。 それ を 义感附 きで 

もした やうに N 子が もう 一度 泣き出した。 母まで が 泣き出した。 三人 は 互 ひ 互 ひ を 憚りながら 默 つて 泣いた。 と 

う./. \ 僕 はた まら なくなって 今 怒鳴った 所 だ。 二人 は 漸く 屛息 してし まった から、 是れ から 义 書き 繽 ける。 

それ だのに Y 子の 乎 紙 は、 僕の 期待の 十が 一 の滿 足も與 へて はくれ ない。 彼女の 乎 紙 は 事の 眞相を 端的に いつ 

てよ こす 事がない。 それ を 詰問す ると、 s 分で も はっきり 分らない の を 外に 書き やうがない と 云 ふんだ。 僕が 彼 

女 を 愛する 程度で な いまでも、 彼女が 强く 僕の 愛に 酬いて 居る 事 は 察せられる。 然し、 同時に、 南 分 は 僕の やう 

たもの i 愛 を 受ける 資格の ない もので はない か を 恐れる と 繰返して 云って よこ すんだ。 彼女が 婚約 後に 病氣 にな 

つた 事から 過度の 遠慮 をして さう 云 ふの かと も 思って 見た が、 彼女が それほど 僕の 心を淺 薄に 解釋 して 居る と は 

おへられない。 或は、 彼女 は 僕の 力量に ついて 不滿を 感じ 始めた ので はない か。 それならば 理. H がないで はな 

い。 お し 彼女の 僕に 對 する 愛の 根柢が、 僕の 力量と 云 ふ 事であった ならば、 婚約 をして から、 今 口まで、 小 ぼけ 

た ェ 場 を 大事に 守って、 實 生^に すら 向上の 模様の 見えない 僕に 愛想 を盡 かすの も 無理がない 事 だ。 それたら 科 

はおに ある。 Y 子の 心の^ さ をもう 少し 深い もの、 少 くも、 深くな り 得る ものと 迷信して 居た 僕が、 自分の 馬鹿 

トほ る 外に 途 のない 蔡だ。 ^の <fr 度の 手紙 は 君に 似合 はない 感情的な もので、 從 つて Y 子の 境遇の 苦し さや 煩悶 
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の 様子 を、 Y 子，： ni 身の 乎 紙より はっきりと 想像す る 事が 出来た。 然し 肝腎の 點の說 明され てない 事 は、 Y 子の 手 

紙と 同様 だと 云 ひたくなる。 君の やうな 理智 的な 頭腦 に、 Y 子の 煮え切らない 點 位の 判らない 箸 はない と 思 ふん 

だ。 それが 僕に 取って どれ 程 不愉快な 事で あれ、 知らす にゐ るより は どれ 程 偸 快で あるか を 知って 貫 ひたいん 

だ。 風邪で 熱の ある 身 を 無理して 一 晚 不眠で 手紙 を 書いて くれた 君の 同情と 親切 を、 僕 は 決して 疎かに する ので 

はない。 僕 は それに 對 して は 深い 感激 を 感じて ゐる ばかり ぢ やない、 君が 二度と そんな 無理 をし ない 事 を 忠告し 

たいと 思って 居 るんだ。 僕 は 君 を 促して 乂 あんな^ を させようと は 夢々 思って はゐ ない。 どうか あんな 亂暴は 今 

後 吃 度 やめて くれ 給へ。 唯 短くても 端的に Y 子の 心を傳 へて もら ひたい もんだ。 散光 を 一 つの フォ ー カス に 集中し 

て K ひたいんだ。 僕の 心の 苦痛 を 察して くれ 給へ。 

かう も り 

僕 は 光 を 愛する。 光の 屮に 苦しまして くれ。 蝙蝠の やうに、 薄暗の 中に、 羽ばたき をす るの は、 僕の 性格が 否 

定 する 苦痛 だ、 呵責 だ、 刑罰 だ。 

僕 は Y 子に 對 して は、 何んだ か 手紙 を 誊く氣 になれ ない。 君の 手紙 は、 好意 ある 手紙 は、 不幸に して Y 子に 對 

する、 より 普遍な 理解 を與 へたと 同時に、 より 深刻な 疑問 を 投げ かけて しまった。 人 を 疑 ふと 自分の 心が 溝泥 毘 

たいに なって しま ふ。 

白狀 すると、 戀 人の 本能に よって、 僕の 心の中に、 思 ひも かけぬ 猜疑が 閃く 事が 二三 度 はあった。 然し 僕 はま 

だ それ を 綺麗に 心の中から 一 掃す る 男らし さ を 失って は 居ない。 だから その 內容は 委しく 君に 告げる 必耍も なか 

らう。 

^の 健碳は その後 如何な のか。 恐ろし いのは 盜風 だ。 それに 用心した まへ。 この 問 嵐が 來た 時、 粗 造な 僕の 家 

は 方々 の 隙 から 風が 來 るので、 閉口し 切って、 嵐が やむ と、 僕 は 早速 妹 を手傳 はせ て、 緣の 下に 潜り込んで、 


蜘蛛の 撒 だらけに なりながら 「西の 內」 で^から^ 板の 目貼り をした。 それに も拘ら す、 母は盜 風に やら わたら 

しつんだ。 の 建^も い、 方に 向って、 心の m- 荷の 上に 肉の m, 荷が 加 へられぬ ようにと 祈って 居る。 Y 子の 母 

と： ぶふの は何處 まで 下劣な 女なん だら う。 

ずれ^った^ の 下に ある 北國の 寒さ は g まで 沁み 通る。 明日 は乂ぃ 上大氣 だら う。 何と 云 ふ 僕の 心に 不^合な 

一大-巧 ヒ。 二人つ 女 は 女らしく、 もう 悲しみ は 忘れて、 眠って しまったと 兑 える。 彼女 等と 僕との 上に 來た、 而 L 

て來 りつ. - ある 運命の 不思議 を、 恐ろしい 程に 思 はせられ る晚 だ。 

この^ 紙 は 必要と認めるならば Y 子に 讀 ませて くれ 給へ。 直接に は當分 Y 子に 書く 氣に はなれな いから。 

心から 祈りたい 夜 だ。 苦しい 夜 だ。  . 

(B より A へ) 

一九 一 叫 、二、 一四 東京 

^は^ 機に 臨んで 居る。 

斷 1! の 上に は 脚 を 支 ふべき 土が ある。 君 は それ を 貴ばねば ならぬ。 

斷啦の 下に は 七-はない。 其 處は死 だ。 而 して 筌だ。 君 は それ を惡 まねば ならぬ。 

今、 この^ 川に、 Y 子さん をし つかりと 摑め。 今 を 逸する 事 は Y 子さん を 逸する 事 だ。 

での 所 F お 分、 ！s の 所謂 猜疑 は、 Y 子さん を寶拂 ふに 値する 代償で はない。 それ は 君 自身が 最もよ く 知って 居 

るべき^ の 明，：：： な 事實だ 。 眞珠の 代償に 豚 を 求める 賣 女が 何 處 にある。 薔薇 を 板 こぎに して あさみの 種子と 代へ 

る 園丁が 何處 にある。 


有 鳥 武郞仝 集笫 一 卷  一 g: 四 

^の 戀愛は 僕 を 驚かせる。 然しながら 君の 愛情に 似合 はしからぬ 不平 は、 更に 僕 を 驚かせる。 

戀愛は 二 條の麻 だ。 手に 唾して 絢 ふ もの-みが 强き 索の 持主と なる。 麻の 一條 を彼處 に、 他の 一條 を 此處に 置 

け。 一 條は 悲しみ、 一 條は 恨む であらう。 而 して 共に 朽ち 架て-^ 行く であらう。 

ズは來 京に 來 るべき である。 でなければ、 Y 子さん が 仙臺に 行くべき である。 その外に 道 はない。 は逼 

る。 急湍に 近づいた 水 は 突如と して 歩み を 早める。 危機に 臨んだ 運命 は 常に 親指 を 立てる 暴君 だ。 

界位公 叫な^ はない。 然し^ 位に 拘泥す る 男 もない。 君 は 公明に 拘泥す る。 君 は 自分の 男で ある 事に 拘泥す 

る。 ^はお 者の 獨子 たる 生 ひ 立ちに 拘泥す る。 君 はに はか 貧乏に 拘泥す る。 君 は Y 子さん の 母に 拘泥す る。 更に 

^い 事 は、 その 拘泥が いつでも 公明な 心 を 以てな される 事 だ。 だから、 君 は 自分の 缺點を 美德 とすら 思 ひ 込む の 

だ。 今 の^は Y 子さん さへ 摑め ばい \ の だ。 摑 むか 摑 まぬ かに 問題 だ 。その外に 何ん の 拘泥すべき 問題が あるか。 

界 の祌經 は、 もっと 鋭敏に 物の 機微 を 縫って 進まねば ならぬ。 一人の 女の 心より 知らないと 云 ふ事實 が、 それ 

をし ないで 居る 中譯と はならない。 君 はもつ と 度々 東京に 來 るべき であった。 而 して Y 子さん と 反比^して， 多 

くの 消息 を Y 子さん に 送るべき であった。 僕 は 今まで 幾度 それ を 君に 慫慂 したら う。 然し 君 は それ を 川ゐ なかつ 

た。 恐らく は 君の 公明な 性格が それ を用ゐ しめなかった。 君 は Y 子さん を 愛した。 その 愛 は #ら ない。 同様に Y 

やさん は^を 愛する と 云った。 その 愛は渝 るべき 喾 でない。 是れは 公明な K 納だ。 然し 君 は^を 張り 蜜した 若い 

に れ 

楡の 木で Y 子さん は是れ からどう 枝 を擴げ ようかと 迷って 居る 幼い 白樺 だ。 君の 公明 は、 比 きに ま、 必す 君に 

もた 

おき^る 勝お は澍ら すで あらう。 然し， その 前に、 君 は、 恐らく は 幾度 かその 寶を 抱く が爲 めに、 つま づき 倒れ 

ねばた るまい と 恐れる。 だから 敢て云 ふの だ。 

^の § は 病 熱の 爲 めに 苦しんで 居る。 僕の 靈體は 心 熱の 爲 めに 更に 苦しんで る。 熱意が 然 える。 诌の やう 


に 燃える。 何 を 燃料と して 燃える のか、 何を燒 かんが 爲 めに 燃える のか、 僕 は 知らない。 僕 は それ を 確かり と 知 

らうと しながら、 知る 事 を 担んで 居る。 否、 僕が その 心 熱 を强く 意識す る 時には、 その 焰は 死灰の 中に 潜む 螢火 

の やうに なって しま ふ。 無意識の 狀態 にある 時に、 その 焰は 僕の 靈體と 肉 體とを 併せて 燒き盡 すまで 燃え 上る。 

僕 は^ 噪に 何事 を か 目論んで 居る。 而 して、 見よ、 何事 を もな し 遂げて は 居ない。 僕 は 最早 自分 を 知らない。 責 

任 を 以て 自分 を 見つめる 事が 出来ない。 僕の 心 はジャ ー ナスの 首 だ。 西に 面した 顔 は、 東に 面した 顏を 見ない。 東 

に. € した 颜は、 西に 面した 颜を 知らない。 過去と 未 來が互 に 知り合 はぬ 如く、 僕の 心 は 僕の 心 を 知らない。 

呪 ふべき 1 一重 生活よ。 

自然が 總て ニ^に^ 活 する。 僕 は それ を 呪 ふ。 

rB より A へ) 

一九 一 叫、 二、 一四 S: 小 

前の 乎 紙 を 投； 1 して 歸 つてから、 部屋に 這 入る と、 Y 子さん が 来て 待って 居た。 

Y 子さん は S の 乎羝を 讚んだ の だ。 今まで 泣いて 居た 淚で その 大きな 眼 は 水に 映る 月の やうに 漂うて 居た。 さ 

う：. ム つて 形容す るより 外 はない。 (その 眼に 淚を 要求し 得る 心は羡 まるべき である) 

N 子さん の緣^ の S が^ 題に 上った。 Y 子さん は 僕が N 子さん と 結婚すべき であると 云 ひ 張った。 

^の 決心 は それで 励 かされた ので はない。 然し その ®g に 僕の 決心 は 成立った。 僕 は 矢張り N 子さん と 結婚 

したいと 思 ふ。 ^がそれ を 徒ら な 出来心と 取らう とも 取るまい とも、 N 子さん さへ 承知して くれるなら 僕 は 結婚 

したい。 是れは 哀願で はない 宣言 だ。 僕 等の 間に 交 はされ る 言葉 は 總て宣 言で あらねば ならぬ。 宣言 を 取消す 事 

宣  言  1四 五 


冇岛 武郞仝 集 笫ー卷  一四 六 

が 恥辱で はない。 僕 等 は 宣言 をな し 得ぬ 事 を 恥辱と せねば ならぬ。 

パ ン ドラの 箱 は 遂に- i, へされた。 僕 等が 話して 居る と 母が 這 入って 来た。 僕 は 母に 對 しても Y 子さん を 仙^に 

^るが い、 と說 いた。 母 は 直ぐ その 匁 を 奪って Y 子さん と 僕と に 向って 來た。 二人 はま だ 本當に 結婚した と 云 ふ 

ので はない。 (肉の 關係 もま だ 成り立って 居ない と 云 ふ 事 も Y 子さん から 聞き取って あると 彼女 は 勝ち誇る 如く 

附け 加へ た) その 間に Y 子さん は 病氣が 起った。 是れは 先方に 對 して 迷惑な 事で あらねば あらぬ (と 彼女 は 確信 を 

以ての 如くに 獨斷 した) 先方と して は 家の 零落と 云 ふ 事が ある。 A さん は 今 結婚 なぞと 云 ふ 問題 を考 へて など は 

居られない 喾だ (と 彼女 は 又 臆面もなく 結論した) だから 相互の 都合 上、 この 緣談 は、 兩 方の 難題が 解決す るまで、 

延^す るの が； 止當だ (まだ 何ん と 云っても 瑕附 かすなん だから 仕 易う 御座いま さあね、 と 云った。 僕 は 女の 言葉 

の ^似な ど は 出来ない が、 この 雜言 ばかり は 醜い 烙印の やうに 僕の 耳 を 今でも 燒 きた^ら かす) と 云 ふの だ。 , 

女 は それに 餘論 を附け 加へ る 事 を 忘れなかった。 君と Y 子との 關 係が 當分 中絶 すれば、 僕と 云 ふ もの \ 此處に 居 

る Si 由は當 然^ 滅す るの だ 相 だ。 僕 等の 聲 高な 爭論を 聞きつ けて、 其處へ 祖父 もやって 来た。 僕 は 得意な 戰鬪的 

- L  ほと はし 

態度 を 取った。 皮肉と 毒 言と が 霰の やうに 彼等の 顏を繽 け 打ちに 打った。 鬱積して 居た 心 熱が 噴火の 如くに 进っ 

たお； K さは、 今考 へても 悪魔の やうな 微笑 を 僕の 口 邊に满 へさせる。 祖父の 言 ふ 事 は、 所謂 、江 戶兒の 言 ふ 事 だ。 

先方の 家が 百 萬 長者に ならう と、 一 文な しになら うと、 約束 は 約束 だ。 娘の 病氣 は、 何處 まで も、 大事な 時まで 

1 かって 居る 自分 達の 不行 Ha だから、 先方で やめる と 云 ふの ならお となし く 引 込む 外 はない が 吳ォ ろと 一 h ふの 

、とひ  こんりんざい 

なら 煮るな り燒 くな り 先方の 勝手にす るが い、 の だ。 今にな つて 縦 令 何と 云 はう と、 金輪際 娘 は A 家の ものに 違 

ひない。 B が この 問題に 口を出す のは餘 計な 世話 だ。 母が B の 前な どで 話 を 持ち出す のが、 自體 間遠って 居る と 

云 ふの だ。 Y 尸さん を^ 端に 溺愛し、 Y 子さん なしに は 死んだ も 同様な この 老人が、 瘦 我慢に 齒を喰 ひしば るに 


は、 兑て 居る の も悲慘 だった。 僕 は 何しろ 云 ひ^い 事 は 云って しまった。 もう 我慢に も， そんなに 特別の 现由も 

なく、 祌經を いらだ、 せる ^には^ 綾きたくない。 何とか 考 へて くれ 給へ。 佛 者の 說は何 は 兎 も あれ、 僕 はこの 

收界に us の^ 在 を 有して 居る。 再生が あらう が あるまい が、 現在 は 僕の 寳玉 だ。 この 寳玉を 襤褸に 包んで 置く 

譯には 行かない。 

もう 一度 云 ふ、 僕 は N 子さん と 結婚したい。 更に 附け 加へ る、 Y 子さん は 呵責の あらん 限り を 味って 居る。 側 

に 兌て おる だけで も、 この 世の中が 暗くな つてし まふ。 てきば き 何ん とか 片を附 け 給へ な。 

(A より B へ ) 

千 九 f.H 十四 年 二月 十五 日夜 仙臺 

I  3 

^の 二通の 手 羝は受 取られた。 東京に 行った 處が 碌な 結果 を 得られない 事 は、 君の 手紙 自身が 語って ゐる。 仙 

^は Y 子を雙 手 を 擴げて 待ちに 待って 居る。 袞弱 はして ゐて も、 今の 彼女の 健康 は仙臺 までの 旅行 を 許さない の 

では あるまい。 

Y 子 は 呵責の あらん 限り を 味って ゐ るんだ ね。 而 して、 それ を 僕に 手紙で さへ 訴へ ないで 味って ゐ るんだ ね。 

^に 何等の 失態が あつたの か。 彼女 は それ もい はう としない。 ー體 僕に どう 彼女 を判斷 しろと いふんだ。 愛情 は 

鉞ー^ だ。 伎に この 恐ろしい 眞理 を經驗 しろと いふの か。 

おは 何んだ つて さう おに か X つた 物の 云 ひ 方 をす るんだ。 もっと 對 等に 物 を 云った つて、 筋の通った 理窟なら 

^にで も 钊 ろよ。 君は义 立派な {ー 且 一 一一 一口 をす る 男 だ。 .S 一口 を 取消す は、 成程 君の いふ やうに 恥辱で はない。 ^し 一 

宣言  一 四 七 


有 A 武郎 仝^  ^ー卷  一四 八 

n: 取消した 宣： 百 を、 恥 かしげ もな く义宣 言す るの は、 少し 恥辱ら しい 事に 君 は 思 はない のか。 

^のい ふ 通り 僕 は 公明 だ。 僕 は 公明 以外の 道 を 知らない。 君 を 待たないでも、 この 一 本氣な 性格 は 遷ぶ僕 を 苦 

しめた。 而 して 幾度 か 複雑な 性格に 移らう と 試みた。 而 して 何時でも 失敗と 屈辱の 經路を 繰返した。 今 僕 は 迷 は 

ない。 愛する もの は 愛する。 愛し 得ない もの は 憎む。 同時に 憎む 事の 苦痛 を 人一倍に 知って ゐる。 この 苦痛に 對 

する 本能 的の 反射作用 として 總 てのもの を 愛したい と 僕の 心 は 祈る つ 僕 は 愛した が 故に、 又 憎んだ が 故に、 僕から 

物が 失 はれても 悔いない 積り だ (たと へ 極度の 悲哀 を經驗 しても) それ は本來 僕の 物で ないから だ。 僕 は純粹 に、 

^常に、 ^の 愛が 要求し 得る もの だけ を 要求して 行く。 僕に 取って は それの みが 眞 だ。 僕の 愛は眞 のみ を 生まね 

ばなら ぬ。 僕の 足 は 露の 上に のみ 立たねば ならぬ。 だから 僕 は 物に 拘泥す るの だ ひ 第三者に なったら その 善惡を 

批評す る 事 も 出来よう。 僕に 取って は、 それが い \ にしても、 惡 いにしても、 必要な 條件 に過ぎないの だ。 僕の 

この 信仰 は 性格 的 だ。 僕を壤 さなければ 僕の 信仰 を 壞す事 は出來 ない。 こんな 觀易 ぃ现窟 をなら ベなければ なら 

ない 程， 君の 僕に 對 する 洞. 祭に は 缺陷が ある。 聰明な おに も 血迷 ふ 時が あるんだ。 用心し 給へ。 

(B より A へ ) 

一九 一四、 二、 一七 東京 

おが N 子さん の 兄で あると：. ムふ 一 片の现 由から、 僕が N 子さん と 結婚した いと 申出で たのに 對 して 君 は 無關心 

と 云 ふ 狂暴 を 示した。 

僕 は S を 待たない。 

N 子さん にあて た 同封の 手紙 を N 子さん に 渡して くれ 袷へ。 ^は 可な りの 沒理漢 だが、 N 子さん^ それ を 渡さ 


ない 程， 僕の 人格 を 尊重し ない 蔡は よも やしまい。 

(B より A へ) 電報 

一九 一四、 二、 一 七 東京 

rN コ サンへ ノテガ ミトリ ケス Yn サン ノ タン ガン 一一 ョルし 

rA より B へ ) 

千 九 い 叫^  二： ：！： 十七：：： 仙^ 

侯 は S に娓 相の 告白 を耍 求す る。 狂暴な 熊 度 を.： 小す もの は^ 等 だ。 

で く  も 

N 子 は 土偶で はない、 僕 は 郵便 脚 夫で はない。 僕 は N 子の 人格 を 尊 i する からこ そ 云 ふんだ が、^ は 彼女 を 弄 

んだ。 幸に して、 電報 は乎羝 より 早く 僕の 手許に 屈いて 居た から、 N 子 は資際 手紙 を讀ん だので はない けれども、 

^實 として は N 千 は 確かに： # ばれた の だ。 僕 は N 子の 兄と して、 ；止當 な 理由 を 知らない 間 は 君に 對 して 敵意 を 含 

む。 

さう だ、 僕 は^の 小 を 必要と しない。 是れ までの 非禮な 事實が 能辯に 眞理を 語って 居る。 君 は Y 子 (以下 抹 

B …… 恐ろしい/ \。 僕の 頭 は： I： 故考 へる 能力 を 持って ゐ るんだ。 この 頭 は 何故 碎 けて しま はな いんだ。 

愛人と 友と を 疑 ふまでに 僕 を 苦しめる のは^, である^ を 忘れるな よ。 ^はこの 事 を 些事と 思 ひ 込む と 間遠 

ふぞ。 

宣  首  一 g 九 
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(A より B へ) 電報 

千 九お 卜 叫 年 二 H 十九 口 午後 七 時 仙臺 

「Y コケ フキタ 1 ニニ チタ イザイ ァ トフ ミ 」 

CA より B へ ) 

千 九， 百 十四 年 二月 二十日 朝 仙臺 

T. し、 

僕 は 唯 宵 を 垂れて ゐる。 僕の 呼吸の 續 けられて ゐる のが 不思議 だ。 

Y 子 も 僕の 傍に 首 を 垂れて ゐる。 二人 は 泣く 事す ら出來 ない。 

取り あへ す是れ だけ を報吿 する。 

(A より B へ ) 

千 九 ぼ 卜 W 华 二月 二十日 朝 仙臺 

B 兄、 

Y 子 は、 君に すら 何事 も 打明けす に， 昨日 朝早く 東京 を發 つたと 云 ふから、 安心の ために 電報 を 打った。 それ 

は 落手して くれた 事と 思 ふ。 書留の 短信 も：！ いたと 思 ふ。 

C は 

昨夜 は、 二人とも、 坐った ま &で夜 を 明した。 一時 僕の 頭 は 音を立て \ 壞れる やうに さへ 思 はれた が、 今 は 却 

つ て 物凄い 程に 澄み切って ゐる。 こ の 機に 乘 じて 總て の 顚末を 出来るだけ 冷靜に 公平に 書きっ^ら うと 今 筆 を 取 


る。 時卄は 卜 一時 中で 止って^ るが、 陽の 具合で は 九 時 頃 だと 思 ふ。  あ I 

ャ n もお ま 工場に 行った。 而 して 狂氣の やうに 働いて ゐた。 十 時 頃 妹が 一通の 電報 を 持って 慌て、 かけ 込んで 

來た U 發信 人の Y 子で あるの を 知った N 子の 額に 現れた 極度の 不安 は、 すぐ 僕 を 襲っ^。 妹 は 僕の 顔 を 見た。 僕 

は 妹の 顔 を 見た。 而 して その 瞬間、 妙に 互に 憐れみ 合って ゐた。 僕 は 出来るだけ 心を鎭 めながら、 强 ひて 氣を落 

着けて、 窓際まで 行って 封 を 切った。 

「ケ フユ ク、 コク ハク スル、 ソノッ モリ デマ ッテ」 と 云 ふ 文句が 讀 まれた。 僕 は 妹に、 家に 歸 つて Y 子を迎 へる 

I さする やうに 驚け て、 頭から 被った 埃を拂 つて、 兵隊の 古 外套 を I つて 一緒に 工場 を 出た。 別れる 時、 

「何 か 御 心配な 事が 出来たん ぢ やなく？」 と 妹が 云った。 「默 つてろ ，貴様 は 家へ 歸 つて 支度 を すれば それで レ、 

んだ」 さう 僕 は 怒鳴って しまった。 もう 少し 妹が ぐづ くして 居たら、 亂暴を 働いて ゐた かも 知れない 

一人に なつてから 停車場 を 目 魅け て 一目散に 走った。 そこに は 勿論 まだ 彼女 は 着いで 居なかった。 始めて 氣が 

附 いて、 もう 一度 電報 を讀み 直さう と、 ポッケ ットを 探したら、 用紙 はいつ の 間に やら 手で 揉みく だかれて 、油汗 

でぐ つし より ！！ れてゐ た。 で、 仕方なし に 時間 ft と、 一番の 急行で も、 十二時 過ぎで なければ 仙臺に は着 

かない 事が おって、 すっかり 力が 拔け てし まった。 僕 は 奇妙に 度々 人と ぶっかり 合 ひながら、 停車場 を 出て、 瓦 

斯會 社の 南側の 土手に 腰 を 下した。 そこ は人氣 のない 所だった。 今日 も 空 は 晴れ渡って 居るな とその 時 氣が附 い 

た。 風 は 身 を 切る やうに 寒かった。 何ん の吿白 だか 知れない が、 何しろ 容易なら ぬ ショックに 堪 へる 準備 をし なけ 

^よなら ない と 思って、 僕 は氣を 落^け ようとした。 片端から 考へを 纏めて 行く つもりで、 ふと 氣が附 くと、 僕 

は ぽかんとして、 前に 落ちて 居る 蜜柑の 皮を毘 つめて 居た。 幾度 やり直しても 同じ 事 を 繰 返す ばかり だ 而 して 

そつ 寺 ま、 それ を さう 瘤に さはる 事 だと 思って 居なかった。 そんな 風に して どの位 時が 過ぎたら う。 
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その 中に、 少し づ& 頭の 隅の 方に 餘裕が 出 來て來 て、 僕 は 蜜柑の 皮 を 瞬き もせす に 見つめながら 夢の やう こ、 Y 

子と 會 堂の 別室で 遇った 時の 事 を 思 ひ 出して ゐた。 部 尾の 隅に 置かれた 日曜 舉校 用の 掛鬪 のけば/, \ しい 色が 視 

角 外に ありながら、 祌經に 感ぜられた。 その 心 持まで を 僕 は 再現して 見る 事が 出來 た。 表 ：@ は 冷たい 石漦の やう 

に 身動き もしないで II できなないで II 俯きながら Y 子が 立って ゐる。 僕 は その 前に 立って ゐる。 二人 は 一 IB 葉 

を 待たないで、 互の 要求 を 十分に 諒解し 合って ゐる。 僕 は 然し 最善 最 美の 言葉 を 語らねば 氣 がすまぬ。 さう して 

二人の 立って るの は 何たるい、 事 だら う。 天使 も それ を 見たら 微笑ます に は 居られない。 僕の 眼に は， 甘 (哀し 

ぃ淚が じわりと 湧き上った。 その 淚が 眼の 中に たまり 切る と、 一滴の 玉と なって、 冷え切った 颊に ちらりと i か 

みを覺 えさせながら、 音 も 立てす に 土の 中に 沁み 込んで 行った、 僕 は 魂 もとろ ける やうに なって、 この 淡い 樂し 

い 哀しみに ひたって ゐ た。 

哀しみ は 哀しみ を 生んで、 淚の 下る 事が 段々 しげくな つて 來 た。 而 して それが 熱い^ 1 ぃ淚に 代って 行った。 僕 

の 前から は Y 子の 淸淨な 乙女の 姿 は 何時か 消えて しまって、 朦朧たる 意識の 中に、 何等の 意味 もない 喑黑 が荣ま 

り 出した。 僕 は 降る やうな 大空の 光の 許に ゐ ながら、 すっかり 喑黑に 包まれて しまった。 眞黑な 絶望が 僕 を 取り 

まいた。 身動き も出來 ない。 何故 Y 子に 遇つ たんだ。 僕 は 何故 Y 子に 遇つ たんだ。 この 一 つの 疑問に 壓 されて、 

僕 は 芝 土手の 上に 石の やうに 丸 まって 呻いた。 

それから や \ 暫く 僕 は 生きながら 死んで 居た、 死にながら 生きて ゐた。 突然 傍で 鳴った 會 社の 汽笛に 愕然とし 

て 時^の 世界に 生れ 出て、 時計 を 兌る ともう 十一 時半だった。 然し その 時計 は 昨日から 卷 かれなかった ので、 時 

間の 世界に 住んで ゐ なかった。 それに 氣が附 くと、 旣に Y 子 を 見失って しまった 僕 は、 せめて 肉 身の Y 子^ 見失 ふ 

まいとして 乂 ^車 場に 馳せ もどった。 改札口から はこみ 合って ぞ ろ^ \ と 旅客の 出て 來る听 だった。 最後 こおて 


來る 一群の 殿， にに、 病に 瘦せ， 旅に やつれた * 處 女と は 忍 はれぬ 程喑ぃ Y 子の 姿 を 見附け 出 した 時， 僕 は 突然ぐ 

つと 後ろに 引き もどされる やうに 思 ふと、 極度の 愛涪と 極度の 憎惡 とに、 頭 は 八つ裂きに された やうに なって、 

侯の 前 は 露 暗にな つてし まった。 

然し、 場合 は 僕 を Y 子の 所まで 引きす つて 行った。 半ば 上の空に なった と 兌え る Y 子の 眼 は、 乞食の やうな 僕 

の 姿 を 驚き 照れた やうに， 义 落着き 拂 つて ゐる やうに、 ぢ つと 見た。 その 眼の 繰 出す 一 百 葉 こそ は、 昔の それと は 

似 もっかぬ もので ありながら， 眼 そのもの は、 悲しく も 昔の ま、 の 姿を變 へて はゐ なかった。 

ぎごちない 挨拶 を 取り か はしてから、 二人 は 連れ立って 歩いた。 三 丁 ほど 默っ たま-で 歩いて から、 僕 は 「B 

は 丈夫で ゐま すか」 と、 途方もない 出 鳕目を 云った。 Y 子 は 「え \」 と 滅茶苦茶な 答へ をした。 二人 は それ を 憤 

つたり 恥ぢ たりした。 それから は 一 一人 は默 つた ま-で 家に 着いた。 

入口に 出迎 へた 妹の 心配げ な顏 は、 二人 を 見た 瞬間に 一入の 靑みを 加へ た。 自分 達の 顏色 は、 妹が 思った 以上 

の 險惡さ を 持って ゐる なと 僕 は 思った。 Y 子 は N 子 を 見る と、 姉ら しくな つかしげ に 「貴女 は N 子さん で いらつ 

しゃい ますね」 と 笑 ひ を 含んで いはう としたが、 言葉が 絶える か 絶えない 中に、 髮を震 はして 伏目に なって 泣き 

出した。 N 子 は あんまりの 意外に 眼 を 見張った。 Y 子 は 泣いた ま \ で 部屋に 通った。 而 して 顔 を疊 にす り附 けて、 

忍び泣きに 泣き 綏 けた。 茶器 を 襖の 蔭まで 持って来た 妹 は、 そこに 膝 をつ いて 這 入る の を 遠慮して ゐる。 悲慘な 

氣分 がもう 家中 を 一杯に してし まった。 僕は默 つて Y 子 を 見て ゐる 中に、 一味の 哀れ を 感じ 出した。 Y 子 は 泣き 

總 けて ゐる。 憐れみが 段々 いらだ、 しさに 變 つて 行く まで 泣き つ^けて ゐる。 僕の いらだ 、しさ は、 段々 に 怒り 

に變 つてい つた。 然し 怒鳴りつ ける 氣 にも なれないで、 いきなり 立って 亂暴に 外套 を脫 いで、 荒々 しく 釘に かけ 

て、 荒々 しく^り^した。 Y 子 は それに 氣附 きもし ないやう に 泣いて ゐる。 僕 は、 义默 つて、 Y 子の 溢へ る髮の 

宣言  一 £ 三 
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モと絀 々とした 首と を 見詰めて ゐ るより しゃう がなかった。 その 中に 怒りが 又 憐れみに 移って ラっ た。 深ハ憐 

れ みが — 叫び も 得しないで 死んで いく 一  人 子 を 唯 見守る 外に 道の 盡 きた 母の 味 はう と 思 はしい 降れみ が、 ひし 

せま  の 

ひしと 胸に 逼 つて 来た。 僕 は 鼻の 奧と淚 堂と にっき 上げて 來る 或る 者 を 幾度 か嚥み 下した —— 冷靜 であれ、 冷靜 

であれと すがり 附 くやう に 心の中で 祈りながら。 

あきらめた、 思 ひ 切った、 とい ふやう に、 ハンケ チを 眼が しらに 强く 三度 押し あて \、Y 子が 起き直った 時 は、 

僕 も 稍 i 氣が 落着いて ゐた。 火鉢 を 中に 置いて 二人 は 向 ひ 合った。 手の 翳されない 火鉢 は 邪魔物の やうに、 一て 

の 間にあった。 Y 子 は 暫く 頭の 中で 云 ひ 出すべき 言葉の 筋 を 立て 、ゐる やうだった が、 やがて 少し 震へ を帶 びた、 

然しし つかりした 齒 切れの い 上 一 一一 口 葉で 話し 出した。 

「私 は 唯 貴方に 濟 まない と 存じます。 是れ までの 貴方のお 心 持 は、 我慢し 切れない 程つ らくお 察し 申して をり ま 

したので すけれ ども、 私と して は、 今日まで 何と 中 上げ やう もなかつ たので 御座いま すの。 自分の、. ：3 を考 へて 

も考 へても、 考へ あぐんで をり ました。 でも、 一昨日 N 子さん との 御 結婚 を 取消して いた^く やうに.^ 理に B 

さんに お 願 ひ. E. しました 時、 やう やく 私 は 決心が つきました から、 それから 昨夜お そくまで か. r つて、 これ だけ 

の もの を 書いて、 今朝 喑ぃ 中に 家 を脫け 出して 參 つたので す。 こんなに 亂 暴な 書き方で お 恥 かし いんです けれど 

も、 どうかお 情けに ぉ讀 みに なって 頂けますまい か 。私 は 口 をき くと 泣き出して しま ひさう で 御座いま すから ノー 

>  ふところ  こ^ o- 

力う！ ム つて， Y ザ は 懐の 中から、 覺 えの ある 薄綠 色の 書翰 箋に 細々 と 書いた もの を 取 出して、 僕の 前に 置いた。 

この 他人行儀 は尠 からす 僕に 反感 を 起させた が.' 僕 は それ を 取上げて 見ない 譯には 行かなかった。 それ は Y 子が 

待って 歸 つて 直接 君に 毘 せる だら う。 


(Y 子の 乎 記) 

4、 

,1 ト でも 知らなかった 心の中 を 申 上げねば ならぬ 時が 參 りました。 私 はこん な 事 を 申 上げる より 死んだ 方 か 

い、 と 忍 ふ 位で 御座います けれども、 この 弱い 體は まだ 死な、 いで 居ります。 死な k い 限り は 自分 を いつはって 

生きる 事 は； k% しても 出来ません。 是れ から 書きます 事に も、 どうか 私の 誠實 だけ は 認めて 頂きた う 御座います。 

贵方 をお 信じ 申した 者の 書いた もの だと 云 ふ 事 だけ は、 どうかく、 お認めな さって 下さい まし。 

私 は 小さい 時から * 自分 を可哀 さうな 子 だと 思 ふ 癖 を拔く 事が 出來 ないで 居ました が、 十五 六になる と、 未來 

に對 して 始終お どくす る な 心に なって しま ひました。 殊に 男の 方に 向って は、 理窟 も 何もな く 恐ろしく の 

み 忍びました。 登 別で、 二階から 貴方の 見て いらっしゃ るのに 氣が附 きました 時で も、 私 は 胸が ひやり とする 程 

簿^^ 感 く^じました。 何時か 男の人が 現 はれ 出で、 私 を この 上 もっと 深い 不幸に つき 落す に 違 ひない と、 ちゃ 

しと、、 一 の 中で 極めて 居りました。 祖父で すら、 男で ある 爲 めに 恐ろし さの 餘り、 譯 もな くその 言葉に 逆った 事 力 

よく &座 います。 神様の 率 を 伺 ひました 時で も、 私 は 心の中で、 祌樣を 男の やうに 思 ひまして、 唯 恐れに 恐れ ま 

した。  か 

でも、 登 別 を ぎ つ 一一： 日 前、 私が 誰に も氣附 かれない 所に 身 を 匿して、 庭で 子供達 を 相手に 遊んで いらっしゃる 

fK 可 時まで も. /(\ 見て 居りました 事 を、 よも や 貴方 は 御存じになります まい。 私 力 一番 恥 力し レと 思った 

の は そのき で！： おいます。 贵方 がぎ!： かして 此方 をお 向きになる 度に、 私の 胸 は 早鐘の やうに 震へ ながら、 そォ 

でも S ひ 切って 其處を 立! s く 事が 出来ませんでした。 部屋に 歸 つてから、 祖父と 顏を 見合せ る 度に、 何とも 云へ 

ない 心 f めを覺 えました が、 見た 事 はが！： しても 忘れた く 御座いま せんでした。 私 は それ を 心の奥に 大事に しま 

宜  一一 一一！ I  一  五 五 
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つて、 その ま \ で 過ごさう と 存じました。 夫^と： -ム ふやうな 事は考 へた ピけ でも 、も， <  恐ろしく つて M りません o 

私 生 こ の^は 私 だけにして 置かう と 思 ひました j でも 明日 此處 をぎ つと 祖父が 申しました 時 は、 私 は 居淺り 

たう 御座いました。 水害の 事を楣 にと つて、 泣いて まで 居殘 りたい と 申 張りました。 

敎會で 貴方と 御 約朿を 致しました 時で も、 本當は 何とお 答へ してい、 やら 存じませんで したの。 貴方が 外の 女 

5 と 御 一緒に^りに なる の は、 死んでも いやで 御座いました けれども、 貴方の 妻に なって、 私の 是れ からの 

mf,  ^の 方に 住せる と 云 ふの は、 考 へても 見られない 程 恐ろしう 御座いま したから。 

御 婚約の 式 $げ ましてから Q 一週間 は- 私に は 忘れられません 一週間で 御座いました。 その 時、 私 は 本^に 

貴方 力ら 離れられな いと S 込む やう i り まし まら. 私の 心 は攀息 近所に ある 水の やうで 御座いました。 

恐ろしい， （， と 思 ひながら、 私 は 貴方に 吸 ひ 込まれて^ りました。 女に 似合 はぬ やうな 事 を 申す の をお 許し 下さ 

い ^は t いつは， り 飾り を 申して はなり ません から。 その 時 私の 心の中に、 始めて 性の 欲 管| めまして、 一 

人で は 如 t て も滿す 事の 出来ない 淋し さと 苦し さと 悲し さき 深く く 味 ひ 始めました ので、 私の、 いは 上の 洒 

力 4 に 下 £ 棚 におろ された やうに、 深く 暗くな り まさりました。 私 は 神の 御前に 身 も 世 も あられぬ 程 恥 ぢ苦 し 

み而 して 又 故の やう I になり たいと 泣いて 祈った 事 も 御座いまし たが、 そればず は 如何す る 事 も出來 ないで、 

それ 力ら は 裏表の ある 心に なりました。 賣 方と お別れ 致します 時、 私が ヒス テリ ー の やうに 悲観的に なりまして、 

貴方 力 ひどく^し なめに なった 事 塞覺 えで いらっしゃ ^ ます か。 私 墓 切られた やうに 思 ひ 入った？ 御瘙 

います 女の 本能が、 世の中の 習慣な ど 申す 事 を 忘れさせ たので 御座います。 でも それば かりで は 御座いません 

でした。 あの 時、 私 は譯 なしにもう 貴方と は 永久に 翁れ しなければ ならない と 感じました ので 御座います。 今 

力ら， とそれ が不 i でな りません けれども、 私 I ひつめ た 一心に は、 將來 sf でが t ろげ ながら 通じた 


ので も 御座いませ うか。 中：贝 方 を 上野に お送りして、 伶 車 場 を 出る 時、 私の 心 は 「もう C おしま ひく」 と 云つ 

て 泣いて 居りました。 

この 妙な、 い 持 は、 何時まで & つても 拔 けませんでした。 私 は、 それから、 前に も增 して 未來を 恐ろしが る 女に 

なって、 寢られ ない 晚 だの、 頭の 痛み 通す 螯 などが 絶えす 緩く やうに なりました。 その 中、 お 父上のお 亡くなり 

になった お知らせが 参りました、 あの 恐ろしい 破産のお 知らせが 參 つたり 致しました。 私 は 直ぐに も 飛んで 行つ 

て 貴方と 御 一緒に 泣きたい と 思って ぢれ ましたが、 もう その 時には 弱い 體は 恐ろしい 病 を 起して 居りました し^ 

ゆが 何處 まで も 私の 场る事 を 承知 致しませんでした。 牧師 も 却って 邪魔になる ばかり だと 申されました。 ^は悶 

えながら、 ぢ つと 家に^つ て、 贵 方のお 上 をのみ 案じて 居りました。 けれども 此處 でも 私 は 正直に 申 上げねば な 

りません。 私の 心の奥底に は、 仙 臺に參 りたくない 不思議な 心が 隱れて 居りました。 うっかり 仙臺 に參れ ば、 今 

までより はもつ とく 悲しい 恐ろしい 事が きっと 起る と 云 ふ 車が 何ん となく 感ぜられ たので 御座います。 唯 貴方 

の 尊い 御 乎 紙 をよ く讀ん で、 ，：= 分で 美しく 高くなる より 仕方がない と^じました。 どんなに 悲しい 心に なった 時 

でも、 贵 方の 御 乎 紙 をい た^いた 暫く は^に 夜が 明けた やうに 心が さつば りして、 すぐ 御 返事が 出した くな り ま 

しヒ o 

こんな 風に して、 S から 秋に、 秋から 冬に なって 參 ります 問に、 贵 方の 仰 有る 心の 生長と 云 ふ 事に も、 そろ そ 

ろ；5- が 付いて 參リ ました。 唯 何ん と， ムふポ なしに、 ^を 恐れる 心が 段々 とれて 行く につれ て、 幾分 づ" か 女の 力 

を 惑 じて 參る やうに なりました。 私 は 心の中で、 私の 寶の母 や、 義理の 母の した 事を考 へて 見ました C 義理の 母 

に^: して は 中し やうの ない 悄 しみ、 あんな 女が あれば こそ、 女 は 何時までも 恥 を 曝して 居なければ ならない の だ 

と.. ムふ泔 しみ を 抱く やうに なり、 實の 母に 對 して は、 ^を覺 さすに、 BR を 恐れ 憎みながら ぐづく に 過ごした 丘 

宣  lia  一  お 
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れさを 思 やうに なりました。 それでも 私 は、 私と して 如佝 すれば い、 のか 身近な 事になる と 少しも ありませんで 

した。 唯贵 方のお 家の 事 を 伺って、 母が 急に 疎遠に 疎遠に とたく らんだり 致します と、 私 は 前の やうに、 i,、§ と 

なしく はして 居られ なくなりました。 おとなし くして 居て はいけ ない の だと 云 ふ 事 位が、 わかる やうに なり まし 

た。 

今. 束になってから、 急に B 樣が小 笠 原 島から ぉ歸 りに なりました。 私 は B 樣と 書いた^ けで もう 胸が 裂ける や 

うで 御座います。 

B 様 は n: 曜舉 校に 來て、 二三 度 私達に お 話 をな さって 下さいました ので、 その 頃から ぉ顏は 存じて 居りました。 

私 は その 頃、 男の 中で も B 様 位 恐ろしい と 思 ひ、 憎らしい と 思った 方はありませんでした。 賣 方が B 様の 親友 

だと 伺った 時には、 貴方 さへ 一し ほ 恐ろしく 思 はれました。 でも 貴方に はお やさしい と 思 ふ 所が 御座いました ，o 

は その 頃 は 唯 こ はい 方の やうにば かり 思 ひました。 貴方と お 約束 を 致す 前、 無名の 御手 紙が 二度 ほど 私の 所 

に參 りました。 が、 如何い ふ譯 か、 それが B 様から 參 つた 事 を 私 はすぐ 知りました。 その 御手 羝の 中には、 少し 

の 飾り 氣も なく、 貴方のお 性質 や 貴方のお 思 召が I！ 曰いて 御座いました。 私 は それ を讀ん でから、 決心して 贵 方の 

御手 鉞を、 殘らす 牧師に お見せ 申しました ので 御座います。 B 様の 御手 鈹が 御座いません でしたら、 私 は 貴方 か 

ら 御 乎.^ を 頂く 度に、 唯々 男 を 恐ろしい ものとの み 思 ひつの つた 事で 御座いませう。 B 様の 仰 有る 事 は、 何んで 

も 北：：： けない やうな 氣が 致して なりませんでした から、 B 様が 私の 家に お出でに なると 伺った 時には、 人知れ す、、 1 

を 痛めました。 昔の 癖が 拔け なかった ので 御座います。 

お引越し なさりた ての B 樣は、 可な り 傍若無人で、 御 自分の 思った 通りに なさらなければ、 氣が おすみに なら 

ない のです 私 はお 蔭で， いくらか 氣を 置く のが ゆるみました。 B 様が 私の 家に お出でに なると 云 ふから- 私 は 


N 子さん と If されば でと 存じました。 でも 私 は I.Bf お lr して、 心の底に は 反抗 すら 持つ S 

りました。 

あるき— そ Ie4 の 降る 日で 御座いました —  B 様が しみぐ 私 にれ々 な 塞 をな さった 事が 御座いまし 

た。 B 様 は i よ m はならなかった ので 御 まます が、 き 時 私は囊 B 様を戀 する やうに なった ので 

御^います ，— 乍して 下さい まし。 こんな 明ら さまな 申し 方 をす るの を 許して 下さい まし， どんなに 柔 力く 申し 

ごも やさねば tsls 同じで 御 まます— 私 はさ 時 魔に あやつられた やうに， すらく と I に 心の中 を 

〜つ： ナ，， してし まひました。 でも I に對 して 私 il 打明け 中した ので は 御座いません。 Bf まだ 私 

かさ ほど あんな fs きになって 居りません。 私が そ Q 時 til する やう になつ/と 中し ますの も 

今 か I へて Q 上で 御座います。 その 時には —神様に 誓言 致します— 私は贵 方の 妻 だと 極めて 居りました 

笑って居りました。  わか  . 

あのお しめば しむ 程、 私 はがす やう ■  く、 白 分の 晶 めて 行く  S 判 I した。 B 様 ま 

知り 巾す やうに なつてから、 私の 心に 起る 性愁 にも、 不蠢に 自然な 感じが 添って 後ろめ たさ を覺 えなくな り ま 

した。 私の 一；：： 印 なぞ も、 戶板を 裏が へす やうに 變 つてし まひました。 世の中の 噓 いつはり と、 本當 とが、 はっき 

りきう つる やうに なりました。 けれども こんな 事 は、 今から その 時 を 思 ひ 返して 申す ので 御座います。 その 時 

に は、 私 は、 一方に は何處 まで も 貴方の 妻と & めて か \ つて、 B 様から 來る 不思議な 力 を 命が けで 押し 戾さ うと 

してお りました ので 御座います。 是れ から 本當に 苦しい 日が 綾き ました。 貴方から 御手 紙 を 頂く たびに 力強い 

援 fs いたやう にも 思 ひます が、 苦しい i を かけられた やうな 心 持 も、 胸の 何處 かに 添 ふやう になり ました。 

それ だと 巾して、 私 は 露 ほどで も贵方 をお S まひ 申す 事 を 怠りました か。 責めて はさう でも あれば と 今 力ら ^ひま 
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す。 その 顷 から B 様 も 何 か 屈託 勝ちに おなりに なりました。 私共 は 別々 に 苦しみ 通しました。 私が ど 如う 可 かして，， 

狩 力ら 遠ざかる 事が 出来た と 思 ふと、 B 様の 御 病氣は 屹度お 惡く おなりになります。 B 様の 屈託が 少し^ら い^ 

と^ふと、 私の 心 は堪へ 得られない 淋し さに さいなまれて 喀血 をしたり 熱 を 出したり 致しました。 でも、 その 頃 

私 ははつ きりさう と は氣附 いて 居りませんでした。 貴方 は 私の 誠實を 信じて 下さります。 私 は g が鑌 くだけ、 、い 

の 緩く だけ 戰 ひました。 死んでも こんな 事 を B 様に 巾 上げまい、 何處 まで も何處 まで も 私 は A 様の もの だ、 と S ひ 

つめました 私 は 苦し まぎれに B 様に N 子さん と 結婚な さる 事 を 幾度 もお 勸め 致しました〜 てれ は 私の 我盡 です。 

N 子 さまの 未來を 忍って， は 御座いません。 何に せよ 私 は B 様から、 のがれようと！^ いたので 御座います。 B 

稼 も N 子 さまとの 御 結婚 を 御 決心な まました。 でも 私が その後で ひどい f やります と、 fa 

きになりました。 貴方から は、 I の 度 毎に 私の 心 を 打明けて よこせと 妻め になります。 私に I への I る 

譯が 御座いませ々 贵方 QI しみ、 苎 人の 御 老母 塞 抱へ になり、 朝から 晚 まで 生活の 爲め I まし ii 

ひに なりながら、 私 を 唯一つ の 光明の やうに 思って 下さる 貴方が 何ん となく お感じな さる その 苦しみ を、 お 察し 

中 上げ ま 1 と、 私さへ 死んで しまへ ぱと 存じます 事が 幾度 御座いまし たらう。 ほんと に 死ぬ 方が 樂 でも 御座いま 

した ^し 私ね もう 前の やうに、 い k 加減に 事 を 切り上げて は 置け ない 人間に なって 居りました， 生きて 居る 

ほ はとん な 苦しみ S 中に も 生きようと f だけに は 力 墓て 居りました。 B 様と 私 は 苦しむ 暨に 執着して 參り 

まつ い、 え、 私 は 苦しむ 程 執着して 參 ります。 で、 又もや B 様に N 子 さまと 御 結婚な さる やうに ぎ-ひて お^め 

致しました。 B 様 は 今度 はこの 前 以上の 御 決心で、 賣 方に ぉ手弒 をお 書きに なりました。 

私 は、 初めて、 鐘の 中から 救 ひ 出された 人の やうな 息をつ 直 じた， けれども それと 一 緒に もう 一つ， 眞 

實 にぶつ かってし まひました。 私 は 一 體如？ いふ 心で A 様の 所に 行く 事が 出来る。 B 様 は 又ー體 如何 云 ふやいで 


N 樣を ぉ迎 へになる の だら う。 私 はさう 思 ふと、 卑しい、 醜い、 私の 義理の 母に も 劣った 心 鞯へを 自分の 心の 

中に 見付けて しま ひました。 それからの 私 は 眠り を 知りません。 病氣を 知りません。 一瞬 も 一秒 も 休まないで、 

この 事ば かり を考 へ繚 けました。 而 して、 とう/, \ -、 もう 一度 强 ひて B 様に お 願 ひして、 貴方に N 子 さまの 事の 

取^しの 電報 を 打って 預 きました。 而し てぢかに 貴方に お 目に 懸 つて、 何もかも 吿白 致さう と 心 を 定めました。 

^がないで 亂れて 居ります から、 中 上げた 事に 前後 も あり、 過不足 も あると 存じます が、 大まかな 事 はお， り 

下さった 事と 杯 じます。 

私の 心 は B 様を戀 して 居る と 巾す 事 を吿白 致します。 

おは 貴方 を 卑しんで 居ります ので は 御座いません。 昔 も 今 も、 貴方 は 私に とって 尊い 淸ぃ强 い^の 方で いらつ 

しゃいます。 私 は 永久に 深い 尊敬 を 捧げます。 それ を 許して 頂きたい と 弁じます。 けれども 私の いつはらざる 性 

格は贵 方 を 尊敬し、 B 様を戀 させます。 

私 は 貴方と 結婚の 御 約束 を 致して 居ります。 御 約束 はお 互 ひの 事で 御 座い ます^ら、 貴方が その 約束 を枭 たせ 

と 仰 有り ますれば、 仕方が 御座いません。 私 は 虚ろな 心 を 抱いて、 贵 方へ 參る外 はない と 杯 じます。 

私 は B 様を戀 して 居ります けれども、 一 言 も それ を 申 上げた 事 はなく、 叉戀 愛の 關係 にある 男女の 問に のみ 許 

される 擧動 も、 勿論 致して は 居りません。 

N 子さん に. Mis をよ くお 話し 下さいまして、 どうか 誤解の ないやう にして 上げて 預 きたう 御座います。 若しお 

許し 下さるならば、 私が 直々 にお 詫び を 申 上げた う 御座います。 
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僕の 眼 は、 讀 みながら、 紙の 上 を、 幾度 か 働き をせ すに、 走り 廻った。 前に もどって は讀み 直し 讀み 直して、 

仕舞 ひまで 來た 時には 日が 暮れて ゐた。 

Y 子から 電報 を 受けた 時で も、 彼女 を 家に 迎 へた 時で も、 「もう 終結が 來た」 と 云ふ覺 悟の 裏に、 せめて は 蟻の 

そら だの 

這 ひ 出る 程の 餘裕 でも あれ かしと 祈った 事 は、 總て签 賴み になって しまった。 運命 は ぼ a: 正面から 喑黑に 僕に ぶ 

つかった。 ^の设 近の 手紙が ひし /(\ と 思 ひ 合 はされ る。 

これ を讀 むお に、 總 ての 謎 は 解けたら う。 同様に 今 僕に は總 ての 謎が 解けた。 君 等の これまでの 乎鈹は 一 つ 一 

せま 

つ 絶大な 意味 を 含んで 逼 つて 來る。 僕 は 笑 ふべき 時に 怒って 居た、 怒るべき 時に 笑って ゐた。 小 弱な 自分の 力が 

びん キ j ふ 

唯 泣 笑され る、 憫 泣され る。 

睽には Y 子の 心中が よく 理解 出來 る。 尤も だと 思 ふ。 而 して、 よくも 危ぃ道 を 踏み迷 はないで、 君 以上の 所 ま 

一 さ i 

で 突き進んで 行った と^ふ。 Y 子の 覺醒が も 少し 低級であった らば！  Y 子の 行爲に 些かの 缺點 だに あり 得た な 

らば！ 僕が 一 餍 卑しく 生れて ゐ たらば？ そこに はま だ Y 子 を 僕の 胸に 引 炭すべき 道が あったら うに。 

N 子が そっと 這 入って 炭 をつ いで 行った 後で、 僕 は 思 ひ 切って 顏を 上げた。 而 して、 

「よく 解りました。 僕と して は 何ん にも 云 ふ 事はありません 一 

と 感心に きつば り： ムひ 切った。 Y 子 も 屹と顏 を 上げて、 僕の 一一 一一 口 葉 を 聞いて 居た が、 見る 間に ほろ， C と 熱い 淚が 

その 頰を 傅って 流れた。 僕の 心 は 却って しんと 冷え切った。 その 冷やかさの 屮に、 僕の 最後の 嫉妬と 自尊と が 宿 

つた。 僕 は 今 それ を 恥ぢて 居る。 

^が 折々 咳嗽 をす る 外に は、 女達 二人 は、 內容は 判らぬな がら、 事の 重大に 怯ぢ 怖れて、 ^さくな つて^ を 殺 


む か  ひそ 

してみ る。 俟逮 二人 は 唯對ひ 八：： つて 坐りつ ピ けた。 S- 々何 か^ひ 出して、 Y 子の^ を ゆるがして 竊ゃ かに 泣く 

外に、 動く ものと て はなく、 その ま-夜が： 史 けて やがて 夜が 叫け た。 二人 は默 つた ま、 で、 淋しく 鈍く..： n ん で；. 仃 

く哓の 光を兑 た。 

ちと 

今夜 Y 子 は 君の 許に 歸り 行く であらう。 僕 はおの 宣 fB を S: つ。 

つ で  く は 

m に 云 ふが Y 子 は N 子に 遇った。 この 二人の 女性の 悲しい^ 兑は、 委しく 報す る必耍 は あるまい。 N 子 は 兎 も 

€： も Y 子 を 許す と 云った。 

(B より A へ) 

1 九 一四、 二、  ニー 夜 東京 ^^パ  、.  -^#1. , 

運命 を 支 へ よ と 促した 僕が 非 だ つ た。 

遝 命の 波頭 は 容赦な く 僕 等 三人 を眞實 の 巌頭に 打ちつ けた。 誰か それ を 逃れ 得よう ぞ。 

三人 は 傷いた。 痛ましく 傷いた。 ^も 泣かねば ならぬ。 Y 子 も 泣かねば ならぬ。 僕 も 始めて 誠の 淚と云 ふ もの 

を 知って 泣く。 

^人 は 三人 を 兒て聲 を 擧げて 笑 ふ。 不 節度、 無恥、 無謀、 輕佻、 沒 道義。 

裸 かなる^ 實、 いつはら ざろ 誡實を 三人 は 知った。 不俱 戴； 大の 敵で あり、 同時に 情 を 等しう する 殉敎^ たる 三 

人 は、 1 たす^ら はす 各よ の 道 を 行かねば ならぬ。 

界 の 敗北の 上に 祝福 あれ。 

Y 子の^ 尘の 上に 同淸 あれ。 
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伎の 勝利の 上に 悲淚 あれ。 

僕 は Y 子に 於て： 止しき 僕の complement を 見出した。 この 吉報 を 第一 に 君に 捧げる。 

僕 は Y 子と 共に、 來 るべき 總て の戰を 雄々 しく 戰ひ、 囘避 する専 なしに 戰ふ事 を 誓 ふ —— 僕 等 一 一人の 爲 めに、 

界の爲 めに、 而 して 僕 等の 哺育し 行くべき 人生の 爲 めに。 

黄金の 如き 君-の 友情、 教の實 質 上の 補助、 君の 信頼、 君の 苦境、 N 子さん の 好意 11 是 等の 總てを 僕 は 敢て犧 

牲に する。 それ は 僕が 如何 に Y 子 を 愛し 尊 ベ るか の 左 券 で あ る。 

然し 僕 等の 羸^な 健康 は、 恐らく は 僕 等 を 永く 戰 場に 立た しめぬ であらう。 人生の 事業 は 重く K つ 遠い。 IS は 

悲しみ を 負 ひながら、 僕 等の 斃れる 所に 立 上らねば ならぬ。 悲しき、 然し 勇まし かるべき 君の 未 來に對 する 僕 等 

の ^きざる 好意 を 受け て くれ 給 へ 。 

宣言 は盡 きた。 劍を秉 るべき 時が 來た • 

(A より B へ ) 

千 九 百 十 叫 年 二月 二十 三日 朝 仙臺 

B 兄、 

Y 子、 

病の篥 り 行く 母と、 失戀の 妹との 住む 小さい^ から、 …… 

僕の 机の 上に は、 今、 君 等の 手紙と 共に、 使 ひ 古した 時計が 置いて ある。 

時計 は 持主に 同情す る やうに 十一 時半で とまって 居る。 馬鹿な 奴 だ。 だが 何んだ か可哀 さうな 奴 だ。 


僕 は、 今， 不思議に も、 この 時計の ゼン マイ を 卷く氣 になれ ない， 

心よ。 忍んで 特て。 

I ^いの 签の 端に、 二 パー 不三 = の 太陽が 今^り 始めた。 

^は それ を兑 つめて CS る。 

(鎌 食 に て お 初 の^を fe し 鎌 食 に て 義 2 稿 を 終る) 

(1 九 1 五 年 七 月 II 十 二 お、. H 樺 所載) 

^ 1ゎ ゲ-  ^7ry^  A 


1." 
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お 末の已 お 5^/ めみ V れ き-^?^? X" I ^ 

^*A^/1TZ^  "\ ^ク？  2^ か^^ 

1 

ぶ は その 頃 誰から 習ひ覺 えた ともなく、 不景氣 と 云 ふ 曾 葉 を 云 ひくした • 

「何 しろ-仁に だから、 兄さん も 困って るんだ よ。 おまけに 叫 月から 九月まで にお 葬式 を 叫 つも 出したん だもの」 

お 末 は 朋輩に こんな 物の 言 ひ 方 をした。 十 E! の 小娘の 云 ひ 草と して は、 小 まし やくれ て 居る けれども、 „ に 

似た 平べ つたい、 而 して 少し 中の しゃくれ た 顔 を 見る と、 側で 聞いて ゐる人 は 思 はす ほ \ ゑ ませられて しまった。 

あと 

お 末に は 不景氣 と 云 ふ 曾 葉の 意味 は、 固より はっきり は钊 つて 居なかった。 唯 その 界隈で は、 誰でも 顔 さへ 

合 は せれば、 さう 挨拶し あ ふので、 お 末 f そんな 事 を 云 ふの が 時. {且 にかな つた 事の やうに 思 ひな さ 匕て ゐた 

のだった。 规 もこの 頃 は、 あの こつ と 丹念に 働く 兄の 鶴士！ I の 顔に も 快から ぬ黑 すんだ 影が 浮んだ。 それが 晚 

飯の 後まで も 取れす にこび りついて 居る 事が あるし、 流 元で 働く 母が てつく ひ (魚の 名) の を 露に どけた の 

を、 黑 にや るんだ なと 思って ゐる と又考 へ 直したら しく、 それ を 一 緖に 鍋に 入れて 煮て しま ふの を 見た 事 も あつ 

た。 さう 云 ふ 時に お 末 は 何んだ か 淋しい やうな、 後から 追 ひ 迫る もので も ある やうな 氣 持に はなった。 なった け 

れ ども、 それと 不景^と しっかり 結び 附 ける 程の 痛まし さは、 まだ 持って ゐ よう 害がない。 

お^の 家で 四月から 追つ かけく 死に 繽 いた 人達の 眞先 きに 立った の は、 ひ をした 父だった。 一 年 半 も 半 

身不隨 になって、 どっと 臥った なりであった から、 小さな 床屋の 世帶 として は、 乎に あまる 重荷だった。 長命 を 


させた いのは 山 々だけれ ども、 i も 齢 だし、 あの 體 では 所在 もない し、 乎と 云って はねつから 屆 かないん だか 

ら、 あ、 して 生きて ゐる のが 却って Si だと、 兄 は 來る客 ごとに お 世 辭のー つの やうに：. ムひ惯 はして 居た。 極く 

一お な g で 尊大で 家 一杯 ひろがって 我儘 を 通して 居た 習慣が、 病みつ いてから は 更に 募って、 家の ものに 一日 三 

界 あたり^ら すので、 末の^の 折" と 云 ふの なぞ は， 何時ぞや 母の 云った 惡ロを その ま、 に、 父の 面前で 「やい 父 

つ ちゃんの^ つまみ」 とから かったり した。 病人 は それ を 聞く と 病氣も 忘れ て^の 上で 跳り 上った。 ^て は その 

i んだ氣 分が 家 巾に 傳 はって、 互に 脫み合 ふやうな  一 n が 過ごされ たりした。 それでも 父が 居なくなる と H くの 

中 はま Ife るんだ やうに なった。 どうかし て^ひ 切り 引きちぎって ゃリ たいやうな、 氣を いら させる 喘^の 

^も、 無くなって^ ると お 末に は 物足りなかった。 父の 背中 をもう 一度 さすって やりたかった。 大地 はこ そ 雪 解の 

悪路 なれ、 からつ と^れ 渡った 靑^ は、 氣持 よくぬ くまって、 いくつかの M が 窓の やうに あちこちに 篏 めら れて 

かつ i  ノ。 

居る 或る日の 午後に、 父の 死骸 は 小さな 店先から 擔ぎ 出された 

その 次に 亡くなつ たの は 二番目の 兄だった。 ひねくれる 事 さへ 出来ない 位、 氣も體 も 力の ない 十九になる 若者 

で、 お 末に はこの 兄の 家に 居る 時と 居ない 時と が 判らない 位だった。 遊び 過ごした りして 小苜を 待ち設けながら 

敷^ を^ぐ^ なぞに は 殊に、 誰と 誰と が 家に 居て、 どう 云 ふ 風に 坐って 居る と 云 ふ 事 すら 眼に 見える やうに 半つ 

て 居た け II ども、 この 兄 だけ は 居る やら 居ない やら 见當 がっかなかった。 乂 この 兄の 居る 事 は 何ん の 足しに も 牙 

t こもなら なかった。 誰か 一寸 まづぃ 額で もす ると、 自分の 事の やうに この 兄 は 座 を 外して、 姿 を隱 してし 1 つ 

た。 それが 脚氣 を§ ザて、 二週間 程 の^に 股 も ふさがる 位の お^れが して、 心臓 痲痺で 誰も 知らないう ちに 亡く 

なって ^た。 この 弱々 しい 兄が こんなに 肥って 死ぬ と 云 ふ 事が、 お 末に は 可な り 滑稽に-思 はれた。 而 してお 末 は 

. 卜 -Ae そのお 日から 例の 不景^ を 一： ム ひふら して 歩いた。 それ は 北海道に も 珍ら しく 五月雨 じみた 長雨が じとく 

V, 永の. 七  一六 七 
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と 薄ら 塞く 降り 綾いた 六月 半ばの 事だった。 

ズ J: も 中ば 過ぎと 云 ふ 頃に なって、 おに 暑氣が 北國を 襲って 來た。 お 末の 店 もさす がに いくらか 景氣づ いて 來 

た。 朝 平く 隣り の 風呂屋で 風呂の 栓を 打ち こむ 音 も 乾いた 響き をた て \、 人々 の 軟らかな 夢 を ゆり 動かした。 暗 

天 五 口 をれ つと 云 ふ柬京 相撲の 畫 びら の 眼 ざまし さは、 お 末 はじめ 近所合壁の 少年少女の 小さな 眼 を 驚かした。 

ネ： 力ら は 菊 冗 B  のびら が來 るし、 活動寫 眞の 廣吿は 壁も狹 しと 店先に 張りなら ヾら Jel た。 父が 死んで か 

ら、 兄 は 兄 だけの 才覺 をして 店の 體裁 を變 へて 見たり した。 而 してお 末の 非常な 誇りと して、 表 戶が靑 いべ ンキ 

で 塗り^-へられ、 球 ボャに 鶴 床と 赤く 書いた 軒 ランプが 看板の 前にが された。 おまけに 電燈が ひかれた ので、 お 

末 力 嫌った ランプ 掃除と 云 ふ 役 nz は 煙の やうに 消えて 無くなった。 その代り 今年から は 張 物と 云 ふ 新し い 仕事が 

加 へられる やうに なった が、 お 末 は 唯もう 眼前の 變化を 喜んで、 張 物が どう あらう と 構はなかった。 

「家で は 電燈を ひいたん だよ、 そり や 明るい よ、 ^凃も いらな いん^ょ」 

さう 云って 小娘 の^に 鐵购を 引いて 歩いた。 

お 末の^に は 父が 死んで から 兄が 急に えらくな つた やうに 兌え た 。店 をべ ンキで 塗った の も、 電燈を ひいた の も 

^たと^ ふと、 お 末 は 如何にも 賴 もしい ものに 思った。 近所に 住む 或る 大工に 片づ いて、 可愛い， T  二つになる 赤 

坊を もった  一 ^の 姉が 作って よこした 毛糯 子の 櫸を きりつと かけて、 兄 は |S ^な 小柄た 體を まめく しく 動かし 

て 働いた。 兄^の 誰に も 似す、 まる /(- と 肥った 十二に なるお 末の 弟の 力 三 は、 高い 齒の 足駄 を 器用に 履いて、 

お 客の ふけ を 落したり 頭 を 分けたり した。 客足 も 夏に 向く と 段々 繁く なって 來る。 夜も晚 くまで WI は娠 はって、 


笑ひ聲 ゃ將棋 をう つ 音が 更けて まで^ こえた。 兄 は何處 まで も 理髮師 らしくない、 おぼこな 態度で 客 あしら ひ を 

した。 それが 却って 客 を よろこばせた" 

斯う 華やか 立った 一家の 中で 何時までも くすぶり 返って ゐ るの は 母 一人だった。 夫に 先き 立 たれる まで は、 口 

小言 一 つ 云 はす、 はき，， /\ と 立ち働いて、 病人が 何 か 口 やかましく 註文 事 をした 時で も、 默 つた ま-でお いそれ 

ごつ と a ば や  をつ と 

と 乎 取 ¥<w 事 を 足して やった が、 夫 は それ を餘り 喜ぶ 風 は 兌えなかった。 却って 病死した 息子 なぞから 介抱 を 

受ける のを樂 しんで おる 様子だった。 この 女に は：！： 處か 冷たい 所が あつたせ ゐか、 暖かい 氣分を 持った 人 を、 行 

火で も 親しむ やうに 親しむ らしく 兌え た。 まるくと 肥った 力 三が 一 番祕藏 で、 お 末 は その 次に 大事に されて^ 

た。 二人の 兄な ど は 疎々 しく 取り あっか はれて 居た。 

父が 亡くなって から は、 母の 様子 はお 末に も はっきり：^ える 程變 つてし まった。 今まで 何事に つけても 滅多に 

心の 襄を 見せた 察の ない 氣丈 者が、 なにお せっかいな 愚痴つ。 ほい 機嫌 買 ひに なって、 好き 嫌 ひが 段々 はげしくな 

つた。 總領 の鹧吉 に當り 散らす 具合な ど は、 お 末も兑 て^られない 位だった。 お 末 は 愛せられて 居る 割合に 母 を 

好まなかった から、 時々 はこつ ちから もす ねた 事 をしたり 云ったり すると、 母 は 火の やうに 怒って 火箸な ど を 取 

す ば や 

り 上げて 店先まで 遂 ひかけ て來る やうな 事が あった。 お 末 は 素早く 逃げお ほせて、 他所に 遊びに 行って 他愛 もな 

く； n を^して 歸 つて 來 ると、 店の 外に 兄が 出て 居て 待って 居たり した。 茶の間で は 母が また 口 惜し 泣き をして 居 

た。 而 して それ はもう お 末に 對 して^ はなく、 兄が 家の 事 も碌々 片づ かない 中に、 かみさん を迎 へる 算段ば かり 

して 居る と 云 ふやうな 事 を 毒々 しく 云 ひつの つて 居る のだった。 かと 思 ふとけ ろつ として、 お 末が 歸 ると 機嫌 を 

取る やうな 眼 付 をして、 夕釵 前な の も 構 はす、 店に 居る 力 三 も その 又 下の 跛 足な 哲も 呼び入れて、 何處 にし まつ 

てあつた の か 突 味し い 煎餅 の 馳 定 をして くれたり した。 

お 末 の 死  1 六 九 


^^武^^^  ^一^  一七 G 

それでも この 一 {豕 は 近所から は 羨まれる 方の 一家だった。 鶴さん は氣が やさしい のに 働き手 だから、 いまにお 

店から 表に^ 极 をのす と んなが 云った。 鶴^ は實際 人の 蔭口 にも 讃め 言葉に も 耳 を假 さすに まめ/ \ しく 働き 

つ^けた リ 

ミ 

八月の； 二十  一 n は 二度！：： の 天長節 だが、 初めての 時 は 諒闇で お 祝 ひ をし なかった からと 云って、 鶴 吉はー 曰 店 

を 休んだ。 而 して 絶えて 久しく 構 はないで あった 家中の 大掃除 を やった。 普段 は鶴吉 のす る 事と さ へ 云へば 妙に 

ひがんで 出る 母 も 今日は 氣を 入れて 働いた。 お 末 や 力 三 も 面白半分 朝の 凉 しい 中に せっせと 手助け をした。 棚の 

上 なぞ を 片付ける 時には、 まだ 見た 事 もない もの や、 忘れ 果て、 居た ものな どが、 ひょっこり 出て 來 るので、 お 

末と 力 三と は 塵 だらけに なって 隅々 を 尋ね 廻った。 

「ほれ 兌ろ やい、 末ち やん こんな 繪 本が 出て 來 たぞ」 

「それや 私んだ よ、 力 三、 何處へ 行った かと 思って 居た よ、 おくれよ」 

「何、 やつけ え」 

いた. つら もの  たもと v そ 

と 云って 力： 一： は 悪戯者ら しく それ を兑 せびら かしながら ひねくって 居る。 お 末 はふと 棚の 隅から 袂 糞の やうな 

^を かぶった ガラス 壜を 一一： 木 取 出した。 大きな 壜の 一 つに は 透明な 水が 這 入って 居て、 殘 りの 大壜と 共 口の 小壜 

とに は 三 盆ね の やうな 白い 粉が 這 入って 居た。 お 末 はいきな リ白ぃ 粉の 這 入った 大 壜の蓥 を 明けて、 屮の もの を 

ま ね 

つまんで 口に 入れる 假爲 をしながら、 

「力 三是 れ御覽 よ。 意地 惡に はやらな いよ」 


と 云って 居る と、 突然 後ろ で 兄の 鶴吉 が^ 段 にない 鋭い^ を 立てた。 

「何 をして！ 15 るんだ お 末、 馬鹿野郎、 そんな もの を 嘗め やが つて …… 嘗めた のか 本當 に」 

あまり の權 幕に お 末 は 實を吐 いて、 嘗める 假爲 をし たんだと 云 つ た。 

「その 小さい 璦の方 を 耳の 垢 ほどで も甞 めて 見ろ、 見て 居る 中に くたばって 仕舞 ふんだ ぞ、 危 ねえ」 

ねえ」 と 云 ふ 時 どもる やうに なって、 兄 は 何 か 見えない 恐ろしい もので も 見つめる やうに 怖い 眼 をして 窒の 

內を 見廻した。 お 末 も 妙に ぎょっとした。 而 して そこ/ \ に踏臺 から 降りて、 乎傳 ひに 來て くれた 姉の 兒を 引き 

とって おんぶした。 

あ 

畫 過ぎに カー 二 は 枭 の is 平 川に 祌 棚の もの を 洗 ひに 出された。 暑さが つのる につれ て 働く のに 厭きて 來 たお 末 は、 

その後から ついて 行った。 廣ぃ小 砂利の 洲の屮 を 紫紺の 帶 でも 捨てた やうに 流れて 行く 水の 屮に は、 露 裸 かにな 

つた 厂^1 逹が 遊び 鼓れ て 居た。 力 三 は それ を兑 ると たまらな さう に 服を郯 かして、 洗 物 をお 末に 押しつけて 遛ぃ 

たま \ 友と 呼び か はしながら 水の 中へ 這 入って 行った。 お 末 はお 宋で洗 物 をす るで もな く、 川柳の 小 蔭に 腰 を 

据 ゑて、 ぎら くと 光る 河原 を兑 やりながら、 背の 子に 守り 唄 を 歌って やって：^ たが、 段々 自分の 歌に 引き入れ 

られ て、 ぎごちな さ V. うに 坐った ま \、  二人とも 他愛なく 眠 入って しまった。 

ほっと ：！： かに 驚かされて 眼 を さます と、 力 三が 體中 水に ぬれた ま. ^でて らく 光りながら、 お 末の 前に 立って 

居た。 乎に は 三^: 本 ほど、 熟し 切らない 胡瓜 を 持って 居た。 

「やらう か」 

「^だよ そんな もの を」 

然し 働いた 擧句、 ぐっすり 入った お^の 喉 は燒け 付く 捋 乾いて 居た。 札 幌の贫 と： K はれる その 界隈で 流 
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行り 出した 赤痢と 云 ふ 恐ろしい .5 氣の事 を 薄々 氣味惡 く は 思 ひながら、 お 末 は 力 三の 手から 眞靑な 胡瓜 を 受取つ 

た。 背の 子 も 眼 を さまして それ を 見る と 泣き わめいて 欲しがった。 

「うるさい 子 だよ てば、 ほれ ツ^へ」 

と 云って お 末 は その 一 つ をつ きつけた。 力 三 は 呑む やうに して 幾 本 も 食った。 

その 夕方 は 一家 珍ら しく 打 揃って 賑 はしい 晚食を 食べた。 今日は 母 も いつにな くくつ ろいで、 姉と 面白げ に 世 

^話 をしたり した。 鶴吉は 綺麗に 片づ いた 茶の 問 を 心地 よげ に 見廻して、 棚の 上な どに 服 を やって 居た が、 その 

上に 鉞 つてお る藥壜 を 兌 ると、 朝の 事を^ ひ 出して 笑 ひながら、 

r 危 いの 怖い のって、 子供に はう つかりし て^られ やしない。 お 末の 奴、 今朝 あぶなく 昇汞 を 飮む所 さ …… あれ 

を^んで おて 见ろ、 今頃 はもう お 陀佛樣 なんだ」 

とさ も 可愛げ にお 末の 顔 をぢ つと 兒て くれた。 お 末に は それが 何とも 云 はれない 程 嬉しかった。 兄で あれ 誰で 

あれ 男から 來るカ を 嗅ぎ わける 機能の 段々 と 熟して 來 るの をお 末 はどうす る 事 も 出来なかった。 恐ろしい もの 

だか、 嬉しい もの だか、 兎に角 强ぃ刃 向 ひも 出来ない やうな 力が、 不意に、 ぶっかって 來 るの だと 思 ふと、 お 末 

は 心臓の. g が^に どき. （と 湧き上って 來て、 かつと はち切れる ほど 顔の ほてる のを覺 えた。 さう 云 ふ 時のお 末 

の 服つ き は 鶴^の 隅から隅まで を 春の やうに した。 若し その 時お 末が 立って 居たら、 いきなり 坐り こんで、 哲で 

も 居る とそれ を 抱き か、 へて、 うるさい 程頰. f り をしたり、 締め 附 けたり して、 面 {H いお 話 をして やった。 叉 若 

し 坐って 居たら、 思 ひ 出し 事で もした やうに 立 上って、 甲斐々々 しく 母の 手傳ひ をしたり、 茶の間 や 店の を 


したりした。 

お 末よ 今 も 兄の 愛 醃に遇 ふと、 氣もそ はくと 立 上った。 而 して 姉から 赤坊を 受取って、 思 ひ^ 分 頰ぺた を 吸 

つてお りながら： 占 を 出た。 北國の S の 夜 は 水 をう つた やうに 凉 しくな つて 居て、 靑ぃ光 を まき 散らしながら 夕月 

がぽ つかりと 川の 向う に 上り か 、つて 居た。 お 末 は 何ん となく 歌で も 歌 ひたい 氣分 になって いそ^ \ と 河原に 出 

た。 お， Li は 月見草が 處ま だらに 生えて 居た。 お 末 は それ を 折り 取って 燐の やうな 蕾 を ながめながら、 ベ さい 聲で 

「旅.^ の 歌」 を n すさみ 出した。 お 末 は 額に 似合 はぬ い &繫を 持った 子だった。 

「あ k 我が 父母い かにお はす」  . 

と 歌 ひ 終へ ると、 花の 一 つが その 聲に ゆり 起された やうに、 眠む さうな 花びら を じわりと 開いた。 お 末 は それ 

に 興 を 船 じて 1 ひつ ビ けた。 花 は歌聲 につれ て 音 をた てんば かり にす る /、と^き まさって いった。 

「あ \ 我が はらから 誰と 遊ぶ」 

ふと 褪 寒い 感じが 體の屮 をす つと 拔 けて 通る やうに 思 ふと、 お 末 は 腹の 隅に ちくり と 針 を 刺す やうな 痛み を覺 

えた。 初めは 何ん とも 思はなかった が、 それが 二度三度と 糗 けて 來 ると 突然 今 U 食べた 胡瓜の 事 を 思 ひ 出した。 

胡瓜の 事 を 思 ひ 出す につけて、 赤痢の 事 や、 今朝の 水の 事が ぐらく と 一緒くた になって、 頭の 屮を かき 廻し 

たりで、 八/までの Is きと ほった ^分 は 滅茶苦茶に されて、 力 三 も 今時分 はきつ と 腹痛 を 起して、 皆ん なに 心配 を 

かけて 居 はしない かと 云 ふ 豫感、 さて は 力 三が 胡风を 食べた 事、 お 末 も 赤坊も 食べ た 事 を 苦し まぎれに， U 狀 して 

居 はしない かと 云 ふ 不安に も 襲 はれながら、 恐る/ \家 に歸 つて 來た。 と、 ありがたい 事に は カー 一 一は 平^な 顔で 

兄と^ 断撲. か 何 か 取って、 大きな 聲で 笑って居た。 お 末 は ほっと 安心して 敷居 を 跨いだ。 

^しお^の 腹の 畜 みは 治らなかった。 その 中に 姉の 膝の 上で 眠 入って 居た 赤坊が 突然け た \ ましく 泣き出し 
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た。 お 末は乂 ぎょっとして それ を 兌 守った。 姉が 乳房 を 出して つき 附 けても 飮ま うと はしなかった。 家が 遠 ふか 

らいけ な いんだら うと 云って 姉 は そこくに 歸 つて 行った。 お 末 は 戸口まで 送って 出て、 自分の 腹の 痛み を氣に 

しながら、 赤坊の 泣き 聲が凉 しい 月の 光の 中 を 遠ざかって 行く のに 耳 を そば だて 、in た。 

お 末 は 横にな つてから も， 何時 赤痢が 取つ、 く かと 思 ふと、 寢ては 居られない 位だった〕 力 三 は 遊び 疲れて、 

死んだ やうに 眠て は 居る が， 何時 眼 を さまして 腹が 痛い と 云 ひ 出す かも 知れない と 云 ふ 事まで 氣をま はして、 , 

時まで も喑ぃ 中で 眼 をば ちくり させて 居た。 

朝に なって 兌る とお 末 はやつ ばり 何時の間にか 寢 入って 居た。 而 して 昨日の 事 はけろ りと 忘れて しまって 居た。 

その 日の 書 一頃 突然 姉の 所から 赤坊が 大變な 下痢 だと 云 ふ 知らせが 來た。 孫に 眼の ない 母 は 直ぐ 飛んで 行った。 

力 その 夕方- a- 愛い-赤 坊 はもう この 世の もので はなくな つて 居た。 お 末 は 心の中で 震へ 上った。 fra して 急に 力 

三の 擧 動に 恐る/. \ 氣を附 けだした。 

^力ら ぶつ ッ として 居た 力 三 は、 夕方に なって そっと 姉 を 風呂屋と 店との 小路に 呼び込んだ。 而 して 可 を 人， e 

てゐ るの か、 一杯 ふくれあがって ゐる懷 ろ を 探って 白墨 を 取 出して、 それで はめ 板に 大正 二 年 八月 三十 一 曰と 繰 

返して 書きながら、 

-匕り や 今朝から 腹が 痛く つて 叫 度 も 六 度 もうん こに 行った。 お母さん は 居ない し、 兄 やに 云へば どなら 比る し 

；… 末ち やん 後生 だから 昨日 の事默 つて 居て おくれ」 

とおろ，， （^聲 になった。 お 末 はもう どうして い、 か 判らなかった。 力 三 も 自分 も 明 曰 位の 巾に 死 ぬんだ と a ふ 

と 賴 みのない 心細 さが、 ひし/ \ と 胸に 逼 つて 來て、 力 三より 先に 聲を 立て、 泣き出した。 それが 兄に 聞こえ 


お 末 は それでも その後 少しも 腹 妬 を S えす にし まった が、 カヨ は どっと 寢 ついて 猛烈な 下痢に 攻めさい なまれ 

た舉 句、 ^ と 皮ば かりにな つて、 火：：：： の 六 口に は 他愛なく 死んで しまった。 

お 末 はまる で 夢を^て ゐる やうだった。 梭 けて 祕藏の 孫と 子と に 先立 たれた 母 は、 高度の ヒス テリ ー にか、 つ 

て、 一時 性の 跺 狂に 陷 つた。 死んだ 力 三の 枕許に 坐って きょろ つと お 末 を 睨み 据 ゑた^ 付 は、 夢の 屮の 物の怪の 

やうに、 總 てが ぼんやりした 中に、 はっきりお 末の 頭の 中に 燒き附 けられた。 

「何 か惡 いもの を 食べさせて、 二人まで 殺した に、 乎 前 だけし や あ， /(\ して^く さる、 覺 えて 居ろ」 

お 末 は その 眼 を 思 ひ 出す と、 何時でも 是れ だけの iH^ を まざく と 耳に^ くやうな 氣 がした。 

お 末 はよ く^ 地に Si 入って、 力 一 二の 淺 した 白 墨 の 跡 を 指の 先で いぢく りながら 淋しい 思 ひ をして 泣いた。 

折角 鶴吉の 骨折りで、 泥の 中から 頭 を 持ち上げ かけた 鹧床 は、 他愛 もな くす る. （-と 元に も增 した 不景氣 の^ 

み に 引きす り 込まれた U 力 三の まる， /\ 肥えた 額の なくなった 丈け でも、 この 店に 取って は 致命的な 拟 失だった" 

や-さま 

ヒス テリ ー は 治った が、 左の 口 尻が つり 上った きりに なって、 底意 地 惡い顔 付に 見える 母 も、 頰 だけ は 美しい 血 

の 色 を 見せながら、 瘦 せて 蠟の やうな 皮膚の 色の 兄 も、 跛 足で しなびた 小さい 哲も、 家の 中に 暖かみと 繁盛と を 

瑭らす 相ではなかった。 病身ながら、 鹧吉は 若い 丈け に载を 取り直して、 前よりも 勉強して 店 をした が、 籠 めら 

れる だけの 力 を^め W つて 餘裕 のない 様子が 兒 るに 痛ましかった。 姉 は 姉で， お 末に 對 して 殊に 怒り っぽくな つ 

た。 

その 巾に お 末 だけ は 力 三の ない の を この 上な く 悲しみ はした けれども、 內 部から はち切れる やうに 湧き出て 來 
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る 命の 力 は、 他人の 事ば かり 思って 居させなかった。 露地の はめ 板の 白墨が 跡 かた もなくなる 時分に は、 お 末 は 

前の 通りな 賑やかな 子に なって 居た。 朝なん ぞ朿 向きの 窓の 所に 後ろ を 向いて、 唱歌 を 歌 ひながら 洗 物 をして 居 

ると、 襦袢と 帶 との 赤い 色が、 先づ 家中の 單調を 破った。 物ば かり 喰って しかたがな いからと 云って、 黑と云 ふ 

犬 を皮屋 にやつ てし ま はう ときめた 時で も、 お 末 はどうして もやる の を 厭が つた。 張 物と 雜巾 さしと に 精 を 出し 

て收 入の 足しに する からと 云って、 黑の頸 を 抱いて 離さなかった。 

お 末は寶 際 まめ， （- しく 働く やうに なった。 心の中に は、 どうかして 胡凤を 食べた のを隱 して 居る 駆が をし よ 

うと 云ふ氣 がっき まとって 居た。 何より 樂 しみに 行きつ けた 夜舉 校の 日曜日の 會 にも 行く の を やめて、 力 三の 高 

下駄 を 少し 傲く して もらって、 それ を はいて 兄 を 助けた。 眼に 這 入り さう に哲も 可愛がって やった。 哲は おそく 

なっても お 末の 寢 るの を 待って 居た。 お 末 は 仕事 をし まふと >  白い 仕事着 を 釘に 引っかけて、 帶 をぐ るく と 解 

いて、 いきなり に添寢 をした。 鶴吉が 店を片 づけながら 聞いて 居る と、 お 末の する 昔話の 聲が ひそく と 聞 こ 

えて 居た。 母 は それ を 聞きながら 睡 入った 風 をして 泣いて た。 

お^がが 衣の k に 羽織 を 着て、 メ レンスの 結び 下げの 男帶の 代りに、 後ろの 見えない の を 幸 ひに 一 とま はりし 

力ない 短い 女帶 をし める やうに なった 頃から、 不景氣 不景氣 と 一. ムふ聲 がうる さ い 程 聞こえ 出した。 義理の やうに 

一 寸募 つた 暑さ も 直ぐ 凉 しくな つて， 是れ では 北海道 中 種， m 一 粒 取れまい と 云 ふのに、 薄 氣味惡 く 米の 値段が 下 

つたり した。 お 末 はよ くこの 不景氣 と 云 ふ 事と、 w 月から 九月までに 叫 人 も 身內が 死んだ と 云 ふ 事 を 云 ひふら し 

たが、 實 際お 末 を 困らした の は、 不景氣 につけて 母 や 兄の 氣 分の 荒くなる 事だった。 母が がみく とお 末 を 叱り 

つける 事 は 前に もないで はなかった が、 どうかす ると 母と 兄と が 嘗てない 激しい 口い さか ひ をす る 事が あった。 

お 末 は揭が 可な り乎嚴 しく 兄に やられる の を 胸の 中で 快く 思った 事 もあった o さう かと S ふと、 母が^. 慨で 不閔で 


たまらな いやうな 車 もあった。 

十月の 二十 ra: 日 は 力 三の 四十九日に 當 つて 居た。 W 五日 前に 赤坊の 命日 をす ました 姉 は、 その 日 縫物の 事 か 何 

かで 鶴 床に 來て、 店で 兄と 何 か 話 をして 居た。 

お 末 は 今朝^お きから 母に やさしくされて、 大變 機嫌が よかった。 姉に 向っても 姉さん /-\ となつ いて、 何 か 

i りと 獨 言 を 云 ひながら 洗面 臺の 掃除 をして 居た。 

「どうぞ 又是れ をお 頼み 申します I 是れは ちょっぴりで すが、 一 つ 使って 御覽 なすって 下さい」 

その 聲 にお 末が ふり 返って 見る と、 エンゼル^ 油の 廣吿 と、 小壜 入りの 標品 とが 配達され て 居た。 お 末 はいき 

なり 龃け よって、 姉の 手から その 小壜を 奪 ひ 取った。 

「エンゼル^ 油 だよ、 私 明 曰 姉さんと こへ 髮を 上げて もら ひに 行く から、 半分 私が つける よ、 半分 は 姉さんお つ 

け」 

「する いよこ の 子 は」 

と 姉 も 笑った。 

お 末が こんな 冗^ を 云って ると、 今まで 默 つて 茶の間で 何 かして 居た 母が、 急に 打って 變 つて 怒り 出した。 早 

く 1..^:》 を絲遐 にして、 こんな： 大氣の 日に 張 物で もしない と、 雪が 降り出したら どうす ると、 ^を 持った 云 ひ 方 

で、 小 $ー" を 云 ひながら 店に 顔 を 出した。 今まで 泣いて； g たらしく 眼 を はらして、 充血した 白眼が 氣味惡 い 程 光つ 

てお た。 

お^の 死  1 七 七 
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「お母さん 今日は まあ 力 三の 爲 めに もさう 怒らないで やって おくん なさい よ 一 

姉が なだめる 積り でかう やさしく 云って 見た。 

「力 三 力 三って 手前の もの \ やうに 云 ふが、 あれ は 一 體 誰が 育てた。 力 三が どうなら うと 手前 共が 知った こんで 

無 えぞ。 鶴 も 鶴 だ、 不景氣 不景氣 だと 己ら 事ぶ つ 死ぬ まで こき使 ふが に、 末 を 見ろ 毎日々々 のら くらと!！ おば か 

り 延ば しゃがって」 

ざ ふ 5JX 

姉 はこの 口き たない 雜言を 聞く と、 妙に ぶッ つりして、 碌々 挨拶 もしないで 歸 つて 行って しまった。 お 末 は 所 

在な さ k うにして 居る 兄 を 一寸見て、 默っ たま \ せっせと 働き 出した。 母 は 何 寺まで も 入口に. y つてぶ つ/ \ 云 

にぶ い ふうつ 

つて 居た。 ^の 塊の やうな 鈍い 悒鬱が この 家の 軒端まで 漲った。 

お 末 は 洗面 臺の 掃除 をす ますと、 表に 出て 張 物に か \ つた。 冷え はする が 日本晴と も 云 ふべき 免 秋の 》1 が、" I 

—  さ  力す  tp よま 

に rtii の^ 戶に 射して. 幽かに ペンキの 匂 も 立てた。 お 末 は 仕事に 興味 を 催した 様子で、 少し 上氣 しながら せっせ 

と、 色々 な 模様の 切れ を 板に 張りつ けて 居た。 先き だけ 赤らんだ 小さい 指が 器用に、 黑 すんだ 板の 上 を 走って、 

か^んだり 立ったり する 度に、 お 末の 體は 女らしい 優しい 曲線の 綾 を 織った。 店で 新聞 を 讀んで 居た 鶴吉は 美し 

い 心に なって、 飽かす それ を 眺めて 居た。 

組合に 用事が あるので、 早晝を やった 鶴吉 が、 店 を 出る 時に も、 お 末 は 懸命で 仕事 をして 居た。 

r 一  と 休みし ろ、 よ、 飯で も喧 へ や」 

優しく 云 ふと、 お 末 は 一寸 顔 を 上げて にっこり したが、 直ぐ 快活げ に 仕事 を 綾け て 行った。 曲り角に 來て 振^ 

つて 兒 ると、 お 末 も 立 上って 兄 を 見送って 居た。 可愛い X 奴 だと 鶴 吉は思 ひながら 道 を^いだ。 

かま 

母カ畫 飮 だと 呼んでも 構 はすに お 末 は 仕事に 身 を 入れて 居た。 そこに 朋輩が 三人 程 やって 來て、 遊 園， 池 こ 無 


^軌迅 の ^験が あるから、 見に 行かない かと 誘って くれた。 無限軌道 II その 名が お 末の 妤奇心 を 恐ろしく 動力 

した。 お 末 は 一寸 行って 昆て來 る 稍り で、 懊を 外して 袂に 入れて 一一： 人と 一 絡に なった。 

歐 めしく 道 廳ゃ鑠 道 管现； 15 や^ 役所の 役人が 兌て 居る 前で、 少し 型の 變 つた 荷馬車が、 わざと 造った 障害物 を 

がたん，/ (\昔 を 立てながら 動いて 行く の は、 面白く も 何ん ともなかった けれども， 久し振りで 野原に 出て 舉校友 

^と 心^きな く 遊ぶ の は、 近^に ない 保養だった。 まだ 碌 々遊び もしない と 思 ふ 頃、 ふと 薄 寒い のに 氣が ついて 

お を 兌る と、 何. S- の にか 灰色の 雲の 一 面に か-つた， ノ^の^ 色に なって 居た。 

お 末は& きんと して 立ちす くんだ。 朋輩の 子供達 はお 末の 顔色の なに 變 つたの を 見て、 三人と も 眼 を まるくし 

た。 

七 

おって 兑 ると、 顿み にして； S た 兄 はま だ歸ら ない ので、 母 一人が 火の やうに ふるへ て 居た。 

「おつぶし 奴、 何處に 出て うせた。 何んだ つてく たばって 來 なかつ たんだ、 是れ」 

ひと 

と：. ム つて、 一 こづき こづいて、 

「生きて^ ばい 、力 三 は 死んで、 くたばっても 大事ない 手前べ のさば りく さる。 乎 前に S は 無え、 出て う 一 べし」 

と 突 放した。 さすがに お 末 も かつと なった。 「死ねと 云っても 死ぬ もの か」 と 腹の 中で 反抗しながら、 母が 滅 

してた、 んで S いた^ 物 を 風呂敷に 也む と、 直ぐ 店 を 出た。 お 末 は その 時 腹の 签 いたの を 感じて おた が， 飯 を 食 

つて 出る 程の^ 氣 はなかった。 然し 出が けに 鏡の そばに © いて ある ェ ンゼル 香油 S 小璦を 取って、 袂に ひそます 

だけの 餘裕は 持って W た。 「姉さんの 所に 行ったら 散々 云 ひつけて やる からい \。 死ねと：. ム つたって、 人、 誰が 死 

お 末の 死  一 七 九 


冇島武 郞仝第 笫一卷  一八 〇 

ぬ もの か」 さう お 末 は 道々 も 思 ひながら 姉の 家に 着いた。 

U つ  ぁづ  *H か 

何時でも 姉 はいそ，， （\ と出迎 へ て くれる のに、 今： U は 近所から 預かって ある 十 許りの 女の子が 淋し さうな 顏を 

して、 入口に 出て 來た ばかりな ので、 少し 氣先 きを 折られながら 奥の間に 通って 見る と、 姉は默 つて 針 辻 事 をし 

て 居た。 勝手が ちがって お 末 はも じ/, \ そこいらに 立って 居た。 

「まあお 坐り」 

姉 は劍の ある 上 眼 遣 ひ をして、 お 末 を見据 ゑた。 お 末 は 坐る と 姉 をな だめる 積り で、 袂 から 香油の 壜を 出して 

見せた が、 姉 は 見 かへ り もしなかった。 

-  さつき 

1 お^お 母さんから 何ん とか 云 はれたら う。 先刻 姉さん 所に もお t; を 探しに 來 たんだよ」 

と 云 ふの を 冒頭に、 裏に 怒り を 潜めながら、 表 は 優しい 口調で、 お 末に 因枭を 含め だした。 お 末 は 始めの 中 は 

何が と 云 ふ氣で 聞いて 居た が、 段々 姉の 言葉に 引 入れられて 行った。 兄の 商寶は 落 目に なって、 月々 の すがり 

だけで は暮 しが 立たない から、 姉の 夫が いくら かづ \ 面倒 を 見て 居た けれども、 大工の 方 も 雪が 降り出す と 仕事 

が 丸 1 れ になる から、 是れ から 朝の 中 だけ 才 取りの やうな 事で もして 行く. 積り だが、 それが 田 3 ふやう に 行く かど 

う 力 怪しい。 力 三 も 亡くなって 見る と、 行く-^. \ は 一人 小僧 も 置かなければ ならない。 お母さん は あの 通りで、 

時々 臥 もす るから 藥價 だって 積れば 大きい。 哲は哲 で 片輪 者 故、 小 舉校を 卒業した つて 何の 足しに もなら ない。 

隣り 近所に だって、 十月に なつてから、 家賃 も拂 へないで 追 ひ 立て を 喰った 家が 何 軒 あるか 位 は 判って 居さうな 

もの だ。 他人 事 だと 思って 居る と大 間違 ひだ。 それに 力 三の 命日と 云 ふのに、 朝っぱらから 何ん と 思へば 一人 だ 

けお 樂な莨 似が 出來 るんだら う。 足りない ながらせ めて は 家に 居て、 佛 壇の 掃除な り、 精進 物の 煮付けな りし 

て、 母 を乎傳 つたら、 母 も 喜んだら うに、 不人情に も 程が ある。 十 g: と 云へば、 二三 年經 てばお 嫁に 行く 齢 だ。 


そんなお 嫁さん は^も もら ひ 乎が あり はしまい。 何時までも 兄の 所の 荷厄介に なって、 世間から 後 指 を さ k わ 

て、 一 生^ 而. r; い 吸 も 兑 すに暮 すんだら う。 勝手な 露 似 をして いまに 皆ん なに 愛想 をつ かされる がい、。 そんな 

は ぺ = に 姉 はた k みかけて. お 末 を 責めて 行った。 而 して 仕舞 ひに は 自分まで が ほろ りと なって、 

「 r さ^^! は する つて 云 ふから ね、 お母さん はもう 長く も あるまい し、 兄さん だって あ 、身 をく だいち 

や M^^^ になる かも 分らない。 おまけに 私 はね 獨り ぼつち の 赤坊に 死なれてから、 もう 生きる 空 はな いんだ か 

ら、 /。な 一 、後に^つ てし や あくして お出で ：： さう 云へば、 I:, から 閒か うと 思って 居た が、 あの 時お^ 豐 

平 川で 赤坊 に：！： か惡 いもので も 食べさせ はしなかった かい」 

「何 を 食べさす もんか」 

ト まで ぼって うつむいて^ たお 末 は、 追 ひすが る やうに かう 答へ て、 又う つむいて しまった。 

「力： 二 だって ： 絡に^ たんだ もの …… 私 はお 腹 も 下し はしな かったん だもの」 

と 暫くして から 譯の 判らない 事 を、 巾譯 らしく 云 ひ 足した。 姉 は 疑 深い 眼 をして 鞭つ やうに お 末 を 見た。 

かう してお 末 は 押し 默 つて^る 中に、 ふっと 腹の どん底から 悲しくな つて 來た。 唯 悲しくな つて 来た。 何んだ 

か^りつけら る やうに 胸が せまって 來 ると、 止めても，， （\氣 息が はすんで、 火の やうに 熱い 淚がニ 粒 三 粒 ほて 

り 切った ® を輕 くくす むる やうに たら- (-と 流れ 下った と 思 ふと、 たまらなく なって 無我夢中 にわつ と 泣き伏し 

た。 

而 してお 末 は 一時 問稅 ひた 泣きに 泣いた。 力 三の い たづら くした 愛嬌の ある 顔 だの、 姉の 赤坊 の-おなめす り 

する 無 邪氣な 卸 だのが、 一寸^き こむ と 思 ふと、 それが 父の 顏に變 つたり、 母の 顔に 變 つたり、 特刖 になつ かし 

く 思 ふ敉古 の^に^った りした。 その 度 毎に お 末 は淚が 0 分ながら 面白い 程 流れ出る の を 感じて 泣き つ^けた C 

お 末の： 处  - 八 一 
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今度 は 姉が 心. 配し 出して、 色々 に 曾 ひ 慰めて 兌た けれども^ 斐 がない ので、 仕舞 ひに はする ま、 に g つて 遛 いた J 

お JT は 泣きたい だけ 泣いて そっと 顔 を 上げて 見る と、 割合に 頭は輕 くな つて、 心が 荣く 淋しく 押し 靜 まって、 ま 

つきり した 考 へがた つた 一 つ その 底に 沈んで 居た。 もうお 末の 頭から は あらゆる 執着が 綺麗に.^  くな つて ゐた。 

「夕んで しま はう」 お 末は悲 壯な氣 分で、 胸の 中に ふか/^.. とかう うな づ いた。 而 して 「姉さんもう 歸 ります」 と 

しとやかに 云って 姉の 家 を 出た。  • 

八 

川ポに 暇 どった、 めに、 灯が ついてから 程た つて 鶴 吉は歸 つて 來た。 店に は電燈 がかん く 照って 居る が、 茶 

の^は その 光 だけで 問に 合 はして 居た。 その 喑ぃ處 に 母と お 末と が 離れ 合って お lr 坐って おた。 戶 棚の 側に は 

竹 力 ぺ搔卷 にくる まって、 小さな 鼾 を かいて 居た。 鹧 4.H はすぐ 乂 喧嘩が あつたの だな と 思って- あたり さはり の 

ない^^ 話に n を 切って 兌た が、 母 は碌々 返^も しないで • 巾 を かけた 精進の 膳 を 出して す、 めた。 は. ると お 末 

の^に も 乎が つけて なかった。 

「お 末 何んだ つて 食べな いんだ」 

「食べたくない もの」 

何ん と 云 ふ 可憐な なつ ッ こ ぃ聲 だら うと 鶴吉は S3 つた。 

鹋 い：： は^をつ ける 前に 立 上って、 佛擅の 前に 行って、 小 っぽけ な 白木の 位牌に 形ば かりの 御辭籙 をす ると、 し 

パみ りした 淋しい 氣 1? になった。 餘り氣 分が 滅入る ので、 電燈を ひねって 見た。 ばつと 部屋 は 一時 明るくな つて、 

竹 力 一 寸 眼を覺 まし さう になった が、 その ま， 1 乂靜 まって 行って 林し さが^す *ま かりだった。 


お^は 默 つた ま-で 兄の 膳 を にもって 行って 洗 ひ 出した。 明 曰に しろと 云っても、 聽 かないで 默っ たま- 

洗って しまった。 歸り がけに 佛 壇に 行って、 燈心を 代へ て、 位牌に 一寸 御辭儀 をした。 而 して 下馱 をつ ッカ にて 

おから 外に 出ようと する。 

fi.:" は ：！： ん となく i 騷 ぎがして、 お 末の 後から 聲を かけた。 お 末 は 外で、 

「姉さん 所に 忘れた 用が あるから」 

と： -ム つて 居た。 鶴 士：： は^に 怒りた くな つた。 

「&? 鹿、 こんなに 晚く 行かな くと も、 明日 寝起きに 行けば い.^ ぢ やない か」 

:. ム つてる 巾に 母に 肩を持って 見せる 氣で、 

「わが ま、 な 事ば かし しゃがって」 

と附け 加へ た。 お^は 素直に 返って 來た。 

〜人と も寢 てから 鹧. f: 口 は 「わが ま \ な 事ば かし しゃがって」 と 云った 霄 葉が、 どうしても 云 ひ 過ぎの やうに 思 

は 1 て、 氣 になって しかたがなかった。 お 末 はこ ちんと 石の やうに 押し 默 つて、 哲 に添寢 をして 向う むきになつ 

て 居た。 

外で は 今^ S 初- 3 が 降って ほる らしく、 めり 込む やうな 靜 かさの 中に 夜が 更けて 行った。 

^.>,： やて. S お n は^に 夜が あけた。 鶴吉が 起き 出た 頃に は、 ぉ宋は 店の 掃除 をして、 母は臺 所の 片附け を やつ 

て-. ^た、」 竹 は^ ft の 威： h: 敷 を 店 火鉢の 力 傍 で^んで 居た。 お 末 は 甲斐々々 しく それ を手傳 つて やって 居た。 暫くし 
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てから， 

「ぎ  - 

とお 末が-. ム つた。 

「う？ 一 

と哲が 返事 をしても、 お 末が 何ん とも 曾 葉 をつ がない ので、 

「姉 や 何んだ」 

と 催促した が、 お 末は默 つた ま- - だった。 鶴 吉は齒 楊枝 を 取上げよ うとして 錢の 前の 棚 を 見る と、 そこに は 店 

先に ある 害の ない 小皿が 一 枚 載って 居た。 

七 時 頃に なって お 末 は 姉の 所に 行く と 云って 家 を 出た。 丁度 客の 顏を あたって 居た 鶴 吉は碌 々見返り もしな か 

つた。 

客 か歸 つてから ふと 見る と、 さ づきの 皿が なくなって 居^。 

「おやお 母さん、 こ X に 載って た 皿 はお 母さんが しまった のかい」 

「何、 皿 だ？」 

母 力 奥から 顏 だけ 出した。 而 して そんな もの は 知らないと 云った。 鶴吉は 「お 末の 奴 何んだ つて あんな もの を 

持 しゃがつ たんだら う」 と 思って 見 ま はすと、 洗面所の 側の 水 甕の 上に それが 載って ゐた。 皿の 中には 水が 少 

し殘 つて. 21 い 粉の やうな ものが こびり ついて ゐた。 鶴吉は 何ん の氣 なしに それ を 母に 渡して V おさせた。 

九 時 頃に なっても お 末が 歸ら ない ので、 母 はまた ぶつ/^ 云 ひ 始めた。 鶴吉 も、 歸 つて 來 たら 少し の ゆく 

だけ 云って やらた ければ ならない と 思って 居る と、 姉の 所で 預 つて ゐる 女の子が せきこんで n を^け て 這 入って 


來 た。 

「叔父さん， 今、 今」 

と ^ がをはす まして 居る。 鶴吉は それが 可笑しくて 笑 ひながら、 

「どうしたい、 そんな に^て ,:. 伯母さんでも 死んだ か」 

と 一. ム J と 

「うん、 叔父さん とこの 末 ちゃんが 死 ぬんだ よ、 直ぐ お出でよ」 

お" は それ を 聞く と 妙に 不自然な 笑 ひかた がした くな つた。 

「何んだ つて」 

もう 一 度 聞きな ほした。 

「末 ちゃんが 死ぬ よ」 

，お^はとう /(\ 本 當に笑 ひ^して しまった。 而 してい \ 加減に あしらって 女の子 を 返して やった。 

i 苦 は 笑 ひながら 奥に 居る 母に 大きな 聲で その 事 を 話した。 母 は それ を 聞く と 面相 を かへ て猡 足で 店に 降りて 

来た。 

「何、 お 末が 死ぬ？ …… 」 

二め 

而 して^も 突然 不，： z 然 極まる 笑 ひ 方 をした。 と 思 ふと 又眞 面目に なって、 

「よんべ、 お 末 は 精進 も 食 はす 哲を 抱いて 泣いた にが …… は \  > -、. 何 そんな 事 ある もんで、 は wk」 

と-. ム ひながら 义- 小. e 然に 笑った。 鶴 古 は その 笑 ひ聲を 聞く と、 思 はす 胸が 妙に わくく したが n 分 も そ 4 に 

まき 込まれて、 

お 末の^  1 八 五 
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「は、 \  、あの 娘つ 子が 何 を 云 ふだ か」 

ち ひ v> ち 

と 八：： 槌を 打って 居た。 母 は 茶の間に 上らう ともせす きょ とんと して そこ に 立った ま >T になって Is^。 

そこに 姉が 跣 足で 飛んで 来た。 鹤吉は それ を 見る と、 先刻の 皿の 事が 突然 頭に 浮んだ II はり なぐられる やう 

に。 而 して 何ん の譯 もな く 「しまった」 と 思って、 煙草入れ を 取って 腰に さした。 

IO 

その 朝 n 十く 一度お 末 は 姉の 所に 来た。 而 して 母が 散 藥を飮 みづら がって 居る から、 赤坊の 病氣の 時の 才 ブラ I 

トが淺 つて ゐ るなら くれろ と 云った〕 姉 は 何ん の氣 なしに それ を 渡して やった 。と 七 時 頃に 又 縫物 を^って 來て、 

C ろ 

入 n の 隣り の 三疊 で それ を擴 げた。 その 部屋の 戶 棚の 中には こま/、 した ものが 入れて あるので、 姉 はちよ いち 

よい そこに 行った が、 お 末に は 別に 變 つた 様子 も 見えなかった。 唯 羽織の 下に 何か隱 して 居る らしかった け 叱 ど 

も、 是れも いつもの 隱し食 ひで もと 思へば 聞いて も 見な か つ た。 

三十 分 程經 つたと 思 ふ 頃、 お 末が 立って 臺 所で 水を飮 むらしい け は ひがした。 赤坊を 亡くしてから^^ を 毒 Q 

ふす す-  ^ 

やうに 思 ふ 姉 は、 飮む なと 襖 ごしに お 末 を 叱った。 お 末 は 直ぐ やめて 姉の 部屋に： 言 入って 来た。 布 はこの 頃 弗い 

,  しん ち ゆ う 

ちりに 力まけ て 居る ので あの 時 も 眞鍮の 佛具を 磨いて 居た。 お 末 も それ を手傳 つた。 而 して 三十 分 程の 讀 MH の 間 

も 殊勝げ に 後ろに 坐って 聽 いて 居た、 が、 いきなり 立って 三 疊に這 入った。 姉 は 暫くして から ふと 隣り で 物 を も 

どす やうな 聲を 聞きつ けたので、 急いで 襖 を 開けて 見る と、 お 末 はもう 苦しんで 打 伏して Is た。 いくら 聞 いても 

默 りこく つた ま  >, 苦しんで ゐる だけ だ。 仕舞 ひに 姉 は 腹 を 立て、 背中 を 二三 度 痛く 打ったら、 始めて 家の 翊のヒ 

にある 毒 を飮ん だと 云った。 而 して 姉の 家で 死んで 迷惑 を かける のがす まない と 詫び をした。 


敉卜： " の^に かけこんで 來た姉 は 前後 も 亂れた ^振りで、 ^1 をせ き/ \是れ だけの 事 を 鶴吉に 話した。 鶴吉 力 

行って 見る と 姉の 家の 三 凝に 床 を 取って お 末が 案外 平 氣な顔 をして、 這 入って 来た 兄 を 見守りながら 寢て 居た。 

鶴 士：： はとても 妹の 颜を 見る 事が 出来なかった。 

翳^: をと 思って 姉の 家 を 出た 敉吉 は、 直ぐ 近所の 病院に かけつけた。 藥 局と 受附と は 今 眼 を さました ばかり だ 

つた。 直ぐ 來る やうに と 再三 駄 E を 押して 歸 つて 待った けれども 、叫 十分 も 待つ のに 来て くれさう にはなかった 

一に i まりか \ つた！^ は 又 激しく i ほして 來た。 お 末が 枕に 顔 を 伏せて 深い 呼吸 をして 居る の を 見る と、 鶴吉は 

居て^ 立っても 居られなかった。 叫 十分 待った 爲 めに 手お くれに なり はしなかった か、 さう 思って 鶴 吉は又 かけ 

出した。 

だ」、 けて 來 てから 見る と 足駄 を はいて 居た。 馬鹿な こんな 時 足駄 を はいて 駆ける 奴が ある もの かと 思って 

^ ふに なって、 而 して 义 五六 丁 雪の 屮を齪 けた。 ふと 自分の 傍 を 人力 単が 通る のに 氣が ついて 又^ 鹿 をした と 思 

ひながら 車 宿 を 尋ねる 爲 めに ニー 二 丁 5； きかへ した。 人力^ はあった が 車夫 は 老人で 鶴 吉の龊 ける のよりも 餘稃 お 

そく S はれた。 引返した 所から 一 丁 も 行かない 屮に 尋ねる 醫師の 家が あった。 總 ての！！！. 備 をして 待って 居る から 

直ぐ 連れて 來 いとの 事であった。 

な.：：：： よ 人力： SI- こぼ^な く 姉の 家に 靳け附 けて 様子 を 聞く と、 まだ さう 騷 ぐに は 及ばぬ らしい との 事であった。 

も.：；.. は S ます しめたと 思った。 お 末 は壜の 大小 を 間違へ て、 大壜の 方の もの を飮ん だに 逮 ひない。 大壜の 方に は 

^^加 5- を 粉に して 入れて あるの だ。 それに 違 ひない と 思った が、 それ を まのあたり 聞く 勇氣 はなかった。 

人力 ポを^ つのに 义^ く か. * つた。 聰て 鶴吉は 車に 乘 つてお 末 を 膝の 上に か \ へて 居た。 おぶ は 兄に 抱かれな 

がら ¥ かに んだ。 サ 肉の 執着が 喰 ひ 込む やうに 鶴 吉の心 を 引きし めた。 どうかして 生かさう、 鶴吉 はた^ さ 

お 宋の死  一八 七 
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う 思 ふだけ だった。  . 

やがてお 末 は醫： 帥の 家の 二階の 乎廣ぃ 一 室に 運ばれて、 雪白の シ I ッの 上に 移された。 お 末 はまぐ やうに して 

水 を 求めて 居た。 

「よし/ \ 今渴 かない やうに して 上げる から は」 

あ つ 

如 何 にも^の 厚さうな 醫師 は、 診察 衣に 手 を 通しながら、 お 末から 眼 を 放さす に靜 かに かう 云った。 お 末 は 

おとなしく 首肯いた。 醫師 はやが てお 末の 額に 手 を あて K しげ/. \ と 患者 を 見て 居た が 鶴吉を 見返って、 

「昇汞 を どの位 飮ん だんで せう」 

と 聞いた。 鶴吉 はこ i で 運命の 境目が 来たと 思った。 而 して 恐る.^ お 末に 近づ いて、 耳に 口 をよ せた。 . 

「お 末、 お前の 飮ん だの は 大きい 壜か 小さい 壜か」 

と： K ひながら 乎眞 似で 大小 を やって 見せた。 お 末 は 熱の ある 眼で 兄 を 見やりながら、 はっきりした 言葉で、 

「小さい 方の 壜 だよ」 

と 答へ た。 鶴吉は 雷に でも 擊 たれた やうに 昆 つた。 

「ど、 どれ 位 飲んだ」 

かね 

豫" てま 大人で も 十分の ニグ ラム 飮 めば 命 はない と 聞かされて 居る ので、 無益と は 知りながら かう 聞いて 見た。 お 

末は默 つた まゝ で、 食指 を 丸めて 拇指の 附 根の邊 につけて、 五錢 銅貨 程の 圓を 示した。 

それ を 見た 醫師は 疑 はしげ に 首を倾 けたが、 

「少し 時期が おくれた やう だが」 

と 云 ひながら、 S 意して ある 藥を 持って 來 さした。 劇藥 らしい 鋭い 匂 ひが 室 中に 漲った。 鹤吉は その 爲 めに ケ 


までの^ は 夢だった かと 思 ふ ほど 氣 はたし かにな つた。 

「飲み づ らいよ、 我慢して ぉ飮 み」  ほ  こんく  まどろ， 

お： ^は^ 抗 もせす に 眼 をつ ぶって ぐっと 飮み^した" それから 暫くの^ 昏々 として 苦し さうな 假睡に 落ちた， 

助手 は 乎を逞 つて 脈 を 取りつ ビ けて 居た。 而 して 醫！： との 問に 低い 聲で會 話 を 取り か はした。 

十て ふ^ぎつ たと 思 ふと、 お 末 は ひどく 驚いた やうに かつと 眼 を 開いて、 助け を 求める やうに あたり を 兌 ま は 

しながら 娘 を 枕から 上げた が、 いきなり ひどい 嘔吐 を 始めた。 昨日の 晝 から 何ん にも 食べない 胃 は、 泡と 粘液と 

を もどす ばかりだった。 

「胸が苦しいよ、 兄さん」 

鶴吉は 背中 を さすりながら、 默 つて 深々 とうな づ くだけだった。 

「お 便所」 

さう 云って 立 上らう とする ので 皆が さ k へる と、 案外 丈夫で 起き直った。 便器と 云っても どうしても 聞かない。 

あ 吉に 肩の 所 を 支へ て もらって 歩いて 行った" 階段 も 自分で 降りる と 云 ふの を、 鶴吉が 無理に 背負って、 

「ぎ 子^ を 一人で 降りる なんて、 落ちて 死ん じ まふ ぞ」 

と 云 ふと、 お 末 は 顔の 何處 かに 幽かに 笑 ひの 影 を 宿して、 

「死んでも い」 よ」 

と 云った。 

下痢 は 町な りあった。 が i の^れ だけ あると 云 ふこと が、 せめても の 望みだった。 お 末 は 苦しみに 背中 を 大波 

つやう こ あかしながら、 はっくと 熱い 氣息を 吐いて 居た。 3n はかさ^ \ に 乾 ゆれて、 頰には 美しい 紅み を 漲ら 
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して。 

II 

お 末 は 胸の 苦しみ を訴 へる のが やむ と、 激しく 腹の 痛み を訴へ 出した。 それ は慘 めな 苦悶であった。 それでも 

お 末 は^ 丈に も、 もう 一度 便所に 立つ と 云った が、 實際は 力が 衰 へて 床の 中でした 、か 血 を 下した。 鼻から も 暴 

血が 多量に 出た。 而 して 空 をつ かみ シ！ ソを 引き さく 無殘な 苦悶の 間に は、 ぞっとす る 程 恐ろしい 敷 船 の靜 かさ 

が綏 いた。 

そこに 金の 調逹を 奔走して 居た 姉 もやって 来た。 而 して 麻の やうに 亂れ たお 末の 黑髮 を、 极 元から 堅く 崩れぬ 

やうに 結び 直して やったり した。 お 末 を 生かした いと 思 はない ものはなかった。 その 間にお 末 は 一 ゆ々々 こ^ん 

で 行った。 

でもお 末に は 生に すがる と 云 ふやうな 風 は 露 ほど も 見えなかった。 その 可愛い 、堅い 覺 悟が 今更に 人々 のお を 

ゑぐ つた。 

さ 

よと お 末 は 昏^から 覺 めて 「兄さん」 と 呼んだ。 室の 隅で さめ/^ と 泣いて 居た 鶴吉 は、 僻て-眼 を縱 ひなが 

ら 枕許に 近づいた。 

「哲 は」 

「哲 はな」 

兄の 聲は そこで 途絶えて しまった。 

「哲は S. 校に 行って るよ。 呼んで やらう か」 


お 末 は 兄に 顔 を 背けながら、 かすかに、 

「學 校なら 呼ばな くもい \ よ」 

と-. ム つた。 是れ がお 末の 最後の 言葉だった。 

それでも 哲は 呼び 迎 へられた。 然しお 末の 意識 はもう 働か なくなって、 哲を 見分ける 事が 出來 なかった — 

& ひて^に 留守 させて 置かう とした 母 も、 狂亂の やうに なって やって来た。 母 はお 末の  一^ 好きな 晴れ着 を 持つ 

て來 た。 而 して どうしても それ を 着せる と 云って 承知し なかった。 傍の 人が とめる と、 それなら かう させて くォ 

と-ぶって、 その 着物 をお 末に かけて、 自分 は その 傍に 添寢 をした。 お 末の 知覺 はなくな つて ゐ たから、 醫師も 母 

のす る ま、 に 任せて^-いた。 

「お k よし \。 そ 匕で よし。 ようした/. \。 ようした ぞょ。 お母さん 居る ぞ 泣くな。 お、 よしお k よし」 

と./ ム ひながら 母 は そこいら を I！ で 廻して： た。 而 して かう した ま、 で 午後の 三時 半 頃に、 お 末 は 十四 年の 短い 

命に 別れて 行った。 

次の 日の 午後に 弒 おは 五 人目の 葬式 を 出した。 降りた ての 眞 白な 雪の 中に 小さい 棺と、 それに ふさ はしい 

の 送り手と が 汚ない レみを 作った。 鹧吉と 姉と は 店の 入口に 立って 小さな 行列 を 見送った。 棺の 後ろに は 位牌 を 

持った 跛 足の 哲が、 力 三と お 末との はき 古した 足駄 を はいて、 ひよこり/ \ と 高くな り 低くな りして 歩いて 行く 

のがよ く 兌え た。 

姉 は 珠數を もみく 默 念した。 逆緣に 遇った 姉と 鹧吉 との 念怫の 掌に 雪が 後から （- 降り か" つ.^。 

(1 九 一六 K 白樺 所載) 

お 末の 死  1 九 1 


^ お 武郞仝 集 笫 一 ^  1 九 二 

フランセス の 顔 f^Af  $ 

閬な 秋の 或る 一夜。  ち-   しび , 

光の 綾 を 織り出した 星々 の 地色 は、 底光りの する 大空の 紺き だった。 その 大空 は 地の 艰 てから 地の果てにまで 

瘸 がって 居た。 

,  C とナら  た う も ろ こし 

沐 しく 枯れ 渡った 一 叢の 黄金色の 玉蜀黍、 細い 蔓 —— その 蔓 はもう 霜枯れて 居た I から 奇 iM の やうに 育ち 上 

らっぱ 

つた 大きな 3呉动 なパ s フ キン。 最後の 審判の 喇叭で.^ 待つ やうに、 さ \ や きもせ. f 立ち 連なった 黄葉の 林。 それ 

等の 秋の シム ポル を靜 かに 乘 せて 暗に 包ませた 大地の 色 は、 鈍色に 黑 すんだ 紫だった。 そ g ま^ 秋の 一 夜の 事。 

私達 は 彼女の 家に 近づいた。 末の 妹の 力 口 ラインが、 つき まつ はる サン. ベ ルナ I ル 種の レックス を 押しの けな 

がら、 逸 ギ く戶を 開ける と、 石油 ランプの 琥珀色の 光が 焰の劍 の やうな 一筋の I しさ を 廣緣に 投げた。 私と 連れ 

立った 彼女の 兄 達と 妹と は、 孤獨の 客の 居る の も 忘れて、 蛾の やうに 光と 父母と を 目が けて 驅 け^ んだ。 私は少 

し當 i して 這 入る の を ためらった。 ばね 仕掛けで ある 箬の戶 が 自然にし まらない の を 不思議に 思って ふと 氣が 付 

くと、 彼女が 靜 かに ハンドル を 握りながら、 微笑んで 立って 居た。 私 は 彼女に 這 入れと 云った。 彼女 は默 つた ま 

ま 輕くカ ^ り を ふって、 少し はにかみながら それでも ぢ つと 私の 目 を 見詰めて 動かう と はしなかった。 私 は 心 か 

ら 嬉しく 思って 先き に 這 入った。 その 瞬 問から 私 は 彼女 を强く 愛した。 

フラ ンセス II 然し 人々 は 彼女 を 愛して ファ ,  一 I と 呼ぶ の だ。 


.  まきげ 

その 夜 は 興 ある 座談に 時が 平く 移った。 ファ 一一，' と 力 n ライン い^る 時が 來た。 ブロンドの 卷髮を 持った 力 a 

ライン はもう 眠む がった。 栗色の 癖の ない 髮を アメリカ 印度人の やうに 莨 中から 分けて 耳の 下で ぶつりと 切った 

フ，. 一一 ー の 眼 はま だ 堅かった。 ファ 一 1 1 はどうしても まだ 寢な いと 云 ひ 張った。 齢 をと つた にこやかな 母が 怒る 

^似 をして 見せた。 ファ ュ ー は 父の 方に 訴 へる やうな 眼 付 を 投げた が、 とうく 從 順に 母の 膝に 頭 を 埋めた。 母 

は 一 一入の^ 女のお に輕 く， 手 を遛き 添べ て、 口の 中で 小さな 祝禱を 捧げて やった 報酬に、 先づ 二人から 寢 前の 接吻 

を^ 取った。 それから 父と 兄 等と が 接吻 を 受けた。 二人が 二階に かけ 上らう とすると 母が 呼びと めて、 お客様に 

も抆拶 をす る もの だと 輕く たしなめた。 カロラ イン は 飛んで 歸 つて 來て 私と 握 乎した。 ファ 一一 ー は 1 ファ 一一 1 

は^ 飾りの レ ー ス だけが 眼 立つ 程 影に なった 室の 隅から 輕く頸 を かしげて 微笑 を 送って よこした。 而 して 二人 は 

はしご  にぎ 

押 合 ひへ し 合 ひしな がらが たくと 小さい 階 子 を かけ 上って 行った。 その 娠 やかな 音の 中に ーファ 一 11 の はに 力 

み屋 奴、 い たづら 千离 な- 1 に」 と 云 ふ 父の 獨言 がさ \ やかれた。 

并 

しもば な 

寒く、 淋しく、 穏 かに、 晚 秋の 田園の 黎明が 來た。 窓 硝子に 霜 華が 霞 程 薄く 現れて 居た。 衣服の 着 代へ をし よ 

が， >じ= う  .  は.^ 

うとして 巖乘 一 方な 木製の 寢姦の 側に 立って 居る と、 戶 外で カロラ インと 氣輕く 話し ムロ ふファ 一 11 の彈む やうな 

S が 聞こえた。 私 はズボ ン つり を ボタンに かけながら 窓際に 倚り 添って 窓外 を 見下ろした。 

一面のお だ。 .M めいた 屋 前の 芝生の 先き に 木 柵が あって、 木 柵に 竝 行した 荷馬車の 通 ふ 程な 廣 さの 道の 向う に 

は、 可な り 大きな 收穫 小， ai が 聳えて 見えた。 牧穫 小屋の 後ろに は 大方 鋤き 返されて 大きな 土塊の ごろくす る 畑 

さか 

が、 荒 地の やうに 紫が \ つて 擴 がって 居た。 その 處々 は、 落葉した 川柳が 箒 を 倒しまに 立て 連ねた やうに ならん 

で おる。 轍の 泥の かんくに こびり ついた ま \ になって 居る 牧穫 車の 上に は、 仕舞 ひ殘 された 牧草が 魔女の 髮の 
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やうに しだら なく 乖れ 下って おた。 それ 等總て の 上に 影と 日向と を はっきり 描いて 旭が 撗 ざしに さし 始めて 居 

た。 •：：！ の聲と 鷄の聲 とが 遠くの 方から 引きし まった 空氣を 渡って 硝子 越しに 聞こえて 來た。 自然 は產 後の 疲 比に 

さんじょく 

やつれ 果て &靜 かに. M 褥に 眠って 居る の だ。 その 淋し さと 農 人の 豐か さとが 寬大と 細心の 象徵の やうに 私の 呗の 

前に 展け て兒 えた。 

私 は ファー 一 I を 採し 出さう とした。 眼の 屆く 限りに 姿 は 見えない なと 忍 ふ 問 もな く牧穫 小屋の 裏木戸が 開いて、 

斑入りの 白い 羽 を 半分 開いて 前に 行く もの \ 背 を乘り 越し/ \ 走り出た 一群の 鷄と 一緒に、 二人の 宜 女が 現れ 出 

た。 二人 は 日向に 立った。 その ま はりに は 首 を 上に 延ばした りお 辭儀 をしたり する 鹬が 集まった。 一 羽 はファ 一一 

I の 腕に さへ とまった。 カロラ インが か \げ て 居た H 1 ブロン を さっと 振り 拂 ふと、 燕 躬 が 金の 砂の やうに 凍つ 

をぺ どり 

た 土の 上に 散らばった。 一 羽の 雄鷄は 群から 少し 離れて 高々 と 時 をつ くった。 

ファ 一一，' の H  I プロ ン の 中には 小屋の あちこちから 集めた 鶏卵が あった。 彼女 は それ を 一 つ C 大事 さう に 取 

出して、 カヒ フィンと 何 か 言 ひ 交 はしながら、 木戶を 開いて 母屋の 方に 近づいて 來た。 朝 寒が その 頼に 紅 を さし 

て、 ，n: ぃ齒 なみが 恥 かし さ を 忘れた やうに 「ほ \ ゑみの 戶ロ」 から 美しく 現れて ゐた。 私 は ズボンつり を 左手に 

持ち K して、 右の 中指で 輕く 窓の 硝子 を彈 いた。 ファ 一 一 ー は 笑み かまけ たま-の 顔 を 上げて 私の 方 を 見た。 自然 

に獻 げた 微笑 を 彼女 は 人間に も 投げて くれた。 私の 指先 は 硝子の 傳 へた 快い 冷 さ を 忘れて 熱くな つた。 

^が 來 てから 私は义 この 農家 を 訪れた。 私 は 汽車の 中で なだらかな 斜面の 半 腹に 林檎 畑 を 後ろに して g& やう 

ま く あ ま , 一 

に， 立す る フランセスの 家を考 へて 居た。 白く 塗られた 白堊が 斑ら になって 木地 を 現した 收穫 小屋、 その 1 ろに 

半分 ほれて お 极^ とも 云へ る 低い 二階 を 持った 古風な 石造りの 母屋、 その 壁面に ならんで 近づく 人をぢ つと 見守 


つて Is る やうな 小さな 窓、 前 さがりの 庭に 立ち そぼつ！ CH ばった 楡 ととね りこ、 而 して 眼 を さす やうに 上 を 向いて 

尖った 灌木の 1、 ひ 綿と sff とに 身よ そ ほひした 莂の 亡骸、 針金の やうに 地に のた ばった 霜枯れの^ 草、 風にから 

からと 鳴る その 實、 糞尿に 汚れ 返った エイ シャ ー 稱の九 頭の 乳牛、 飴の やうな 色に 氷った 水溜り、 乳を昆 ながら 

饮ま うと もしない^ 兒の やうに， 物 うげ に 日光 を 尻目に かけて うづく まった 畑の 土  。 

然し その 家に 近づいた 私の 眼 は 私の 络 想 を小氣 味よ く袅 切って くれた。 ヱ メラ ルドの 珠玉 を 速ね わたした やう 

に^^ 綠に化 まれた この 小 樂園は 一 體何處 から 湧いて 出た の だ。 母屋の 壁の 鼠色 も、 牧穫 小屋の 斑ら な 灰白色 も、 

綠 蔭と n 光との 铰の 中に 宛ら 小 跳り をして 居る やう だ。 木戶 はきし む 音 もた てす に輕々 と 開いた。 私 は ピロ ー ド 

の 足 ざ はりの する 芝生 を 踏んで 廣緣に 上った。 蟲除 けの 網戶を 開けて 戶 をノッ ク した。 一度。 二度。 三度。 應へ 

る^: がない。 私 は 何ん の 意味 もな く 微笑みながら 靜 かに 立って あたり を 見廻した。 緣の攔 千から 軒に かけて 一. 面 

に！^ りつめ た 金網に は ナス タ ー シャ ムと honey-suckle とが 細かく からみ 合って 花 をつ けながら、 卵黄 程な 黄金の 

光 を 板 や 壁の 所々 に 投げ 與 へ てお た。 その 濃 綠の帷 から は何處 ともなく 甘い 香りと 蜂の 羽音と が 溢れ出て ひそ や 

かな 風に 搖られ ながら 私 を 抱き 包んだ。 

^然枭 庭の 方で 笑 ひどよ めく 聲が 起った。 私 は 又醉ひ 心地に 微笑みながら、 楡の 花の ほろ くと 散る 間 をぬ け 

てん y 所：： の 方に 廻った" 冬の 問に 燃き 扮 てた 石炭殻の 堆の 外に は、 靴の ふみ 立て 場 もない 程に ク n ヴァ ー が 茂つ 

て、 花 が^き ほこって 居た。 よく 肥った 猫が 一匹 人お ぢ もせす に 蹲って 草の 間に 惜しげ もな く 流れ こぼれた 牛の 

乳 を なめてお た。 

八 や 所 n をぬ ける と むっとす る^ むれ 立った 薔薇の 香りが 一 時に 私 を 襲って 來た。 感謝祭に 來た 時には 荊棘の 迷 

路 であった 十 坪 ほどの 地面が 今 は 隙 間もなく 花に 埤 まって、 夏の 日の 光の 中で 一 番^ はしい 光が それ を 押し 包ん 
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で 居た。 私 は. SI 分の 醜 さ を恥ぢ ながら その 側 を 通った。 ふと 薔薇の 花が た わ、 に 動いた。 見返る 私の 眼に フラン 

セスの 顔が 映った。 彼女 は 薔薇と 一緒にな つて 微笑んで 居た。 

き やうぎ かご  よ だ ， 

腕に 力け た 經木籃 力ら 摘み取った 花 を こぼし/, \-フ ランセ ス の駄け 出す 後に 私も從 つた。 ， 跣 足に なった 肉 付の 

恰好な 彼女の 脚 は、 木 柵の 横木 を輕々 と 飛び越して 林檎 畑に 這 入って 行った。 私 は 彼女の 飛び越えた 所に 一と か 

たまり 落ち 散った 花 を、 氣ぜ はしく 拾 ひ 上げた。 見る とファ 二 1- は 安樂 椅子に 仰向き 加減に 座 を 占めた 母に 抱きつ 

いて 虚 きら はす 核け 様に 接吻して 居た。 蜘蛛の 巢 にで も惱 まされた 機に 母が 娘 を 振り 離さう とする の を、 スカル 

キャップ を 被った 小柄な 父 は、 讀 みかけて 居た 新聞 鉞を かい やって 鐵!! の 眼鏡 越しに 驚いて 眺めて 居た。 此處 では 

叉洒の やうな 芳醇な 香が 私 を 襲った。 シャツ 一枚に なって 二の 腕まで まくり上げた 兄 等の 間に は 大きな 林檎 爾 拷 

せん  - - 

機 力 © 力れ て i 、色の 龍 頭 力ら は 夏 を 煎じつ めた やうな サ イダ I の 原 汁が きら/, \ と 曰に 輝 きながら 眞黑 に^け 

た木褙 にした & つて 居た。 その 側に 風に 吹き 落された 未熟の 林檎が 累々 と 積み重ねられて 居た 。兄 等 は 私 を 見付け 

ると 一 度に 聲を 上げた。 而 して 蜜蜂に 體 のめぐ り をわん， （- 飛び 廻らせながら 一人 々々やって来て 大きな 手で 私 

の 乎 を 堅く 握って くれた。 その 手 は どれ も 勤 勞の爲 めに 火の やうに 熱して 居た。 私 は 少し 落着いて から ファ 一一，' 

の 方を毘 た。 彼女 は上氣 した 頰を眞 赤に させて、 スカ， 'ッ から 下 は むきだし になった 兩足 をつ、 ましく^/て 立 

つて 居た。 あの 服 は 何ん と：. ムふ眼 だ。 この 何も かに も 明ら さまな 夏の 光の 下で 何を齡 1 何 を 驚いて 居る の だ。 

ある 朝 兩親は 毎時 もの 通り 古ぼけた 割 幌の輕 車 を 重い 耕 馬に 牽 かせて、 その 朝 力 a ラインが 化 未め て 廻った 鷄卯 

を 丹^ に 木箱に 詰めた の を 膝掛けの 下に 置いて、 がら- (\ と 轍の 音 をた てながら 村の 方に 出かけて 行った。 歸り 

の^ Taf. は 必要な 肉類と 新聞 鈹と 一 束の 手紙 類と を 齎らして 來 るの だ。 私 は 朝の 讀書に 倦んで 力 口 ライン を 半れ て 


莛こ 出た。 花^の 則に 一 マく とその 受持ち をして 居る ファ 一一 ー が 花の 中から ついと 出て 來て 私達 を さしまねいた。 

而 して 私 を 述れて 林檎 畑に 這 入って 行った。 力 a ラインと 何 かひ そ< 話 をした 彼女の 眼 はい たづら さうな 光 を 

輝かして^ た。 少し 私 を 驅け拔 けてから 私の 方 を 向いて 立ち 止って 私に も 止れ と 云った。 私 は 止った。 自分の 方 

を aiy に はて 外に 眼 を 移して はいけ ない と 云った、 私 はどうして 他見 をす る 必要が あらう。 一、 二、 三、 兵隊の や 

うに 歩調 を 取って C! 分の 所まで 歩いて 來ぃ、 さう 彼女 は 私に 嚴命を 下した。 私 はすな ほに も 彼女 を 突き倒す 程の 

^お込みで 歩き 出した。 五 歩 ほど 米た と 思 ふ 頃 私 は 思 はす 跳り-上った。 跣 足に なった 脚の 向 脛に 注射針 を 一 どき 

に 十^も 刺し通された ig の >rs み を覺 えたから だ。 ファ 一一 ー と カロラ インが 體を 二つに 祈って 笑 ひこけ て 居る の を 

お ほ あざみ ひ-. -らぎ 

いまく しく 睨みつ けながら 足 許 を 兌る と、 紫の 花 をつ けた 一 莖の大 薊が 柊の やうな 葉 を 擴げて 立って 居た。 私 

はいきな り 不思議な 衝動に 驅 られ た。 森の 巾に 逃げ込む ュ ンフの やうな ファ  一 一 I を 追 ひつめ て 後ろから 抱きす く 

めた 私 は バッカスの やうだった。 ファニ ー は盃に 移された シャンパンが 笑 ふやう に 笑 ひっ^けて 身 もだえした。 頭 

の 上に 擴 がった 櫻の 紫，^ から は樱 桃に ついた 一 群の 椋烏が 驚いて うとましい 聲を 立てながら 一 時に 飛び立った。 

私 ははつ と 恥を覺 えて ファー 一 ー を 懐ろ から 放した。 私の 胸 は 小 痛い 程の 動悸に わく， （-と 恐れ！ i いて 居た。 ファ 

一一 ー は 人の 心の 嶮 しさ を 知らないの だ。 踊る 時の やうな 手ぶ り をして 事 も なげに 笑ひ績 けて 居た。 

S 棚と ピアノと オルガ ンと、 俄 百姓の 素性 を 裏切る 重々 しい 椅子と で晝も 小暗い 父の 書齋 は都會 からの 珍客で 

娠 はって W た。 總 てが 煤けて 兌え る 部屋の 一隅に、 盛り上げた 雪の やうに 純白な リンネル を 着た贵 女 は 滑らかな 

HI ー门 葉で 都お 人ら しく s 阀を 褒め 讃 へて 居た。 今日は 力 a ライン までが 珍しく 靴下と 靴と を はいて 居た。 ふと 其處 

にファ 一一 ー が尜 足の ま-で 乎に 一輪の 蓄薇を 捧げて 急し く 這 入って 來た C 彼女 は 貴女の 居る のに 氣付 くと 手 持 無 

フランセスの^  1 九 七 
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沙：^ さう に 立ちす くんだ。 賣 女と ファ 一一 ー とが この 部屋の 二つの 極の やうに 見えた。 母が 母ら しく 立 上って 無 fe. 

法を责 めながら 髮をけ づり衣 物 を 整へ に 二階に やらう とする の を、 貴女 は 椅子から 立上り さへ して 押 ノと め 

た， 而 して 飾り 氣 のない 姿の 可憐 さと、 野 山に 敎 へられた 無 邪氣な 表情と を あくまで 賞め そやした。 ファ 一一，' ま 

もう 通常の 快活 さ を 取り か へ して、 はにかみ もせす に 父に 近づいて、 その 皺くちゃな 乎に 薔薇の 花 を 置いた。 

「パ 、、 是れが この 夏唉 いた 花の 中で 一番 大きな 綺麗な 花です」 

父 は Q すぐった いやう に 微笑みながら、 莖を 指先に 摘んで くる/ \ とま はして 見た。 都會 人の 田 舍人を 讃美す 

ベ きこの 機 會を費 女 はどうして のがして； ！5 よう。 

r ファ 一一 ー贵 女 は 小さな： 大使 そのもので すね」 

と 綺麗な 言葉で 云 ひながら 父の 方に 乎 を 延ばした。 父 は 事 も なげに 花 を 貴女に 渡す と、 貴女 は ； 寸香を かいで 

筏吻 して、 驚いた 表情 をしながら その 花に 見とれて 見せた。 ファ 一 一 ー は はじめて ほがらかな 微笑 を 頰て满 へて 貴 

女の 方 を 兌た。 而 して 脚の 隱れ さうな 物 蔭に 腰から 上 だけ を 見せて 座 を^め た。 貴女 は續 けて 時々 花の香 を かぎ 

かぎ、 ファ 一一 ー を 相 乎に、 怜悧 らしく ちょいく 一  座 を 見渡しながら、 

なぜ 

- この 藩 薇 おおいで せう。 ^故 世の中に は 紅い のと 白い のと あるか 知って お出で？ 」 

と^を 華やかに かしげて 聞いた。 ファ  一一. J は 「知りません」 と 素直に 答へ て 頭 を ふった リ 「それで は敎 へて t 

げ ませう ね。 その代り 是れを 下さいよ o 昔 ある 所に ね」 と 云 ふ 風に ナイ ティン ゲ I ルが胸 を |ば1 にかき 破られて そ 

の 血で.： 1 の 花瓣を 紅に 染めた と 云 ふ ォスカ i ワイルドの 小話 を 語り 初めた。 ファー 11 許りでなく 母まで が 感に入 

£ て その 滑らかな 話 振りに 聞き 偬れ た。 話が 仕舞 はない 中に 臺所 裏で 鷄 がけた \ ましくな き騷 いだ d 鷄の 世話 を 

預 力る カロラ イン は 大き な^を 皿の やうに して 跳り 上った。 家 內中も 一大事が 起った やうに 聞 耳 を 立てた。 カロ 


ラ ィ ン が 部 匿 を 飛び出しながら、 乂レ ッ ク ス が惡戯 をし たんだと 叫ぶ と、 犬 好き の ファー 1 1 は無氣 にな つ て 大きな 

* で 「レックスが そんな 事 をす る もんです か。 猫よ 屹度 それ は」 と 口惜し さう に 叫んだ。 「ミミ ー な もんです か」 

と n 返しす る^ 髙な 妹の 聲は もう 亳所 口の 方で 聞こえた。 一 座が 鎭 まると 责女は 薔薇の 話 は 放り やって、 父 や 母 

と ロス タンの： ャ ン テク レ ー ルの嗥 を 始め だした。 ファ 一一 ー はもう 會 話の 相手に はされ て 居なかった。 その 當時 

^り 出した、 バ リ モアと：. ムふォ ベ ラ 女優の 身ぶ りな ど を 巧みに 眞 似ながら 貴女 は 手に 持って 居た 薔薇 を 無意識に 

胸に さしてし まった、 ！：： く默 つて 聞いて 居た ファ 一 11 が 突然 激しく バ 、と 呼びかけた。 私 はファ 一一 ー を 見た。 い 

やに！ S 面目奂 つた 彼女の 顿は ふくれて^ た。 父 はたしな める やうに 娘を昆 やった。 ファ 一一 ー は负 けて 居なかった 

一寸 首 蘖を 途^ら した 中；只 女が 又 話し-まけよう とすると、 ファ  一一 T 'は义 激しく パ 、と： ぶふ。 父は贵 女の手 前 怒って 

兑 せなければ ならな くな つ た。 

「不作法な 奴. だな， 何んだ」 

「That  rose  was  given  to  you.  Papa  dear  ！」 

「I lenow  it  I 

「\^cu  clon-t  lalow  it  ！」 

ヒ^の.： を： -ム つた 時ファ 一一 ー のお は窗 へて 居た。 淚が 溜った のぢゃ あるまい。 然し 眼 は 輝いて 居た。 父は少 

し，：：： 分の 弱味が 袅 切られた やうな 苦笑 ひ をして 居る。 贵女は 微笑んで 暫く 口 をつ ぐんで 居た が、 义平氣 で 前の 話 

を 台め 出した。 父と W と はこの 楊の 不作法 を 償 ひ 返さう とで もす る やうに、 一 歷氣を 入れて ft 女の 話に 耳 を 傾け 

t 。^絀 な wig に， R 時で も ふるへ てゐる やうに 兌え た贵 女の 心 は、 ファ 一 一 ー の 胸の 中 を 汲み取って はやらぬ らし 

乃。 UZT:^ は 矢張り 出^: 娘 だと さへ も 思って は 居ない やう だ。 私 は 可哀相に なって ファ 一 11 を 兌た。 その 瞬^に 
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彼女 も 私を兑 た。 私 は 勉めて 好意 を こめた 微笑 を 送って やらう としたが、 それ は 彼女の いらくと 怒った ぉォの 

爲 めに 打ちく だかれた。 ファ 二 ー は輕 蔑した やうに 二度と は 私 を 見返らなかった。 而 して 暫くして から ふと 立つ 

て 外に 出て 行った。 入れち が ひに 力 a ラインが 這 入って 來て鷄 の 無事だった 事 を 事々 しく 報告した。 贲女は 父母 

になり 代った やうに， 笑み かまけ て 力 口 ライン の報吿 にうな づ いて 《^ 亡 ち。 

^くしてから 戶が义 開いた と 思 ふと ファ 一一，' がそつ と 這 入って 來た。 忠義 を盡 くしながら 却って、 王 人に 叱られ 

た 犬の やうな 遠慮と 謙遜と を 身振りに 毘 せながら 父の 側に 近づいて、 そっと その 手に 又 一 輪の 薔薇の 花 を 镫 いた。 

詰の 途切れる の をお となし く 待ちつ けて、 

「是れ が 二番 E に 綺麗な 薔薇な の、 パ 、」 

と：. ムひ ながら 柔和な 颜 をして 贵女を 見た。 一 生 懸命に 柔和で あらう とする 小さな 努力が. ^か にもよ く 見えた。 

1  >  ：  にが わら 

「さう 力」 ^口な 父 は 微笑 を 苦笑 ひに 押し 包んだ やうな 顏 をして 云った。 

「是れ を 〇〇 夫人 に 上げ ませう か」 

父 は 唯うな づ いた。 

「是れ が 女ので す」 

ファ  一一 I は それ を贵 女に 渡した。 賣女 は輕く 挨拶して それ を 受取る と 先程のに 添へ て 胸に さした。 ファ 一一 ー ぼ 

貴 A が 最初の 薔薇と 取 代へ て くれる に 違 ひない と 思 ひ 込んで 居たら しいのに、 貴女 は 又 それに は氣が 付かな いら 

しい。 ファ 一 1 1 が 何時までも どかない ので、 挨拶が し 足りない と 思った のか、 

「Thank  you  once  more,  dear. 」 

と乂輕 く爲^ をした。 ファ 一 一 ー も その 場の 仕儀で 輕く頭 を 下げた もの だから、 もうが %： する 事 も 出来なかった。 


ま^: いたま、 で乂窒 を 出て 行った。 その 姿の いたくし さは 私の 胸 を 刺す ばかりだった。 

くぢ つと して 堪 へて 居た が、 何んだ かファ 一一 ー が 哀れで ならな くな つて * 靜 かに 部屋 をす ベり 出た。 食 

^と と を^ね た 隣り の 部屋 にも 彼女 は 居な か つ た。 靜 かた 姿 所 で こと/ f\ と 昔の する の を 便りに 其處の 戶を 

開けて 兌る と、 ファ 一一 ー が 後向きに なって 洗 ひ 物 をして 居た。 人の 近づく のに 氣が 付いて 振 返った 彼女の 眼 は、 

火の やうに 燃えて 居た】 而 して 氣 でも 狂った やうに した & つた 水 を 私の 顔に はじき かけた。 

贲 女が ピ して 立つ 時、 父 は «i しく ファ  一丁の 無禮を ことわって、 一番 美しい 薔薇 を 返して もらった。 客 

のおった の を 知って 臺 所から 出て 來た ファ 一一 ー が 父の 乎に その 薔薇の あるの を ちらと 見る と、 もう 堪らない と 云 

ふやう にかけ 寄って その 胸に 顔 を 塊め た。 父が 何 かたしな める と、 

「This  rose  is  yours  anyhow,  £*ap>a.」 

とファ 一一 ー がお へ驟 で： ム つた。 而 して 堪 へ-  -て 居た す、 り 泣きが ゃ& 暫く 父の 胸と 彼女の 顔との 問から メ 

n ヂ ー の やうに 聞こえて 居た。 

次ぎの ハ 牛の^に 私は义 この 一 つの 家 を 訪れた。 櫻の 花が 雪の やうに 白くな つて 散り 始め、 ライラ ッ クが そのら 

あぜ  ぶ こつ  、よそ 4 

うたけ た 紫の 花房と 香と で 畑の 畦 を 飾り、 林檎が 田舍 娘の やうな 可憐な 薄紅 色の 蕾 を 武骨な 枝に 處 せまき まで 裝 

ひ、 お が 荒土 を 玉座の やうに し、 軟 かい 牧草の 紫が 浦 若い バ ッ カスの 顔の 幼 毛の やうに 生え 揃 ひ、 カツ ク 

1 が 林の 靜 かさ を 作る 爲 めに 問！ S に^き 始める 頃だった。 空に は 鳩が 居た。 木に は 木鼠が 居た。 地に は 趣の 子が 

居た。 

すべての 物の 上に 慈悲の 様な 卷 雨が 暖かく 靜 かに 降り そ、 いで 居た。 私の 靴に は 膏藥の やうに 粘る 軟 土が 慕 ひ 

フランセスの^  二 〇 1 
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よった。 去ハ 牛の I 訪れた 時に 誰も 居なかった 食堂 を 兼ねた 居間に は- 總 ての 家族が 居た。 私の 姿 を 見る と 一 同 は 

總 立ちに なって r ハ 口，'」 を 叫んだ。 ファ 一一 ー が 〔母 時 もの 快活 さで 飛んで 來て戶 を 開けて くれた，」 遠慮の なくな 

つた 私 は、 日 木 人の する やうに 戶 口で 靴 をぬ ぎ 始めた。 毛の 毬の やうな 綺麗な 仔猫が 三 匹す ぐ 背 を まるめて I の 

弒に 戯れ か \ つた。 

おと 捤 乎した。 彼女 は 去年の ま、 だった。 父と 握手した。 彼 はめつき り 1 をと つて 見えた。 ファ 一一 ー の 兄 達よ 

順繰りに 去年の 兄 位 づ- の 背丈に なって 居た。 力 Q ライン はべ ビ！' と 呼ばれる のが 似合 はぬ 位に なつと。 ファ 一一 

1 は II 今まで 居た喾 のファ  一一！ は 見えなかった。 少し せっかちな 父 は聲を 上げて その 名 を 呼んだ が 答 へ がな 

い。 父 は 暫く 私と 一別 以来の 事 を 話し合つ たりして 居た が、 矢張り 氣 になる と 見えて、 义大聲 でファ 二  I を P 

- , *  し よ ひな  P 

び. H てた。 その 聲の 大きさに 背負 投げ を 喰 はして ファ 一 一 ー の 「 Here  you  are」 と 云 ふ 返事 は、 すぐ 二階 こ ふ HJ 

の 後ろから 來た。 而 して 戶が 開いた。 ファ 一一 ー は 前から 戶の i^sl まで 来て 居た のに^ ひ^^ を 待って 出て 來 なか 

つたの だと 知った 私 は、 一 寸勝 乎が 違 ふやうな 心 持が した。 顏中 赤面しながら それでも 恥 かし さ を 見せまい とす 

ま i る t  一 

る やうに 白い 齒 なみ を あら はに 微笑んで ファ 二 ー はっか^ \ と 私の 前に 来て、 堅い 握手 をした。 

「めかして 來 たな」 

兄 力ら^ たれた この 簡單 なから かひ は、 然しながら ファ 一一 ー の 心を顚 倒させる のに 十分だった。 顔 を 火の やう 

に 赤く して その 兄 を 睨んだ と 思 ふと 戶 口の 方に 引返した。 部屋 中に どっと 笑 ひが 鳴り はためいた。 ファ 二— の展 

に はもう 淚の 露が たま つて 居た。 

ファー 一 ー は 決して 素足 を 人に：^ せ なくなった。 而 して 一 年の 間に 長く 延びた 髮の毛 は、 ファウストの マ ー ガ レツ 

トの やうに 二つに 分けて 組み下げ にされ て 居た。 それでも その 翌日から 彼女 は 去年の 通りな.^ 活な、 畦 遠慮な- 


、ク. 苦^な ファ -11 になった。 私^ は 力 n ラインと 三人で よく 野 山に 出て 馬鹿々々 しい ^ 戲 をして 遊んだ。 

共^に 行って から 三日 目に、 この 家で がめ て ある 父母の 誕生日が 来た。 兄 達 は 鶏と 七面鳥と を 屠った。 私と 二 

人の 娘と は 部屋の 装飾 をす る爲 めに 山に 羊 齒の葉 や 草花 を 採りに 行った。 

打 「を II けて 近に 出る と、 收穫 小屋の 側に 日向に 群がって 眼 を 細く しながら 日の 光 を 浴びて 居た 乳牛 力 靜カ 

に私违 を H がけて 木 柵の 際に 歩みよ つて 来た。 毛 衣 を 着かへ たかと 思 ふやう につ やくしい 毛な みは 一 本々々 き 

らくと 輝 C た。 生れて 程 もない 仔牛 は 始終 驚き 通して 居る やうな 丸い 眼で 人 を 兌 やりながら、 柵から 首 を 長く 

延ばして、 さし 出す 二 本の 指 を、 ざら くした^ で 器用に 卷 いてち うく 吸った。 私達 は 一摘み づ 、の 靑草を 萬 

^なく 卞 にやって、 义 歩き 出した。 力" ライン は 始終 大きな 聲で歌 ひっ^けた。 その 聲が輕 い 木き となって 山 力 

ら 林から かへ つて 來る。 

カロラ イン は义 電^ をしょう と 云 ひ 出した。 ファ -ー ー はい や だと 云った。 末子の カロラ イン はすぐ 泣き 聲 にな 

つて どうしてもす るの だと 云 ひ 張る。 ファ 一一 ー は 姉ら しく 折れて やって 三人 は 手を繫 いだ。 私は眞 中に 居て カロ 

ラインから ファ 一一 ー に、 ファ 一一 ー から カロラ インに 通信 をう けつぐ の だ 力 a ラインが 堅く 私の 手 を 握る と^も 

ファ 一一 ー の 乎 を 堅く 握らねば ならぬ。 去年まで は 私が ファ 一 1 1 の 手 を 堅く しめる とファ 一一 ー も 負けす にしめ 返し 

たのに、 今^は どうしても 堅く 握り 返す 事 をし ない。 而 して その 手は氣 味の 惡ぃ程 冷たかった。 ファー 一 ー 力ら 來 

る 通-.: 。が 化ぎ でも なまぬる いので、 力 口 ライン は 腹 を 立て、 わやく を 云 ひ 出した。 ファー Y は 「それで はやめる」 

と 云った 切り 私の 乎 を 放して しまった。 カロラ インが 如何に 怒って 見ても 頓んで 見ても、 もう ファ 一一 ー は 私と 乎 

をつな がう と はしなかった。 

まこ ま j 入ろ とまの^: が來て 私逹を 包んだ。 樫 も、 楡も、 いたや も總て の 葉 は ライラックの 葉 程に 軟 かくて 淺ぃ綠 
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を满 へて 居た 木の 斡が その 特殊な 皮 はだ を是れ 見よ がしに I 漏りの 日の 光に さらして、 その 古い 傷口から は 酒 

の やうな 樹液が じんわりと 浸み 出て 居た。 樹液の I 出て 居る 所に はきつ と 穴 を 出た ばかりの 小 I 昆蟲が 紫く 

なって たかって s。 蜘蛛 もき かけ 始めた けれども、 その 巢に はま だ 犠牲に なった ^がから まつ i る やう 

た ゆ はない。 露 だけ I つて 居た。 靜 かに 立って 耳 を f, てると t かに 音が 聞こえる。 落葉が 朽ちる の た 根が 水 

を 吸^の 力 卷 葉が 轔 がるの か、 蟲 がさ X やくの か、 風が 渡る のか、 その 靜 かな 音、 音 ある 靜 かさの 間にが つ 木^ 

とむ さ &びカ 力つ/ \ と 聞こえ、 ち&と 聞こえる 聲を 立てる。 頭 を 上げる と 高い 楷を すれぐ にかす めて 湯氣の 

やうな 雲が M もない のに 飛ぶ やうに 走る。 その 先き に は 光の やうな 靑 空が 果てし もな く 人の 視力 を 吸 ひ 上げて 一 了 

/No 

私 I 人 は 分れく になって 花 I さり 競った。 餘 りに 遠く ー| てると 互に 呼び か はす その 聲が、 美しい 丸 未 を 

持って 自分の If は 思へ ない | だ。 私 は醉ひ 心地に なって、 日 あたりの い. 斜面 を 選んで、， f 折り 敷いて g を 

おろした れの 方から は太鈹 難し を 極く 遠くで 聞く やうな 音が かすかに ほがらかに 庳 はって 來る。 足の 下に 踏み 

に じられ た 羊 齒の靑 くさい ff 耳で かいで 居る やうな 氣 がした。 私 は 極く 上品な センチメンタルな 哀き覺 

えた、 而 して 長いと も 短い とも 定めが たい 時が 過ぎた。 

ふと 私 は 左の 耳に 人の 近づく 氣配を 感じた。 足 昔 を 忍んで 居る の を 知る と 私 は 一種の 期待 を 感じた。 而 して そ 

G 足 昔 I がファ -1 - であれ かしと 祈った。 足 雷 Tgg しろから I になる と 突然 私の 服の 前に、 野 花を うざ 

うざす i 摘み 猿め た見覺 えの ある 經 木の；^ が 放り出された。 私 は, ろに f 毘 上げた。 ファ 7 が 上氣 して 

ぼ 巾 ほ ^ ゑんで 立 つて 罟た。 

暫く  して 居た がファ T は 纏て 私の 命す る ま， に 私の 側近く 坐った。 二人 切りになる と 彼女 は 却って 、いの 


ぎごちな さ を 感じない やうに も 兌え た。 何 か 話し合って W る屮に 二人 はいつ しか 兄^の やうな 親しみに 溶け合つ 

ICI^A  r'  /  [  J  さ ふらん あ きばな ころ—  、 

た。 ^女 は 手^ を M きょせ て、 花 を 引出しながら その 名を敎 へて くれた。 蕃 紅花、 毛 莨、 委^  Bloodr し ct, づ 

田卷 草、 ふうりん 草、 Pokewccd ：… Bloodroot はこの 通り 血が 出る。 蕃 紅花 は 根が 藥 になる。 ？ kewced の 芽 生 

え は アスパラガスの 代りにが ベら れる けれども 极は S だから 食べて はいけ ない。 毛 莨 は 可愛いで はない か、 王 

の 十と 云 ふ 名 も ある。 小 田卷草 は心變 りの 花 だ。 さう 云 ふ 風に 云って 來て ふと 暫く 默 つた。 而 して 私 をぢ つと 

昆た。 私 は 彼女の 足 許に 肱 をつ いて 横 はりながら 彼女の 顔 を 兌 上げた。 今までつ ぃぞ 見た 事の なかった 媚びる や 

うな 表 が 浮んで 居た。 彼女 は それ を 意識せ すに やって 居る。 それ は 判る。 然し 私 は 不快に 思 はすに は 居られな 

かった。 

Ths-S  Fennel  for  You,  ard  columbines  

ふと 彼女 は狂氣 になった オフ エリヤが 歌 ふ 小歌 を 口す さんで 小 田 卷草を 私に 投げつ けた。 ファ 一一 ー はとう （- 

宽 女の 境 を 越えて しまったの だ。 私 は 自然に 對 して 裏切られた 苦々 しさ を 感じて 額 をし かめた。 私 はもう 一度 顔 

を おげ て r ファ -1」 と 呼んだ。 ファ 一 11 はいそく と^ぐ 「何？」 と應 へたが、 私の 額に も聲 にも 今までと は 

遠った 調厂 の现れ たの を 見て取って、 自分 も 妙に 取り かたづけた 顔に なった。 

「お前 はもう 袁女ぢ やない、 處女 になって しまったん だね」 

ファ 一 一 ー は兑 るく 額の Hi まで 眞赤 になった。 自分の 胶體七 私の 眼の 前に 曝す その 恥 かし さ を 如何してい" 

q か 解らない やうに、 深々 とうな だれて 顔 を擧げ ようと はしなかった。 手 も 足 も^も 縮められる だけ 縮めて 私に 

服に 觸れ まいと する やうに 彼女 は 恥ぢに 震へ た。 

火の やうな ものが 私の 頭 をぬ けて 通った C ファ 一一 ー は 私の 言葉に 勘逮ひ をした な。 私 はそんな 積り で 云った の 
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有烏武 郞仝蕖 突- 1 卷  一一 ◦.!、 

ぢ やない とぎ か： tE2 くと、 私 はた まらない 程ファ 11 1 が いぢら しく 可哀 さう になった。 

「そんなに 髮を 仲ば して 組んだり なん ぞす るから いけな いんだ。 元の やうに おし ！ 

然し その 一一 一一：： 薬 は" 落槳が 木の 枝から 落ちて 行く やうに、 彼女の 心に 觸れ もしないで すべり 落ちと。 

歸り路 に カロラ イン は 私達 二人の 變り眾 てた 態度に すぐ 氣が 付いて | 力り 出した。 II がろ に 私達 は 口喧嘩で もした 

と 思った の だら う、 一 一人の 間 を 行きつ もどりつ してな だめようと 骨^った。 

この 口から 私 は 童女の 淸 淨と歡 喜と に 燃えた 元の やうな ファ 二 ー の 顔を毘 る 事が 出來 なくなって しまった。 

. ,  いと £ ご ひ 

永ク にこの 家 力ら 暇 乞 をすべき 日が 来た。 ファ 一 11 は 朝から 私の 前に 全く 姿 を 見. せなかった。 晝頃 馬車の 用意 

力 出来た ので、 私 は， 冢 族の ものに 離別の 握手 をした が、 ファ 一一 ー は 矢張り 居なかった。 兄 等 は -II に 立って 大 

きな 聲で その 名 を 呼んで 見た。 無駄だった。 私 は 庭に 降りて 牧穫 小屋の 方に 行って 見た。 その 表戶 によりか \ つ 

ておの 日 を 浴びながら 彼女 は ぼんやり 畑の 方 を 見込んで 立って 居た。 私の 獨 りで 近づく の を 見る と 彼女 ははつ と 

思 ひ 直した やうに づか/ \ と 歩み寄って 來た。 私 はせ めて はこの 間の 曾 譯 をして 別れたい と 思って 居た。 二人 は 

^乎した。 冷え切った ファ 一 11 の 乎 は 堅く 私の 手 を 握った。 私が もの を 云 ふ 前に ファ 二 ー は 形ば かり 口の 隅に 笑 

^を； ^せながら 「Farewell!」 と 云った。 

「 ファ ュ I」 

私の 續 ける 暇 も 置かせす ファ 一 11 は 又 「Farewell!」 と疊 みかけて 云った。 而 してもう 一度 私の 手 を 堅く 握つ 

た。  t 

(一 九 一 六 年 三月、 新 家^ 所載) 


お^に して 本州の^ 海岸 を 洗 ひながら 北に 走る 黑 潮が、 津輕 の^から 方向 を變 へて 柬に 流れて 行く。 

sk; こおされ てゐた 海の 水が、 寒い 重々 しい 一脈の 流れと なって、 根 窒釧路 の 沖 を かすめて 西南に 突進す る。 而 

*  *-  ザス 

して この 二つの 潮流の 尅 する 所に 濃霧が 起る、 北 人の 云 ふ 潮 霧と^ それ だ 

六月の 或る；：：、 陽の くれぐ に を 出て 凾 館に 向 ふ 汽船と 云 ふ 程に もない 小さな 汽船が あった 

彼 は その 甲板に 立って ゐた。 吹き 落ちた 西風の 向う に 陽が 沈む 所だった。 駒 ケ嶽は 雲に 隠れて^ f 見えない。 

&ぉ IP トの 突^ すら、 魔女の 髮の やうに 亂れた 初夏の 雲の 一部 かと 思 はれる 程朧 ろで ある。 陽 は 叢り 立つ て^み 

付かう とする 雲 を 光の 鞭で た、 き 分けながら 沈んで 行く。 ず を 受けた 雲 は 眩む ばかりの 血潮 を 浴びる。 餘 つた 血 

潮 は 怖れ をな して 飛び! s いた 無数の 鱗雲 を、 黄に 紅に 紫に 染める。 

^もやが て 疲れて、 叢雲の 血煙 を 自分の 身に も 受けて 燃え 爛れた 銅の やうに なった。 堅く 積み重なった 雲の^ 

骸の を、 斷宋 魔の 苦悶に きりくと &i の やうに 舞 ひながら 沈んで 行く。 垂死の 人が 死に急ぐ やうに 陽 は 夜に 

急ぐ。 彼 は氣息 を 飮んで それ を兑 つめた。 

易ま见 る^に 少し 隱れ た。 見る 問に 半分 隱れ た。 見る 間に 全く 隱れ た。 海 は 蒼茫と して 靑み 渡った。 ほの 黄色. 

ぃ綏 やかな 呼吸 を綏 けながら 空 も 海の 歎き を傳 へ た。 

その 瞬^に 萬 象 は聲を 絶えた。 黄昏 は無聲 である。 そこに は 叫ぶ 蹇 もない。 又 さ、 やく 夜 もない。 臨終の 恐ろ 
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しい 沈 IS が： 太と 海と を領 した。 ；大と 海と が沈默 そのもの になった。 

汽 赚の騷 昔と 云 ふか。 そんな もの は 音で はない、 况 して 聲 ではない。 陽 は 永久に 死んだ。 復た 生きる 事 はない 

だら う。 彼 は 身を慄 はして さう 思った。 

ね はん  こ ざ か 

來た方 を 振 返る と 大^ 島の 燈臺の 灯 だけが、 聖者の 涅槃の やうな 光景の 中に， 小賢しく も 消えたり 光ったり し 

てゐ る。 ^蘭 はもう 見えない。 

その 燈察の 灯 もやが て 眼界から 消え失せた。 今 は 夜 だ。 聞 耳 を 立てる とすつ と 遠 返いて しま ふ 夜の 囁きが 海 か 

らも 穴.，： から も 聞こえ はじめた。 何審 でも 起り 得る、 又 何事 も 起り 得ない 夜、 意志の やうな 叉 運命の やうな 夜、 そ 

フ オクス ル ぎょうりつ  ヒ 

の 夜が 永久に 自分 を 取り まくの だな と 思 ふと 彼 はすく み 上って 船首 摟に 凝立した ま \  、時の 經っ の も 忘れて ゐ た。 

II： じ螯 ながら 時の す \ むに つれて 明るみの 增す やうに、 同じ 夜ながら 更の闌 ける につれ て 闇 は 深まって 行く。 あ 

たりに は 人 氣が絕 えた。 どう すれば 船客 等 は 船底に やすくと 眠る 事が 出來 るの だら う。 今朝 陽が 上った 故に 明 

日 叉 陽が 上る ものと は 誰が 保證し 得る の だ。 先刻 陽の 沈む の を 見た もの は 陽の 死ぬ の を 見た の だ。 それ だのに 彼 

等 は平氣 だ。 ー體 彼等 は 何物に 自分々々 の 運命 を 任せて ゐ るの だら う。 神に か。 怫 にか。 無智に か。 彼等 は 明日 

の 朝 この 船が 凾 館に 涪 くものと 思って ゐ るの だ。 思 ひだ もして はゐ ない の だ。 而 して 祌々 よりも 勇ましく 安心し 

て 等しな み に聲も 立 てす に 眠って ゐる。 

かく 思 ひめぐ らして 彼 は 夜露に しとった 肩 をた \ きながら、 船橋の 方 を 見返った。 眞噔な 中に 唯一 人 眠らない 

ものが ゐた。 それ は 船長 だ。 その 人 は 夜の 隈取り をした 朧 ろげ な 姿 を 動かしながら fK を 仰いで 六分儀 を 使って ゐ 

た。 彼 も 亦 それに 引 入れられて {ゃ； を 見上げた。 永遠 を 思 はせ る 程 高 くもなり、 眉に 逼る ほど 低く もなる 夜の 空 は 

無 救の^ に 燐光 を 放って 遠く 擴 がって ゐた。 


彼 はまた 思った。 大海の 中心に 漂 ふ 小舟 を 幾千 萬哩の 彼方に ある あの 星々 が 導いて 行く の だ。 人の 力が この 卑 

しい 勞役を 虽 に 命じた の だ。 船長 は ー简の 六分儀 を 以て^ を 使役す る 自信 を 持って ゐる。 而 して 幾 k" の、 少 くと 

も 幾 十の 生命に 對 する 資 任を輕 々とその 肩に 乘 せて 居る。 船客の 總て は、 船長の 頭に 宿った 數 千年の 人智の 蓄積 

い さ. * 

に 全く：：； 2 顿 して、 些かの 疑 も 抱かす にゐ るの だ。 人が 己れ の 智識に 信賴 する、 是れは 人の 誇りで あらねば ならぬ。 

それ を 躊^す る 自分 はお ほそれた 卑怯者と 云 ふべき である。 

半時 ilS に 淋しい 鐘が 鳴って 乂 若干の 時が 過ぎた。 船は暖 潮に 乘り 入れたら しい。 彼 は 無風の 暑苦し さに 堪へ 

かねて 船 宵から 船尾の 方へ 行った。 而 して そこに ある 手 舵に 身 をよ せて 立って た。 冷々 する 風が そっと-斗 を か 

すめて 通る。 彼 は 眼 を 細めて その 凉 しさに なぶられて ゐた。 

かくて 乂 若干の 時が 過ぎた。 

突然 彼 は 寒さ を 顔に 覺 えて：！： 時の まに か陷 つた 假睡 から 眼 を さました つ 風 は 習々 と柬 方から 船尾 を拂 つて 船首 

へと 吹き出して ゐ るの だ。 彼の 總身 は身戰 ひする まで 冷え切って ゐた。 見る と 東の { 仝 は 眼 通り ほど 幕 を 張りつ め 

たやう に 黑な 物に 蔽 はれて ゐた。 沲 面が 急に 高まった かと 思 はれる 彼方に は 星 一 つ 光って はゐ なかった。 その 

ぶい もの は 刻々 高さ を^して 近づいて 來る。 風が 東に 廻つ て 潮 霧が 襲つ て來 るの だと 氣が ついた 時には、 その 黑 

かった もの は黑 珠の やうな 銀 灰 に 光って 二三 町と 思 はれる 距離に 逼 つて ゐた。 海に 接した 部分 は 風に 吹かれ 

あ ふ 

る 幕の 裾の やうに 煽られながら 惡 夢の 物 さ を 以て 近よ つて 來る。 見る/ \ 近よ つて 來る。 突然 吹き ちぎられた 

^霧の 一塊が 彼 を 包んだ。 彼の 眼 は 宵 ひた。 然し それ は 直ぐ 船首の 方へ 飛び去った。 と 思 ふと 笫 二の 塊が 來た C 

それ も 去った。 一；、  ^叫、 それ も 去った と 忍 ふ 問 もな く、 彼 はとう- むせ 返る やうな 塞い 白 さの 中に 包まれ 

てし まった。 眼の 前に 圆く擴 がって ゐた海 は 段々 圓周 をせば めて 遂に は 眼前 一 尺の 先き も 見 透す 事が 出來 なくな 
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つた。 彼 は 驚き 慌て、 探る やうに 手 舵 を 握る と、 それ を 包んだ カンバス はぐつ しょり 濕 つてかん， にこ はばつ 

てゐ た。 檣 頭に 揭 げられ た 灯が 見る- {-1 れて、 唯 有る か 無き かの 圓 光に 變 つてし まった。 

彼 は 船^のお る 方へ 眼 を やった。 その 頭に 宿る 幾千 年間の 人智の 蓄積に すがらう としたの だ。 然し 一 かたまり 

の 露 は 幾千 年の 人^の 努力 を 塵の 如くに 踏みに じってし まった ので はない か。 今 は 姿 さへ 見えない 船長 は、 胸 を 

さわがせながら 茫然と して、 舷撟の 上に 案山子の やうに 立って ゐる事 だら う。 

g: くの 問 船 は 事 も なげに 進路 を 取って 進む やうに 見えた。 然し それが 徐行に 變 つたの は 十分と はた \ ない 短い 

つ 尺 ざ  う づ ま 

問だった。 突然 この 不思議な 灰色の 闇 を 劈いて 時 を 知らせる 鐘が 繽け ざまに 鳴り 出した。 思 ふま \ に 渦卷き 過ぎ 

る 濃霧に S ぢ こめられて その 鐘の音 は 陰々 として 淋しく 響いた。 

船 はかく i: 戒 しながら 又 十分 程 進んだ が、 やがて 彼 は 足の 下に プ 口 ぺ ラ ー の ゆらめき を 感じ なくなった 。同時に 

船：： 止の 停った 船體 は、 三 口 目の 茶の湯 茶碗の やうな 無氣 味な 搖れ方 をした ま \ 停って、 波の まに. （漂 ひ 始めた。 

彼の 心臓 を どきん とさせて 突然 汽笛が 嗚り はためいた。 屠所に 引かれる 牛の 吼聲の やうな その 汽笛。 かすれて 

は吼 え、 かすれて は吼 えて、 吼ぇ やむ と 物淋しい 鐘が 鳴り 鑌く。 

彼の 肺臓に は ^氣 よりも 多くの 水氣が 注ぎ込まれる やうに 思へ た。 彼は實 際む せて 咳いた。 髮の 毛から は 滴が 

襟に 傳 はった。 而 して 耳と 鼻と は 氷の やうに 冷えた。 陽は復 たと 生れて 來 ない、 さう 思った 彼の 豫覺は 悲しく も 

おに：： きされて 見えた。 彼 は 幾人 もの 男女が 群盲の やうに 手 さぐりしながら 彼に 近づく のに 氣 がっくと， 何ん とも 

云 へ ぬ 哀れみ を覺 えながら さう 思った。 

汽笛が 船中の 人の 眼 を さました の だ。 而 して 眼 を さまされ たもの は 殘らす 甲板に 這 ひ 上って 來 たの だ。 

鐘の音と 汽^の^と の 問に 總て の 船客の 歎きと 訴 へとの 聲が 泡の はじける やうに 聞 こ え 出した。 


潮 猱は柬 の^から 寄せて 來る。 彼の 乘 つて 來た船 は 霧の 大河の 水底に 沈んだ 一枚の 病 葉に 過ぎない。 船客 は 極 

度の 不安に 達した。 矢よりも 早く 流れて 行く のに、 濃霧の 菜て は 何時 來る とも 思 はれない。 狂氣の やうな す、 り 

泣きが 女と 小兒 とから 慘 らしく 起り 出した。 葬 ひの やうな 淋しい 鐘 は 鳴り 綾け る。 總 ての 人 を醉 はさな S では 置 

かぬ やうに 船 は 停った ま、 かしぎ 搖れ る。 

彼の 心に は 死に 捕 へられた 人の 上に のみ 臨む 物凄い あきらめが 首 を 擡げ かけた。 

その 時 奇蹟の やうに 風が 方向 を變 へた。 西へ， （-と 走って 居た 霧 は 足 をす く はれた やうに 暫く たじろぐ と 見え 

たが、 见 る/. \ 人 々の 眼が かすかな 視力 を囘復 した。 はぼう つと 明るくな つて 人々 の 身の ま はりに 小さな 世界 

が II けて 行った。 やがて 遠く 高く 微笑む やうな 靑筌の 一片が 望まれた。 と 思 ふ 中に 潮 霧 は 夢の さめる やうに 跡 か 

あ つ 

たもなく^ えてな くな つ た。 それ は慌た ^しい 心よりも なほ 慌た ^しく。 

霧が 晴れて 兌る と 夜 は 明け はなれて ゐた。 眞靑な 海、 眞靑な 空、 而 して 新ら しい 朝の 太陽。 

せ ウ へ き  あ 

然しお の 過ぎ去る と共に、 船の 右舷に 被 ひか \る やうに 聳え 立った 惠 山の 峭 壁を兑 た 時には、 船員 も 船客 も呀 

つと 魂 を 消して 立ちす くむの みだった。 濃霧に 漂 ひ 流れて 居る 間に 船 は 知らす/ \か\ る 危地に 臨んで ゐ たの を 

^:z: すらが 知らす にゐ たの だ。 もう 五分 霧の 晴れる のがお くれたならば！ 船. E 身が 魂 で^も ある やうに 鲦 いて 

向き を かへ なかったならば！ この 惡 魔の やうな 峭壁は 遂に 船 を かみくだいて ゐ たに 違 ひない の だ。 

函^に 鉞を 下した 汽船の 舷梯から 船客 はいそ/. \ と 笑 ひ 興じながら 岸 をめ ざして 降りて 行った。 先刻 何事が 起 

つた かも 忘れ^て た 如く 彼等 は 安々 と^を 開いて 珍ら しげ もな く あたり を兒て 居た。 

彼 はさう はして ゐられ なかった。 彼 は 始めて 陽 を 仰ぐ やうに 陽 を 仰いだ，， 、始めて 凾^ を 兑る やうに 凾 ^を；^ た。 

新ら しい 世界が 义 彼の 前に I! け 亙った。 而し. て 彼は淚 ぐんで 居た。 (一 九 一 六 年 七ガ、 時事 新報 所載) 
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平凡 人の 手紙 

もう 一年に. なった。 早い もんだ。 然し 待って くれ 給へ。 僕 はこ- - まで 何ん の氣 なしに 書いて 來 たが、 早い もん 

だとば かり は 簡^に 云 ひ 切る 事 も出來 ないやうな 氣 がする。 僕が 僕な りに して 來た 苦心 はこの 間の 時間 を 長く 思 

はせ もす る。 まあ 然し 早い もんだ と 云って おかう。 早い もんだ。 妻が 死んだ 時 電報 を 打ったら 君 はすぐ 龃 けつけ 

て くれたが、 その 時 僕が どんな 顔で is を迎へ たかは 一寸 想像が つかない。 僕 は 多分 存外 平 氣な顏 をして ゐた 事と 

S ふが どう だ。 その 時の 君の 顔 は 今でも はっきり 心に 浮べて 見る 事が 出來 る。 こ の 男が 不幸な 目に 遇 ふ I へ え、 

そんな^ が あるの かな、 何 かの 間 逮ひぢ やない のか。 そんな 顔 を 君 はして ゐた。 

僕 は實際 その後で も 愛する 妻 を 失った 夫ら しい 顏 はしなかった やう だ。 この頃 は 大分 肥っても 來 たし、 平氣で 

諸 興行の^ 物に も 出 懸ける し、 夜 もよ く 眠る し、 妻の 墓に は 段々 足が 遠の くし， 相 變らす 大した 奮發 もしないで、 

^が ゐる 時と さして 變ら ない 生活 をして ゐる。 ある 友達 は、 僕が 野心が なさ 過ぎる から 呰ん なで 寄って たかって、 

侮肆 でもして 激勵 しなければ 駄目 だと 云った さう だ。 まあ その 位に 無事 泰平で ゐる。 君が 僕の 様子お 見たら 一 つ 

でも：： ル付 けて やらう かと 私 ふ 程 だら う。 それ 程 物欲しげな 顔 をして ゐる時 も ある。 怒って くれるな よ。 決し 

て 僕が 不人 愦 だからで はない、 是れが 僕の 性質なん だ。 僕の 幸運が 僕 を さう したの だ。 

實際傥 ほど 述 命に 寵愛され た 男 は 珍ら しいと 云って い、 だら う。 小さい 頃 神社 ゃ怫閣 に參詣 した 時、 僕 を 連れ 

て ほって くれた 人 逮 が 引いて くれたお 祌 籤に は 何時でも 大吉と 書かれて ゐた。 五黄の 寅と 云 ふの は强ぃ 蓮^だ と 


讎 でも 云った。 實際 その 通りだった。 少年 時代に 僕の 持った 唯一 つの 不幸 は、 非常に 羸弱な 體 質と、 それに 原因 

する 神經 過敏だった が、 それ も靑春 期から は；^ 事に 調節され て、 ぉ隊 にさへ 取られる 程の 頑健 さに なった。 

君 は そこまで： S が附 いて ゐ るか 如何 か 知らないが、 幸！ I の 中で も锻も 幸福な 事 は、 ^も 知って る 通りの 僕の 平 

凡が させる 業 だ。 化 ひ 立ちが 平凡であった ばかりで はない、 行爲 事業が 平凡であった ばかりで はない、 對社會 的 

關 係が 平凡であった ばかりで はない、 僕の 人物が 都合よ く 平凡で ある^だ。 僕の 人物 は 感心に よく 平均され て 出 

來てゐ る。 智能 も 感能も 誠によ く 揃って 出 來てゐ る。 容貌 も體 格も實 によく 釣り合って 出 來てゐ る。 而 して その 

總 てが 十人並みに。 そこで 僕 は 幼ハ牛 時代に はさる やむ ごとな きお 方のお 舉 友と 云 ふ ものに 選ばれた。 中學 校を卒 

業して 或る m 小：： の ゆ 校に 行く 時、 僕 等の 畏敬した 友人 は 僕に 「送 〇〇 君 序」 を 書いて 「君 资性溫 厚篤 實」 とやつ 

た。 大學 では 友人が 僕に^ しかける 時 は 大抵 改まった 敬語 をつ かった、 I 〇〇 君 は あまり 圓滿 だから 同^の や 

うな 氣 がしない と 云って。 敎會に 出入す る 頃 は 日曜 學 校の 教師に された。 敎員 をす ると 校長 附 主事と 云 ふ 三 太夫 

の 役 を仰附 かった。 家庭で は 時た ま 父に 反抗した が， 毎時で も 愚圖々 々に 安 協が ついて ゐた。 母 は、 感心な 程癎 

a を 起さない、 實 直な、 働き 屮斐 のない 男と して、 憐む やうな 氣 味で ゐる。 ^は 銀行 會 社の 監^役になる^ が 

1 番安个 な 近 だとお へて ゐる。 妹 は 小兒敎 せが；： g も 適當 だら うと 勸 める。 ある 友人 は、 妻が まだ 病 氣でゐ る 時、 

若し の 細^が 不幸な にで もなる と、 君の 性格 は 始めて 磨き を かけられて 立派な ものになる だら うと 豫言 して 

くれた。 ， 僕 は 決して 向 分の 幸； 1 を 兌て くれが しに 云 ふので はない が、 僕の 是れ までの 閲歷 や， 近し いもの- 觀. 祭 

は、 本質的な もので あり、 肯綮に 中った ものである 事 を 承認 せざるを^ない。 而 して 僕の 幸 ：i は 自分で も 認め、 

他人 も 認める、 この 缺點 のない 平凡から 生れ 出て ゐ るの だ。 客氣 のあった 街^ 時代に は圓滿 だと 云 はれる 事に す 

ら不滿 を^え たもの だが， この頃の やうに 長お が小舉 校に 這 入るな ど、 云 ふ 事に なって 見る と、 僕 は 自分の 平凡 
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を ありがたく 思 ふば かりだ。 

JF んと 云っても、 「遇 ひ 難き 人生に 遇 ひて」 幸福で ゐられ ると 云 ふ 事 は 不平の 申出 やうの ない 好い 事 だよ。 餘程 

しう ろ つ. 

前に 時 車 新報で 何ん とか 云 ふ 人が 或る 月の 文藝 批評 を 書いて ゐ たが、 泡嗚」 云 ふ 人の 書く 作物に は 下劣な 醜陋な 

人 叫ば かりが 活躍して ゐて、 讀 むの もい やになる さう だ。 然し 人生の 實相 はこん な もので はない と 誰が 一 M ひ 得よ 

うと、 論お は 作者に 强く 同感 を 表して ゐた。 而 して その 直ぐ 後に コ ヱ一ベルと 云 ふ 人の 「問お に 答へ て」 と 云 ふ 

き はく  、 

文の 批評が してあって、 その 西洋人の 熱實な 道義 的氣魄 (表現 はこの 通りで はない の だよ。 然し 意味 はさう だつ 

た) に は 深い 尊敬 を拂 ふと 結んで あった。 この頃の 人 は、 僕の やうな 十人並みの 頭で は 判らない 稃 微妙な 皮肉 を 

弄する さう だから、 或は その 批評家 も 皮肉 を 云って るの かも 知れない けれども、 まあ 文字通りに 取る とすると、 

その 人な ど は隨分 不幸な 人 だと 同情に 堪 へなかった。 下劣、 醜 陋が實 相で ある 人生に 居て、 熱實な 道義 的 氣魄を 

^おする — 出來 ない 相談 を 常住 腰に ぶらさげて ゐ なければ ならない と 云 ふ 不幸 は 全く 同愦に 値する。 これ 程不 

幸な 人 は 多分 そんなに 澤山 ゐる譯 ではない の だら うけれ ども。 

一 寸 失敬、 今 手紙 を 女中が 持って 來 たから。 

實は僕 は餘程 以前から 云 ふの も 一 寸恥 かしい やうな 僕らし く 平凡な 道 樂氣を 出して ゐ たの だ。 それ は 妻の 一 周 

忌の 日に、 妻の 世話になって ゐた平 塚の 病院に 行って、 そこに ゐる息 者 達に 花束 を 贈らう と 思 ひ 立って ゐ たの だ 、 

そんな 事 を 前日 か 何ん かに 當意 的に、 天啓 的に 發意 しないで、 何箇月 も 前から 考 へて ゐ たと 云 ふ 事 なぞ は 自分な 

がら 小 ノし幸 ； i 過ぎる やう だが、 事實 だから 仕方がない。 そこで 今在院 患者 數の 問合せに 對 して 病院から 返事が 來 

たの だ。 明日 は當曰 だからい よ- (\ 出かける の だ。 そんな 事 を 思 ひながら この 手紙 を誊 いた もんだ から 「もう 一 

年た つた。 早い もんだ」 と 僕に して は 「起し 得て 輕妙」 な 事 を 云っての けた 譯だ。 


話 を 前に もどす の は 面倒 だから、 思 ひ 出し放題に 書き 綾け るが、 妻が 死んで 百箇 日に もなら ない 中に 僕の 耳 

は あっち こっちで 僕の 後妻の 事が 噂され てゐ るの を 聞いた。 愛する 妻 を 失った 僕に 取って …… 一 寸义話 がそれ る 

よ。 愛する 妻 なぞと « かれた この 乎 紙が 萬 一 世 問に 發 表されたら、 いくら 僕が 共に 語る に 足らない 平凡 人で あつ 

て も、 この 言葉 だけ は 世^も 齒牙 にかけ すに は ゐられ まい。 中年 を 過ぎた 男が 「愛する 妻」！ 非凡に やり切れな 

い K を 云 ふ 男が あった もの だ。 tls の^子で ある 以上 は、 その 人が 女權 論者で あらう とも、 戀 愛祌聖 論者で あら 

うと も、 4 乙 度 かう 云 ふに 逮 ひない。 少く とも 腹の どん底の 方で かう 思って ゐ ると 云 ふ 事 を 人に 見せる にち が ひな 

い。 不幸な 人 ほど、 言 ひ換 へれば 非凡な 人 ほど、 夫婦 關係 なぞと 云 ふ ものより 一段 高い 所に 廣々 とした 餘裕を 持 

つて ゐる もの だ。 お J- が-おは 平凡で 從 つて 實直 だから、 思った 通りに 愛する 妻と 云って しま ふ 次第 だ。  是れカ 

ら乂 本筋に 話が もどる。 愛する 妻 を 失った 僕に 取って、 こんな 事 を 聞かされ るの は實に 嬉しかった。 睦まじ かつ 

た^ 婦 巾が 絶えて、 幅 さびしく 悲しいだ らう。 一日 も 早く 前に も增 した 好い 妻 を 探して その やる 瀨 ない 淋し さ哀 

しさ を 慰めて やらう。 さう 云 ふ 親切な 心 持が 平凡な 僕に も 感ぜられる からだ。 中には もっと 實際 的な 立場から こ 

の^:^ を兒て くれる 人 も ある。 それ も 有難くない 事 はない。 ない が、 その 方 は理. H なしに 感じが ぴったり 來なカ 

つた。 お- esg. 厚^ 實 である 喾の愣 も、 偶に は 柄に ない 非凡な まね をして、 後で 腹の 底が むづ/ >\ する やうな C 己 

嫌 ^や する 事がない でもない。 ぃゝ 例が ある。 それ は 丁度 百 筒 H の 法事が 終った 後で、 僕 は 鹿爪らしい 顔 を 

して 染まって くれた 家族 親類の 前に 出て かう 云った 「皆様が 私の 後妻の 事に ついて 色々 心配して 下さる の は 誠に 

W 難く^: じます。 然し 私 は 今 その 問題 をお へる 氣が 致しません。 と 云って 再婚す る氣 がない と 云 ふので はない の 

です。 そんな 心地になる 時が 來る かも 知れません。 その 時 は 無理に も 私の 方から お 願 ひする として、 それまで は.、 

無駄な 节 ですから、 この 問題 はお 捨て m はき 下さい」 こんな 事 を 云 ふ 中に もう 實際は 腹の 底が むづ （"して 來 たも 
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の だから、 言葉が はっきりし なかった と 見える。 その 晚 食事 をす まして 雜談 をして ゐ ると、 親類の 一人が 僕の 所 

に來て 「お前の 先刻 云った 事 は 私の 胸に こたへ た。 お前が 細君の 遣 稿 を 印行した 時分に もう 私 はお 前が 一生 獨身 

でゐ る^、 いだな と 想像して ゐた 一 と 眼に 淚を ためて 云って くれた。 「さう 云 ふ 積り ではな いんです」 と 僕が 平凡な. 

ら、 從 つて 實 直なら その 場で 云 はなければ ならなかった の だ。 ところが 僕 は その 人の^ ひ 違 ひ をい \事 にして^ 

つて ゐた。 非凡で もない 奴が 非凡な まね をす ると 兎角 こんな ディ レンマに か、 つて、 平凡の 純 一 さ を 失って しま 

ふ。 その 晚は僕 も 大分 不幸だった。 僕 は 何時 女が 欲しくな り、 女が 欲しくなる 事に よって 妻が 欲しくな るか 知れ- 

なかった から。 

然し 是れは 僕が 平凡 振り を發 揮して 率直に 云 ふ 話 だが、 僕 は 今の所で は ：… 矢張り 率直に は 云へ ない な、 一寸- 

持って ま はった 但書 をつ け 加へ たくなる —— 突然 運命の やうな 女が 現れて 來さ へ しなければ —— …… 戀愛關 係 を 

作る 心 持 はま だ 起って 來 ない。 妻が 死んで から 僕に はちよ い/.. \ 女の 友達が 出來 た。 さう 云 ふ 人と 心 置な く 話 を- 

す るの は 非^に  樂し  いもの だ。  何ん と 云っても そんな 氣分は 同性から は 得られない。 然し 戀 愛と 云 ふ 事が 顧慮 

され 出す と、 僕 は 平凡に すげ なく それ を 斥けて しま ふ。 特別に 異性に 對 して はにかみやだった 僕が 妻の 死後、 割 

合に 平氣で 話で も 何んでも する やうに なった の は， 多分 戀 愛の 衝動 を 度外視して ゐる ため かも 知れない。 然し ど 

うせ 妻に 對 する 具體 的な 記憶 は 段々 薄れて 行く にち が ひない。 さうな つたら 义燒 くやう に 第一 一 第三の 戀を思 ふ 時 

が來 さうな^ だ。 そんなぐ うたら な考 へで ゐ るなら、 何故 徹底的に 妻の 死んだ 翌日から 後妻 を 採さなかった んだ 9 

一 年の 間 も 孤獨を 守って 來た 位なら 何故 立派に 妻の 記憶の 中に のみ 生き 徹さない の だ。 さう 非凡な 人 は 僕の あま" 

りな 平凡 さ を 責める だら う。 

全く  一  HI 一口 もない 彈劾 だ。 返す 一一 一一 口 葉 もない。 然し 僕が 始めから 自覺 的に そんな 事 をして ゐ たら、 僕の 幸運 は 恐ら 


く は 僕 を 捨て去って、 僕 は 不幸な 男に なって ゐ たらう。 それ は 「大吉」 「五黄の 寅」 に對 しても しかお る 事の やう 

に 思 ふの だ。 

偖て こ、 まで 書いたら 十 一 時に なって しまった。 僕 は 規則正し くこの 時間に 寢て、 朝 は 六 時に 起きる 事に して 

ゐ るの だ。 この 手紙 は 明日 又 後 を 書く 事に して， 今夜 は寢 る。 . 

こ、 から 先き は 鉛 錄で而 かも 走 書き だから 判讀 しにくから うが、 汽車の 中での 仕事 だから 許して くれ 給ハ 今日 

は 昨日 も 害いた 通り 妻の 一周忌の 日 だ。 朝 花屋に 行って 花束 を 百 三十 把 註文した。 それ を 持って 十一 時の 汽車に 

，つた。 かう 云 ふ 不幸 は 幸運な 僕に もちよい くあって 困る 事 だが、 汽車の 中で とうく 一人の 友人に 出 遇って 

ン まったん だ" ^^に； T く。 平 塚に。 何 か 儲け 事で も あるね。 どうして 痛 事 さ。 と 云 ふ 風に 會話が 運んで 行く と、 

どんな 友達が 如何なる 場合に 現れて 來 ようと も 無事なん だが， 何 か 儲け 事で も あるね と 聞かれて、 妻の 一周忌. 

の 記 t こ^: ei になった^ 院の 患者の 所に 花束 を 持って行く 所 だと 云 はない と 僕の 實 直な 味が 沁み 出て 來な いの だ 

卜ら 困って しま ふの だ。 おまけに 今 横濱で 別れた ばかりの その 友達と 云 ふの は、 ある 大會 社の 支配人 をして ゐる 

若手の 切れ^で、 而 かも 先年 細君 を 亡くして 後妻 を迎 へたば かりなんだ から、 その 場合の 僕に は 凡そ 苦 乎だった" 

型 まりに 何處へ 行く と 聞かれた ので、 來 たなと 思 ひながら 平 塚に と 云 ふと、 眼から 鼻に ぬける 非凡な 人物 だけ あ 

つて、 平 塚と： -ムふ 乎^から すぐ 妻の 死を考 へ 出して， もう 一周忌になる 頃 だと 云 ふ 事まで 云って くれたので 伊 

は氣 にして ゐた赏 ^さ を 悉く 暴露し ないで 濟ん だの を 有難く 思った。 花束の 事なん か は 感心に 噫に も昆 せなかつ 

た。 そこ 迄 はよ かった がそれ からが 難題だった。 「丁度い \ 所で 遇った。 前から 是非 遇って 話さう くと 思って^ 

たの だが、 ^^てに 聞く と 君は獨 身で 通す 氣 ださう だね。 而 かも そんな 事 を 衆人 稠 座の 前で 言明した さう だね。 

まあ i つて 聞き 給へ」 さう 疊 みかけて 攻めよ せて 來た。 實際 を： ム ふと 今日ば かり は 僕は獨 りで 考 へて ゐ たかった 
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んだ。 妻の 記憶 は 兎に角 まだ はっきり 殘 つて ゐ たから。 こんな 日に は ！ 平凡な 人 問 は 月並みに 命日と か &んと 

か 因 緣の つく 場合に 改 つた 心になる 習慣が 膠着して ゐ るの だから ，！ 思 ひ 存分 感傷的に なって 昆 たか つたの さ 

が、 友人の 機嫌^ 掼じ てまで、 それ を 押し通す 非凡 人の 非常識 は 持ち 合さなかった の だ。 「それ は 尤も だ。 紫も自 

分の 經驗 から^の 心 持 はよ く 理解が 出来る。 僕 も 妻 を 失って から 一 年間 は どんな 事が あっても 再^ はしない 覺 teg 

をして ゐた。 友人に も 君が 云った やうに 云 ひふら した。 全く 君 は 僕の やった 事 を その 儘 まねて ゐる やうに 見える 

よ」 尤も その 友人 は 非凡な 才人の 通有性と して 女に 近づく 巧み さと 女から 尊敬 愛慕され る 色々 な 資格 を 具備して 

ゐ たから， 一 つ は 交際の 必要から も來た 事で は あるが、 藝 者と 云 ふ 階級の 人達に は 大持てに 持て. T ゐた。 そつ 一 

點が 僕と は 仝然違 ふ。 然し 待って くれ 給へ、 僕 も 妻が 死んで から 女の 友達が 出来た と 云った ね。 友人の 場合に は 

女の 方が ちゃほやす るの だし、 僕 は II 僕の 方から 女性に 心が 牽 かれて ゐた、 とすると この 點 でも 僕の 方が：^^: 

かも 知れない とその 時 も 友人の 前で 思 ひ 返した。 そして 悉く 恐縮した。 「所が 君 は 自分の 勝手ば かり 考 へて はゐら 

れな いの だ ^に は 第 一 事業が ある。 世の中に 出て 思 ふ 存分 活動して 少しで も餘計 人間の 爲 めに 盡 さう と 思へば ど 

うしても 後顧の^ を絕 たなければ ならない 。僕なん ぞは 一 年間と 云 ふ もの 業務の 一 部分で ある 交際から 絕緣 して、 

{ゃ& に 出られな いのが 1 番 困った。 子供 を 雇人の 手に 委ねて 夜 晝家を 明けて 置く 事 はとても 出來 ないから は j 

ところが 幸な ことに は 僕に は 定職が な いんだ。 僕 は 朝から 晚 まで 家の 內に のらく らして 子供ば かり 相手に して ゐ 

る。 母なん ぞは 自分 だけと して は 僕が かう やって 父の 遣產を 守って なる のが 結句 安心 だと 考 へて ゐるゃ うだが、 

親 I なぞに 遇った 時、 新 御、 王 人 はこ の 頃 どちら へ お勤めです なぞと やられる と 身 を 切る やうな 思 ひ を する らし 

い 僕が 外 阈にゐ て 一 かど 勉强 をして ゐる 積り の 時、 ある 女と 話し をして ゐた 序でに、 何 をして ゐる 男と a える 

と^いて 兑 たら 躊躇な くお 前 は loafer だと 云っての けられた 事が ある。 僕 は 平凡 人 だけに 小さい 寺 分から 人の 


お i みに なって こっくと 働く 事 はさう 苦にならない 質な のに、 かう 云 はれる 事 は 少し 過ぎた 次第 だが よく 考 

へる と 僕が 何ん にも しないの は 天才 や 非凡 人が 何ん にも しないのと は 趣が ちがって、 何 かする 爲 めに 暫く 何ん に 

もしない ので はな i、 天から 何ん にも しないの だ。 母 や 兄^が 氣を 揉んでくれ るの も 全く 無理がない。 然し 彼等 

としても 僕が 今更ら 何處 かの 屬官 にで もな つて け^する の は 品が 惡 いと 思 ふだら うから、 このま、 暫く 無 爲を通 

さう" とも 思って ゐ るの だ。 唯 人 間 の爲 めに 何ん にも しないと 云 ふ 非難 は 一番 度膽 にこた へて、 钣 を^^の も^ 

られ る。 仝く すまない 譯だ。 ー體 皆ん な は、 どう すれば 人間の 爲 めになる かと 云 ふ、 僕なん かに は 一寸見 當 のつ 

け やう もない 問題 を、 感心に よく 1 まへ てゐ ると 見えて、 少しも 不安 なげに 仕事に いそしんで ゐ るの が羡 まし レ 

然し こんなせ が 分らない のが 僕の 幸運な 所以 かも 知れない。 その代り 子供の 番は 可な り忠實 にやって ゐる。 いつ 

か トルストイの^ 子さん が 日本に 來 た時冇 名な 警句の 名人が、 トルストイの 總 ての 創作の 中で 一 番劣惡 な 創作 は 

あの 息子 だと 云った さう だが、 僕に は 創作と 云って は 子供 三人の 外にない の だから、 …… 大變 だ、 もう 平 塚に 汽 

車が 着く から 又 その …… (以下 缺文)  . 

先刻 ま 手紙 こ 夢中に なって ゐ てもう 少しで 乘り 越し をす る 所だった。 今 停車場 前の 茶屋で 上り列車 を 待ち 合せ 

てゐる 間に 又繽 けて 書く。 

^院 の^を 先き に^かう か、 友人の 話の 鑌き にしよう か。 僕 は 病院の 事 を 先き に 君に 書きたい が 君と して は 話 

の 聯絡が 亂れて 闳 ると 思 ふから、 友人の 話 を 書、 かう a 「君 は 又 年老いた お母さんの 有る 事を考 へなければ いけない 

ュ。 先の 母なん ぞは 割りに 若く つてね、 元氣 はい、 しした が、 一度 は ゆっくり 京都 大阪の 方で も 見物に 述れて 行 

かう 行かう と 思って ゐる 中に、 仕事が ぱ しくて その ま、 にして ゐ ると、 突然 腦 溢血で 亡くなって しまった。 生み 

の 苦 ti ガを させて、 有て させて、 おまけに 孫の 世話まで 燒 かせて、 樂 もさせない 中に 死なして しまったの は 實に痛 
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恨に 堪 へない。 是れも 僕が 早く 再婚し なかった 罰 だ」 

「* さへ ゐれば どんなに 忙しく つても 家の 事 を 委せて おいて 旅 位 はして 來られ たんだし、 さう 孫の 世話ば かり 見 

させないでも 濟ん だんだ。 是れは 特に 注意す るが、 取り返しの つかない 後悔 をし ないやう にし 給へ よ」 僕 は^ 供 

を^: たない 中から 親子の 關係を 僕な りに 解釋 して 一 つの 格言 を 作って ゐた。 子供が 生れた 時に 神 興 的に 口 をつ ぼい 

て 出で もす ると 生氣 がっくの だけれ ども、 そこ は 平凡 人の 悲し さで、 是れも 理窟で こね あげた 格言 だからつ まら 

ない もんだ が、 然し それ を 口外す る 事 だけ は、 子供が 生れて 僕が 親た るの 资格を 得た 時に しょうと 思って、 胸の 

中に 保留して S いた。 子供が 生れた。 そこで 僕 は 虎の子の やうに して ゐた 格言 を發 表した。 「子 を 持って 知る 子の 

恩」 と 云 ふの だ。 何んだ と^は 思 ふだら う。 所が 物好きな 奴 もゐる もので、 僕の 弟に 小說 を商賫 にして ゐる のが 

あって、 僕 を 小說の 材料に 使用した 時、 兄 費の 言葉と して はこれ 位 を 奇拔な ものと して 蹬 くより 仕方がな いと 思つ 

たの だら う、 4 の 格言 を 文句の 中に 取り入れ たもんだ。 然るに 或る 都合で 僕が 校疋を 見て やる 事に なったら 「子 

を 持って 知る 親の 恩」 としてあった。 多分、 榷 字の 方で 書き 損じと 思ク たの だら う。 僕 は 大切な 格言が 臺 なしに 

なって は大變 だから、 インキ 赤々 と 親と 云 ふ 字 を 抹殺して 子の 字に； Q 正して 置いた。 所が どう だ、 雜誌が 出て 見 

ると、 麗々 と 「子 を 持って 知る 親の 恩」 と 直って ゐる ではない か。 その 時 僕 はっく， <\ と 自分の 平凡 さが 一 面識 

もない 植字 ェ にまで 知れ渡って ゐ るのに 驚かされた 。 僕が 一 かど 功名 顔 をして この 格言 を 父に 云って 聞かしたら、 

父 は 潞ぃ颜 をして、 そんな 事 を 誰に でも 彼に でも 云 ふ もので はない、 人が お前 を異を 立て 奇を 好む 男と してし ま 

ふぞ とたし なめた。 そこで これから 本題に 這 入る が 僕に はとうから 祖父と 孫との 關係 について 一 つの 格言が 獎の 

胸の 中に 出 來てゐ るの だ。 それ は 前に 云った 親子 關 係の 格言より もも 少し 平凡 離れが して ゐ ると 自信して ゐる各 

曾 だ。 是れは 僕が 祖父の 資格 を 得たら 發 表すべき もの だ。 が こ&に 一寸 君の 爲 めに 片鱗 を兒 せる が、 僕の その 格 


曾 を ^，こして 友人の 曾 葉 を考 へて 兌る と、 どうも 喰 ひち がった 所が 出 來て來 るの だ。 非凡な 彼の 思想と 平 月な 

^の それと の^に 喰ひ逮 ひの 出來 るの は 不思議で も 何んでも ない。 で 僕 はもう 一 度 僕の 格-言 を考 さう と 思 

つた II 桢字ェ が G 信 を もって 僕の もう 一 つの 格^ を 訂正して くれた やうに。 何ん と 云っても 彼 は 十目の 見る 所 

卜 匕 きす 听. 天下晴れて 非凡な 才能 を 持って 生れた 人 だ。 僕は义 誰に でも 平凡な おと 云 ふ 値ぶ み をされ る 人間 

だ。 さ 山ら、 どうしてももう 一度お へて 見る 必要が ある。 親が その子の 不幸 を 共感す る 場合に は 自分の 都 カロ や 

世 r.:: 'の^: 俗， 0.、  ^園の 顧慮 なぞ はま づ後 廻し にして、 その子の 切實な 哀愁 を その ま k 受け入れて やる 事が そ 

の 子 を 一 希^ば し 一 番呦 まし 一 乖 慰める の だし、 子 は 亦 子で その 親の 心情に 溺れ こむ 事が 親 を 一 赉 快くす る もの 

だと 僕の 思って ゐ たのに は 訂正 を 加へ ねばならな いさう だ。 親 は假令 さう して くれても、 子の 方で は 親の 不内由 

を 思 ひやり、 I が 湧き はしない かと 云 ふ 周圍の 顧慮に も 耳 を 傾け、 君の. 所謂 悲哀の 中に 浸り 切る 事なん ぞ はなる 

くく， ：- く 切り h げて、 善後策 を講 する のが 孝道に も 叶 ひ 人道に も 合 ふやう だ" 「さう か、 そんなら 君は必 すし も 再 

婚を して ゐ るんで はな いんだね。 何しろ 僕 は 妻 を 亡くした 友人に 遇 ふと 先 づ孤獨 を 守る なんて 云 ふ 事 は 他人 

に 公.：." するな と g しく 口 どめす るの だ。 僕の 周 園に は 隨分澤 山 鰥夫が 出來 るが、 再婚 をした もので 後悔して ゐる 

C は-人 もない よ。 世 問に は^の 想像 もしない 程澤 山女が ゐ るよ。 僕が 一 つ 立派な 人 を 見つけて 上げよう。 もう 

樱木町 だね。 ぢゃ 失敬お 母さんに 〈儿 しく」 

^は ぼんやり 取り 殘 された。 過重な 大 問題 を 1 力に 僕に 惠んで くれて、 同情 深い 僕の 友人 は 重荷で も 捨てた やう 

に、 g お を扳り 廻しながら 身 も輕く 列車 を 出て 行った。 何しろ 頭の めぐりが 鈍 いんだから、 胃弱の^ が 山の やう 

な 珍味の 前に^ら された やうに、 暫く 僕 は うんざりして 首 垂れて しまった。 こんなに 物が 解らない では 僕は是 ォ 

からま あどう して^ W を 度れば い、 んだ らうと 思った。 まあ 何んでも い、 手紙で も 書け と 思って、 それ 力ら 夢中 
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で^に 乎 紙 を ま II き 出したん だ" 

乎 紙 を^く と 云へば 先刻 上り列車が 一 つ 通つ たんだが、 手紙に 夢中に なって ゐ たから 一 汽車 延ばす 事に した。 

あざ 

こんな 下らない 手紙 一 つ 書く のに 悠々 と 汽車まで 延ばして ゐ ると 聞いたら、 世間の 人 は 惘れて 物が 云へ ないだら 

う。 實際 自分で も少々 自分 を 持て 餘す 次第 だが、 それにつ けても 幸 幅 はかう して ゐ ない と來て はくれ ない ものら 

しい。 

そこで 今度 は 病院の 事 を 書く。 松原 を 通る と 村 井弦齋 さんの 家が 見えた。 秋口から 結核菌が 腸に ついた ので 妻 

は 下痢 を 始めた。 ふと 或る 雜 誌に 弦 齋 さんの 書いた 記事で 妻 は 胃腸の 妙 藥と云 ふの を發 見し たんだ さう だ。 それ 

せん 

は 柄の 根の 皮 を 煎じて 飮 むの ださう だ。 榴 なら 北海道に 澤山 ある。 僕 は 早速 手紙 を 僕の 敎へ た舉 生の 所に 出して 

顿んで やった。 早速 送って よこして くれた。 擧 生の 手紙に よれば 深い 雪の 中 を 山の 奥に 分け入って、 何 尺 も 積つ 

た 雪 を 掘り起し、 堅く 凍った 土 を 割りく だいて 採牧 したの だから、 澤山 あげられな いのが 殘念 だとして あった。 

澤 山で ない と 云 ふの が兩 手で は 持ち切れない 程あった。 僕 は 早速 弦齋 さんの 所に 行って その 用法 を 尊ね ようとし 

た。 弦齋 さんの 所の 書生さん は 二三 度け ビん な顏 をして 弦齋 さんと 僕との 間 を 取次いで くれたが、 結局 楫 はか^ 

の 木の^ 違 ひだと 云 ふ 事が 知れた。 病院に 歸 つてから 妻と 大笑 ひ をした。 所が 今日 弦齋 さんの 家 を 見る と、 巨人 

うづく 

の やうな 古い 梢の 木の 根元に 蹲って せっせと 雪 を かき 分ける 一 一人の 舉 生の 姿が、 ぎら c 光る 八月の 太陽の 光の 

I  のぼ  なま 

中で はっきり 想像に 上った。 「是れ で 先生の 奥さんが 治れば 隨 分い \ な あ」 そんな 聲 までが 聞こえる やうに 思つ 

た。 僕の 心 は 急に わくく し 出した。 そして 淚が 他愛 もな く 眼が しらに にじんだ。 

矢張り 一 ギ 前の 通りに 病院の 乎 前の 洗濯屋で は 醫員ゃ 看護婦の 白衣 や 帽子が ふ はりと 風 を 孕んで、 病院の 人達 

が 舞踏で もやって る やうに、 魂 も. なく 中 有に 整列して 動いて ゐた。 あの 時から すると 醫 員の 大多數 は 東京の 本 病 


院の 人と 交代して、 見知り越しの 顔 は 副 院長が ゐる ばかりだった。 相 變らす 黑く瘦 せて ゐた。 それ 力なつ 力し 力 

つた。 翳 者に は 珍ら しい 挨拶の P ，な 口 M な、 この 人 を 妻 は 一番 快く 思って ゐた。 僕 は その 人に 花束の 事 を賴む 

と 事務所 を 出て、 妻の 病 房の 所に 行つ. て 見た。 その 病 房と 云 ふの は 八、 六、 三疊の 一二 間から 成る 獨 立の 家屋で、 

^しの 虱に も 々、と 枝 を 鳴らす 若い 松林の 間にあった。 庭前の 方から a ると 患者が 住まって ゐた。 竹垣の 傍に は 

ra. 寸？： の 丸 心が 昔の 通りに 立って ゐた。 それ は 庭に 落ちて 死んで ゐた雀 を 妻が 自分で 葬って やった その 墓石な の 

だ。 護^ や^ 添の 人が じろ く 僕 を 見る ので、 僕 はさう 長い 問 その 逯にゐ る 事が 出来なかった 力ら その ま& 

引き^して 花壇の 方に 行った。 眞夏 の晝 にこの 邊を 歩く 患者 は 幸 ひ 一人 もゐ なかった ので， 嘗て^と 散歩した 時 

腰かけた 藤棚の 下の ベンチに 足 を 休めた。 そこで 僕 は 熱い 淚を 零した と 君 は 思 ふだら う。 所が 僕 は 碌な 考へ事 も 

せす、 亡し く 歩き 廻り もじな い^に、 何んだ か、 どうしてい- - のか 分らない 程 だるく つて ぐっすり 寢 込んで しま 

つた。 全く 以て 平凡 人に は不 似合な 所作 だと 君 は 思 ふだら うが、 それ は 君が 自然の はたらき を 恐らく は 理解して 

ゐ ない $ からさう 思 ふの かも 知れない。 哀愁が 極まる と 人 は 夢 も 見ない 熟眠に 陷る もの だ。 それ は 自然が 人知. w 

十す る 慈お の 一 つ だ。 で、 僕が 眠りに 落ちた と 云 ふ 事 は、 結局、 僕が どれ 程 平凡 人ら しく 愛する 妻 を悲， L んでゐ 

たかの 證據 になる 譯だ。 

ふと^ を覺 ました 時 は、 總 てのものが 活々 と 日に 輝いた この 見慣れた 景色 を、 却って 夢で はない かと 驚いた 位 

だった。 いぎた なく 寢た と^えて、 &が衣 物の 肩の 所 を 圓く濡 して ゐた。 氣味惡 く 流れ出た 油汗 をハ ンケチ で 拭 

くと やっと 人心地が ついた。 喉が ひどく 乾く 外に は、 何と 云って 望ましい もの もない 位 僕 は 飽き 足って ゐた。 

^の 前の 白砂の 上に は 女物ら しい ゴ ム草褪 の 跡が、 靜 かに 人の 歩いて 行った 形 を その ま \ に 語って ゐた。 それ は 

妻の 足跡で はない かと 思 ふ ほど そこ いらは 舊の 通りだった。 ところが 妻と 云 ふ 一 人の 女 は 一 一度と 顔出しの 出来ぬ 

^凡人の 乎 紙  一三 三 
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やうに * 「死」 と 云 ふ 奴が この 地上から 綺麗に こそぎ 取って しまったの だ。 そんな 事を考 へる と 彼奴の が 一 寸 

ほ、 ゑ ましくなる。 やがて は. 彼奴が、 腐った 手拭の やうな 香の する 古雜 巾で、 生存の 意義 も 知らす、 人類の 爲め 

にも 役に立た す、 一身の 處理 すら 出来ない 僕と 云 ふ 男 を、 穢 ない 染斑 だと 云 はんば かりな 澀ぃ顏 をして 丹念に 拭 

き 取って しま ふ 時が 來 るの だ。 それ は 間違 ひの ない 事 だ。 僕 は 勝手に 色んな 虚言 をつ きもした し 又是れ からだつ 

てっき もしょうが、 この 事ば かり は 何ん と 云っても 虚言に しゃう がな いんだ。 どんな 大 篦棒な 虚言つ きで も、 一 

生に： 度 は 本當を 云 はないで は ゐられ ない の だ。 それ は 死ぬ と 云 ふ 事 だ。 この 正直 一 つで 大概な 虚言まで は 寛大 

に 兌て やっても い X やうな 氣が僕 はする。 こんな 我儘な 僕が 同時に 非凡 人 だったら II そんな 事 はあり 得よう 喾 

はない が、 論理 上、 假定的 前提 はどう 作っても 構 はない の だから —— 歷史 にさへ 不朽の 功業と か、 不滅の 名聲と 

かを殘 して 世間 迷惑な 事に もなら うが、 僕に はそんな 事 は 大丈夫な いの だから、 暫くの 間 小さくな つて 人間 社會 

の： ^隅に ゐる 位の 事 は 許して 貰っても い-と 思 ふの だ。 

一 體 非凡な 人達が 兎角 幸福 を 感じな いのは この 「死」 と 云 ふ 奴に 何ん とか 打ち勝た うとす るからで はない の だら 

ゥ か。 ところが 僕と なると 愛する 妻 を 彼奴に 奪 はれながら あまり 不幸 さうな 顏 をして ゐな いのは どう 云ふ譯 だ。 

僕 はこの 乎 紙の 始めで 幸運な 害の 男 だと 書いた が、 而 して その 幸運から 幸 幅が 生れる と誊 いたが、 考 へて 見る と 

幸述と 幸-幅と は 道 伴れ ぢ やない。 現在 妻が 死ぬ 二 年 程 前に、 或る 友人が 占 ひを昆 て 貰って くれたが、 それに は、 

めと 

明かに 妻 は 三度 娶れば 三度と も 死ぬ と 書いて あった。 兄弟喧嘩で 近親と は 離れ^ \ になる と 書いて あった。 事業 

を すれば 衆人の 親分になる やうな 事業 をして 一時 は 成功す るが、 人望 をつな ぐ 事が 出來 ないで 失敗して しま ふと 

も 書いて あった。 尤も、 そのお ひに は 生年月日 時間 を 書き込んで 賴 まなければ ならない の だが、 僕の 生れた 時間 

力.^ 然しない ので、 或は 僕より 少し 早く かお そく 生れた 人の 卦が 出て ゐ るの かも 判らない。 三人 死ぬ と 云 は. e た 


うらな  しの 

妻の 一人が 死んだ^ だけ は的屮 して ゐる。 もし この 占 ひが 幼年時代の それ を 凌いで 正確な もの だとす ると， 僕 は 

あんまり 幸運な 男 だと は 云へ さう もない。 然るに 君が 僕 を 不幸で はあり 得ない 男 だと 思って ゐる 通りに、 僕は屮 

中 幸： i を 感じて ゐる。 妻 を 失っても その 爲 めに 悶死したり 再婚な ど は 思 ひも よらない と^ふ 程 不幸で はない。 是 

れは^ 分 死と 云 ふ 奴が 萬 事の 形 をつ けて くれる と 高 を 括る 平凡な 見方から 出て ゐ るに 違 ひない。 こん は 事 を 云 ふ 

と籙 魂不诚 論者な ど は 何ん と 云 ふしみ つたれ た 根性の 與だ らうと 僕を惡 むよりも 憫 殺した くなる だら う。 ^^敎 

徒な ど は、 あんな 人生 觀 とも 云へ ない 人生 觀に たよって 生きよう とする の だから 平凡に 終る の も 尤も だ。 可哀さ 

うな 男 もあった もの だと，： 咼ぃ 所から 冋 惝 を 垂れて くれる に 違 ひない。 所が 僕の 知って る 範圍で 云 ふと、 基赞敎 徒 

稈 W 婚を乎 取 早くす る述中 はない やう だが、 あれ はー體 どうした もの だら う。 男女 戀 愛の 祌聖を 主張した 本：： 几 は 

基督 敎 だと 云 ふ だし、 靈魂 不滅 殊に 地上 生活で 鍛鍊を 受けた 人格 を 持った ま &の靈 魂 不滅 を 唱道す るの は 固よ 

り^^ 敎 だが、 再婚した 人が 死んで 後、 あの世で 二人の 細君に 出 喰 はしたら どうす る 積り だら う。 そ の^は 戀愛 

神聖 論者 だから 前の 妻に 對 しても 後の 妻に 對 しても、 心からの 愛 を 感じて ゐ るので なければ、 夫婦に なった 害が 

ない。 一方の^ が 極樂に をり 一方の 妻が 地獄に でも ゐて その 男が 片方の 妻 だけに 遇へ るなら、 別條 はない が、 基 

^敎徙 の 事 だから 大抵 は んな極 樂に行 くだらう。 さうな ると 問題が 大分 紛糾して 來る。 あの世で は 一夫多^が 

許される ので あらう か。 さう でない とすると その 男 は 一 一人の 中の 一 人 を 選んで 一 夫 一 婦の 愛情 を 機 綾す る 事に な 

るの だら うか。 或は 地 h に 於て 人格 發 揮 鍛鍊の 唯一 の檀 場と 云っても ぃ& 親子、 兄弟、 朋友、 夫婦な どの 愛情 は 

撥 無され てし まふの だら うか。 さうな つて は靈 魂に 人格 や 侗性を 結び 附 けて 考 へる 事が 出來る もんだら うか。 基 

^敎徒 は 勿論 それ 等の 事に は 解決が ついて ゐて、 實行 をして ゐる事 だら うから 別に 妙な 氣 もしまい が- 僕が 若し 

今の 通り 平凡な ま-で あんな 信仰 を 持たせられたら、 苦しく つて 再婚 は戲談 にも 出來 ないやうな 氣 がする よ。 そ 

平凡 入の 手紙  ニニ 五 
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こに 17 くと 繫の方 は 死と 云 ふ もので iS がっくの だから 大いに 呑氣な もの だ。 その 爲 めに 僕 は 割合 幸福なん だと 獨 

りで きめて ゐ る。 

そら 次ぎの 汽車が もう 來る。 今度 はさす がに 僕も乘 りお くれて は ゐられ ない。 

汽車に 乘 つてから 思 ひ 出した から 書き 添へ る。 ー體 何んだ つて 寒暄の 挨拶 もせす 健康 も 尋ねす、 こんな 放陶も 

ない 事 を 長々 と 書いて よこした の だと 君 は 訝る だら う。 それ は 一 年 もた つと 君まで が 或は 再婚 を勸 めて くれはし 

ないかと 思 ふから だ。 そのお 志 は實に 有難い。 僕 は 再婚 しないと 云 ふので はない。 唯もう 少し 考 へさせて くれ 給 

/、 ぉ姘 したくな つたら こっちから 申出る から それまで 待って ゐて くれ 給へ。 僕の やうに 平凡な 點 からのみ 幸^ 

を兑 出して ゐる 人^ は、 眞似 にも 非凡 人の したやうな 事 をす ると 取り返しの つかない 怪我になる から、 自分が 自 

分の 尺度 を 探し出す まで 永い 眼で 見て ゐて くれ 給へ。 さう 云 ひたいまで だった の だ。 さう したら、 頭が 惡 いもん 

さ 山ら 大いに 脫设 して しまったの だ。 然し 脫線 しない 位なら 僕 は 天から こんな 平凡な 事 は 書き はしない。 書 力す 

に 2 いて は 僕の 寸が足りなくなる。 判る かな。 では 左様なら。 

(一九 一 七ギ 七お、 新潮 所載) 


力 イノの 末裔 ま 4iv ま艾 さ》 

長い 影 を 地に ひいて、 瘦 馬の 手綱 を 取りながら、 彼は默 りこく つて 歩いた。 大きな 汚い 風呂敷 包みと 一緒に、 

fc  C  あかんば う  ちんば 

お 魚の やうに 頭ば かり 大きい 赤坊 をお ぶった 彼の 妻 は、 少し 跛 脚 を ひきながら 三 叫 間 も 離れて その後から とぼと 

ぼと ついて 行った。 

せ t  え ^  ^ ぶり 

北海道の 冬 は 空まで 逼 つて ゐた。 蝦夷 富 士と云 はれる マッカリ ヌブリの 麓に 繽く膽 振の 大 草原 を、 日本海から 

^沛^に 吹きぬ ける 西風が、 打 寄せる 紆濤の やうに 後から後から 吹き 拂 つて 行った。 寒い 風 だ。 見上げる と 八 合 

*  は ナカ  こ，〉 ぶた J 

n まで^; になった マ ッ カリ ヌブリ は 少し 頭 を 前にこ^ めて 風に 刃 向 ひながら 默っ たま、 突っ立って 居た ノ  口 比 布 嶽 

の 斜面に 小さく 染まった 雲の 塊 を 眼が けて 日 は 沈み か-つて ゐた 。草原の 上に は 一 本の 樹木 も 生えて ゐ なかった o 

心細い 稃 ほ：：^ な 一筋道 を、 彼と 彼の 妻 だけが、 よろ /(- と 歩く 二 本の 立 木の やうに 動いて 行った。 

I 一人 は 言葉 を 忘れた 人の やうに いつまでも 默 つて 歩いた。 馬が 溺り をす る 時 だけ 彼 は 不承 無精に 立ち どまった。 

窭は その 暇に やう やく 追 ひついて 背の 荷 を ゆすり 上げながら 溜息 をつ いた 。馬が 溺り をす ますと 一 一人 は乂 ^つて 

歩き 出した。 

「こ、 らお ゃぢ (^の^) が 出る すら」 

e: 里に わたる この 草原の 上で、 たった 一度 妻 はこれ だけの 事 を 云った。 慣れた ものに は 時刻と 云 ひ、 所 I！ と 云 

力 インの 末裔  ニニ 七 
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ひ、 熊の 襲來を 恐れる 理由が あった。 彼 はい ま /(- しさう に 草の 中に 唾 を 吐き 拾て た。 

i るみ 

^^の 屮の逍 がだんく 太くな つて 國 道に 綾く 所まで 來た 頃に は 日 は 暮れて しまって ゐた。 物の 輪廓が 圓味を 

帶び すに、 堅い ま k で黑 すんで 行く こちん とした 寒い 晚 秋の 夜が 來た。 

お 物 は 薄かった。 而 して 二人 は娥ゑ 切って ゐた。 妻は氣 にして 時々 赤坊を 見た" 生きて ゐる のか 死んで ゐ るの 

か、 兎に^: 赤坊 はいびき も 立てないで 首 を 右の 肩に がくりと 垂れた ま&默 つて ゐた。 

阈逍の 上に はさす がに 人影が 一人 二人 動いて ゐた。 大抵 は 市街地に 出て 一杯 飲んで ゐ たのら しく、 行逮 ひに し 

かわ 

た&か 酒の 杏 を 送って よこす もの もあった。 彼 は 酒の 香 を かぐと 急に ゑ ぐられ る やうな 渴 きと 食慾と を覺 えて 

すれ^った si- を 見送ったり したが、 いま しさに 吐き捨てよう とする 唾 はもう 出て 來 なかった。 糊の やうに 粘 

つた ものが 唇の 合せ 目 をと ぢ附 けて ゐた。 

かう しん 3 か  へ うじ ぐ ひ 

內 地なら ば 庚申 塚 か 石地藏 でも ある 箬の 所に、 眞黑 になった 一 丈 も ありさうな 標示 杭が 斜 になって 立って ゐた" 

ひざかな  ど i 

そこまで 來 ると 干 负を やく 香 ひが かすかに 彼の 鼻 をう つたと 思った。 彼 は はじめて 立ち 停った。 痩 馬 も 歩いた 姿 

勢 を その ま、 にの そりと 動か なくなった。 鬣と 尻尾 だけが 風に 從 つてな びいた。 

「何ん て 云 ふだ 農場 は」 

^丈の II 拔 けて 高い 彼 は 妻 を 見お ろす やうに して かう つぶやいた。 

「松 川 S 場たら 云 ふだが」 

「たら 云 ふだ？ 白痴」  <  . 

彼 は 妻と 首 葉 を 交 はした のが 瘤に さはった。 そして 馬の^ を ぐんと 手綱で しごいて 义歩？ き 出した。 喑く なった 

谷 を 隔て 、少し 此方よりも 高い 位の 平地に、 忘れた やうに^ をお いてと もされた 朮俾 地の かすかな 灯影 は、 人氣 


のない 所よりも 却って ft: 然を 淋しく 兑 せた。 彼 は その 幻を^る ともう 一種のお びえ を覺 えた。 人の^ 配 を かぎつ 

ける と 彼 は 何ん と^ 身づ くろ ひ をし ないで は ゐられ なかった。 s 然さ がその 瞬^に 失 はれた。 それ を 意識す る 事 

ぶ つ ちゃ -ンづ ら  つら  しり ご だ i 

が 彼 をい やが 上に も怫顶 面に した。 「敵が 眼の 前に 來た ぞ。 馬鹿な 面 をして ゐゃ がって、 尻 子 玉で も ひっこぬ か 

れ るな」 とで も 云 ひさうな 顔 を 妻の 方に， M けて 置いて、 歩きながら 帶を しめ 直した。 夫の 顔 付に は氣 もっかない 

程 眼 を^した 妻 は 口 を だら りと 開けた ま 1 切 無頓着で たピ 馬の 後に ついて 歩いた。 

はづ  あきや  どくろ 

K 市街地の 町 端れ には^ 星が 叫 軒まで ならんで 居た。 小さな 窓 は 髑體の それの やうな 眞暗な 眼 を 往來に 向けて 

^いて ゐた。 五-軒 E に は 人が 住んで ゐ たが うごめく 人影の 問に 圍爐 裡の极 粗朶が ちょろ，/^ と 燃える のが 兑 える 

あや 

だけだった。 六^::::: に は 蹄！：^ があった。 怪しげな 煙 筒から は 風に こきおろされた 煙の 中に まじって 火花が 飛び 

散って ゐた。 店 は 熔爐の 火口 を 開いた やうに 明るくて、 馬鹿々 々しく だ ピっ廣 い 北海道の 七 間 道路が 向 側まで はつ 

きりと 照らされて ゐた。 片側 町で は ある けれども、 兎に角 家並みが ある だけに、 强 ひて 方向 を變 へさせられた 風 

の 脚が 意趣に 砂 を袼き 上げた。 砂 は 蹄鐡屋 の 前の 火の 光に 照り かへ されて 潆々 と 渦 卷く姿 を 見せた。 仕事場の 輪. 

えま  力 な しき 

の^りに は 三人 の^が 働いて ゐた。 鐵砧 にあた る 鑌槌の 昔が 高く 響く と 疲れ 某て た 彼の 馬 さへ が 耳 を 立てな ほし 

た。 彼 はこの 店先き に S 分の 馬 を 引っ張って 來る 時の 事 を 思った。 妻 は 吸 ひ 取られる やうに 暖かさうな 火の 色に 

兑 惚れて ゐた。 二人 は 妙に わくく した 心 持に なった。 

蹄鐡 M の 先き は^に 闇が 濃くな つて、 大抵の 家 はもう 戶じ まりをして ゐた。 荒物屋 を 兼ねた 居酒屋ら しい 一軒 

から & 物の^と^ 女の ふざけ 返った 濁 翳が もれる 外に は、 駕^な 家並み は廢 村の やうに 寒さの 前にち^ こまって、 

うな  ある 

に：：；： 柱 だけが、 けうと い^り を 立て- ゐた。 彼と 馬と 妻と は 前の 通りに 押し 默 つて 歩いた。 歩いて は 時折り 思 ひ 出 

したやう に 立ち 停った。 立ち 停って は 又 無意味ら しく 歩き 出した。 

力 インの 末^  ニニ 九 
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P- だば 歩いた と 忍 ふと、 彼等 はもう 町はづ れに來 てし まって 居た。 道が へし 折られた やうに 曲って、 その 先き 

は、 Si な^ 地に、 急な 勾配 を 取って 下って ゐた。 彼等 は その 突角まで 行って、 又 立ち 停った。 遙か 下の 方から 

は、 うざ/ \ する 程繁り 合った 濶葉 樹林に 風の 這 入る 音の 外に、 シ リベ シ 川の かすかな 水の 音 だけが 聞こえて ゐ 

「問いて 见す に」 

妻 は 寒さに 身 を ふる はしながら かう うめいた。 

「&閱 いて^べし」 

いきなり そこにし や ごんで しまった 彼の 聲は 地の 中からで も 出て 來た やうだった。 妻 は 荷 を ゆり あげて 袅 をす 

すりく 取って返した。 一軒の 家の 戶を敲 いて， やう やく 松 川 農場の ありか を敎 へて もらった 時 は、 彼の 姿 を 兌 

分け かねる 程遠く に 來てゐ た。 大きな 聲を 出す 事が 何ん となく 恐ろしかった。 恐ろしい ばかりで はない、 聲を出 

す 力 さへ なかった。 そして 跛 脚 を ひきく 又歸 つて 来た。  • 

ある  したみが こ ひ  ぶキ) 

彼等 は 眠くなる 程铤れ 菜て ながら 乂 二三 町 程 歩かねば ならなかった。 そこに 下見 圍、 板 葺の眞 叫 角な 二階建 か 

外の 家並み を壓 して 立って ゐた。 

妻が 默っ たま \ 立ち 停った ので、 彼 は それが 松 川 農場の 事務所で ある 事 を 知った。 ほんた う を 云 ふと 彼 は 始め 

からこの^ 物が それに 違 ひない と 思って ゐ たが、 這 入る のがい やなば かりに 知らん ふり をして 通りぬ けて しまつ 

たの だ。 もう 進退 谷 まった。 彼 は 道の 向 側の 立樹の 斡に 馬 を 繋いで、 燕 麥と雜 草と を 切り こんだ 亞 麻袋 を 鞍 輪 か 

ら ほどいて 馬の 口に あてがった。 ぼり 》く と 云ふ齒 ぎれ のい、 音が すぐ 聞こえ 出した。 彼と 妻と は 又 道を撗 

^つて、 ^務听 の 入口の 所まで 來た。 そこで 二人 は 不安ら しく 顏を兒 合 はせ た。 妻が ぎごちな さう に 乎 を 擧げて 


^を いぢって ゐ る^に 彼 は 思 ひ 切って 半分 ガラ ス になって ゐる 引戶を 開けた。 滑車が けた、 ましい 音 をた て 、鐵 

の 溝 を 滑った。 がた ぴ しする P ばかり を あっか ひ 慣れて ゐる 彼の 手の 力が あまった の だ。 妻が ぎょっと する はす 

みに 背の 赤坊も 吸を覺 まして 泣き出した。 帳揚に 35 た 二人の 男 は 飛び 上らん ばかりに^ いて こちら を 見た。 そこ 

に は 彼と 妻と が 泣く 赤坊の 始末 もせす にの そりと 突っ立って ゐた。 

「可んだ^^ 速 は、 戶を 問け っぱなし にしく さって 風が 吹き込む でね え か。 這 入る のなら 早く 這 入って 來ぅ」 

紺の かやい を セルの 前 乖れで 合せて、 樫の 角 火鉢の 横 座に 坐った 男が 眉 をし かめながら かう 怒鳴った。 人^の 

5  i  C  ふて NZ さ 

0 —— 殊に どこか， z 分より 上， 乎な 人^の 額を兑 ると 彼の 心 はすぐ 不貞腐れる のだった。 刃に 刃 向 ふ獸の やうに 捨 

鉢に なって 彼 はの さ，. （- と阖拔 けて 大きな だ 體を土 問に 運んで 行った。 妻 はお づく と戶を 閉めて 戶 外に 立って 

ゐた、 赤坊の 泣く の も 忘れ^て る ほどに 氣を顚 倒させて。 

聲を かけた の は 三十 前後の、 眼の 鋭い、 口髭の 不 似合な、 長 顔の 男だった。 農民の 問で^ 顔の 男 を 見る の は、 

豚の 中で 馬の 颜を 兌る やうな ものだった。 彼の 心 は 緊張しながら も その 男の 額 を 珍ら しげに 兒 入らない 譯には 行 

かなかった。 彼 は^ 儀 一 つし なかった。 

赤坊が 縊り殺され さう に戶の 外で 泣き 立てた。 彼 は それに も氣を 取られて ゐた。 

上り 柄に- g を かけて ゐ たもう 一 人の 男 はや \ 暫く 彼の 顔を兒 つめて ゐ たが、 浪花節 語りの やうな 妙に 張りの あ 

る驟で 突然 n を 切った。 

「お 主 は 川 森さん の緣の もの ぢ やな いんかの。 どうやら 顔が 似と るぢ やが」 

今度 は 彼の 返 第 も 待た すに 長 顔の の 方 を 向いて、 

「帳場さん にも 川 森から 話いた 害ぢ やが の。 主が の 血筋 を 岩 田が 後に 入れて 貰 ひたい 云うて な」 

力 インの 末^  二三】 
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叉 彼の 方 を. 2 いて、 

「さ うぢ やろ がの」 

それに 逾 ひなかった。 然し 彼 は その 男を兒 ると 蟲 酸が 走った。 それ も 百姓に 珍ら しい 長い 額のお で、 ^げ 上つ 

た 額から 左の 半：. g にかけ て 火傷の 跡が てらく と 光り、 下 險が赤 くべつ かんこ をして ゐた。 而 して 唇が 紙の やう 

に g かった。 

蜈^と 呼ばれた^ は その 事なら 界み 込めた と 云 ふ 風に、 時 々上服で 睨み-^、 色々 な 事 を 彼に 聞き 礼した。 面 

して 帳場 机の 中から、 突 濃 紙に _ 細々 と 活字 を 刷った 書類 を 出して、 それに 廣岡 仁右衞 門と 云 ふ 彼の 名と 生れ 故鄉 

と を 記入して、 よく^んでから 钊 を 押せと 云って 二通 つき出した。 仁 右衞門 (是れ から 彼と 云 ふ 代りに 仁右衞 EZ 

と 呼ばう) は S より 叫」」 n だった が、 農場で も 漁場で も鑛 山で も钣を 食ふ爲 めに はさう 云 ふ羝の 端に 盲判 を 押さな 

ければ ならない とい ふ 事 は 心得て ゐた。 彼 は 腹が けの 丼の 中 を 探り 廻して ぼろ，/, \ の 紙の 塊り をつ かみ 出した。 

は  U き 

而 して 简 の 皮 を剝ぐ やうに 幾 枚 もの 紙を釗 がすと、 眞黑 になった 三文判が ころがり 出た。 彼 は それに 氣息を 吹き 

かけて に孔の あく 程 押しつけた。 而 して 渡された 一枚 を 判と 一 緒に 丼の 底に しまって しまった。 是れ だけの 

，で 飯の^ にあり つける の はありが たい 事だった。 戶 外で は赤坊 がま だ 泣き やんで ゐ なかった。 

「俺ら 錢 こ 一 文 も 持た ねえから ちょっぴり 借りたい だが」 

ちき  つ 

赤 坊の察 を 忍 ふと、 急に 小錢が ほしくな つて、 彼が かう 云 ひ 出す と、 帳場 は惘れ たやう に 彼の^ を 見詰めた、 

—— こいつ は^ 鹿な. ぬ をして ゐ る^に 油斷 のなら ない 横紙破り だと 忍 ひながら。 而 して 事務所で は 金の 借貸 は 一 

切し ないから 緣 者になる 川 森からで も 借りる がい  > し、 今夜 は 何しろ 共 處に 行って 泊めて 貰へ と 注意した。 仁 右 

お^はもう 向 股 を 立て 、しまって ゐた。 默 りこく つて 出て 行かう とすると、 そこに 居 合 はせ た £?； が 一 緖に 行って 


やる から^: てと とめた。 さう 云 はれて 兌る と 彼 は 自分の 小屋が 何處 にある のか を おらなかった。 

あん f-  \ 

「それ ぢゃ 帳場さん 何分 〈且 しう 顿 むがに、 鹽 梅よう 親方の 方に も 云うて な。 ^岡さん、 それ ぢゃ 行く ベえ 力の。 

何ん とま あ 孩兒の 痛ましく さかぶ ぞい。 ぢゃ まあお やすみ」 

彼 は 器 川に 小^ をかビ めて 古い 手 提飽と 帽子と を 取り上げた。 裾 を からげ て 砲兵の 古靴 を はいて ゐる 様子 は 小 

さやと 

作 人と 云 ふよりも 雜穀屋 の 鞘取りだった。 

n を & けて 外に 出る と^ 務 所の ボンく 時計が 六 時 を 打った。 ぴ ゆうくと 風 は 吹き募って ゐた。 赤坊の 泣く 

-5  たうき び がら  3 

のに 困 じ采て 、妻 は ぼつり と 寂し さう に 玉蜀黍 鼓の 雪圍 ひの 影に 立って ゐた 

足場が 惡 いから 氣を附 けろ と 云 ひながら 彼の 男 は 先き に 立って！： 道から 畦 道に 這 入って 行った。 

Mil の やうな うねり を 見せた 收穫 後の 畑地 は、 廣く 遠く 荒凉 として 擴 がって ゐた。 眼 を 遮る もの は 葉 を 落した 

防風 林の 細長い：^！ ュ だけだった。 ぎら くと 瞬く 無數 の^は 空の 地 を 殊更ら 寒く 喑 いものに して ゐた。 仁右衞 I： 

を 案內し た^は 笠 井と 云 ふ 小作人で、 天理 敎の 世話人 もして ゐ るの だと 云って 聞かせた りした。 

ヒ も 八 町 も 歩いた と 思 ふのに 赤坊 はま だ 泣き やまなかった。 縊り殺され さうな 泣き 聲が 反響 もな く 風に 吹き 

ちぎられて 遠く 流れて 行った。 

やがて ^近が 二つになる 所で 笠 井 は 立ち 停った。 

「この 道 をな、 かう 行く と 左手に さへ て 小屋が 見えよう がの。 な」 

, ニ右衞 門は黑 い 地平線 をす かして 見ながら、 耳に 手を^き 添へ て 笠 井の肯 葉 を 聞き漏らすまい とした。 それ ほ 

ど 寒い 風 は 激しい^で 募って ゐた。 笠 井 はく どくと そこに 行き^く 注意 を 繰り返して、 仕舞 ひに 金が 要るなら 

川^の 保證で 少し 位 は 融通す ると 附け 加へ るの を 忘れなかった。 然し 仁 右 衞門は 小屋の 所在が 知れる と 後 は 問い 
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てゐ なかった。 娥 ゑと^ さが ひし -(\ と應へ 出して がた （-身 を ふる はしながら、 挨拶 一 つせ すに さっさと 別れ 

て 歩き 出した。 

玉^ 黍 殻と いたどり の 莖で圍 ひ をした 二 問 半 叫 方 程の 小屋が、 前 のめりに かしいで、 海月の やうな 低い 勾配の 

す  た 一 ひ  ほしいす、. - 

小山の 卞， M に 立って ゐた。 物の 燎 ゑた 香と 堆肥の 香が 恣 にた ビ よって ゐた。 小屋の 中には どんな 野獣が 潜んで ゐ 

るか も 知れない やうな 氣味惡 さがあった。 赤坊の 泣き 緩け る 喑閱の 中で 仁 右衛門が 馬の 北：：： からど すん と 重い もの 

を 地^に 卸す^ がした， 瘦馬は 荷が 輕 くなる と、 した 怒り を 一時に ぶちまける やうに 嘶いた。 遙 かの 遠くで 

それに 應 へた 馬が あった。 後 は 風 だけが 吹きす さんだ。 

夫婦 はか じかんだ 乎で 荷物 を 提げながら 小屋に 這 入った。 長く 火の 氣は 絶えて ゐて も、 吹き さらしから 這 入る 

とさす がに： t 持よ く 暖かった。 二人 は 露 噔な中 を 手 さぐりで 有り合せの 古 蓆 や 藁 をよ せ 集めて、 どっかと 鹏を据 

ゑた。 妻 は 大きな 溜息 をして 背の 荷と 一 緖に 赤坊を 卸して 胸に 抱き 取った 乳房 を あてがって 見た が 乳 は 涸れて 

は ぐき 

居た。 赤坊は 堅くな りか、 つた 齒 齦で いやと 云 ふ ほど それ を嚙ん だ。 而 して 泣き 募った。 

「麻2 孩チ！ 乳^: 食 ひち ぎる に」 

^は I- なに かう 云って、 懐から 鹽煎餅 を 三枚 出して、 ぼり，， ，（\ と嚼 みくだいて は 赤坊の 口に あてがった。 

r 條ら がに も 越せ」 

いきなり 仁お 衞 門が 猿臂 を 延ばして 殘りを 奪 ひ 取らう とした。 二人 は默 つた ま \ で 本 氣に爭 つた。 食べる もの 

と 云って は： 二 枚の 煎餅し かないの だから。 

た はナ 

「白痴」 

叶き 出す やうに 夫が かう 云った 時、 勝负 はき まって ゐた。 妻 は爭ひ 負けて 大部分 を 掠奪され てし まった。 二人 


は义 押し 玖って 闇の 中で がしない 食物 を 食り 喰った。 然し それ は 結局 食慾 を そ. "る 媒介になる 計りだった。 二人 

ま 喰 ひ^って から 幾度 も&た I を 飲んだ が、 火種の ない 所では 南 瓜 を 煮る 事 も出來 なかった。 赤 坊は泣 きづかれに 

痰れ て ほ っぽり 出された ま 、： I： 時の 問に か寢 入って ゐた。 

、まって 兌る と 隙 もる 風 は 匁の やうに 鋭く 切り込んで 來てゐ た。 二人 は 巾し 合せた やうに 兩 方から 近づい 

て、 赤坊を 11 に 入れて、 ぎき^ をしながら 凝の 中で がっくと 震へ てゐ た。 然し やがて 疲勞は 總てを 征服した。 

死の やうな 眠りが： 一； 人を騣 つた。 

slim もな く 迅風は 山と 野と を こめて 吹きす さんだ。 漆の やうな 闇が 大河の 如く 束へ 來 へと 流れた。 マッカ 

リ ヌブリの 絶 雪 だけが 燐光 を 放って かすかに 光って ゐた。 荒 くれた 大きな 自然 だけが そこに 甦 つた： . 

かう して. ：！ 右衛門 夫婦 は、 何處 から ともなく K 村に 現れ 出て、 松 川 農場の 小作人に なった 

一一 

仁お 衞鬥の 小おから 一 町 程 離れて、 K 村から mi おに 通 ふ 道路 沿 ひに、 佐藤與 十と 云 ふ 小作人の 小^が あった。 

q、.： 'と- ム.； ；刀は 小 枘で顦 色 も Jz: く、 何年た つても 齢 を とらないで、 働き も 甲斐な ささう に 見えた が 子：^ の 多い 

だ ナま 一  さった。 あすこの が" はで^ を他處 から 贳 つて にも ゐ るんだら うと 農場の 若い者な どが 寄る と戟談 

A,--:-" ひ な， つた。 女^と 云 ふの は體 のがつ しりした 酒 喰 ひの 女だった。 大人 數な ために 稼いで もく 貧乏 して ゐる 

ので、 だら しのない 汚い 風 はして ゐ たが、 その 顔 付 は 割合に 整って ゐて、 不思議に^に 逼る 淫蕩な 色を满 へて ゐ 

た。 

仁お 衞 門が この^ 場に 這 入った 翌朝 早く、 與 十の 妻 は 拾 一 枚に ぼろく の 袖 無 を 着て 、井戸 — と 云っても 味ぬ 

力 インの 末^  二三^ 
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^を 1. 一め たのに 赤鏽の 浮いた 上^ 水が 叫 分 目 ほど 溜って る —— の 所で、 ァネ チヨ コと 云ひ惯 はされ た 舶来の 雑草 

の极 に出來 る^ を 洗って ゐ ると、 そこに 一人の 男が の そりと やって 來た。 六尺 近い 背丈 を 少し 前 こ 1, みに して、 

榮もの 惡ぃ土 gej の 額が 眞^に 肩の 上に 乘 つて ゐた。 當 惑した 野獣の やうで、 同時に 何處か SCS 大きな 眼が お 

い W の 下で ぎろ/ (\ と 光って ゐた。 それが 仁 右衛門だった。 彼は與 十の 妻を毘 ると 一寸 ほ-^ ゑ ましい 氣分 になつ 

て 、 

「おつか あ、 火； ti ベあった ら ちょっぴり 分けて 吳れ すに」 

と 云った。 與 十の^ は 犬に 出 遇った 猫の やうな 敵意と 落着き を 以て 彼 を 見た。 而 して 見つめた ま. t で gf つて ゐ 

た。 

仁右銜 il は^ i の つまった 大きな 眼 を 手の 3- で 子供ら しく こすりながら、 

「俺ら あすこの 小屋 さ來 たもんだ のし。 乞食で は 無え だよ」 

と 云って にこく した。 罪のない 顏 になった。 與 十の 妻は默 つて 小屋に 引き かへ したが、 li" な 小屋の 中に^ 

亂れ た： 十 供を乘 りこえ， （-圍 爐裡の 所に 行って 粗朶 を 一本 提げて 出て 来た。 仁 右衛門 は 受取る と、 口 を ふくらま 

して それ を 吹いた。 而 して 何 か 一 言 一 一言 話しあって 小屋の 方に 歸 つて 行った。 

この 日 も 昨夜の 風 は 吹き 落ちて ゐ なかった。 空 は 隅から隅まで 底 氣味惡 く嗬れ 渡って ゐた。 そのために 虱 は 地 

にば かり 吹いて ゐる やうに 見えた。 侬 藤の 畑 は 兎に角 秋 耕 をす まして ゐ たのに、 それに 隣った 仁 右衛門の 畑 は 

は渡 す 限り かまどが へしと みづ ひきと あかざと とびつか とで 茫々 として ゐた。 ひき 殘 された 大豆の 殼が 虱に 吹か 

へ う V- ん 

れて な-お を 立て 、 ゐた。 あちこちに ひよ ろ C と 立った 白樺 はお ほかた 葉 を ふる ひ 落して なよ/. \ とした 白 

い 幹が 風に た わみながら 光って ゐた。 小屋の 前の 亞麻を こいだ 所 だけ は、 こぼれ i から， 生えた 細ハ莖 が靑 い^を 


見せて ゐた。 後 は 小屋 も 畑 も 霜の 爲 めに 白 あけた 鈍い 狐色だった。 仁 右衛門の 淋しい 小屋から は それでも やがて 

白 <;S? 慰が かすかに 漏れ はじめた。 屋根から ともなく 圍 ひから ともなく 湯氣の やうに 湿れた。 

朝食 をす ますと 夫^ は 十 年 も 前から 住み 馴れて ゐる やうに， 平氣な 顔で 畑に 出かけて 行った。 二人 は 仕事の 手 

配 もき めすに 働いた。 然し、 冬 を 眼の 前に ひかへ て 何 を 先 きにすれ ばい \ か を 二人ながら 本能の やうに 知って ゐ 

た。 ^は、 校^も 分ら なくなった 風呂敷 を 三角に 折って 露西亞 人の やうに 顿か むり をして、 赤坊を 背中に 背負 ひ 

こんで、 せっせと 小枝 や 根っこ を 拾った。 仁 右衛門 は 一 本の 鍬で^ 町に あまる 畑の 一 隅から 掘り起し はじめた。 

外の 小 乍 人 は!^ 仕事に 片を つけて、 今 は ま菌 ひ をしたり 薪 を 切ったり して 小屋の ま はりで 働いて ゐ たから、 畑 

ついこ 立って ゐ るの は 仁 右衛門 夫婦 だけだった。 少し 高い 所から は何處 まで も 見渡される 廣ぃ平 如 一な 耕作地の 上 

で、 二人 は^に 歸 り P ねた 二 匹の 蟥の やうに きり/ \ と 働いた。 栗敢 ない 勞 力に 句點 をう つて、 鍬の 先き が 日の 

川 或で ぎら つ. （-と 光った。 ilfc の やうな 昔 をた て&風 のこ もる • 霜枯れの 防風 林に は 烏 もゐ なかった。 荒れ 枭て 

た 畑に 兌 切り をつ けて 鮭の 漁場に でも 移って 行って しまったの だら う." 

^少し ま はった ^仁お 衞 門 の 畑に 二人の 男が やって 來た。 一人 は 昨夜 桌務 所に ゐた 帳場だった。 八，： 人 は 仁 右 

衞 門の 緣 者と 云 ふ 川 森 爺さんだった。 眼 をし よ ぼくさせた 一 徹 らしい 川 森 は 仁右衞 門の 姿 を 見る と、 怒ったら 

しい 颜付 をして づか （'とその 傍に よって 行った。 

「おやお^ 一  つ 知らね え 奴の、 何條 云うて 俺ら がに は來 くさらぬ。 帳場さん のう 知らして くさす ば、 いつまでも 

知ん やう も 無え だった。 先づ もって 小屋 さ 行ぐべし」 

三人 は 小屋に 這 入った。 入：：： の 右手に 寢龜を 敷いた 馬の 居所と、 皮 板 を 二三 枚なら ベた 穀物 遛場 があった。 左 

の 方に は 入 n の 1 が^から 奥の 掘 立 柱に かけて 一 本の 丸太 を 土の 上に わたして 土 11 に 麥藁を 敷きなら した その上 

力 イン の 氺 ^  二三 七 


冇^ 武郞 仝お 第 I 卷  二三 八 

に、 ところ /^蓆が 摘げ てあつた。 その 愿 中に 切られた 圍爐裡 に は それでも 眞黑 に, けた 鐵 K がか k つて ゐて、 

小 m 凤 のこび りつい た缺 椀が 二つ 三つ ころがって ゐた。 川 森 は恥ぢ 入る 如く、 

「やばつ ちい 所で」 

と 云 ひながら 帳場 を 爐の撗 座に 招 じた。 

さ 

そこに 妻 もお つ- (\ と 這 入って 來 て- 恐る， （-頭 を 下げた。 それ を兒 ると 仁 右衛門 は 土 問に 向けて かつ レー^ を 

吐いた。 瑪 はび くんと して 耳 をた てた が、 やがて 首 をのば して その 香 を かいだ。 

さ ゆ 

^^は^の さし 出す 白 湯の 茶碗 を 受け はした がその ま \飮 ますに 蓆の 上に 置いた。 而 してむ づ かしい 言葉で，：. P 

夜の 契約 喾の 内容 を 云 ひ 聞かし 初めた。 小作料 は 三年 毎に 誊換 への 一反 歩ニ圓 二十 錢 である 事、 滞納に は 年 二割 

五-分の 利子 を附 する 事、 村稅は 小作に 割り 宛てる 事、 仁右衞 門の 小屋 は 前の 小作から 十五 圆で^ つて あるの だか 

ら來年 巾に^ 還すべき 事、 作 跡 は 馬耕して 置くべき 事、 亞麻は 贷附 地積の 五分の 一 以上 作って はならぬ 事、 #く^ 

をして はならぬ 事、 隣保 相 助けねば ならぬ 事、 豐作 にも 小作料 は 割增し をせ ぬ 代り どんな 凶作で も 割引 は禁 する 

^、  ^、： ー: に^ 訴 がましい 事 をして はならぬ 事、 掠粲 農業 をして はならぬ 事、 それから 々ん、 それから 云々。 

仁 右衞 e: は 云 はれる 事が よく 呑み込め はしなかった が、 腹の 中で は講を 喰らへ と 思 ひながら、 今まで 働いて ゐ 

た 畑 を；^ にして 入口から 眺めて ゐた。 

1 V  »  おこし  1 くんち 

「お^は 馬 を 持って る 癖に 何んだ つて 馬耕 をし ねえ だ。 幾日もな く 雪になる だ こ」 

帳揚は 抽象論から 赏際 論に 切り込んで 行った。 

「馬 は あるが、 プ ラオが 無え だ」 

仁 右衛門 は^の 先き であしら つた。 


「借りれば い k でね え か」 

「錢 子が 無え かんな」 

會話 はぶ つんと 途切れて しまった。 帳場 は 一 一度の 會 見で この 野 蠻人を どう 取极 はねば ならぬ 力 を 呑み込 パ だと 

思っ^。 面と 向って 埒の あく 奴で はない。 うっかり 女房に でも 愛想 を 見せれば 大事になる。 

交る ちち 

「まあ 辛抱して やる がい、。 こ 、 の 親方 は函 館の 金 持で 物の 解った 人 だ 力ん な」 

さう 云って 小屋 を 出て 行った。 仁 右衛門 も 戸外に 出て 帳場の 元氣 さうな 後 姿 を 見送った。 川 森 は 財布から 五十 

錢 を 出して そ 1 を 妻の 手に 渡した。 何しろ 帳場に つけと にけ をして 置かない と 萬 事に 損が 行く から 今夜に も 

^  %A つて 埃お こ， 行く がい、 し、 プ ラオなら 自分の 所の もの を 貸して やる と 云って ゐた。 仁 右衛門 は 川 森の 霄薬 

を M きながら 帳場の 姿 を a 守って ゐ たが、 やがて それが 佐 藤の 小屋に 消える と、 突然 馬鹿らしい 程 深い 嫉妬が 頭 

を龔 つて 來た。 彼 はかつ と 喉 をから して 痰 を 地べたに いやと 云 ふ 程 はきつ けた。 

夫诰 きりに なると 一  一.^ ま. 义別々 になって せっせと 働き 出した。 日が 倾き はじめる と 案 一 さは 一 入に 募って 來た。 

まっくら  お 

千 こなった 所 * は 氷る やうに 冷たかった。 仁 右 衞門は 然し 元氣 だった。 彼の 眞 闇な 頭の 中の 一段 高い 所と も覺し 

い あたりに だ 十 錢鈸貨 がまん まるく 光って どうしても 離れなかった。 彼 は 鍬 を 動かしながら 眉 をし かめて それ を 

拂ひ^ さう と 試みた。 然しい くら 試みても 光った 銀貨が 落ちない の を 知る と 白痴の やうに にっこりと 獨笑 U を；！ 

らして ゐ た。 

船ず i の  一 ^に は 夕方に なると 乂 一 叢の 雲が 湧いて、 それ を 目が けて 日が 沈んで 行った。 

仁 右衞門 は. c 分の 耕した 畑の 廣さを 一 わたり 滿 足さう に 見やって 小屋に 歸 つた) 手ば しこく 鍬 を 洗 ひ、 馬糙を 

作った。 而 して 鉢卷の 下にに じんだ 汗 を 袖口で 拭って、 炊事に か、 つた 妻に 先刻の 五十 錢 銀貨 を 求めた。 妻が そ 


おね 武^ 仝 m がー S  一一 3 

れを わたす までに は 二； 一； 皮 横^ をな ぐられ ねばならなかった。 仁お 衞門 はやが て いと 小屋 を 出た。 妻 は獨り 

で 淋しく 夕飯 を 兌った。 仁 右衛門 は 一片の 銳货を 腹が けの 礼" に 人れ て 見たり、 m-z して 見たり、 親 诣で签 一 」ii きヒ 

げたり しながら、 市街地の 方に 出 懸けて 行った。 

九 時 II 九 時と 云へば 農場で は 夜更け だ 11 を 過ぎてから 仁 右衞門 はい \酒 機嫌で 突然 佐 藤の 戶 口に 現れた。 

佐 藤 s 姿 も 晩酌に 醉 ひしれ てゐ た。 與 十と 鼎き になって 三人 は 圍爐裡 を かこんで 又飮 みながら 打ち^けた 馬鹿^ 

をした。 仁 右衛門が. e 分の 小屋に 着いた 時には 十一 時 を 過ぎて ゐた。 妻 は 燃え かすれる ぎ ろ爐り 裡^ <に卄 を 向けて、 

綿の はみ出た 蒲阖を 柏に 着て ぐっすり 寢 込んで 居た。 仁 右衛門 は 81 らしく よろ けながら 近寄って、 わつ と 云 

つて 乘 りか k る やうに 妻 を 抱きす くめた。 驚いて 眼を覺 ました 妻 は 然し 笑 ひもし なかった。 騷 ぎに 赤 坊が眼 を さ 

ました。 妻が 抱き上げよう とすると、 仁 右衛門 は 遮りと めて 妻 を 横抱きに ぎきす くめて しまつ.^。 

「さ うれまん だ 肝べ 燒け るか。 かう 可愛がられても 肝べ 燒け るか。 い gl ぞい^ は。 見す に。 お^な 俺ら^ 

に紹の 衣装べ 着せて こす ぞ。 帳場の 和郞 (彼 は 所 きら はす 唾 を はいた) が寢ー 一 一一 口べ こく 暇に、 俺ら 親方と 麥 つきあ 

はして^ せる かんな" 白痴 扠。 俺ら が 事 誰れ 知る もんで。 g やめ 可^い ぞ。 心から 可愛い ぞ。 f し。 宜し。 g や ^ 

れ嫌 ひで なかん ベ さ」 

と 云 ひながら 懐から 析 木に 包んだ 大輻を 取り出して、 その 一つ をぐ ちゃ， （^に 押しつ ぶして, ぎの つまる 程 妻 

の门 にあて がって ゐた。 

から 風の 幾 U も 吹きぬ いた に 雲が 靑签を かき 亂 しはじめた。 li!!J 日の 光と が 追 ひつ 追 はれつして、 ~メ て 


何處 から ともなく 雪が 降る やうに なった。 仁 右衛門の 畑 はさうな るまでに 一 部分し か 鋤き 起されなかった けれど 

き  t  ひ. M ふゆ ぶん 

も、 それでも 秋播小 麥を播 きつける だけの 地積 は出來 た。 妻の 勤勞 のお 蔭で 一 冬 分の 燃料に も 差 支ない^. 備は出 

來た。 唯闳 るの は 食料だった。 馬の 背に 積んで 來 ただけ では 幾日 分の 足しに もなら なかった。 仁 右衛門 は ある 日 

馬 を 市街地に 引いて 行って 寶り 飛ばした。 而 して 麥と 粟と 大豆と を 可な り 高い 相場で 買って 歸ら ねばなら なかつ 

た。 馬がない ので 馬^. 追 ひに も なれす、 彼 は^ 食 ひ をして 雪が 少し 硬くなる まで ぼんやりと 過ごして ゐた。 

ね ゆき  き こり  はら ひさげ 

根雪に なると 彼 は 妻子 を殘 して 木 樵に 出かけた〕 マ ッ カリ ヌブリの 麓の 拂下官 林に 入り こんで 彼は卄 身 を 惜し 

ます 働いた。 雪が 解け か-ると 彼 は 岩內に 出て 鰊 場 稼ぎ をした。 而 して 山の 雪が 解けて しま ふ 頃に、 彼 は 雪燒け 

と潮燒 けで S 黑 になって 歸 つて 來た。 彼の 懷は 十分 重かった。 

仁お 銜 門 は農揚 に 歸 ると すぐ 逞しい 一頭の 馬と、 プ ラオと、 ハ lnl と、 必要な 種子 を 買 ひ 調へ た。 

彼 はお 口々 々小屋の 前に 仁王 立に なって、 五 简月問 積り 重なった 雪の 解けた 爲 めに 膿み 放題に 膿んだ 畑から、 

^み 深い：：： の 光に 照らされて 水 蒸 氣の濛 々と 立ち上る 様 を 待ち遠しげ に 眺め やった。 マ ッ カリ ヌブリ は^::: 紫色 

？らぎ  ，，零， 

に^かく おんだ。 林の 中の 雪の 裟 消えの 間に は福壽 草の 莖が 先づ綠 をつ けた。 つぐみと しじ ふから とが 枯枝を わ 

たって しめ やかな さ \啼 きを 傳へ はじめた。 腐るべき もの は 木の葉と 云 はす 小屋と 云 はす 存分に 腐って ゐた。 

仁お 衞門は 眼路の 限りに 兑 える 小作 小屋の 幾 軒 か を 眺め やって 糞で も哈ら へと 思った。 未來の 夢が はっきりと 

頭に 浮んだ。 三ギ經 つた 後に は 彼 は S 揚ー の 大小 作だった。 五 年の 後に は 小さいながら 一箇の 獨 立した 農お だつ 

た。 十 年 目に は 可な り廣ぃ 農場 を 譲り受けて ゐた。 その 時 彼 は 三十 七だった。 帽子 を 被って 二軍； マント を^た, 

^^靴ば き Q 彼の 姿が、 C 分ながら 小 恥し いやう に 想像され た。 

とう/ \ 播種 時が 來た。 山火事で 燒 けた 熊笹の 薬が 眞黑 にこげ て 奇蹟の 護符の やうに 何處 から ともなく 降つ て 

力 インの 氺^  二 四 1 


有 島 武郎全 笾笫 一 卷  二に-  ご， や 

來る 時が 來た。 畑の 上 は 急に 活氣 立った。 市街地に も 種物 商 や 肥料 商が 入り込んで、 たった 一軒の 瞹昧屋 力 

らは 夜^に 三味線の 遠音が 響く やうに なった。  f 

仁 右 ^『ま 逞しい 馬に、 ぎぎす ました プ ラオ をつ けて、 畑に おりたった。 齦き 起される 土孃は 適度の 濕氣を も 

つて、 襄返 るに つれてむ せる やうな 土の 香 を 送った。 それが 仁 右衛門の 血に ぐんく と 力 を迗 つてよ こした。 

敦 てが^^に？ つた。 & いた 種 は 仲び をす る やうに すん （-生 ひ 育った。 仁 右衛門 は あたり 近所の 小作人に 對 

して. ni 一一 に は gi§ を 見せた が、 六尺 ゆたかの 彼に 楣 つくもの は 一人 もなかった、 佐 藤なん ぞは 彼の 姿 を 見る 

とこ そくと 姿 を 隠した。 「それ 『まだ か』 が來 おった ぞ」 と 云って 人々 は 彼 を 恐れ 憚った。 もう 顔が ありさうな 

もリ だと 見上げても、 まだ 顔 は その上の 方に あると 云 ふので、 人々 は 彼 を 「まだ か」 と譚 名して ゐ たの だ。 

時々 佐 藤の 妻と 彼との 關 係が、 人々 の 噂に 上る やうに なった。 

. 一 日 働き 慕す とさす が勞 働に 慣れ 切った 農民 達 も、 眼の 廻る やうな この 季節の 忙し さに 疲れ果て"、 夕飯 も そ 

こ./, \ に寢 込んで しまったが、 仁 右衛門ば かり は 日が 入っても 手が 痒くて しゃう がなかった。 彼 は 星の 光 をた よ 

りに 野獣の やうに 畑の 中で 働き 廻った。 夕飯 は 圍爐裡 の 火の 光で そこくに した & めた。 而 して はぶら りと 小屋 

を 出た。 而 して 農場の 鎭 守の 社の 傍の 小作人 集會所 で 女と 會 つた。 

鎭守は 小高い 密 樹林の 中に あった。 ある 晚仁 右衛門 は そこで 女 を 待ち 合 はして ゐた。 風 も 吹かす 雨 も 降らす 

P- のない 夜だった。 女の f やう は 思 ひの 外 早い事 も、 腹の 立つ 程お そい 事 もあった。 仁 右衛門 はだ ビっ廣 い 建物 

の 入口の 所で 膝 を だきながら 耳 を そば だて i ゐた。  ， 

おこ t つた 枯葉が 若芽に せきたてられて、 時々 かさつ と 地に 落ちた。 天鵞絨の やうに 滑 かな 空氣は 動かない ま 


まに 彼 をいた はる やうに 押し 包んだ。 荒 くれた 彼の 神經も それ を 感じない 譯には 行かなかった。 物な つかしい や 

うな なごやかな 心が 彼の 胸に も 湧いて 來た。 彼 は 閤の屮 で 不思議な 幻 覺に陷 りたがら 淡く ほ \ ゑんだ J 

足 昔が 聞こえた。 彼の 祌經は 一時に 叢 立った。 然し 纏て 彼の 前に 立った の はたし かに 女の 形ではなかった。 

「誰 だ汝 や」 

低かった けれども 閱を すかして 眼を据 ゑた 彼の 聲は 怒りに 震 へて ゐた。 

「お 主 こそ 誰 だと 思うたら 廣 岡さん ぢ やな。 何ん しに 今時 こない な 所に ゐる のぞい」 

めし  ざるめ  , 9  * /る もら 

仁^ 銜門 は^の 主が 笠 井の 叫 阈猿扠 だと 知る とかつ となった。 笠 井 は 農場 一 の 物識りで 金 持 だ。 それだけで 癎 

^の に は 十分 だ。 彼 はいきな り 笠 井に 飛び か-つて 胸^ を 引つ、 かんだ。 か ー つと 云って 出した つ g を あ ひその 

面に 吐きつ けようと した。 

この^ 浮浪 人が 出て ^晚^ 所 に壞 まって 焚火 なぞ をす るから 用心が 惡ぃ、 と 人々 が 云 ふので、 祌^ の 世 ^役 を 

して ゐた笠 井 は、 おどかし つける 積り で： 迥 りに 來 たのだった。 彼 は 同より 樫の 棒 位の 身 じたく はして ゐ たが、 

和 P が 「まだ か」 では 口 もき けない 程 縮んで しまった。 

1 わり  あ. ひびき  われ 

「汝ゃ 俺ら が 媾曳の 邪魔べ こく 氣 だな、 俺ら がする 事に 汝が手 だし はいん ねえ だ。 首 ねっこべ ひんぬ かれんな」 

彼の 一 はせ き 上る 氣 息の M に 押し ひしゃ げられ てぐ わら， （- 震へ てゐ た。 

「そり や 邪椎ぢ やが なお 主」 

と 笠 井 は 口早に、 そこに 來 合せた 仔細と、 丁度い ゝ機會 だから 折 入って 頼む 事が ある 旨 を 云 ひだした。 仁お 銜 

門 は 卑下して 出た 笠 井に ちょっと 興味 を 感じて 胸倉から 乎 を 離して、 岡に 鹏を すゑた。 喑 闇の 中で も、 饺 井が W 

、、、、やすど  5 

をき よ とんと させて 火傷の 方の 半面 を 平 乎で 撫で ま はして ゐる のが 想像され た。 而 してやが て 腰を下ろして、 今 

力 インの 末^  ；  -g: 三 


^d! 武な 仝^ 铬 一 卷  二 ゆ m 

までの^て かたに も 似す 悠々 と 煙草 入 を 出して マツ チを 擦った。 折 入って 頓 むと 云った の は 小作  一 M の 地主に 對 

する^:^ に 就いて^あった。 一反 歩 一 一圓 二十 錢の畑 代 はこの 地方に ない 高 相場で あるのに、 どんな S 年で も 割引 

きをし， よ？ こ 力に、 ト作は 一人と して^ 金 をして ゐな いもの はない。 金で は 取れない と昆 ると 帳場 は 立 毛の 中に 

,  へ  くひし ろ  ^  > 

押收 してし まふ。 從 つて 市街地の 商人から は 服の 飛び出る やうな 上前 を はねられて 食 代を賈 はねば ならぬ た 力 

ら今定 也 主が 来たら 一 同で 是非とも 小作料の 値下げ を 要求す るの だ。 笠 井 は その 總代 になって ゐ るの だが 一 人で 

ま 、い 卯い から ヒ右衞 門 も 出て 力に なって くれと 云 ふので あった。 

な ことこくな てえ. よ。 ニ兩ニ 貰が 纏问^ いべ。 ^たちが は 稼ぐ やうに は 造って ねえの か。 親方に は 半 

文の 借り もした 覺ぇは 無え からな、 俺ら その 公事に は乘ん ねえ だ。 汝先づ 親方に ベな つて 見べ し。 こゝ のがより 

も愁 にか、 るべ えに。 . ： … 藝も無 え 事 に 可 愛く も 無 え 面 突んだ すなてば」 

仁 右 衞門は 又 笠 井の て か/ \ した 顔に 唾 を はき かけたい 衝動に さいなまれ たが、 我慢して それ を 板の^に はき 

捨てた。 

「さう まあ 一 概には 云 ふもんで ない ぞい」 

「一概に 云った が 何條惡 いだ。 去ね。 去ね べし」 

「さう 云 へど 廣 岡さん  」 

r 汝ゃ 拳固 こと 喰ら ひていが か」 

女 を 待ちう けて ゐる 仁右衞 門に とって は、 この 邪魔者の 長居して ゐる のがい まくし いので、 言葉 も 仕打ち も 

段々 荒ら かにな つた。  i 

執着の 强 (笠 中 も 立たなければ なら なくなった。 その 場 を 取りつ くら ふ 世辭を 云って、 怒った 風も昆 せす に 坂 


を 下りて 行った。 道の ニ^に なった 所で 左に 行かう とすると • 闇お すかして ゐた 仁右衞 I： は吼 える やうに 「右 さ 

行く だ」 と 厳命した。 笠并は それに も 背かなかった。 左の 道 を 通って 女が 通って 來 るの だ。 

ひと  あいにく 

仁 右銜門 は又獨 りに なって 闇の 中に うづく まった。 彼 は 憤りに ぶる，， {\ 震へ てゐ た。 生憎 女の 來 やうが おそ か 

つた。 怒った 彼に は 我慢が 出來 切らなかった。 女の 小屋に 荒れ こむ 勢で 立ち上る と 彼 は白螯 大道 を 行く やうな 足 

どリ で、 藪 道， ど ぐんく 歩いて 行った。 ふと 或る 疎 藪の 所で 彼 は 野獣の 敏感 さ を 以て 物の け は ひ を 嗅ぎ 知った。 

, ,  からかみ だ  ひそ 

彼 ははた と 立ち 停って その 奥 をす かして 見た。 しんとした 夜の 靜 かさの 中で 惡謔 ふやうな 淫らな 女の 潜み 笑 ひが 

閗 こえた。 邪魔の 這 入った のを氣 取って 女 は そこに 隱 れてゐ たのお。 嗅ぎ 慣れた 女の 臭 ひが 暴 を 襲った と 仁右衛 

「叫つ 足め が」 

叫びと 共に 彼 は 疎 藪の 中に 飛び こんだ。 とげく する 觸感 が、 寢る 時の ほか 脫 いだ 事の ない^. 鞋の 底に 二足 三 

足 感じられ たと 思 ふと、 四 足 目は軟 かいむつ ちりした 肉體を 踏みつけた。 彼 は 思 はす その 足の 力 をぬ かう とした 

が、 同時に 狂^な 衝動に 驅られ て、 滿 身の 重み を それに 託した。 

い」 

それが きたかった の だ。 彼の 肉體は 一 度に 油 を そ. ^ぎ かけら れて、 そ \ り 立つ 血の き ほひに 股が くる めい 

あしげ 

た。 彼 はいきな り 女に 飛び か-つて、 所 きら はす 毆 つたり 足蹴に したりした。 女 は 痛い と 云 ひつ V けながら も 彼 

にから まりつ いた。 而 して 嗨 みついた。 彼 はとう/ \ 女 を 抱きす くめて 道路に 出た。 女 は 彼の 顔に 鋭く 延びた 爪 

をた て k 逃れよう とした。 二人 はいがみ 合 ふ 犬の やうに 組み合って 倒れた。 倒れながら 爭 つた。 彼 はとう- (\ 女 

を 取り逃がした。 はね 起きて 追 ひに か、 ると、 一目散に^ げたと 思った 女 は、 反對に 抱きついて 來た。 二人 は 互 

力 インの 末 商  二  s: 五 


^お 武郎 仝^^ ー笾  二  W 六 

に 情に 堪へ かねて； 乂毆 つたり 引つ 搔 いたりした。 彼 は 女の たぶ さ を 摑んで 道の 上 をす るく 引っ張って 行った。 

うち やう てん 

^會 所に 來た時 は 一 一人と も 傷 だらけに なって ゐた。 有 頂； 大に なった 女 は 一 塊の 火の 肉と なって、 ぶる， （- 震へ な 

がら^の 上に ぶつ 倒れて ゐた。 彼 は 闇の 中に 突っ立ちながら 燒 くやうな 興 脔の爲 めに よろめいた。 

おの： 人 氣の順 常であった のに 反して、 その 年 は 六月の 初めから 寒氣と 淫雨と が 北海道 を 襲って 來た。 旱魃に 饑 

^なしと 云 ひ惯 はした の は 水田の 多い 内地の 事で、 畑ば かりの K 村 なぞ は 雨の 多い 方 はま だ 仕 易い とした もの だ 

が、 その 年の 長雨に は 溜息 を 漏らさない 農民はなかった。 

森 も 畑も兑 渡す かぎり 眞靑 になって、 掘 立 小屋ば かりが 色を變 へす に 自然 をよ ごして ゐた。 時雨の やうな 寒い 

雨が 閉ざし 切った 鈍色の 雲から 止途 なく 降り そ k いだ。 低 味の 畦 道に 敷きなら ベた ス リツ パ 村 はぶかく と 水の 

ま こも  おたまじゃくし  ほと V ぎす 

爲 めに 浮き 上つ， て、 その 間から 眞菰が 長く 延びて 出た。 蝌蚪 が 畑の 中 を 泳ぎ 廻ったり した。 郭公が 森の 中で 淋 

を や 

しく 啼 いた。 小豆 を 板の 上に 遠くで ころがす やうな 雨の 音が 朝から 晚 まで 閜 こえて、 それが 小 休む と？ i 氣を 含ん 

だ 風が 木で も 草で も 萎まし さう に 寒く 吹いた。 

ある 口 農場 主が 函 館から 来て 集會 所で 寄り合 ふと 云 ふ 知らせが 組長から 廻って 來た。 仁 右衛門 はそんな 事に は 

頓着な く 朝から 馬力 を ひいて 市街地に 出た。 運送店の 前に はもう ニ臺の 馬力が あって、 脚 を つまだてる やうに し 

，寧，，  ひきう t たてがみ  し』 づ く  ，  .  )  fr 

よん ぼり と 立つ 輓 馬の 鬣 は、 幾 本 かの 鞭 を 下げた やうに 雨に よれて、 その 先き から 水滴が 絕 えす 落ちて ゐた。 馬 

あ  たきび 

の 背から は 水 蒸氣が 立ち 昇った。 戶を 開けて 中に 這 入る と 、馬車 追 ひを內 職に する 若い 農夫が 三人 土間に 焚火 をし 

て あたって ゐた。 馬車 追 ひ をす る 位の 農夫 は、 農夫の 中で も冒險 的な 氣の 荒い 手 合だった。 彼等 は 顔に あたる 焚 


火の ほてり を 乎 や 足 を 擧げて 防ぎながら、 長雨に つけこんで 村に 這 入って 來た 博徒の 群の 噂 をして ゐた。 捣き上 

げ ようとして 這 人り 込みながら 散々 手を燒 いて 驛亭 から 追 ひ 立てられて ゐる やうな 事 も 云った。 

「お前 も 一番 乘 つて 儲かれ や」 

とその 中の 一人 は 仁 右衞門 をけ しかけた。 店の 中 は どんより と喑く 湯って ゐた。 仁 右衛門 は喑ぃ 額 をして 唾 を 

はき 拾て ながら、 焚火の 座に 割り込んで 默 つて ゐた。 ぴ しゃくと 氣 疎い 草鞋の 音を立て &、 往來を 通る 者が た 

まさかに あるば かりで、 この 季節の 賑ひ 立った 様子 は何處 にも 見られなかった。 帳場の 若い もの は 筆 を 持った 手 

を顿 杖に して 居 眠って ゐた。 かう して 彼等 は 荷の 來 るの を ぼんやりして 二 時間 あまり も 待ち 暮 した。 聞く に堪へ 

ないやうな^^ k; 共の 馬鹿話 も 自然と 陰 氣な氣 分に 抑へ つけられて、 動と もす ると、 沈 默と欠 仲が 擴 がった。 

「 一 はたり はたらす に」 

突然 仁右衞 門が さう 云って 一座 を 見廻した。 彼 は その 珍ら しい 無 邪氣な 微笑 を ほ.^ ゑんで ゐた。 一同 は 彼のに 

こや かな 颜を^ ると、 吸 ひ 寄せられる やうに なって、 云 ふ 事 をき かないで は ゐられ なかった。 蓆が 持ち出された。 

g: 人 は 単座に なった。 一人 は 氣輕く 若い者の 机の 上から 揚^ 茶碗 を 持って 來た。 もう 一人 の^の 腹が けの 中から 

は骸 でが 一 一つ 取り出された。 

む き 

W ハカい おが 眼 を さまして 兌る と、 彼等 は 興^した 聲を 押しつ ぶしながら、 無氣 になって 勝负に 耽って ゐ た。 

若い者 は 一 寸 誘惑 を 感じた が氣を 取り直して、 

みせさき  びろ  ， 

「困る でね え か、 さう した 事 店頭で おつ 廣げ て」 

と 云 ふと、 

「闲 つたら 铳荷 こと 探して 来う」 

力 インの 末裔  二 四 七 
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と 仁 右 衞前は 取り合 はな か つ た。 

>. し になっても 荷の^ 逸はなかった。 仁 右銜門 は，：： n 分から 云 ひ 出しながら、 而 白くない 勝负 ばかりして ゐた。 何 

ち  まっしぐら  零 ， はづ 

方に！： るか，：：： 分で も 分らない やうな 氣 分が 驀地に 惡ぃ 方に 傾いて 來た。 氣 を^ら せれば 腐らす 程 彼の やま は 外れ 

.  >  を や- * 

てし まった。 彼 はくさく して ふいと 座 を 立った。 相手が 何とか 云 ふの を 振り向き もせす に 店 を 出た。 雨 は 小 休 

なく 降り 絨 けて ゐた。 晝餉の 煙が 重く 地面の 上 を 這って ゐた。 

彼 はむしゃく しゃしながら 馬力 を 引つ ばって 小屋の 方に 歸 つて 行った。 だらしなく 降り つ^ける 雨に 草木 も 土 

も ふやけ 切って、 空まで が ぼと りと 地面の 上に 落ちて 來さ うに だらけて ゐた。 面白くない 勝負 をして 焦 立った 仁 

右衞 門 の 腹の 屮とは 全く 裏 合せな 煮え切らない 景色だった。 彼 は 何 か 思 ひ 切った 事 をし て^も 胸 をす かせた く E4 

としかさ  か へ り  はす 

つた。 丁度 自分の 畑の 所まで 來 ると 佐 藤の 年嵩の 子供が 三人 舉 校の 歸途と 見えて、 荷物 を斜に 背中に 背負って、 

頭からぐ つし より^れ ながら、 近路す る爲 めに 畑の 屮を 歩いて ゐた。 それ を兑 ると 仁 右 衞門は 「待て」 と 云って 

呼びと めた。 振り向いた 子供達 は 「まだ か」 の 立って ゐ るの を 見る と、 三人と も 恐ろし さに 顏の 色を變 へて しま 

つた。 毆り つけられる 時す る やうに 腕 を まげて 目八分の 所に やって、 逃げ出す 事 もし 得ないで ゐた。 

「ま 子迚 は何條 云うて 他人の 畑 さ 踏み込んだ。 百 姓の 餓鬼 だに 畑のう 大事が る 道 知ん ねえ だな。 來ぅ」 

仁王 立ちに なって 睨みす ゑながら 彼 は 怒鳴った。 子供達 はもう おびえる やうに 泣き出しながら 怯づ- 仁右衞 

門の 所に 歩いて 來た。 待ち かまへ た 仁 右衛門の 鐵拳 はいきな り 十 一 一 程になる 長女の 瘦 せた 頰を ゆがむ 程た k きつ 

けた。 三人の 子供 は 一度に 痛み を 感じた やうに 聲を 揚げて わめき 出した。 仁 右 衞門は 長幼の 容赦な く 乎 あたり 次 

第に 毆 りつけ た。 

小 1^ におる と、 妻 は 蓆の 上に べつたん こに 坐って 馬に やる 藁 を ざく り， /(\ 切って ゐた。 赤坊 はい. んち この 中で 


ぎが の やうな 頭 を 襤褸から 出して、 軒から 滴り落ちる 雨垂れ を 見やって ゐた。 彼の 氣 分に ふさ はない 重苦し さが 

船ゲ て、 運送店の 店先に 較べて は 何から 何まで 便所の やうに 穢 かった。 彼は默 つた ま、 で 唾 を はき 拾て ながら、 

^の 始末 を するとす ぐ 又 外に 出た。 雨 は 腐まで 沁み 徹 つて ぞくく 寒かった。 彼の 癎癥は 更につ のった。 彼 は 

すたく と 佐 藤の 小^ に 出かけた。 が、 ふと 槳會 所に 行って る 事に 氣 がっくと その 足です ぐ 祌社を さして 急い 

だ。 

ぉ^ 所に は 朝の 中から 五十人 近い 小作 者が 集まって 場 主の 來 るの を 待って ゐ たが、 晝 過ぎまで 待ち ぼけ を 喰 は 

されて しまった。 場 主 はやが て 帳揚を 伴に つれて 厚い 外套 を 着て やって来た。 上座に 坐る と勿體 らしく 祌 社の 方 

を， ：！ いて 柏 乎 を 打って 默拜 をして から、 居 合 はせ てる 者 等に は 半分 も 解らない やうな 審 をしたり 額に 云 ひ 聞かし 

た。 小作お 等 はけ ぐんな 顔 をしながら も、 場 主の 言葉が 途切れる と 尤もらし くうな づ いた。 やがて 小作 者 等の 要 

求が 笠 井に よって 投 出せら るべき 順^が 來た。 彼 は先づ 親方 は 親で 小作 は 子 だと 說き 出して、 小作お 側の 要求 を 

可な り 强く云 ひ 張った 後で、 それ は 然し 無理な 御 願 ひだと か、 物の 解らない €： 分 達が 考 へる 事 だから だと か、 そ 

んな^ は 先づ後 廻し でもい-事 だと か、 自分の 云 ひ 出した 事 を 自分で 打ち 壌す やうな ま 一 W 葉 を 附け加 へ るの を 忘 

^なかった。 仁右衞 門 はちゃう ど そこに 行き 合せた。 彼 は 入口の 羽目板に 身 をよ せて ぢ つと 聞いて ゐた。 

「かう まあ 色々 とお 願 ひした ぢ やから は、 お 互 も 心 をし めて 帳場さん にも 迷惑 を かけぬ だけに はせ すば な あ へこ 

こで 彼 は 一同 を见 波した 様子だった)。 『萬 國心を あはせ てな』 と 天 现敎 のお 歌嵇 にも ある 逋り、 定まつ か 事 は 宛 

「•、、*、 

まった やうに せんとな らん ぢ やが、 多い 中ぢ やに 無理 もない やうな もの.^、 亞麻 など を 親方、 ぎ やうさん につけ 

たもの もあって、 まことお まん 次第 ぢ やが、 無理が 通れば 道 W も ひっこみ よるで、 なりません ぢゃ もし」 

仁 右 衞^: は 場規も かま はす 畑の 半分 を亞 麻に して ゐた。 で、 その^ 槳は 彼に 對 する あて こすりの やうに 聞 こ え 
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た。 

よこし £ もの 

「今 1= など も 顔 を 出しよ らん 横道 者 もあります ぢ やで  」 

仁お 衞 I： は 怒りの 爲 めに 耳が か あんと なった。 笠 井 はま だ 何 か 滑らかに しゃべって ゐた。 

け は ひ  い き 

場 主が まだ 何 か 訓示め いた 事 を 云 ふらしかった が、 やがて ざ わ ，（- と 人の 立つ 氣配 がした。 仁右衞 I： は氣息 を 

殺して、 出て 来る 人々 を 窺った。 場 主が 帳場と 一緒に、 後から 笠 井に 傘 を さしかけさせて 出て 行った。 勞 働で 若 

ぎた 

年の 肉 を鍛 へたら しい 頑丈な 場 主の 姿 は、 何 處か人 を 憚から した。 仁 右衛門 は 笠 井 を 睨みながら 見送った。 や \ 

t: くす ると 場内から 急に くつろいだ 談笑の 聲が 起った。 而 して 二三 人づ k 何 か 語り合 ひながら 小作 者 等 は 小屋 を 

さして 歸 つて 行った。 や れて 伴れ もな く 出て 來 たの は 佐 藤だった。 小さな 後 姿 は 若々 しくって 靑 年の やう だ 

つた。 仁 右 衞門は 木の葉の やうに 震へ ながら づか， と 近づく と、 突然 後ろから その 右の 环の あたり を毆 りつけ 

た。 不意 を 喰って 倒れん ばかりに よろ けた 佐 藤 は、 後 も 見す に 耳 を 押へ ながら、 猛獣の 遠 吠 を 聞いた 兎の やうに * 

前に 行く 一 一三 人の 方に 一 目 散に かけ 出して、 その 人々 を楣に 取った。 

「汝ゃ 乞食 か 盗賊 か 畜生 か。 よくも 汝が 餓鬼共 さ ^ 唆け て 他人の 畑 こと 踏み荒し たな。 毆ち のめして くれす に。 

來」 

とめ をと こ 

仁 右衛門 は 火の玉の やうに なって 飛び か k つた。 當の 二人と 一 一三 人の 留 男と は毬に なって 赤土の 泥の 中 を ころ 

げ 廻った。 折り重なった 人々 が やう やく 二人 を 引き分けた 時 は、 佐 藤 は何處 かした \ か 傷 を 負って 死んだ やうに 

靑く なって ゐた。 仲裁した もの はか k り 合 ひから 已む なく、 仁 右衛門に 附 添って 話 をつ ける ために 佐 藤の 小屋 ま 

で 廻り 道 をした。 小屋の 中で は 佐 藤の 長女が 隅の 方に 丸 まって 痛い くと 云 ひながら まだ 泣きつ ピ けて ゐた。 爐 

あぐら 

を 問に 遛 いて 佐 藤の 妻と 廣 岡の 妻と はさし 向 ひに 罵り 合って ゐた。 佐 藤の 妻 は 安 坐 を かいて 長い 火箸 を 右手に 握 


つて ゐた。 廣 岡の 妻 も 背に 赤坊を 背負って、 ^口に 云 ひ 募って ゐた。 顔 を 血 だらけに して 泥 まみれに なった 佐 藤 

の灸 から 仁右衞 門が 這 入って 米る の を 見る と、 佐 藤の 妻 は譯を ^く 事 もせす にがた^ \E へ る齒を 嗨み 合せて 猿 

の やうに @ の 問から むき 出しながら 仁右衞 門の 前に 立ちはだかって、 飛び出し さうな 怒りの 眼で 睨みつ けた。 物 

が 云へ なかった。 いきなり 火箸 を 振り上げた。 仁 右衞 I： は 他愛 もな くそれ を 奪 ひ 取った。 嗨 みっかう とする の を 

押しの けた。 而 して 仲裁者が 一杯 飮ま うと 勸 める のも聽 かすに 妻 を 促して 自分の 小屋に 歸 つて 行った。 佐 藤の 妻 

は!! 跣の ま、 仁右衞 門の に 罵詈 を 浴せ ながら 怒 精の やうに ついて 來た。 而 して 小屋の 前に 立ちはだかって、 囀 

る やうに 牛ば 夢 巾で 仁 右衛門 夫婦 を 罵り つ ビ けた。 

仁心 衞 鬥 は 押し 默っ たま k 園 爐裡の 横^に 坐って 佐 藤の 妻の 狂態 を 兑 つめて ゐた。 それ は 仁 右衛門に は 意外の 

^^だった。 彼の 氣分は 妙に かたづかない ものだった。 彼 は 佐 藤の 妻が 自分から 突然 離れた の を 怒ったり を かし 

く 思ったり 惜しんだ りして ゐた。 仁お 衞 門 が 取り合 はない ので 彼女 はさす がに 小屋の 屮には 這 入らなかった。 而 

して 皺 枯れた^ で をめ き 叫びながら 雨の 屮 を：！ つて；， 仃 つてし まった。 仁 右衛門の 口の 邊に はいかに も 人 問ら しい 

皮肉な 歪みが 現れた。 彼 は 結局 S 分の 智愨 の^りな さ を 感じた。 而し てま、 よと 思って ゐた。 

總て C 興味が 全く 去った の を 彼は覺 えた。 彼 は 少し 疲れて ゐた。 始めて 本當の 事情 を 知った 妻から 嫉妬が まし 

い 執拗い-:.：:^ でも 問いたら 少しの 逍樂氣 もな く、 どれ 程な 殘虐な 事で もやり 兼ねないの を 知る と、 彼 は 少し 自分 

の 心 を 恐れねば ならなかった。 彼 は 妻に 物 を 云 ふ 機 會を與 へない 爲 めに 次から 次へ と 命令 を連發 した。 而 して 晚 

い^^. V,- した、 か^った。 がらつ と 箸 を 措く と 泥 だらけな びしょぬれな 着物の ま、 で 又 ぶら りと 小屋 を 出た。 こ 

の 村に 這 入り こんだ 博徒 等の 張って ゐた跻 場 を さして 彼の 足 はしゃう 事な しに 向いて 行った。 
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ょく是 れ ほど ある もんだ と 思 はせ た 長雨 も 一 筒 月 程 降り 綾いて 漸く 晴れた。 一 足 飛びに^ が來 た。 何時の 問に 

花が^い て 散った のか、 天 氣 になって 兑 ると、 林の^ にある 山樱 も、 辛夷 も、 靑々 とした 廣葉 になって ゐた。 蒸 

ほリ： ： の やうな 氣 持の惡 い 暑さが 襲って 來て、 畑の 中の 雜草は 作物 を乘 りこえ て猙の やうに 延びた。 雨の 爲め慯 め 

られ たに 相 遠ない と、 長雨の 只 一 つの 功德に 農夫 等の 云 ひ 合った 昆蟲 も、 すさまじい 勢で 發 生した。 甘 藍の ま は 

りに は えぞし ろて ふが 夥しく 飛び 廻った。 大豆に はくち かきむしの 成蟲 がう ざ/ \ する 程 维 まった。 麥 類に は黑 

穗の、 ^鈴 藉 に はべと 病の 徴候が G ^えた。 虻と 蚋と は 自然の 斥候の やうに もやく と 飛び 廻った。 濡れた まゝに 

^み^ねて おいた 汚れ物 を かけわたした 小屋の 中から は、 あらん 限りの 農夫の 家族が 武具 を 持って 畑に 出た。 自 

然に刃 向 ふ 必死な 爭鬪の 慕 は 開かれた。 

^歌 も 歌 はすに、 汗 を 肥料の やうに 畑の 土に 滴らしながら、 褒夫は 腰 を 二つに 折って 地面に 嚟り附 いた。 耕 馬 

は 首 を 下げられる だけ 下げて、 乾き 切らない 土の 中に 脚 を 深く 踏み こみながら 絶えす 尻尾で 虻 を 追った。 しゅつ 

と 音 をた て- - 襲って 來 る^の 朿 にした- -か打 たれた 虻 は， 血 を 吸って 丸くな つた ま \、 馬の 腹から ぼと りと^に 

- . ！  3  ]  は W がね  の は  ft?  も： さ 之 

あちた。 仰-:！ けにな つて 鈉耢の やうな 脚 を 伸したり 縮めたり して 藻 搔く様 は 命の 薄れる もの X やうに^ えた。 暫 

はね 

くす ると 然し それ はまた 器用に 翅を 使って 起き かへ つた。 而 してよ ろくと 草の葉 裏に 這 ひよ つた。 而 して 十四 

五. 分の 後に はまた 翅を はって うなり を 立てながら、 股 を 射る やうな 日の 光の 中に 勇ましく 飛び立って 行った。 

夏物が 皆無 作と 云 ふ 程の 不出来で あるのに、 亞麻 だけ は 平年作 位に はま はった。 靑天 鷥絨の 海と なり、 瑠璃色 

の絨鲆 となり、 荒 くれた 自然の 中の 姬 君なる 亞 麻の 畑 はやが て 小紋の やうな^ を その^ 細な 莖の 先き に 結んで 桊 


しい 狐色に 變 つた。 

「こんなに 亞麻 をつ けて は 仕様が無 えで ねえ か。 畑が 枯れて 跡地に は 何んだ つて 出來 はしね えぞ。 困るな」 

或る時^ 場が 兌 廻って 來て、 仁 右衛門に かう 云った。  > 

「^ら が も a る だ。 汝が 困る と 俺ら が 困る と は 困り やうが 土臺 ちがわい。 口が 干 上 るんだ あぞ 俺ら がの は」 

一 -右衞 r は 突^き にかう 云 ひ 放った。 彼 の 前に あるお きて は 先 づ食ふ 事 だ つ た。 

くつ 6 やん  ..，. 1_ ゝ U. かり 

彼 は 或る日 亞 麻の 束 を 見上げる やうに 馬力に 镜 み 上げて 倶知 安の 製 線 所に 出かけた。 製^^で は韵 合に 汀 B1 を 

よくお つて くれたば かりで なく、 衝の 地方が 不作な 爲 めに 結實 がなかった ので、 亜麻 種 を 非^な 高 他で 引き取る 

約 ：5- をして くれた。 仁 右銜門 H ろの 中には 手取り 百^の 金が 暖かく しま はれた。 彼 は 畑に まだし こた ま殘 つて ゐ 

るお 麻の^ を考 へた。 彼 は 居酒屋に 這 入った。 そこに は K 村で は 見られない 様な 綺麗な 顔 をした 女もゐ た。 仁 右 

衞 I： の 酒は必 すし も 彼 をき まった 型に は醉 はせ なかった。 或る時 は 彼 を 怒りつ ぼく、 或る時 は悒 俊に、 或る^ は 

亂^ に， 或る時 は 機嫌よ くした。 その 口の 酒 は 勿論 彼 を 上機嫌に した。 一緒に 飮ん でゐる ものが 利害 關係 のない 

の も 彼に は 心 置きがなかった。 彼は醉 ふま-に 大きな 聲で 戲談ロ をき いた。 さう 云 ふ 時の 彼 は 大きな 愚かな 子供 

だった。 W 合せた もの は 釣り込まれて 彼の 周 園に 集まった。 女まで 引っ張られる ま k に 彼の 膝に 倚り か \ つて 

彼の 顿 すり を 無 邪氣に 受けた。 

「汝 がの 頰に 俺ら が 髭 こ 生えたら を かしかんべ なし」 

彼 はそんな， を 云った。 m いその 口から これ だけの 戲談が 出る と 女 なぞ は 腹 をか& へて 笑った。 陽が かげる 頃 

に 彼 は を 出て 反物屋に よつ て 派手な モス リン の 端切れ を 買った。 又ビ ー ル の 小瓶 を 三本と 油糟と を 馬ポに 

くつち やん  つたい  ぐ 

te んだ。 仉知 安から K 村に 通 ふ！： 道 は マッカ リス プリの 山裾の 椴松帶 の^を 縫って ゐ た。 彼 は 馬力の 丄に安 坐 を 
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かいて 瓶から 口 うつしに ビ，' ルを 呷りながら 濁 歌 を こだまに ひビ かせて 行った。 幾 抱へ も ある 椴 松 は 羊 齒の中 か 

ら 3aa に： 大を 突いて、 僅に^ かれる 空に は晝 月が 少し 光って 毘ぇ 隱れに 眺められた。 彼 は 遂に 馬力の 上に 醉ひ倒 

れた。 物 惯れた 馬 は 凸凹の 山道 を 上手に 拾 ひながら 歩いて 行った。 馬車 はかし いだり 跳ねたり した。 その 中で 彼 

は 快い 夢に 這 入ったり：： 面白い 現に 出たり した。 

仁 右衛門 はふと 熟睡から 破られて 眼 を さました。 その 眼に はすぐ 川 森 爺さんの 眞 面目く さった 一 徹な顏 が寫っ 

た。 仁 右衛門の 輕ぃ氣 分に は その 顔が 如何にも を かしかった ので、 彼 は 起き 上りながら 聲を 立て \笑 はう とした。 

そして. e 分が 馬力の 上に ゐて 自分の 小屋の 前に 來てゐ る 事に 氣が ついた。 小屋の 前に は 帳場 も 佐 藤 も 組長の 某 も 

^た。 それ はこの 小屋の 前で は 見惯れ ない 光景だった。 川 森 は 仁 右衛門が 眼を覺 ましたの を昆 ると、 

レ  われに が  ち 

|门1 ぅ內さ 行ぐべし。 汝が嬰 子 はおつ 死ぬ ベ えぞ。 赤痢 さ取ッ つかれた だ」 

と 云った。 他愛の ない 夢から 一足飛び にこの 恐ろしい 現實に 呼び さまされた 彼の 心 は、 最初に 彼の 顔 を 高 笑 ひ 

いちどき 

にく づさ うとした が すぐ 次ぎの 瞬 問 に、 彼の 顔の 筋肉 を. 一時に ひきしめて しまった。 彼 は 顔 中の 血が 一時に 頭 

の 巾に 飛び退いた やうに 思った。 仁 右衛門 は醉 ひが 一時に 醒めて しまって 馬力から 飛び P- りた。 小屋の 中には ま 

うづ く ま 

だ 二三 人人が ゐた。 妻 はと 見る と蟲の 息に 弱った 赤坊の 側に 蹲って おい， 泣いて ゐた。 笠 井が 例の 十 n 飽を 膝に 

引ッ つけて その 中から 護符の やうな もの を 取り出して ゐた。 

「お、 廣 岡さん え-所に 歸 つた ぞな」 

ち は 4- 

笠 井が 逸 早 く 仁 右 衞！： を 見附けて かう 云 ふと、 仁 右衛門の 妻 は 恐れる やうに 怨む やうに 訴 へる やうに 夫 を 兌 返 

つて、 默っ たま k 泣き出した。 仁 右衛門 はすぐ 赤坊の 所に 行って 見た。 章魚の やうな 大きな 頭 だけが 彼の 赤坊ら 

しい 唯一 つの ものだった。 たった 半日の 中に かう も變 るかと 疑 はれる までに その 小さな 者は袞 へ 細って ゐた。 仁 


右衛門 は それ を 見る と 腹が立つ 程 寂しく 心許なく なった。 今まで 經 験した 事の ない なつかし さ 可愛 さが 燒 くやう 

に 心に II つて 來た。 彼 は 持った 箏 のない もの を强 ひて 押し 附 けられた やうに 當 惑して しまった。 その 押し 附 けら 

れ たもの は 恐ろしく 重い 冷たい ものだった。 何よりも 先 づ彼は 腹の 力の 拔 けて 行く やうな 心 持 をい ま （- しく 思 

つたが、 どうしゃう もなかった。 

勿體 ぶって 笠 井が 護符 を 押し頂き、 それで 赤坊の 腹部 を咒 文を唱 へながら 撫で 廻す のが 唯一 の 力に 思 はれた。 

傍に ゐる 人^も 奇蹟の 現れる の を 待つ やうに 笠 井の する 事 を 見守って ゐた。 赤坊は 力の ない 哀れな 翳で 泣きっ^ 

けた。 ：；心 衞門 は， I をむ しられる やうだった。 それでも 泣いて ゐる問 はま だよ かった。 赤坊が 泣き やんで 火き な 

^を 引ッ つらした ま」 瞬き もしなくなる と、 仁 右衛門 は おぞまし くも 拜む やうな 眼で 笠 井 を 毘 守った。 小屋の 中 

は 人い きれで 蒸す やうに 暑かった。 笠 井の 禿げ 上った 額から は 汗の 玉が だらくと 流れ出た。 それが 仁 右 衞鬥に 

は^く さへ 见 えた。 小 中^ 赤 坊の腹 を 撫で 廻す と、 笠 井 は 义古飽 の 中から 紙 包 を 出して 押しいた ビ いた。 而 して 

口に 手拭 を i へて それ を 開く と、 一寸 w 方 程な 何 か 字の 書いて ある 羝片を 摘まみ出して 指の 先き で 丸めた。 水 を 

つて 來 さして それ を その 中へ 浸した。 仁 右 衞門は それ を 赤 坊に飮 ませろ とさし 出された が、 飮 ませる だけの 勇 

氣 もなかった。 娑は S. 斐々々 しく 夫に 代った。 渴き 切って 居た 赤坊は 喜んで それ を 飲んだ。 仁 右 衞門は 有難い と 

思って ゐた。 

「わし も 子 は 亡くした 覺 えが あるで、 お 主の 心 持 はよう わかる。 この 子 を 助けようと^ つたら 何ん せ-心に 天理 

H- ^に賴 まっしゃれ。 な。 八：： 點か。 人^業で は 及ばぬ 事ぢ やで な」 

笠 井 はさう 云って したり 弒を した。 仁 右衞 門の 妻 は 泣きながら 乎 を 合せた。 

おとな 

赤坊 は-; g け ざまに 血 を 下した。 而 して 小屋の 中が 眞 喏 になった 口の くれ， <\ に、 何物に か 助け を 求める 成人の 

力 インの.^^  二！. f-  A 
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やうな 表情 を^に 现 して、 あて ともなく そこら を 見廻して ゐ たが、 次笫々 々に 息が 絶えて しまった。 

赤坊が 死んで から 村醫は 巡^に 伴れ られ て渐 くやって 來た。 香奠 代りの 鈹包を 持って 帳場 も來 た。 ^灯と 云 ふ 

見 惯れ ない ものが 小屋の 中 を 出たり 這 入ったり した。 仁 右衞門 夫婦の 唤 ぎつ けない 石炭酸の 香 は 一 一人 を 小屋から 

追 ひ 出して しまった。 一 一人 は 川 森に 附添 はれて 西に 廻った 月の 光の 下に しょんぼり 立った。 

世話に 來た 人逑は 一 人 去り 一 一人 去り、 やがて 川 森 も 笠 井 も 去って しまった。 

水 を 打った やうな 夜の 凉 しさと 靜 かさとの 屮に、 かすかな 蟲の 一哲 がして ゐた。 仁 右 衞門は 何と 云 ふ 事な しに 妻 

が疲 にさ はって たまらなかった。 妻 は 又 何と 云 ふ 事な しに 夫が 憎まれて ならなかった。 妻 は 馬力の 傍に うづく ま 

り、 仁お 銜 EZ は あてもなく 唾 を 吐き 散らしながら 小屋の 前 を 行ったり 歸っ たりした。 他處の 農家で この 凶^が あ 

つたら 少く とも 隣り 近所から 二三 人の 者が 寄り合って、 買って出した 酒で も飮 みちら しながら、 何かと 話で もして 

夜 を 更かす の だら う。 仁 右衛門の 所では 川 森 さへ 居殘 つて ゐな いの だ。 妻 は それ を 心から 寂しく 思って しく 

み 泣いて ゐた。 物の 三時 問 も 一 一人 はさう した ま、 で 何もせ すに ぼんやり 小屋の 前で ：n: の 光に あはれ な 姿 を さらし 

てゐ た。 

やがて 仁 右衛門 は 何 を 思 ひ 出した のかの そくと 小屋の 中に 這 入って 行った。 妻 は 服に 角 を 立て，^ 首 だけ 後に 

ちゃう く は  さ 

に 廻して 洞穴の やうな 小屋の 入口 を昆 返った。 暫くす ると 仁 右衛門 は 赤坊を 背負って、 一挺の 鍬 を 右手に 提げて 

小屋から 出て 來た。 

「ついて 來ぅ」 

さう 云って 彼 はすた/ \ と！； 道の 方に 出て 行った。 簡單な 啼聲で 動物と 動物と が 互 を 理解し 合 ふやう に、 妻 は 

仁 右衞門 のしよう とする 事が^ み 込めたら しく、 のつ そりと 立ち上って その後に 隨 つた。 而 してめ 七/ \ と 泣き 


綠 けて ゐた。 

夫婦が 行き着 いたの は！； 道 を 十 町 も俱知 安の 方に 來た左 乎の 岡の 上に ある 村の 共同 枭 地だった。 そこの 上から 

は 松 川襄場 を； 面に 兑 渡して、 ルべシ ベ、 一一 セコ アンの 迚山も 川，； 1： ひの 2 比 布嶽も 手に 取る やうだった。 夏の 夜の 

^明な^ 氣は靑 み 亙って、 月の 光が 燐の やうに 總 ての 光る もの & 上に 宿って ゐた。 蚊の 群がわん くうな つて 二 

人に^ ひか 、つた。 

卩心 衞 門 は 死 體を北 yft つた ま \ 小さな 墓標 や 石塔の 立ち 列な つた 11 の. S 地に 穴 を 掘リ だした。 鍬の 土に.^ ひ 

込む ぷ：： だけが：^ 色に 少しも 調和し ない 1! い 音を立てた。 麥 はしゃがん だま-で 時々 顿に來 る 蚊 をた &き 殺しな が 

ら 泣いて ゐた。 ；：. 尺^の 穴 を 掘り 終る と 仁 右衛門 は 鍬の 乎 を 休めて 額の 汗 を 乎の &で 押し 拭った。 夏の 夜 はお か 

だった。 その 突然 恐ろしい 考 へが 彼の 吐 胸 を 突いて 浮んだ。 彼 は その 考 へに 自分ながら 驚いた やうに 呆れて^ 

を 見張って ゐ たが、 やがて 大聲を 立て \s 衆の 如く 泣き をめ き 始めた。 その 漀 は 醜く 物凄かった。 妻 はきよ つと 

ん として、 弒中 を淚 にしながら 恐ろしげ に 夫 を 兑守 つ た。 

「笠 井の 叫阈 痰め が、 嬰 子 S. 殺した ビ。 殺し た^あ」 

彼 は 醜い 泣 き聲の 中から さう 叫んだ。 

y  = 彼 は义亞 麻の^ を 馬力に 積まう とした。 そこに は 派 乎な モス リンの 端切れが， 亂^ の 巾に 現れた 虹の やう 

にしつ 七り 朝^に しめった ま、 穢ぃ 馬力の 上に 仕舞 ひ 忘ら れてゐ た。 

六 

狂^な；：.；.；： 衞 ET は. ^坊を 亡くしてから 乎が つ けられない 程 狂：^ にな つ た。 その 狂暴 を I ら せ る やう に 烈しい 盛 

力 インの 木お  二：.；： • ヒ 
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つぐな  かたつげ し 

夏が 來 た。 春先き の 長雨 を 償 ぶ やうに 雨 は 一滴 も 降らなかった。 秋に 收穫 すべき 作物 は裹 葉が 片端から 黄色に 變 

つた。 自然に 抵抗し 切れない 失望の 聲が、 默 りこく つた 農夫の 姿から 叫ばれた。 

£ つ さ i ちめ う 

一 刻の^ もない 農 繁の眞 最中に 馬市が 市街地に 立った。 普段なら ば 人々 は 見向き もしない の だが 如 作 を なげ 

まう 

てし まった 農夫 等 は、 捨鉢な 氣分 になって、 馬の 寶 買に でも 多少の 儲け を 見ようと したから 前景 氣は眉 ひの 外 

あ き ち 

强 かった。 當 日に は 近 村から さへ 見物が 來 た程賑 はった。 丁度 農場 事務所 裏の 筌 地に 假 小屋が 建てられて、 爪 ま 

で 磨き上げられた 耕 馬が 三十 頭 近く 集まった。 その 中で 仁 右衛門の 出した 馬 は 殊に 人の 眼を牽 いた。 

その 翌日に は 競馬が あった。 場 主まで わざ， （-fl 館から やって来た。 屋臺^ や 見世物 小屋が か X つて、 祭禮に 

通お な 香 ひの むし/. \ する 間 を 着飾った 娘 達が、 刺戟の 强ぃ色 を 振り 播 いて 歩いた。 

兢 馬場の 埒の 周圍は 人垣で 埋まった。 三 g: 軒の 農場の 主人 達 は 決勝 點の 所に 一 段 高く 桟敷 をし つらへ て そこ か 

ら 見物した。 松 川 場 主の 側 には子 供に 附 添って 笠 井の 娘が 坐って ゐた。 その 娘 は 二三 年 前から 凾^ に 出て 松 川の 

ま そお もて  みが  あがぬ 

家に 奉公して ゐ たの だ。 父に 似て 細面の 彼女 は f! 嗨の 生活に 磨き を かけられて、 この 逯 では 際立って 垢拔 けがし 

てゐ た。 競馬に 加 はる 若い者 は その 妙齢な 娘の 前で 手柄 を 見せようと 爭 つた。 他人の 妾に 目星 をつ けて 何になる 

と 皮肉 を 云 ふ もの もあった。 

たび 

何しろ 競馬 は 非常な 景氣 だった。 勝負が つく 度に 揚る 喝采の 聲は 乾いた 空氣 を傳 はって、 人々 を 家の 中に ぢっ 

とさして は 置かなかった。 

仁 右 衞門は その 頃 博奕に 耽って ゐた。 始めの 中 はわ ざと 負けて 見せる 博徒の 手段に 甘々 と乘 せられて、 勢 ひ 込 

ん だのが^ 改の甚 で、 深入りす る 程 損 をした が、 損 をす る ほど 深入りし ないで は ゐられ なかった。 亜麻の 收利は 

とう  こんりんざい  あ £ 

疾の 昔に けし 飛んで ゐた。 それでも 馬 は 金輪際 賫る氣 がなかった。 剩す所 は 燕麥が ある だけだった が、 是れは 


播種 時から 事務所と 契約して、 事務所から 一 乎に 陸軍 Is 秣廠に 納める 事に なって ゐた。 その 方が 競爭 して 商人に 

资 るのより も がよ かった の だ C 商人 共 はこの ボイコット を どうして 見過ごして ゐ よう。 彼等 は 農家の 訪問 

をして 粉 秣廠 よりも 遙 かに 高 惯 に 引受ける と勸 おした。 糨秣廠 から 買 入 代金が 下っても それ は 一 鹿 事務所に まと 

まって 下る の だ、 - その 中から 小作料 だけ を 差 引いて 小作人に 渡す の だから、 農場と して は 小作料 を囘牧 する 上に 是 

れ ほど 便利な 事 はない。 小作料 を拂 ふまい と 決心して ゐる 仁右衞 門 は、 El 鹿な 話 だと 忍った。 彼 は 腹 をき めた。 

而 して 銃^の 爲 めに 人の 注意が おろそか になった 機 會を昆 すまして、 商人と 結託して、 事務所へ 廻すべき 燕麥を 

どん/ \ 商人に 渡して しまった。 

仁 右衞門 はこの 取引 をす ましてから 競馬場に やって 來た。 彼 は 自分の 馬で 競走に 加 はる笞 になって ゐ たから 

だ。 彼 は裸乘 りの 名人だった。 

,M 分のお が來 ると 彼 は 鞍も^-かすに. OH 分の 馬に 乘 つて 出て 行った。 人々 は その 馬 を 見る と 敬意 を拂 ふやう に 互 

にうな づき 合って、 今年の 騮 では 一 番物 だと 賞め 合った。 仁 右衛門 はさう いふ 私語 を 聞く とい \ 氣 持に なって、 い 

やで も 豚って せる ぞと 思った。 六 頭の 馬が スタ ー トに 近づいた。 さっと 旗が 降りた 時 仁 右衛門 はわ ざと 出お く 

れた。 彼 は 外の 馬の 後から 內埒 へ- ^\ とよって、 少し 乎 綱 を 引きし める やうに して 龃け さした。 ほてった 彼の 顔 

ほこり  一 含 

力ら 耳に 力け て 埃 を 含んだ 風が 氣息 のつ まる 程 ふき か.., さの を 彼 は 快く 思った。 やがて 馬揚を 八分目 程 廻った 頃 

を 計って vf 綱 を ゆるめる と 馬 は 思 ひ 存分 頸 を 延ばして すん （• おくれた 馬から 拔き 出した。 彼が 鞭と あかりで 馬 

を實 めながら^ 初から 目星 をつ けて ゐた 先頭の 馬に 追 ひせ まった 時には 決勝 點が 近かった。 彼 はいら だってび し 

びし と 鞭 を くれた。 始めは. EI 分のお の^が 相 乎の 馬の 尻と すれ. （になって ゐ たが、 やがて 一歩々々 二 頭の 距離 

ち r 

は^まった。 狂氣の やうな 喚 呼が 夢中に なった 彼の 耳に も 明かに 響いて 来た。 もう 一 恋と 彼 は 思った。 —- その 

カザンの 求^  二： 九九 
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1., 然棧 敷い 下で 遊んで ゐた 松： 主の 子俱 がよ た./ {\ と埒の 中へ 這 入った。 それ を 見た 笠 井 〇 娘 は 我れ を 忘れ 

て跃け 込んだ。 r 危 ねえ」 ！ 觀衆は 一度に W 唾 を飮ん だ。 その 時 先頭に ゐた馬 は 娘の 派手な^ 物に 驚いた のか、 

さっと きれて 仁右衞 門の 馬の 前に 出た。 と 思 ふ W もな く 仁右衞 門 は签 巾に 飛び 上って、 やがて 敲 きつけられる や 

うに 地面に 轉 がって ゐた。 彼は氣 丈に も轉 がりながら れつく と 起き 上った。 直ぐ 彼の 馬の 所に 飛んで 行った。 が1 

さと あし 

はま だ 起きて ゐ なかった。 後脚で 反動 を 取って 起きさう にして は、 前脚 を 折って 倒れて しまった。 訓練の ない； 

物 人 は 潮の やうに 仁 右衛門と 馬との ま はりに 押し寄せた。 

仁右銜 門の 馬 は 前脚 を 二 脚と も 折って しまって ゐた。 仁 右衞門 は惘 然した ま- -， 不思議 さうな 顔 をして 押し^ 

せ た 人波 を は 守 つて 立って る 外はなかった。 

徵 翳の 心得 も ある 蹄 鐵屋の 顔 を 群集の 中に 見出して やう やく； 止氣に 返った 仁 右衛門 は、 馬の 始末 を賴ん です ご 

すごと 競馬場 を 出た。 彼 は 自分で 何が何だか ちっとも 分らなかった。 彼 は 夢遊病者の やうに 人の 問 を 押し分けて 

歩いて 行った。 事務所の 角まで 來 ると 何ん とい ふ 事な しにい きなり 路の 小石 を 二つ 三つ 摑んで 入口の 硝子 戶 にた 

たきつけた。 三枚 程の 縱子 は微蕻 にく だけて 飛び散った。 彼 は その 音 を 聞いた。 それ は 然し 耳 を 押へ て閒 くやう 

に 遠くの 方で 聞こえた。 彼 は悠々 として 又 そこ を 歩み 去った。 

どっち 

彼が 氣- がつ いた 時には、 何方 を どう 歩いた のか、 曰 比 布 嶽の下 を 流れる シ リベ シ 河の 河岸の 丸石に 腰かけて ぼん 

やり 河^ を 眺めて ゐた。 彼の 眼の 前 を 透明な 水が 後から， /(\ 同じ やうな 渦紋 を 描いて は 消し 描いて は 消 -て 流れ 

てゐ た。 彼はぢ つと その 戲れを 見詰めながら、 遠い 過去の 記憶で も 追 ふやう に 今日の 出来事 を 頭の 中で 思 ひ 浮べ 

てゐ た。 總て の 事が 他人 事の やうに 順序よ く 手に 取る やうに 記憶に |2 つた。 然し 自分が 投り 出される 所まで 來る 

と 記憶の 絲 はぷッ つり 切れて しまった。 彼 は そこの 所 を 幾度 も. i; 關心 广 繰返した。 笠 井の 娘 I- 笠 井^ 娘 —笠 


外の 娘が どうしたんだ II 彼 は 自問自答した。 段々 眼が かすんで 來た。 笠 井の 娘 …… 笠 井 …… 笠 井 だな^ を 片輪 

にした の は。 さう 考 へても 笠 井 は 彼に 仝く 關係 のない 人 問の やうだった。 その 名 は 彼の 感情 を 少しも 動かす 力に 

はならなかった。 彼 はさう した ま 、 で 深い 眠り に 落ちて しま つ た。 

彼 は夜屮 になって から ひよ つくり 小屋に 歸 つて 来た。 入口から ぶんと 石炭酸の 香が した。 それ を g< ぐと 彼は始 

めて 正氣に 返って 改めて，：：： 分の 小屋 を 物 珍ら しげに 眺めた。 さうな ると 彼 は 夢から さめる やうに つまらない 現寶 

に歸 つた。 鈍った 意識の/、 動と して 細かい^に も 鋭く 祌經が 働き 出した。 石炭酸の^ は 何よりも 先づ 死んだ 赤坊 

£ つ くら 

衩に^ ひ 出さした。 若し 妻に 怪我で もあった のではなかった か —— 彼 は爐の 消えて 眞 闇な 小屋の 中 を 手 さぐり 

で 妻 を 尊ね た。 ^を さまして 起き か へった 妻の 氣配 がした。 

「今^まで：！： 處さゐ ただ。 ^は 村の 衆が 述れ て歸 つたに。 慯 はしい 事べ おつび ろげ て は あ」 

妻 は 眠って ゐ なかった やうな はっきりした 聲 でかう 云った。 彼は閱 に^れて 來た^ で 小！^ の 片隅 をす かして 兒 

た。 馬 は 前脚に^ 味が か、 ら ないやう に、 腹に 蓆 を あてがって 胸の 所 を 梁から つるして あった。 兩 方の 膝頭 は 白 

い 切れで^ いてあった。 その 白い 色が 總て mi い 中にはつ きりと 仁右衞 門 の 眼に 映った。 石炭酸の 香 は そこから 漂 

つて 來る のだった。 彼 は 火の 氣 のない 圍爐裡 の 前に、 草鞋ば きで 頭 を 垂れた ま \ 安 坐 を かいた。 馬 もこ そっと も 

お：： を させす に默 つて ゐた C 蚊の なく 聲だ けが 签氣 のさ- T やきの やうに かすかに 聞こえて ゐた。 仁 右 衞門は 膝頭で 

腕 を 組み合せて、 寢 ようと はしなかった。 馬と 彼 は H に 憐れむ やうに 見えた。 

然し^ 日になる と 彼は义 この 打擊 から 跳ね返って ゐた。 彼 は 前の 通りな 狂暴な 彼に なって ゐた。 彼はプ ラオ を 

^つて 金に 代へ た。 雑穀：！ から は、 燕 麥が賫 れた時 事務所から 直接に 代惯 を支拂 ふやう にす るから と 云って、 麥 

ゃ大 S の 前借り をした。 而 して ^ 力 を 顿んで それ を M 分の 小屋に 遝 ばして S いて、 跻 場に 出かけた。 
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兢^ の 口の 晚に 村で は 一 大事が 起った。 その 晩お そくまで 笠 井の 娘 は 松 川の 所に 歸 つて 来なかった。 こんな 晩に 

若い^ 女が 畑の 奧ゃ 森の 中に 姿を隱 すの は 珍ら しい 事で もない ので 初めの 中 は 打 捨て \ おいた が、 餘り おそくな 

るので、 笠 井の 小屋 を 尋ねさす とそ こに もゐ なかった。 笠 井 は 驚いて 飛んで 来た。 然し 廣ぃ 山野 を どう 探し やう も 

なかった。 夜の あけ < に 大投 索が 行 はれた。 娘 は 河 添の 窪地の 林の 中に 失祌 して 倒れて ゐた。 正 氣づ いてから 

聞きた ピ すと、 大きな 男が 無理やりに 娘 を そこに 連れて行って 殘虐を 極めた 辱 かしめ かた をした の だと 判った。 

^^は^ 岡の 名 を 云って したり 顏に 小首 を 傾けた。 事務所の 硝子 を廣 岡が こ はすの を 見た と 云 ふ老が 出て 來た。 

犯人の 搜索は 極めて 祕密 に、 同時に こんな 出舍 にして は嚴 重に 行 はれた。 場 主の 松 川は少 からざる 懸赏 までし 

た。 然し 乎が k り は 傲 目つ かなかった。 疑 ひ は 妙に 廣 岡の 方に か、 つて 行った。 赤坊を 殺した の は 笠 井 だと 廣岡 

の 始終 云 ふの は 誰でも 知って ゐた。 廣 岡の 馬 を 躓かした の は 間接ながら 笠 井の 娘の 仕業だった。 蹄 鐵屋が 馬を廣 

岡の 所に 述れて 行った の は 夜の 十 時 頃だった が 廣岡は 小屋に ゐ なかった。 その 晚廣岡 を 村で 昆 かけた もの は 一 人 

もなかった。 跻場 にさへ ゐ なかった。 仁右衞 門に 不利益な 色々 な 事情 は 色々 に數へ 上げられ たが、 具體 的な 證據 

は 少しも 上らないで 夏が くれた。 

秋の 牧穫 時になる と义 雨が 來た。 乾燥が 出來 ないた めに、 折角 實っ たものまで 腐る 始末だった。 小作 はわ やわ 

やと^ 務 所に 集まって 小作料 割引の 歎願 をした が 無益だった。 彼等 は 案の定 燕 麥賫揚 代金の 中から 嚴密に 小作料 

を 控除され た。 來卷の i! 子 は^か、 冬の^ を 支へ る 食料 も滿 足に 得られない 農夫が 澤 山出來 た。 

その ii にあって 仁 右衛門 だけ は 燕麥の 事で 事務所に 破約した ばかりでなく、 一文の 小作料 も 納めなかった。 綺 

麗 に^めなかった。 始めの ^帳場 はな だめつ すかしつ して 幾らかで も 納めさせよう としたが、 如何しても 應 じな 

いので、 肘^ を 差 押へ ると 脅威した。 仁 右衛門 は平氣 だった。 押へ ようと 云って 何 を 押へ よう ぞ、 小屋の 代金 も 


まだ^ 務 所に 納めて はなかった。 彼 は それ を 知りぬ いて ゐた。 事務所から は 最後の 手段と して 多少の 損 はしても 

退場 さすと 迫って 來た。 然し 彼 は. g として 動かなかった。 ベ テンに かけられた 雜穀屋 を はじめ 諸 商人 は 貸金の 元 

金 は^か 利子 さ へ 出させる 事が 出來 なかった。 

「まだ か，、 この 名 は 村 中に 恐怖 を播 いた。 彼の 顔 を 出す 所に は 人々 は 姿を隱 した。 川 森 さへ 疾の昔 に 仁 右衛門の 

保證を 取消して、 仁右衞 門 に 退場 を 迫る 人と なって ゐた。 朮街 地で も 農場 内で も 彼に 融通 をしょう と 云 ふ 者 は 一 

人 も なくなった。 ^藤の 夫 婦 は 幾度 も寧務 所に 行って 早く 廣岡を 退場 させて くれなければ 自分 達が 退場す ると 申 

し 出た。 駐在 巡^す ら廣 岡の^ 件に 關係 する^ を體 よく 避けた。 笠 井の 娘 を 犯した もの は II 何等の 證據 がない 

にも 係 はらす —— 仁 右衛門に 相途 ない とざまって しまった。 總て 村の 中で 起った いか^ はしい 出來事 は 一 つ 淺 ら 

す 仁右衞 門に なすりつけられた。 

:1 ぉ衞 門 は 押し 太く 腹を据 ゑた。 彼 は 自分の 夢 を まだ 取消 さう と はしなかった。 彼の 後悔して ゐる もの は 博奕 

だけだった。 來 年から それに さへ 乎 を 出さなければ、 而 して 今年 同様に 働いて 今年 同様の 手段 を 取り さへ すれば、 

三 叫 年の^に 一 かど 纏まった 金 を 作る の は 何んでも ない と 思った。 いまに 見 か へ して くれる から — さう 思って 

彼 は 冬 を迎 へ た。 

然しお へて 見る と 色々 な W 難が 彼の：； i には橫 はって ゐた。 食料 は 一 冬 事 か、 ぬ だけ はあって も、 金 は 哀れな 程 

より 貯 へがなかった。 馬 は 競馬 以來廢 物に なって ゐた。 冬の 間 稼ぎに 出れば、 その^ 守に 氣の 弱い 妻が 小屋から 

追 ひ 立て を 喰 ふの は 知れ 切って ゐた。 と 云って 小屋に 居 殘 れば居 食 ひ をして ゐる外 はない の だ。 來 年の 種子 さへ 
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ェ.ぬ のし やうの な い の は 今から 知れ 切 つて ゐた。 

た ォ. び 

焚火に あたって き 力なくな つた 馬の 前脚 をぢ つと 見つめながら も考 へこんだ ま \ 暮す やうな 日が 幾 n も， い 

た。 ぶき 

を はじめ 彼の 輕 蔑し 切って ゐる 場内の 小作 者 共 は、 おめ， ^ と 小作料 を 榨り 取られ、 商人に 直い 前 昔 をし 

てゐ るに も 係 はらす、 兎に角 さした 屈託 もしないで 冬 を迎 へて ゐた。 相 常の 雪圍 ひの 出 來な いやうな 小屋 は 一 つ 

もなかった。 贫 しいなり に 集まって 酒 も 飲み 合へば、 助け合 ひもした。 仁右衞 門に は 人 問が よってた かって 彼 一 

人 を 敵に ま はして ゐる やうに 昆 えた。 

夂ユは 遠慮なく 進んで 行った。 見渡す 大空が 先づ 雪に 埋められた やうに 何處 から 何處 まで 眞白 になった。 そこ か 

に s は滾々 としてと め 度な く 降って 來た。 人間の 哀れな 敗 淺の跡 を 物語る 畑 も、 勝ち ほこった 自然の 領上 である 

C と 

森林 も 等しな みに， の 下に 埋れて 行った。 一夜の 中に 一尺 も 二 尺 も 積り 重なる 日が あった。 小屋と 木立 だけが 空 

と 地との W にあって 汚い 斑點 だった。 

仁 右衞 門 は 或る ほ 膝まで 這 入る 雪の 中 を こいで 事務所に 出かけて 行った。 いくらでもい \ から 馬 を 買って くれ 

ろと 賴んで 見た。 帳揚は あざ笑って、 脚の 立たない 馬 は 金 を 喰 ふ 機械 見た いなもの だと 云った。 而 してせ!^ , し 

.  の 

に 跑 (チカ リ^: た 力ら.：；： 屋を 立ち退け と逼 つた。 愚圖々 々して ゐ ると 今までの やうな f え^らな cl^ はさして g か 

9  くつち やん 

^1 この.^ の 1木丄 で まにあ はなければ 供 知^から でも 頼んで 處分 する からさう 思へ とも 云った。 ヒ 右衛門 は嫫 

^に 物 を 云 はれる と 妙に 向 腹が立った。 鼻 を あかして くれる から 見て 居れと 云 ひ 捨て \ 小屋に 歸 つた。 

，を^ ふ 機械 II それに 違 ひなかった。 仁 右衛門 は 不憫 さから 今まで 馬 を 生かして 置いた の を 後悔した。 彼 は 

C. に屮 に^ を 引っ張り出した。 老い ばれた やうに なった 馬 はなつ かしげに 主人の 乎に 鼻先き を 持って行った。. 二 右 


衞門は 右手に^ して 持って ゐた 斧で 眉^ を 喰ら はさう と 思って ゐ たが、 どうしても それが 出來 なかった。 彼 は 又 

馬 を^いて 小^に^った。 

その 翌日 彼 は^ 支度 をして に 出 懸けた。 彼 は 場 主と 一 喧 t. して 笠 井の 仕 終せ なかった 小作料の 輕 減を實 行 

させ、 .HE 分 も 農場に ゐっ^ き、 小作^の 感情 を も柔 らげて 少し は 自分 を 居心地よ くしょうと 思った の だ。 彼は汽 

ポの 中で. E 分の 云 ひ 分 を 十分に おへよう とした。 然し 列車の 中の 澤 山の 人の 顔 はもう 彼の 心 を 不安に した。 彼 は 

敵总を ふくん だ^で 一 人々 々睨めつ けた。 

.1 館の.： に^くと 彼 はもう その S 一物の 宏大 もない のに 膽を つぶして しまった。 不恰好な 一 一階^て の 板^に 

過ぎない の だけれ ども、 その 一本の 柱に も 彼 は 驚くべき 費 川 を 想像した。 彼は义 雪の かきのけて ある 廣ぃ： ^來を 

兑て 驚いた。 然し 彼の 誇り はそんな 事に 敗け てはゐ まいとした。 動と も するとお ぴ へて 胸の 中です くみさう にな 

る 心を勵 ましく 彼 は E 人の やうに 威.^ 高に の そり /(\ と 道 を 歩いた。 人々 は 振 返って、 然 から 今 切り取った 

ばかりの やうな この ^を 兒迗 つた。 

やがて 彼 は 松 川の 湿 敷に 這 入って 行った。 農場の 事務所から 想像して ゐ たのと は 話に ならない 程ち がった 宏大 

た邸セ だった。 敷裹を 上る 時 は、 彼 はつまご を脫 いでから、 我れ にもな く 手拭 を麒 から 拔 いて 足の裏 を 綺麗に 押 

し 拭った。 澄んだ水の.^ 面の 外に、 自然に は 決してない 滑 かに 光った 板の 問の 上 を、 彼は氣 味の 惡ぃ 冷た さを感 

じながら、 ^に 案内され て 行った。 樊 しく 着飾った 女中が 主人の 部屋の 襖 を あける と、 氣 息の つまる やうな 強烈 

な. 小 快な 匂 ひが 彼の^ を强く 襲った。 而 して 部 の 中 は 夏の やうに 暑かった。 

权 よりも W い #• の 上に は處々 に 獣の 皮が 敷き つめられて ゐて、 障子に 近い 大きな 白熊ので 皮の 上の 盛り 上る や 
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うな^^ 園の 上に、 はったんの 搵袍を § こんだ 場 主が、 大火 鉢に 乎 を かざして 安 坐 を かいて ゐた。 .U 右衞 門の 姿 
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を 見る とぎろ つと 脫 みつけた 眼 を その ま.^ 床の 方に 振り向けた。 仁 右衛門 は 場 主の rfe で どやし 附 けられて 這 入 

る 事 も W せす に逡 巡み して ゐ ると、 場 主の 眼が 又 床の^から こっちに 歸 つて 來 さう になった。 仁 右 ％ 「は 二度 睨 

みつけられ るの を 恐れる あまり に、 無器用な 足 どり で疊の 上に にちやつ， （^と 音 を させながら 揚 主の 鼻先き まで 

の そ/ \ 歩いて 行って、 出来るだけ 小さく 窮屈 さう に 坐り こんだ。 

「何し に來 た.」 

底力の ある 聲 にもう 一度 どやし 附 けられて、 仁右衞 鬥 は 思 はす 顏を擧 げた。 場、 王 は 眞黑な 大きな 卷 煙草の やう 

な もの を n に啣 へ て靑ぃ 煙 を ほがらかに 吹いて ゐた。 そこから は 氣息づ まる やうな 不快な 匂 ひが 彼の 鼻の 奥 をつ 

ん- (\ と 刺戟した。 

「ゝ >  --》 i  .  >  つら  きく さ 

_ ぺ竹 おに - 文 も めないで どの 面 下げて 來 臭った。 来年から は 魂 を 入れ かへ ろ。 而 して 辭镞の 一 つもす る 事 

を覺 えてから 川 S すなら 出直して 來ぃ。 馬鹿」 

而 して 咅屋を ゆする やうな 高 笑 ひが 聞 こ えた。 仁右衞 鬥 が 自分で も 分らない 事 を寢 言の やうに いふの を、 始め 

の^は 阅き 直したり、 補ったり して ゐ たが、 やがて 場 主 は 勘忍 袋 を 切らした とい ふ 風に かう 怒鳴った の だ C  二 右 

衞 r は髙笑 ひの 一 とくぎり：， 母に、 た、 かれる やうに 頭 をす くめて ゐ たが、 辭儀 もせす に 夢中で 立ち ヒ つた。 彼の 

顔 は 部^の 暑さの 爲 めと、 のぼせ 上った 爲 めに 渴氣を 出さん ばかりに 赤くな つて ゐた。 
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仁 右^ EZ はすつ 力り 打摧 力れ て 自分の 小さな 小屋に 歸 つた。 彼に は 農場の 签の 上まで も 地主の 頑丈 さうな 大き 

な 手が 摘が つて ゐる やうに 思へ た。 雪 を 含んだ 雲 は氣 息苦しい までに 彼の 頭 を 押へ つけた C 「馬鹿」 その 聲は膨 

ともす ると 彼の 环の 巾で 怒鳴られた。 何ん とい ふ暮 しの 逮 ひだ。 何ん とい ふ 人間の 逮 ひだ。 親方が 人^なら 俺 は 

人阳ぢ やない。 俺が 人間なら 親方 は 人^ ぢゃ ない。 彼 はさう 思った。 而 して 唯 呆れて 默 つて 考 へこし でし まつ 


粗朵 がぶ し^ \ と 嫌る その {!: 座に は、 妻が 襤褸に つ、 まれて， 髮を ぼう. （- と亂 した ま、、 愚かな 眼と 口と を 

節孔の やうに 開 け 放して ぼんやり 坐って ゐた。 しん /-\と雪 はとめ 度な く 降り出して 來た。 妻の 膝の 上に は赤坊 

もゐ なかった。 

その 晩から IK 氣 は激變 して 吹雪に なった。 翌朝 仁 右衛門が 眼 を さます と， 吹き込んだ 雪が 足から 腰に かけて 薄 

ら 積って ゐた。 鋭い 口^の やうな うなり を 立て.^ 吹き まく  M は、 小屋 をめ きり. /(\ と ゆすぶり 立てた。 風が 小^ 

ぐと、 滅入る やうな 靜 かさが 圍爐裡 まで^って 來た。 

仁 右衛門 は 朝から 酒 を 欲した けれども 一 滴 も あり やうはなかった。 寢 起きから 妙に 思 ひ 入って ゐる やうだった 

彼 は、 何 かの きっかけに 勢よ く 立 上って、 斧 を 取上げた。 而 して 馬の 前に 立った。 馬 はなつ かしげに 鼻先き をつ 

き 出した。 仁 右 衞門は 無表情な 額 をして 口 を も ご/ \ さ せながら^ の 吸と^と の 問 をお となし く 撫で -ゐ たが、 

いきなり 體を 浮かす やうに 後ろに 反らして 斧 を 振 上げた と 思 ふと、 力ま かせに その 眉 に 打ち こんだ。 うとまし 

い 昔が 彼の 腹に 應 へて、 馬は聲 も 立てす に 前 膝 をつ い て 横倒しに どうと倒れた。 痙攀 的に 後脚で 蹴る やうな まね 

をして、 潤み を 持つ た^は 可憐に も 何 か を 兌 詰めて ゐた。 

「やれ 怖い^す るで ねえ、 傷まし いま あ」 

す、 ぎ 物 をして ゐた 妻が、 振 返って この 様 を 見る と、 恐ろしい 眼 付 をして おびえる やうに 立上りながら かう い 

つた。 

r 默 れつてば。 物い ふと 汝 もた、 き 殺されつ ぞ」 

仁 右 衞門は 殺人お が 生き 淺 つた^: を 脅かす やうな 低い 皺 枯れた 聲で たしなめた。 

力， ー ンの 衣^  二た、 ヒ 
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^が^に やんだ やうに 一 一人の 心に はか，' ん とした 沈默が 襲って 來た。 仁 右衛門 はだらん と 下げた 右 乎に 斧 をぶ 

ら さげた ま- -、 ^は 雜 巾の やうに 汚い 布巾 を 胸の 所に 押し あてた ま \ 、憚る やうに 顏を 見合せ て 突っ立って ゐ た。 

「こ、 へ來 う」  . 

やがて 仁お 衞 e: は. §■  くやう に、 斧 を 一寸 動かして 妻 を 呼んだ。 

彼 は 妻に 乎俾 はせ て 馬の 皮 を 射ぎ 始めた。 生臭い 匂 ひが 小屋 一杯に なった。 厚い 舌 を だら りと 横に 出した 顏だ 

けの 皮を殘 して、 馬 はやが て 裸身に されて 藁の 上に 堅くな つて 横 はった。 白い 腱と 赤い 肉と が無氣 味な 縞と なつ 

て そこに^ された。 仁 右衞 EZ は 皮 を 棒の やうに 卷 いて 藁 繩 でしば り h げた。 

それから 仁.；；： 衞 門の い ふま \ に 妻 は 小屋の 中 を 片附け はじめた。 背負 へ る だけ は 雜穀も 荷造りして 大小 一 一 つ の 

荷が 出來 た。 ^は 夫の 心 持が 分る と、 又 長い 苦しい 漂浪の 生活 を 思 ひやって、 おろ， /(\ と 泣かん ばかりに なった 

が、 夫の 荒立った 氣分を 怖れて 淚を飮 みこみ/ した。 仁 右衛門 は 小屋の 眞 中に 突っ立って 隅から隅まで 目測で 

もす る やうに 見廻した。 二人 は默 つた ま \ でつ まご を はいた。 妻が 風呂敷 を 被って 荷 を背负 ふと、 仁 右衛門 は 後 

ろから 助け 起して やった。 妻 はとう/^ 身を鬉 はして 泣き出した。 意外に も 仁 右衛門 は 叱りつ けなかった。 而し 

て 自分 は 大きな 荷 を 輕 々と 背負 ひ 上げて その上に 馬の 皮を乘 せた。 一 一人 は 言 ひ 合せた やうに もう 一 度 小屋 を 見廻 

した。 

小お SP を M ける と顏 向け も 出来ない 程 雪が 吹き込んだ。 荷 を 背負って 重くな つた 一 ！ 人の 體 はま だ 堅くなら な 

い.. 2： い 泥の 巾に 腰の あたりまで 埤 まった。 

仁 右 衞門は  一 R-P. 外に 出てから、 待てと 云って 引き返して 來た C 荷物 を 背負った ま \ で、 彼 は 藁 繩の片 つ 方の 

t  J  ？.  こまか 

ぉャ ！E:ti: にくべ もう 一 つの 端 を 壁 際に もって 行って その上に 細く 刻んだ 禺裰 の 薬 を ふりかけた。 


&も^ も 一 つに なった。 i と 風が 吹きお ろした と 忍 ふと、 は.： n: 分の 方から 舞 ひ 上る やうに 舞 ひ 上った。 そ 

ュが 横な ぐり に 1 いて 矢よりも n 十く. S を 飛んだ。 佐 藤の 小：： ii やその ま はりの 木立 は 見えたり 隱れ たりした。 風に 

,T つた 二人の 半身 は 忽ち 白く 染まって、 細かい 針で 絶 間な く 刺す やうな 刺戟 は 一 一人の 颜を眞 赤に して 感覺を 失 は 

しめた。 二人 は 睫^に 氷りつ く 雪 を 打 振 ひ， （-雪 の屮を こいだ。 

S 道に 出る と 雪道が ついて ゐた。 踏み 堅められない 深みに^ ちない やうに 仁 右 衞門は 先き に 立って 瀨 踏み をし 

ながら 歩いた。 大きな 荷 を 背負った 二人の 姿 はまろ び 勝ちに 少 しづ、 動いて 行った。 共同 慕 地の 下 を 通る 時、 ぷス 

は 手 を 合せて そ つ ち を！！ みながら 歩 い た II わざとら し い §2 ぃ聲 を擧げ て 泣きながら。 一 一人が こ の 村に 這 入 つ 

た，^ ま  一 の 馬 も 持って ゐた。 一 人の 赤 坊もゐ た J 一人 は それらの もの すら 自然から 奪 ひ 去られて しまったの だ。 

その^から 人 {¥ は 絶えた" 吹きつける 雪の 爲 めに へし 折られる 祜 枝が や & ともす ると 投 槍の やうに 襲って 來 た。 

吹き まく 風に もまれて 木と 云 ふ 木 は 魔女の 髮の やうに 亂れ 狂った。 

to- もこ  ■  V /つち やん  I 

一 一人のお 女 は i 荷の 下に 苦しみながら 少 しづ ゝ仉知 安の 方に 動いて 行った 

•1 ぎが，： I： うに 兌え た。 總 ての 樹が 裸になった 屮に、 この 樹 だけ は 幽^な 喑綠の 葉 色 を あらためなかった。 M 

直な 幹が见 渡す 限り： 大を衝 いて、 怒濤の やうな 風の 音 を 籠め てゐ た。 一 一人の 男女 は蟥の やうに 小さく その 林に 近 

づ いて、 やがて その 中に 乔み 込まれて しまった。 

(一九 一 七 年 六 n 1 三 口、  ^鳴 を 問き つ ゝ 擱染) 

(一 九 一 七 年 七 n->^ 小說 所載) 


め インの 木 ^1  二. K 九 
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クララの 出家 さ" 4^5， 

これも^ しく 人 問 生活 史の 中に 起った 實 際の 出来事の 一 つで ある。 

〇 

うち 

义， に 襲 はれて クララ は喑ぃ 中に 眼 を さました。 妹の ァグ ネス は 同じ 床の 中で、 姉の 胸に よりそつ てすき/ \ 

と^かに 眠り つ^けて ゐた。 千 二  kn 十二 年の！  二月 十八 rn、 救世主の H ルサ レム 入城 を 記念す る Hi の 安息日の 朝 

の 事。 

數 多い^ 知り 越しの 男 逹の屮 で どう 云 ふ譯か 三人 だけが つぎ，/, \ に クララ の 夢に 現れた。 その 一 人 は 矢張り ァ 

ッシ ジの贵 族で、 クララの 家から は 西北に 當る、 ヴィャ • サン. パオロに 住む モント ルソリ 家の パオロだった。 夢つ 

中に も、 腰に 遛 いた 乎の、 指から 肩に 至る しなやか さが 眼に ついた。 クララの 父親 は 期待 を もった 微笑 を ま. こ， 浮 

ベて、 品よ くひ かへ 目に して ゐる この 靑年 を、 もっと 大膽に 振舞へ と、 鋤ます やうに 見えた。 パオロ は S ひ 入つ 

たやう に クララに 近づいて 來た。 而 して 佛蘭 西から 輸入され たと 思 はれる 精巧な 頸飾り を、 美しい 金 象眼の して 

ある 靑 銅の から 取 出して、 クララの 頸に 卷か うとした。 上品で 端麗な 若い 靑 ^の 肉 體が 近寄る に從 つて、 クラ 

ラ は；；：： い^ て 胸に^ じた。 靑 年が 近寄るな と 思 ふと クララ はもう 上氣 して 輕ぃ瞑 眩に 襲 はれた。 胸の 皮 

られ、 肉 はし まり、 .g は 心臓から 早く 强く 押出された。 胸から 下の 眩體は 感觸を 失った かと 思 ふ ほど こは^つ 


て、 その 存在 を 思 ふ 事に すら、 消え入る ばかりの 羞恥 を覺 えた。 ^の 根 は： t ばんだ。 その美し い 暗 綠の隨 に 淚 

よりも もっと 輝く 分泌物の 中に 浮き 漂った。 輕く 開いた 唇 は 熱い 氣，： ^の爲 めに かさ，/, \ に 乾いた。 油汗の 沁み リ 

た-. 1 乎 は 氷の やうに 冷えて、 靑年を 押 もどさう にも、^ へ 抱かう にも、 力 を 失って 垂れ 下った。 § はや、 とも 

すると 後ろに 引き倒され さう になりながら、 心 は 遮 一 一 無 1 1 前の 方に 押 進まう とした。 

クララに 卞分氣 を 失 ひながら もこの 恐ろしい 魔術の やうな 力に 抵抗しょう とした。 破滅が 眼の 前に 迫った。 

あね をの 、 

淵が 脚の 下に^ けた。 さう 思って 彼^ は 何とかせ ねばなら ぬと 悶えながら も 何ん にもし ないで ゐた。 慌て 戰く心 

は 潮の やうに 荒れ狂 ひながら 靑 年の 方に 押^せた。 クララ はやが て かの しなやかな パ ォ n の 乎 を. E 分の 首に 感じ 

た。 熱い 指先と 冷たい 金羼 とが 同時に 皮膚に 觸れ ると、 自制 は 全く 失 はれて しまった。 彼女 は 苦痛に 等しい 表情 

を 顔に 浮べながら、 眼 を 閉ぢて 前に 倒れか^-つた。 そこに は パオロの 胸が ある 酱だ。 その 胸に 抱き 取られる 時に 

クララ は ：兀 の クララで は なくな る ベ き^: だ。 

-.,  からだ 、 

もう パ ォ Q の 胸に * れ ると 思った 瞬^ は來て 過ぎ去つ たが、 不思議に も その 胸に は觸れ ないで クララ の 體は抵 

9  ,  まっしぐら 

杭の ないお^に 倾き 倒れて 行った。 はっと 驚く 収も なく 彼女 は何處 とも 判らない 深みへ 驀地に 陷 つて 行く のた つ 

た。 彼女 は 眼 を n かう と した。 然し それ は 堅く 閉ぢら れて肓 目の やうだった。 眞喑な 闇の 問 を、 ^風の やうな 空 

きも  さ  とバ 

氣の 抵抗 を 感じながら、 彼女 は^ち 放題に 落ちて 行った。 「地獄に 落ちて 行く の だ」 膽を 裂く やうた 心 咎めが 突 

然 クララ を 襲った。 それ は 本 常 は クララが 始めから 考 へて ゐた 事な の だ。 十六の 歳から 祌の 子^ 督の婢 女と して 

生き 通さう と 誓った、 その 祌聖な 誓 4 一口 を 忘れた 報いに 地獄に 落ちる のに 何ん の 不思議が ある。 それ は覺 悟し なけ 

れ ばなら ぬ。 それにしても^ 處女 によって 世に 降誕した 祌の P 基督の 御颜 を、 金輪際 拜し 得られぬ 苦しみ は 忍び 

やうがなかった。 クララ はとん ぼが へり を 打って 落ちながら 一 心不 亂に变 母 を 念じた。 
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ふと 光った ものが 眼の 前 を 過ォて 通った と 思った。 と、 その 兩 g は 棚の やうな ものに 支 へら， e て、 膝が しら も 

堅い 足揚を 得て ゐた。 クララ は改梭 者の やうに ながら、 棚ら しい も？ 上に 組み 尊 Is こ 額^ め 

た。  i 

泣いて る 中に クララお f は 忽ち 輕く なって、 やがて は 十ば かりの 直 女の 時の やうな 何事 も I やかに 珍ら しい 氣分 

になって £ わ つくた。 突然 華いだ 放膽な 歌聲が 耳に 這 入った。 クララ は 首 を あげて 好奇の 眼 を 見張った。 兩呔 はき 分 

の 部屋の 窓枠に、 兩膝 は^ひ なれた 樫の 長椅子の 上に 乘 つて ゐた。 彼女の 髮は 童女の 習慣 ど ほり、 ！：^ の やうに、 

肩 あたりまでの 長さに^ 下にして あった 。窓から は、 朧夜の 月の 光の 下に、 この 町の きがで なる サン. ル フネ ノ 寺院 

とその 前の 廣場 とが、 滑 かな 陽春の 筌氣 に柔ら めら れて、 夢の やうに 見渡された。 寺院の 化 側 を n ッカ. マジ ョ 1 

レの 方に ff、 一つ 集團 とな？ よろ けながら、 十五 六 人の 鬆な靑 年が、？ かぎりに 露 ，する 

歌 をうた つて 行く のだった。 クララ はこの 光景 を 窓から 見お ろす と、 夢の 中に ありながら、 これ は 前に 一度 

し た^-が あるのに と 思って ゐた。 

さう^ ふと、 M 時に 窓の 下の 出来事 はすん，， クララの 思 ふ 通りに はかどって 一 了つ ヒ。 

夏に は 夏の 我れ を 待て。 

みに は 春の 我れ を 待て。 

,  たか 

^に は 隼 を 腕に 据 ゑよ。 

おに は 花に n を 觸れ よ。 

^なり 今 は、 春な. リ 我れ ま。 


春な り 我れ は、 春な り 今 は。 

我がめ ぐ はしき 少女。 

春なる、 あ-. -、 この 我れ ぞ 春なる。 

な 

寢 しづ まった 町並み を、 張りの ある 男聲の 合唱が 鳴り ひ 1, くと、 無頓着な 無恥な 高 笑 ひが それに^い た。 あの 

靑年達 はもう 立 止まる 頃 だと クララが 思 ふと、 その 通りに 彼等 は 突然 坂の 中途で 足 をと めた。 互に 何 か 探し 合つ 

てゐる やうだった が、 やがて 彼等 は廣 場の 方に、 「フラ ンシ ス」 「ベルナル ド！ 不の 若い 騎士」 「まぉゃが盟 主」 

など \聲 々に 呼び立てながら、 はぐれた 伴侶 を 探しに もどって 來た。 彼等 は廣 場の 乎 前まで 來 た。 而 して 彼等 Q 

方に 一 一十 ニー-: に 兌え る 一人の 靑 年が 夢 遊. の やうに 足 もと もし どろに 歩いて 來 るの を兒 つけた。 クララ も 月お 

で その 靑年を 見た。 それ はコ ルソの 往還 を 一 つ へだてた すぐ 向う に 住む ベルナル ド ー ネ 家の フラン シ ス だった。 

•  V 'やう もん 

華美 を 極めた 晴着の 上に 定紋 をう つた 蝦 茶の マ ントを 着て、 飮み 仲間の 主權 者た る 事 を 現す i ビ右 乎に 握った 様 

子 は、 ほかの 靑年 達に まさった 無賴の 風俗だった が、 その 顔 は 瘦せ衰 へて 物凄い ほど 靑く、 眼 は 足 もとから 二三 

W さきの 石 璺を孔 の あく 程兑 入った ま \ 瞬 きもし なかった。 而 してよ ろけ る やうな 足 どり で- お えない ものに 引 

きすら れ ながら、 堂^の ^場の 方に 近づいて 來た C それ を兒 つける と、 引返して 來た靑 年 達 は 一度に.： U ち」 をつ く 

つて a けより ざまに フランシス を 取り かこんだ。 「フランシス」 「若い 騎士」 など，， その 肩まで 襟って 乎び かけて 

も フーフ ン シス は 恐ろしげ な 夢から さめる 様子はなかった。 靑年達 は その P い^^いに 又 どっと 高 笑 ひ をした。 

「銮 妻の 事で も 想像して 魂が もぬけた な」、 ； 人が フランシスの 耳に 口 をよ せて 叫んだ。 フランシス はついた 瓜が 

落ちた やうに きょ とんと して、 石疊 から 眼 を はなして、 自分 を 圍 むいく つかの 酒に ほてった ilar, 笑顔 を 薪/々 しナ 

に 兌 廻した。 クララ は卽興 詩で も 聞く やうに 興味 を 催して、 窓から 上 體を乘 出しながら そ、 e に 兆め 入った。 フラ 


有 島 武郞仝 集 笫 一 卷  二 七 四 

吏と  しゃく  はじ 

ンシ ス はやが て 自分の 纏った マ ントゃ 手に 持つ 笏に氣 がっくと、 甫 めて 今まで 耽って ゐた歡 樂の想 ひ 出の 絲 口が 

见 つかった やう に 苦笑 ひ をした。 

に ひづま 

「よく 飮 んで騷 いだ もんだ。 さう だ、 私 は 新妻の 事を考 へて ゐる。 然し 私が 貰 はう-とする 妻 は 君 等に は 想像 も 出 

來 ない 程 美しい、 富裕な、 純潔な 少女なん だ」 

さう 云って 彼 は!! を 上げて 靑年 達に 一 足 先き に 行けと 眼で 合圖 した。 靑年 達が 騷ぎ合 ひながら 堂 母の 蔭に 隱れ 

るの を見屆 ける と、 フランシス はい ま しげに 笏を 地に 投げつ け、 マントと 晴着と をす た， （-に 破りす てた。 

次の 瞬間に クララ は 錠のお りた 堂 母の 入口に 身 を 投げ かけて、 犬の やうに まろびながら 悔恨の 淚に むせび 泣く 

若い フランシス を 見た。 彼女 は 奇異の 思 ひ をしながら それ を 眺めて ゐた。 春の 月は朧 ろに 霞んで この 光景 を 初め 

から 仕舞 ひまで 照して ゐる。 

あ ふ 

寺院の 戶が 開いた。 寺院の 內部は 闇で、 その 闇 は戶の 外に 溢れ出る かと 思 ふ ほど 濃かった。 その 闇の 中から 一 

人の 男が 現れた。 十 歳の 意 女から、 いつの 問に か、 十八 歳の 今の クララに なって、 年に 相當 した 長い 髮を編 下げ 

ね £ き 

にして 寢衣を 着た クララ は、 恐怖の 豫覺を 持ちながら その 男 を 見つめて ゐた。 男 は 入口に うづく まる フランシス 

, 9  ひとみ 

に 眼 をつ ける と、 きっと クララの 方に 銳ぃ眸 を 向けた が、 フランシスの 襟元 を 摑んで 引きお こした。 ぞろ. /(\ と 

華やかな 着物 だけが 宙 につる し 上って、 肝腎の フランシス は 溶けた のか 消えた のか、 影 も 形 も なくなって ゐた。 

クララ は 恐ろしい 衝動 を 感じて それ を 見て ゐた。 と、 やがて その 男の 手に 殘 つた 着物が 二つに 分れて、 一 っはク 

ララの 父と なり、 一 つ は 母と なった。 而 して 二人の 間に 立つ その SR は、 クララの 許婚の ォッ タヴィ アナ • フォルテ 

ブラッチ ョ だった。 三人 は クララの 立って ゐる 美しい 芝生より 一 段 低い 沼地が \ つた 黑 土の 上に^ 調に すらつ と 

ならんで 立って ゐた I 父 は 脅かす やうに、 母 は 歎く やうに、 與は怨 む やうに。 戰の街 を 幾度 もく^った らしい、 


日に 燒 けて^ 性的な ォッ タヴィ アナの 顔 は、 飽く 事な き 功名心と、 强ぃ 意志と、 生一本な：^ 象と で、 問い 輪廓 を 

描いて ゐた。 而 して その上 を S 族 的な 誇りが 包んで ゐた" 今まで 誰の 前に も 弱味 を 兌せ なかった らしい その 顔が、 

恨み を 含んで ぢ つと クララ を兑 入って ゐた。 クララ は 許婚の 仲で あるく せに、 而し てこの 靑 年の^ら しい 强さを 

尊敬して ゐる くせに、 その 愛 をお となし く 受けようと はしなかった の だ。 クララ は 夢の 中に ありながら 生れ 落ち 

ると から 祌に獻 げられ てゐ たやうな 不思議な 自分の 運命 を 思 ひやった。 晚 かれ 早 かれ 生みの親 を 離れて 行くべき 

0  くろつち 

身の上 も考 へた。 見る と 三人 は. 0 分の 方に 乎 を 延ばして ゐる。 而 して その 足は黑 土の 中に じり （-と 沈み こんで 

行く。 脅かす やうな 父の 顔 も、 歡 くやうな 母の 顔 も、 怨む やうな オック ヴィ アナの 频も： a る. /(- 變 つて、 眼に 

おる 難憐を 救って くれと、 恥 も 忘れて 叫ばん ばかりに ゆがめた 口 を 開いて ゐる。 然し 一一； 人と も聲は 立てす に 死の 

やうに 靜 かで 陰^だった。 クララ は 芝生の 上から それ をた^ 眺めて は ゐられ なかった。 口まで 泥の 中に if まつ 

て、 淚を 一 ばいため た 眼で ちっと クララ に 物 を 云 はう とする 三人の 顔の 外に、 朵て しのない その 泥の 沼に は 多く 

の 男女の 頭が IS かに 沈んで 行きつ-^ あるの だ。 頭が 沈み こむ とぬ るりと 叫 方から その 跡 を 埋めに 流れ 寄る 泥の 動 

^は 身の^ をよ だてた。 クララ は 何もかも 忘れて 三人 を 救 ふために 泥の 中に 片足 を 入れよう とした。 

,  t つきい 

その 瞬 問に 彼女 は SI^W に 照り 輝く 光の 中に 投げ出された。 芝生 も 泥の 海 ももう そこにはなかった。 クララ は^ 

がくら みながら も 起き 上らう ともが いた。 クララの 胸 を 摑んで 起させな いものが あった。 クララ は それが 灭使ガ 

ブ リエルで ある 箏を 知った o 「天 國に 嫁ぐ 爲め にお 前は淨 めら れ るの だ」 さう 云 ふ 聲が閒 こえた と 思った。 同時に 

*  /  {  J  , ， ,  含つ さき 

カフ リ H ル は^々 と^える 炎の^ を クララ の 乳房の 間から すぶりと さし 通した。 燃えさかった 尖 頭 は 下 股 部まで 

屆 いた。 クララ は 苦悶の 中に 眼 を あげて あたり を 見た。 まぶしい 光に 明滅して、 ト字 架に か >T つた 茶督 の^れ ^ 

5 ちゃう てん 

かに 貝 やられた。 クララ は 有 苽： 人に なった。 全身 は 嘗て 覺ぇ のない 苦しい 快い 感覺に 木の葉の 如く をの i いた。 

ク ララの 出 家  二 七-も： 


有 鳥 武郎仝 集 ^  I 卷  二 七 六 

喉 も 裂け 破れる 一 聲に、 全身に 張り 滿 ちた 力 を 搾り 切らう とする やうな 瞬^が 來た。 その 瞬間に クララ の 夢 はさ 

めた。 

ク ラ ラ はァグ ネス の 眼 を さまさない やうに そっと 起き 上って 窓から 外 を 見た。 眼の 下に は 夢で 兑 たと ほりの ル 

フネ ノ寺院 が 鹧 闇の 中に 厳かな 姿を昆 せて ゐた。 クララ は 扉 を あけて 柔 かい 卷の 签氣を 快く 吸 ひ 入れた〕 やが 

て ボルタ. カブ チイ  一！ の 方に かすかな 東 明の 光が 漏れた と 思 ふと、 救世主の H ルサレ ム 入城 を 記念す る 寺の 鐘が 

をん どリ  と き  な  か は 

一 時に 鳴り 出した。 快活な 同じ 鐘の音 は、 麓の 町から も 聞こえて 來た、 牡鷄が 村から 村に 時 鳴 を啼き 交す やうに。 

ベ，： n こそ は 出家して 基督に 嫁ぐべき 日 だ。 その 朝の 淺ぃ 眠り を覺 ました 不思議な 夢 も、 思 ひ 入った. 心に は祌の 

御^げ に逮 ひなかった。 クララ は淚ぐ ましい、 しめ やかな 心に なって ァグ ネス を 見た。 十 gl の 少女 は 神の やうに 

^りっ^け てゐ た。 

邡^ は靜 かだった。 

〇 

クララ は 父母 や 妹 達より 少しお くれて、 朝の 禮拜 に聖ル フネ ノ 寺院に 出かけて 行った。 在家の 生活の 最後の 日 

だと 思 ふと、 さすがに 名 ig が 惜しまれて、 彼女 は 心 を 凝らして 化粧 をした。 .「 クララ の 光りの 髮」 と アッシジ で 歌 

はれた その 髮を、 眞珠 紐で 編んで 後ろに 垂れ、 ベネ チヤの 純白な 絹 を 着た。 家の 者の 居ない 隙に、 手 ：！ 十く 蹬乎紙 

と 形 貝の 品物 を 取りまとめて 机の 抽斗に しまった。 クララの 眼に は あとから/ (-淚 が 湧き 流れた。 眼に 觸れる も 

の は 何から 何まで なつかしまれた。 

,  は f ため  . 5 ら、 

-人 の婢^ を 連れて クララ は 家 を 出た。 コル ソの 通りに は 織る やうに 人が 群れて ゐた。 春の 日は麗 かに 輝いて 

祭日の 人心 を： 史に 浮き立た した。 男 も 女 も 愤 侶 も クララ を扳 りか へ つて 見た。 「光りの 髮の クララが 行く さう-. ム 


ふ聲が あちらこちらで 私語 かれた。 クララ は 心の中で 主の祈り を 念佛の やうに 繰返し， C 一  向に-服の 前 を 見つめ 

ながら 歩いて 行った。 この 雜鬧な 往來の 中で も 障害になる もの は 一 つもなかった。 廣ぃ 秋の 野 を 行く やうに 彼女 

は 歩いた。 

クラ ラは寺 の 入口 を 這 入る とまつす ぐに シ ッフヒ 家の 座席に 行って ァグ ネス の 側に 座 をい；： めた" 彼女 はフォ ル 

テ ブラッチ ョ 家の 座席から ォッタ ヴィァ ナが 送る 視線 をす ぐに 左の 頓に 感じた けれども、 もう そんな^に 頓着 はし 

おもて  と  わき f 

てゐ なかった。 彼ケ、 は 座席に つくと 面 を 伏せて 眼 を閉ぢ た。 や、 ともす ると 所も辨 へす に 熱い 淚が 眼が しらに に 

じ まう とした。 それ は 悲し さの 淚 でも あり 喜びの 淚 でもあった が、 同時に どちらで もなかった。 彼女 は 今まで 知 

にたかった 淚が眼 を 熱く し 出す と、 妙に 胸が わく. （- して 來て、 念に 深淵の やうな 深い 靜 かさが 心 を 襲った。 ク 

ラー ソは 明かな 意識の 中に ありながら， 總 てのものが 夢の やうに 兑る/ \ 彼女から 離れて 行く の を 感じた。 無一物 

た：：？^ な^: 界に クララの 魂 だけが 唯一 つ 感激に 震へ て 燃えて ゐた。 死 を宣吿 される 前の やうな、 奇怪な 不安と 沈 

靜 とが 交る.，^ - 襲って 來た。 不安が 沈靜に 代る 度に クララの 眼に は 浜が 湧き上った。 クララの 處 女らしい 體は蘆 

の 葉の やつに 細かく をの、 いて 居た。 光の やうな その 髮も亦 細かに 震へ た。 クララの 乎 は 自ら ァグ ネスの 乎 を 党 

めた。 

「クララ、 あなたの 手の 冷たく 震へ る 事」 

「しつ、 靜 かに」 

クララ は翊 りない もの を 頼りに したの を 恥 ぢて手 を 放した。 而 して 咽せ る 程な 參詣 人の 人い きれの 中で 乂孤獨 

に 道 つた。 

「ホザ ナ ：：： ホザナ ：••： 」 

クララの 出家  二 七 七 


も. ぉ武郞 仝^ 笫ー卷  二 七 八 

內陣 から 合^が 問 こえ 始めた。 會 衆の 動 椅は 一時に 鎭 つて 座席 を 持たない 平民 達 は 敷石の 上に 跪 いた。 ^け 

放した 窓から は、 柔 かい 春の 光と 签 氣 とが 流れ こんで、 壁に 垂れ 下った 旗 や 旒を靜 かにな ぶった。 クララ はふと 

眼 を あげて 祭壇 を 見た。 花に 埋められ 香 をた き こめられて ビザ ン チン 型の 古い 十字架 聖像が 奧 深く すゑら れてぁ 

つた。 それ を 見る と クララ は 咽せ 入りながら 「ァ ー メン」 と 心に 稱 へて 十字 を 切った。 何ん と 云 ふ 貧し さ。 そし 

て 何ん と 「ムふ 慈愛。 

祭 擅 を 兌る と クララ はいつ でも 十六 歳の 時の 出 來事を 思 ひ 出さす にはゐ なかった。 殊に この 朝 は その 囘 想が？ i 

しく 心に 逼 つた。 

今朝の 夢で见 た 通り、 十 歳の 時 服の あたり 目擊 した、 ベ ルナ ルド ー ネ のフラ ン シス の 面影 は その後 クララ の 心 

を 離れ なくなった。 フランシスが 狂氣 になった と 云 ふ 噂 も、 父から 勘當を 受けて 乞食の 群に 加 はった と 云 ふ 風聞 

をと め ご i ろ 

も、 クララの 乙女心 を 不思議に 强く 打って 響いた。 フ ラ ン シ ス の 事になる と シッフ ヒ 家の人々 は 父から 下女の 末 

に： ム丄 るまで， い &笑ひ 草に した。 クララ はさう 云 ふ 雜言を 耳に する 度に、 自分で そんな 事 を 口走った やうに 額 を 

赤. ら めた。 

クララが 十六 歳の 夏であった、 フランシスが 十二 人の 伴侶と 羅 馬に 行って、 イノセント 三世から、 基督 を 模範 

にして 生活す る 事と、 寺院で 說敎 する 事との 印 可 を 受けて 歸 つたの は。 この 事が あってから アッシジの 人々 のフ 

ラ ン シス に對 する 態度 はおに 變 つた。 ある 秋の 末に クララが 思 ひ 切って その 說敎を 聞きたい と 父に 歎願した 時 こ 

ものす 

も 父 は 物好きな 奴 だと 云った ばかりで 別にと めはしなかった。 

クララの^ 想と は その 時の 事で ある。 クララ は 矢張り この 堂 母の この 座^に 坐って ゐた。 着物 を 重ねても 塞い 

まつばて か  なか 定 

秋 寒に 講壇に は 眞棵な レオと 云 ふフラ ン シス の 伴侶が 立って ゐた。 男 も 女 もこの 奇異な 裸胜に 奇異な si 所で f 遇 


つて 笑 ひく ヴ， 1 ぬ ものはなかった。 解し い 身分の 女な ど は あからさまに 卑猥な 言葉 を その 若い 道士に 投げつ け 

た。 道士 は總 ての 反感に 打ち克つ だけの 熱意 を 以て 語らう としたが， それに は 朱 だ 少し 信仰が 足りない やうに^ 

えた。 クララ は 顔 を 上げ 得なかった。  〜 

そこに フランシスが 是れも 裸 形の ま、 で 這 入って 來て レオに 代って 講壇に 登った。 クララ はな ほ 顔 を 得 上げな 

「祌、 その まお、 聖粱 及び 基督の ^ お. ぞ の^なる 法皇の 御^によ つて、 末世の 罪人， 神の ド召 —はよ つて 人 を 喜ば 

r お^ 師な る フ ラ ン シ ス がせ；： 良な アッシジの 市民に 吿げ る。 フランシス は 今日 敎 友の レオに 堂 母で 說敎す る やう 

にと： ぶった。 レオ は祌を 語る だけの 辯 才を祌 から 授かって ゐな いと 担んだ。 フランシス は それなら 裸 かにな つて 

行つ こ、 if 說敎 しろと 云った。 レオ は 雄々 しく も 裸 かにな つて 出て 行った。 偖て レオが 去った 後、 レオに 斯か 

る^ 行を强 ひながら、 何事 も なげにお 殘 つたこの フランシス を 祌は嚴 しく 鞭ち 給うた。 眼 ある 者 は 見よ。 懺悔し 

た フランシス は 諸君の 前に 立つ。 諸君 は フランシスの 裸 形 を 憐れまる、 か。 然 らば 諸君が 眼 を 注いで 見ねば なら 

ぬ ものが 彼處 にある。 眼 ある もの は 更に 眼 を あげて 見よ」 

クララ はいつ の^にか^ の裸體 と相對 して ゐる事 も 忘れて、 フランシス を 見やって ゐた。 フランシス は 「眼 を 

あげて 兌よ」 と 云 ふと 同時に 祭壇に 安置され た.^ 字 ii ぎ を恭々 しく 指さした。 十字架 上の 基督 は 痛ましく も瘦 

せこけ^^ 形の ま 、で 會衆を ikp ろして ゐた。 二十 八の フラ ン シス は 何處と 云って 際立って 人 眼 を 引く やうな 容 

Q を 寺って ゐ なかった が、 祈禱 と、 斷 食と、 勞 働の 爲 めに やつれた 姿 は、 靈 化した 彼の 心 を その ま、 寫し 出して ゐ 

た。 長い 說敎 ではなかった が、 神の愛、 貧^の 祝福な ど を 語って 彼が ァ ー メンと 云って 口 をつ ぐんだ 時には、 人 

人の 愛、 レが どん底から ゆすり あげられて 思 はす 互に 固い 握 乎 をして す&り 泣いて ゐた。 クララ は 人々 の 泣く やう 


冇^ 武郞仝 ffi  ^ ー卷  ： ： 

二 入 o 

には^かなかった。 彼女 は 自分の 眼が 燃える やうに 思った。 

その： n 彼女 は フランシス I 悔の 席に 列な I を 申し こんだ。 懺悔す る もの は クララの 外 こも 澤山 居た が、 ク 

ララ はわ ざ 41 選ん だ。 クララ の番が來 て 義§の アブ スに 行く と、 7 ラン シス は.？ 一  人^ f とま 

れる 樺色の if 着て、 繩 の帶 を 結んで、 胸の 前に 組んだ？ 見入る やうに f 下げて、 鐘 ひの f けこ 7 

けて ゐた。 クララ を 見る と 乎 まねで 自分の 前に ある 椅子に 坐れ と 指した。 二人 は 向 ひあって 坐で」。 

見 八：： ましに」。  -  f 1 

また^ ァプス は 寒く 淋し 4 み 渡って ゐた。 ステ インド. グラス かまれる 光線 は、 いくつかの I 

、管 IF く 彩って、 それが クララの 髮？ に來て しめ やか &f。 恐ろしい 程に あたり は物靜 かだった。 クラ 

ラ の 燃ぇ| は 命の綱の やうに フラ ン シ ス の 服に すがりついた。 7 ラン シス の 眼 は 蓮いた 愛 i ちくて クラ 

=管 かき 抱く やうに した。 クララの 心 はぎ しれて、 フランシスの 眼 i して その 尊い ff うとした。 

や 力て クララの 眼 れる 程た まった と 思 ふと、 ほろ くと f- 傳 つて 流れ はじめた。 彼女 ま それでも i 

^ フン シス 直 守る 事 零め なかった。 かう して 又 いくらかの 時が 過ぎた。 クララ はき 默 つた f で 坐つ— て 


「神の^ 女」 


フランシス はやが て 厳かに かう 云った。 クララ 筵 を 外にう つす ことが 出來 なか？。 

I あなたの 懺悔 は祌に 達した。 祌は 1 し 給うた。 ァ I メンニ 

ク U はこの 上控 へて は ゐられ なかった。 椅子から すべりお 下りる と 敷石の 上に 身 を 投げ出して、 a 

た ，バ さい、" は 無上の I の爲 めに 破れようと した。 思 は J をす り S て、 素足の， の フランシス S 


先に^ を觸れ ると、 フランシス は靜 かに 足 を 引きす ざら せながら、 いた はる やうに 祝. 1 する やうに、 彼女の 頭に 

輕 く 手を^いて^ 遠に つぶやき 始めた。 小雨の 雨垂れの やうに その. 言葉 は、 淸く、 小さく 鋭く、 クララの 心 を 打 

つた。 

「：！： よりもい 、事 は 心の 淸く 貧しい^ だ」 

獨語 の やうな さ、 やきが かう 聞こえた。 而 して ^く 沈 默が緩 いた。 

「人. v まへ：' のま、 で滿足 だと^って ゐる。 私に はさう は 思へ ない。 あなた もさう は见 はない。 祌は それ をよ しと 

^給 ふだら う。 兄お の 口、 姉妹の： ^は 輝く のに、 人 は^く 喜び を 忘れて ゐる。 飛 雀 は 歌 ふのに 人 は 歌 はない。 木 

は 跳る のに 人 は 跳らない。 淋しい^の 屮だ」 

乂ほ黑 

「沈 默は贫 しさ 程に 美しく 尊い。 あなたの 沈 默を私 は 美酒の やうに 飲んだ」 

それから 恐ろしい^の 長い 沈默が 緒いた。 突然 フランシス は慄 へる 聲を 押鎭 めながら つぶやいた。 

「あなた は 私を戀 して ゐる」 

クララ はぎよ ひ として： 史 めて や：^: を 兌た。 フラン シ スは 激しい 心の 動搖 から 咄嗟の 間 に 立ちな ほって ゐた。 

「そんなに 驚かないでも い、」 

さう いつ て靜 かに^ を閉ぢ た。 

クララ は，：：： 分で 知らなかった，：：： 分の 祕密を その 時フラ ン シス によって 甫 めて 知っ^。 長い間の 不思議た 心の 逑 

ひ を クララ は秫々 に 解き ゎづら つて ゐ たが、 それが その 時 始めて 解かれた の だ。 クララ はフラ ン シス の 明察 を 何 

んと 感謝して い、 のか、 どう 詫びねば ならぬ か を 知らなかった。 狂氣の やうな. E 分の 泣き 聲ば かりが クララの 耳 
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にや くいた ましく 聞こえた。 

「わが 神、 わが 總て」 

また 長い 沈默 がっ^いた。 フラン シ スは クララの 頭に 手 を 置き そへ たま， T 默禱 して ゐた。 

あた ひ  よりみち 

「私の 、もも をの i  く。  ：•：• 私 は あなたに 値しない。 あなた は 神に 行く 前に 私に 寄 道した。 ••：： さりながら 愛に よ 

つて つま づ いた 優しい 心 を 神 は 許し 給 ふだら う。 私の 罪 を も 亦 許し 給 ふだら う」 

かく 云 つ て フランシス はすつ と 立 上つ た。 而 して 今までと は 打 つて 變 つて 神々 しい 威厳で ク ラ ラ をき しながら 

言 槳を緖 けた。 

「祌の 御名に よりて 命す る。 永久に 神の 淸き 愛兒 たるべき 處 女よ。 腰に 帶 して 立て」 

その $ロ 葉 は 今でも クララ の 耳に 燒 きついて 消えなかった。 而 して その 時から もう 世の常の 蔻女 ではなく なって 

うは 

ゐた。 彼女 は その 時の 囘 想に 心 を 上 すらせながら、 その 時 泣いた やうに 激しく 泣いて ゐた。 

ふと 「クララ」 と 耳 近く 囁く ァグ ネスの 聲に 驚かされて クララ は顏を 上げた。 空想の 中に 描かれて ゐたァ ブス 

の 淋し さと は 打つ て變 つて、 堂 內には ひし/ \ と 群集が ひしめ いて ゐた。 祭壇の 前に 集まった 百 人に 餘る 少女 は、 

+•、 ゆ ろ  ばえ  たなび 

^^の^の 代りに 月桂樹の 权と 花束と を 高く かざして ゐた —— 夕榮の 雲が 棚引いた やうに。 クララ の 前に はァ 

グ ネス を從 へ て 白い 髯を 長く 胸に 垂れた 盛装の 僧： 止が 立って ゐる。 クララが 顔 を 上げる と 彼 は 慈悲 深げ に ほゝゑ 

んだ。 

とつ  をと め  ち-、 

_ 嫁き 行く 處 女よ。 お前の 喜びの 淚に 祝福 あれ。 こ の 月桂樹 は佾 K によって 祭壇から 特にお 前に 齎らされた もの 

だ。 僧正の 好意と 共に 受け を さめる がい >j 

クララが 知らない 中に 祭事 は 進んで、 最後の 儀式 卽ち參 詣の處 女に 僧^ 手づ から 月桂樹 を 渡して、 救世主の 入 


城 を する 場合に なって ゐ たの だ。 而 して クララ だけが 祭壇に 來 なかった ので 僭 正囟ら クララの 所に 花 を 持つ 

て來 たの ビ つた。 クララ が 今夜 出家 するとい ふ 手喾を フランシスから 知ら されて ゐた 僧^ は、 ク ラ ラ に 他處な が 

らし， 別を與 へる ために この 破格な 處遛 をした の だと 氣が附 くと、 クララ は 又 更に 淚 のわき 返る の をと ビめ 得な か 

- ノたリ クララの 父^ は佾 正の 首 紫 を フォルテ ブラッチ ョ 家との 緣談と 取った の だら う、 笑み かまけ ながら 挨拶の 

辭侬 をした。 

やがて W 人の 處 女の 喉から 華々 しい 頌 I ^が 起った。 シ オンの 山の 凱歌 を千ハ やの 後に 反響 さす やうな 熱と 喜びの 

こも？ や ：- ぶ = が 内^から m を ^動 さして 響き I つた。 會衆は 蠱惑され て 聞き惚れて ゐた。 底の 底から 清め 

ら I おめら れた クララの 心 は、 露ば かりの 愛の あら はれに も 嵐の やうに 感動した。 花の 間に 顔 を 伏せて 彼女 は少 

女の に 捣られ ながら、 無我の 祈禱に 浸り 切った。 

〇 

「ク ラ ラ  クララ」 

クララ は 眼 を さまして ゐ たけれ ども 返事 をし なかった。 幸に 母の ゐる 方に は 後ろ 向けに、 ァグ ネスに 寄り添つ 

ご^て， o, こから、 その ま、!^ ま： ど 殺して 默 つて ゐた。 母 は 二人とも よく 寢 たもんだ と 云 ふやうな 事 を、 母ら しい 

を：^ に^ちた (：：ぉ で 云って、 何 か 衣裳ら しい もの を大 椅子の 上に そっくり 置く と、 忍び足に 寢秦に 近よ つて しげ 

しげと 二人のお 姿 を昆 守った。 而 して 夜^ を かけ 添へ て輕く 二つ 三つ その上 をた、 いてから 靜 かに 部屋 を 出て 行 

つた。  . 

ク ラ ラ の 枕 はし ぼる やうに 淚に 濡れて ゐた。 

4 ぱ の^の 夜 ま，, 、あこ 4 けた。 町の 諸 門 をと ぢる合 圖の鐘 は 二 時間 も 前に 鳴った ので、 コル ソに 集まって 賫買 
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\ て 力  こわ ti,^ 

にれ， L 力った 村の 人々 の 81 问な騷 ぎ も 聞こえす、 軒な みの^も もう 仕舞って 寢 しづ まったら しい。 が 猫 を 慕 ふ^ 

猫の 忍 ひ 入った やうな 啼き聲 が 時折り 聞こえる 外に は、 クララの 部屋の 時計の ^かが 靜 かに 下 リて齒 車 をき しら 

せる 昔ば かりが した。 山の 上の 春の 络氣は なごやかに 靜 かに 部屋に 滿 ちて、 ^^から I 一人が^ つて 歸 つた 月桂樹 

と花朿 の 杏 を 隅 々 まで 能め てゐ た。 

クラ ーソは 取りす がる やうに 祈りに 祈った。 眼 を あける と 間近に ァグ ネスの 眠った 顔が あった。 クララ を 姉と も 

親と も 慕 ふ 無邪^な、 素直な、 天 使の やうに 淨ら かな ァグ ネス。 クララが この 二三 日 や，， ともす ると 服に 淚 をた 

めて ゐ るの を 兑て、 自分 も 一緒に 淚 ぐんで ゐ たァグ ネス。 …； その ァグ ネスの はいつ でも 淚で 洗った やうに 

突し 力った。 殊に 色白な その 頰は寢 入って から 健康 さう に上氣 して、 その^に 形よ くぎり 上った 小鼻 は 翳 かな 呼 

吸と^ に 微細に 震へ てゐ た。 「クララの 光りの 髮- ァグ ネスの 光りの 眼」 と 云 はれた、 無類な 1 み を 持った 直 女 

にして は どこか 哀れな、 大きな その 服 は 見る 事が 出来なかった。 クララ は、 兄つ める 程、 骨肉の いとし さが こみ 

上げ て^て そっと 掌で 髮か ら頰を 撫でさす つた。 その 乎に 感 する 暖かい なめらかな 觸感は クララ の 愛慾 を 火の 

やうに した。 クララ は 抱きしめて 思 ひ 存分い としが つて やりた くな つて 半身 を 起して 乘 しか、 つた。 同時に その 

場 八：： の ゾ^が クララ を 思 ひと ピ まらした。 クララ は 肱 をつ いて 半分 身 を 起した ま \ で、 ァグ ネス を 見やりながら 

ほ 7 ぐと おいた。 死んだ 一 人兒を 母が 撫でさす りながら^ くやう に。 

ザん まい  • 

5カ のきし む 昔と 共に 時計 力 鳴り 出した。 クララ は 數を數 へないでも 丁度 夜半で ある 事 を 知って ゐた。 而 して 

淚を拭 ひも あへ す靜 かに^から すべり 出た。 打合せて おいた 時刻が 來 たの だ。 安息日が 過ぎて 神聖 月曜日が 來た 

の だ クララ は^から 下り立つ と 昨日 堂 母に 着て 行った ベネ チヤの 白 絹 を 着ようと した。 それ は 花嫁に ふさ は 

しい 色だった。 然し 見る と大 椅子の 上に 昨夜 母の 持って来て くれた g の 衣裳が 置いて あった。 それ は クララが 板 


ん で^た^ 紫の 一 揃 ひだった。 神聖 月 II 日に も 聖ルフ キノ 寺院で 式が あるから， 昨日の ものと は逮 つた 服装 を さ 

せようと 云 ふ 母の 心盡 しがす ぐ 知れた。 クララ は 嬉しく 有難く 思 ひながら それ を 着た。 而 して 着ながら 若し 是れ 

が^ 親の 許し を 得た 結婚であった ならばと 思った。 父 は 恐らく あすこの 椅子に かけて 微笑しながら 自分 を^ 守る 

だら う： 3 と」々. n< とよ^て 立ち灸 ろ こ 立ちして： H 粧を手 傅 ふお だら う。 さう 思 ひながら クラ ラは 音を立て ないや 

/  f  -  L.  b  .F 1  >  ひきだし 

うに 川^して、 かけに くい 背中の ボタン を かけたり した。 而 していつ もの 習惯 通りに 小镇^ の 抽斗から 頸^りと 

匕乂 きとの 入れて ある 小箱 を 取り出し たが、 それ はこの 際にな つて 何ん の 川 もない もの だと 氣が附 いた。 クララ は 

その^^に 未練 を覺 えた。 その 一 つくに は それぐ の 思 ひ 出 がっきまつ はって ゐた。 クララ は 小箱の 蓋に 

^い 接吻 を與 へて、 ：： 几の 通りに しま ひこんだ。 寂しい 花嫁の 身レ たく は靜 かな 夜の 中に 淋しく 終った。 その 巾に 

、いは^々^^ いて 力 を^て 行った。 こんなに 泣かれて はいよ く 家 を 逃れ出る 時には どうした らい \ だ らうと S 

つ ヒ^つ いの、. ：3 配 は. 战用 こなった。 沈んで はゐ るが しゃんと 張 切った 心 持に もって， クララ は 部屋の 隅の 聖像の 

前に 跪いて 燭火を 捧げた。 而 して 靜 かに 身の 來し 方を础 みた。 

幼い 時から クララに は- ムひ 現し 得ない 不滿 足が 心の底に あった。 いら/ \ した 氣分は よく 髮の結 ひ 方、 衣服 

cv:」 亡 方に 小ぜ を： ムは せた。 さん， 小首 を 云って から 獨 りになる と 何ん とも 云 へ ない 淋し さに 襲 は、 タて、 剖^ 

r5« ひと 1, * 人ド. もや 一いて ゐ た^^も 甦 つた。 クララ はそんな 時には 大好きな 母の 顔 さへ 兑る事 を 嫌った。 

まして や 父の 颜は 野徵の やうに 兑 えた。 いまに 誰か 來て私 を 助けて くれる。 堂 母の 壁騫 にある やうな： 大阔 に迚れ 

て 行って くれる からい、 とさう^つ た。 色々 な宗敎 整が ある 度に 自分の 行きたい 所 は何處 だら うと 思 ひながら 注 

意した。 その 巾に クララの 心の中に は 二つの 世界が 考 へられる やうに なり だした。 一 つ は アッシジの 市民が ^ 

を さ、 こめて、 上から 下まで 牛： 活 して ゐる^ 界だ。 一 つ は 市民 等が 信仰して ゐる にせよ、 ゐぬ にせよ、 敬意 を 
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捧げて ゐる基 及び 諸 聖徒の 世界 だ。 クララ は 第一 の 世界に 生 ひ 立って 榮 華 を 極むべき 身分に あった。 第；： 

の 世界に 何故 渴 仰の 眼 を 向け 出した か、 クララ 自身 も 分らなかった が、 當時 ペルジャの 町に 對 して 勝利 を 得て 燭 

立と 繁盛との 誇りに 賑やか 立った アッシジの 辻 を、 豪奢の 市民に 立ち交りながら、 「平和 を 求めよ 而 して 永遠の 平 

和 あれ」 と 叫んで 歩く 名もない 乞食の 姿 を 彼女 は 何ん となく 考へ 深く 眺めない では ゐられ なかった。 ^て 死んだ 

のか 宗旨 代へ をした のか、 その 乞食 は 影 を 見せ なくなって、 市民 は 誰 憚らす 思 ふさ まの 生活に 耽って ゐ たが、 ク 

ララ はどうしても 父 や 父の 友達な どの 送る 生活に 從 つて 活 きょうと 思 ふ 心地はなかった。 その 頃に フ ラ ン シ ス 

I この M まで 第一 の 生活の 先頭に 立って、 雄々 しく も 第二の 世界に 楣を ついた フランシス —— が 百姓の 服 を 着 

て 子お 等に 狂人と I 馬ら れ ながら も、 聖ダミ ヤノ 寺院の 再建 勸 進に アッシジの 街に 現れ I 出した。 クララ. HV 知 1 

す この 乞食^の 擧動を 注意して ゐた。 その 頃に モント ルソリ 家との 婚談も 持 上って、 クララ は 度々. E 分の 窓の 下 

で 夜お そく 歌 はれる 夜曲 を 閗 くやう になった。 それ は クララの 心 を i らし、 ときめかした。 同時に クララ は 何 勿 

よりも この 不思議な 力 を 恐れた。 

その 時分 クラ ラは 著者の 知れない 或る 古い 書物の 中に 下の やうな 文句 を 見出した。 

「肉に 溺れん とする ものよ。 肉 は靈 への 誘惑なる を 知らざる や。 心の 眼 鈍き もの はま づ肉 によりて 愛に 目 ざむ る 

なり。 愛に 同 ざめ て そ を哺む もの は靈に 至ら ざれば やまざる を 知らざる や。 され ど 心の 眼 さとき もの は 肉に ぎら 

すして 直ちに 愛の 隱る& 所 を 知るな り。 聖處 女の 肉に よらす して 救 主 を!， み 給 ひし 如く、 汝等 心の 眼 さとき もの 

は聖靈 によりて 諸 善の 胎 たるべし。 肉の 世の 廣 きに 恐る、 事 勿れ。 一 度 恐れ ざれば 汝等は 神の 恩惠 によりて、 ひ P 

眼 さとく 生れた る ものなる こと を覺 るべ し」 

クララ は 幾度 も そこ を讀み 返した。 彼女の 迷 ひ はこの 珍ら しく もない 句に よって 不思議に 晴れて 一 了った。 p レ 


て フラン シ ス こ對 して^^ を 持ち出した。 フ ラ ン シ スを辯 護す る 人が ありで もす ると 嫉妬 を 感じな レ では ゐら 

れ ない 程好 意 を 持ち出した。 その 時から クララ は總て の 緣談を 顧み なくなった。 フォルテ ブラッチ ョ 家との 婚約 

を 父が 承諾した 時で も、 クヲラ は. ー應^ 退した ビ けで、 後 は 成行きに まかせて ゐた。 彼女の 心 はそんな 事に は 止 

つて はゐ なかった。 唯 心を籠めて 淨ぃ 心身 を 基督に 獻げる 機ば かり を 窺って ゐ たの だ。 その 中に 十六 歳の 秋が 來 

て、 フランシスの 前に 懺悔 をして から、 彼女の 心 は 全く 肉の 世界から 逃れ出る 事が 出来た。 それからの 一年 卞ハ 

長いく 天との 婚約の 試練 も 今夜で^て たの だ。 是れ から は 一 人の 主に 身 も 心 も獻げ 得る 嬉しい 境涯が 向 分 を 待 

つて ゐ るの だ。 

クララの 颜は ほてって 輝いた。 聖像の 前に 最後の 祈り を 捧げる といそく として 立 上った。 而 して 鏡 を 手に 取 

つて 々、と in: 分の 顔 をお して 見た。 それが 自分の 肉との 最後の 別れだった。 彼女の 吸に はァグ ネスの 寢 額が 吸 附 

,  .  ド 1 そ 

く ^ うにび 舞に 央 つた。 クララ は靜 かに 寢床に 近よ つて、 自分の 寢てゐ た 跡に 堂 母から 持歸 つた 月桂樹に 枝 を 敷 

いて、 その上に^ 像 を遛 き、 その ま はり を 花で 飾った。 而 してもう 一度 聖像に 祈禱を 捧げた。 

「御 心なら ば、 主よ、 ァグ ネス を も 召し 給へ」 

クララ は輕 くァグ ネス の 額に 接吻した。 もう 思 ひ 殘す蔡 はなかった。 

V 、&か  あ  I 

ためら ふ^な く クララ は 郃屋を 出て、 父母の 寢窒の 前の 板 床に 熱い 接吻 を 殘 すと、 戶を 開けて バ ルコ ンに 出た J 

ぞぉ から 下 をす かして 兑 ると、 暗の 中に 一 一人の 人影が 見えた。 r ァ ー メ ン」 と 云 ふ 蒉ぃ聲 が 下から 響いた。 クララ 

も 「ァ ー メン」 と 云って ま』 じながら 用意した 綱で 道路に 降り 立った。 

まひな ひ  、  4  , 

お-も 路も& かった。 - 二人 は ボルタ • ヌォバ の 門^に 賂 して 易々 と 門 を 出た。 門 を 出 ると ゥム プリ ャの 平野 は 

^晤 こ逮 く廣く K の 前に 展け夏 つた。 モンテ. フ アル コ の 山 は 平野から 喑ぃ^ に崛 起して おごそかに こっち を兑っ 
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めて ゐた。 淋しい 花嫁 は 頭巾で 深々 と 顔を隱 した 二人の 男に 守られながら、 すがりつく やうに^ I ホバ に 祈； g を捧 

げ つ-、 ^の 光 を.^ りに 山 坂 を 曲りくねって 降りて 行った。 

力 .？  一- ン •，*  .5 レ - で. て 

ソ ラ ン シ ス とその との 禮拜 所なる ボル チウ ンク ゥラ の 小 龕の 灯が 遙か 下の 方に 兌え 始める 坂の 突角に、 船 

火 を 持った 叫 人の 敎 友が クララ を 待 受けて ゐた。 今まで 氷の やうに 冷たく 落着いて ゐた クララの、，、. - ま、 、頻死 者： a 

こ の 世に 最後の 執^ を感 する やうに きびしく 烈しく 父母 や 妹 を 思った。 炬火の 光に i; されて クラ ラ の 眼 は 未練 こ 

ももう ： 度淚 でか^ やいた。 云 ひ 知れぬ 淋し さが その 若い 心 を 襲った。 

「私の はめに 祈って 下さい」 

クララ は^: 火 を 持った 叫 人に す、 り 泣きながら 歎願した。 叫 人 は クララ を 屮央に 置いて 默っ たま.， うづく まつ 

,  一 o 

え 

平^の 平和な 夜の 沈默を 破って、 遙か 下の ボル チウ ン クウ ラ から は， 新 嫁を迎 ふべき 敎友 等が、 心 を こめて^ 

ひつれ る 合唱の 聲が靜 かに、 かすかに おごそかに 聞こえて 來た。 

.  (一 九 一 七 年 八月 一 五日 於 碓氷峠) 

(一九 一 七 化 九ハ、 太陽 所載) 


] I  i  3f  f! 

兄と 彼と は乂 同じ 事 を 繰返して 云 ひ 合って ゐ るのに 氣が ついて、 一 一人と も 申合せた やうに 押 ^ つてし まった。 

C た ひぎ は 

兄 は 額際の 汗 を 不愉快 さう に 拭って、 せ はしく 扇 をつ かった。 彼 は顯微 鏡の カブ ー の 上に たまった 船ピ數 

眼で 兌 やりながら、 實驗窒 に 出入し なかった この 十日 間 程の 出来事 を、 淚ぐ ましく 思 ひかへ して ゐた。 

简 がに 云 ふと 前の 日の 朝に 彼の 妻 は 多量の 喀血 をして 死んで しまったの だ。 妻 は 彼の 出勤して ゐる 病院で 療台 

を 受けて ゐた。 その 死因に ついて 院長 を はじめ 醫 員の 大部分 は 急激な 乾酪 性 肺炎の 結眾 だら うと 云 ふに 一 致した 

が、 彼 だけ はさう 信す る 事が 出来なかった。 左 肺が 肺癆に 罹って 大部分 腐蝕して ゐ るの は 誰も 認めて ゐ たが、 一 

週 問 程 前から お 肺の 中葉 以上に 突然 起った 聽 診的變 調と、 發 熱と、 腹膜 肋 膜の 炎症と を 綜合して 考 へて 見る と 粟 

け 0  く 

粒 結核の 勃發に 相違ない と 堅く 信じた の だ U 喀 皿が 直接の 死因 をな して ゐ ると 云 ふ 事 も、 うが 血管 中に 破裂す 

る 粟粒結核の 特性 を證據 立て X ゐる やうに 思 はれた。 病室で 死骸 を 前に 置いて 院長が 死亡 屆を 書いて くれた 時で 

も、 院長 は 悔み ゃ手傳 ひに 來た醫 員 達と 熱心に 彼の 妻の 病 氣の經 過 を 論じ 合って、 Ml: しても 乾酪 性 肺炎の 急激 

な 場 八 IT と はるの が至當 で、 斃れ たの は 極度の 衰弱に 起因す ると 主張した が、 彼 はどうしても 腑に 落ちなかった。 

^の^ 2 に對 して さへ 自分の 所信が 輕く兒 られて ゐる事 は 侮辱に さ へ考 へられた。 然し 彼 は 場合が 場合な ので そ 

こに 口を出す やうな 事 はしなかった。 而 して 倒さに 着せられた 白衣の 下に、 小さく 平べ つたく、 仰臥 さして ある 

妻の 死骸 を 眺めて 默 然として ゐた。  ： 

赏驗室  二八 九 


有 島 武郞^ 集 第一 卷  二 九 〇 

默 つて 坐って る 中に 彼の 攀術 的嗜慾 はこの 死因に 對 して 激しく 働き 出した。 自分 は醫師 であり 叉 病理 學の舉 徒 

である。 自分 は總 ての 機會に 於て 自己の 擧 術に 忠實 でなければ ならない。 こ.^ に 一個の 死屍が ある。 その 死因の 

斷 定に對 して 一人 だけ 異說を もつ ものが ある。 解剖に よって その 眞相を 確め る 外に 途 はない。 その 死屍が 解剖 を 

不可能と する のなら 是非 もない が、 それ は 彼 自身の 妻で あるの だ。 眞 理の闡 明の 爲 めに は 他人の 死體 にす ら無殘 

な M ビ平氣 で 加へ るの だ。 自分の 事業の 成就 を 希 ふべき 妻の 死體を 解剖 臺の 上に 運んで 一 つの 現象の 實質を 確定 

する のに 何の 躊躇が いらう。 よし、 自分 は 妻を擧 術の ために 提供しょう。 さう 彼 は 思った。 暫く 考 へてから 彼 は 

上の 考へ にもう 一 つの 考へ を附け 加へ た。 妻 は 自分が 解剖して やる。 同じ 解剖す るなら 夫に 解剖され るの を 妻 は 

滿 足に 思 ふだら う。 自分と して は 自分の 主張 を實證 する に は 自分 親ら 刀 を 執る のが 至當 だ。 その 場合 解剖 臺の j 

にある もの は、 親で あらう が 妻で あらう が、 一個の 實驗 物で しかない の だ。 自分 は總 ての 機會に 於て 學 術に 忠實 

であらねば ならぬ。  とくしん 

彼 は 綿密に この 事 を も 一度 考へ なほした。 彼の 考 へに は そこに ー點の 非理 もなかった。 しっかと さう 得心が 出 

來 ると、 彼 は それ を 院長に 告げて 許可 を 受けた。 その 晚彼は 親族 兄弟の 寄 合って ゐる 所で 所存 を 云 ひ 出した。 云 

ひ 出した と 云 ふより 宣告した。 親族 は 色々 反對 したが 甲斐の ない の を 知る と、 せめて は 肺 部 だけの 解剖に したら 

どう だと 云った。 若し 死因が 粟粒結核なら 他の 諸 機關も 犯される の だから 肺 部 だけです ます わけに は 行かない と 

彼 は 云った。 それなら 他人に 賴ん でして 貰へ と 云った。 彼 は 自分の する のが 一番い \ん だと 云った。 そんな 不.^ 

情が よくも 出来る もの だと 淚を 流して ロ惜ぎ がる 女，^ た。 . 彼 は 妻の  1 錯 はま^ のが n 番ぃ と 云って 

動かなかった。 妻の 里の 親 達 は 勿論、 親族の 大多數 は、 その 場の， 兒ぇハ はかり； A ら でも、 彼の 決  1  心に 明ら さまに 反 

對な色 を 見せた。 舉 術に 對 する 俗衆の 僻見 を これ ゆ ど 見せつ けられる と、 彼は葸 地に も 初 一 念 を 通さす に は 置け 


とつ  わ づら 

なかった。 而 して 妻 は. 分に^い だ 以上 は 自分の もの だから、 るの 處 置に ついては 他人 を 煩 はすまで もない と 云 

あま 

ひ 切って しまった。 列座の 人々 は 呆れた やうに 口 をつ ぐんだ。 

ぁレそ  ひるが 

愛憎 を盡 かした 人々 の 中に、 彼の 兄 だけ は何處 まで も 彼の 決心 を飜 へさう とした。 今朝 も 兄 はわ ざ/. \ 彼の實 

験 室まで やって来て、 色々 と 話し合って ゐ たの だ。 

「お前 は. 0 分の 生活と 學 術と どっちが 尊い と 思って ゐ るんだ」 

ねばりけ  ほこ 9  もの 

兄 は 扇 をた- - むと， 粘氣の ある 落着いた 物言 ひ をして 义 かう 論じ 始めた。 彼 は顯微 鏡の 力，、 ヮ ー の 上の 埃から 物 

惰氣に 眼 を 兄の 方に 轉 じた。 

「僕 は 舉術を 生活して ゐ るんで す。 僕の 生活 は 謂 はビ學 術の 尊 さ だけ 尊 いんです よ。 …… もうい くら 論じた つて 

同じ ぢ やありません か」 

かみそりど 

さう； -ム つて 彼 は 立 上った。 而 して 壁 際の ガラス張りの 棚の 中から、 ミクロ ト I ムの メス を 取り出して 剃刀砥に 

かけ 始めた。 滑らかな 石 砥に油 を 滴して、 その h; に靜 かに メス を 走らせながら、 彼 は 刃物と 石との 間に 起る さ、 

：  ：  ,  て. もと きっさき  かた はがね  おび や 

やかな-? にぢ つと 耳 をす まして ゐた。 乎 許から 切 先まで 澄み切った 硬い 鋼の 光 は 見る もの を 寒く 脅かした。 兄 は 

眼 を そば だて-、 例へば 死體 にしろ、 妻の 肉に 加 ふべき 刃 を 磨ぎす ます 彼の 心を惡 む やうに 見えた。 

「そんな もの を 使 ふの か」 

彼 は 磨ぐ 手 を やめて、 眼 近く メス を 兌 入りながら、 

「解剖に 使 ふん ぢ やない、 ^れ はプレ バラ I トの 切片 を 切る 刃物です。 慣れって もの は 不思議で 磨いで ると 音で 

刃の 附具 合が 分ります よ。 生物 舉者は 物質的な 仕事が 多い ので 困る」 

「俺れ はこの 際にな つても お前の 心 持に は どこか 狂った 所が ある やうに 思 ふが な。 お前 は 今 舉術を 生活す るんだ 

實驗室  二 九 一 
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と 云った が、 自然 科學は 實驗の 上に のみ 基礎 を 置く のが 立場 だのに、 生活 は 實驗ぢ やない ものな。 話が あんまり 

抽象的に なって しまったが、 お前の 妻の 死體に 刃物 を 加へ て どこか 忍びない 所が あり はしない かい。 少しで も そ 

んな 心地が あつ …… 」 

そこに 小 使が 這 入って 來て、 死亡窒 に 移して ある 彼の 妻の 處置を 如何した らい、 かと 彼に 尋ねた。 九 時から 解 

あわ 

剖 をす るから すぐ 用意 をして 置け と 彼 は 命じた。 兄 は 慌て、 それ はもう 少し 待って くれと 云った が、 彼 は 敵意に 

近い 程な 激しい 態度で 兄の 言葉 を 遮りながら 小 使 を 死亡 室に 走らした。 

兄 は 歎息して 默 つてし まった。 彼も默 つた。 部屋の 隅の 瀨戶 物の 洗槽に 水道の 龍 頭から 滴る 水 音 だけが さやか 

に 聞こえた。 病院の 患者 や 看護婦の 騷 がし さも、 研究 部に ある 彼の 實験窒 の 戶の內 に は 押しよ せて 来なかった" 彼 

は 解剖 後の 研究に 必要な 用意 をす るた めに 忙しかった。 整溫 器に パ ラ フィン を 入れて ァ ル コ 1ル*ラ ンプ の 灯 をと 

もしたり、 へ マト キシ リン、 ィォ シン、 ホルマリン、 アル コ.' ル、 クロ  口 ホ，. 'ム、 石油べ ン ジ ン などの 小瓶 を 順序 

I しく 盆の 上に 列べ たり、 〇• 八ミ ク 口 の 切； Ic: を 切り出す やうに ミ ク ロト ー ムを 調節したり、 プ レ パ ラ ー ト. ダラ 

スを アル コ ー ルに 浸したり して ゐる 中に、 暫く 打ち捨て、 あった 習慣が 全く 元に もどって、 彼 は 研究者の 純粹な 

心 持に 這 入って 行った。 彼の 前にもう 妻はなかった。 興味 ある 患部の 縱斷面 ゃ横斷 面が 想像に よって 彼の 眼の 前 

に まざく と la える やうだった。 半ば 膿 化した 粟粒が 肺の 切 斷面ゃ 腹膜 やに 顯 著に 兒られ たら 懾快 だら うと 彼 は 

思った。 先刻から 考 へる 力 を 失った やうに 默っ たま \、 うつむいて、 扇 をつ かって ゐる 兄が 弱々 しい 殉 情の 犠牲 

の 如くに 憐れまれた。 

^黑に 十：： びて はゐ るが 極めて 正確な 懸 時計の 針が 八 時 五十 分 を 指した 時、 小 使が また 現 はれて 解剖 窒の 用意が 

出 來てゐ る 事 を 報告した。 彼 は 一種の 男み を 感じた。 上衣 を脫 いで 眞 白な 手術衣に 手 を 通しながら、 
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「兎に^: 支度が 出來 てし まった から 僕 は 行きます。 人間 はいつ か 死 ぬんで すから ね。 死んで しまへば 肉體は 解剖 

にで も 利用され る 外に は 何ん の 役に も 立ち はしな いんです からね。 Y 子なん ぞは 死んで 夫に 解剖され るんだ から 

餘榮 ありです よ。 …： 兄さん はすぐ ぉ歸 りです か。 ぉ歸 りなら ば どうか 葬式の 用意 を …… 」 

「俺れ は 立ち合せ て 貰 はう」 

この 兄の 言葉 は 彼に も 意外だった。 「どうして」 とその 理由 を 聞かす に ゐられ なかった。 

「お前 と^れと は感 i£ そのものが 土臺 違って しまったんだ。 假 りに も緣 があって 妹と なって くれた もの を、 お前 

はじめ 冷やかな 心で 品物で も 取扱 ふやう に 取扱 ふ 人達ば かりに 任せて 置く 氣に はどうしても なれな いんだ。 お前 

はお 前で、 お前の 立^ を 守る のなら、 それ は 俺れ はもう どうと も 云 はない が、 俺れ の 立場 もお 前 は 認めて くれて 

ぃゝ だら う」 

「無論 認めます がね、 解剖と： ムふ もの は 慣れない と 一寸 我慢の 出来ない 程 殘 酷に 見えます よ。 それでよ ければ い 

らっしゃい」 

さう；. ム つて 彼 は 兄に も 乎 術 衣 を 渡した。 
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と 彼. E 身が 無造作に. 誓いた 半紙の 掲示が、 廊下 を ふきぬける 朝風に そよ いで ゐ るの を 見て、 二人 は 廊下の 出口 

で 解剖 窒 用の スリッパに 草履 を はき かへ た。 薄喑く 冷たい 準備室に 兄 を 待た して、 彼 は 防水布の 胸 あて をし、 左 

の 手に ゴムの 乎 袋 を はめた。 兄弟 は 互に 顔を毘 合せて、 互に ひどく 血色が 惡 いと 思 ひ 合った。 

ひろ 

不思議な 身ぶ る ひが 彼 を 襲った。 彼 はいつ の 間に か 非常に 緊張して ゐた。 手 を 擴げて 眼の 前に もって 来て 見る 

と、 いつにな く 細かく 震へ てゐ た。 意志の 强ぃ彼 は それ を 不愉快に 思った。 而 してた しなめ る やうに 右手 を 二三 

度嚴 しく 振り ま はしてから、 兄と 共に 解剖 室に 這 入って 行った。 

しゃす ゐ  すがく 

解剖 臺のー 一つ 蹬 いて ある 廣 やかな 解剖 室の 白壁 は眞 夏の 朝日の 光と、 靑 葉の 射 翠 とで 靑み瓦 る ほどに 淸々 しく 

倫され てゐ た。 助手と 見擧の 同僚と が 六 人 ほど 彼の 來 るの を 待ち かまへ てゐ た。 ある もの はの どかに 垔草を 燻 

一 4. ^ざ * 

らし、 ある もの は 所在 なげに 窒の中 を 歩き ま はって ゐ たが、 這 入って 來た 彼の 姿を昆 ると 一寸 改まって 挨拶し 

た。 

一 體 彼 は 翳 者に 似す 滅多に 笑 はない 口 少な 、男だった。 內 科の 副醫 長の 囘診 だと 云 ふと、 看護婦な ど はび りび 

もぐ  すき 

りした。 人 をお こりつけ る やうな 事は絕 えてし なかった が、 彼 は何處 にも 他人 を 潜り こませる やうな 隙 を 持って 

ゐ なかった。 高い 額と、 高く 長い 鼻と、 せばまった 眉の 下で ぢ つと 物 を 見入る 大きな 隻眼と を 持った 彼の 顔 は、 

その n は 殊更に 緊張して ゐた。 何處 にか 深い 淋し さを湛 へた 眞劍な 表情 は、 この 晴れ やかな 解剖 窒を喑 くす る や 

うに さ へ昆 えた。 

^は 兄に 椅子 を與 へて © いて 死屍の 乘 つて ゐる 解剖 臺の そばに 來た。 若い 一 一人の 醫擧士 は 煙草 を 窓から なげ 捨 

て、、 机に ついて 記錄の 用意 をした。 見擧の 人達 も そろ/ (\蕞 のま はりに 集まった。 彼 は 二人の 助手と 二人の 記 

錄^: とに 「今 H は 御 苦 勞を願 ひました」 と きっぱり 挨拶して 解剖 臺の 上に 鋭い 服 を やった。 死んだ 妻の 前に 立つ， 


彼 を 思 ひやって、 急に ヒス テリ クタに むせび 出した 二人の 看護婦の 泣き 聲が 後ろで 聞こえた。 

お i  しみ  もと] - 

無造作に 死體を 被った 白衣の 上に は 小さな 黑ぃ汚 點の やうに 蠅が三 叫 匹と まって ゐた。 枕許に は 型の 如く バさ 

な 力 ー ドが遛 いてあった。 彼 は それ を 取り上げて 讀ん だ。 

三 谷 Y 子。 二十歳。 八月 一 日 午前 七 時 死亡。 病症、 乾 酷 性 肺炎。 

三ハ介 YJJ  その 名 は 胸 を ぎゅっと ゑぐ る やうに 彼の 網膜に 寫 つた。 彼 は 然し 自分の 感情 を 人に 氣 取られる の 

を 厭った。 彼 はせ き 込む 感情 を、 强ぃ事 實で拂 ひのける ために 死體 から 白衣 を剝 いで 取った。 

昨 n まで 彼の 名 を 呼び 總 けに 呼んで、 死にたくない から 生かして くれく と 悶え 苦しんだ 彼の 妻 は、 悶えた 甲 

斐 も：？ もな く叟せ さら ぼへ た 死屍と なって、 彼の 眼の 下に 仰臥して ゐた。 顔と 陰部と を 小さな ガ ー ゼで 被うて あ 

ヒ 5 ゆ  >  あ *5  さら * 

る 外 ま，、 死體 にの み 特有な 支那の 桐油 紙の やうに 鈍い 冷たい 靑 黄色い 皮膚が、 溢れる やうな 朝の 光線の 下に 曝さ 

■A さぶ た  ち か 

れてゐ た。 永く 湯 をつ かはなかった 爲 めに 足の裏から 踵に かけて、 痂の やうに 坭が たまって ゐた。 肉が 落ちた の 

で、 手足の 關節部 は、 骨 瘤の やうに 氣味惡 く 眼 立って ゐた。 肺癆に 罹って ゐた左 胸 は 右 胸に 比べる と 格段に 小さ 

くな つて ひしゃげ てゐ た。 

•hc.^ き  ひそ  かたよ  *  I 

見舉の 人達 は 好奇な 限 を あげて 彼の 顔に 表 はれる 感情 を竊 かに 讀ま うとした。 彼の 隻眼 は い つもの やうに 銳 

く 輝く 外に は、 容易に 自 ぎの 意味 を 語らなかった。 彼 は 冷靜な 明瞭な 獨逸 語で 死體の 外貌 上の 報吿 をし はじめた" 

せよ 

彼の 手 は 冷たい 死體の 皮膚 を 蠅を追 ひながら あ もら こちら 撫で ま はした。 記 錄者は フ ー ルス キャップ に 忙しく ベ 

きはだ 

ンを 走らせた。 その 音 だけが 妙に 際立って 聞こえた。 

「メス」 

やがて 彼の 發し たこの 一 言に、 窒內は 一 時 小さく どよめいた。 助手の 一 人 は 解剖 臺に 取りつ けて ある 龍 頭 を ひ 

實驗^  二 九 五 
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ねる と、 水 は 氷柱で もつ るした やうに 音 もな く 磁器 製の 解剖 臺に 落ちて、 小さな 幾條 かの 溝を傳 つて、 中央の 孔 

W 力  ォブ ぜクト • ティ ヅシュ 

力ら 床の 下に 流れて 行った。 一 人の 助手 は黑 塗りの 滑らかな 撿 物 臺 を 死 體の兩 脚の 間に 置いた。 看護婦 は大 

- くさび  すんし  なら 

きな？ g 盆に しこた ま 大小の メス、 鋏- 鋸、 楔、 止血 ピンセット、 鉗子、 持 針 器の 類 を 列べ たの を 持って来た。 牛 

刀の やうな 腦 刀も備 へられた。 膿 盆 は 死體の そこ こ、 に 幾侗も 配置され た。 人々 の 右往左往 する 問に、 記 錄者は 

机 を 解剖 臺に 近く 寄せて、 紙 を 改めて 次ぎの 瞬間 を 待ち かまへ た。 

ひ i  i つ さ を 

彼 はこの 隙に 兄の 方を昆 た。 兄は眞 蒼な 額に 玉の やうな 冷汗 を 滴らしながら、 いつの 間に か 椅子から 立ち上つ 

て、 腕 を 組んだ ま、 ぢ つと 死體を 見詰めて ゐた 。「もうお 歸り になったら どうです」 彼 は 試みに かう 云って 見た。 

兄 は返辭 をし なか つ た。 彼の 言葉 を 聞き取り 得な か つたの だ。 

彼は靜 かに 準備の 出來 るの を 待って ゐた。 人々 が もとの 位置に 立ち かへ ると、 彼 は 手術衣の 腕 を 高々 と 看護婦 

に まくらせた。 

乾酪 性 肺炎 か 粟粒結核 か、 事の 眞相 を否應 なしに 定 むべき 時が 來た。 自分の 臨床 上の 技倆と 研究 上の 歡 蓄と を、 

院 おはじめ 他の 人々 の それと 比較すべき 時が 來た。 さう 思 ふと 彼の 隻眼 は 光った。 何ん と 云っても 未だ 漸く 三十 

の 彼 は、 少く とも 老練と 云 ふ 事 を 誇り 得る までに 多くの 經驗を 積んだ 反對 意見の 人々 の 壓迫を 感じない 譯に 行か 

なかった。 誰も 彼の 內 心の 葛藤 を 知らないの がー つの 便利で はあった けれども、 彼の 不安 を 人に 氣 取られまい 爲 

めに は、 彼の 意志 を 極度に 働かせねば ならぬ 程の ものだった。 

「解剖 上の 現象」 

かう 彼 は記錄 者に 報吿 してお いて、 メス を 死 體の喉 許に あてがつ たと 思 ふと、 覺 えの ある 腕の冴え を 見せて、 

まっすぐに 引きお ろした。 こんな 事に は 慣れき つた 一 一人の 看護婦 も 思 はす 兩手を 顔に あて \ 下 を 向いて しまつ 


た。 兄 は 二： 一： 歩 後ろに よろ けて、 部屋 中に 響き わたる やうな 鈍い 呻聲を 立てた。 兄の 眼 は 然し 寸時 も死體 から 離 

れ なかった。 

どす 黑ぃ 血が 解剖^の 眞 白な 表面の あちこち を 汚し 始めた。 眠 さうな 昔 を 立て 、窓際で ま はって ゐる蠅 取 機の 

サ酸 ばい 杏 を 離れて 解剖 臺の 方に 飛んで 來る 蠅の數 はふえ た。 牛 肉屋の 前 を 通った 時の やうな 一 種の 血 なまぐさ 

い^が 忽ちに 淸淨な 氣を 汚な くした。 

彼の 解剖の 手際 は 水際 だって ゐた。 見る く 中に 胸部から 腹部に かけての 諸 機 關は侗 々に 取り除 けられて， 左 

胸部に 肺^の 爲 めに 潰滅した 肺の 殘 塊が 咯痰 様の 粘液に 取り まかれて 殘 つて ゐ るのと、 直腸 部に 塡充 した 脫脂綿 

がと ころ，^ 血に 汚れて、 うねく つて 露出して ゐる 外に は 何も 殘ら なかった。 內臓 は緣の 高い 圓ぃ膿 盆に 盛られ 

て 死 體の足 許に^ かれた。 若し 比喩が 許され 3 なら、 それ は 珍ら しい 果物で も 盛った やうだった。 尖端 を 上に む 

けて 置いて ある 心臟の 如き は 殊に 桃 を 聯想 させた。 

內臟が 抉 出されて しまって 見る と、 見舉の 人々 は、 死 體に對 して 本能 的に 感 する 一種の 遠慮 も、 今朝の 解剖に 

限って 存在す る 死體と 執刀 者との 異常な 關 係な ども 忘れて しまって、 學術 的の 興味に 釣り込まれた。 ある もの は 

硬^した 死體の 手の指 を强 ひて まるめて 拳固 を 造り、 心臓 を 持ち出して 大さを 較べて 見た。 而 して、 

「隨分 この 心臓 は 小 だね え」 

と 云って 彼に 示したり した。 

「どっち だら う、 小 だと 肺が 犯され 易い のか 知らん， 肺が 犯される と 心臓が 小さくなる のか 知らん」 そんな 事 を 

云 ひ 合 ふ 人々 もあった。 

彼 は. s: 臓 を 一 つく 黑 塗りの 滑らかな 臺の 上に 乘 せて 腦 刀で 縦横に 斷 割って 見ながら、 綿密な 報告 を 落着いた 

焚驗室  二 九 七 
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(：" 葉で 記錄 者の 方に 云 ひ 送った。 著しく 擴 大した 脾臟 を 割いて 見る と 粟粒 狀の 結節 を 到る 所に 發 見した。 彼 は 心 

の 内で 飛 上る やうな 男み を 感じた。 然し 彼 は 落着いて ゐた。 

「脾臓。 形狀 普通。 著しく 擴大。 色 普通。 中部 到る 處に 粟粒 狀 結節 あり」 

かんじん 

彼 は 冷靜に 報告した。 腹膜に も 肋 膜に も 多數の 結節 を 認めた。 この 上 は 肝腎の 右 肺 部 を撿査 しょうかと 思った 

が、 粟粒が どの位 廣く 結成され たかを 確め るた めに 頭蓋骨 を 開いて 腦膜を 調べて 見たくて たまらなく なった。 彼 

は 始め 妻の 首から 上に は 乎 を觸れ まいと 思って ゐた。 まだ 乙女の 純潔と 無 邪 氣とを どこかに その ま \ 持って ゐた 

妻の 額に メス を あて 支離滅裂 にす るの はとても 忍び難い 事だった。 どうせ 腐る にしても 彼女の 顏 はなる ベべ 長 

くその ま X にして あきたかった。 それだけの 理由から でも 彼 は 妻 を 火葬に しまいと 思った 程だった。 妻が 少しも 

疑 はない 信頼と 尊敬と 戀 慕と を 以て， よく 彼の 項に 手 をまい て、 近々 と 彼の 顏の 前で 他人に は 見せない 蠱惑に 滿 

ちた 微笑 を ほ-ゑんだ、 さう 云 ふ 記憶 は 現在の 事の やうに 鮮 かに 淺 つて ゐた。 

彼 は大膿 盆に 置かれた 肺臓に 手 を かけながら， 貪る もの \ やうに 死體の 頭部に 眼 を やった。 顔 は 雪白の ガ 1- ゼ 

に蔽 はれて ゐて 兌えない が、 髮の毛 は、 艷を こそ は 失った けれども、 漆の やうな 黑 さで、 木 枕から 解剖 臺の 上に 乘 

T.  .  さしと ほ  こめ か， > 

り餘る ほど 豊かだった。 彼 は それ を 見る と銳 利な メス を 頭蓋骨に 達する まで 刺 透して、 右の 顳顬 から 左の 顳顬に 

ぐっと 引き ま はしたい 衝動に 襲 はれた。 彼の 感じた その 衝動 は 研究心 以外の 不純な 或る 感情 —— Sadistic と 云 ふ 

言葉で ビも現 はさなければ ならない やうな —— が 湧いた ので はない かと 思 ふ ほどに 强 いものだった。 彼 は 今まで 

の 通り、 見た所 は冷靜 であった が、 その 心の中に は 熱い 一種の 欲望が 燃えて 來た。 彼 はとうく 助手に 指圖 して 

腦の抉 出に 取り か \ つた。  • 

又 ざ わ，/, \ と 一 しきり 人々 が 動いて 位置 を かへ た。 助手 は 根元で 無造作に 結 は へて ある 元 結 を 切って 兩 耳の 後 


つむ じ  ふたた ば 

ろと 旋毛の 邊 にかけ て 前頭部と 後頭部の 髮をニ 束に 分けた。 分け： に は 日の目 を a- ない 一筋の 皮膚が 冷やかな 靑 

.e: さ を もって 現 はれ 出た。 

その^ 備 が出來 ると 彼 は 死體の 枕許に 立った。 而 して メス を 右の 耳の 下の 髮の 分け目の 所に つき 刺した。 顔の 

お ほ 

上に は^^ 部 の^の G が もつれあって 物凄く 被 ひかぶ さって ゐる。 

突然 彼の メス を 持った 右手が、 しっとり 冷たい 乎の やうな もので 握り しめられて 自. s を 失った。 緊張し 切った 

彼の 祌經は 不思議な 幻覺に 働かれて、 妻の こはビ つた 手が 力強く 彼の 無謀 を 遮る やうに も 思った。 と、 冷水 を 腦 

の 心に 注ぎ こまれた やうに 彼の 全身 は ぞっとした。 

「： まで も 狂った のか、 亂暴 にも 程が ある」 

えっさ を 

かすかな、 然し 恐ろしい 程 力の こもった 聲が 同時に 彼の 耳 を 打った。 兑か へる 鼻先き に眞 蒼に なって 痙攀 的に 

^二 乂の § 、があった。 瞬き もせす に 大きく 彼 を 見詰めて る 兄の 眼 は、 全く 空虚な 感じ を 彼に 與 へた。 彼に は それ 

た； 一つの 孔の やうに 兌え た。 その 孔を逋 じて 腦髓 まで も 見ようと 思へば 見通せ さう だった。 

たビ瞬 問の 奇怪な 妄想で は ある。 然し この 時 彼の 眼に 映った 兄 は 兄の やうに は 見えなかった。 妻の 死 靈に乘 り 

られた 不思議な 野獣が、 牙 をむ いて 逼 りか X つて 來た やうに 思 はれた。 彼の 大事な 仕事 を土臺 から ひっくり返 

さう とする 大 それた 邪魔者の やうに 思 はれた。 緊張し 切って や. -平靜 を 失 ひかけ た 彼の 神經は 疾風に 見舞 はれた 

みさ かひ 

冬 木の 梢の やうに ざ わ/ \ と 怒り 立った。 彼 は 兄弟の 見 界をも 失 はう とした。 而 して 次ぎに 來 るべき 狂暴な 動作 

を- m にた くらみながら、 兄の 握りし めて ゐる 右手 を 力ま かせに 拂 ひのけよ うとした。 その 瞬間に 彼の 乎 は ひとり 

,  ゆか  *  、 

でに n.E になった。 兄 は 眼 を 見開いた ま& 棒倒しに セ メント の 床の 上に どうと倒れ たので ある。 

彼の 命令に よって、 兄 は 看護婦に 附添 はれて、 失神した まゝ 病^に 運ばれた。 
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「あれ は 僕の 兄です。 看護で 頭が 疲れて ゐる 所に、 見た 事の ない こんな 有樣を 見た もんだ から …… 餘 計な 御 心 ^ 

を かけました。 …… 僕 は 少し 疲れた。 關ロ 君、 君 一 つやって くれ 給へ。 腦 膜が 見た いんだから 注意して なるべく 

^全に 剝 離して くれ 給へ」 

-  4  もと  かへ 

力う 彼 は 助手に 云った。 彼 は 努めて 元の 冷 靜に囘 らうと して ゐ たが 手の 震へ をと^ める 事が 出来なかった。 そ 

れを 人々 に 知られる の を惡ん だ。  ， 

實際手 を 洗って 窓際に 來て 見る と 彼 は相當 に疲勞 して ゐた。 彼 は 衣き から 卷 煙草 を 出して 火 を^りながら、 四 

方 を 建物で 圍 はれた 中庭に 眼 を やった。 

八バの H は旣に 高く 上って、 樹々 の 蔭 を 小さく 濃く 美しい 芝草の 上に 印して ゐた。 卵色の ぺ ンキ が^しく 光る 

^りの？^ 物の 壁 際の カンナの 列 は、 燃える やうな 紅と 黄の 花 を 勢よ く 陽に 擡げて ゐた。 もちの 木の 周 圍には 羽の 

ある 一 群の 小蟲が 飛び かひながら、 集って は 遠ざかり 集って は 遠ざかりして ゐた。 その 53 を、 大きな 蜻& が襲擊 

ま ど ほ 

する やうに かけぬけた。 看護婦が 間遠に 眞 白な 印象 を殘 して 廊下に 輕 やかな 草履の 音を立てた。 蟲が 一本調子に 

靜 かにな き 綾け てゐ た。 彼の 吐き出した 靑ぃ煙 は、 中庭の 筌氣の 中 を ゆるく 動いて 行って * 吹きぬ けの 齡 赋12 の 

所まで 來 ると、 急に あわてた やうに 搖れ 動いて 殘 りなく 消え失せた。 總 てのもの はしん くと 暑さに 霧れ た。 向 

うの 建物の 燃える やうに 屋根 瓦の 上に は、 眞靑な 火の やうに- 雲の ない 大 筌 が 輝いて ゐた。 そこから 電車の きし 

み 走る 昔が 幽かに 聞こえた。 

， ■ ,  さ  か た 6 

彼 SMfe 力ら 來る 照り返し を 避ける やうに 隻眼 を 細めながら、 生 氣の充 ち 溢れた 自然の 小さな 領土 を 眺め やった。 

解剖 臺 から は ごしく と 鋸で 物 を ひく 音が 聞こえた。 彼の 妻の 頭蓋骨 は 今 椀の 形に ひき 鉀ら れてゐ るの だ。 彼 

は 兌 返らう と はしなかった。 


日影に なった 建物の 窓に 一 一人の 看護婦の 姿が 現 はれた。 一 一人 は 彼が 解剖窒 から 兒てゐ る ことに は 氣が附 かな レ 

で、 さも 親しげ に 寄り添って ゐた。 忙 はしい 仕事から 漸く 暇 を 得た やうに. 二つの 若々 しい 健康 さうな その 顏は 

h お 〉 て 汗ばんで ゐた。 美しく さへ あった。 中で も 若い 方の 一人 は 懐から 小さな 桃色の 用箋に 書いた 手羝を 取り 

出して、 二人 は 互の 顔 を 觸れる ほど 寄せ 合って 熱心に 讀み はじめた。 二人 は 時々 を かし さう に 微笑んだり、 嬉し 

さう に 眼 を 兌 合せたり して ゐた。 S; 夏の 光の 屮で、 總 ての 情熱 を 初めて 經驗 して ゐる らしい 二人の 處 女の 姿 は、 

皮に 可ん とも 云 へ ぬ 美し さと 可憐 さと を 味 はした。 

解剖 臺 から は 鋸の 音と^ つた 或る 鈍い音が 又 聞こえて 來た。 それ は 鋸の 切れ目に 鐵の禊 子 を さし 入れて、 婉狀 

の 頭蓋 を 離す ために、 木の 槌で輕 くた X く 音 だ。 彼 は 自分の 頭に その 禊 子 を さし 込まれた ゃゥな 苦痛 を 感じ 始め 

た。 

^は 現在 華やかな 露 夏の 景色 を 眺めながら、 それと 少しの 關係 もない 自分 を 見出だした。 一度 後ろ を 振り向け 

さ  A ぐ 

ば そこに 皮の 世界が あるの だ。 まざく と 何事 も 明ら さまな 晝の 光の 下で、 最愛の もの-腹 を 割き 頭 を 抉る …： 

さう する 事が 自分の 事業に 對 して 一 番忠實 な處镫 であるの を 信ぜねば ならぬ 彼の 世界 はすぐ その 背後に 擴 がって 

ゐ るの だ 。「自分の 生活と 學 術と どっちが 尊い と 思って ゐ るんだ」 と 今朝 兄の 云った 言葉が 突然 恐ろしい 意味 を 持 

つて 彼の ふ 船が 飛び込んで 來た。 「自分 は舉 術の 爲 めに 全力 を盡 すべき 一 侗の學 徒で ある。 自分 は 自分の 舉 術に 十分 

の 言^と 十分の 興味と を 持って ゐた。 然し 自分が 人間と して 要求し 又 要求せ ねばならぬ もの は 生活す る こと だ。 

生^ を 生活して 見る 事で はない。 經驗 する 事 だ。 實驗 する 事で はない。 然るに 自分の 奉 事す る 舉術は 一 から 十 ま 

で實 験の 上に 立脚して ゐる。 自分の 一 生 は 要するに 最小限の 生活と 最大限の 觀 察から 成立たねば ならぬ、 自分 は 

^活を それほど ^ 限して 舉 術に 奉 事す る滿 足と 覺 悟と を ほんと に 持って ゐる のか」 さう 彼 はきし く 自己に 詰問し 
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た。 「生活と 舉術 とど つ ちが 尊い。 我れ を 見失 つ て どこに 舉 術が ある」 彼 は 今までの 自己の 立場 を は つ きり 辯 獰 す 

べき 術 を 知らなかった。 

,99,，,  す ひがら 

t しゃくし やして 彼 は 吸殼を 芝生に なげ 捨てよう としたが、 ふと 窓際で 手 羝を讀 みつ ^ けて ゐる 少女 だち を 驚 

かして はいけ ない と 思って、 窒內の 床の 上に 落して 踏みに じった。 今の 彼の 心に は、 その 二人の 少女 は 彼の 及び 

もっかない 美しい 存在の やうに 見えた からだ。 

「出 來 ました」 

助手が 彼の 方に かう 呼びかけた。 默想は 破れて しまった。 彼 は 今までの 習惯に 引き すられて その 先き を | らな 

ければ ならない の を 知った。 而 して 再び 解剖 臺の 方に 進んで 行った 彼の 顔に は、 前の 通りな 冷靜な 緊張した 色 だ 

けが 漲って ゐた。 人々 は 暑が つて 顏ゃ 手をハ ンケチ で 拭った が、 彼の 顔に は 汗 一 つ 見えなかった。 

彼 は 然し 死體の 頭部に 眼 を やる 事 はしなかった。 而 して 黑 塗りの 臺の 上に 置いて ある 腦膜を &, り 上げた。 脾 1 

程 k 顯著 ない けれども 結節 は 可な り 明瞭に 觀 察された。 妻が 死 前に 激烈な 頭痛 を訴 へて、 思想に 一 種の 混亂 

を來 した 理. 5 も說 明せられ る やうだった。 

もう 1 ふべき 餘地は 全くない。 彼の 診斷は 院長 はじめ 多 數の醫 員の 所見 を壓 倒して 勝利 を 得た の だ。 彼の 截^ 

はまた ひとりでに 輝いた。 窓際で 休息して ゐた時 彼 を 犯した 不安 は、 いつの 間に か 忘れられて、 彼 は 又 熱意 を こ 

めて 目前の 仕事に 沒 頭して 行った。 

次に 彼 は 敵の 本 域に 這る やうな 勢で 大膿 盆から 肺臓 を 取り上げた。 人々 も 亦 非常な 興味 を もって その ま はりて 

^  クラ マ ヅクス  卩  I 

粲 つた 今日の 解咅の 最頂點 はこ-に あるの だ。 彼 は 外部の 記述が 終る と、 腦刀を 持ち直して、 縦に いと 刃 

先 を スれ 六。 彼が 診斷 した 通り 中 薬 以上の 患部の や i 粗雜な 海老茶 色の 表面に は、 咯啖 様の 色 をした 粟粒が うざ 


うざす る 程 現 はれ 出た。 

「"だれ は ひどい」  く-.. i.」 

と 誰か ビ 驚嘆す る聲 がすぐ 起った。 彼 は 思 はす、 最^の 妻の 肺臓 を、 戰利 品で も ある 力の 如く 人々 の ほの^ 广 

はふ 

放り出した。 

「死因。 粟粒結核の 結 菜と 見る を至當 なりと す」 

昂然と し て 彼 は 記錄 者の 方に 向 いて かう 云つ た。 

列席者の 巾で それに 異議 を稱 へようと する もの は 一 人 もなかった。 

「胃し 

&は 破竹の 勢で ベち やくに i れた皮 袋の やうな もの を 取上げて 臺の 上に 置いた。 彼の 0 的が 達せられ ると、 

おの 熱、 いはお に衰 へて 一時 も 平く 悲しい 孤 獨に歸 りたかった。 彼 は 心の底に す、 り 泣きの やうな 痛み を 感じた 

^し が ますべき 事 は 順序通り 濟 ましてし ま はねば ならなかった。 見學 者の 中に も 欠伸 をしながら、 患部の 切片 を 

入れた ガラス^ を %襄 にし まって、 そろ /(\歸 り 支度 をす る ものが あった。 

1 の 解剖から は， 可ん の 結果 も 得べき 害 はない、 さう 彼 は 思 ひながら も、 型の 逋り鋏 を 取って 一方 を 切り開いて 

a た。 その 內 部から は旣に 胃壁に 凝着した 血液が 多量に 黑々 として 現 はれ 出た。 

「喀血 を嚥 下したん だな」 

a はざる 所に 不意に おもしろい 事實を 見出した やうに、 一人の 醫員 は、 死體が 同僚の 妻で ある 事 も 忘れて、 力 

う 叫んだ。 

彼 はこの 有様 を兑 ると 思 はす、 手の甲で 眼 を かくしながら 二三 歩 たじろいで 後ろ を 向いて しまった。 この 有様 
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を 見た 瞬間に、 妻の 斷末 魔の 光景が、 彼の 考 へて ゐた舉 術の 欞威、 舉 徒の 烕嚴、 男の 沈着、 その外 總 ての 障碍 物 

を 爆彈の やうに た \ き 破って、 いきなり 彼の 胸に まざく と 思 ひ 浮べら， e たから だ。 

それ はま だ n; 十 時間と はた-ない 昨日の 明 方の 事 だ。 彼の 妻の 病室 は 醫員ゃ 看護婦の 出入りで ひ5 か 返して ゐ 

た。 その 曰 一日の 壽命 はない と 家族の 人々 も覺 悟して はゐ たが、 こんな 變 調が 突然 起ら うと は 思 ひも よらな かつ 

たの だ。 丁度 夏の 夜が 早く も 東 明に ならう とする 頃、 熱の 爲 めに 浮かされて i 街 を 云 ひながら も- うと. /«\ と K 

つて ゐた Y 子 は、 突然 はっきり 眼 を あいて 床の 上に 起き 上った。 

「氣 がちが ひさう に 頭が 痛みます。 私の 腦は 破裂す るん ぢ やないで せう か。 私 はもつ と 生きて ゐ たいんで すから、 

先生、 どうか 助けて 下さい。 殺さないで 下さい。 どうかく …… あ，， 痛い く/、 …； 死ぬ の はい やです …… 私 

は 死にた くないん です」 

さう 云 ひながら 彼女 は そこに 居 合 はした 醫 員に すがり 附か うとした。 醫 員は惡 靈に でも 追 ま 比た やう こ鎮 0色 

の  まつ さ を  i  d«-  7  J  i  At 

を 力へ て 飛び 返いた。 眞 蒼に 瘦せ さら ぼへ た Y 子の 顔の 二つの 眼 だけに、 總 ての 生命が 死に 追 ひ つめられて お^ 

つた やうに 兑 えた。 彼女 は その 眼で 少しで も 生命の ある もの は 引きよ せて 食 はう とした。 禺の 方に 坐って 皮 女の 

不幸 を 悲しみながら も、 その 病氣 のために 自分の 研究の 中 挫した のを殘 念に 思 ふ 程の 餘裕 をず つて ゐた彼 は， こ 

の苻様 を 見て、 そんな 事を考 へて ゐた 薄情 さを悔 むと 共に、 ほんと に 眞劍な 同情が 勃然として 湧き起る の を 感じ 

た 彼 は 始めての やうに 自身の 生命 を自覺 して、 死の 本當の 恐ろし さに 震へ 上った。 而 してた まらな く 妻が 降^ 

まれて その 寢床 にかけ よった。 次の 瞬 g に 二人 は 堅く 抱きあって ゐた。 妻 は 熱に 燃える 眼 を 見開いて、 見入って 

も/ \ 飽き 足らない やうに 彼の 顏を 凝視した。 

「あなた ゐて 下す つたの ね。 私 死んで はいけ ない わね。 私， 死ぬ やうな 事 はして ゐ ません よ。 助けて 頁 1、 ね、 


ね。 私 本お に 死ぬ の はい やなんで す もの。 霞い んぢ やない。 いやなん です。 胸が 苦しくな つた。 どうしたん でせ 

う、 火が 附 いたやう …… あ、、 苦しい …… 」 

その 時 彼 は かたびらの 胸 許に どっと 生暖 いもの を 感じた。 兌る とそれ は 火の やうな 鮮^だった。 妻の 顏は 一段 

し-^ ざめ て、 瞳 は 釣り 上って 念に 生氣を 失って ゐた。 や i ともす ると 居睡 りで もす る やうに 彼女の 顔 は 彼の 胸に 

もたれ か-つて 來た。 

1Y で。 ；取 をし つかりお 持ち。 何んでも な いんだから な」 

彼 は 思 はす 妻の 耳 もとで こんない 、加減 を 叫んだ。 而 して 彼女 を靜 かに 臥 かした。 

くす ると 彼女 はまた！ g の やうに 異常な 活氣を 現 はして 起き 上った。 而 して 乂多量 の 喀血 をした。 さう 云 ふ^ 

がー 一度 も 三度 も綏 けて 行 はれた。 

3： 時，：：： 問に か 世の中 は 眩しい やうな 朝の 光に なって ゐた。 

「こんな ぢゃ  血が 無くなる だけで も 死にます  コップ  コップ を 下さい」 

^護^が 水 をつ いで コ ップを 持って 來 ると、 彼女 は 別に 飮む でもな く、 それ を 枕許に 置かした。 而 して コ ップを 

：： ル 入りながら 何 か を考 へ てゐる やう だ つ たが、 やがてむ く， （-と 身 を 起す と义喀 虹した 。然し 彼女 は 瀕死の 病人 に 

似 もやら す、 .：半：： いく も コップの 水 を 床に あけて、 それ を 口許に 持って行った。 コップに は 八分目 程 血が 滿 ちた。 

Y 子 は g: く 恨めしげ に コ ッブを 見やって ゐた。 と、 いきなり それ を 3n にあて \ 自分の 血 をぐ つ， （- と飮 みは じ 

めた。 

座に ある もの は 思 はす 固 略 を 飲んで、 平手打ち でも 喰 はされ たやう に 後ろに ぼき たじろいだ。 一人と して 彼女 

から コ ップを 奪 はう とする ものはなかった。 
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から 

彼が 正氣を 取り か へして コ ップを 妻から もぎ 取った 時にはもう それ は虚 になって ゐた。 

&れが 彼女の 死に 反抗す る 最終の 激しい 努力だった。 彼女の 意識 はだん- (\ 不明瞭に なった が、 それでも 喀血 

たび ごと  の 

する 度 毎に その 血 を 吐き出さ すに 嚥 みこんだ。 而 して 激しく むせた。 頭の 毛 を かきむしった。 

「アツ …… 」 

*  きぬ  と fco 

やがて 凝ての^ 着 を， 帛を 裂く やう， な 鋭く 高い ー聲に 集めて 絶叫す ると、 その 途端に 彼女 は 死んで ゐた。 

胃 を 鋏で 開いて 見た 瞬間に、 是れ だけの 記憶が、 同時に、 その 癖 正確な 順序 を 取って はっきりと 彼の 心 を 襲つ 

たの だ。 最後の 絕叫を 彼 はもう 一度た しかに 聞いた と 思った。 三日 も 不眠不休で ゐた 彼の 腦は輕 度の 貧血 を 起し 

て、 胸 許に 嘔氣を さへ 覺 えた。 見學の 人々 は 彼が 突然よ ろけ て 後ろ を 向いて しまったの を 見て 怪訝の 眼 を 見張つ 

た。 

「くだらない 事 を 想 ひ 出したら もう 解剖が いやにな つた。 關ロ 君、 花 田 君、 勝手です が 後の 始末 を 君 等に ぉ賴み 

申します。 夕方に は 僕が 引取りに 來 ますから」 

かう 彼 は 後ろ を 向いた ま \ で 云った。 人々 はさす がに いかにも 氣の毒 さう に 彼 を 見やった。 

とんせい  ぬ  そう/、 

彼 は 武士が 武器 を 捨て.^ 遞世 する やうな 心 持で ゴムの 手袋 を脫ぎ 捨てた。 匆々 に 乎 を 洗 ふと、 助手が 用意して 

くれた いくつかの ガラ ス 瓶に 入れた 內 臓の 切片 を與味 もな く 受取 つ て 解剖 窒を 出た。 

總ては 彼の 前で 空に 見えた。 妻の 死因が 粟粒結核 であるの を 確め て、 たった 先刻 心 ゆく まで 味った 近頃に ない 

喜び  一 つ は 自分より 熱 練 だと 考 へられて ゐる 多數の 先輩に 對 して 見事に ト；： め 得た 勝利の 喜び、 一 つ は 自分の 

妻の 病症の ぼ 〈相 をし かと 確め て 何に ともなく 復鲅！ i をし お ほせた 喜び —— その 喜び は 钸 方 もな く， 肖え てし まった。 

しんそこ  ゆ 

彼の 心 は K 底から 哀愁に 搖り 動かされ、 自暴自棄に さいなみ 苦しめられた。 


2g;: 小 頃の 前 を 通る 時 彼 は 今日の 解剖の 廣吿 が揭示 板に ぶら 下って 風に ひらめいて ゐ るの を 見た。 彼 は 力 を こめ 

て引剝 すと， いまく しげに それ を 丸めて 庭に 投げ 棄 てた。 

^os  ひそ 

r 稚氣、 00 …… 而も 嚴肅に 取り あっか はねば ならぬ 妻の 死體と 記憶と をめ ちゃ/ \ に 踏みに じって、 心竊 かに 

得意 を 感じた 稚娬、 街氣！ 恥ぢて 死ね」 

お M に^って からしつ かりと 考へ る 積り で ゐ ながら、 性急な 彼の 本心 は 瞬時 も 彼に 餘裕 を與 へて 置かなかった。 

彼 は 足 平に 廊下 を 歩きながら 絶 間 なく こんな 考 へ に驅り 立てられた。 

,:: 分の^:^ に 這 入らう とすると ころに 小 使が 來て、 彼の 兄の 腦 貧血 はもう 囘復 して 先刻 家に 歸 つたと 云って 兄 

が^き 殘 したと いふ 封 齊 を 渡した。 

^n$. -I 彼のお^と も、 城廓と も， 官殿 とも 昨 曰まで 思って、 この 六 年間 立籠って ゐた實 験 窒を彼 はいまい 

ましげ に：^ ま はした。 そこ は 機械と 塵埃との 荒野だった。 今朝、 妻 を 解剖す る 可否 を 兄と 論じながら、 彼が 自信 

と 興味と に 心 を を どらして、 殘り もな く 準備した ミク a ト ー ム、 染色 素、 その外の もの-^ きちんと 一 つの 机の 上 

に 列べ て あるの が、 積み重ねられた 枯 枝の やうに 今の 彼に は 見えた。 棚の 中に 等身に 集められた プ レバ ラ ー トも 

あ VJ もない 無益な 努力の 十 " 塚だった。 そこに ある もので、 一 つと して 命の ある ものはなかった。 何の 關係 もな 

い 物質が ごった かへ して 秩序 もな くころ がって ゐる 間に、 龍 頭から 絶えす 流れ出る 水道の 水 だけが、 たビ 一 つす 

いと  きた 

が/ f\ しい 感じ を 彼に 與 へて 昔 も. 1； く凉 しかった。 それほど^ 內は 彼に は 厭 はしく 汚な く 見えた。 魔術師 は 法力 

を 失った。 自己 僞瞞の 世界が 彼の 眼の 前で がら/ \ と壞れ た。 

手術衣 を脫 いで^に なげ 捨て， 綿の やうに 疲れ 栗て. ^放心した 彼 は、 死んだ もの & やうに 椅子に 身 をな げかけ 

た。 而し てあて どもな く 壁を兑 詰めて ゐた。 
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暫くす ると 彼の 眼の 中に 無念の 淚が 熱く たまって 來た。 身 も 魂 も 投げ込んだ 積り で 努力に 努力 を 重ねて 來た半 

生の 生活 は 跡 方 もな く极 こそぎ にされ て、 彼 は總て の 人の 生活から 全く 切り放されて しまったの を 感ぜす にはゐ 

られ なかった C 總 ての 科學者 は、 疑 はしげ もな く銘々 の 研究に いそしんで ゐる。 彼等 は 自分の 仕事に どれ 程の 自 

覺を 持って ゐる のか、 また どれ 程 自己 省察の 眞劍 さを缺 いて ゐる のか、 それ は 判らない。 然し 兎に角 彼等 は 各自 

の 硏究窒 で實験 所で こっくと 働いて ゐる。 彼等 は 彼等 だ。 彼 は 彼 だ。 彼に はもう 彼等の 心 は 通じなかった。 

中庭 を 兌 やりながら 彼が 考 へた 事 は、 现窟 として ビ なしに、 實感 として 否應 なしに 彼に 逼 つた。 彼の 妻の 胃袋の 

中に 凝^した 血糊 を 見出した 瞬間から、 彼 はこれ までの 生活の 空虚 さ をし つかりと 感じて しまった。 實際 をい ふ 

と^の 死因 を實證 した 時に も、 思 ひあがった 誇りと 滿 足との 裏に、 何 處か物 足らない 不思議な 感じが あった。 そ 

れ を實證 したと て、 それが 彼の 妻と の 悲しい 關係を どうす る 事 も出來 ないで はない かと 云つ た^けで は說 明し 足 

りない が、 何 かさう いふ やうな 不滿 がすぐ 頭 を 擦げ てゐ たの を 彼 は 感じないで はなかった。 さう いへば、 實驗に 

熱中して ゐ た设屮 でも、 或る 审： 大な 研究 結 栗を發 表する 喜びに 際會 した 時で も、 よく 考 へて 見る とそ こに は 一 味 

,99  さかの^  ゆ ご 

の牧 足らな さが 附 きまつ はって ゐた。 さう いへば すっと 過去に 遡づ て、 科舉の 研究に 一 生 を， 委ねようと 決心した 

時に も、 彼 は，：；；： 已を 或る 稃 度まで 殺して か &る覺 悟 をした 苦痛の 覺 えがあった。 六 年 問 彼 は、 心の底の この： 小 平 

にやさし い 耳 を 傾けて はやらなかった の だ。 而 して 强 ひて それが あるべき 事で あると 思 ひな さう と 努めて ゐたの 

だ。 白紙の やうな 無益な 過去 を 彼 は 眼の 前の 塵に よごれた 冷やかな 壁に 見た。 砂の 上に 立てられた 三十 年の^し 

い 槐^  それ は 今 跡 方 もな く 一  陣の 嵐に 額れ てし まった。 彼の 隻眼 は 抑へ 切れぬ 悲痛の 淚を湛 へ てま じ/, \ と 

實驗^ を：^ 廻した。 

•  •  きざ  ，• ん か/" 

徒らにが 硗な懸 時計 は 遠慮なくけ うとい 音に 時 を 刻んで ゐた。 その 音と、 龍 頭 を 流れ 下る 水の 音と が、 森閑と 


した 莨 夏の 暑い 沈 默を靜 かに 破った。 ツァイス 舎 社 製の、 無駄な 飾りの ない、 然しい かなる 點 にも 綿密な 親切と 

注意との 行き 置った、 從 つてた くらまないで 美し. s 赶線ゃ 弧線の^ 合 を 成就した • 顯微鏡 も ノ今は 彼 g 役 を む 

もの.^ やうに 兑 えた。 彼 は 叉 窓の 外め 並， 木 を 眺めた。 二階， から 見る ので 梢 だけが^ 瞰 的に 眼に 映った、 それ は 今 

まで 氣附 かない でんた 珍ら しい 樹の 姿だった。 广 つの 紫 も 光に 向いて ゐな、 いのはなかった。， 而 して 無 邪氣に 快活 

に 手 をつな ぎ 合って、 夏の 光の 中に 戲れ てゐ た。 彼等お あの 無 邪氣と 快活と を 以て、 風に でも 雨に でも. ^跳り す - 

るの だ。 彼の 住む 世界に もこん な ものが あるの か。 こんな.^、 ある 世界に も 彼が 住んで ゐる のか。 さう 彼 は 苦 

い 心で 思った。 ：  . 二  く  • リ V 

ゃ& 暫く. して 彼 は 長い 溜息と 共に 椅子から 立 上った ，o 而， 4 て 手術衣 を脫 がう とすると その 衣嚷の 中で かちっと 

堅い ものに ぶっかり 合 ふ-せ を 聞いた。 彼 は 何げ なく 衣 褻に 手 を 突っ込んで 指先に 觸れ たもの をつ かみ 出して 見る 

と、 それ は^ 剖^から ー特 つ. て來た 四つの ガラス 瓶だった。 水より 輕 やかに 澄んだ 薄い アル コ ー ルが七 分 目 ほど』 入 

9  9  9 

れて ある その 底に、 表面 だけ.； 金，； I： の 凝固した 小さな 肉片が 一 つづ-沈んで， ゐた。 それ 玄兄 ると 彼 はぎべ つと. して 

夢から 覺 めた やうに 解剖^の 光景 を 思 ひ 浮べた。 妻の I 咋 日まで は 兎も角も 生きて ゐて、 彼と 同じに 人^で 

あった その 妻 級 形見と いって は" これ だけにな つて しまったの だ。. 如何して 二人 はこの 世に 生れた の だ。 如何に 

して 二人 は 十 位 「人^の 中から： 九々 を 選び出して 夫婦に なった の だ。 如何して 妻 は 彼よりも 先き に 死んだ の だ。 

如 ：！： して 彼女の 肉 £：： は寸斷 されて ァ ル コ ー ルに潸 けられる やうな 遝 命に 遇った の だ。 如何して この 偶然の やうな 

不思議が 彼の 心 をい つまで も < す&り 泣かせる の だ。 

科舉を 生活す る II んと いふお ほそれた. S 言 を 彼 は 恥 かしげ もな く ほざいた もの だ。 

彼 はどう 者へ て い、 か 判らなかった。 然し 彼は考 へ 直して 見る より 外に 道 を 知らなかった。 
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深い 絡 望に 沈んだ 彼 はすが る やうな 心に なって その 瓶 を W つと も 取上げて 自分の 額に あてた。 妻が 死んで から 

<r まで 彼の 强ぃ 意志で せきとめて ゐた淚 が： 燃える やうに、 盲 ひた 服から も はら ./(\ と 流れ 落ちた。 

(一九 一 七 年 八お 一 九 口、 輕 井澤に 於て) 

.  ゝ •  (一九 一 七^ 九月、 中央 公 論 所 載) 

t  ^ifitfE^r  J$4^iu,  S^Z^TKftezf  、**  、/？  ^s^iw 


甲州路 から 山越えに^ 州の 羽 mr 下と いふ 小さな 村に 出る 阈道 —— 國 道と は 云 ひながら、 人通りの すくない こ 

ごしい 山道 I を 凱旋 は ^合 馬車 を 引きす つてと こくと 驟 けた。 高山の 山峽は 八月の 事と てひどく 暴い。 千 曲 

川 は、 汽車の 窓から 兑る 電線が 高くな り 保くな りする やうに、 ひた，， ^と 道 添 ひに せまったり、 見お ろす やうに 

深く 遠ざかった りした。 

御者 は 山 育ちの、 齒 ぎれ のい 無鐵砲 さうな 若袞 だった。 赞 骨の 所がいた/ \ しく 赤む けにな つた 凱旋の 尻 を、 

彼 は 乎 綱で び ゆん としごいたり、 頑丈な 棒切れに 馬の 革 を 結びつけた 鞭で 鑌け ざまに ひっぱたい たりした。 その 

も 毎に 凱旋 は絜を ふり 動かして、 後脚で ちょっと 物 を 蹴 あげる やうな 動作 をして 歩度 を 早めた。 曲 角な どで は 馬 

* がき ほひ を 喰って、 乘 つてる もの は 人で も 荷物で も 危なく 投げ出され さう になった。 

rns れは ひどい」 

めつ.^ に 口 をき かない 老將軍 は 苦い 顔に 强 ひて 笑 ひ を 浮べながら 御者に 聞こえる やうに かう つぶやいた。 將軍 

の {^ま に^って ゐる、 案內の 役に ま はった 村役場の 若い 書記 は、 將 軍の 意を迎 へる やうに 御者に 向って、 薄 鬚の 

はえた 口に 乎を遛 きそへ ながら 怒鳴った。 

「おいさう 亂 暴に^ けさせす とい &ぢ やない か」 

御者 は 客に 後ろ を 向けた ま \ 「あさひ」 を ふかしつ f けた。 
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「こ の位糚 けさせん ぢゃ 汽車 の^に は あはん からな」 

而 して 又 f りと i を 馬の 尻に くれた。 將軍は 顔 を そむけて 御者 裏から 熱い 灰と 煙との 遠慮なく 飛び か.，， るの 

をよ けた。 

みな  と- 

む 馬 を 兌 慣れん 將 軍に は 凱旋が よほどの 齢で ある ことが 知れた。 將軍は 御者の 氣を 馬から 轉 じさせよ うとして、 

無駄話ら しい 調子で 何歲 だと 尋ねて 見た。 

「さあ、 若く も 十八に はなら うよ。 何せ 日露 戰爭の 時分に へえい k 加減 年ク いかだつ たに、 大砲 を 引つ ばり 廻し 

て 大手 # をした 名馬なん だかんな。 牡で あんす。 齢 はとって もこの 通り だ。 こんな 龃 ける揭 はこの 近在に は 半 匹 

だって ゐっ こねえ。 凱旋 云う だ， 名 は。 去年だった かな、 知事 様が こけへ 来さした 時 感心して つけて いった 名 

あ」 

さう 云 ひながら 若者 は 見せつ ける やうに、 冴えた 昔 をた て、 鞭ち/. \馬 を 走らせた。 實際 凱旋の 足な みは 鈴に 

似合 はない 早かった。 

「畜生 だと 云って さう 無性に 鞭 を くれる もの ぢ やない j 

將軍 はとう， （. 怒った 聲を 出して 見せす に は ゐられ なくなった。 沙 河の 大會戰 に 〇〇 軍の 參謀 長であった 將軍 

の +" い 記憶が まざ/ \と 念頭に うかび 出た からだ。 三百 メ，. トルの ぎに も わたって 放列 をした 陣地の 後方の 

に 幾 力た はり かに かたまって、 雷の やうな 砲聲 にも 頓着な く、 疲れ切つ • て 首 を 垂れた ま.，、 眼 を 細めて 群がつ 

た 幾 十 頭の 輓 馬の 姿が はっきりと 眼の 前に 浮び 出た からだ。  ，•  * 

「さうた、 きど ほしに た、 いて は、 鞭に 惯れて |f 目め がなくなる。 鞭 を 見せる だけ^い といて 時た ま ヒメく がい \ 

の だ」 


御^: は將 軍の に は 答へ もせす に He 記の 方 を ふりむいて 

「しぶとい 野郎の 率 を^の 皮が 厚い. ヘム ふだら う。 こやつ はへ え 畜生 だけに M の 皮が 厚いだ」 

將 軍の 怒ったら しい 聲を きくと まづ第 . 一 に 自分で も 叱りつ けられた 様に 键へ 上って ゐた 書記 は、 この場合 さう 

あって はならぬ と 思 ひながら も、 とんき よな 聲を たて 、笑 ひ 出して しまった。 

「ひつ く  # に は ひつば たくし、 可愛がる 時には W 愛 がらね え ぢゃ馬 は 動きつ こねえ。 俺 や これでお つか あの 

腹ん 中に ゐる時 か ら £1^. 還 だ つたで 心 得が あ る 」 

さう うそぶいて 御^ は 梳られ ながら 新しい 「あさひ」 に、 吸 ひきった 「あさひ」 の 火 を 移さう とした。 火の 子 

や 灰が 盛んに^ ま • の屮に 飛びち つた。  ， 

「手前 は 腹の 屮か ら^ ポ： F たった か 知ん ねえが、 こっち は 腹の 中から こんな 惡搖れ のす る乘合 馬車にば かり 乘る 

やうに は 出 來てゐ な いんだ からな」 

^記 は 今の 不 ti 愼な笑 ひ をと り 消す つもりで かう 云って 見た。 

今度 は 御者が から/. \と高 笑 ひ をした。 

「全く だよ。 お前さんの 馬 ポに乘 つた は 知^ 樣の來 さした 時 こ のかた 兒た 事が ねえ」 

喾記は 意志の 弱さうな 弒を眞 赤に して ちらっと 將 軍の 方 を 兌た。 將軍は 知らん 顏 をして きら/ (^と 寶 ^の やう 

に复 の：：： に 輝く 千 曲 川 の 水流 を 見 つめて ゐた。 

會 話の 絲目は それでぶ つかと 切れて しまった。 

凱旋 は 相 變らす 佇ば つた 身體を かたみが はりに ゆり 動かしながら、 鞭に せきたてられて ぼくく と靳 けた ぼろ 

ばろ に 千切れた 莫^の 下の、 靑 だか 栗で だか わからない ほど： や：： れて 白^の 交った 背屮 のでな みはぐ つし より 汗 を 

a  旋  一： 二  ；： • 
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力いて ゐた 齢の ために 眼の ま はりと 尻尾と は 際 だって 毛が 薄くな つて ゐた。 叫 足と も^よす つかり 開 (て ^ に 

棘が 入って ゐた。 老衰の むごたら しさ 痛まし さが、 何處 から 何處 まで も ゆき 亙って ゐた o 而 して その 歩きつ きま、 

感激 も 興^も なく 惯れた を どり でも 不恰好に を どって ゐる やう こ 見えし」。 

£ ながれ  ク 

馬 流と い i バさ なおの 手前に かけて ある 釣 橋まで 來 ると 御者 は斷り もな く 不意に 馬の^ を ぐんと 橋の 方 こ 向け 

た。 急 角度に 方向 を かへ た 馬車 は 鋭く 一方に 傾いで、 暫く は I 側の 車輪 だけで 危く签 中に 浮いて ゐ たが、 やう や 

くの 事で がたん とひ どい 地響き をた て \、 安定の 位置に かへ つた。 默 りこく つて ゐた 馬車の 上の 二人 は 思 はす 顔 

を 見合せ て 幌の骨 を かたく 摘んだ。 

「馬鹿！ 何 をし やが るんだ。 何處に 行く つもり だ 乎 前 は 一 

書記 は 恐ろし さに 蒼くな りながら 田舍の 語氣を その ま、 怒氣と 一 緒に さらけ出した。 御者 は" i つ ^51 らしい 橫瀋 

な顏を ふりむけて、 

二. 近道 をし にや 汽車の 間に あはんだ。 それに あすこ (P の 方 を 鞭で 指しながら ) へ 行く とへ え 別嬪が たんと ゐる 

で 馬が 歩き やせん」 

とほ ざいた。 その 一 一 一一 口 葉 は 然しが らくごと， （- とけた \ ましく 鳴り響く 橋 板の 昔に、 半分が た 打ち消された。 

凱旋 は 千 曲 川の 右岸に 沿うて うねく と 人家の 間に 綾く 村道 を 走った。 それ は阈 道から すると また 一 き は惡路 

だった。 頭 だけ 出した 大きな 石の ま はりの 土 は どっかり 落ちに 落ちく ぼんで ゐて、 車輪が どんと それに はまり 込 

t と" 崑蔽 ははす みに 引き もどされて とまって しまつ. こ。 

「うぬ、 くたばり 損 ひが …… 骨 を 惜しみ やが つて ：… 」 

ぴ しりと 鞭が 高く 鳴った。 老馬は 激しく 鼻 をなら しながら、 瘦 せた 肩の 骨 を i びし く 飛び出さして 前脚 を ふし 


ばった。 やう やく 車輪が ゆるぎ 出た と^ふと 

「走れ」  . 

とい ふ 御者の 聲 と共に、 怒り狂った 蛇の やうな 鞭の 先き が絨け ざまに、 赤む けにな つた 尻の 邊 にかみ ついた。 

凱旋の 葬の 孔は 充血して 眞赤 になった。 眼 かくしに 遮られた 眼 は 狂氣の やうな 興^の 色 を^せ た。 

負 ひかぶ さる やうに 川岸の 山の せまった 右岸に は阔 道に あった ほどの 風 もなかった。 や "傾いた 午後の 日 は、 

一 日中で  一 ^暑い 光 を 草ば かりの 山腹に 投げて、 かつと する やうな その 照 返し を 僅かば かりな 平地に あびせ かけ 

た。 處々 ひ 白い 泡 こく だけながら 眞靑に 流れ 下る 川の 水 すらが 暑苦しく 眺められた。 御者 は、 時々 「あさひ」 を 

へ うきん 

口から はなして 食指と 中指との 問に はさみ、 小指と 手の平で ラッパ を 取上げながら， 翳 輕た 暑^ しい 音 をた て 

た。 而 して 左手で は 手 綱 をし ごき 綾け る 事 を 忘れなかった。 馬車 は を どったり、 よろ けたり、 かしいだり、 のめ 

つたり しながら 狹ぃ 近路 を まっしぐらに 轉 がって 行った。 馬車に 惯れ ない その逯 の 村の 人逑は 右往左往に 逃げ 退 

いて、 惘れ たやう に 馬車の あと を 見送った 

將 車と 殳 楊の-せ M と は、 堅い 石から すりへらされて 出來 た、 砥の& の やうに 細かい 砂の^々 と 舞 ひ 込む 馬車の 

中で、 ぎんく と^しか へす 土い きれに 眼 を そばめながら、 汗ばんだ 顔 を 苦まして ゐた。 -藤史 にも 名が 殘 る ほど 

の 大人物が ひどく 迷惑して ゐ るの を 恐縮し 切った 風が 喾 記の 顔に はよ く讀 まれた。 將 軍の 苦い 顏 はもつ と 苦 かつ 

た。 その 白 鬚に 被 はれた nr^ や、 深い 眉の 問の 縱 皺に は、 生活 全 體を悔 む やうな 苦さが あった。 

將^ は 御 紋章 を. 41- に 彫り こんだ 恩賜の 時計 を帶の 問から 出して 時間 を 兑た。 なる 稗 汽車の 時刻 はかなり 一 過つ 

てゐ た。 その 汽車に 乘 り遲れ ると 明日で なければ 目的地に は 着けない の だ。 そこに は將^ の孫逹 が將^ の 歸りを 

レぎ  ひヒり s，-f こ  ちゅうざい 

頻 りと 待ちわびて ゐる 害だった。 その 孫 達の 父に あたる 將軍 の獨息 子 は 矢張り 軍人だった が、 亳灣に 駐在して ゐ 

^旋  三 一 五 
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る 間に 赤痢に か、 つて 死んで しまった。 その 嫁 も 夫が 亡くなって から 問 もな く、  i;| の 病氣が もとで 夫の 後 を 追 

つた。 頒是 ない 將 軍の 孫逹は あはれ な 孤兒な の だ。 將軍 はどうしても その E のうちに 孫 達の 听に歸 りたかった。 

齢に つれて 一徹に なり 增 さる 心に は、 SI 的 地が 近く なれば なるほど 歸 りが 急がれた。 そこに 持って 來て、 將 軍の 

心 を、 全くち がった、 今にな つて 考 へて^ ると 何とも 云へ す 恐ろしく g たらしい 戰爭 とい ふ 方面に 被お ⑩ なしに 引き 

すって 行く 瘦馬 は、 將 軍の 眼の 前に、 將軍を 鞭つ やうな 皮肉な 姿 を 見せて ゐた。 あたり 前の 老人に なり 切らう と 

する 將軍 は、 この 馬 一匹の 爲 めに 絶えす 苦しい 壓迫を 感じなければ ならなかった。 馬 をいた はって やらう か、 早 

く 孫に 遇 はう かとい ふ 平凡な^: 題の ために 將 軍の 顏は苦 りきって しまったの だ。 愚痴に か へった も のぞと 將軍 ま 

心の中で 歎息した。 同時に この 平凡な 問題の 後ろに は、 將 軍の 心に あまる 程な i ろな 眞晤な 世界が 果てし もな く 

摘が つて ゐる やうに も 思 はれた。 老人ば かりが どうかした 拍子に 味 ふ 寂し さが、 烈日の 下で 將 軍の 胸に m 苦しく 

沈んで 行った。 

ほ ど 

ぉ旋 の 歩度 力 ゆるくな つたと 思 ふ 程 もな く、 突然 何 かにつ まづ いて 危く 倒れよう とした。 はげしい^の 音 

に金屬 性の 石に あたって 彈 返った 音が はっきり 聞こえた。 次の 瞬間に 御者 は 手綱 を ぐんと 引きし ぼって、 

御者 察から むらり と 飛んで おりて ゐた。 書記が ふらつ く 腰 を 立て直し，， （^馬車から 頭 を つき出した 時には、 御者 

は旣に 馬の 右 後脚 を. 01 分の 膝の 上に かいこんで ゐた。 

ていてつ  、 

-Ji: お 蹄鐵が とれた^。 爪が 破れて る だで 釘が きかね えだ。 これ ッ。 ぢっ として ゐ くさ L 一 

うなじ  - *  ダし 

とい ひな 力ら 钢者は 現 を かへ して 服 を 恚 らしながら 馬の 顔 を にらみつけた。 

馬車が とまって 兌る と、 乘 客の 身體は 電氣を かけられた やうに 妙に しびれて、 耳 はか ー んと U がへ つて ゐた。 

御^が^に 草鞋 を はかせて ゐ る^に、 將軍は はじめてのう/ \ とした 心地に なって、 體に 込めて ゐたカ を ゆる 6 


ながら そち こち を 見 ま はした。 

ぽ ぞに购 がり 出た 山の * に 大きな 石塔の やうな ものが 立って ゐた。 

「あす こ に兑 える の は あれ は 戰 勝^ 念 碑 か 招魂 碑 か」 

さう 云 ふ もの k 前に 來 ると .i 禮 すろ 孵の ついた 將軍は 御者に 尋ねて 昆た。 

「あれで あんす か。 あれ はへ え あんな もの だよ」 

邳者は 鹿^ 着に ぶりく しながら かう いひ 放った。 書記 はこの 失禮な 答へ にぎよ つと した 風で、 等分に 將 軍と 

^ォ とを兑 ながら もぢ， C して ゐた。 

r 隙 つぶさせ やが つて 兌ろ。 かう して くれる から」 

御：^ はいきな. リ顿^ をく ビ らして、 馬の^ かくし を が義ず」 に 後ろに 折り返した。 手綱 を ひけば 否應 なしに それ 

が 馬の 頰を せめる 事に. なる。 おまけに 今まで 11^ れてゐ た^ 界が^ に 大きく 擴 がった。 脚の 先き まで 汗み どろに 

なって 弱り切った 凱旋 も、 針 を 打ち こまれた やうに きっとな つて 耳 を 立てな ほした。 

， 9 警 ， 

「ちい s.ik;:。 もうい、。 汽車に は 間に あはんでも い、 力ら ゆっくり やお」 

將ポ はとう^ f\ たまらなく なって さう 云った。 

r 一  體 お前さんの 商資は 何んだ」 

この I ^のない 4 レ 6 けな 御お の-; 一 i に、 窖記 ははら くして 思 はす 义 腰かけから 立 上った、 而し てこの 粗お 

な を^た な 爺さんが 誰で あるか を 知らせて、 御者に _.i 泡 ふかせようと 身が まへ た。 將軍は 然し それ を氣 

& ると 維し く 眼で とめて しま つ た。 御^ は 御者 察に の ぼりながら 首 葉 を 綾け た。 

「可ん の 商^でも い、。 商^ をす るに 途中で ごしたい (疲れた) 云うて やめたら、 働いた^ けが 無駄 になる ばつ 力 

^ 旋  一一 一 一 セ 
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だ。 何ん の 得 も ありつ こ はねえ。 この 馬 だって 何んで 今まで かう 汗 流した か譯 がわから なくなる …… り、 りり、 

p\ X …… 」 

、 、 ^  あご  い き 

を 上 腭に卷 き 上げて 氣息を 吸 ひこみながら 器用に 音 をた てた。 而 して 同時に 鞭で 繽け ざまに 馬の 尻 をな 

ぐった。 

凱旋 は 暫く は 失った 力 を 盛り返した やうに 見えた。 馬車 はまた 激しく 動搖 しながら、 村道 を 人 もな ヂこ m がつ 

て 行った。 將軍は 御者の 一 百 葉 をお もしろ いと も 思った。 自分が 大將 までぎ！^ つたの も 矢張り さう だった。 i は少 

しか はい さう だが 早く 孫 達の 顔 を 見る の もい \ と 田 3 つた。 

馬車 は夕景 になって からとうく 停車場に 着いた。 凱旋 は 目的地に 来ても、 1 が 水に ありつけ るの が 眼の 前に 

見えても、 少しも 勇む 様子はなかった。 暑さと 勞 役に 打ちのめされた 奴隸の やうに 頭 を 低く 垂れた ま \、 はつ. （ 

と 荒い 氣息づ かひ をした。 その 鼻の 先き の 地面の 上で 砂埃が 小さく 亂れ 動いた。 將軍は 信玄袋から 出して らハた 

味の 强ぃ 菓子 を 凱旋の 鼻先き にもって 行って やった。 凱旋 は從 順に 將 軍の 手から それ を 口で 受取った。 將軍は 

汗ばんだ 額 を： i で 廻しながら や- - 暫く それに 見入って ゐた。 

無^に 將軍を 汽車に 乘 りこました 役場の 書記 は 重荷 をお ろして 安心した 顔に 人の 好 さ..， うな 微笑 を 浮べて、 薄 

鬚 を ひねり/ \ 御者に 近づいた。 御者 は 「あさひ」 をぎ らしながら、 凱旋の 鍵1 の 爪 を 前から 見 横から 見して 眉 

の 間に 皺 をよ せて ゐた。 

「お ^今 の お 客が 誰 だか 知 つ て るか」 

御者 は 馬鹿にした 顔 を 若い 書記の 方に 向けた。 

「誰が 知る かさ」 


「知ったら 驚かうな」 

「俺 は 驚いた 事なん かねえ よ」 

それ を 聞く と 害 記は滿 足さう にに つと 笑った。 

「あれ はな 陸 軍の 〇〇 大將 だ」 

「何ん と」 

巾- g をして 馬の 爪ば かり 昆 てゐた 御者 は 飛び 上らん ばかりに 驚いて 棒立ちに なった。 書記 はいよ/, \滿 足して 

にこ/ \ した。 

「お前 かつぐな」 

やがて 御^ は 疑 はし さう にかう 云って 見た。 書記の 虚榮心 は 絡 頂に 達した。 

「是れ を 見ろ」 

と 云 ひながら 將 軍が 村長に あて \禮 の 心 を 書いた 大きな 肩書 附 きの 名刺 を 御者の 前につ きつける と、 御者 は そ 

れを^ てお 鹿た やうな 顔 をして しまった。 書記の 薄 鬚に は 急に 重みが ついて、 村役場の 役人と なると 矢張り えら 

いもの だと 御老に S はせ た。 

^よは 牛 U 分の^ 践：： を 一 擧に收 めた 快 さに ほく.， {\ しながら、 賃銀 を 渡した 外に、 壹圆の 紙幣 を勿體 ぶって 御 

おの 眼の 前につ きつけた。 

「是れ は 閣下 (彼 はこ.^ で 村長の く 口調 を まねて 見た) が 凱旋に 下さった の だ。 い、 か。 あんな 名馬 を亂 暴に 使 ふ も 

んで ねえ。 い-か。 これでうまい 馬糙 でも 買って やる がい-とかう 仰 有つ たんだ。 有難く 頂戴して 親方に 見せる 

ん だぞ」 

^旋  ニー  九 
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御お は 妙に 改まって 「あさひ」 を 口から 離して 壹圓札 を 受取った。 

ヒ^ は贳 つたば かりの 細君の 待って る 自家 を さして 獨笑ひ をしながら 歸 つて 行った。 三日の^ 何ん とも か 

ない 思 ひ をして 將軍 について ま はった 旅の 窮屈 さから 解放され て、 ゆっくり 夕飯の 膳に 向 ふ 幸： i がむ づ /(.\ する 

ほど 後から， /(\ 彼の 胸に こみ上げて 來た。 彼 は 懐に 手 を 入れて 將 軍から 貰った 一封 を 撫で ま はして！ a た。 自分の 

友.^ で^も ある やうに 將 軍の 話 を 細お にして 聞かせる 時の 得意 さを考 へ て も a たりした。 その外 Q 事ま^ 雙こち 

れて しまって ゐた。 

仰^: は^った 札 をと 見 かう 見した 。薄い 鋼の やうな 彈カを もった 手垢の つかな い 札に は 折目 一 つなかった。 「こ 

れ がほんとの 札つ ぴら つてい ふの だ」 と 彼 は 思った。 彼 は それ を 押しいた^ くやう に 帽子の 中に そっと 入れて 凱 

旋の n を 取って-贈の 方に 引つ ばって 行った。 凱旋 は 可な りひ どく ちんか を ひいて 歩いた。 御者 は それ を 見る とい 

ま C しさう にや：： をなら した。 うまく 親方の 眼 を ごまかして 逃げない と、 义 親方と 德 利との 前に；：；； きす ゑら 匕て、 

さかな 

f ゾぁに <  ii〕 屮 小一 百 を 喰 はなき やならない と^った。 

ジまゃ 

^にれつて 見る とうまい 事に そこいらに 親方の 姿は兒 えなかった。 御者 は 乎 取 早く 馬具 を 解いて 凱旋 を 厩に 引 

きこんだ。 水 をつ か はせ る 隙 も 恐ろしい ので 彼 は 寢蘋を いそがしく 丸めて ぃ& 加減に 汙 だけ 拭って 置いて すぐ 厩 

を 飛び出した。 

傅く すると 御者 は 或る 瞹昧屋 の 帳場に 現 はれて 盛 切 を ひっかけて ゐ た。 白粉 を こって り 塗った 二三 人の 酌婦の 

前に 折目 のない 變圓札 を ふり 廻して 見せた。 

「是れ が ほしい か。 是れが ほしけ り やな。 是れが ほしけ り やな あよ」 

さう いって 彼 は 女達に、 .E 分の 顔 を 近々 とよせ て 一人々々 睨め ま はす やうに した。 酌 ^達 は 誘惑す る やうな 虱 


つきで， 彼の 眼の 前で 媚び 笑った。 彼は滿 足で 滿 足で 誰でも 彼で も はりな ぐりたい 位だった。 凱旋に 秣と 水と を 

やる 事な ど はすつ かり 忘れて しまって ゐた。 

. 桥 あとまで 凱旋 を 忘れなかった の はかの 年老いた 將 軍だった。 汽車の 中で 一 人になる と 一 心に 凱旋の 事を考 

へた。 如何なる 名馬で も 駿馬で も その 運命 は 同じ 事 だ。 齢 を 取れば 取る ほど 段々 卑しい 苦しい 勞 役に ま はされ て 

^局 死んで しま ふの だ。 將^ は g 分の つて ゐた幾 匹 かの 乘 馬の 末路^も 思 ひやって 見た。 而 して 老いてから 榮 

^とい. ふ榮^ を 一身に ¥1 つた 自分の 一生と いふ もの も考 へた。 彼 はか &る榮 位に ありながら 何處か 馬ば かり 憐れ . 

ん では ゐられ ないやうな 不安 —— とい ふ稃 ではない が、 もっと 變に ひきしまった 感じ —— を覺 えす に ゐられ なか 

つた。 「あの 馬 もさう 長い 命で は あるま^。 あれ は n 十く 死んだ 方が い、 んだ」 さう も 思って 昆だ。 A 

ふと 將^ は..：：： 分の 旅した 界隈に は 肉と いって は 牛肉 も 豚肉 もな く、 「さくら」 と俗稱 する 馬の 肉ば かりだと い 

ふ 事實を 念頭に 浮べ て い やな 心 持 をした。 

それでも 汽車が e: 的 地に 近づく と將 軍の 心 は 可憐な 孫 達の 方に 引かれて 行った。 丸々 と 肥った 頰ぺ たや、 始終 

驚いて ゐる やうな くりつと した 眼 やが 見える やうに 思 ひ 浮べら れた。 さう いふ 想像 はい つで もめぐ りの ゆるくな 

りか - つた 老年の 血行に カを與 へ て くれた。 將軍は 荷物 棚から 孫 達の 土産に 買った 玩具の 新聞 包み を 取りお ろし 

て、 上から はさって！ ^た。 馬車の 動捣 にも 格別い たんで ゐな いらし かった。 將軍は 安心して それ を 膝の 上に のせ 

たま、、 ゆっくりした：^ 持に なって 凉 しく 暮れて 行く 山 國の野 山の 景色 を 眺め やった。 

凱旋の 記惊 はいつ ともなく 將 軍の 頭から も 消えて しまった G 

やぶ か う * ^ひ  う * へや 

^蚊と 馬蠅 とがわん/ -\ 飛び ま はる 薄暗い 臭い 廐の 中に、 凱旋 は 眼 を 細めて 失祌 したやう に しょんぼり 立って 

ゐた。 尻の 赤 はげに は 地 も はえない 程に 蠅が たかって ゐた。 凱旋 は 尻尾 を ふって 昆た。 然し 細い 短い その 尻尾 を 

a  旋  n 三 一 
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-  はき ご 

1 ども は 恐れる 彫がなかった。 細めた 眼の ま はりに も、 吐出した 泡の 乾いた 口の ま はりに も、 蠅 ども は 遠慮なく 

つめよせ た。 ^になり 切った 腹 は 時々 ぐう/, \ 'と 音 をた て \ 鳴った。 

I 旋 ま，^ へきれ ないやう に 頭 を もたげて 高く 嘶いた。 嘶いて 耳 をす ます やうに した。 然し 人の 近づく 氣配 はな 

かった。 

^旋 はしかた なく 又 頭 を 下げて 眼 を 細めた。 而 して 知らす 識ら す體を 前後に 小さく ゆすりながら 眠りに 落ちて 

1 了った。 ^^が 疲勞に 打ち勝つ 瞬間 だけ 彼 は 驚いた やうに 頭 を 上げて 大きく 眼 を 開いた。 然し 總 てが 無駄 だと 知 

ると また^ 勞に けおされて 淺ぃ 眠りに 落ちた。 

夏の n はこ k にも 靜 かに 暮れて 行った。 

(一 九】 七 年 九月 八日、 ^京に 於て) 

(1 九 一 七 年 十月、 文章 世界 所載) 


「迷路」 序篇 

廿水华 八月 十 叫 口。  t=。 

くだく しい けれども 「秋が 來る」 と 繰返して 書かす に は 置け ない。 朝、 食舉の ffl 意 をす る爲 めに 食堂に 這 入 

ると、 水の やうな 朝風が 靜 かに 廣問 一 杯に こもって ゐて、 螯の 暑さな ど は考へ て も 兑られ ない 稃體が ひきしまる。 

「無常 を 思 へ」  床の 上に 落ち 散った パ ン の 屑 すらが さう さ& やく。 

僕に 乂 W しい 心 を 抱いて 芝生に 出た。 初秋の：：： は の それより もぎら， （-と 眼に 沁みて 痛い。 空氣が 乾いて 

行く からだら う。 息お^ はこの 强ぃ 光の 中に も 薄い 影 を^に 染めて、 羊の やうに 默 つた ま- -、 立ったり 居たり し 

てゐ る。 噪狂忠 お の^ 房から は、 窒內 に閉ぢ 込められて、 炎熱に 興奮の 度を增 した^ 女の 叫び 聲が、 何 か 恐ろしい 

9  P  ^び や  は 

運命の^: でも ある やうに、 おどく した 僕の 心 を 脅かして 時々 響いて 來る。 眼に は 憐れに やつれ 果てた 忠 者の 

痛ましい 姿 を： 环に は獸の やうな 恐ろしい その 呻き 聲を 聞きながら、 僕の 魂 はま だ 本當に 眼を覺 まさう と はし 

ない のか。 僕 は 祈りたい。 然し 祈れない。 死刑の 宣吿を 受けながら、 その 事柄の 重大 過ぎる 爲 めに、 はっきりと 

c 分に おりつ k ある 恐ろしい 運命 を 見極める 事の 出來 ない 囚人の やうに、 僕 は 唯 わく/. \ と 的 もない 事 を 思 ひ 惑 

ひながら^ や-の 上 を；；；： つたり 來 たりす る。 如何 かしなければ 生きながら 死んで ゐ るの も！： 然だぞ と、 胸の 中で 煮 
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えく りか へ る やうに 逼 つて 來る ものが ある。 然し 僕に は 如何してい \ のか 全く 見 當の附 け やうがない の をが K し 

よう。 

一 nf; 祌を 信じた と 信じた 者が、 純一な 自分の 心の 導きに 從 つて 歩いて 行く 中に、 何^の間にか 祌 から 離 1 て、 

n 分 は羅竞 本 當に祌 を 知って はゐ なかった の だと 氣が附 いた 時 ほど、 孤 獨を感 する ことが 外に あらう か。 僕は然 

しこんな 心の 叛逆 を 堅く 胸に 秘めて 誰に も 潟した 事 はない。 而 して 心の底に 捲き 起った 渦 卷が设 々と 表面に 浮び 

出て 來 るの を、 物寳く 感じながら 默 つて 見守って ゐ るの だ。 今でも 僕の 所に は 色々 な 人から 思 ひも かけぬ 乎羝バ 

屈いて 來る。 「私 は あなたのお 話に 感激して 罪 を 悔い改めた」、 「私が 不幸の 淵に 沈み 枭て \ゐ た 時、 あなた は 神の 

名に よって 同情 を 示して 下さった」、 「我が 信仰の 子よ、 自分 はお 前の 信仰と 行 ひとが、 やがて^の 光と なる 時 を 

^ち 望んで ゐ る」、 「本 國に歸 つて 來ぃ。 野 は 黄色に 熟して^ 手の 數は 少ない」 ：… さう 云 ふ 一一 一一 口 葉が 哀願と なり、 

詰問と なり、 呵責と なり、 脅威と なって、 私の 心に 深い 不安 を 投げ 與 へる。 考 へて 見る と、 僕は少 からぬ 犧生を 

人に 拂 はせ、 又 自分で も拂 つて こ \ まで 進んで 来た。 如何しても 僕が 信仰 を ぎげ ようとし なかった 爲 めに、 父母 

から は勘當 同様な 一 一 一一 n 葉 を 浴びせられた。 而 して 僕 を 自分の 眼 程に 愛して くれた 祖母 は、 悲しみの 餘り 死病に まつ 

て、 来世で 僕を怫 弟子に する 外 はない と 云 ひながら 亡くなった。 僕の 心に は それが 深く 蕭 まれて 忘れる 事が 出來 

ない。 神の 信仰から 離れて しまった 僕 は、 今 あの世の 祖母 を 泣かして ゐる だら うか、 喜ばして ゐる だら うか。 

し わざ  J/ 

總て： s 若い 情 の 仕業だった の だ。 僕 は 女 を戀 する 代りに 神 を 信じた の だ。 若い、 華やいだ、 平和に 育つ，.？ ジ 

力 々何して 生に 對 する 不安 を 信仰と なる までに 感じ 得よう。 心の底に は 負けじ魂 を 有り 餘る呈 ^ちながら、 而 

して 索し ^レ^ 國の 血液 を 十分 棄 けながら >  女の やうに 內氣で 物に こだ はる 僕 は、 何事に つけても、.：： のま..， て i 

や- *  J-  t よ. * 

舞 ふが^ さ 力なく つて ^とも すれば、 獨 りで 何事 も 胸の 中に 收 めて 物 を 思 ふやうな 靑 年だった。 そつ.^ 栗 僕の 


情熱 は 内面的な^ 仰の 方へ と牽 かれて 行った。 僕は戀 人の 胸に 流す 淚を、 寢 前の 祈禱に 流して ゐた。 戀 人の 手 を 

撫でる やうに、 獨り 山の 奥に 分け入って 白樺の 滑らかな 幹 を 撫でた。 愛したい、 命 を かけて 愛したい あの 力強い 

動 を、 ^は 一人の 女に 與 へる 代りに、 祌の 名に よって 無暗に まき 散らした。 愛の 浪費 —— そこに は 如何しても 

癒 やす 事の 出來 ない 一 味の 物 足らな さが 伴って ゐ たけれ ども、 全く 浪費し ない 苦しみに は 代へ がたい 事だった の 

だ。 然し こんな 心の 倾向は 今から 报 返って 見て 始めて！； るので、 その 時 は 夢にも さう と は 思はなかった。 僕 は 全 

な个^ C 耍 求から 祌を 求めて ゐ るとば かり 思って ゐ たのた。 僕は瘦 せる までに 身 を 詰めて 日夜 神の 中に 住み 切ら 

うとした。 然し 僕に は それが 出来なかった。 色々 な 誘惑が 叢雲の やうに 絡え す 心の中に 湧き起って 來て、 祌と僕 

との 間に 露 mi な 壁 を 築かう とした。 その 誘惑の 中で も 殊に 重い 恐ろしい 誘惑 は 肉 情の それだった。 僕が 殊に 神に 

近づいた の を 意識して、 有預： 大に 感謝の 祈禱を 捧げた 次の 瞬間に は、 いつでも 肉 愁の惡 魔が 爪 を 磨いで 襲 ひか i 

つて 來た、 立直った 僕の^ 仰 を 突き崩さ うとで もす る やうに。 僕 は それと 戰 つて 大抵 は 敗 かされた。 天 國に屆 く 

はしご  t つ さかさ i  にが  やま 

梯子から 眞 逆様に 突き落され たやうな 落膽を 苦く 味った。 誘惑 は 肉 情ば かりではなかった。 自分の 心に 疚しい 有 

ら ゆる 欲^が 絶えす 胸に 湧き起って 僕 を 神から 叛 かせよう とした。 

さう であるのに 人々 は 僕 を 堅^な 神の 人と 噂した。 而 して 心 弱く も 僕 は、 さう 噂す る 人達に、 心に もない 行 ひ. 

や 言葉で 阿らう として ゐた。 それに はっきり 氣が附 くと 僕 はもう 堪らなくな つたの だ。 僕の 今までの 生活 は 全く 

^だった、 無だった。 僕 は 二十 何年 を极 なし 草の やうに 過ごして しまった。 さう 思 ふと 底の ない 寂し さに 包まれ. 

すに は ゐられ なかった。 

悪人で あれ 善人で あれ， 僕 は 僕の 生活 を 生きよう。 先づ 自分に 歸 らう。 而 して 僕 は 悔悟した 放蕩息子の やうに、. 

幻だった 總 ての 榮華を 後に 兑て、 僕 自身と いふ 見る 影 もない あばら 家 を 唯一 つの 隱れ 家と 目指して 歸 つたの だ P 

迷  路  ！ー； 一  一 K 
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然し そこに も 僕 を 待つ もの は亂 離と 荒廢 ばかりだった。 僕 はどう それ を處 置して い \ のか 判らない。 

こんな 事 を 思 ふと 僕 は；^ て も 立っても ゐられ なくなる。 然し 僕 はさう して は ゐられ ない、 落着いて しっくりと" 

考 へなければ ならない。 さう 自分 をた しなめ ながら、 僕は慄 へる 心と 足と を 縛りつ ける やうに、 强 ひて ベンチに. 

腰 を かけた。 而 して ダンテの 地獄 篇を 開いて、 昨日の 繽 きを 讀み 進んだ。 

第 九 地獄の 艰て しもない 氷原が 寒く 廣く 僕の 想像の 眼の 前に 展 けて 來る。 その 第 三界の プ トレ ミヤで 苦しみ 跳 

くフラ • アル ベリ ー ゴの 姿が まざ （と 现 はれる。 同宗の 法 友 を 裏切って、 食卓に 甘い 果物 を 命す る 聲を合 II に、 

刺客 を 呼び入れて 恐ろしい 殺戮 をしての けた その 靈は、 アト n ボスの 鋏 も 待た すに、 眞 逆様に この 幽界に 陷りな 

ざん 

がら、 肉體 だけ は 地上に 殘 つて 惡 魔の 假 りの 宿りと なり， ゼ ノアの 街 をな ほ僧體 のま \ さまよって ゐ ると いふ 懺 

悔の聲 が II ® 悔しても 懺悔しても、 未來 永劫 救 ひ を 受ける 事の 出來 ない 懺悔の 聲が—— 心の 髓を わな \ か して 

聞こえて 來る。 僕の 五 體も 去年の 形 を 少しも 變 へて はゐ ない。 人 は 僕の 姿 だけ を昆 て、 心の奥で 戶板を 裏返した 

やうに 行 はれた 恐ろしい 叛逆の 苦しみ 悲しみ を 如何して 察し 得よう。 沍 寒の 地獄で は、 熱い 悔恨の 淚も亦 氷る の 

ね ャ ム よも ざ  こが  i 一つげ こ ほ  . 

だ。 茵陳の やうな 苦い 悲しみ を 吐き出さ うとして、 淚 堂の しぼり 出す 淚は、 流れる 間もなく 睫毛に 凍りつ いて 厚 

い 皮痂の やうに 視力 を 奪って しま ふの だ。 永劫の 氷に 首まで 閉 ぢられ て、 手足の 自. H を 失った アル ベリ ー ゴは、 

せめて はの 慈悲に 淚の氷 を 取りの けて、 もう 一度 泣. く 事の 出來る 境涯に して くれと ダンテに 賴む。 僕 も アル ベリ 

1 ゴと 一 緖に なって さう 賴んで やりた く 思 ふ。 「無 禮 こそ は 彼に 對 する 最上の 禮儀 なれ」 —— ダンテ は 吐き捨てる 

やうに 唯 一 曾 かう いって、 冷やかな 眼 も くれす にヴァ ー ジルと 一 緖に第 W 界に 向って 遠ざかって 行く。 熱の ない、 

光の ない" 一而の 氷原 は、 また 永劫の 沈默に 鎖され て、 ヴァ ー ジル と. ダンテとの 小さな 後 影が 動く ともなく 遙 かの 

あなたに 遠ざかって 行く  o 


この 時 僕 は 突然 聞き 覺 えの ある 底力の 餽 つた 聲で 「A」 とこの {4i 恐ろしい 瞑想から 喚び 焭 まされた。 思 はす 立 

上り はした が、 まだ 夢心地で ゐる 僕の 眼の 前に、 副 院長の ラドラム 博士と、 中年 を 過ぎた 見知らぬ 一人の 神士と 

が 立って ゐた。 太陽から わ ど i に來る 琥珀の やうな 光が、 綺麗に 刈り込まれた 芝生 を 眩しい 程に 照らして ゐる。 

，は あの 物凄い 氷^と この 爽やかな 日光との どちらが 夢で あるか を 思 ひ 惑った。 

副 院長 はき さくに 僕の 肩に 手 を かけて その 紳士の 方に 振り向きながら、 

「この 異邦の 靑ハ 牛です、 あなたの 話 相 乎に ならう と 思 ふの は。 忠實な 働き手で 而 して 同時に 哲擧 者です」 

といって， 彼 は 僕に 皮肉な、 然し 奇妙に 溫味を 持った 眼 を くれた。 如何にも 閑雅な、 控目 らしい 紳士 は默 つた 

ま、 少し 微笑んで 僕に 握 乎の 手 を 差 出した。 

^は 今 n からこの 紳士の 卑屬 看護 夫になる 事 を 副 院長から 命ぜられた の だ。 この 紳士の 顔の 輪廓に は 何 處か大 

探き^ の リビングストン を 想 ひ 出させる やうな 所があって、 いっか その 小傳を 書いた 僕に は、 それが ある 特別な. 

親しみ を 感じさせ たが、 その 皮膚の 不愉快な 靑 黄色 さと、 一種の 緩みと は、 決斷 心の 鈍 さを桌 切って ゐた。 と 同 

時に、 W から 眼に かけた あたりに は、 澄んだ^ 心と 鋭敏な 神經 とが 絶えす 眼覺 めて ゐる やうに 兑 えた。 この 人に 

屏^ すれば、 下等な 肴 護夫 等との 交渉が 自然に 少 くなる だら う。 それ は 有難い。 然し 前と ちがって、 是れ から は 

ばかり はして ゐられ まい。 

突、 ラドラム 博士の 所に バ ー クレイの 「精神病 論」 を 返しに 行った。 獨 身の 博士 はがらん とした 圖 害.^ の 隅に 

座 をい：： めて、 大きな モ 口 ッコ 表紙の 醫 害に 讀み 耽って ゐた。 ノックす るの も 憚られる やうな 靜 かさが 其 處を領 して 

ゐた。 僕 はこの 病院の 中で はこの 若い 副 院長に 一番 心を牽 かれて ゐた。 科舉 者ら しい 冷靜 さと 底 深い 熱意と が、 

vc.」：l: いせ 心の 體にも 、 S ぎりの ない 顔に も、 自然に 色 濃く 浮み 出て ゐた。 博士 は 僕が 這 入って 來 たの ケ 見る 

迷 0  二三 七 
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と， 讚 ャ： ：！ 校 子 をぐ るりと 半分 廻して， 暖かい 眼で ぢ つと 僕 を 兌た。 而 して 僕から どっしりと 重い バ ー クレイの 本 

を 受取りながら、 

「判った かい？ 心理 舉的 研究の 所 だけ は 判ったら う。 君 等に は そこ だけ 判って ゐれ ば澤山 だ、 生理的の 研究 は 

まだ^ 門 の舉者 にも 判って はゐ ない 位 だから。 何しろ 君 も 物好きな 所 を 選んで 夏休み を暮す もんだ。 いっか ゅク 

くり：：： 木の 事で も 聞かして 貰 はう ね」 

それから、 僕の 看護すべき 今日 入院した 悤者は スコット 博士と 云って、 P 醫 科大擧 の 秀才で、 一時 助敎授 をし 

てゐ たが、 その後 開 業して 餘り 働き 過ごした-めに、 悒欝 症に 犯された の だと 敎 へて くれた。 

「この 木に も 害いて ある 通り、 狂癲 ほど 恐ろしい 遣傳病 はない。 ス コ ット 博士の 弟 も 二三 年 前に 自殺して ゐ るの 

だ。 隨分氣 をつ けて 着 護して くれ 給へ よ。 こんな 所に 來て 見る と 人間の 世界が 違った 姿で 眺められる だら う。 こ 

の 心 持 を醫者 達が 何時までも 無くさなければ い.^ ん だが、 …… もう 行く の。 お休み」 

僕 は、 再び 厚い 書物に 體を ふり 向けて 熱心に 研究 を 綾け る 博士 を 一人 殘 して、 靜か にこの 大きな 11 書窒 の戶を 

閉めて 階 子 段 を 下った。 僕 は 不思議に 感傷的に なって ゐた。 而 して ふと しんとした 夜の 沈默に 激動した。 熱い 淚 

が 思 はす 眼 頭から 滲み出た。 

某 年 八 バ 卜 七日。 晴。 

今 n も 力ら りと {4! の 澄んだ い \ 日だった。 患者 達 も 機嫌よ く 笑 ひ 合って、 結構な 土曜日 だとい つて ゐた。 胡铫 

樹の 葉が 黄ばんだ のから 風 もない のに ほろ くと 靑空を かすめて 散る のが 眼に 附く。 叉 病 房の 壁に 這 ふ英國 葛の 

葉に、 秋の 葡萄 葉に 見る やうな 紫色の 滲み出し たのに も 心が 驚く。 


俟はス コ ット 博士に m なって 庭に 出た。 博士 は 一 種の 誇りよりか、 それとも 内氣 らしい 遠慮よりか、 外の 患者に 近 

づ くの を i ゲて、 芝生の 隅に 唯一 本隱 者の やうに 立つ 大楡の 下 蔭の ベンチに 腰を下ろした。 楡の下 枝に 吊られた 

鐵製 ウ^に ま、 溢れん ばかりに ナス タ ー シャムが 生え ほこって ゐ た。 ナス タ ー シャムの 花の 紅 さは、 夏 を 思 はせ る 

よりも 秋 を 思 はせ る。 夏の に 唤 くの を 見ても、 この 花 だけ は 秋に 操 を 立て &ゐる やう だ。 僕 は 時々 その 葉の 

間から^^ を 持った 菱形の 實を まみ 取って 舌の 上で 弄んだ。 而 して 博士の 側に ゐて、 博士が 話しかける 時 だけ、 

ちト、 

出來 る だけ 親切な 當り さはり のない 返辭 をした。 

その 勺^ は 兎も^、 スコット 専士は 固定した 思想の 堅 實さを 示す やうに 見える。 彼 は どんな 事 抦を考 へる 時で 

も、 ある 中央 點 から 射出され る 光に 照らして ゐる らしい。 一寸 兑に はお どくした その 眼の 奥に、 妙に 堅い どつ 

レ いした ものが 潜んで ゐる。 それ は 病的な 現象の 一 つなの かも 知れない。 然し それにし てからが、 僕に は羡 まし 

く^へ る 力の 感じが ある。 ところが 僕 は 如！： だ。 總 てのもの は 流れる。 眩しく 流れる。 信仰に 立つ と 思って ゐた 

僕つ、 いに は嫩 おとした 光明が あった。 その 光に 照らして 僕は總 てのもの を 兇る 事が 出来た。 又戀 よりも 强く淸 く 

える 戀の やうな ものが あった。 自分の 罪と 定めた もの を悔ん でもく 足りない 苦しみ もあった が、 同時に ダビ 

デと 一 行に 裸で 1 りたい と 思 ふ 程の 法悅に ひたる 瞬 問 もあった。 然し 今の 僕に は、 何處に そんな 神々 しい 純 一 さ 

が 港って ゐる。 總 ての 音響と 色彩と は唯雜 然として 僕の 心の 宫を 犯して 來る。 女王 を 失った 蜂の 巢の やうに、 今 

まで 瞎實に 行 はれた と 兌え た规律 は、 瞬く 隙に 散り 失せて しまった。 塵の 運動に さへ 法則 は あるのに、 僕の 心 は 

思 ひも かけぬ 所に 僕 を 引きす つて 行く。 自分で 自分 を 欺く 事 をすまい —— 唯 この 一 つの 自覺の 外に、 僕 は 何 一 つ 

持って ゐ ない。 神 を 離れた と氣 が附 いた 時から、 僕 は 自分が 一 人で 立つ 外に 道の ない 事を覺 悟して ゐた。 それ は 

當お な， 而 して 慰い 覺 悟だった と は 云へ、 無謀に 近い 程 困難な 企て^ あるの をし み^. \ と 感じない 譯には 行かな 
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かった。 杖の 手引きから 離れた 盲人 も 僕 以上の 混亂を 心の中に 起し はしない だら う。 未知の 世界に 投げ出さ えた 

赤子の やうに、 僕 は 途方に 暮れて 泣き出さう とする。 以前に は 泣く と 救 ひの 手が 現 はれた。 今 は 泣いても 僕 を かお" 

る もの はない。 僕 は 泣かう として 思 はす 苦い 淚を飮 み 込んで しま ふ。 泣く の も 亦 無益 だと 知る からだ。 

、- 匕、 o 

.?0$ 力， タカ 

リ リイの 姿が この 一 ニニ 日 見えない。 あの 娘の 名はリ リイで はない、 ィ ー デ イス だと ロバ ー ッが敎 へ てく t たが、 

僕に は 始めさう と 思った リ リイの 名で 彼女 を 記憶す る 方が い „。 病的と 云 ひたい ほど 直 女に 對 して 執着の 强ぃ僕 

す さ 

に 取って この 悲慘な 不幸 人の 集合 所に、 この 淋しい 荒んだ心の 僕の 境涯に リ リイ を 見出した の は、 云 ひ 現 まし 

難い 慰藉 だ。 僕が この 院の 看護 夫と なった 日の 夕方、 患者 達の 舞踏の 敎師 だった 一人の 婦人が 院を 去る について 

芝生で 送別 會が 開かれた。 綠の濃 やかな 樹々 の 間に 吊られた ほ-づき 提灯の 灯が 黄色い 楚歡 の 光の 中に 淡く 輝き 

始めた 頃、 いくつもの 小 卓の ま はりに 集まった 男女の 中に 僕 は 初めて 彼女 を 見た のだった。 ロバ ー ッが僕 を 彼女 

に 紹介す ると、 彼女 は 心得顔に、 

「私 は あなたに 私の 敎會 のバザ ー でお 服に か，. りました」 

といって にこやかに 氣 取らす に 挨拶した。 さう いへば、 B 府にゐ た 時 僕 は 或る ク H 力 ー 宗の 慈善市に 招かれて 

行った 事が あった。 僕の 醜い 而 して 黄色い 皮膚の 顔 は 彼女に 憐憫の 印象と なって 殘 つたの かも 知れない の だ。 何 

しろこの 送^き の 夜から リ リイ はこの 病院に 於け る 僕の 生活の 必要物と なって しまったの だ。 

>  さへ ぎ  メ I ブル 

柔 力い 綠の 蔭で 夏の 日 を 遮った 形の い-二 本の 楓樹の 間に ハンモック を 釣って、 膝頭 も あら はな リンネルの 眞 

白な 着物 を淸 く^て、 讀 書に 餘念 のない 彼女の 姿 は、 僕の 眼から 消えて しまった。 何處に 行った のおら う。 兩铜 

のホ ー ル君 夫婦 はこの 痫院の 理事と して 今日 も 忙しく 働いて ゐる。 それ だのに リ リイ は 姿 を 見せない。 患者 達 も 


物足りな ずな 眼をハ ン モッタの 方に 向けて ゐる。  漆 、. 

I ハ かげる S こなって 十二 人 I 者が、 不 i な 列 を 作って 病 房に 歸る 有様 は、 何時でも 僕に 深い 印象 をず へ 

る。 彼 や は 夕： Z がうな だれる やうに うなだれて ゐる。 彼等 は 一人 J 深い 思 ひに 沈んで ゐる やうに 見える。 然レ 

一 人と して 何も 考 へて はゐ ない の だ 。あの 深刻な 姿勢の 表現の 後ろに は 唯筌虚 が あるば かりた。 

r.M^T  ノ 1- マ ダ しチ  まぶ  をし ザ  - ： L 、、： o  - 

林し くな り 1 る 木の 枝 をいた はる やうに、 今日 も 太陽が 朝から 夕方まで 眩しい 光 を惜氣 もな く 投け與 へた 夕 

^ははる^ の 叹を淚 させる 稃莊嚴 な ものだった。 秋が 來 るの だ。  -卜 

|^^, ミュラ ー とい ふ獨 逸生れ の忠 おが A は 何故 この頃 食堂の 手 傳ひを しないの だ h うお 前カゐ と^ I 

いと， て ゐた。 ミュラ ー は 或る 工場の 職工 長で、 非常に 勤勉な 男だった の ださう だが、 如何 かひした は^みに 不 

.3 お II じ 出して、 鐵籠路 とか、 高い 1 の 上と かに 來 ると、 自然に 死の 方に 無理々々 牽 きつけられて 

ゆく、 その 恐ろし さに、 自分から 進ん マ 入院した の だ。 一分 一秒 も 無駄に しまいと いふ 風で、 額 S 赤に 汗ばま 

せながら、 ま t 働く f  § の は 敷 ましい 程 だ。 彼 は 患者で ありな が I 堂の 仕事 も 手 傅って ゐ たの だ。 

に| 麵 ker  (m-s を かう 呼んだ) がゐ ない と 食堂の 仕事が 畧 くない。 然し 君 も 餘り備 いて 僕の や 

うにな つて はいけ ない よと 彼 は 云った。 僕 は 恐ろしく なった。 僕の 父 は 二度 ほど 狂人と して 取扱 はれねば たら》 

狀 態に 陷った 事が あるから だ。  - うちぶところ 义 J 

； コ ， ト 博士と ^と は 昨 n も 今日 も 冗に 探り 合 ふやうな 態度で 暮 したが、 夕方 彼 は 一 封の 手紙 を內懐 力，， 耳 n 

ンて、 也に こ ら せす こ 投函して くれろ と 僕に 賴ん だ。 僕が 段々 信用 を 受ける やうに なった 事が 察せられる。 1 

迷 0  i 
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葉 少なに うなだれて 坐って ゐる 博士 は 時々^:^ と 顏を擧 げて耳 を p」 る。 而 して 暫く^^ をた て i ゐて から， 

苦い 顔 を t て 何 かぶつ/ \ と 囁く の だ。 その 囁きが 「そこ を 退け」 と 叱る やうに いふ 言葉で あるの を 確め ると、 

僕 は 不快 を 感ぜす に は ゐられ なかった。 然し 僕の 立 上る の を 見る と、 博士 は li て \ 僕 を 引きと める の だ。 而 して 

すがる やうに 僕の 方に すり 寄って 來 る。 

「A! お前 は 基督 信徒 か」 

いよ （-病 房に 歸 らうと する 時、 偶然の やうに かう 彼 は 僕に 尋ねた。 僕 は 偶然に も I 多分 病人の 氣， 木め とい 

^、もも 何處 かに あつたの だら う II 「さう だ」 と 答へ た C 而 して 二人とも 心の 不安 を 包み | ねる やうに 互に 額 を 

毘交 はした。 

夜 は 休 ミチん つたから、 患者の 世話 をして 厂 緒に 夕餉 をす ますと、 直ぐ 三階の 看護 夫窒に 返いて、 くつろぎな 

4 ら C 敎授の 書いた r ゲ I テと內 部 生活」 とい ふ 小論 文 を讀ん だ。 この 大 詩人と 基督 敎 思想との 交 涉が 可な り！！ 

g に 研究され てゐ る。 何もかも 高い 所から 靜 かに 見お ろして ゐる やう， な この 詩人の 心の 鏡に、 一 g に 上ば かり 兌 

窮めよう とする 信仰と いふ ものが 如何 映ったら う。 さまぐな 人の 心 だ。 ある 時 は 心外の 諸緣に 餓鬼 同様の 努 g 

を繫 ぎ、 ある 時は內 部の 見神に 本能 自然の 憧懞を 向ける 僕の 心 は、 まるで 三界 流轉の 亡者の やう だ。 淺 ましい 姿 

ではない か。 

某 年 八月 二十 一 日。 晴。 

丁度 十 口 美しい 初秋の 日が 綾いた。 過去の 思 ひ 出を靜 かに まとめて 見て、 笑 ふのに も 歎く のに も 都合の ぃ&の 

は 秋 だ 物の 亂れ が憨 へられる 時 だ。 秋の 夜長に 針箱 を 開く やうな 事が あったら、 g 匙ない 少女で も、 日頃 拾て 


て S いた 絲の 亂れを ほどき 分けて 見る 氣 になる だら う。 何ん となく 逼り 近づく 寂寞 裡に 立って、 自分の 心 をぢっ 

と 見 i,i めて ゐ ると、 無數 の^が 唯一 筋の 眞 直な 道の やうに なって、 醜 美が 手に 取る やうに 心の 眼に 映って 來る。 

それ だから 秋 は 淋しい の だ。  、 

この 夜 は： II： がよ かった。 ロバ ー ッとー 緖に後 園 を 散歩した。 夜になる と ぁひビ きに^ 好な 場所と してお 護夫 や 

^護： g を 引きつけ る 花阖を 通りぬ ける と、 看護婦な ど は 恐れて 足ぶ み もせぬ 程 奥深く も 淋しい。 茂り 交 はした 森の 

木.^ の 問から は、 深山の やうに、 漁った、 木 茸 臭い 匂 ひが 襲って 來る。 うねく した 小逕 を 二人とも 默り 勝ちに 

歩いた。 月の 光が 銀粉の やうに 木の 問 をぬ けて 斜に 地に 落ちた。 而 して 帽子 を 被らぬ 頭髮ゃ 肩に 觸 つて 見る と、 

ぃケ i いと 漁つ ぼかった 。ロバ ー ッとは 僕が まだ P 府にゐ て 或る 神 舉校を 訪問した 時 知合 ひに なった の だが、 偶然 

にも この^ 院に來 て 見る と、 同じ 病 房で 落 合 ふ 事に なった の だ。 彼 は 無 反省な 大食 家 だ。 僕 は、 こんな 夜に、 彼と 

こんな 所に 散歩に 來た事 を 少し 後悔した が、 歸り がけに 婦人 患者の 病 房 近く 来た 時、 而 して 月 を さながらに 浴び 

て、 爽 一い 程の 靑 白い 色に 唤き 亂れた 百合の 花 を 見た 時、 「君 はこの 花の香と 色と を、 恐らく は 死ぬ まで 忘れる 事が 

出來 まい」 としみ./^ 云った その 言葉 だけ は、 彼の 總 ての 死語の 中から 唯一 つ 生き 殘 つて 僕の 思 ひ 出と なる だら 

う。 僕 は その 花 を 三輪 摘み取った。 而 して ロバ ー ッに 別れてから、 リ リイの 家に 廻って、 その 階段に 一輪 を 置い 

た。 一 輪 は CI 分の 枕許の コ ッ ブに揷 した。 一 輪 はこの ベ ー ジに 押し花と してお く。 明 曰の 朝リ リイ は 太陽の やう 

に 快活に ^緣に 出て 來る だら う。 而 して 階段に 置かれた 一輪の 百合の 花に 眼 をと める であらう。 それ は 確か だ。 

然し 僕が 昨夜 それ を 兌た やうな 心 持で は、 彼女が それ を 見ない にき まって ゐる。 恐らく は 彼女 は 唯 階段の 上に 一 

輪の fc 合の 花が あるの を兒る だけ だら う。 而 して 合の 花 は 旭の 光に 電燈が 消える やうに 萎んで しま ふだら う。 

僕の する 事に はそんな 運命が 一 番起 りさうな 事 だ。 

迷  跻  三 三 n 一 
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夜 十二時 を 過ぎてから が 寢番が 來て僕 をお こした。 スコット 博士が 狂噪狀 態に 陷 つたと 云 ふの だ。 僕 は 飛び 起 

ね i き  つか  9  ]  rh 

きて 支度 も そこ C に 病 房に 行って 見た。 長い 眞 白な 寢衣ー つに なった 博士 は、 兩 手に 頭 髮を摑 みながら 押附 

けられる やうに 部屋の 隅に 立ちす くんで、 何物 か を： ^入る らしく 一  箇所に 眼 を 定めて わな， （-と 震へ てゐる 。「そ 

こ を, け、 そこ を 退け」 とい ふ 一一 一一：： 葉が、 始めの 中 は 小さく 囁かれる が、 仕舞 ひに はわめ くやう に 高くな つて、 博士 

はとう. （堪へ 切れす に、 頭 を 抱へ たま >T 壁の 隅に 顔を隱 すの だ。 靜 かに 近づいて、 何んで すと 問 ひたに して 昆る 

と、 なやうな 低い 聲で 「あれ を御覽 A」 と 天井 を 指す。 勿論 僕に は 何ん にも 兑ぇ はしない。 博士の 神經は 段々 

^ んで 行く やう だ。 不寢番 に手傳 つて 貰って 强 ひて 纏 絡 浴 を させたら 段々 鎭靜 して、 うと，/, \ と 眠り 出した。 今 

までの 緊張に 引き か へ て ゆるみ 切った 顏面筋 を 被 ふ 黄蠟の やうな 皮膚 を 見つめて ゐ ると、 死よりも 物凄い 或る 恐 

怖が 腐 を 粟だゝ せる。 

^士に は 妻が あるの だ。 而 して 三人の 可憐な 女の 兒が あるの だ。 昨日の 午後に それ 等の 人々 が 揃って 博士 を訪 

れて來 た。 博士 は 沈^な 態度で 彼等と 親しげ に 話して ゐた。 病 房に 歸る 時、 今日 來 たの は 誰々 だと 聞いて 見たら、 

博士 は 少し 驚いた 顏 付で、 「誰か 來た のか」 と 反問した。 

今 博士の 肴 護から 歸 つて 來て寢 に 就く 前に この 日記 をつ けて ゐ るの だが、 こ の靜 かな 夜 は その 妻と 娘 達と を靜 

かな 眠りの 中に 誘 ひ 込んだら うか。 月 は 益々 冴える。 窒內の 電燈の 方が 喑ぃ程 だ。 物 思 ひの 多い 人に は毘 せた く 

ないやうな 光 だ。 この 夜を寢 入って 通せ、 憐れな 人々 よ。 二 時半 擱筆。 

某 年 八月 一 一十三 日。 雨。 .  .. ^s^§0 ポ ^y.^-^s. 

咋 夜から 降り出した 激しい 雨に 乘 じて 一 人の 患者が 病 房 を 逃げ出した 事が 發 見され た。 始終 同じ 道&を 流れる 


, 川の やうな^ 調 は、 この 一 つの 事件の 爲 めに 珍ら しく 破られた。 逃げ出した 息 者と いふの は絲育 市の 金 持で 

濟と 女に 身 を 持ち i した 結果、 ぶよ <と獻 れた ra: 十 男が 白痴の やうに なって しまったの だ。 仕立てお ろしの 見 

^なや， kr.1 だらくと ス ー プな どをこ ぼした ま i でゐ るの をよ く 見た もの だ。 看護 夫 長と 一 人の 看護 夫と は 直ぐ 

こ^れ 市に 向けて 持って行った。 何處 から 何時 探し出し たもの か、 その 息 者の 窓から 古い 麻 索が 垂れ 下って、 そ 

れが 雨に 濡れて、 風に なぶられて ゐた。 

お^ま^ん な 運 の爲 めに が^^に 行った。 スコット 博士 は その 附屬窒 の 隅に ある 皮張りの ディバ ンに 身を埋 

めて 吠って おへて ゐた。 僕 は その 側に 立って、 窓から 薄 1" く 射し こむ 光 をた よりに ダンテ を讀ん だ。 球戲窒 から 

は、 象牙の 球の ぶっかり 合 ふ 音が、 句點を 打つ やうに 時 々こ，^ まで 間 こえて 来た。 

^ま， 人並み 以上の 才能 を 受けて 生れて 來た。 而 して 僕 は それ を捨 つべき もの、 如くに 踏み 躪 つた。 僕の 家に は 

^を 苹 やかな 社會に 推し M める だけの 資力と 位置と があった。 家の もの 等 は 好んで それ を 提供した ばかりで な 

く、  |屮 かして 僕 を その 方面に 向 はせ ようとした にも 係らす、 僕 はぐ じくに それ を 担んで しまった。 僕 は 人 か 

らもされ^ しま 吆る性 i£ を 持って ゐる。 それ だのに 僕 は 好んで 孤立した。 こんな 風に、 自己と 眞實な 交感 をした 

いはめ に、 僕は不 C! 然を さへ 敢 てして、 あらゆる 內 外の 負 擔物を 捨てようと あせった。 而 して 仕舞 ひに は 神に さ 

： おいた。 然るに こ、 まで 來て靜 かに 自分の 身の 周り を 眺めて 見る と、 諸緣 から 絶ち 放 たれた 自己の 餘 りに 淋し 

く^りに 亂雜 なの に^く。 外部の 壓カを 取り去られた 液化 ^氣の やうに、 僕の 自己 は 兌る/ \ 形 を 失って 氣 化し 

ようとす る。 ^はや^: になる には餘 りに 人 問の 欲情 を 持ち 過ぎる し、 凡人になる には餘 りに 潔癖 過ぎる。 僕の 生 

^は^ 始 的な 純一 さ を 持た すに、 文明の 病毒 を 受けて 何時でも 二 元に 分解され てゐ る。 これが 憤られ、 悲しまれ 

る。 然し 僕 は 恐れまい。 僕 は 自己の 分解 を 徹底させる。 掘り下げて く 遂に 侗性を 見失 ふか、 叉 は そこに 不壞の 
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金剛 土 を 兌 出す か。 二つに 一 つ だ。 それが 僕の 一 生の 事業で あらねば ならぬ。 僕 は 何時か 必す E 分 を實證 する。 

み しき  さ てつ 

僕の^: 在 を 存在と して 味識 する。 そこに 行き着く まで 僕 は 決して 休むまい、 どんな 成功に も 蹉跌に も。 僕の 心 Q 

^に は 程々 にしておく 事の 出来ない 一 つの 力が 潜んで ゐる。 僕 は その 力 を 欺きお ほす 事が 出来ない。 

博士 は 朝から 沈 默を繽 けて ゐた。 博士の 怪しい 瞑想 はしと くと 落ちる 雨の | 卞と 一 緒に 靜 かに 深く 地の 底に 滲 

ひとし ほ 

み 込んで 行く かと^ はれた。 晝 過ぎの 空が 一 入 陰 鰺 な 雲に ど よんで、 部屋の 隅々 にもう 夕暮の 影が さまよ ひ 出し 

たかと 思 はれる 頃、 博士 はふと 顏を 擧げて 僕が ダンテに 讀み 耽って ゐ るのに 眼 をつ ける と、 獨 言の やうに、 ダン 

テは 何故 基锊を 敵に 渡した イス カリオ テ の ュ ダと、 シ ー ザ ー を 刺した ブ ル ー タスと を 地獄の どん底に 陷：^ たの だ 

と：^ ねた。 僕 は 「その 最も 親しむべき もの を寶 つたからで せう」 と 答へ た。 と、 博士 は 聞く まじき もの を 聞いた 

やうに 眼 を^ 張って ゆるく 唇 を 開いた。 極度の 恐怖の 描き出された その 顔 は、 眼 も 向けられぬ 程無氣 味だった。 

彼 は 暫く さう した 體で僕 を 見つめて ゐ たが、 やがて 牛の やうに 苦しげ に 呻いた。 而 して 死の やうな 沈默 がその 後 

に紛 いた。 

夕方 博士に 附 添って^ 一お に歸る 途中、 ふと リ リイと すれちがった。 何時 歸 つて 來 たの だら う。 廢 園に 唯 一 輪^ 

>  きゃしゃ  つま さ 

き 川た 花の やうな 彼女 は、 半 外套に 肩 をつ &ん で、 華 車な 編上げ靴の 爪先き に 雨 をい とひながら 小 走りに 歩いて 

來 たが、 きっと 頭 を擧げ ると やさしい 微笑と 共に 快活な 目禮を 博士と 僕と に 投げて 側 をす り拔 けた。 氷の やうに 

を ど  • 

悒^ に 寒く 閉ぢ てゐた 僕の 心 は、 その 瞬 問に 暖かく 嬉しく 跳り 上った。 然し 僕 は あの 何事 も 知らぬ 純潔な リ リイ 

に 鎖して すら、 唯淸ぃ 嘆美の 情 を 向けて ゐ ると 自 分 を 欺きながら  腐り 切った センチ メンタ リズムよ。 僕の、： 3 

はすぐ 乂 氷よりも 冷たく 堅く 閉ぢ てし まった。 

夜に なって 雨 は 風 を 加へ て 嵐に なった。 何ん となく むしく と 汗ばむ 程 暑かった 氣溫が 急に すが/ \ しく 冷え 


始めて、 喑閉を 通して 後 阖の方 を 眺める と、 樹と いふ 樹は 折り重なって、 怒濤に 揉まれる 海草の やうに 魔の 舞 を 

あや 

舞って ゐた。 窓の 外 は 電光と 喑黑 との 綾 を 織った。 電光が 消えた と 思 ふと、 喑黑の 天 と 地が 激しく ぶっかり 合 ふ 

かと 思 ふば かりに- W 鳴が 起った。 僕 は 興奮して ほてり 切った 頰を窓 硝子に 押し あてた。 大粒の 雨が 頰に 感ぜられ 

るお ひどく 硝子 板 をた 》 き 綾け た。 僕 はさう した ま， -で 疲れ切って、 何時の間にか 眠りに 落ちて …； 。 

某 年 八月 二十四日。 晴。 

うた .* ね 

黎明に なつてから^ は渐く 北に 去った。 雷鳴の 中に 何時 ともなく 假寢 をして、 やがて 眼を覺 まして 見る と、 世 

界は 朝の 光に なって ゐた。 空 にはち ぎれ た 雲、 地に は 吹き 殘 された 風が まだ さすらって はゐる もの X、 秋の 朝の 

嚴嫩 た靜 けさが 淚 となる まで 心に 逼 つて 來る。 看護 夫 達 はま だ寢 しづ まって ゐた。 僕 はすぐ 窓際から 立 上って 戶 

外に 出て、 飽く 事な く 後阖を 歩き ま はった。 雨に 洗 ひ 出された 砂が 白い 布の やうに 地の 窪みに 溜って ゐる。 枯枝 

や 枯葉が 其 處此處 に 吹きよ せられて、 ぴったり 地面に 粘りつ いて ゐる。 風の 吹いた 方に 靡き 伏した 草の 板 元に は、 

^^の 限り を盡 して 靜 かに 蟲が啼 いて ゐる。 森に 這 入る とはら- {\ はら/ \ と 霰の やうに 雨の. ^が 落ちる。 花園 

に來 ると リ リイの 爲 めに 摘んだ 白百合の 花が 算を亂 して 縱橫に 倒れ伏して ゐる。 

；ぃ 後ス コット 博士と 庭 を 歩きながら 11 らす 心靈 上の 諸問題 を 話し合った。 彼の 心中に も 矢張り 色々 な^^ 勝が あ 

るの だ。 丁 庇 もつれあった 種々 の 色絲の やうに、 一 つ を ほごさう とすれば 外の が ほ つれ、 外の を ほごさう とすれ 

ばお に 外の が ほ つれる の だ。 かくて 博士の 理路 は 果てしの ない 圆周を 果てし もな くぐる， （- とめぐって ゐる。 そ 

の 議論 を 聞いて ゐる とひ とりでに 輪廻と か豫定 とかい ふやうな 事を喑 示されて 恐ろしくなる 位 だ。 

今までに も 博士 は 打明けよ うとして は 幾度 も 躊躇して ゐ たらしかった が、 今日とう/ \ その 心の 祕密を 奢し く 
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佼に 話して 問 かせた。 

「私に は 一人の^ があって T 州で 農場 を經營 して ゐ たが、 遠い 爲 めに、 思 ひながら 互に 無沙汰して 二十 三年 も顏 

を 八：： はせ すに ゐた。 ^は 親切に も髻： 作の 秋に は必す 私に その 喜び を 分けてよ こした。 ^は 本當に 心の まめな 勉强 

もと  へ うがい 

象だった。 所が 今から 三 箇月 程 以前に^の 友人から 私の 許に 手紙 をよ こして、 T 州ー帶 は^ 害の 爲 めに 麥 の收穫 

1 む  うぎ め 

が ^無だった 爲 めに、 非常な 經濟界 の 恐慌が 起って、 ^の 關 係して る 銀行 は 破産の 憂目に 遇 ひ、 弟 は 農場と 銀行 

との 憨现に 夜の 眼 も 合 はさす 奔走して はゐ るが、 迚も 見込み はなさ X うだ、 と 知らして 來た。 その 時 私 は 何 を 措 

いても おに 遇って 言葉 だけ で^も 慰め 勵 まして やらなければ ならなかった の だ。 所が 克己心の 勝った 弟 自身から 

は、 割合に 平氣 らしい 昔 信が あつたのに 氣を 許して、 心に もな くつい 一 日々々 と 怠って ゐた 或る 朝、 突然 弟の 自殺 

した 通知が 來て私 を うちのめした。 その 時の 驚きと 苦痛と を 察して くれ。 私 は それから 祌に呪 はれた 身で ある こ 

と を 知る やうに なった の だ、」 この 事が あってから 私 は 極端に 祌經 質に なって しまって、 極く 簡單な 手術 をす る 時 

でも、 安全な 藥 劑の處 方 をす る 時で も、 不思議に 疑 ひと 不安と が附き 纏って 躊躇ば かりす る やうに なった。 私 は 

ちゃう もん 

1 兀來ス ペン サ ー 派の 哲舉 の捧誓 者で、 心靈の 問題な ど は 度外視して ゐ たから、 平常で も說 敎を聽 聞す る やうな 事 

は 絶えて しなかった が、 あまりの 苦悶に 堪へ かねて、 或る日 敎會に 出席して 見る 氣 になった。 その 敎會は 監督 敎 

だった。 まだ 年若な 鋭い 眼 を 持った 牧師 は、 カル ヴ イン を 思 はせ る やうな 妙に 浸 滲 的な 熱の こもった 低い 聲で、 

^^々と 豫定 說を說 いた。 私 は 極めて^ 靜な 批評 的な 態度で それ を閱 いて ゐた。 聽 衆の 興奮 を心竊 かに 哂 ひたい 程 

冷靜 だった。 而 して 歸 りが けに 一 人で 或る 一 本の 樱の樹 の 下まで 來 ると、 (さう いって 博士 は 押しつ ぶす やうに 聲 

を 低く した) A よ， 私 は その 樹の 上から 惡 魔の 囁く 聲を 確かに 聞いた の だ。 人に はこの 耳の 外に、 もう 一 っ音聲 

を 感知す る機關 が何處 かに ある を 始めて 知った の も その 時 だ。 惡 魔の 聲 はこの 耳から は 這 入って 來 なかった。 さ 


そらみ- < 

うなら^: 斗 と^ふ 事 も 出来る。 然し 私の 聞いた の はもつ と 精密な 確實な 機關を 通して だった 。「贵 様 は 力 インと 一 

^に. 水^に^ はれた 籙 魂だぞ _r 私 は その 瞬間から 絶えす 惡 魔の as に 脅かされる やうに なり、 從 つて 正義の 神の 嚴 

存を しかと 心の底に 感する やうに なった の だ。 神 は 又 愛でなければ ならぬ とお 前 も 人並みの 事 を 云 ふの か。 祌は 

おそ  fcr  い やさき  .S や はて 

愛 だ。 それが 畏 ろしい 事な の だ。 愛の みが 義 しいの だ。 義 しきが 故に、 世の 最初から 最終に 亙って 据 ゑら れた運 

命の^ を 塵 ほど も抂げ ようと はし 給 はぬ の だ。 私の しみつ たれた 淚が 運命 を 如何す る 事が 出來 よう ぞ。 科 舉も信 

仰 も W 闪結^ の不 變を喑 示す る。 A よ、 お前 は 自分の 力で 運命 を變 へる 事が 出來 ると 思 ふの か。 恐らく はさう 思 

つて ゐ るの だら う。 お前の 顔に は嶮 しい 叛逆の 色が 浮んで ゐる。 强 ひても 天地の 大事 實を 抂げ ようとす る 苦痛が 

お S の颜に はま；： き 記されて ゐる。 それ は 然し 哀れむべき 人の子の 憐れな 妄想に 過ぎない ぞょ」 云々。 僕は默 つた 

ま 、をの.^ いて こ の 不思議な 吿 白に 聽き入 つ た。 

眼の 前に は^てし もない 喑黑 が峭 壁の やうに 枭て しもな く 連って ゐる。 後ろに は 底無しの 深淵が 音 も 立てす に 

Jy よう^ん よど  の 

凝 然と 澱んで ゐる。 僕 は 死力 を盡 して 自分の 周圍 から 喑黑を 追 ひ 退けよう として ゐ るの だ。 僕 は 一人で、 僕 一人 

の 力で それ を 押し もどして 行かなければ ならない。 然し 喑黑は 動もすれば 却って 僕 を 呑まう と逼 つて 來る。 その 

噔黑に 大きく 誊 かれた 字を讀 め。 "Raphel  bal ith,  sabi  almi"o 永劫に 意味の 知られない 一 連の 魔 語！ 

ケ U いつもの 大楡の ベンチに 坐って ゐ たら 口 パ ー ッが來 て 僕の 寫眞を 撮った。 蓋 を 切らう とする 時、 大きな 黑 

さへ じ 

い 蝶が^ て 胸の 所で 羽ばたきした。 拂ひ 退けよう とする の を ロバ ー ッは强 ひて 遮って その ま V 寫 してし まった。 

黑ぃ 蝶の 舞 ひこ む^に は 死ぬ 人が あると 幼い 頃に 聞かされた その 囘 想が 僕 を本當 に懼れ させる。 生 を 持て 餘し切 

つて ゐる 僕が …… 0 

月 は缺け 始めた。 靜 かな 夜 だ。 窓の 外 は 蟲の聲 ばかり だ。 

迷  路  三 三 九 


1? 島 武郞仝 集 笫 一 卷  HW-〇 

某 年 八 H 二十 九日。 暴。 

J  たま 

「そこ を 退け 惡魔」 とい ふ聲は 絡え す スコット 博士の 唇に 上る やうに なった。 堪らない 聞いて ゐられ ない とい 

ふ 風に、 ^許で 激しく 手 を 振りながら、 博士が 思 はす 座席から 跳り 上る の を 見る と、 僕 も 一 緖 になって おど， /(\ と 

落^き を 失 ま. うとす る。 「A! 恐ろしい， （-。 お前に はま だ 妻と 子が あるまい。 私 を 失 ひ、 從 つて 生活 を 失 ふ^ 

子の 悲慘な 運命 を考 へて くれ。 それより もこの 妻子の 悲慘な 運命 さへ 考 へて ゐられ ない 私を考 へて くれ。 永遠の 

呪吡 .— それ を 受けた 者の 外に は 判らない 恐ろし さ だ。 少し だけで も 思 ひやって くれ」 …… 博士に 豫定說 を說ぃ 

た 牧師と は 一 體 何者 だ。 圖書 館の 塵の 中から 引きす り 出して 來た 貴様の 神擧 は、 一 人の 人間 を 狂 氣に誘 ひこみ、 

死』 陷れ ようとして ゐ るの だぞ。 冷やかな 言葉で 行 ふ 殺人犯 …… それ を 平氣で 犯しながら、 自分 だけ 天 國に救 は 

れて 行かう とする 貴様と、 熱い 情愁で 自分から 地獄に 落ちた フラ ンセス カゃパ ゥ 口 を 較べて 見ろ。 「不幸に 臨める 

の I：！、 歡樂の 時 を 想 ひ 起す より 悲しき はなし」。 貴様 は その 言葉が 判る か。 せめて はそんな 言槳を 心から 云 はねば 

ならぬ 人の ある 事が 判る か。 …… 然し 牧師が 博士 を狂氣 にしなかったら、 石が 狂氣 にして ゐた かも 知れない。 牧 

肺が 博士 を 殺さなかったら 塵が 殺して ゐた かも 知れない。 牧師 も 亦 大きな 無情な 齒 車の 齒の 一 つに 過ぎない ので 

はない か。 今 僕の 心に は 世界が 氷って しまった やうに 見える。 

ヶ H も 僕 は スコット 博士と 意志と 自 .2 とい ふ 事 や、 罪惡 とい ふやうな 事 を 話し合った。 僕 は 如何 かして 博士 を 

論 ^ の g| から 救 ひ 出したい と あせった。 然し 結粱は 意外だった。 僕が あせれば あせる 程、 博士の 先入主 觀は深 

く 濃くな つて 行く ばかり だ。 博士の 容體は 段々 險惡 になって、 その 口から は 一 種の 不愉快な 臭氣 ，！ 重症 息 者に 

特なた n 奥が 漏れる やうに なった。 


二十日 程 前から 僕 等の 病 房の 看護 夫と なった 一人の 華 車な 靑华 は、 健康が 綾かない のに、 妙に 物が 恐ろしく つ 

て 迚も 不寢番 が 勤まらないと いふから， 今日から 僕が 代る 事に なった。 こ \ に ゐる看 護夫 共 は 皆ん な 働き盛りの 

男 達 だのに、 一週間 僅かに 叫 弗の 給金 を 貰って、 碌々 仕事 もしない の を 見る と、 總て 無頼な 人 問で あるの が 知ら 

れる" 彼等： 院を r 蟲の i」 といって、 患者 を r 蟲 けら」 と 呼んで ゐる。 患者 は 朝夕の 挨拶 を 忘れす にす るけ 

れ ども、 彼等 はどう かする と 起き 拔 けから 看護 夫 長の 眼 を 忍んで、 患者の 頰 げたに 平手 を 見舞 ふやうな 事 をす る。 

そんな 奴等の 問に この 一人の 靑 年が ゐ るの は 僕に 取って 慰めだった。 父 は 二 歳の 時に 死に、 病身の 母の 外に 姉が 

：人ゐ るの だが、 それが 狂氣で 或る 瘋癞 病院に 送って ある 所から、 狂人 に^して 同情が 起って、 俳優に なりたい 

n 分の 希望 を 暫く 扮 て-、 こ k に來 たの だと 談 つた。 米國 の靑ハ 牛に は 一寸 類のない、 女の やうに 優しい その 心极 

が 僕の 同情 を そ-つた。 僕 は 成るべく 穩 かな 言葉で 彼の 心に 觸れる やうに 心 懸けた。 然し 彼の 意志 は 異常に 弱 か 

つた。 而 して 二十日 もゐ ない 屮に 神經が 過敏に なって、 不寢^ が 勤まらないと 云 ひ 出した の だ。 

僕 は 今 ロ久扳 りで 鏡 を 見た。 我れ ながら 醜い 額に 恥 を か-すま いとして、 成るべく 鏡から は 遠ざかって ゐ たの 

だが、 久 振りで 見る と、 僕の 顔 は 驚く ばかり 瘦 せて ゐた。 而 して 妙 にぎらく する 兩の眼 は 眼の 働き をして ゐな 

い。 僕の^ は兑る 代りに 者へ てゐ た。 

おから チ紙を 受取った。 彼 は 自分の 行くべき 道 を 色々 に 忍 ひ 惱んだ 末、 騫 家になる 決心の 臍 を 固めて 〇〇 氏の 

門下に 加 はった。 彼 は 嫁いで 行く 處 女の やう だ。 淚を 以て 彼の 爲 めに 祝盃を 擧げ よう。 

K 年 八月 三十 一 日。 朝、 晴曇 不定。 夜、 雨。 

C.E^ と 決定論と は 僕に 取って^なる 知的 遊戲 ではない- それ は 僕の 二元的な 性格の^ 柢 から 湧き出て 來る殿 
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肅な 問題 だ。 .01 分の 心を兑 詰める と、 そこに は 意志の 絕對 自由が ある。 卽ち 無限の 自己 責任が ある。 自分 はこの 

1- さぎよ  てつ さ 

誇りから 一歩で も 退く の を 屑し としない。 けれども 現象の 種々 相 を 見渡す と、 そこに は 宿命の 鐵 鎖が ある。 卽ち 

嚴 確な 運命の 統 流が ある。 運命 を 感じ、 運命 を 知り、 自己 を 運命の 波に 乘 せて 走れ。 そこに 心內 心外の 自由 は 開 

けて 來る だら うと 人 は 云 ふ。 然し それ は 何ん とい ふ 痛 酷な 反語 だ。 誰が S に 運命 を 感じ 得る か。 誰が 眞に 運命 を 

知り^る か。 運命 を 感じ 運命 を 知る もの は 運命ば かりだ。 僕の 眼から は 梁が 落ちた。 僕 はもう そんな 幻影 を 目 荒 

けて 走る 肓動 をし 得 なくなった。 と 云って、 僕 は 自己の 行爲 なり 思想な り を 運命に 辯疏 させて 平 氣でゐ る 程 厚 か 

ましく はない。 といって、 世の 罪惡ゃ 世の 虚偽の 總てを 自己 を 責める やうに 責める 事が 如何して 出来よう。 こ \ 

に 视 める^-の 出來 ない 溝が 出来る。 人 は 如何して この 矛质を 知らす 顏に 過して 行く 事が 出來 るの だら う。 それと 

も 僕 は 熱く も 冷た くもなり 得ぬ 人間な のか。 「命令す る 事 も服從 する 事 も 出来ぬ 不用の 人間」 なのか。 僕 は あせり 

にあせ る。 統一され た 純一な 生活が 欲しい。 この 葛藤に 惱 まされながら、 パン を 口に 運ぶ の は 苦し. S 事 だ。 僕 は 

スコット 博士の 宿命 說に 極力 反對 して ゐる。 それ は 然し 僕の 小さな 策略に 過ぎない。 僕の 心に 確信が あるからで 

はない。 僕 は 口で は反對 しながら、 如何 かする と 心の中で 兩 手を擧 げて赘 成して ゐる。 i 醫 者よ。 盲人の 手び き 

するな 1Z 人よ。 

り す  むご. u  . , ；は， 

小 兎と 木鼠との 遊ぶ 平和な 廣 庭と、 生活苦の 慘 らしい 犧 羊なる 百 七十 餘 人の 狂人と を 目が けて、 光と 影と が 交 

る^ \.: 人から 落ちて 來る。 雨になる かと 振 仰ぐ 空 の 一角に は、 忽ち 金砂 を 篩って 陽の 光が 流れ 下る。 運命の 呼吸 

を 形に して 見る やうな 筌 合 ひだった C ス コット 博士の 悒鬱は 極度に 達した。 僕の 近づく 事 を すら 避けて、 手 を 後 

ろに 組んだ ま X、 俯向いて 楡の 木蔭 を あてもなく 歩き 廻って ゐる。 その後 姿 は 上品な、 敎 養の ある 紳士 を 描き出 

すが、 前から：^ ると 取り 亂 した 表情の 慘ら しさが 亡靈の やうに 襲ひ逼 つて 來る。 僕 は 恐ろし さの 餘り、 ラドラム 


博士 を 呼んで 來た。 ス コ ット 博士 は 副 院長の 近づく の を 兌る と、 險 しい 眼 付 をして 僕 を 見やりながら、 

「おい 博士。 私に こんな 間諜 をつ けて 置いて 下さる 必要 はない。 あなた は 未だ 永遠の 地獄が どんな 物 だか 全く 御 

存じがないで せう。 地獄です か。 私 を御覽 なさい。 地獄が 神の 間諜な のです」 

と：. ム つたぎ り、 くるりと 僕 等に 後ろ を 向けて、 芝生 を 先方に 歩いて 行って しまった。 ラドラム 博士 は 眉 を ひそ 

めたがら その後 姿 を 兌 送って、 默っ たま、 立って ゐた。 その 一場の 光景 は 悲劇的だった。 僕に は スコット 博士が 

老先 きのお くない 人の やうに 思 はれた。 

不寢^ に は 午後 は自. 5 な 睡眠 時 問が 與 へられる ので， 久 振りで P 市に 行って 見た。 H 大舉に 行く 用意 をす る爲 

めに、 九パの 三日に はこの 病院 を 去る の だから、 買物な どに 出かけた の だ。 歸り 際に 少し 時間に 餘裕 があった か 

、り々 n..t 議 所の 阖睿 館に 這 入らう としたら、 その 入口で 一人の 乞食に 遇った。 その 顔に は覺 えがあった。 思 ひ 出 

して 兄る とその 男 は、 僕が 去年の 降誕 祭の 休暇 中に この 圖書 館に 通って ゐた 時、 時々 やって 來ては 僕に 話 をし か 

さえた  あざ  しり も 

けて^. S を 妨げた その 贝 だった。 彼 は 僕が 勝史 を硏究 して ゐ ると 云 ふの を 嘲け る やうに 返け て、 お前の 國の やう 

た に膀史 の 研究が 何ん の 利益になる。 勝史 とい ふ もの は老大 國の國 民が 祖先の 自慢 をす る稃耄 碌 した 時に 

研究 すれば い、 もの だ。 總 じて 擧府的 研究に 實 人生の 助けと なる もの は 一 つもない。 自分 もァカ デミ ー を 中途で 

やめた 一人で、 今 は 兄と 共に 絨毯の 製造に 從 事して ゐる。 自分 は 工場 を 君に 開放して 見せよう から、 一 つ その 調 

^でもしたら 如 ：！： だ、 と 僕に 說 いた。 僕 は 初めから この 男が 蟲 酸の 走る 程 嫌 ひだった から、 ある 時 可な り 激しく 

交^ を斷 つて！： 前 を 出た。 丁度 黄昏 時で、 街 は 人の 往來 にこみ 合った 中 を、 二人 は 妙に 喰 ひ 違った 心で 別れた。 

僕 は その翌 H から 岡 害 館に 行か なくなった。 從 つて その 男と はこの 世で は 役た 遇 ふ 事 は あるまい と 思って ゐた。 - 

而も：：： ルょ、 仪は乂 彼に 遇った の だ。 僅か 八^ I 月の 問に 彼 は 全く 別人の やうな 容貌に なって ゐた。 彼 は その後 酒 
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にで も 彩 しんだ の だら う。 その 力の ない 眼 はいよ， （- 鈍って、 梅雨 時の 签の やうに なり、 半分 開かれた ま 、の 辰：：. 

は ひどく 厚味 を 加へ た。 ひよ ろ/. \ とした 足 どり で、 永く 勞働を 厭った 手 は 棒の やうに 兩 船に 垂， e 下って マ？ こ。 

僕の 眼 はすぐ 彼 を 見分けた けれども、 彼の. 眼 は 旣に僕 を 忘れ 果て \ ゐた。 折し もじめ/, \ と 時雨 が 降って ゐた。 

僕 はこの 醜い^に 對 して 本能 的な 憎惡を 感じながら、 飛び 返く やうに 一 町 程 離れた。 

恐るべき 寶冇の 世 だ。 彼 は あの やうに して 彼の 道の 末 遠く 旅する の だら う。 彼の地に 踏みつける 歩み は^々 f 

つて 覺束 ない^に、 肉の 眼に 見えぬ 彼の 歩み は 疾風の やうに 疾く銳 く、 最後の 顚倒を 目が けて、 時限と 方 處とを 

走り去る 事 だら う。 實 有の 世 …： 何ん とい ふ 恐るべき 實 有の 世 だ。 

ロバ I ッは忠 者と くだらない 喧嘩 をして 今日 病院 を 出て 行って しまった。 來 年の 六月に なると、 彼 は 兎に角 祌 

攀校を 卒業して、 何處 かの 敎會の 副牧師になる の だら う。 

心外 グ：^ 界に投 H 與へ てゐ たお 前の 斷片 を少 しづ なりと も 引き もどして 自己 を 築き上げろ。 <f マ は ！4J の 外 こ 首 一 

7  さい は ひ  あざむ  、7 

はな レ - 、もの 貧しき 者 は 幸な り」 と 云った 基督の 言葉に 詐 かれて ゐて はならない。 ぃ&氣 になって その 言葉 を自 

分の 者 合の い.^ やうに 解釋 して ゐて はならない。 心の 貧し さ を 信仰と なる までに 體 得する の は 一 通りつ 發：^ で ぶ 

•  、i  ,  t  、  I  おもね へ つら  / 

1^: る 事で はない それ は 少しで も 自分に 阿り 諛ふ 弱者の なし 得る 所ではない。 それ は 或る 意味に 於て、 自己 キ， 

者より 更に 勇敢な 飛蹭を 必要と する 努力と 經驗 との 結 菜 だ。 

八月 も 過ぎた。 是れ から 夜 直の 爲 めに 病 房に 行く。 

- 某 年 九月 一 in。 雨。 

僕の この 院で 過すべき 最終の 日が 來た。 今日まで 滿ニ筒 月- 僕 は 安閑と して はゐ なかった 積り だ。 然し、 隹,^ 


せりに あせろ 事が 何ん の か しにな つたら う。 有って 無い もの、 やうに 僕 は 二 筒 月 を 住み暮 したやう だ。 僕の 生活 

經驗の 屮には 確かに 一 つの 不思議な 世界が 慰お された。 その 世界と いふの は 生活の 埃 捨場 だ。 こ i に 集まった 二 

fc 人足ら すの 男女 は、 人生の 足 許に 喑ぃ 影と なって 何時までも 離れす にゐる だら う。 彼等 一人々々 の 過去 を 思つ 

て^ても.、 人の 生^ は 晤 いものと 思 はれる。 然し 僕 はま だ 失望 はしない の だ。 僕 は 若い。 力が ある。 その 力と 若 

さとで 僕 は 歩いて 行かう。 つ ^づ いたら 力の ある 限り 义 起き 上る まで だ。 成就 か 死 か。 僕 はな ほこの 言葉 を 繰 返す ば 

かりだ。 

^^みに も^く 離れて しまった もの だ。 彼等と 僕との 問に は 一 つの 大陸と 一 つの 大洋と が撗 たはって ゐる。 そ- 

れで すら 遠い^  離 だ。  然し 思想の 距 りに は 大陸 も 海 もない。 そこに は眞 白な 空間が あるば かりだ。 何ん とい ふ悲" 

しい 距り だ。 私 は！！ 別の. を 力 限り 振り 動かす。 然し 親兄弟 は それに 氣も附 き はしない の だ。 

スコット 博士 はさす がに 僕との 名 殘りを 惜しむ やうに 見えた。 博士 は 一入の 悒^ を 加へ た。 而 して 降り そぼつ 

雨の 巾 を 外套 も羞 すに 歩き ま はって ゐる。 僕 は 博士の 姿 を 兌て ゐ るに 堪 へ なくなった。 

今朝 眼^め る 前に、 僕 は 何ん とも 云へ ない 美しい 夢を見た。 羅 馬の 昔に あった やうな 大 浴場に 僕はゐ た。 入口 

のおの^ 子の 脫衣窒 で、 汗に 汚れた 衣服 を脫 がせられ て、 薄綠の 絹で 作った トガの やうな 浴衣 を 着せて 貰った。 

左 乎に 新しい i& へ を M へて、 美しい モザイクの 床の 上 を 正面の 階段の 方に 跣 足で 進んで 行った。 僕の 足 は 冷た 

からぬ 石の 上 を 昔 もな く 踏んで、 浴衣の 衣 すれの 音 だけが さやく と氣 高く 聞こえた。 浴衣から か、 廊下の 隅に 飾 

られた 花 鉢から か、 何ん とも：. ム へない 美しい 香が ほのかに 鼻 を かすめて 漂って 來た。 幅 十 叫 五 間 も あらう と 思 は 

二 まく  きざ はし 

れる 廊下 は、 上から 射して 來る 琥^の やうな 光で 華やかに 輝きながら、 同じ 幅の 純白 大理石の 階段に 繽 いて ゐる 

^段 は 卜 N 五段の 所で 叫 角な 石疊 となり、 石疊の 先き に は 華麗な 大理石の 欄干 を 隔て ゝ、 I お々 と 茂り 合った 熱帶 

^  ^  i 二 四 五" 
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植物の 木^が 兌え てゐ た。 石疊の 左右に は 义幾階 かの 電光 形の 階段が あって、 低み にある 浴 池に 綾いて ゐる らし 

かった。 僕 は； 土侯の やうな 裕 かな 心 持で、 顏を 正面に 向けた ま \悠 々と 階段に 近づいた。 最上の 階段と 第二の 階 

^とに 筋ち が ひに なって、 雪白の 衣服 を 着た 二人の 少女が 坐って ゐた。 その 一人 は 振 仰いで fK から 降る 光 を 見， 

一人 は 俯向きに なって 頰杖 をつ いて ゐた。 僕 はしと （■ と 階段 を 踏み 昇りながら リ リイ だな と 思った。 僕が リリ 

ィ だと 思った 少女 は、 {4! の 光から 眼 を 移して、 靜 かに 僕 を 見下ろした。 二人 は 暖かに 微笑み 交した。 僕の 足が 石. 

ゑし やく 

弊： に 近づく と 彼女 はなよ くと 立 上って 輕 ぃ會釋 をした。 僕 は 出來る だけ 優しく 名 を 尋ねて 兒た o 「イボ リ ー タで 

御座います」 と 胸に 手 を あて \、 こビみ 加減に なりながら、 その 少女 は 禮を盡 して 答へ た。 側の 少女 は頰杖 をつ 

いたま-動か うと はしなかった。 僕 はまた その 名 を 尋ねた。 「ビヤ ト リスで 御座います」 とィ ボリ ー タが 代って^! 

へた 時、 その 少女 は甫 めて 聲の する 方に 顏を擧 げた。 可憐な その 眼 は 痛ましく も 盲 ひて ゐた。 純潔と いふ 感じが， 

誘 ひ 起す pathos の爲 めに 僕の 眼 は その 頃から 濕ひ 始めた。 ィ ボリ ー タ はやが て輕 やかに 歩 を 移して、 右の 方の 

階段から 僕 を 浴 池の 方に 導かう とする。 ビヤ トリ スは 淋し さう に默 つた ま X 义頰杖 をつ いた。 浴 池に 導かれる 階 

ず^に は 蔺と香 葛と が處 せまく 茂って、 濃厚な 匂 ひ を 漂 はして ゐる。 その 間 を 一段々々 低くな つて 降りて 行く イボ 

リ I タの 後に 核きながら、 僕 の^は 不純 を 洗 ひ 流す やうに 淚に濕 つた。 階段 を 一 つ 曲り 二つ 曲った 所から、 玉の 

やうな^ が 湧き出して、 草の 間 を 浴 池の 方に 流れて ゐた。 そこまで 來 ると イボ リ ー タは 美しい 素 脚 を 泉の 中に ほ 

して、 てビ みながら 右手で その 底 を 探って ゐる。 僕の 不審が るの を 察した ィ ボリ ー タは、 こ ビんで 少し 上氣 した 

頹 を 僕の 方に 扳り 向けて、 湯の 加減 をす るの だと 云った。 僕 は 佇んだ ま、 泉の 一一 ン フ の やうな その 姿 を 嘆美し な 

がら やって ゐた。 纏て イボ リ ー タは 水の 中から 何 か 取上げて 立った と 思 ふと、 少し 首をかしげて 虔 ましげ に微 

笑みながら 「 覺爻 てい らっしゃる？」 といって それ を 僕に 乎 渡した。 それ は 白い 百合の 花だった。 


「あなた は それ を^ 上らなければ いけません」 I さう イボ リ ー タに云 はれた 聲に 驚かされて、 もう 一 度 僕の 乎 

にある もの を；：^ y すと、 それ は 生々 しい 厲 赤な 小さな 心臓だった。 ィ ボリ ー タは屹 と 僕 を^つ めて ゐる。 「それ は 

あのお ひた ビヤ ト リスの 可愛い、 心臓で 御座います。 眞 紅の 衣 を 着けた 『愛』 が 持って 參 りました。 召 上れ」 さ 

うい ふお が敲 かに 問 こえる。 「僕 は ダンテの ヰ タ*ノー バを^ ひ 出して ゐ るの だ」 …… 僕 は 夢の 中で さう 思った。 

そんた 事 を 思 ひながら 僕はリ リイに 對 して 抱いて ゐた 不純ら しい 心 を 鞭 たれる やうに 思った。 心から 湧き出る や 

うな 懺悔の 淚が じりく と 1 み 出て 來た。 僕の 夢は覺 めた。 然し 全く 覺め 切った と は 思へ ないで、 暫く は その ま 

^小见 謎に^ く 淋しい 夢幻の 問 を 彷徨って ゐた。 秋雨の 降る 音ば かりが 唯し とくと 窓の 外に 聞こえて ゐた。 そ 

のま、 で 夜が 悒^ に 白んだ の だ。 

この ゆ c 爲 めに 今日 一 日 僕 は 不思議に 清められた 意識の 中に 生活した。 又 夢 を さへ 頼まう とする 實 生活の 分解 

がお しまれた。 九月から 開展 する 大學の 新しい 生活に. 何物 か を 期待した 幼稚な 考 へまでが 今 は 憐れまれた。 ヌ 

新しい 荒野が 僕の 前に は i けようと して ゐる。 そこ を 旅して 行く 唯一 人の 旅客。 夕べく に は 石 を 枕に して 冷や 

かこ：^,:: ねばなる まい。 朝な. /(\ に は 長い 一 つの 影を牽 いて 淋しく 歩まねば なるまい。 然し 僕 は 二度と 苒び 頼る 

まじき ものに 賴みを かけて はならぬ。 而 して 是れ から 實行 的に 築き上げて 行く 自己と いふ ものに 死の 如く 强ぃ執 

お を 繋いで 行く 外 はない。 •  . 

午.^ の 休^^間に 僕 は ラドラム 博士の 所に 行って 暇 乞 ひ をした。 一 一人 は 再會を 期して 堅い 握 乎 をし て^れた。 

それから ホ ー ル 氏の 所 に^れに 行った。 賄 所に ゐた 細君 も、 本館に ゐたリ リイ も歸 つて 來て 紅茶 を もてなし てく 

れた。 i& お.：： 小に 通 冇な荜 純と、 素朴と、 淸潔 とが 部屋の 隅々 まで 行き 冗. つて ゐた。 僕 は、 在院の 間讀み 返し 

み 返し \ て 手 のつ い たダ ン テ の 聖劇を 記念と して 贈らう とした。 然し ホ ー ル 氏 は禮傣 を盡し て それ を斷 つ た。 

0 跻  三 四 七 
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「私の 學校 時代に はシ ヱ タス ビヤ を讀 むの が飮 酒に 次ぐ 惡德 だった。 どうも この 書物 も 私の 圖書窒 に はふ さはし 

くな さ.^ うだ， f 僕 は その 言葉 を 却って ゆかしく 思った。 然し ホ ー ル氏は 他人の 好意 を 無下に 返け る 事 を 旅人に 對 

する 禮锬 ではない と 思ったら しい。 「然し」 といって 微笑みながら T この 若い 貴女 は 私共と は 時代が ちが ふ。 彼女 

は ルツ 物語 以外の もの も 知って ゐる やう だ。 若い 貴女、 あなたの 好みに 從っ て いた ビ くなら ハた^ ハ たら C だ 

こ 1 ろよ  Q 

らう」 リ リイ は 快く 乎 を 仲/ベて くれた。 僕 は その 乎の 上に 赤 皮の 表 銑の 小さい 冊子 を 載せた。 その 冊子の ぼ； if か 

一つに は、 ギド • カバル カン チの 詩が 連ねて ある。 

「けだかく、 やさしく 彼女 過ぎ行けば、 

けう £ん もに  い 

驕 投は默 し、 病 は 癒え、 

f な 

仰より 害 はれた る もの は 信仰に 還り、 

ナが 

^さる k ものと て は 一 つ だに ある 事な からん。 

我れ 更に 彼女の 高き 德を語 らん、 

彼女 を 兌て 惡心を 抱き 得る もの は 絶えて なしと」 

ね卞 のばん  つ 

夜 十一 一時から 不寢番 の 椅子に 就いた 。今夜が 名殘り だと 思 ふと、 拏調 極まる この 建物に も 生物て おする やうな 卡 

かぎが た 

紅 力 感ぜられる。 鍵 形に 折れ 曲った 長 廊下の 曲り角に 置かれた 粗末な 机の 上に、 燭光の 弱い 電燈が 置いて あって、 

廊下の^ I 々にと もされて ある 光と 靜 かに 見 交 はして ゐる やうに 見える 外、 生きた 感じ を與 へる 物と て は 一 つもな. 

く靜 まり 返って ゐる。 それ だのに 總 ての 記憶 は 生々 しく 矢つ ぎ 早に 僕の 心に 集まって 來て、 それが 幻影の やうに. 

廊下に 充ち滿 ちて ゐる。 あ- -こ X で 僕， は 腑甲斐ないながら 僕 だけの 苦しみ を 苦しんだ の だ。 生涯 恐らく は 二度と 

-, ,, お.. -づ  あしおと 

この 病 房 を 訪れる 事 は あるまい e 僕の 跫音は 明日から こ X に は 永遠に 消えて しま ふの だ。 そんな 事 を a 々と S ひ. 


なおら 繫は 眼が かえる ま、 に 日記 をつ けて ゐた。 二 時 頃だった らう か。 僕 は 思 はすぎ くりとして 姿勢 を變 へる 力 

もな ハ^す くんで しまった。 この^ 夜 もに 突然 僕の 左 後ろに 人の 佇んで ゐ るけ は ひ を感附 いたから だ。 暫く は 振 

り。 くの さへ St 躇 して 筆 を 止めて ゐ たが、 や \ 落着いて から そっと 顔 を その 方に 向けて 見る と、 何時の 間に 來て 

す し  9  9  W  9  9 

ゐ たもの か、 長い 白の 寢衣を 引きす つた スコット 博士が、 素足の ま、 で しょんぼりと 立って ゐた。 極度の 悒^ が 

g か 、^ゲ^ こ擴 がって ゐて、 JF 處 から ともなく 近づいて 來る、 而 して どうしても 避ける 事の 出來 ない S ろしい 

もの-前に 立った やうに 博士 は てゐ た。 而 して 先程から 僕 を 熟視して ゐ たらしく、 どんより 血走った その 眼 

は G 炝の灯 を わ 卜いに 受けて づの やうに 光って ゐた。 僕 は 博士の 額 を 一眼 見る と、 恐怖の 餘り思 はす 聲を 立て 

ようとした。 丁度 その 時、 博士 は靜 かなく 口 S で i へ 切れぬ 程 深まった 沈默を 破って くれた。 博士 は 僕が 忠實に 看 

護に 常った が を | "めて、 僕が 永久に 彼から 離れ 去る 事 を 悲しんで くれた。 而 して 最後に、 「A 、お前 はいつ か 基督 

と 云った。 私 は 信徒た るお 前に 一言 だけ 云ひ殘 してお く 事が ある。 お前の 生涯に、 意識して 些かの 惡 でも 

& して はならない。 若し 犯したならば お前の 平和 は 永遠に 歸 つて 来ない だら う。 償 ひ は 出来ない。 それ を 忘れて 

はいけ ない」。 ^士 はさう 云 ひ 終る と 幽靈の やうに 靜 かに 僕の 側 を 立ち 離れて 病室に 這 入って 行った。 

お t 今 これ だけの 事實を 書く に 止めて 镫 く。 今 僕の 總身 は、 深更の 寂寞の 中で、 恐怖と も、 感激と も、 發 作と 

も 解らない 身ぶ る ひに 震へ てゐ る。  . 

^年 九，：：： 五日。 

< 前略 j  I 

衣が ほの ぐと 白み 初めた 頃、 列車 は 口 ード* アイ ランド を 横切って、 コ ンネッ カット 州の 岡が かった 若い 白樺 
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さ 

め 利の 間 を 走って ゐた。 うと， （-と 夢の 多い 眠りから 覺 めて、 窓の 外 を 眺める と、 上弦の 月が 淡く 殘 つて 西の { 仝 

に^く 落ち か、 つて ゐた。 東の 窓から はもう 幽かながら 日の目 も 見やられる 事だった らう。 透き通る やうな 果て 

のうらん  炙 じ  C さ 

しもない 濃 藍の 空 はや-黄 を 交へ て， 濁りの ない 鱗雲が ほのかに 紅く 休らって ゐた。 然し 地の 上に は、 木蔭 や 草 

おの W に 夜の 影が まだ 紫色に さすらって ゐた。 なよ， （-と 肌の 白い 樺の 若木 は、 小さな 心臓の やうな 葉 を擴げ て、 

靜 かにし つと りと 立ちな らんで ゐた。 淡 黄、 淡 紅、 淡綠の 秋の 葉に は、 重過ぎる ほど 霄が 宿って ゐた。 而 して 總 

.  しめ や 

て は唯靜 かに 蕭 かだった。 

ち わ 

E 然の 移り 變 りの あわた ビ しさに 增 して 慌たビ しい ものが 何處 にあら う。 美しくない 自然 は何處 にもない。 一 

生 の^に 自然の 美し さ を見盡 すの は餘 りに 容易な 事の やうに も 見える。 然し 自然が 笑 ふ 時な のか 泣く 時な のか、 

總 てが 調和の 極に 達する やうな 瞬間 は、 短くない 一 生の 中に も 幾度 も 見る 事 は出來 まい。 今朝 僕の 見た 自然 は そ 

ん なに 美しい 自然だった。 僕 は 一種の 壓迫を すら 感じながら、 夢中に なって 窓の 外 を 眺めた。 それ は 然し 五-分と 

は あかなかった。 見る^-中に 西北の 方に 一叢の 濁った 雲が 湧き出た と 思 ふと、 完全の 極に 達した 調和 は 他愛な 

く 破れて、 .0 然は 眼の 前で 平凡な 自然に 歸 つてし まった。 

うす さむ  かくし 

僕 は遝塞 を覺 えて、 窓から 顏を 引つ こめて 外套の 衣 囊に手 を さし 込まう とすると、 P 市で 買って 置いた 夕刊 新 

S に 指が 觸れ た。 さした る 必要 もない のに、 取り出して 皺くちゃ になった 弒を 仲べ ながら、 拾 ひ讀み をして 行つ 

た。 ふと 或る 所まで 來 ると 僕の 眼 は 動か なくなった。 「醫師 の 縊死」 とい ふ 文句に 續 いて、 ドクトル. ジ ヱ！ ビ 1 

スコットと いふ 字が 讀 まれた。 僕 は 驚いて しまった。 僕の 眼の 前で 活字が 躍った。 

Thyl  well-known  Dr.  J.  B.  Scott,  48  years  old,  of  Gettysburg,  comttmied  suicide,  bv  handnf-  himself  witti 

a  Iiandkerchief  in  the  Fs  as/um,  at  F. 


He  was  received  at  the  insti  ution  sometime  ago,  to  be  treated  for  mesa,  as  hi-  health  had  been  seriously 

injured  by  the  over-conscientioas  attention  towards  his  patients.  During  the  absence  of  his  nurse  he  ended  his 

life,  etc.,  etc." 

それ を^むと 僕 は 忍 はす 椅子から 立 上って ゐた。 深い が 眞喑に 眼の 前に 立塞がる のを覺 えた。 たった今 ま 

で 巾び くした 心で  1£g んの眼 を 自然に 與 へて ゐた僕 は、 次の 瞬間に はもう こんな 恐ろしい 目に 遭 はなけ^ば なら 

ない の だ。 よく 僕の^^ から は 火が 燃え 上らなかった もの だ。 よく 僕の 指先き は 新聞に 觸れた 時に 燒け 爛れな か 

つた もの. ヒ。 おは 得び 椅子に 腰を下ろした。 幸に 多くの 旅客 はま だ 眠って ゐて 僕の この 奇怪な 舉 動に は 氣が附 か 

ひそ  *  く 

なかった。 僕 は 博士の 爲 めに 密かに 幾度 か 眼に 逼る淚 を 押 拭った。 

伎の 1 は 血 祭で 呪 はれた。 或は 血 祭で 祝福され た。 どちらで あれ 僕 は活を 入れられ たやうな 心 持が する。 

の 一 一 は^ is 的な 夢の 一 一箇月 だ つ た。 僕 は是れ から は 今 ま での やうに センチメンタルであって はな 

らぬ。 自己 を 安^に^ 護して はならぬ。 ^泥 を 恐れて はならぬ。 善 惡醜美 — 僕の あらゆる 力 を 集めて 如 寶に生 

^  ノて f かう。 僕 はもつ と 自由に、 もっと 嚴肅 にならねば ならぬ。 僕 はそんな 生活に 堪へ 得られる だら うか。 … 

…然し 今の 場 八：： にな つ て 躊躇 は 無益 だ。 

成就 か 死 か …… 唯靜 かに、 靜 かに、 靜 かに。 (後略) 

(一 九 一 五 年 三月、 白樺 所載) 
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迷路 

W び 事新しく もない 舉徒 生活と いふ 空氣の 中に A が 自分 を昆 出した 時 は、 夏が もう 過ぎ去らう とする 九月の 台 

めだった。 押しな ベて いふと、 金の ある ものに は 暇つ ぶしの 爲 めの、 金の ない ものに は 少しで もうまい パ ンをロ 

に述 ばう とする ための 生活 HI 一方に はふ やけた、 而 して 一方に はこせ くと 餘裕 のない 生活 I ぎだ^て， は, 

-..  I  こ 、ろと が 

わ くも 厳めしく も 見えながら 常事 者に は心尤 めの する 程に 効 栗の 薄い 生活 —— 彼 はさう いふ 境遇に 立ち まじる 

豫 想から、 一種の 苦い 不安 を 胸に 感ぜす に は ゐられ なかった。 

然しながら、 や \ 黄葉に なった、 枝ぶ りの やさしい H ルムの 木立に 見え 隱れ して、 宏大 もな く 立ちな らんだ， 

，やお 究窒を 見上げたり、 革弒 できりつ とく-つた 重さうな 書物 を 小脇に か- - へて、 傍 眼 も ふらす 大^の 足並み 

を 揃へ て 歩き 廻る 舉 生の 群 を 見たり、 房々 しい 白い 眉が、 思想の 重さに 押へ つけられた やうに、 ^い 服に 逼 つた 

老敎授 が、 挨拶す る舉生 等に 親しみ を こめた 顏を 向けながら 行き過ぎ るの を 見たり、 廣 やかな 大學の 敷地 を &り 

まいて、 建て 連ねられた 舉 市の 閑雅な 姿 を 見たり、 舉年 開始の いさみに つれて、 &茶 色の 舉帽 が、 ぎ &が、 幔幕 

が、 九月の 靑空を わたる 太陽の 光に、 秋に ふさ はしい 彩り を 漲らす の を昆 たりす ると、 彼の 心に も、 さすがに、 

離れて 考 へて ゐた 時と はちがつた 誘惑と 期待との 湧き出る のを覺 えた。 

總 立ちに なった やうに 賑やか 立った 街の 間 を 彼 は 友 もな く默 つて 歩いた。 而 して 巳に きになった ライラ ッ クの 

パ^に 沿って、 ある 横町 を 十 軒 あまり も 行った 突當 りの 古めかしい 木造の 平家に 着いた。 1 の 孔はぽ びて ゐた。 


鍵 を さしこむ と不瑜 快な 感觸が 齒に傳 つた。 

絨毯 も； I： も 敷いて ない 北向きの 小 部屋 は、 濕 っぽい 冷やかさで 彼を迎 へた。 取り ちらかして 單調を 破るべき 小 

道具 すらなかった。 彼 は 亂想を 頭から もぎ 取る やうに、 沒義 道に 帽子 を^いで、 部屋の 隅の. トランクの 上に^ 

り やった。 それでも 彼の 頭 は 重苦しかった。 で、 いきなり 窓際に いって、 繋 釘 を 外す と、 がらく ッと窓 を はね 

上げた。 眼の 前の 小 庭に は 唐檜が 茂りあって、 永年 落ちた まった 黄葉 は、 鏽 びた 針 を 敷いた やう に^り 積って ゐ 

，勢,,  he 

た。 外の^ 氣は、 黴 奥い 香 をた、 へて ひそ やかに 部屋に 通って 來た。 彼 は ほと つた 手 を 窓の 枠に もた せた ま i 

で、 ぼんやり とその 陰氣な 北向きの 庭 を 眺め やった。 

辯護士 の P はま だ歸 つて 来ない。 蟲 籠の やうに がらんと した この 家に は 彼の 外に 人氣 はなかった。 

もう 臺 所の 支度に 取り か k る 時分 だと 彼が 氣附 いた 時 は、 部屋に 這 入って から 可な り 長い 時間が たった 後 だつ 

うはぎ 

た。 彼 はむ づ かしい 顔 をしながら 窓際から 離れて、 いきなり 上衣 を脫 いで 臺 所に 出た。 

穴し しい 光景が そこで も 彼 を 待ち設けて ゐた。 薄喑 くだ^つ ぴ ろい 部屋の 隅に 置かれた 西洋 竈の 鈍重な 色 は、 空 

し，  >  たきつけ す I. フン 

氣 にまで 滲み込ん でる やうに 見えた。 第一 の 仕事と して、 彼 はこ & でも 亦 窓 を 開けた。 而 して 燃 木 を 竈に 投げ 入 

れて、 石油 を かけて 火 を 作った。 火が 燃え 始めた —— 紅い 火が。 丸い 孔を 通して 見える 眞喑な 中で、 渦卷く 白い 

.S きもの 

煙 を 追 ひかけ る 火 は、 この 物憂い 部屋の 中で た r 一  つの 生物の やうに、 細長い しなやかな 斷片 となりながら、 光 

はから 

つて は 消え 消えて は 光った。 彼 はやが て 頃 を 見 計って 石炭 をく ベて 蓋 をした。 而 して 大胶に 筋 違 ひに 部屋 を 歩 

き 始めた。 

i^5i 病院に 看護 夫と して 過ごした 夏の 二 箇月 は 殊更 彼 を悒^ にして ゐた。 消す 事の 出來 ない 無 邪 氣さを 持った 

彼の 顔 も、 ： 寸昆に は 牢獄から でも 來た 人の やうに. 暗かった。 おまけに 道 を 歩く 時には、 何時でも 雜 多な 事 を 思 

迷 ^  五三 


お ^ 武郞仝 雄 ^  I 卷  一二 艽四 

ひ ^ る緞の 彼の 頭 は、 十：： 綿が つまった やうに こぢ れてゐ て、 大擧の 事務所で 受取った S. 则の 細かい 活字が、 うる 

さい 蚋の &の やうに、 うづ， （- 頭の 中に うごめいて ゐた。 彼 は 頑丈た 拳 を あげて 右の^ 顬を絕 えす た X いた。 

彼は姦 所 を 筋 Si ひに 歩み 總 ける 事 を やめなかった。 身に あまり、 心に あまり、 部屋に あまる 彼の 悒^ な 力が、 

出來 るなら 彼を戶 外に、 戶 外から 轔 野に、 曠野から 地 極にまで も驅り 立てよう とする らしく 思へ た a 彼 は あらん 

かぎりの 意ぶ を^め て それに 反抗した。 然し その 努力に も 係らす、 彼はぢ つと して は ゐられ なかった の だ。 

^庭と 境遇と ^園から 來る總 ての 壓 迫 は 故國に 拾て.^ 來た。 彼の 心 を 捕へ て 逃がすまい とする 或はせ い、 或は 

悲しい、 或は 美しい 記憶の いくつか ピ ないで はなかった が、 彼 は それ 等 を^ ひ 切って 抬て k しまって 惜しんで は 

ゐ なかった。 それほど 彼 は 若かった。 女の 聲と讀 經の聲 とが： ：！： じ强 さで 心 を^. くと いはれ る 齢^に、 彼が 搾み 取 

つた 信仰の 尘活 も、 ニ^: の 狂^ 病院の 生活の^に 綺麗に 崩して しまった。 何ん にもなかった。 何ん にもな かつ 

た。 出と 若さ だけが あった。 だから、 彼 は 小兒の やうに 快活で 無頓^で あらねば ならなかった ソ 然し 事實は 

反對 だった。 彼に 與 へられた 命 力 は 働き かける 對象を 失った 爲 めに、 彼の 肉體の 中での たうち ま はって 苦しんだ。 

その 力 は^と 形と を 失った 喑ぃ^ 沌に 還った。 E は^^ 電 しながら、 それ を發 散す る 機緣を 失った Mi 雲の やうに、 

力 强ぃ非 形が 彼の 心に 滿 ちくて ゐた。 我れ ながら その 虚無の 力 を 彼 は あっか ひ あぐんだ。 おまけに 衣食の 問題 

に 頭を惱 まさないで すむ 境遇に 置かれる ので、 その^い 力 は純粹 に^くな つて 行った。 乎が-り C ない 喑さ だつ 

た。 彼に は、 そこまで. E 分 を 還： 兀 した 事が 恐ろしい 以上に 物^かった。 彼の 悒^ は そこから 生れ 出た^ だ * 

「靜 かに、 靜 かに」 

彼 は ど すん. C と^ 板 を 踏みならして 歩いて、 何處 かに 突き出ようと あせる 力 を强 ひて 押し 鎖め ながら つぶや 

いた。 思 はす 獨言 をい ふの が、 その^の 彼の. S になって ゐた。 


その ゆ 突然 大 井に 近い 所で 呼 鈴が けた、 ましく 鳴った。 心の中 を：： si めて ゐた彼 はぎよ つと して、 心の 一部分 

でも 眺める やうに^ 所 を 見廻した。 而 してお を 停めて を 立てた。 

ニ^: IE に 呼 鈴が 鳴った 時、 彼 は 始めて 玄闢 に^の あるのに 氣附 いた。 それ は 珍ら しい 事だった。 彼 は 急いで 上 

衣 を W つかけ ながら 入口に 行って 戶 を^け た。 戶の外 は 華やか に^れた 九：：；： のタ 方だった。 その 夕方の 光と  一^ 

に、 mi い^ I ひ をして、 黑ぃ 厚い、、 ェ！ ルを かけた II 人が、 吸 込まれる やうに 這 入って 來た。 而 して 彼の 手から ハ ン 

ドル を 取 卜： げて、 ばたん と戶 をた て k しまった。  . 

,  I き や-や 

急に^" くな つた^の^ に 彼 は 小柄な^ 車な 黑ぃ 立像 を 見た。 而 して、、 ェ ー ル の 奥の 恐らく は 大きな 二つの 服が、 

•S  , ,  み *i も  む か う 

檢 ベる やうに ぢ つと 彼 を 見守って ゐ るの を 感じて、 先方にば かり 勝 乎 を 働かれる 不快 を覺 えた。 

「失禮 です が、 ー體 あなた は 誰 方です」 

一 體 などと はこん た^ 合 g 人に 對 して 使 ふ 一 W 葉で ない の を 知りながら、 彼 は 故意と 使 はすに は ゐられ なかった。 

「私 は マ ー グ レットの 母です」 

いろつや  かん 

不幸な 巾^' のお 人 を^ はせ る 色澤の ある 翳が 可な り^ 高く かう 云った。 マ ー グ レットの 母たら、 P と^ 居して 

ゐろ その. 1^ だ。 P の, だと もい はす、 マ ー グ レット を 愛 稱でマ ァギィ とも 呼ばなかった のが、 彼に は氣の 毒に 

こ V ろよ 

間 かれた。 彼 は P 夫人が さし 出した 手 を 快く 握った。 

rp はま だお りません ね。 さう。 私 今日 あなたに 御 願 ひがあって 參 つたので すの。 是れ から は マ ァギィ …… マ ー 

グ レットの やじり 迎へ を あなたが して 下さい ましな、 お 忙が しいで せう けれども。 私 はもう P に は 顔 は 合せた く あ 

りません し、 マ ー グ レット は あなたに な づき 切って ゐ るんで すから。 いか ピ。 引受けて 下さいまして」 

さう いつ て.： 人人 はちよ つと 額 を かしげる やうに した。 隨分 やんちゃな 少女 を 土曜から 日1|： にかけ て 連れて 來た 

^  ^  ；ニ 
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めんだ う  こ 次 わ 

り^れ て 行ったり する の は、 子供 好きな 彼に 取っても 面倒臭かった。 然し それ を すげ なく 斷 るの は 何んだ か氣の 

毒 だ つた。 彼 は 簡單に P に 尋ねて 見よう とだけ 答 へ た。 

1 いは 屹度 この 上な しに 喜びます よ。 P にと つて 私の 顏を 見る 以上の 呵責 はない のです もの。 有難う 御座いまし 

た。 次のに 吸 nz に は 私 あなたに お 目に か \ れ ます わね。 では その 時まで 左様なら」 

いくらか 凝 惑 的で さへ あると 思 はれる 調子で さう いって、 夫人 は^び 彼と 握手す ると、 戶を 開けて 身 輕に石 階 

を かけ 下りて、 足 平に 行って しまった。 その 姿 は 彼の 眼に 美しく 映った。 身 だしな みのい、 婦人から 漂 ひ 出る か 

ぐかな^ しい 香が 跡に 殘 つた。 

彼 は 上衣 を 自分の 部屋に 脫 ぐと、 又薹 所に 戾 つた。 而 して P 夫人の 來訪 のために、 今まで 陷 つて ゐた默 想から 

ほんと に 眼が さめて、 急いで 馬 鈴 薯の皮 をむ き 始めた。 

へこ  ほこり  こ わき 

そこに 凹んだ 服 を 持った P が、 大きな 體を埃 だらけに して、 牛肉と バタと を 小脇に か-へて 歸 つて 来た。 

「今夜 も 私の 所に 友達が 来る からね」 

ヶ^ を 終った P は ナブ キン をぐ ぢゃ， （-に 食卓の 上に 置きながら、 友達と いふの が 来る日に 限って 昆 せる 喑ぃ 

顏 をして かう いった。 而 して、 

「火曜：：：々 々 々 には來 るの だからね」 

と附け 足した。 

不楡 快な 額 は 见 せまいと しながら、 彼の 眉 は ひとりでにび りく 動いて しまった。 P の 一 一 一一 c 葉に 從 へば、 絲 育で 


生れて 今の 夫人と 紐^で 結婚した のだった が、 二人の 問の 理解 は 新婚の 當 初から ちぐはぐ になって、 子供 を 設け 

て も、 その 間の 深い 溝 は瑰ら すに 廣 くなる ばかりだった ので、 £ の^に 離婚の 話が もちあがった けれども、 紐 育 

州の 離 姘ず糗 は 面倒な ので、 成るべく  wi- く 決行が 出來 るた めに マサシ ュ ー セッ 州に 移って 來 たの ださう だ。 こ の 

州で は 移籍 後三年で 離婚の 條件は 成立った の だ。 で、 P 夫婦 は 別居して この 三年の 期限の 來 るの を 待って ゐ るの 

だ。 P が 友達と いふの は 一人の 婦人 だ。 彼が P と 共同生活 を 始めて からもう 三 週間になる が、 その 婦人 は 一週^ 

に必す 一度 に 連れられて 來て、 三 S 時 問 を P と共に 過ごして 行く のだった。 それが 必す 火曜日の 晚 である 

こと を 彼 は P から 話されて 始めて 氣が附 いた。 

P と 共同生活 を營ん でから 始めて その 友逑 とい ふの が 來た晚 の 彼の 心の 醜 さ を 彼 は 忘れる 事が 出来なかった。 

豪 を 迚 れて來 るが 君 はどう か 顔 を 見せないで ゐて くれと 云 ひ 置いて 出て 行った P が、 喑く なつてから 歸 つて 來 

た 時、 P の^ 音の 外に 廊下に 聞こえた 跫音は 女の それだった。 彼 は 別に 怪しみ もしないで 書物 を讀 んでゐ た。 P の 

寄脔 と ^室と は 彼の 部屋から は 廊下 一 つ を 隔てた 向 ひに あるので、 話聲 は、 意味まで は 解らぬ ながら、 可な り 明 

か は  も  し ：«*T  く 

ら かに^き 取れた。 始めの 中 は 友達の 間に 交される らしい 快活な 高い 聲と笑 ひとが 潟れ て 來てゐ た。 然し 少時し 

て讀み 耽って ゐた 書物から 彼が 注意 を P の 書齋に ふり 向けた 時、 聞こえた 聲は、 押し ひしゃ がれて、 た.^ む やう 

に：： In な、 熱の こもった ものだった。 彼 は 書物から 顏を あげて 書齋の 方に 眼 を やりながら ぢ つと 聞 耳 をた てた。 

脅かす やう な^の 低い しゃがれ た聲 …… 何 か 甘 たれる やうな 女の 蠱惑的な せ々 しい 聲、 沈默 …： 彼の 心臓に は 破 

れさ うに. g が こみ 入って、 頭 ははち 切れさう に 暴れ狂 ひ 始めた。 

あぶらあせ にじ 

實贞を 守り 通して 來た 彼の 想像力 は事實 以上の 境まで 彼 を 連れていった。 彼の 手に は 冷たく 脂汗が 滲んで、 脚 

は椅 r にも 堪へ ないやう にわな /,\ と慄 へた。 その 間に も 彼 は 自分と 戰は うとした。 

迷路  一!i 五 七 


^  武^^お お！ 卷  一二 五八 

「^^は 何ん と. S ふ瑶 鹿氣逮 ひだ。 こんな 事 を 誘惑と させる 程 貴様 は淺 薄な のか。 讀め窨 物 を。 書物の 中の 思想 

S ぎ 

に.^ ひ 入って 行け。 齒を喰 ひしば つて 思想が 千切れる まで. 噴み くだけ。 贵 機の 頭 を 向ける 事 は 山 ほど 外に ある" 

滿 洲で戰 つて ゐる IS 西亞 人と 日本人の 一 人 だけの 事です ら考 へて 昆 ろ。 贵 様の 醜態 を 打ちく だくに は 十分 過ぎる 

喾だ ぞ」 

さう 嚴 しく. 分 をた しなめ ながら、 彼 は 矢張り 渴 いた 野獸の やうに 固唾をのんで、 恣 ま-" な 想像 を 頭 一杯に 描 

いて ゐた。 而 して 血走った 眼で ぢ つと #齋 の 方 を 見詰めて ゐた。 

とう， /(\部屋 の. お：^ が 彼に は 息苦し 過ぎて 來た。 彼 は 高熱に なやむ 病人と 同じ 足 どり で ひよ ろ C.H 上って 漸 

く 窓の 所に 行った。 而 して 力任せに 窓 を^け ると、 水 を 得た 魚の やうに、 口 を II けて 夜の 空 氣を吸 ひ 入れた • 張 

り 切った 絲： z^、 次ぎの， 1.^ には^ i ち 切れさう だった 彼の 力 は、 漸く かすかな ゆるみ を： s 附け 出した • 彼の 口 か 

ら はす、 り 泣きの やうな 長い 震 へ た 溜息が 濁れた。 

然しす ぐに その後から^: 目な 本能 は 一 一^の 力 を 集めて 押し か へして 來た。 詩人の 想像が クライマックスに 達す 

るまで は S 處ま でも 灼熱して 行く やうに、 一 度眼覺 めた 欲情の 衝動 は、 天才の やうな^ 確 さで、 彼の 心の中に 恐 

ろしい^^ を 築き上げた。 P の 書 if から 寢^ に 通 ふ牌戶 が 開く の を 聞いた と 思った から、 彼の！： 遝は 極^の 

緊張に 逑 して、 彼 は 苦しげ に 喘ぎ. ながら、 ある 一事 をのみ^ 念した。 欲^の 忘我が 來た" 始終 pf- のゐる 方ば か 

り を； n^i めながら、 彼 は 我れ 知らす 盗賊の やうに 靴を脫 いだ。 而 して 靜 かに m 分の 部屋の P の 所に 寄って 行った。 

^して 鍵の 孔に耳 をつ けた。 而 して 天から 地に つながった 落雷の 光の やうに まへ てゐ た。 

その^^ P は、 彼の 機嫌 を 取る 秸りも 乎 傅って ゐ たの だら うが、 すっきりした 氣 分で、 叫 十 男に も 似す 子供の 

4" うに はしゃいで ゐた。 それに 反して 彼の 險 しく 澄んだ 股の ま はり は 紫色に 黑 すんで、 口の 中 は 物 をい ふさ へ 苦 


しいお おき 切って ゐた。 而 して €1 已に對 して！ t 虑の 限り を盡 した 頭 は、 泥の やうに 濁りながら 痛々 しく 傷ついて 

ゐた。 彼の 感じ 深い 心 は、 今まで. E 分で も 知らなかった 酖さ をし み. <\ -怒 つたり 恐れたり した。 

次ぎの 週に P- が 婦人 を述 れて歸 つて 來る といった 時、 彼 は驅り 立てられる やうに P の^ 守 の^に 家 を 出て しま 

つた。 彼 は^の 思 ひ 出に のみ 生きる 力 インの やうに、 開校 前の 寂しい^ 校 町の 夜 を處嫌 は. f 歩き ま はった。 をの 

まし » 

時々 に P の 家で 行 はれて ゐ ると 思 はれる 恣まゝ な 光景が、 後から後から 彼に 追 ひすが らうと した。 彼 は 喑閣 の^を 

J げ 廻った。 狂敲祸 院内の ls<? の やうな 嚴 かな 生活 を 彼 は析る やうに^ 返して 考 へても 见た。 然し^ 魔 は その 淋 

しい 生活 を すら 家の 生活に して： a せようと した。 fK 使の やうに 純潔な 可憐な 監督の 娘の ィ I ディ スは 媚びた 眼 

くさむら  さ-や.^ 

を あげて、 ^格な 副 院長の 接吻 を 求めて ゐた。 看護 夫と S 護 婦とは 太 蔭 や^の 中 を 蜜の やうな 私語で 滿 した。 白 

^の老 院長 すらが、 噪狂 性の 或る 美しい 婦人 忠 者にから かって ゐた。 彼 は^ 迦を 思った。 釋迦を 思 ふと、 その：^ 

浴 を： m^!^ て 乳 を 捧げた とい ふ^ 女が 眼に 浮んだ。 彼 は 茶^ を 思った。 基督 を 思 ふと、 .s>: 姦淫 を 犯した マ グダ 

ラの マリヤが 想 ひ 出 でられた。 

彼 はいつ の^に か 詩人 口  I ゥヱル の 住んで ゐた 家の 前に 來てゐ た。 喑ぃ 木立の 奥深く 統く逍 の 所々 に^く 電燈 

の 光 は、 や-乾いた 樹の葉 を も 水々 しく 照して ゐた。 (いつもなら 彼 は そのし め やかな 感じに 打 たれて 帽子 を脫ぎ 

でもした であらう) 彼 は 反抗す る やうに 電燈の 光に 映えた .3: 壁 を 睨みつ けた。 「偽善者」 さう 彼は獨 Si ちた- 彼 は 

總 ての 人 を 偽 蕃^と 考 へなければ、 iH 分の 立つ瀬がない やうに 忍った。 

知らない 屮に 彼は义 町に 沿うて 流れる チヤ ー ルス 河の 河べ りに 出て ぼんやり 喑ぃ水 を 眺めて ゐた。 眞黑な 水 は 

ボ ー トゃ杭 をし やぶりながら 流れる ともなく 流れて ゐた。 遠くの 方で は ボス ト ン に 通 ふ 電車が 時々 靑 白い 火花 を 

ちわ  い 

依らして ゐた。 その外に 動く ものと てはなかった。 fl 然は、 不服な く 慌てす に、 その 大きな 力で 活 きて ゐた * 然 

0  ^  H 五 九 
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し 彼の 頭の 中で は 全世界が 亂雜に 動いて ゐた。 全世界が 淫蕩に 動いて ゐた。 「この 瞬間に」 と 彼 は 思った。 「また 

次ぎの 瞬^に、 P の 今し つ \ ある 事が 地球の 表面に どれ 程 行 はれて ゐ るか。 夫婦の 間に、 その 時まで 意貞 であった 

男女の 間に、 總 ての 醜行に 飽き 果てた 娼婦と 放蕩 者の 間に、 自然に、 不自然に、 而 して 强迫 的に、 …… 」 皮の、. 

の 眼に は、 色々 な 忌むべき 場面が、 眼 まぐ るし く 次ぎから 次ぎへ と 折 重って 現 はれ 出た。 顏ゃ 手に 蚊の 來 るの も 

忘れた やうに、 彼 は 身動き もしないで、 その 奇怪な 幻影 を 見入って ゐた。 世界の どん づ まりの 姿が それの やうに 

思へ た。 彼 は 恐ろしい 欲望に さいなまれて、 わなく と if, ぃてゐ た。 

ふと 彼 は 襟 を傳ふ 冷たい ものに 氣が ついた。 眞 喑な签 はいつ の 間に か 雨に なって、 彼の 帽子と 胃と は^ クぃぉ 

、  ？  へ 一一 

り 濡れて ゐる のだった。 彼 は それでも そこ を 立 退かう と はせ. f に、 奇怪な 空想に、 身 を 委ね.^。 

「俺 は 臆病なん だな 全く」 

しと，， （-と 降る 秋雨の 中に 唯 一 人 立って、 かう 彼は囈 言の やうに さ やいた。 

「力が あるんだ からな」 

「あ、 あ、  馬鹿にな つて はゐ ないど I 

「どん底 …： 靜 かに …… 靜 かに」 

思 ひ 出した やうに 彼 はかう も獨 語ち た。 

雨 は 次第に 降りつ のって 彼の 上衣から ワイシャツ を 濡らし、 メリ ヤスの 肌着 を 通し、 難 くになって 脊骨 を傳ひ 1? 

め 1。 その 時 彼 は 漸く 我れ に 還った。 胄を 着た やうに 硬ば つて 重い 衣服の 感觸の 間に、 彼の 肉體は 寒さと 感情と 

で 傑へ てゐ た。 

しび 

庳.， た胖を 重さう に 引きす りながら、 人通りの 絶えた がらんと した 往來を 通って 彼 は歸路 についた。 是れ まで 


人 は 彼 を 信仰の 人と 呼び、 自分 も それ を 以て 任じて ゐた。 それ だのに 一 皮 剝 して 彼の 偽らざる、 七の 姿 を 露 はして 

見る と、 ぎち こんな 醜い 有様に 出 遇 はなければ ならない の だ。 そんな 穢ぃ所 を も 躊^す る 事な く囘 避せ すに 通リ 

ぬけて 行く 覺 恋をしながら、 彼は餘 りな 自分の 淺ま しさに 呆れて しまったの だ。 波の 悲しみ を 知る もの は 何^に 

もなかった。 空 しく 費され た 肉 は 疲れ^て &ゐ た。 彼 は そっと 表戶を 開けて 部屋に 這 入った。 婦人 を^り と^け 

て歸 つた P の 安らかな^ がかす かに 饰下を 隔て、 聞こえて ゐた。 彼 はぐつ しょり 濡れ そぼった 衣 物 を、 はがす や 

うに 脫 いで、 跛 脚な 椅子に かけた。 而 して こちん とした 寢臺に 横にな つた。 

「靜 かに， 靜 かに」 

や、^ くしてから、 熱い 淚 と共に 彼 はかう 獨語 ちた。 

^等の いま はしい 記憶 は、 今 P の 言葉 を 聞く につれ て、 彼の 心に まざ.. （-と 甦った。 別居と はいふ もの、、 離 

緣も 同様な P の 境遇で、 P が 外の 婦人と 親しむ の を 彼は尤 めようと は 思はなかった。 たぐ その 事 を 祕密に —— 彼 

に對 して さ へ — して ゐる らしい のが 彼に 不快 を與 へた。 それよりも 彼 を 不愉快に する もの は その 事柄が 彼に 

與 へ る 恐ろしい 影響だった。 彼 は 何ん とかして その 日の 呵責から 免れたかった。 

で、 P が 家 を 出る と 彼も^ を 出た。 it 塞い 程に 空 はよ く 晴れて ゐた。 明日から 舉 校の 始まらう とい ふこの 町 は、 

夜になる^ 賑やかに なって ゐた。 店と いふ 店 は 電燈の 光で 寶 石の やうに 輝いて ゐた。 ^女の 舉 生の 笑 ひさ^め く 

聲ゃ、 面白い 校歌 を 歌 ひ 歩く 聲が 一 つの 音樂 となって 耳を撲 つた。 群集の 總ては 自由に 快活に 心 を 許して 振舞 ひ 

歩いて ゐた。 その 中 を、 彼 だけ は、 囚徒 を 護送す る やうに、 彼 自身の 心に 厳しい 警戒 を與 へながら 歩いた。 彼 は 

自分が 健全で あるの か 病的な のか を 疑 はないで は ゐられ ない 恐ろしい 心の 狀 態に あるの を 感じた。 

彼 はもう 一 人で 町の 中 を 歩き 廻る 一 ^にも 懲りて しまった。 溺れた 人が 一 片の 藁に も^ 後の 望み を か ける やう 


武 郎^^ お！ 卷  ！ 一一 六 二 

に、 彼 は I かにす がって この 恐ろしい 一夜の 誘惑から 逃げよう とした。 然し 住みつ いてから n 一週^に しかなら な 

いこの 町に 知人と いふ やうな ものはなかった。 彼 は 已むを 得す 曰 本に ゐた 時顏 だけ 知って ゐた M を 尋ねて 兌る 察 

にした。 

M はこの 町で も 一流の 寄宿 舍に^ まって ゐた。 五分 も 厚みの あらう と 思 はれる 絨毯 を 敷きつ めた 階段 を^つ 

て、 九 尺 も 一 丈 も 高さの ある 擀 造りの 戶を開 くと、 そこに t: 美 を 盡 した M の 部屋が あった。 小柄な M は 折し も 鏡 

の g に 立って、 紹の シャツ 一 つに なって 髭 を 剃って ゐ たが、 それが 部屋の 遛 物の 一 つの やうに 小さく 昆 えた。 彼 

が^ 入って 行く と顿 から 颚 にかけ て石鹼 だらけに なった 顔 を 一 寸 こっちに 向けて、 その 父に よく 似た 低級な 愛嬌 

を 浮べて 宵から 上 だけで 挨拶した。 一箇月 三百 圓づ 、送らう かとい つてよ こした 父に 對 して、 それ はけた 違 ひで 

せう、 三千 回なら 間に合って 行く かも 知れません と、 高飛車に 返事 をした とい ふ 扔 だな と 思 ひつ-、 粒 は 安樂 椅 

子に 體の 半分 も埤れ ながら その後 姿 を 見やって ゐた。 

「一寸 待って 下さい。 すぐ 衝 ませる から」 

M は頰を あたりながら、 鏡に 映る A の 顔 をう ろん さう に 見^めて 云った。 

「時に ね。 あなた は勞 働して ゐ ると いふが さう です か。 …… 感心 だね」 

こ、 で M は 丁寧に 剃刀の 石鹼を 紙で 押し 拭った。 而 して 剃刀 を また 顎の 所に 持って いった。 

「あなた は勞 働なん ど せんでも い^-でせ うがね。 もう 一人 K とかい ふの も勞 働して ゐる さう だが、 部と ちがつ 

てこ、 では  こ、 も H 1 ル なんどなら 別 だけれ ども、 おやめに なったら 如何です。 お父さんの 額 も ある 事 だし、 

こ 、 にゐ る！：！ 本人 達 も 面白く は 思つ とらん やう だから」 

M は かう 途切れ— - にい ひながら、 顔の 皮 を あち こ ち 引 つ 張り 上げ て 毛 を 掘 つ た。 


苜^ も 宵 紫 だが、 人 を 人と も^はない いやか/ \ した 小生 意 M な 額 は、 彼 を 怒らした。 彼の 悒^ は その ま、 愤 

怒 二 代つ た， 彼 は. cn 分が こ んな所 に來 たの を 恥ぢ入 つ て 赤くな りながら 立 上つ た。 

何ん とか I ほ をい つて ゐる らしい M の て 閒ゃ抡 てに して、 彼 は 往來に 出た、」 いつもの 落着いた A に 似す， 

旣 こい ゝぉゅ^ぉ して ゐた その 血 は 熱^の やうに^ えく りかへ つて、 皮膚に 近い 所 を 漲り 流れた。 總 てのもの か 

f  io ぐん 

ら切 り^され た 彼の 心 は 少しの 乎が、 りさへ 毘附 ければ、 容赦な く 凝 地に そっちに^ きかけ た。 

^ま .P の^な ど は 忘れて しまって ゐた。 M の S=  くやうな 生活に 對 する £激 だけが^ れ 狂った。 他人 事ながら、 

外^ こばかり^ して、 ，H 分と いふ もの を镫 きざり にした ま \、 澄し 込んで ゐる やうな 鈍 さ 加減が、 彼 を いらだた 

した。 彼 は、 おまけに、 そんな 所に 彼 自身 を 運んで 行った 自分の 心 を恥ぢ 怒った。 「信仰 を 持って た^ 様は少 くと 

も^こ. お^ を 求めよう として ゐ たのに， 今 は M づれに 行って 慰藉に ありつかう とする。 その 態 は 何んだ」 彼 は 肩 

を 怒らしながら、 さう つぶやいて ァカ シャの 薬の 散り敷いた 歩道 をが むしゃら に 歩いて 行った、 お蔭で その 夜の 

恐ろし い^ 惑から の がれた 事 は 忘れながら。 

「ゥ ェ ッブ でも 諛んで やる かな」 

- ヒ •  A ん や，：  I 

かう ちながら、 A は L 敎 校の！！ 堂から 校庭に 出て 來た。 「今の 時代に 生れて 社 會問题 を 閑却す るの は 精祌的 

の.^ まけ 者 だ」 といった ウエッブの 霄葉を 面白い と 思って ゐた彼 は、 社 會問题 の 講座 を受持 つ L 敎投 講に、 

一  つと して その 名 を擧 げられ たので、 請んで 兑る氣 になった のだった。 贷出 されない 中に^-くと^って 

彼 は^;^: お 0 方 に ないだ。 

^ 路  ： 二 六： 二 
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晚ぃ 午後の 陽 は 薄 曇った 空に ぼんやり 隱れ て、 秋だった 風が 立ち 竝ん だェ ルム のな よくしい 枝 を 可たり 激し 

く ゆり 動かして ゐた。 靑 いま- -に 吹き ちぎられた 木の葉 は、 舉 則の 切 端 や、 本の 包紙の 屑 なぞと  一^に、 乾いた 

』,  t  ころ  うづ 

音を立て & 彼の 足 許 を 轉げて 行って、 建物の 隅に 波頭の やうな 渦を卷 いた。 それ を 見て 彼 は その 年の 老いて ゆ 

かう とする の を しんみりと 思 ひやった。 故國を 去って から 四 年 目の 秋が 來 たのた。 燃える やうな 暑さの 中に、 汙 

み どろに なって 枉人を 相手に 働いた 夏の 間の 事 は、 遠い昔の やうに も、 夢の やうに も 思 ひなされ た。 

彼の 眼 は ひとりでに 夢み る やうに なった。 廣ぃ 厚い 肩を持った 中背の 健 厳な 體の 上に しく 据 ゑら れた その 顔 

は 體格 に比べて は 少し 小さく 見えた けれども、 きりつと 引きし まって ゐた。 デリ ケ ー トな 輪廓で. H なかった。 

ちご 

のみなら す， q- から 顎に かけての 骨だった 堅い 線 は、 肉 情と 物慾の 激し さ を さへ 語って ゐた。 鼻 は 不恰好に 大きく 

平べ つたかった。 口 も 大きかった。 然し その 口 尻 は 笑 靨の やうに くぼんで、 子供ら しい 無邪氣 さと 怜俐 さと を 示 

して ゐた。 ： か-の 眼 は 右の 眼より 少し 大きかった。 女 を 知らない その 眼 は、 女の 眼の やうに 澄んで ゐた。 左の 眼 は 

昆， 々の 眼は考 へて ゐた。 物 思 ひに でも 耽る 時 どうかす ると、 少し 紬 まった 彼の 眼 は 夢 遊 芮 者の そ， ^の やうに 15! 

きをし なくなった。 さう いふ 時の 彼の 顔 は 非常に 精祌 的に なって 美しかった。 

その 時 も 彼 はさう いふ 夢み る やうな 顔 付 をして ゐた。 すれちがった 舉生達 は， 何ん とい ふ 事な しに、 振 返って 

彼 る 兌 送った。 「あれ も Jap か 知らん。 い k 顏 をして ゐる」 さう 彼等の 或る 者 はいった。 それ 程 彼の 顔に は 人の 

注意 を 牵く 特徴が あった。 

彼 は 古めかしい 大きな 建物の 喑い 階段 を 登って 閱覽窒 に 這 入って 行った。 エマ ー ソ ンもソ n 1 も 口 ングフ HB 

ひもと  た r ト、 

1 も そこで 害 物を繙 いたと いはれ る だけに、 米 國には 滅多にない 古い 落着いた 空氣が 漂って ゐた。 開校の 日 だつ 

たので、 さし もに 廣ぃ窒 內も數 へる 程より 閱覽 者はゐ なかった。 彼は眞 直に 目錄 棚の 所に 行って 力 ー ドを 繰り 1? 


めた。 ウエッブに 來 るまでに 色々 な 書物の 名 や 著者の 名が 彼の 注意 を牽 いたので、 彼 は 興に 入って かの 抽斗、 こ 

の 抽斗と 漁って 歩いた。 

その 時 女の 靴音が 彼に 近づいた。 が、 彼 は 格別の 注意 を拂 はう ともしなかった。 

「お 乎傳ひ 致し ませう か」 

皮 ま 夢み る やうな 眼 を あげて ぢ つと そこに 立つ 人 を 見た。 それ は 一 人の 女 事務員に 過ぎなかった。 

「え、 ゥ ェ ッブ を」 

r ゥ h ッブ の 何んで 御座います」 

「ウエッブの 『生產 業 上の 民主主義』 でも 讀 みませう」 

かう 彼 は 答へ た。 而 して、 

「然し ファ ビア ン 協會ぢ やい やになる な」 

と 日.^ 語で 蜀語 ちた。 皮 は P の 大好きな ファビアン 協 <1 "を 妙に 好まなかった。 ゥ H ゲブ がその 有力な  一 ^はで 

ある ^を その 時 思 ひ 出して、 不圖 いつもの 癖 の 獨言を 云って しまったの だ。 

「御免 下さ い。 今のお 言葉 はよ く.^: りませんで したが  」 

その^ を 聞く と 彼 は 夢から 覺 めた やうに、 始めて 自分の 側に 立って る 婦人 を 意識的に 兒た。 彼 はすぐ その 婦人 

に 好^ を 持った。 而 して 獨 語す る 馬鹿らしい 癖 を 恥 かしく 思 ふと 子供の やうに 赤面した。 

見る と 彼の 眼の 前の 若い 審務員 も裟の 根まで 顔 を 赤め て 伏 眼に なって ゐた。 咄嗟に、 彼 は、 この 女 は 自分の 獨 

語 を^く 仅 つたなと S つた。 けれども 處 女らしい その 婦人の 額に は 少しも 惡 意の 色 は 表 はれて ゐ なかった。 彼 は 

や ゝ安 心した。 
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「お許し 下さい。 私：^ して あなた を 辱し める 積り で 伺 ひ 返した のではなかった のです から。 もし か 私の rs- つ てお 

く^そ 問き^ らした かと 思 ひまして」 

彼女 はすぐ 顔 を擧げ て、 彼を靜 かに 昆 やりながら、 潤みの ある 優しい 聲 でかう 詫びた。 そ^ を n?v.、 と.： ：- は， 可ん 

とい ふ尜瓧 な sensitive な 心 だと 思った。 打ちと けたな つかしみ がその 胸に こみ上げて 米た。 而 して n ごもり な 

がら C 分の^ い^と， 今 云 ひ 放った 1} 一口 槳の 意味と を霄譯 した。 彼女 は甚ぶ やうに 微笑んだ。 彼の 颜ても 微笑が 乘 

り 移った。 彼 は 久しぶりで 微笑んだ のに 氣が ついた。 それ は醉 ふやう さだった。 

くして 彼女 は 彼の 机の 所に 書物 を 持って 來て くれた。 

「つまる かつ まらない か、 もう 一度 學徒の 生活 だ」 

彼 は 一 人になる と义 さう 獨^ i ちた。 

齒 ぎれ のい 、條现 のた つた 文章 は、 然し だん， （-彼 を 著者の 思 恕の圈 内に つれこんで 行った • 彼 は 論现む P 

れ まいと^ ひながら、 彼の 知る 限りの 社會の 實狀を 頭に 置いて、 それに 照し 合せて その 害 物 を讀 み悠ん リ、。 

一 時^ 過ぎた。 緯度の 高い この 町で はもう 霑氣 が來て 天井と 壁との 電球 は 一 時に 輝いた。 彼 は 始めて 書物から 

眼 を 放して 前を兑 た。 丁度^の 前に、 粗末な^ 服 を 着て お^^をかけた 瘦せ ぎすな 日本人が ゐ るのに 叛が附 い 

た。 その 力 は 前から 彼 を 見て 笑って るら しかった。 …… 物好きな、 皮肉な、 然し 正しい 笑 ひを笑 つて ゐた" 而し 

ていきな り 立って 彼の 所に 寄って 來た。 

さ つ ケ 

「先^ 力ら 霄^ を 力け ようと m 心つ たんだが、 讀# を 妨げち やい かんと^つ て^へ てゐ た。 ^は A おで. らう- ^は 

K だよ」 

の 彼に 封して K は 兄が おにで もい ふ やうな 曾 紫 遣 ひ をし た。 


「何 を讀 んでゐ る。 ふむ、 ウエッブ か。 ウエッブの コップ ウエッブ (蜘蛛の 巢) に 引つ か" つち や 困る ぜ。 それより 

今夜 ボストンで 主義者の 週會が あるから 行かう 。今日は 僕が 演說を やる から 君に も 聞かせて やる さ。 さあ 行かう」 

さう いって K は 彼の 前に ある 害 物 を しめてし まった。 無遠慮な 扠も ある もの だと 思 ひながら、 彼 は K を 憎んだ 

り牢 しんだり する^に はなれなかった。 而 して 一種の 好奇心 を 感じながら 椅子から 立 上った。 P や M の嗨 した K 

と はこの たなと ^ひながら。  ひぢ 

おも 係の^ 務もの 細長い 栩机 のかな たに 先刻の 若い 事務員 は、 彼と K を昆 守りながら、 肘 を もたせて ゐた。 而 

して 彼が^ 出した 喾 物 を 受取る 時、 

「私の 父 もファ ビア ン 5! 會は嫌 ひです の」 

と 小さい^ で 云って 微笑んだ。 彼 はむ ッ つりして ゐた。 

「あた たのお 父 さ んとは 方 で す」 

rM 敎投 です」  *1;チ1 

々な^^で^ろ いてし まった。 M 敎投 といへば 米國 でも 有名な ゴシ， ク 藝術硏 究の權 威的舉 者だった。 

それが^ 會 問題に 對 しても^ ク ^ いした 意兑を 持って ゐ るの だ。 M 敎投の 令嬢と も ある ものが 圆喾係 を するとい 

ふの も 了  メリ 力に 來て 始めて 見る お 外だった。 彼が M 敎 狡の^ 築^ を 聽講す る 察 になって ゐ る の も 奇緣だ つ た。 

微笑 はまた 彼の 眼-に^って 來た。 大部た M 敎投の 建築 史 の抨遨 を 描いた のが 令^で あるの を 思 ひ 出して、 彼は尋 

ねて は. た"  . 

「それ は 私の 姉です」 

彼女 は, i に 云って そこ を 出て 行く 二人に 輕く 挨拶した。 彼 は K と 一緒に、 薄喑ぃ 急な 階段 を 下りて， 風の 吹 
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きつ のる 夕^の 校庭に 出た。 

ちう /、- 

濛々 と まの 煙の こもった 汚い 窒に は、 つめこむ やうに 總 ての 階級の 人が 立ったり 坐ったり して ゐた。 六 階 目 

に 部屋の あるた めか、 建築の 粗雜 なた めか、 强ぃ 西風が 窓ガラスに 强く 吹き あてる と， 部屋 はぐら/ \ と 輕ぃ地 

あおに ゆすれた。 一 段 高く しつら へた 講 擅の 後ろまで 聽衆 はつ まって ゐた。 その 眞 中に、 K は 鼻眼鏡 を かけて、 

^格 の 立派な 聽 衆の 間に 殊 に 細 々 と 衝立 つて ゐた。 而し て 熱意 を こめて 自分の キ：吸 を演說 し てゐ たが、 その^お 

な肸 から 出る 獰は、 動と もす ると 部屋の 隅々 に は 行き渡ら なか つた。 

「も つ と 大きな^で 顿む 戰士」 

「何んだ。 勢よ くやら ねえ か」 

「そんな 聲の 持主に 俺達の 仕事が 出來 るか」 

「いや 俛^ の 仕^ は 小さい 聲 です るに 限る」 

そんな^ が 色々 の 國籍の 人達から 餱雜な 英語で 叫ばれた。 K の 側に ゐる 座長 は 大きな 腹を勉 へながら 立 上つ C 

呼 鈴 を嗚 らした。 

「辯 土 に 敬意 を 表し ていた 1- きたい 諸君」 

その 側から 洋服屋の 看板の やうに きちんと 衣 物 を 着た レ やか 者ら しい 怫阈 人が 立 上って、 

「事^と^.,. r それ を 私 は 辯 士に耍 求したい」 と 力 のぬ けた 英語で 辩髙 にい ふと、 遙か 離れた 末座から 國籍不 

りの ま^;..： ォ らしい、 大きな ネクタイ を かけた 男が、  . 


r^: に 火 第二に 火而 して 笫 一 二の 火」 

と^つや うこ 斗んだ。 仕舞 ひに は A は、 手 を 振り、 立上り、 地 圑太を 踏み、 笑 ひどよ む聽 衆の 立てる 騷 音の 波 

のい にも ま 1 て、 已むを 得す 立 上って 席 を 避けねば ならぬ までにな つた。 彼 は そこに 出席して ゐる 人々 の 主義に 

對 して、 今まで 抱いて ゐた 熱意と 尊敬と を 揉み消された やうに 思った。 

突然 一 W 槳を 切って、 立ちす くみになって ゐた にが、 兩手を さし 上げる と 見る^に、 恐ろしい 銳ぃ 叫び 聲を たて 

た C 彝 おは その 拍子に 眼から^ ちて、 兩腕 は、 節だった 繩の やうに、 彼が 着て ゐた 日本 服の 袖口から あら はに 

なって、 細く よれて 天 井 を 指した。 

「君 等 は 僕 を 怒らせる」 

^^に^ はかう 叫んだ。 この 不意打ちに 聽衆は 思 はす 鳴り を鎭 めた。 K は淚 にか^やく 眼 をむ いて、 自分の 感 

情に お倒されながら、 深い 呼吸 をして、 聽 衆 を 見 ま はした。 而 して Sing-song で 語りつ ピ けた。 その 聲は 前に も 

まして 細かった が、 もう 立騷 がう とする 聽 衆はなかった。 

「君 等 は 僕の この 細い 聲と 扁平な 胸と が 雄 辯に 語る 所に 耳 を倾 けない のか。 それほど 人類に 對 して 冷酷な のか。 

租先 以來の 不合理な 生活の 懕迫 と、 方便 的な 結婚と が、 この 胸 を 造り、 この 聲を #3 つたと は氣 がっかない のか。 

0f この 胸 は 結核菌の^ になって ゐ るの だ。 僕 は 僕 だけの 仕事 を 仕遂げる 前に 斃れ なければ ならない の だ。 

是れ は事實 だ。 而 してお.^ な 數字だ …… 」 

K がまだ^^ 1 に逮 しない 中に、 「火」 を 叫んだ 男 ははね 返される やうに 椅子から 跳り 上って、 

「ブラボ I- 」 

し-わめいた e それにつ ビ いて 起った 多数の 激烈な 拍手 は、 人々 のしし つと 制する 聲 でばったり やんだ。 その後 
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に は 意味 ありげ な 沈 默が繽 いた。 ^の やうに 嗚る 風の 聲と、 ガラス 窓の ひしめ く 音と が 耳 かつ * まかり ど。 

彝 をす &る聲 がした。 彼 はふり かへ つて その 方 を 見た。 晚 年の ュ ー ゴ ー を 思 はせ る やうな 顏：^ をした 一人の 勞 

俅ぉは 眼 を 赤く して、 ハンケ チを 鼻の 下に 丸めて ゐた。 その そばに は商寶 人らしい シ ョ.. 'の やうな 男が 皮肉な， 

の 下から 灰色の 鋭い 眼 を 光らして K を昆据 ゑて ゐた。 

「僕 はもう 多く を 語らない」 

K はまた や、 冷靜 になった 聲にカ を こめて 一 一 一一：： 葉 をつ ビ けた。 

「パ等 は：：： 本から こ、 までの 距離の 遠 さ を 知って ゐる。 無 资產で 虚弱な 僕が、 自分の 生命と する 思想の I！ れられ 

ない 爲 めでなかったならば、 何 を 好んで この 遙 かな 旅 を 企てよう ぞ。 信じて くれ！ g へ、 僕 は それ？ け 自分の S 想 

を 愛 m して 來た。 僕の 演説が 低 聲な爲 めに、 又 事實の 羅列の 少ぃ爲 めに、 又數 字の 引用の 不足な 爲 めに、 君 等 を 

說リし 得なかった としても それ は 僕の 責めで はない。 君 等の 思 ひ 遣りの 未熟な 爲 めだ。 無智な 勞働 者の 叫び 聲に 

何ん の^ 實が あり、 何ん の數 字が あらう。 勞働者 そのものが 事實 であり 數字 であるの だ。 君 等 は 僕 を 怒らした。 

然し 僕の 怒った 事に よって 僕が どれ 程 君 等の 友で あるか を 知って くれたら う。 だから、 僕 は、 僕 を 怒らした 君 等 

に 感謝す る」 

, ゝ ゆか 

力う 結論して 床から 鼻眼鏡 を 拾 ひ 上げながら 眼 を 拭った。 今まで 沈默 して ゐた聽 衆の 中から、 いかにも 

刃 性的な、 ぐんく と 人の 胸を衝 くやうな 拍手と 叫喚の 響きが 突然 ^內を ゆり 動かして 起った。 人々 は總 立ちに 

なった。 K は 眼 まぐ るし くさし 出された 手に、 兩手 をつ かって 握手して ゐた。 A の 若い 心 も 思 はす； | らす 昂奮し 

てゐ た。 

彼 は K の 演說に 感動 させられた 譯 ではなかった。 彼 は K の 首 葉の 中に 煽動 有の 常用す る签虚 な 表現の ある 事 を 


^感 して ゐた。 然し そこに 柒 まった 人達 は、 一人々々 奥深い 背景 を 持って ゐる事 を 彼に 思 はせ た。 彼は是 れ まで、 

亙に 嶙み合 ふ 勞働者 を昆 てゐ た。 然し K の演說 が濟ん でからの 聽 衆の 親し さは、 彼を淚 ぐました。 大^の 老敎授 

も、 お 名な 雜誌 記者 も、 大 商店の 管理人ら しい 人達 も、 賞 銀に よって 生活す る勞働 者の 一人と して、 普通の 勞働 

者と 隔意な く 話し合って ゐた。 演說中 互に 激しい 言 紫で いひ 罵って ゐ たもの も、 今 は 手 を 取り 交 はして 打 解けて 

むれ 

ゐた。 彼 は 始めて こ、 に 力に なり 合って ゐる勞 働 者の 群を昆 た。 而 して その後ろ に は 大きな 實 生活と いふ 大泰 0 

ある 事 を 深く 感じた。 彼等の 親しみ は、 主義から 來 たので もな く、 趣味から 來 たので もな く、 生命の 根柢 を 形造 

る 生活の 必要から 來 たもの だと 思 ふと、 彼 は 人の 心の 土^ を 乎の 平で 撫で &見る やうな 氣 がした。 それが 彼 を淚 

ぐました。 

染會が 終って、 ^^の 11 と 濃密な 空氣の 中から 出て 來た K と A と は、 別々 な 心で 夜の 更けた 街路 を 歩いて ゐ た" 

なみ  きたな 

製鋼所 を 近所に 持った この 逯の 町並 は、 耐久性な 材料で 造った 遮 築 物の 穢 さに 充ち滿 ちて ゐた。 装遛の 不完全な 

をす ゐ  くだ 

ために はげしい 明喑を 作って また.^ く 瓦斯の 街燈に 照らされて、 敷石の 上に たまった 汚水 も、 踏みし だかれた^ 

椒， 南京豆の 皮 や、 襤樓、 紙 類の 暦 も、 雨露に へこんだ 煉瓦の 壁に 描き 散らされた 樂書 も、 半分 剝 がれて 風の 爲 

めにば た /1\ と^る 安興 行 物の 靈ぴ らも、 痛ましい 酏 さと 貧し さ を、 不快な 臭氣と 一 緖に そこら 一 面に 漂 はして 

ゐた" 夜：：： にもし るく 埃 を 立てながら 乾いた 風が 往來を 吹き まくって ゐた。 すれちが ふ ものと いって は、 飲んだ 

くれ か、 何處か 不具ら しい^ か、 かすれて 猥ら な聲を 持った 豚の やうな 賫春婦 だけだった。 偶に は瘦 せこけ た 犬 

にも 遇った が、 ニ漦 三聲 吠え かけた と 思 ふと、 自分の 聲を 恐れる やうに 尾を卷 いて、 かう いふ 時間に、 こ-" らを 

うろつく 人間 達が、 犬に 對 して どんな 殘 酷な 扠 等で あるか を 知り 顔に、 ひよ ろ/ \ と 姿 を かくして しまった。 

K はしき りと A に 話しかける のだった が、 A は 苦り切つ たやうな 顔 をして、 押し 默 つて 歩きながら 考 へた。 そ 
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Q 右の 眼 は ％ に 銳く郯 いた。 新ら しい 眼で 彼の 昆た 世の中に は、 深い 溝 や 奇怪な 矛盾が そこら 中に あった。 0 

1  * 1 ：  もと 

の 乏しい 彼の 若い 心 は、 そこいら 中に 陷穽 があって 而も 足 許の 噔ぃ廣 野に 押し出された やうに a つた。 彼 は钵^ 

ど う 

された. m:^ の 力 を 如^ 使って い ^ のか 益 i- 解ら なくなる の を 感じた。 

「あ 、あ、 如何に すれば い \ん だ」 

K のゐ るの も 忘れて 彼 はかう つぶやいた。 

『支那 料 现屋に 上って チ ョップ スィ でも 食 ふの さ」 

レ きなり K がかう 答へ た。 彼 はぎよ つと して K を 尻 眼に かけた。 K は その 機會を 外さす に设 との 會話を つ， なが 

も $  5  - う 

うとした けれども、 A はまた 沒義 道に 默 つてし まった。 

然しい つの^に か K の 意志 通り 二人 は 支那 料理 尾の 二階に 上って 隅の 方の 小 卓に 向 ひあって 座 を 占めて ゐた -」 

今まで 通って 來た 町の 様子と 打って 變 つた 賑 かさの 中に、 淫靡な 色彩と 音響と が 彼の 感覺の 總てを ぼクた C 乎 も 

屑 も 足 も 裸 形に なった 女^人の 合奏 圃の ヴァイオリン や 笛から 俗謠が 奏で 出される と、 そこらから 男女の 客の 歌 

ひ 合 はせ る だら しのない 唄聲が 起った" その I! を、 い^ちの やうに ぎ 捷い瘦 せぎ すな 給仕の 支那 人が、 *i^%sn 

な 額 をして^- 旋 した。 容の 中には 女ば かりの 群もゐ た。 K と 彼と はさう いふ 群から 絶えす 眼つ き や 手 まねで 挑み 

かけられた。 二人 はこ- 1 でも ちぐはぐな 心 持で、 食事 をして ゐた。 

「いくらよ こす かな。 五^: は間逮 ひなから う。 あれ だけ しゃべる にも 相當の 準備 はいるから ね。 おまけに 日 本^ 

沲 用と いふ 景品まで あるんだ から。 それに あすこに やね、 中々 偉い 奴が 來 るんだ ぜ。 今夜なん かも、 ァリ イナの 

主^ T もゐ たし、 レ ヴィュ 才ブ. レヴィ ュスの 支局 長 もゐ た。 而 して 早速 僕に 寄稿 を頓 みやが つた。 ；… 厚 かま 

！ くやる に 限る よ」 


Ki^ 厚な 支那 酒に 醉を 催しながら、 梵鳥の やうに 上瞼の M 直な 眼で 彼 を 見つめて かう いった。 K が どれ 程 笑 

顔 をく づす 時で も、 その 眼 だけ は ^ け 物の やうに 笑 はたかった。 それが K の 笑 ひ を 皮肉に して 不自然に した。 A- 

は K の 笑 ひに 遇 ふと 一 極の 懇迫 と不懾 快-一-を 感じた。 

「ふむ、 おは 主^ を^りに 行った のか」 

かう 云 はないで は ゐられ なかった。 K は 再び 皮肉に 笑った。 

「4f- 義 は^かな^ だ。 僕 自身が 一 つの 物件 だよ。 從 つて 喪 物 だよ」 

彼 は 承服し なかった C 

「然し ゅ條 牛で， 無 條^: どころ ぢ やない 命まで 投げ出して  」 

「主... おや 1:r" 卬 に^じた 人 問 も ある ぢ やない かと いふんだ らう。 笑 はせ やが る。 愛 を 喪って やろ から 救世主 をよ-こ 

せと 大きな^で 立^り をした 奴 は 誰 だい。 涅槃が 欲しけ り や 無上 光明 怫と いふ 貨幣で 買 ひに 來 いと 大店 を 張った 

奴は淮 だい。 そいつ 等 は 一番 づぅ くしい 生 產掠鸾 者 ださ。 愛 だ^ 槃だ といって、 謂 は^. t 仝 氣に色 をつ けた やう 

な^やかい 物 を 恐ろしく 高値で 赍附 けたんだ。 どう だ饮み 給へ な。 飮 まん？ 酒 を飮 まん 奴 はな、 人 I とい ふ I 

界こ， ゐて、 樂顷 その ま、 な 熱^ 地 を 旅行し ない 馬鹿者の やうな 奴 だよ。 かう 飮 むんだ。 そら * 坐った ま \ で 眼の 

,^っ，：- た丄 が變 つてお る、」 …… 然し J; は賴 もし い 所が あるよ。 K の やうな 2? 過に ゐて P と 共同生活 を やった の は 毛 

^がお つて ゐる。 そ 化 だから 險は 進んで 交際 を 求めたん だ。 實 はね、 僕 も P と 一緒に ゐた 事が あるんだ」 

v.: うい はれる と、 彼の 來る 前に 一人の： z 本人が 一 緒に ゐ たと P が 彼に 話した 事が 义思ひ 出された。 

は 一寸 話せる 男だった ん だが、 僕が その 細せ にからかった ので 氣まづ くな つたんだ。 おい、 何 を考 へて る。 

そんな^に 女で も 物^して おき 給へ。 こ 、は 今夜 は 割合にい 、景色 だ」 
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V, うい つ て K は臉面 もな く 女達 を 見 ま はした。 

A は 我慢の 出來 るかぎ り 我慢しょう とした。 單にセ ンチメ ン タルな 好 惡で人 を 見て はならない と 自分 をた しな 

めても 兒た。 然し 彼の 心の中の 或る 力が 猛り 狂って それに 反抗した。 たった今、 眼に 淚を ためて、 悲壯な 事 をい 

つて ゐた にが、 彼の 眼の 前に 見せたり 云ったり して ゐる事 は、 彼の K に對 する 信賴を 二重に 裏切った。 自分の 判 

ら ない 彼 は 他人 を 批判すべき 何等の 標準 も 力量 もない 事 を 十分に 知って ゐた。 それに も 係らす、 彼 は 本能 的に K 

を 佾 まないで は ゐられ なくなって 來た。 

咄嗟に K の 口から 重い 溜息が 漏れた。 今までの 元氣 にも 似す K は 俯 首れ て、 食卓の 上に 立てた 手で 亂雜 な髮の 

毛 を かきむしる やうに して ゐた。 

「とはい ふ もの \ だね」 

K は 乂顔を あげて、 少し 憚る やうに 彼 を 見た。 

「君 はいくつ？  二十 叫？ 若い な あ。 而 して 君 は 健康な 體質 とい \ 顔つき を もってる ね。 君の 顏 つき はほんと 

にい & よ。 ^はいくつ になっても 子供で ゐられ る 質 だ。 僕に は それがない。 おまけにもう 三十 二 だ。 君 を 見て ゐ 

ると 後ろから 新ら しい 時代が 追つ かけて 來る やうな 氣 がする よ。 僕 等の 努力 は 總て の もの を 物質に 還： 兀 したの 

だ。 そり や 今にな つて 见れば こそ 何んでも ない が、 小さな 仕事 ぢゃ なかつ たんだ。 けれども ねえ， 來る 所まで 來 

て：：： ル ると、 又 先き に は 遠い 道が あら あ。 解る かい。 君に は 解るまい。 けれども 君の 顏 つきに はちゃん と 解って る 

と^いて あるよ。 そいつが 恐ろしく 瘤に さはる ね。 僕に は そこに 跳ね返って 行く 力が もうない よ。 健康 も 許さな 

いしね。 僕 は 自分の 主義 を 働ら かす 代りに， 主義に 働ら かされて しまったんだ。 畜生！  くやしい けれども 主義 

•  j し y ん  i  . 

の腰辨 になって しまった、 いつの 間に か。 健康が あり やな あ。 …； 然し これ も自八 刀で こ はした やうな もん さ C 十 


七の I から 女 を 道具と 思って 取り あっかつ たんだ からな。 Kil) の 形で 女の 醜 美 を 見分けな いやうな 奴^ 巧收主 

義 おの； i よごし だと 思って ゐ たんだ からな。 然し これ 位 時代思潮に 徹底 すれば， 僕 も 1^ して 成怫 しなければ な 

らんの かも 知れない て。 まあ、 後 は 頼む ぞ。 自重し 給へ。 君の パプ テズ マの ヨハネが ー獻進 S する、 飮んで くれ 

^へ。 い-だら う。 まさか^ は然 酒會員 ぢゃ あるまい」  だま 

K の 霄雜 は^々 いか i いして 來て、 仕舞 ひに は 兩 眼から 感慯 的な 淚が瘦 せた 娣を傳 つて 流れ 下った。 A は 驚つ 

め  ほ 

て Ira: 杯 を 舉げて K のと 打 八 "はして 一 息に 飮み 乾した < 

突然 K が^ 魔の やうな 笑 ひ 方 をして、 椅子の 上 で^に そり 反った。 その 眼から は綏け ざまに 淚が 出た。 

「飮ん だな。 おだてられ てい、 氣 になって 飮ん だな。 ハ、、 ゝ、。 おい 飮んだ 駄賃に 勘定し 給へ。 僕 はー錢 もな 

いから。 ハ、、 、 、 」 

A は突屮 を 探った。 小錢が 無くなって 二十 弗の 紙幣が あるば かりだった。 彼 は 已むを 〔付す それで 支弒ひ をし よ 

うとした。 K は 彼の 乎に 大きな おが あるの を ^ ると、 いきなり それ を ひったくって 女の 群の 方に 向いて 高々 と 振 

り 廻した。 而 して 口で は、 - 

「おい 勘^!  二十 弗 だぞ。 二十^だ ぞ 」  i 

と 叫んだ。 給仕の 來 るのより n 十く、 叫 五 人の 女が、 火 を 見かけた 蛾の やうに *  K と 彼との 周りに 槳 まって 來 

た。 ぎ Hi な、 むせる 稅 強い 女の 香が 彼の 鼻 をつ いた。 K の 眼 は 忽ち 生氣 を囘復 して、 女達の 中から 一人 を 選ん 

ぞ。 而 して 處 女の やうに 赤而 して ゐる A を 指して、 女達 を 見やりながら、 

「この 若い 紳士 はな あ、 本當に 生粹の 生なん だ。 一 肩入れようと いふの はゐ ないか」 

といった。 それと： ^時に、 彼の 百 は 三 四 人の 女の 腕で 重苦しく 抱き すくめられて ゐた。 而 して 彼の 耳 は 「妾よ」 

迷 路  三 七 五 
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「妾に ね」 「妾 だってば」 などい ふ 甘つ たれた、 なまめかしい 漦で滿 たされた。 

「やめない か」 

彼 はとう C 本氣に 怒って しまった。 場合が 彼の 女性に 對 する 好奇心から 彼 を 救って、 彼 は 無恥な 女達に II き 

を定 らしながら、 女逑 をつ き 退ける と 同時に、 蜻 子と 杖と を 取って 料 现屋を 出た。 すぐ 支拂ひ をす ませた K は、 

叫 五分 もた k ない 中に 連れの 女と もつれ 合って 往来に 出て 來た。 而 して 遠方から 大きな 聲で A に 呼びかけた。 

「おうい、 お 坊ちゃん 御成 人！ ハ 、 、 、さう 怒る もん ぢ やない よ。 女達 は 全く 君 を 可愛がりたがって ゐ るんだ 

かね 

よ ハ、、 、 、金 は 土曜の 支拂 日まで^り とく ぜ。 まあ 折角 自重し 給へ、 ハ、、 、」 

さう 呼びお こす 聲は 風に 送られて 高く 低く 彼に 達いた。 被は默 つた ま- - 足早に 三 叫 町歩いた。 何ん とも 云へ な 

い 不快な 思 ひに 驅り 立てられながら。 

ふ と 

その 時 彼は不 US 分の 側に-人の 女の 歩いて ゐ るのに 氣が ついた。 彼 は 驚いて 立 止った。 女 は 彼の 甲 許に ビィ 

こ きざ 

ドロ  0.3 へ る やうな.^! 刻みな 笑 ひを迗 つて、 

「f  一一 口と 無 n は贵^ 人 に對 して 失禮 よ。 もうい \ 加減に して 妾の 家に 歸り ませう ね」 

とさ、 やくの だった。 彼女 は 若かった。 蓮 葉な 物 云 ひに 似す、 街燈の 光に 照らされた その 顏は 妙に 沈んで、 險 

相で、 而 して 痛々 しい 程瘦 せて ゐた。 この 女が よく 笑へ たと 思 ふ ほど その 表情 は 堅かった。 その上に 规 I! と白纷 

、ゝ ；  j  まち  あ 

とが i り^く 塗って あった。 嘗て 彼が P 府の 街の 中で、 ^から 知り合った 男 Q、 乞食に おちぶれ たのに 偶然 出 遇 

つたお その 5R の 忌む ベ き 性格と、 自分 で 自分 を 引 張り 上げ る だ け の 努力 をし な いその 腑甲斐な さ が 瘤に さはつ 

て、 何 か 汚い も Q でも 踏みつけた やうに 逃げ 退いた、 その 時の 事まで 囘 想して、 彼 は 自分の 高馒 ちきな^. 純 —— 

^も^む ベ き 所^ 美 德の 一 稀 li を 深く 恥ぢ た。 而 して、 強い 力の^ 覺が 齎らす 一 種の 哀情に ふるへ ながら 彼 は 


慌て、 が< を 探った が、 ^< ^は K が 殘らす 持って行った 事に 氣 がっくと、 胸の あたり を 撫で 迥 して， 嘗て 父から 

貧った ネクタイ ビン を拔 取って、 それ を 女の手に 渡す と、 逃げる やうに その 女から 遠ざかった。 

^は 漸く 孤^になる 事が 出來 た。 I らな 光景 を见 せつ けられながら、 彼 は その 夜 は 少しも 肉 慾の 衝動お 感じな 

かった、」 のみなら す、 そんな 衝動に 對 する 下 思議な 嫌^の 情が、 ひし， （-と 感ぜられた。 彼の 頭 は 熱に 燃えて ゐ 

た。 而 して 芝居 g のない せ^な 感じが i つたつ 彼に 追 ひすが つて 來た 女が、 人類の 不幸な 運べ 叩の 使者で も あるか 

の 如く 深く 憐れまれた。 恐ろしい 人^生^の 缺陷が 彼 夂ハ姿 を 通じて、 彼に 救 ひ を 求めながら、 叫んで ゐる やう 

だった。 

小乂 那^ .it. 屋 では K にもした、 か飜 弄された。 然し 彼 は 確かに 打 負かされ たと は 思はなかった。 彼 は 雪に 埋れた 

うに 自分 をき じた。 3 はいつ か 解ける。 その 時铯は 跳ね起きて 見せる つ 春 を迎 へて ぐん 生長す るた め 

に 兆ね 起きて 见 せる。 彼 は K の 人 を 人と も 忍 はぬ 態度の 中に、 何處 か弱 さの 潜んで ゐ るの を 感じた。 K の 通った 

道 は 歩く ま いとい ふ自 も あ つ た。 

「それにしても. S 分 はどう 歩けば い 、の だ」 

t- う 彼 はつぶ やいた。 そこまで 來 ると 哀れな 彼の 心に は 何等の 一 (于應 へ もなかった。 恐ろしい 虚無な 力が 彼の 內 

部こ^ り滿 ちて ゐる だけだった。 皮 は 砂^ を卷き 上げて 吹き まさる 風に 刃 向 ひながら カ强く 歩いた。 

つま づ  *  ，  1, , 

「ぶっかれ、 ぶっかれ。 蹉 くの を 恐れて は ゐられ ない C 蹉 いたら 起き 上る まで だ。 新ら しい 生お を獨 りて する の 

に^くの を 恐れて 何が 出來 る。 もう 力に も 倦き た。 その 力が 何んで あるか を 知る のが 肝要なん だ： 明日から。 今 

衣から。 今から」 

t ち  . 

電ぉの 往^ もな くな つた^ 夜中の ボストンの 街 を、 風に 吹き まくられながら、 彼 は 齒を嚼 みしめ て 歩き つ^- 

^れ  三ヒ七 
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けた。 

五 

その 冬の 或る日 躐 日の 夕方だった。 

彼 は マ- グ レット を 速れ て P 夫人 の^に 急いで ゐた。 

P は マ ァギィ を 眼睛程 愛して ゐ たが、 夫人 は 土曜から 日曜に かけて 泊り にやる こと だけし か 許さなかった。 そ 

のお 一り 迎へを 彼が 引受ける やうに なった の は、 三 筒 月 も 前からの 事だった。 その に 彼 は 夫人と 唯なら ぬ 關係を 

結んで しまって ゐた。 

それ は、 K と 支那 料理屋で 物 を 食べてから 間 もない、 十月 初めの 日曜日の 晚の 出来事だった。 夫人 はいつ もの 

やうに 彼の 歸りを 引きと めて 色々 ともて なし をした。 いつも 非常に 祌經 質な 夫人 は その 夜に 限って しとやかに 落 

着いて ゐた。 三十になる かならない 小柄な 彼女が、 頸 もとまで 黑ぃ衣 物 を 着て ゐる のが、 非常につ.^ まし やかに 

美しく 見えた。 卵形の 顔 立で、 素直に 筋の通った 鼻の 先き から， 折れ返つ たやうな 小さく 引きし まった 厚 乎の 唇 

にかけ ての 線 は、 實際 男の 心 を 肉的に 引きつけ る 力 を 持って ゐた。 又 その 手 は米圃 人に は 珍ら しく 整って ゐた。 

彼女の 乎を见 た 人 は • 小さな 靴の 中に 包まれた 足の 形 を 想像せ すに ゐられ なかった。 そんなに 肉的な 道具立て を 

備 へながら、 夫人に は 非常に 冷やかな 所が あるら しく 見えた。 それが ー罾 男の 心 を あせらす 力と なって ゐた。 彼 

はこの 夫人 を兒 ると、 何故 P が この 人から 別れた のか を 訝った。 

彼が 立た うとす るの を 夫人 は 幾度 か 引きと めた。 彼 は 段々 不思議な 不安 を 感じ 始めた。 極く 普通な^ 柄 を 二人 

は平氣 らしい 顏 をして 話し合 ひながら、 互に 憎み 合 ひ， 引 寄せ 合って ゐ るの を 彼 は氣附 いた。 動かして はなら な 


いと 忍 ふ 衝動が、 どっと 彼 つて 來る事 もあった。 彼 は C 分 を 引き締めよう とする 努力の 爲 めに 妙に ぎごちな 

くな つて 體 中が 充血して 來た。 彼 は 幾度 か 立って 部屋の 中 を 力強く 歩きながら、 少し^ 戲者 らしい 眼 付 をして そ 

れを 見送る 夫人と 會話を 取り か はした。 哀れな 未經験 者なる 彼 は、 知らない 中に、 夫人の かけた, 弈 に^々 と 近 

づ いて 行った。 

「あなた は 妾の 立^がつ らい もの だと はお 忍 ひに ならない」 

無 表 な聲 で 夫人 はかう いった。 

「思 ひます」 

彼の 答へ た獰は どす 黑く 震へ てゐ た。 恐ろしい 暫くの 沈默の 後に、 

「お 思 ひになる わね」 

とい ひながら、 突然 椅子から 立 上って 夫人 は 彼の 立って る 方に 近づいて 來た。 彼 は 何もかも 知って ゐた。 バ a 

のおに 對 して ョ セフ がした やうた 潔い 態度 を 取るべき 時が 來てゐ るの を 十分 知って ゐた。 然し 知って る だけ だつ 

た。 彼の 全身の 血 は 彼 を 憐れむ やうに、 勵 ます やうに 沸き立った。 彼 はよ ろ- ^とよろ けた II 而 して それが 思 

ひも かけす 夫人の 方に。 しまったと 思って 立直ら うとす ると 义 そっちに 引きつ けられた。 夫人と 彼と が、 どっち 

から ともなく 身 を 近づけた 次ぎの 瞬^に， 彼 は あらん 限りの 力 を 籠め て、 た \ きつける やうに 夫人 を 床の 上に 突 

つ 放して ゐた。 

眼の 前 は 爲 喑 だった。 .：！： 分に 呆れ * てつ、、 彼 は、 息苦しく よろ けながら、 戶が あると 思 ふ 方へ 歩いて 行った 

が、 そこに 倒れて ゐる 夫人 を危く 踏みつけよ うとして よける 拍子に 自分も^ の 上に どうと倒れて しまった。 彼 は 

倒れた ま、 怒りと 恥と に ふるへ て， 野 獸に備 へる やうな 身 構へ をした。 彼の 眼の 前 は眞喑 だった。 (眞 赤だった 
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ともい へる) 彼の： 斗が 聽覺を 囘復 してから 始めて 聞いた もの は、 痛ましい 夫人の 啜 泣きの 聲だ つた。 

^い 悲しみが 彼の 股の どん底から も 湧き上った。 滿 たされない 力が ー齊に 泣き叫んだ。 彼 はもう 我れ を 忘れて 

ゐた 溺れる ものが 手が \ り を 求める やうに、 彼の 乎 は そこいら を わな/ !\ と 無闇に 尋ね 廻った。 火の やうな 夫 

人の 乎が さはった。 彼 は それ を摧 ける やうに 掼ん だ。 その後 を 彼 は 知らない。 

彼 は 雪の 上 を、 マ ー グ レットの 手 を 引いて 歩きながら、 その 時以來 今日までの 事 を 思 ひめぐ らした。 彼 は 本 

常に 夫人 を 愛して はゐ ない の だ。 夫人 も 彼 を 性格 的に は 愛して ゐな いの だ。 P が 外 國人を 選んで 共同生活 をして 

ゐ る^に ついて、 K のい った賈 葉な どが 思 ひ 出された。 それ は P の 性的 生活の 祕密を 保障す る爲 めに は 同 國人を 

寄^さす ^が 不利益 だからと いうた のだった。 彼 は 同じ 现. s を P 夫人に あてはめて 考 へたり した。 そんな 屈殍を 

お ふと 彼 は 夫人 を 踏み 殺しても 飽き 足りなかった。 それに も 係らす、 土曜日が 來 ると、 彼 はおめ-, (\ と マ ー ゲ レ， 

トを迎 へる 爲 めに 夫人の 家に 出かけて 行く のだった。 曰^ 日に 受ける 苦い 悲しい 後味 は 月曜日の 堅い 覺悟 と變る 

けれども， それが 土曜日に 近づく に從 つて おぞまし くも 薄らいで 行った。 

^ 一  彼 はこの を P に吿 白せ ねばならぬ 事 を 知って ゐ た。 P の祕密 主義 を 不快に 思った 彼 は P に對 して 祕密を 

^つ ベ き 一 W ひ^きがない と 思った。 けれども 彼 は 今日まで それ をせ すに ゐ たつ 

んフロ こそと 彼 は 可憐な 顏 をした マ ー グ レツ トを： ^返りながら 思 ひこんだ。 何ん にも. 印らない 少女 は徘 Q 外套に 

白^の 襟卷 をし、 同じ 毛の ボアに 兩手を さしこんで、 長 脚鉀を はいた 小さな 脚 を 豆々 しく 働かして ゐた。 然し そ 

の 額の 何處 かに は、 不幸な 結婚が 生んだ 不幸な 烙印が 誤た す 押されて ゐる やうに 見えた。 この 小さい 子 は 父と 母 

との 祕^ を 知る 審 なしに 生長す るか も 知れない。 然し この 恐ろしい 祕， おが 祕密 として 钐 ると 誰が 保^す る 事が 出 

• 、  はづ 

來 よう。 自然 は逍 を蹐み 外さぬ 人々 の^ふ ほど 寬大 ではない C それ を 思 ふと 彼 は^られる やうな 苦菡を 感じた。 


彼 は 今まで s 分が 力量 を 感じ、 熱意 を 感じ 得る 所では、 どんな 犧牲 でも 平 氣で拂 はせ て ^ して ゐた。 然し 出來、 も 

のために、 一人の 人間の 一生 を喑 くす ると 思 ふと、 彼 は 少女の やうに 臆病だった。 

マ ー グ レット は、 ちょこく と 彼の 歩度に おくれまい として、 顏を 赤く しながら 歩いて ゐた。 g 臌が 激しいだ 

けに、 おとなしい 時の その子の 顔 は 可憐だった。 彼 は ひとりでに 淚 ぐんだ。 

「マァ ギィ、 あなた はバ 、が 好き か、 マ 、がお， きか」 

彼 はやさし く^ね て兑 た。 

「みんな 嫌 ひよ」 

「何 故」 

「何故で もみん な 嫌 ひよ」 

沱っ" して ゐる やうに 小さな 化が はかう 答へ た。 「呰ん なが 祕密を 持って 妾 を どけ ものにして ゐ るから」 彼 - さう 

答 へられた のと 同じ 感じで それ を 聞いた。 クリス マ ス 前の 塞い 雪道 を、 衣服 だけ は きらびやかに 着飾らせられて、 

ト さな ジみを この 子 は ー體何 處に遝 ばう とする の だら う。 感じの 深い 彼の 眼の 前に は、 果て もない 雪の 廣 野の 真 

中に、 ー點 の^: の やうに、 かじかんだ 乎 を 口に あてな 途方に 暮れて ゐる 子供が 見える やうだった。 

彼 は^はす マ ー グ レツ トを 抱き上げて 歩いた。 

やがて 彼 は P 夫人の 家の 戶 口に 立って、 抱いて る マ ー グ レットに 呼 鈴 を 押さした。 彼の 耳に 親しい P 夫人の 靴 

音が 近づいた と 忍 ふと、 戶が音 もな く 内 に^いた。 

「まあ だっこして 下す つたの」 

とい ひながら、 夫人 は 少女 を 荷物 かなん ぞの やうに 彼の 手から 受取る 問に も、 眼 を 彼から 離さう と はしな かつ 
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た。 その 眼 は 一週間の 待 遠し さ を 濃厚に 語って ゐた。 

彼 は 怒った。 彼 は その ま \歸 つてし ま はう とした。 然し 夫人の 眼 は 彼の 弱點 のどん 底 を 射ぬ いて ゐた。 彼 は、 

あやつ  く 1- 

夫人の 眼つ きが 命令す る ま k に、 絲で 操られる やうに おぞまし くも、 門口 を 潜った。 

乳母が マ ー グ レット を寢 かしに 一 一階に 連れてい つてし まふと、 直ぐ 夫人 は 彼に 近々 と 寄って 肩に 手 を かけた。 

「あなた は 妾 を 嫌 ひ 始めた のね」 

夫人の 眼は險 しく 彼の 眼 を 射た。 彼 は その 時 「然 り」 を 答へ なければ ならない の を 知って ゐた。 然し、 實際は 

彼 も 嫉妬す るら しい 顔つき をして、 

「あなた こ そ 僕 を 嫌 つてる んだ」 

うそ  ばん. 

と 云 ひ 返して ゐた。 その 行きつ く 先き は 知れて ゐた。 一 一人と も 虚言の つき 合 ひだと いふ 事 は 萬々 承知しながら、 

.t  ) .  、  ；  ,  こみ  かたき 

Y に 嫌って ゐ るので はない と證 明し 合って、 禁斷の 木の 果を敵 同志の 內 から 盗み取る の だ。 

彼の 內部 の爭鬪 は 激しかった。 然し 敵 人の 門 を 潜った 以上、 それ も 一 つの 作爲 であるの を 苦々 しく 彼 は 心の W 

に 同時に 感じて ゐた。 彼の 肩に 置かれた 夫人の 手 は、 彼が 始めて 知った 女の手の 強味 を もって、 彼の 心に は, は 

すに， 彼の 肉 を どん- (- 目覺 ましてい つた。 

その 夜 丸 時 過ぎに A が P の 家に 歸 つて 見る と、 P の 所に 來客 があった。 それ は P の 所に よく 話に 來る ボストン 

の醫師 で、 ホ ヰット マ ン 會の會 員だった。 ホヰ y ト マ ン會 とは老 詩人の 死後 その 愛讀 者が 組 熾した 會で、 米國の » 

州に 小さいながら 堅い 圑體を 作って ゐた。 その 會 員に は 殊に 婦人が 多い と、 彼 は ホヰケ トマ ン崇拜 者なる P から 

聞かされた 事が あった。 醫師 とい ふの は 心の 廣 さうな、 品の い \ 、健康な、 白髮の 老人だった。 垔草を ゆるく 燻ら 

,  うは ひげ した ひげ  , w 1 ，  0 ど. A 

しながら 白い 髭と 髯 を 動かして ゆっくり 物 をい ふ 有様 は^ 閑だった。 P も 打ち くつろいで 始終 微笑 を 浮べ 


ながら、 話の^ is をう つて ゐた。 彼が * 齋に這 入る と、 老人 は P よりも 先き に 握手 を 求めて、 自^の 側に 坐れ と 

いった。 

「いつ 兑て もい、 の は靑年 だ。 こっちまで 若い やうな 心 持になる。 然し」 

と P に 向けて ゐた觔 を 彼の 方に，： e けて、 

「今 g は したと いふんだ。 君の 額 色 は 大^ 悪い。 然し ホヰ ット マンに でも 『默 つて、 考 へる』 とい ふやうな 

時 もあった んぢ や。 大きく、  大きく 人生 を 見ん ぢゃ 駄目です よ」 

さう いってから、 老人 はしかけ てゐた 話の 緩き を靜 かにつな いだ。 

彼 は、 隣り の a!^ の 雪が 星 あかりで 燐の やうに 光る の を、 窓 を 通して 茫然と 兌つ めて ゐた。 

「そこで Y 氏の 夫人が.^ にい ふに は …： お前 はたし か あの 奥さん を 知って ゐた な。 あれで もう 三十 五ぢ やさう 

な。 ill うはえ る、 突し いで  ^にい ふに は、 俺が 奵 もしい のぢ やさうな。 人間 一生の 間にし んぞ好 もしい と 思 

ふ はさう 澤山は をらん。 好 もしい 人 を 見かけたら、 その 人と 戀人 だけに 親しまん ぢゃ、 この 世に 生きる 甲斐 はな 

い。 心と 心との 荅び に比べれば、 どんな 社 舎の 秩序 も 制度 もた はけた 干からびた 邪魔物 ぢゃ。 愛 を さまたげる も 

の、 あるべき §i れ はない と 思 ふ、 ど うぢ やとい ふの だ。 相違の ない 事 だ。 その 通りと 俺が いふと、 直ぐ 相談が 出 

fc. てな、 二人で 近くの fg->ri 旅行して からに、 夫婦よりも 親しく ー晚 過ごした。 その 翌日 二人 はこの 世の中が な、 

一 段^く やうに 思う t 快く^れ たよ。 滅多にない 事 だが 面白から うが」 

P は 快げ にからく と 笑った。 老人 は 後 の爲 めに しろと いはんば かりに 晴れ やかに A を 顧みた。 

. 老人 は ゆったり と^^いて 色々 な 事 を P と 話し合って ゐた。 然しい らくした 彼の 頭に はこの 話 以外の 話 はま 

るで 聞き取れなかった。 今の 話 を 聞いて P の 快げ に 笑った 顔の 印象 は 彼に 勇 氣を與 へた。 云 ふべき 時 は 今夜の 外 
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にないと 彼 は 思った。 彼 は 席に ゐた、 まれない 程 昂奮して 來 た。 

老人が 元氣 らしく 歸 つてい つたの は遲 かった。 P は 可な り 疲れて 見えた。 然し 緊張し 切った 彼の 額 は、 この 部 

屋の 今までの^: 氣 な空氣 を 一掃して ゐた。 P は 老人 を玄關 まで 送り出して、 歸 つて 來 ると、 已むを 得. や 書架から 

ホ ヰット マン の 詩^ を^いた — 每 日曜 曰に P が 彼に 朗讀 して 聞かせる のが 習慣に なって ゐ たから。 

「今夜 はお そいから 少し だけ 讀 むよ」 

さう いつ て P は どっかと 燃え かすれた スト ー ヴ の 前に 疲れたら し く^を 下ろした。 客に 對 して 愛想の い X P は 

や、 ともす ると 家人に は澀ぃ 顔を昆 せた。 今までの P の 快活 さは 影を隱 さう として ゐた。 

「僕 今夜あ^た に 少し 折り入って 吿 白して 置く 事が あるんで す」 

, , ,  くさびがた ひげ うづ ま あご 

彼 は 立った ま-でさ ういった。 P は 楔形の 髯に埋 つた 顎 を 引いて、 禿げ 上った 廣ぃ額 を 大きく 見せながら、 上 

目づ かひに 眼鏡の 上から 彼 を 見た。 而 して 默 つた ま- - A を 促す やうに して、 顏を 苦まして ゐた、 面倒な 話 を 聞く 

に は 疲れ 過ぎて ゐ ると 云 ひさう に。 彼 は 已むを 得. 一一 n 葉 を つ がなければ ならな くな つ た。 

「僕 は P 夫人と 友達 以上の 關係を 結んで ゐ るので す」 

申譯 など をい かに 長々 とした 所が 何ん にもなら ない と 思った 彼 は、 一 氣に きっぱり とかう いった。 と 同時に 彼 

の 心 は. en 分で も 物凄い 程 しんと 鎭 まるの を覺 えた。 

P は、 彼の 霄 葉 か、 自分の 耳 かに 信じられない やうに、 暫くして から 「ふむ」 と 云った が、 被吿を 睨める 檢事 

の 服 つきでち つと 彼の 顔 を 見入って ゐた。 A は 悠然と して P を 見返した。 

や、 暫くして から 漸く 彼の 言葉 を 頭に 入れた やうに、 P は 突然す つくと 立 上った。 」 二人 は 大きな テ ー ブル を 

たんてき 

屮 に^いて 立ちながら 向 ひ 合った。 A の 切り出した 言葉が 餘り 端的だった ので、 今まで^-も いやに 緊張して ゐた 


氣分 は、 ゆるめ やうが^ くな つて、 P も 思 はす 激しい 短い 一一 一一 n 葉 を 求めねば ならなかった。 

「何日から だ」 

P は 簡潔に かう 聞き 礼した。 

「あなたが マ ァギィ の 送り 迎へを 僕に させた 時から」 

彼 も 短く 答へ た。 P は考 へる やうに 俯向いた。 而 して 考 へこむ 時には いつでも する 癖 を 出して、 下唇 を かみし 

i つ さ を 

めて、 乎 を 後ろに 廻して 握り 合せながら、 俯向いた ま-、 眞蒼 になって、 窓際 を 二度三度 往来した。 而 してやが 

て 立 止る ときつ と 顔 を 上げて A を 睨みながら、 衣囊 から 光った もの を 出して テ ー ブルの 上に 置いた。 ピストル だ 

つた。 A は 格別 驚かなかった。 

「p 夫人 は 私の 妻と して の籍を まだ 脫 して ゐ ない 事 を 君 は 知って ゐ るんだ な」 

「知って ゐる」 

P は 再び 「ふむ」 といって， ちらっと 彼 を 睨めつ けた。 彼 は 少しも 騷 がないで 立って ゐた。 

「そんな 事 をい ふ權 利が 貴様の 何處 にある」 A はさう 思った。 彼 は 自分の 力が 何んで あるか を 何ん となく 感じ 

た。 r" だれ だ。 是れで ぐん， （- 進んで 行く の だ」 さう 彼 は、 切迫した この 場の 體 にも 係らす 餘裕を もって 考 へた。 

沈默 がまた 練いた。 

「どっちから 始めた 事 だ . 

P は、 おい^^の 末に、 聞いて はならない、 然し 聞かす に は 置け ない この 問題に 觸 れて來 た。 

「僕 だ」 

彼 は 咄^に 答へ た。 ？は滿 足と 不滿： ： えと を 同時にした」 か欤 みこませられたら しかった —— 妻が 主§ でない 
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爲 めに 滿足 を、 而 して 皮膚の 黄色い 猿の やうな 劣等 人種の 挑みに 敗け た 不滿足 を。 . i その 顔 は A に 不時な 笑 ひ 

の： t 動を强 ひる 程潞 かった。 

若い 時 俳優になる 精り だった とい ふ P は、 突然 ビ スト ルを 取上げて 彼に つきつけた。 

「二 挺の ピストル は 二人の 間の 決鬪を 可能に したら う。 一 つ 足りな いのは 君の 爲 めに 僥 S: だ。 今から 君が 取る ベ 

き乎綏 きは^が 承知して ゐる箦 だ。 左様なら」  ， 

さう 云 ひ 放って P はビ ス トル を ぶら下げ たま \、 憎々 しげに 下唇 を かみしめて A を 睨みつ けた。 

A は默 つた ま- P の 害齋を 出た。 打 出して 見る と 總ては あまり に簡單 であ まりに 平凡だった。 

然し 彼の 心の中で は 悔恨と 誇りと が 烈しく 闘って ゐた。 彼 は 自分の 部屋に 歸っ て 僅かば かり の 所有 品 を トラ ン 

ク につめ 込んで 錠 を 下ろした。 

彼 はすぐ に义 寒い 戶 外に 出た。 外套の 襟 を 立て X、 靴の 下にき ゆつ， （- ときし む 澱粉の やうな 雪 を 踏みし めな 

がら 歩いた。 先刻まで 晴れて ゐた空 は 何時の 問に か 曇って、 思 ひ 出した やうに ちら ほらと 白い ものが 降って ゐ た。 

遠い 街燈の 霞んで ゐる下 を、 たった 一 人の 男が よ ぼ と 歩いて ゆく のが 見えた。 

「にお れなマ ー グ レットの 前に は、 頭 を 地に つけて 詫びても 足らない。 俺 は 何ん とかして その 埋 合せ をす る」 彼 は 

その 孤獨な 人影 を昆 ながら， 小さな 少女に 大きな もの を 感じて さう 思った。 

彼 はやが て、 K が镫 いて 貰って ゐる B 敎授の 家に 來た。 玄關の 直ぐ 右に ある K の 部屋から だけ 光が 漏れて ゐた。 

彼 は 近寄って 外部から 窓の 扉を敲 いた。 と、 矢庭に 日本 手拭で 後鉢卷 をした K が 顔 を 出した。 

r 敲き 方で 君 だな と 思った よ。 何んで こんなにお そくやって 来たんだ」 

「まあ 入れて くれ」 


K の 部^ は 新聞み- 雜誌で 足の 踏み 立て 場 もない 稃 散らかって ゐた。 烷爐 は感、 レに 勢よ く然 えて ゐヒ。 そ 0 鬧こ 

I  うづた J-  r — 

ある.；：' さな 机の 上に は #： きかけ の 原稿が^ なり 堆く 積んで あった。 

「 おい 羝とぺ ンを貨 して くれ 給へ な」 

「さ、 一 本し かないから 之 を 使へ。 鈹も 原稿 鈹だ けだ。 …… ー體 がう 何し たんだ、 いやに^ はむ 無き 氣 になって ゐ ろぞ」 

A は 何もかも 一 埒 明いた その 滿 足で、 少し 快活な 顔に なって ゐた。 

「まあ 書く から 讀 んでゐ 給へ」 

彼 は ペン を 執って P 夫人に あてる 乎 紙 を 書き出した。 それに は 簡^に、 彼が P に總て をけ^ けて、 その 家 を 出 

なければ ならぬ やうに なった 事と、 夫人と は 今後 交際 を 絡つ 事が 二人の 爲め にも マァギ ィの爲 めに も 大切で ある 

と 認めた。 K は ^ 眼鏡 をな ほしながら、 突っ込む やうに 顔 を 近寄せて 彼の #き1 す 字 を 拾って 行った。 

A 力 自分の 署名 をし 終る と、 K はいつ もの 皮肉な 然し 正しい 笑 ひ を 顔 に 孚 ベ た。 

「^の 失敗した 所に 君 は 成功し たんだね。 だから 君 は 隅に置けな いとい ふんだ。 然し こんな 乎 銑 を やる に は當ら 

ない こった。 大いに 醜行 を-; g けろ よ。 馬鹿 正 |g な 一 

「• 止^な も G か。 僕 は 馬鹿 だ。 馬鹿 だ。 i 鹿ビ」 

,ぇ メ  こめ か> 

^は 激しく 自分の^^ をた \き ながら かう うなった。 K は 彼の 心 を 推し かねる やうに： かな 顔 をして 彼 を 見 

やって ゐた。 

r 弒を投 した 彼が K の 部^に 龅 けこんで 來 ると、 K は、 

「これから 君のお 所 はどうす る^り だ I 

と 聞いた。 彼 は K の 所に^い て K ひたいの だとい つた。 それから 二人の 間に 談判が 開始され た。 

-,.  J  三 八 七 


有 島 武郞仝 集 第 一 卷  H 八パ 

「少し 勉强の 妨げに はなる が 置いても い &さ。 然しい くら 出す」 

「部屋代 だけ 三弗ぢ やどう だ」 

「金の ある 癖に いか <5 たれた 事 をい ふなよ。 五 弗よ こし 給へ。 こ \ の 主人 は舉者 だけに 呑氣 だが、 細君と 來ては 

^持が ならない から、 君 を 置く にも 交涉に 骨が折れ るよ」 煖爐 だって 石炭に やかまし いから、 晝間は 寒くても 燃 

かすに 我馒 して ゐて、 奴等が 寢 てし まふと この 通り 燃く の だ. 五 弗 出し 給へ」 

K の 借金す るの は 有名な ものだった。 然しき ちんと 借金 を 返す の も 有名な ものだった。 K は總 ての 事 を 金で 見 

積らなければ 承知し なかった。 そこに K の 主義に 對 する 質 實 さがよ く 見えた。 

「それ ぢゃ 細君 懷柔 費に 一 一 弗 だけ 奮發 しょう」 

彼 は 笑 ひながら いってし まった。 

「Agreed! そこで 僕 は 勉强を 始める から、 君 は 顔の 見えない 所に ゐて くれ 給へ。 これ を讀ん だか」 

さう いって 新聞の 切拔 きを 彼に 渡す と K は 窓から 氷柱 を 一 ニニ 本 折って 來て、 手拭に 卷 きこんで 鉢卷 をし 直した。 

降り まさる 雪 は、 總 ての 音 を 空中から 奪って は 地面の 中に 埋めて いった。 その 寂寞の 中で、 大 學の大 時計が、 

^の 前後 を截斷 して はっきりと 一 點を 打った。 

部屋の 屮 では K の ペン を 走らせる 音が、 がり，， （- とかす かに 聞こえて ゐた。 A は スト ー ヴの 傍に 椅子 をよ せ 

て、 K から 受取った n ン ドン. タイ ムスに 發 表した トルストイの 平和 論 を讀み 進んで ゐた。 讀んで 行く うちに、 彼 

は、 自分が 大事の やうに 考 へて 今まで 沒 頭し 切って ゐた 事件が、 彼の 全 努力 を 必要と する ものである にも 係らす、 

小 っぽけ な 波瀾に 過ぎない と 思った。 トルストイが 達した 水準にまで 行く だけに も、 彼に は 見極められない 程の 

遠 さがあった。 然し 兎に角 あの 老年な 思想家が、 世界 を 向う に 廻す やうな 意氣 組で 自信 を 述べて ゐる その 思 ひ 入 


つた 態度 は A を勵 ました。 感激から 感激に 飛躍して ゆく 彼の 心 は その 特異な 眼の 中に 炭火の やうに 閃いた。 彼の 

ほ： は析々 痰攀 的に 震へ た。 

それ は 乃 木^と ス テツ セル 軍と が、 旅 順 要塞の 内外に 肉迫して、 阈 家の 存亡 を そこに 集めて 戰 つて ゐた その 夜 

0  ： つであった。 新ら しい 次ぎの 時代 を 生み出す 陣痛の やうな、 重い、 鈍. い、 形の ない 自然の 力が この 小さな 部 

屋に はぬ く 立^って ゐた。 

夜は靜 かに 更けた。 

六 

ち^ a 

K と して 以來、 彼の 上に は、 彼に 當然來 べきであった、 然し 彼に は 一 々意外な 色々 な 運命が まくし 上った。 

或る U え 「の 雑^に 發 表した 彼の 論文 は、 彼が 思 ひ 設けた 以上の 恐惶を 家族 や 親戚の 間に 起して、 とう .（. 舉 

^「朴 絶 を 彼に 結^した。 兩 親と 自分との 問の 時代の 隔 りが 引 起すべき 思想の 隔り を、 彼 は 十分に 察して ゐ たか 

ら、 兩 鋭に 對 して は 怒り を感 する 代りに、 深い 憐れみ を 感じた。 今まで 平 氣な顏 で 舉費を 受けて ゐた 自分 を 卑し 

みさへ した。 彼 は 家族 や 親戚との 文通 を 絶って しまった。 

-5  *  くう  なま やさ 

^ し.：： 一：.；： とい ふ 事 は 彼が^ に考 へて ゐ たやうな 生 優しい ものではなかった。 學 科の 出席 時間 を 極端に 減じて、 

彼 は M 敎投の 硏究窒 の 助 乎と して 金 を 取らねば なら なくなった。 然し それ は 彼に 三つの い X 結 架 を 持って 來た。 

一 つ は E 分の 生活 全部に 主と なった 事。 二つ は 自分と 周圍 とに 本 當の關 係が 成立った 事。 三つ は圖書 館で 働いて 

ゐる M 敎投の 令婊の 姉なる ジ ユリ ャ とい ふ 粛 家と 研究室で 一 緒に 働く 事。 

や： フランシスの 傳 を讀ん で、 聖者が その 父に 衣服 を 投げ返して 神に 還った とい ふぎに 來 ると、 彼 はいつ でも 物 
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足りな く 思った。 命まで 投げ返す のでなければ、 人 は その 親から 本 當に獨 立す る 事が 出來 ないから だ。 然し 親 か 

ら 思想に 於て 離れた 以上 は、 他の 部分に 於ても 出来るだけ 離れなければ ならない。 せめて は それだけ でもし なけ 

れ ばなら ない と 思 ひながら、 彼 は その ま \ に 問題 を 放置して ゐた。 それが 遂に 段落 を吿 げたの だ。 それ は 彼の 心 

を^ |V とさせた。 骨肉 を 引きちぎる 例へ やうの ない 淋し さの 中から、 彼の 自. 5 は 逞しく^ を擴 げた。 彼 は S 分の 

ほしい  を ど 

若さに 任せて， 思 ふま \ に 振舞った。 彼 は 放 たれた 小鳥の やうに、 恣 ま. ^に 米 國の雜 誌 新聞の 上で 舞 ひ 躍った。 

始めは 商寶 上の 打^と 興味から 彼の 投書 を歡迎 した 出版業者 も、 彼の 放圖 のない 曾 說に對 して は 相 當の赘 戒 をし 

なければ ならない 事 を發兌 した。 而 して 彼の 主張 を 或る 程度まで 鈍らせる 事 を 要求した。 彼 は 頑として 應じ なか 

せば 

つた。 かくて 彼の 牧 入の 減じて 行く と共に、 活動の 範圍は 見る く 狭められた。 大學の 日 木人會 は， 彼と K とに 

除名 を 通告した。 ある 敎授 は、 彼の 才能 を 認めながら 聽講を 担んだ。 彼 は 已むを 得す、 狭められ たにけ 深まって 

行った。 彼 は、 隱れ て^なければ、 這 入って ならない 幾 軒 かの 家 を 知る やうに なった」 それ は 多く 地の 底 か. おの 

h にあった。 地の 底で は藥 品が 調合され た。 ^の 上で は沽 字が 激しい 思想 を まき 散らす 爲 めに 働いた。 そこに 住 

む 人 は 狂^だった。 然し その 淚腺は 普通の 人より 大きかった。 物の 釣合 ひとい ふ 事 を 知らなかった。 然し 一番 重 

ふん ゐ き 

いものと：^ 輕 いもの、 何んで あるか を 知って ゐた。 さう 彼に は 思へ た。 彼 は GI 分の 心に 最も 近い 氛圍氣 を そこ 

に a 出した の だ。 

然し 彼の 生活 は みじめだった。 K は裟 さの つのる と共に 半病人に なって、 屢2 喀 皿した。 M 敎授の 硏究窒 に 行 

く 前に、 彼 は 拭^ 除から 孤 洗 ひまで K のす る だけの 事 を 代って しなければ ならない 事が 幾度 もあった。 彼 は 洗 ひ 

物の 中から、 精巧な シ T ンぺ ー ンの コップ を 取り出して、 細い 把 乎 をび しくと 折りく だいて、 床の 上に 粉微塵 

か" ぎ 

にた-きつけたり した。 K の 外出し ない 時 は、 その 外套 を 借 着し なければ ならない 程 貧し くもなって ゐ た。^ せ 


た K の 外套 は 彼の 背中と 脇の 下と をつ ねる やうに した。 衣食に 充ち 足った 人の 知らない、 下らない 然し^、， 悲し 

みが 彼を淚 ぐます やうな 事が あった。 生來の 貧^に 慣れなかった 彼 は、 金 を 取る ぎに 疎く、 金 を 捨てる 1 こ W る 

ち ビ ,* 

かった。 「若い サン： ン モ ン」 と K は 彼を譁 名した つ 然し サ ン： ン モ ンは 生涯に 自分の 力 を.！！： 使 ふべき か を 知つ 

てゐ た。 然し 彼 はま だ それ を 知らなかった。 

この 荒んだ^ 艰 景 な 彼の^ 活 の^に、 彼 を まっしぐらに 牽き附 ける ものが 一 つあった。 そ^は M 敎殳 乃硏 究窒 

は t 

だった。 北向きに 大きな， カラス 窓の 篏 つた 廣 やかな 部屋 はスチ ー ムで夂 A でも 春の やうだった。 部^の そこ こ.， こ 

すリ V- ナ L 

は屮 世紀の 文化 を 代表す る 彫像、 浮彫、 注^ 繪窬の 原物 や 複製が 飾られて ゐて、 棚の 上に は、 ビオラ. ル. ドュ 

1 クを 始め ゴシック 突 術史の 大家の 著 害と ボ ー トフ ォ リオが 所狹く 置きなら ベて あった。 その 一隅 を 泥お で圍っ 

て M 敎投の 机が あった。 ゴ ー ル 人の 血 を 潤澤に 持って るら しい 小肥りな 七十 g; の M 敎受 は、 そこ こどつ かと 坐り 

ご  あさ  そ  ァ *  * 

こんで 1 1 审： にかけ た 眼 銃 越しに 十：： 文喾を 漁って ゐた。 窓に 沿うて 長く 据 ゑら れた 卓み に は g; 五 人の 助手が^ 子 

を：： r へて 各 .E の 業務に いそしんで ゐた。 彼 はこの 研究^の^ 氣を なつかしんだ。 老敎授 を 更に 愛した。 然し 彼の 

隣り にジ ユリ ャ が 座 を 占めて ゐ なかったら、 この 研究 申- も 彼に 取 つて は 一 筒の あたり まへ な舉究 的 城廓に 過ぎな 

かったら う。 

彼が 笫 十三 世紀に 於け る獨立 市と 寺院 建築との 關係を 研究して ゐる 側に は、 ジ ユリ ャがコ ンパ スゃ 尺度 を 史っ 

て、 彫刻物の 綿密な 縮寫^ を 作って ゐた。 仕事 をしながら 小聲で 彼女の 歌 ふ 感傷的な 小唄 は、 絕ぇゃ 彼の 罕 から 

彼の 心 に淸^ 劑を迗 つてよ こした。 

彼と ジ ユリ ャ が本當 に 親しく 交際し 出した の は、 正月 休暇 中の 或る 晴れた 日に、 M 敎授が j 一人の 娘と 彼と を 伴つ 

て コンコ ー ドに 遊んだ 時から だった。 敎 授とジ ユリ ャと は橇の 前座に 坐り、 彼と 妹娘の フ ！, ラとは 後 座に 坐った リ 
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風 もな く、 日 も 華やかに 照りながら、 耳 も 鼻 も 押しつ ぶし さう に 寒さの ひし^ \ と逼 る、 恰好な 橇 日和で、 敎 

あや つ 

校の 操る^し い 馬 は、 停留所に 停って は 走る 電車 を 追 ひ 祓いて、 しなやかな 鋼鐵の やうな 脚 を輕々 と 慰 かした。 

わざと 何も 被らない ジ ユリ ャの 少し 赤味 を帶 びた 金髮は * 引っ張られる やうに 後ろに 靡いて、 形の い \ 耳 朶は珊 

瑚 色に 赤らんで ゐた。 右の 手 を 父の 肩に 廻して、 疎くな つた 父の 耳許に 口 をよ せて、 何 か 云って 二人で どっと 笑 

ふかと 思 ふと、 高い 美しい 聲でシ エレ ー の 小 詩な ど を 心 ゆく まで 歌ったり した。 而 して 時々 後ろ を 振り かへ つて、 

彼に、 好意に 溢れた、 少しい たづら らしい. 完全に 美しい 流眄を 送って よこす こと も 忘れなかった。 それが 少し 

も 迎^ 的ではなかった。 そこに は藝術 家の 有つ、 小鳥の 快活 さが あると 彼 は 思った。 彼の 悒欝な 心 は 火を昆 つけ 

は ざ は ！ 

たやう に それに 暖 たまらう とした。 彼の 注意 はいつ ともなく ジ ユリ ャの 耳の 後ろの 生え際に 引かれて ゐた。 

臟 っ^の 情 子と 襟卷 をした フ n ラは、 正面に 顏を 向けた ま- -、 靜 かな 眼 を 擧げて 森 や 野の 景色 を 眺めて ゐた。 彼 は 

ジ ユリ ャに 心を牽 かれながら も、 時々 フロラの 横顔 を 盗み見ない では ゐられ なかった。 それほど 彼女の 額に は 可 

降な 所があった。 深い 嘆美と 愛着と を受 くべき 身で ありながら、 何 かの 魔障の 爲 めに それ を 受けられないで ゐる、 

そんな 可憐 さが あると 彼 は 思った。 フロラ は 殆んど 彼に 話しかけなかった。 彼 も フロラに は 何も 云はなかった。 

然し 二人の 間に は、 少しの ぎ ごち 無 さも かけ 隔て もなかった。 何時でも 話せる から 話さない まで だとい ふ 親しみ 

が 感ぜられた。 

みつまた  うはぎ 

小さな 村が： ^えた。 その 入口の、 三叉に 道の 分れた 所に、 上衣 をぬ いだ ま \銃を 腰に あてがった 男の.^ さな 銅 

像が 立って ゐた。 

「レ キシ ング トン」 

3S^I に 乎 を 延ばして 村 を さしながら ジ ユリ ャは 彼の 方に 振 向いた。 


「御存じね 獨立戰 爭の火 ^ を 切った 所。 フロラ、 あなた 何故 もっと A さんに お話して あげない の。 困る わね C い 

え/ \私 今度 そっちに 乘る わ。 プロ フ H スサ 1M、 どうぞ 橇を おとめ 下さい」 

さう ル談 らしい 口調で 父に 呼びかけて、 橇を とめて 貰って ジ ユリ ャとフ 口 ラとは 座を乘 りか はった。 ジ ユリ ャは 

「^い.^ い」 とい ひながら、 ぴったりと 彼に 寄 添って 座 をし めた。 厚い 膝掛けの 下から は、 血ぶ とりな 彼女の 體 

の暖 味が 遠慮なく 彼に 傳 はった。 

「さあ 澤 山々々 お話し ませう、 普段 は 仕事が しい もんだ からお 隣り 同志な 癖に 異邦人の やうでした ものね。 あ 

なた の 御 仕事 はお 進みに なって？」 

ジ ュ リャ はもう 道の 案內 なぞ はしな か つ た。 

「え、、 少し は。 今 ライムの 寺院 を やって ゐ ます」 

「ラ ィム！ ライム！ 一 

ジ ユリ ャ は 喜び 男んで 乎 を 打 合 せ た C 

1  $  キヤ ビタル  やきもち  i 

一 ライムの マリヤ 聖ジ ヨセフ、 シバの 女 ：+;、 聖 母堂の 柱 冠，  佛藺西 人に 嫉妬 を燒 かせる 程 貧め たって 私 は 

まだ 云 ひ 足りない。 行って 御覽 なさい。 あすこの マリヤの 像 一 つで 人 は 羅馬敎 徒にな つてし まひます C 何ん とい 

ふ U 仰で せう" 何ん とい ふ 美意識で せう。 何ん とい ふ獨 創と 自. S でせ う。 亞米利 加に ある もの は 自由 だけです 

サイン テヅド • リ パティ. I 

…； 金 W れの 自由」 

「伎の！： に はそんな GI 由 すらな いんです よ」 

ジ ユリ ャ の颜は 面 n にな つ た。 

「あなたの^ を 兌て ゐ ると 私 は 始終 悲しく されます。 大學 にお 國の留 學生は 澤山ゐ ます けれども、 あなた 見たい 

0  路  一! 一九 三 
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な、 考へ 深い 顔の 方 は 一人 もゐ ません わ。 何 か 御 心配で もお ありになる の。 今 あなたの 御國 はほんと に大變 です 

わね」 

「さ う です 大變で す … … 色々 な 意味で」 

「私 あなたのお 書きになる もの は 澤山讀 みまして よ。 あなた は 隨分亂 暴な 方ね。 私 思った ま \ しか 云 へない ので 

す もの」 

「今に あなたの 所の 研究^から も 追 ひ 出され るんで す」 

彼 は 豫覺を 以て かう 云った。 彼 は それ をつ らく 思った。 

「反 對に、 反對 に、」 

彼女 は 熟 意 を こめて 彼の 乎 をし つかりと 握った。 

「私共の 父 は大變 あなたに 感心して をり ますよ。 あなたに はい、 素質が 潤澤 にお ありになる つて。 けれども 少し 

亂暴 すぎる つて。 而 して あなたの して 下さる 仕事 は大變 父の 爲め にな るんで すの。 大舉に は あなたの 聽講 を斷っ 

お 投が あるんで すって ね。 私は大 學の爲 めに 恥 かしく 思 ひます わ。 ほんと に。 ；… あ、 この 上 はスリ ， 'ピ 1*ホ 

口， 'の 慕 地です。 H マァ ソン ゃホ ー ソ ー ンの 墓の ある 所です。 そら、 あすこに 森が 見える でせ う。 まあ 綺麗、 綺 

ど 5  のろ 

一 脆、 あの 森が 雪に 落す 紫色の 影 は 如何です。 こんな 景色 を 見る と 私 父の 手傳ひ をして 模寫 なん ぞ する のが 呪 はれ 

ます わ。 迸が 描きたい な あ。 あの 奥の 方に ワルデ ンが あるんで す。 …… ソ ー ロー も あの 理解の い、 眼で この 景色 

-I んら 

を 兄たん でせ うね。 ソ ー 口 ー は 少し 氣狂 ひじみ てる けれども H マァソ ン より 偉い と はお 思 ひに ならない？ ェ マ 

ァ ソン は 始終 外界から ばかり rtE 分 を 兇て ゐま すわね。 そら、 あすこで 道が 二つに 分れて るで せう。 その 右の 方に 

見える のが^の 大きい 哲舉 者の 家です。 さう いへば、 ヱマァ ソンの 顔 はほんと に 鼻と 口ば かり 見たい ね」 


彼 は 思 は卡ジ ユリ ャの 饒舌に ほ、 ゑんで ゐた。 ジ ユリ ャは 彼の 微笑 をぢ つと 大きな 眼 を 開いて 見詰めて ゐ たが、 

彼が 笑 ひやむ と、 

「もっと、 もっと、 もっと、  も 一度 笑って 見せて 頂戴。 さあ、 よ」 

とすね る やうに 云って 彼の 手 を ふり 動かした。 彼の 心 はいつ の 間に か 心から 快活に されて ゐた。 彼は义 微笑ん 

だ。 

「何故 あなた は 始終 そ の 額 をし てい らっしゃらな いの。 そんない」 笑顏を 持ちながら」 

ジ ユリ ャの大 きな 眼 は踡る やうに 輝いて 彼 を 熟視した …… 彼が 子供の やうに if にかんで 眼 を 伏せて しまっても 

まだ。 

途 にも ジ ユリ ャは 彼と M: 座した。 途中まで 相 變らす 元氣 だった 彼女 は、 如何して かお i 默 つてし まった。 夕 

もよ は  t つか 5 

^の， 化すに つれて 募って 來た風 は 腐 向から 吹きつけた。 ジ ユリ ャは 外套に しまって ゐた黑 の 肩掛けで 頭 を 包んだ。 

それが M 莉で 色白の 彼女 を 恐ろしく 美しく 見せた。 フ a ラの楊 合と ちがって、 彼 はジュ リャ の沈默 をぎ 。 かなく 

思った。 何 か 知ら 困る 事で も 起り さうな 不安が 暫く 綾いた。 

沾が M 敎投の 家 近く 來た 時、 ジ ユリ ャ は 突然 彼 の 耳 近く 顔 をよ せ た。 

I フ 口 ラは 心から あなた を 愛して ゐ るんで すよ。 御存じ？ あの 子 はほんと に 神の やうな 子です わね。 あんなに 

おとた しい^に^ 分 進歩した 思想 を 取り入れる 事 も 怠って はゐな いんです よ」 

彼の 心は晤 かった。 彼 は 何ん とも 答へ なかった。 

「合しろ 私逹は あなたに ほんと に^ Miw. ^してる 事 を 信じて 下さい ましよ。 決して，/, \ どんな 辜が あっても 失^ 

なさって はいけ ません よ。 私 (私逑 は 私に 變 つて ゐた) は あなたに 伺って 敎 へられる 事の 澤山 あるの を 知って ます 

^  路  三 九： 九 
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わ。 どうぞ 私エ だけ は あなた もっとお 燒舌 になって 下さい まし。 よ ござんす か。 眞實な 心 は 眞實な 心が よつ く 解 

** ま rt る  そ  t 

ります わ。 こんな 生溫ぃ 自由 國にゐ るより、 私 は 露 西亞の やうな 思想と 藝 術と 而 して 壓 制の ある 國に 生れて 田 あ 

ふ 存分 ほんと に 生きて 毘 たい。 あなたが 終始 あの 美しい 微笑 を满 へて いらっしゃる 時の 來 るの を、 私 は祌樣 …… 

こんな 時に こそ 使 ふ 言葉です わね …； 神様に 祈ります わ」 

うる ほ 

ジ ユリ ャの 眼に は淚 があった。 あ- T 何年、 彼 はこん な 愛に 充ち滿 ちた 一一 一一 口 葉に 潤 はすに 過ごして 來 たらう 身 を 

まぶ 

引きし める やうな 嬉しい 悲し さが 彼の 胸に ふさがって 來た。 急に 喑黑 から 光明に 引出された やうに 心 は 眩し 力つ 

をの- 

た。 彼 は 生れ ご以來 嘗て 知らなかった 不思議な 感激に 戰 いて ゐた。 

七 

さかな  _ 

A は醉 ひしれ た 人の やうに なって M 教授の 家から 歸 つて 来た。 K は 仕事 を 終って、 パン を 肴に 葡萄酒 を 飲んで 

ゐる 所だった。 彼 を 見る と、 

「や あ、 もう 飲って 來 たな。 然しい k だら う 一 杯 つきあへ よ」 

といって、 飲み乾した コップ を 彼に さした。 A はいきな り 机の 上に 腰 を かけて、 帽子 を 部屋の 隅に 放りな げた。 

はづ 

而 して チヨ ッ キの ボタン を 外して 脚 を 開ける だけ 開いて、 手 を 頭の 上で 振り 廻した。 その 頰に は上氣 したやう に 

若い 血が 漲って ゐた。 

「そんな 酒が 飮め るか。 僕 は 酒を飮 まないで 今日は 醉っ てるんだ。 醉 つて、 正氣 なんだ。 僕 は 皆ん な 解った。 愛 

だ K! 愛 だつ たんだ 僕が 探して ゐ たの は。 僕 は 今日から 生れ 代る 事が 出来る。 今日 こそ 僕の 爲 めに 祝杯 を擧げ 

て くれ。 iK は i 乙 食の 子 一 人の iat めに も 死んで 見せる、 吃 度。 サ ン：ン モ ンと 呼ぶなら 呼んで 見ろ。 もう そんな 名に 


びくく はしない から。 サン. シ モンの した 位な 事 は 僕に だって 出來 る。 K!  K! 僕 は 君に 何 を すれば い^- 

んだ。  云って くれ、 云って くれ。 僕 は 何んでも する、 何んでも する。 何 かさせて くれ」 

さう いって 彼 は 叫んだ。 

さすがに K も 驚いた 様子 をした。 而 して、 暫くして から 皮肉に 落着いて、 

「ー體 如何した と 云 ふんだ い」 

と ナイフで 昨日の らしい バ ンに 切り込みながら 尋ねた。 

A はお 頂： 太に なって ゐた。 彼の 眼に は今總 てのものが 餘 りに 美しかった。 而 して 餘 りに 善かった。 彼 はこ i に 

まと  うなが 

來 てから も、 何 一 つ 纏まった 仕事と て はして ゐ ない 癖に、 而 してや i も すれば 已み 難い 內 部の 要求に 促されて、 

^ひ 切った 亂暴を 働いて 來てゐ る 癖に、 そんな 事 は 忘れ 栗て \ 仕 舞った やうに、 氣が 晴れ， <\ して ゐた。 生々 した 

新しい 力が^に 附け加 へられて、 而も それが 少しも 彼の 重荷に はなって ゐ ない 事 を 感じた。 彼の 生活 はこの 曰か 

ら 始めて はじまる やうに^ へた。 色々 の 目論見 や 熱意が 胸の 中で 湧き 返った。 彼の 顔は實 際耀 いて ゐた。 まるで 

酒 を飮み 過ごした 無 邪氣な 子供の やうだった。 彼はジ ユリ ャの 云った 「い-笑 顏」 を 惜しげ もな く K に毘 せた。 

，どうもし はしない けれども、 どうかして しまったんだ。 僕 は 今日 始めて 僕が どれ 程 善良な 親切な 人 問 だかと い 

ふこと が^つ たんだ …： さう 云って はま だ 云 ひ 足りない な。 僕 はねえ …； 何しろ 君 はもつ と 健康な、 心から 樂し 

い 人^にたら なけり ゃ駄 E だよ。 見 給へ、 この 世界 を。 矢張り この 世界 は 完全なん だ。 僕 は 自分 を 未成品 だ 

と^って ゐた。 何 か 足りない 所が あると 思って ゐた。 その 通りだった。 さう したら それが 今日 見附 かったん だ。 

 あ 伐 は^に 何 を すれば ぃ&ん だ。 何んでも ぃ& からさせて くれ。 隊 はもう こ、 にか うぢつ として は 

ゐられ な いんだ。 この 乎 はこん なに 執！ いんだよ」 

迷  跻  三 九 七 


^お 武 郎仝笾 笫ー卷  n. 九へ 

さう 云って A は K に 近づいて K の 手 を 握らう とした。 K は 馬鹿々々 しさう に、 又 薄^らし いと 云 ふやう に、 A 

の 乎 先き を 振り 拂 つて 身 を か はした。 而 して その 皮肉な 眼 でじろり と 睨む やうに A を見据 ゑた。 而 して、 

「させろ とい ふなら させて やらう さ。 今日 君の 所に 乎 鈹が來 てね。 女文字だった から 一寸 好奇心 を 出して 開封し 

た. ら、 兌ろ、 P 夫人から 難題が 來 てゐら あ。 そんなに 手が 痒ければ、 しこた ま 働いて、 この 問題 を 片付けて 見る 

がい、， 

まっくら 

とい ひながら，： T さな 封筒 を 彼の^に 渡した。 P 夫人と 聞く と、 忘れ かけて ゐた 過去の 惡 夢が 眞喑に 彼の 澄み切 

つた 心 を 塞いで しまった。 彼 は 物 を も 云 はすに、 K のさし 出す 手鈹を 受取って、 ぢ つと 讀ん だ。 讀ん でゐる 中に 

彼の 乎 はび りくと S へ 出した。 今まで 醉 つた やうに 紅かった 彼の 頰は毘 る. （- 血の 氣を 失って K よりも 靑 くな 

つた その 手鈹 によると P 夫人 は悛姙 して ゐ ると いふの だ。 

K は 彼の 變 りゃうの 激し さ を 見な が ら 、 又 皮肉 に 笑って 葡萄酒 を 乾し た。 

「今 n は 僕は蚴 くだけ 働いた からこれ から 資 女の 所に 出かけ るんだ。 おい サン： ン モン。 今夜 ー晚 苦しんで 見 給 

へ。 智 S が 出なかったら 明日の 朝 僕が 投 けて やる からな。 ：… おい その 外套 を脫 いで くれ。 この 寒^に 出れば 又 

喀皿 だ。 一 つ 女の 面に でも 吐き かけて くれよう」 

彼 は ぼんやりした ま、 外套 を^いで K に 渡した。 K の 出て 行く の をと めようと もしなかった。 

彼 は 自分の 夕食の ffl 意 もせす に スト ー ヴの 前に 椅子 を 引きよ せて 腰かけた。 最高の 歡樂 から 最低の 結 望に 一 氣 

に 追 ひ こめられた 彼 は、 すっかり 打ちく だかれて、 どうして 自分の 本性 を 支へ てい、 のか 分らなかった。 しびれ 

たやうた 彼の 頭に は、 不思議な 幻像の 斷片が 通り過ぎる ばかりだった。 

まぞ ろし 

ジ ユリ ャの手 だ：^ が 夢と も W ともなく 現 はれて 彼の 乎 を 暖く 握った …： 彼 はとき めいた …… 彼 は部薆 を 見廻し 
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た …… 大きな 黑ぃ彼 自身の 影が はっきり 彼の 動く 通りに 動いた …… 鼻から 顎に かけて 蠱惑的な P 夫人の ブ a フヒ 

1 ルが兑 えた …： 彼 は 恐れながら もな つかしげ に それ を兑 詰めた …… P の^の 全 輪廓が 現 はれた …… 彼 は 思 はす 

椅子から 立 上った。 而 してよ ろけ て 壁に 身 を 支へ た。 而 して 熱で 夢中に なった 悤 者の やうに 右 乎 を 額に 上げて 汙 

を 拭く やうな まね をした。 …… 知らない 一 人の 後向きの 赤子が …； 黑ぃ髮 の 毛に 物凄い ほど 濃く 被 はれた 赤子の 

後^が …… 彼 は乂壁 からよ ろくと 離れて、 元の 座に 歩みよ つて、 椅子の 背 をし つかりと 摑んで 立った。 …… 泣 

く^が …… 女の 赤子の …… 彼の 母が 彼 を 抱いて …… フ P ラの靜 かな 悲しげ な 顔が …… 彼 は 恐ろしい 事を考 へて ゐ 

る やうだった。 胸の 屮は燒 ける やうに 苦しかった。 彼 は 椅子に 腰を下ろして、 苦し さの 餘り その 背の 所に 顏を埋 

めた …… 彼 は^ した …… 或る 兇惡な 心^ を 胸に 蓄 へて P 夫人の 所に 行く 彼が …… 赤子の 喉に まかれた 鈕が …… 

彼の 乎が 紐の 一 端 を 捕へ た …… 女の 乎が 他の 端 を 捕へ た …… 頸が 兑 るく 縊れて 行く …… 

「あ ッ 」 

あび  ゆか 

彼 は 背から 刀 を 浴せられ たやうな |g を 立て.^ 思 はす 椅子から 飛 上った。 床の h, に； 止しく 据 ゑら れた 石像の やう 

に 堅くな つて 突立った 彼 は、 兩乎を 前頭に 擧 げて髮 の^をむ しった ま. -で 恐ろしげ に 叫 周 を 見廻した。 彼の 眼の 

前で^ は 高く 低く 波 をう つた。 而 して 床 を 見つめた ま \ 彼 は 全く 放心の 狀 態に 陷 つた。 

さう して どの位 時 W がた つた か 知れない。 彼が 擦-さに 氣附 いて、 始めて 額 を 上げて 見た 時には スト ー ヴの火 は 

疾うに 消えて ゐ た。 彼の 頭 はし ー んと 澄み切って ゐた けれども、 何を考 へて い、 のか 全く 判らなかった。 彼 は 先 

づ 身近の ものから そろ/ \と考 へて いかねば ならなかった。 装 一い のに 氣が附 いて 見る と 外套 を 着て ゐ なかった。 

外^ は K に 返した の だ， TK の^だつ たな」 と 思って ^た。 然し さう らしく はなかった。 赤子 を 殺す んぢ やな かつ 

せま 

たな ..：： さう 彼 は無關 心に 考 へた。 もう 殺して しまったの だ。 恐ろしい 事 をした もの だ。 ：：： 段々 胸に 逼る 不安 
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を 感じながら、 さう 考へ はじめた。 と、 突然ぶ ちまけ たやう に總 ての 事が 明かに なって 彼の 心に 現 はれ 出た。 彼 

はぎよ つと した。 然し その 澄んだ 理性 は いやがる 彼 を 引 捕へ て、 無理に 一 歩々 々考 へさした。 

「お前が 基督 敎 徒な 以上 は 意識的に 惡 いと 思 ふ 事 は 露程で もして はならない。 お前 は 金輪際 その 償 ひ をす る 事が 

出來 ないから」 

£ つ さ 

かう： K つた スコットと 云 ふ醫學 博士の 言葉が、 ふと 眞先 きに 思 ひ 出された。 それ は 彼が 去年の 夏 ある 狂癲 病院 

のお 護夫 をして ゐた 時、 その スコ ット 博士と いふ 患者が 自殺す る 三 四 曰 前に 彼に 云って 聞かせた 一 百 葉だった。 

, ,  をかん みづ おち  もと 

彼 は ぞっとして 奇妙な 惡寒を 水 月の あたりに 感じながら、 ぉづ/ >\ あたり を 見廻した。 固より 何も そこらに ゐ 

ゃぅ喾 はない。 然し 彼の 身近に は 何 か 魂の ある ものが 默 つて 立って ゐる やうに 思 はれた。 彼の 心の底まで を 見ぬ 

かう と きゅっと 睨みつ けて ゐる 者が あるら しかった。 

彼 は 右 乎の 指 を 痙攣 的に 動かしながら， スト ー ヴの 消え果てた 寒い 部屋の 中 を、 悒赘に 歩き 廻った。 ある 時 は 

K の 机の 前に 立ち 停って、 その上に 堆く 積まれた 原稿 鉞をぢ つと 見入ったり、 ある 時 は 椅子に 腰かけて 靴の 鈕を 

神經 質に 幾度 も 結び 直したり した。 彼 はさう した 狂 噪な狀 態から、 段々 淋し さの 底に 沈んで 行った。 而 して 苦し 

ぃデレ ン マから 遁れ 出る 道 を 求める ために あせりに あせった。 夜 は 容赦な く 更けて 行った。 

曉方 近くに 彼 は 漸く まとまった 結論に 達した と 思った。 

:p 夫人の 懷姙 は、 夫人 自身が 責任の 大部分 を 負 ふべき だ。 夫人の 宿した ものが 彼の 子で あると 誰が 保證 出来よ 

う。 夫人 は 彼 を 不幸に した。 墮 落させた。 ジ ユリ ャは彼 を 幸福に し 彼の 行くべき 道を喑 示した。 彼 は 彼女 を 失 ふ 

事が 出來 ない。 どうしても 出来ない。 P 夫人の 我儘な 性慾の 衝動の 犧牲 となって、 その ま \ 小さく 朽ち果て-、 

ジュ リャを 永久に 失 ふ 事 は 出来ない。 彼 は 利己的 かも 知れない。 然し 若い者 は 利己的で ある 權利を 持って ゐる。 


P 夫人 は 自分で 招いた 結^に 苦しむ がい、 の だ。 彼 はこの 蹉纩 から^いで 跳り 上らなければ ならない。 夫人 j し 

たい I にさし § け。 彼 は 夫人に 何等の 返事 をし まい。 而 して ジ f ャ にきの 不愉快な 白 分 S タ i し i 

さ *o  I 

彼 はこ^ 決心 を 二度三度 心に 繰返した。 彼 は それでい \ と 思った。 同時にい けない と 思った。 S しくき み 出し 

た 生活が 崩れて しま ふと 思った。 

然し 彼の 心はジ ユリ ャを 離れる 事が 出來 なかった。 どうしても ジ ユリ ャ にこん な iT いほ 分 を あら はに 見せる 勇 

^力 出て 來なカ つた。 彼 は，：：：： 分 を 憐れむ やうに 壁に 映った 自分の 影 を； 3^ で。 

「弱い 奴 だ」 

^くして 彼 はさう つぶやいた。 その 聲が 彼の 耳に 這 入った。 彼の 眼から は 始めて 愁い 淚がぢ りくと i を傳っ 

て 流れ 落ちた。 

八 

かの 恐ろしい 一 夜の 翌日、 彼が 研究室に 這 入って 行く と、 ジ ユリ ャは旣 に 來てゐ て、 いきなり 飛んで 來て 彼と 

堅い 握手 をした。 而 して 驚いた 顔 をして 心配 氣に彼 を 見やりながら 云った。 

「また あなた は 一 晚の屮 に そんな 顔に なって しまって。 私が 昨日 懸命に 創作して おいた 顏は 何處に ついていらし 

つたの 昨：！： のが 假^なら、 その 假面を 被って 下さい。 +rr のが 假^なら、 そんな 假 面は扮 て、 F さい。 私 こ は 

眯 い^ょり も^しい 假^の 方が い k んです もの」 

彼 はぎよ つと して ジ ユリ ャが 祕密を 知らないの を敏 つて g 力る やうに、 その 顔 を 恐る _^lr つた， ジ ユリ ャの顏 

^ 洛 
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に は：^ んん し^^り もなかった。 明ら さまな 好意 だけが 窺 はれた。 

その 二人 の^の 親しみ は 日に く 加 はった。 研究の 間で も、 ジ ユリ ャの 額が 戀 しくな つて、 彼 1 が^りに 坐って 

ゐる 彼女の 方 を 向く と、 申合せた やうに 彼女 も 彼 を 見やって ゐた。 而 して 二人 は 溶け合 ふやう は 微笑んだ。 I 

二人 はよ くわ ざと 仕事 をし っビ けて、 敎授ゃ 助手の 歸る 後まで 居殘 つて ゐた。 而 して 電燈を 灯しべ f 4 を 引き 

寄せながら， 勝史 や、 藝術 や、 演劇の 話な どに 語り 耽った。 ジ ユリ ャ はよ く フロラの 噂 をして 彼の 口 うら を 弓 力 

うとした。 姉の 妹に 對 する 輕ぃ 嫉妬 だと 思 ふと、 それが 却って ジ ユリ ャを おぼこに して 見せた。 

^は 時々 圆書 館に 出入す るので 實際 フロラに も 度々 遇って ゐた。 フロラ はいつ でも 靜 かな女だった。 如と ち 力 

つて や kig てな 彼女に は、 §f でがけた 黑味 勝ちな 髮 がよく 似合った。 彼が 行く と 親切に よく 世話 をして くれた。 

然 ノ^^ I といって 持 別に 彼が この 處女を 引きつけ てゐる やうに は 見えなかった。 たピ 一 度 こんな 事が あった フ 

ロラが 彼の 爲 めに 或る 窨物を 探して、 それ を 書棚の 高みに 見附けた 時、 フロラで は 手が 屆 かなかった ので、 彼が 

その後ろ からのし ^ つて、 左手 を輕く 彼女の 肩に 置いて 力に しながら、 右手 を 高く 延ばす と、 突然 彼女が 後ろに 

倒れる やうに なって、 彼に 寄り か \ つて 来た。 見る と フロラ は眞靑 だった。 而 して 眼 を 上づる やうに して、 激し 

くが I みに^へ てゐ た。 彼が どうしたの だと 聞く と、 彼女 は^つと 紅くな つて、 眩暈が したの だとい つた。 そん 

なポ があって から は 彼と は 握手 さへ 成るべく 避ける やうに なった。 若し ジ ユリ ャと いふ ものが ゐ なかったら、 彼 は 

フ "ラ に對 して、 ジ ユリ ャに對 する よりも 自然に 自由に 愛 を 運んで ゐた かも 知れない。 然し ジ ユリ ャ によって 愛に 

眼 ざめ、 ジ ユリ ャ によって 愛に 育って ゐる 彼の 眼に は、 フ t! ラは唯 落魄した 王女の やうに、 淑 かな 可憐な 處 女と 

して 映る のみだった。  さ 

皮ます くと なく 晝 となく ジ ユリ ャを思 ひ i つた。 家に 歸 つても 彼 は 成るべく K を 避けて 天氣 さへ 惡 くなければ 戶 


外で、 ^るまでの 夜の 間 を 過ごす やうに なった。 而 して K の惡听 |ょ ひ を 極端に 嫌って、 兎 もす ると、 をし 

たりした。 その 行爲は 今までに も增 して 潔裤 になって、 一寸した お^しい 事に もす ぐ顏を そむけた。 彼と K とま 

何處 となく 疎み あ ふやうな 所が 出来た。 

ある 時 K は雜 誌に 載った 彼の 論文 を讀ん で、 

jj- い、 サン： ン モン。 この 顷の 君の 文章の 調子 は 何んだ。 まるで 舉者か 资本ぜ 見た や うぢ やない か。 莊 重で g 

曲で、 ^ひ 入る やうな、 押しつける やうな 文體 はどうして しまったんだ。 ジ ユリ ャ のが g も 恐ろしい もんだ ね」 

と 嘲つ ^ した。 K の 健 f 冬から 释 51: ふに 從っ 5  くば かりなった。 從 つて 恐ろしく 機嫌 S い 事 も あつ 

£ら八 の a^ll それ はおの やうな 悒^ であった I を感 すると、 K は 殊更 不機嫌に なった。 而 して 兎 もす ると 

^鉢な 扨^-ひ をしたり、 亂暴な 口 をき いたりした。 

A は 心の奥 P では、 きに f 憐ん だ。 然し K のまな のが 氣 になって ならなかった。 是れ まで 少しも 構 はな 

力った お 菌の傳 ^とい ふやうな 事 も、 恐ろしく 思 はれ 出した。 生命が 彼に は 尊くな つた。 

みの 饨 K も 何ん となく い \ 方ではなかった。 譯 もな く淚ぐ ましい 夕方が 來 たり、 1 りつ ぼい 朝が 来たりした。 

少女の やうな やさしい 圓ぃ心 持と、 野獸の やうな 烈しい^^い や い な氣 分と が、 目まぐるしく 出たり 隱， i すし 

た どうかす ると 突然 夜中に 起きて、 M 敎投の 家の 1 り を、 寒風に 吹き さらされながら 、慰！； まで 牛ノ きまつ 

ひ ンヒ o  ✓ 

ジ ユリ ャに對 する こんな 激しい 思蔬の 問に も、 彼の 心 は P 夫人の は£ 口の 內 にある 篇に對 して、 やむ にや まれぬ 

楼を 学る 事が あった。 それが 彼 を i 不機嫌に した。 唯ジ ユリ ャと顏 を 合せて ゐる時 だけ、 彼 は §: した 平 

安 あすろ のだった。 P 夫人 の^の 爲 めに 痛ましく 破られ かけた 彼の 底力 は、 ジ ユリ ャの 乎が やさしく 養 さ 
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て、，、 L ヒ 。さか ら 皮 に仅 つて はジ ユリ ャは 保護 女祌 でもあった" 罪惡 の 呵賀 から 彼 を 庇 つて くれる もの はジ ユリ 

ャク^ こ.. よかった。 彼 はもとの 若さに 歸る ために も 彼女に すがらなければ ならない の を 知って ゐた 

然し 待 r 進む につれ てこの 葛藤 は 激しくな つた。 ジ ユリ ャに對 する 愛 は 育った。 P 夫人の 胎の 肉塊 も 育った。 

突然 不安に 胸を騷 がす やうな 瞬間 を A は 綾け ざまに 經驗 しなければ ならなかった 

3 が 消えた。 土が 乾いた。 草が & えた。 1^1 が 開いた。 雲が 益 を 弄ぶ 代りに、 筌が雲 を 弄び 始めた。 ラバ P け 

クの 生：^ は その 梢に 重い 花-お をつ けて、 花 はうな だれながら 喘ぐ やうに 濃艷な 香を擴 げた。 蕾の 林檎 畑で は 郭公 

が啼き 始めた。 若者の 額 は 汗ばみ、 少女の 瞳 は 潤った。 …… 春が 来た。 

迷 ひと 苦しみとの 中に A にも 春が 來た。  一 

、、？  ，  二  を さ  一 

^^を^なければ 我慢が 出來 ない、 といって、 結 菜が 悪かった 場合に は 死んでも 納まらな いやうな うつ， （-す 

る^ まし さが、 甕と いはす 夜と いはす、 彼の 若い 心と 肉と を さいなみ 虐げた。 彼 はもう 忍んで ゐる搴 が 出来な か 

つ た。 

散光ば かり を 受ける 研究室の 北向きの 窓から は、 夕方の 日に 映える 樹木の 間に ちら ほらと 立つ 家の 屋根 だけが 

は 渡された。 そ の^やの 呵粼 から 立 昇る は、 紫に 煙って 眞 直に 空に 消えて 行った。 靑槳 になった 樹、 芽 立ちの 

射、 ライラック などの やうに もう 花に なった 樹、 樹と いふ 樹は、 みづ. しい 枝 を 幹から 張り 擴げ て、 互に 空^ 

を || り 合 ひながら、 それでも 心 ゆく まで 延び/ \ として 立 連なって ゐる。 冬の 問の ぬかるみに 打って 變 つて、 見 

逮へ るまでに となった 往来 は IT の 舞 上らぬ 稗に 乾いて、 その 街樹の あちこちに しつら へた 小さな 小箱に お 


木鼠が 房々 とした 長い 尾 を ふりながら こまめに 出たり 這 入ったり して ゐる。 芝生の 上に は澤. TT の 駒き が、 一 3 き 

ら すその 赤い 胸毛 を 西日の 方に {!: けて， 忙しく 餌 を あさりながら、 ほがらかに 啼 いた。 その 聲が 開け 玫 した 窓 か 

ら なごやかな 匂し い 穴，：^ と 一緒に 聞こえて 來た。 又 薄色の 輕ぃ 衣服に^ かへ た 舉生逹 が、 研究室 やら 敎宝 から、 

叫 人 人と 組になって 足 並 を 揃へ ながら、 聲 高に 笑 ひ 興じつ、 下宿の 方に 歸 つて 行く のが、 春ら しい 氣分を そ、 

つて 眺め やられた。 

M 敎 校が 喾物 をば たんと 伏せて、 煙草 を 吸 ふために マッチ をぎ る 音が の 長ば に 聞こえた。 やがて 刺す やうな d 

の^が マ -1 ラの 煙の 杳 と共に 鋭敏に なった A の 彝に断 かに 觸 匕た。 

ジ ユリ ャは 深い 溜な をした。 已 みがたない 虛 女の 心の 悩まし さ を その ま，， 歎く やうに、 その！^ I は I! へ を帶び 

て 長かった 。彼 は そっと ジ ユリ ャ を^た。 ジ ユリ ャ も上氣 した 顔 を 心持ち ひねって" | し！ > に 彼を兒 返った。 その 額の 

^え 際 は it ばんで ゐる とさへ 见 えた。 一 一人 は 亙 を 理解す る やう こ ゆるやか こ &a みんで。 

bi  ？ I  Z  -  二/ 

時計 S1 の 時計が 粘ろ やうな 音で 靜 かに： A 時 を 打った。 と、 M 敎授は 椅子 を 動かして 立 上った 様子だった が、 や 

がて ジ ユリ ャの 側に 來て、 その 肩に 乎 を かけて 舰 きこむ やうに しながら、 

.ジ ユリ ヤ行 かう かな。 ^さん ももう 歸り ませう。 こんない &卷の 夕方 は 一 生の 中に も 度々 はない。 何し とい ふ 

軟 かさ だ この ^氣 は」 

マう いって ^士 は^れ^ \ と 眼 を 細めながら 窓の 外 を 見た。 ジ ユリ ャ はん^ ケと A の 方 を 兒て 置いて、 

「も 少し、 ね。 こ k まで 濟 ましたら やめます から、 どうかお 先き こ」 

い たづら もむ 

といって 又 少し 惡戲 者ら しく 微笑みながら A を 兌た。 彼 は 笑へ なかった。 云 ひ 現 はし 難い 恐ろしい 瞬間 をジュ 

"ャは 『^で 彼の 上に たぐり 寄せて ゐる。 さう 彼 は 感じて 笑へ なかった。 彼 は 妙に^: くな つて M 敎 授から 逃げ か 

迷 路  四〇 五 
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を ど 

くれで もす る やうに 書物にば かり 眼 を 落して ゐる。 その 癖 彼の 眼の 前に 跳って ゐる もの は、 活字の 群ではなくて 

疑 ひと 不安ば かりだった。 

あしおと 

敎授と 助手 逹と はやが て 何 か 賑やかに 話し合 ひながら、 廊下に 高い 跫音 を殘 して 歸 つて 行った 

ジュ リャと 彼と 二人 だけ 取殘 された だ ビっ廣 い 硏究窒 は、 殊更が らんと して 靜か になった。 駒鳥の 啼く聲 が、 

か 5  かす 

^の 匂 ひの やうに 幽かに、 窓の 外から 聞こえて 來た。 

彼 は 恐ろしい 胸苦し さ を 感じて ゐた。 自分 等 二人の 外に、 この 大きな 建物の 中には、 小 使が I 人ゐる 切り だと 

思 ふと、 彼の 心臟は 知らす 識らす どきん ととき めいた。 彼 は 書物の 字 を 拾 ひ 落すまい とする 人の やうに、 顏を轳 

に 近づけて、 指さし をす る か つかう に 食指 を 延ばして、 それで 押しつけながら、 一行々々 字 を 追って 行った。 そ 

の、： ：- は 知らす、 眩の 姿はジ ユリ ャのゐ るの を 忘れた やうに 見えた。 

ねくら 

ジ ユリ ャも 可 かそ は， /(\ と 落着かない やうに A に は 思へ た。 さう かと 思 ふと 佝 か 企み 事で もして ゐる らしく も 

あった。 

かう してぎ ごちない 二十 分が 過ぎた。 長い 春の 日も黃 色く 暮れ 始めよう とした。 

「さあお 仕舞 ひに しませう ね」 

ジ ユリ ャ はかう 云って 立 上った。 この I 一口 葉 を 聞く と、 A も 立 上って、 その 邊を #: 頓し、 窓 をし め、 窓 かけ を 引 

き 終る 53 に、 ジ ユリ ャは 製圖具 を片附 けて しまって ゐた。 

かほ.！ ろ 

1 一人 はいつ もの やうに 椅子 を 近づけて 向 ひ <5ロ つた。 然しい つもなら ば A はこの 時に 一 日中で 一 番な 快活な 顔色 

は *i 

になる ので あつたが、 どうして もさう は出來 なかった。 ジ ユリ ャの 顏を昆 るの さへ、 妙に 憚られた。 ジ ユリ ャはほ 

ひら  < 

てった 頰を 乎の 平で 撫で 廻しながら 平氣で 笑って ゐた。 彼 は 笑へ なかった。 


「さあ 今日は あなたに い もの を兑 せて 上げようと 思って 今朝から 樂 しみに して ゐ たの。 見せて 上げ ませう か」 

さう 云って ジ ユリ ャは舰 き 込む やうに 彼の^い 顏を 見やりながら、 一 冊の 皮 表弒の 書物 を 渡した。 

それ はフ a ラのロ 記だった。 A は 心 尤めを 感じながら も、 已 みがたい 好奇心に 促されて、 ジ ユリ ャの 開いて HT 

こ *  たんねん  417 づ が 

した^ を^んで 見た。 細かい 字で 丹念に 一 面に 書いて あるべ ー ヂの餘 白に は 到る 所に A の 名が 徒ら 書きして あつ 

た。 

「その 次ぎ を御覽 なさい」 

あご さ しづ 

彼女 は 顎で 指 II した。 彼 は 乎 帳 をめ くって 見た。 そこに も 彼の 名が 到る 所に 書かれて ゐた。 ジ ユリ ャ はさす が 

,  し わざ 

に 日記の 文句 を 讀んで 見ろ と は 云はなかった。 彼 は フロラの 仕業 を 驚く よりも、 ジュ リャが 何んで こんな もの を 

こ 、 に 持ち出した のか を 怪します に は ゐられ なかった。 

「何んだ つて あなた はこん な もの を 僕に 見せ るんで す」 

r フ 口 ラが どれ 程內 所で あなた を 愛して ゐ るか をお 知らせす る爲 めに。 私共の 父 はよ く あなたのお 噂 をす るの 

した 

で、 あなた は大變 私の 家庭で はお 親しい 名前な のです。 フロラが あなたに 愛 を 持ち出し たのに 不思議 はあり ませ- 

ん のよ。 あなた はフ ロラを 憐れと はお 思 ひに ならない」 

「思 ひます」 

「そら、 さう でせ う -  • 

, づ  85>  ,< ゑ  i. たづら  こ わくて き 

ジ ユリ ャは^ ふ 圖 を 云 はした とい ふやう に 微笑んだ …… 人の 心 を 探る やうな、 惡戲 らしい、 蠱惑的な 微笑 を… 

,  うつむ 

…と^ふと や、 俯向けに した その 顔 は 見る/. \ 濃く曇 る やうに 見えた。 

A は 追 ひすが る やうに 云った。 

0  ^  四 〇 七 
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「哀れと 思 ふ ；… それ は 云 ひ 過ぎでした。 僕 は 寧ろ 深い 感激 を 感じます。 若し 僕に 僕の 愛 を 占領して ゐる 人が な 

かったら、 僕 は 恐らく はフ C! ラが 僕に したよりも 先き にフ a ラに對 して 愛 を 感じて ゐ たでせ う」 

たちす- 

ジ ユリ ャは 忽ち もとの 笑顔 になって 上 を 向 い た。 

「まあ あなたに そんな 方が いらし つたの？ それ はちつ とも 知りませんでした のね。 どなた？」 

さう いひながら， ぢ つと 瞳 を 定めて 彼 を 見やった。 波の 全身 は ぎゅっと 引きし まって 氷の やうな 寒さ を感 t 

た。 總てを 打ち明けなければ ならない 大事な 時が 来たの を 感じた" 彼が 立 上って ジ ユリ ャの乎 首を^ら うとした 

せ つ な 

そ こ つ  うか y 

「付って 下さい。 私 も 吞氣 です わね。 そんな あなたの 大事な 方の 名 を 粗忽に もこの 場で 伺 はう としたり なんか レ 

て。 でも これ だけ 聞かせて 頂戴 …… その 方 も 矢張り 柬京 にお 住 ひなんで すか」 

彼 はせ きこんで ゐた。 

「贞 京ぢ やな いこ- * です、 ジ ユリ ャ！」 

彼 は 立 上った。 彼が 立 上る と 同時に ジュ リャも 立 上った" 彼 は 熱意の 爲 めに 狂す る 許りだった。 ジ ユリ ャは 氷の 

やうに 冷 靜に彼 を見据 ゑて ゐた。 日頃の 愛嬌 は 姿を隱 して ゐた。 A は それ を 見て取る べきだった の だが、 その 餘 

裕は 全く 無くなって ゐた。 

彼 は 飛び か、 る やうに ジ ユリ ャに 近づいた。 而 して その しなやかな 白い 手 を 握らう とした。 その 素早い 動作 を 

ひらりと^ 切って、 彼女 はもう 彼から 一 一三 歩の 後ろに ゐた。 

「何 をな さるの」 

.  ちょっと 

この 冷やかな fB 葉 を 聞く と、 さすがの A も 一 寸た じろ いだ。 


「あなた は 束洋の 方です よ。 よ ござんす か。 お忘れに なつたん ぢ やあります まいね」 

彼 は 然し そんな^で はもう 引っ込ん では ゐ なかった。 彼の 先涯 の^れ 目 はこ k にあった。 彼 は 乂路み 出した" 

その 乎に 軟 かい ジ ユリ ャの 乎が 觸れ た。 彼 は 誤た すそれ をつ かんだ、、 血走った 眼はジ ユリ ャ を^んで 飮 みこむ やう 

に 輝いた。 

「どうぞ ジ ユリ ャ！ 僕 を 助けて 下さい。 あなた は 僕 を勵 ました。 僕 はどう 自分 を 云 ひ 現 はして い、 のか 知らな 

い。 あなたの ない 僕 は 蔭 だ， ^閬 だ、 死 だ。 信じて 下さい。 あなた は 僕 を 穴から、 谷から …… 死の 谷から …… 」 

かん ォは .  , 

彼は感 極って その 先き を 絞け る 事が 出來 なかった。 彼 は 握手す る やうに ジ ユリ ャの乎 を 振った。 而 して 日頃の 

うる 

誇り を扮 て、 しまった やうに その 眼 は 歎願の 淚に 潤んで 輝いた。 

「お放し 下さい …… 私 は：^ 人です。 …… 而 して 一 人です」 

彼 は 一 人の 贵 女に 對 して 脅迫に 近い 激し さ を 以て 愛 を 求めて ゐ るのに 氣 がっくと、 はっと 思って 思 はす ジ ユリ 

ャの乎 を 放した。 その 隨 にジ ユリ ャは思 ひきり 蔑んだ 眼で 彼 を 鞭って から、 身も輕 くその 場 を 走り 退いて 出口 

の 、ノ ン ドル を 握って ゐた。 . 

「ジ ユリ ャ」 . 

松 鉢に なって 彼の 呼んだ^ は 吠える やうに 空しく 研究 窒 の 中に 響いた。 彼 はこの 瞬間に どうしても ジ ユリ ャを 

兌 逃して はならない の を 知って ゐた。 然し 次ぎの 瞬 にジ ユリ ャの姿 はもう 兌えなかった。 廊下 を 急ぎ足で 階段 

の 方に 遠ざかつ て 行く 靴 昔 のみが、 雷の やうに 彼の 耳朵を 打 つ た。 

彼 は 呆氣に 取られて 硏究窒 の 中 を：^ 廻した。 今の 今 起った 出來！ * を 知らぬ 颜に、 總 てのもの は整顿 して 置かれ 

てあつた。 彼の 亂 脈に 掉っ心 臟の昔 だけが、 この 出來 事の 結末 を 語り 顔だった。 彼 は あらん 限りの 精力 を 染めて 

0  ^  WC 九 
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今の 始末の 意味 を讀ま うとした。 

火の 旋風の やうな ものが 彼の 頭 を 突き通して 去った。 

「俺 はジ ユリ ャ のお もちやに なって ゐ たの だ。 俺 は 何ん たるた はけ もの だ！ 」 

まう ぞ N? 

彼 は 狂氣の 如く 階段 を 下って 戸外に 出た。 而 して 茫然と 身の ま はり を 見廻した。 

まち  とも  〈リひ  J たるび 

春の 夕^の 街 は 事 も なげに 靜 かに 穏やかだった。 今點 つたば かりら しい 街燈が 入日の 光の 中に 螢火の やうに 輝 

いて ゐた。 

とっさ  ひらめ  たち ま 

咄^に 彼の 頭に 閃いた もの は フロラだった。 その 姿 は 忽ち 彼の 心の中 を 一杯に 領 してし まった。 この 急激な 變 

化 を 彼 は 少しも 怪しまなかった。 彼が 本當に 愛せねば ならなかった もの はフ ロラ であるの を 前から 知り 拔 いて ゐ 

る もの & 如くに 怪しまなかった。 

「俺 はどう かして 間違って ゐ ただけ なんだ」 

彼 は 平氣で こんな 事を考 へた。 

「ジ ユリ ャが 家に 歸れば 俺の 事 を 何ん と 云 ふか 判り はしない。 俺はフ 口 ラがジ ユリ ャに遇 ふ 前に どうしても フ a 

ラ に 遇 はなければ ならな いんだ」 

難破船が 燈臺を 求める やうに 彼 は 圖書館 を 目が けて 急いだ。 彼の 足 は筌を 踏んで ゐた。 

「俺 はま だ 屈し やしない  まだ 生きる …… 俺の 服が 盲 ひて ゐ たんだ。 俺はフ 口 ラを 求めねば ならぬ の をち やん 

と^って ゐ たんだ。 それ だのに  俺 は 馬鹿 だ  俺はジ ユリ ャの 誘惑に 易々 と陷 つたの だ。 俺 はどうし てこん 

たに 迷 はされ 易 いんだ。 力 は あるんだ。 然し 何故 その 力に は 眼が な いんだ。 フ ロラ！ 俺 は 惡人ぢ やない。 俺 は 

何ん とい ふ 馬鹿 だ。 フロラ！ それ を 知って くれ。 而 して 俺 を どうか …… どうか 愛に 生かして くれ。 ジ ユリ ャは 


もて あそ 

物好きに も あなたと 僕 が^び 附 くの を 妨げよう としたの だ。 物好きから 僕 を 弄んだ の だ。 僕の 哀れな 育 目 を 許し 

て くれ。 仪を^ かして くれ。 本當な 生き方 を敎 へて くれ。 頼む。 あなた を 僕 は^から 知って ゐ たんだ。 それ だの 

こお は …… あ k 俺 は ：！： ん といっても 馬鹿 だ、 馬鹿 だ。 フロラ！ どうか 許して くれ。 この 確かな 運命 を 狂 はさな 

いで くれ」 

彼 は 心の中で かう 叫んだ。 

彼 は n 禅 館の 階段 を 一 足 飛に 齪け 上った。 夢中で そこまで 來た彼 は 恐ろしい 躊躇に 襲 はれた。 

「お しフ 口 ラが 家に^つ た 後 だったら！ ジ ユリ ャは その 父と フ 口 ラ とに どんな 事で も 言 ひつけて、 僕 を 眞黑に 

きす つ 

描く ポ が出來 ろの だ。 あの フ 口 ラの 純潔な 心臓が 姉の 言葉で 傷 けられた が 最後 だ。 俺の 望み は その 時に 絶えて し 

まふ。 おし フ 口 ラが こ、 にゐ なかったら！ 」 

彼 は-; -:: 葉^りに 足の 先き から 頭髮 まで 興奮の 爲 めに 震へ てゐ た。 彼 は そっと 戶を 開いて 恐る く 閲覽窒 に 這 入 

つた。 電^の^々 と點 つた 室 內に は、 ぎっしり 舉 生が つまって ゐた。 然し 女の 事務員 は 一人 殘らす 男の 事務 a? と 

交代して ゐた。 

どうき 

皮は兑 る，.^^ くな つて そっと そこ を 出た。 廊下に 出る と 烈しい 動悸が 一 時に 彼の 胸 を 襲って 來た。 今にも 心 

も. U 

臓が 破裂し はしない かと 思 ひながら、 彼 は 壁に 凭れて、 暫く 兩手を 左の 肋骨の 上に 置き 添へ てゐ た。 眼の 前が 間 

ハム； . 一いて^ くな つた。 彼の 額 は 一時に やつれて 見えた。 大きさの ちがった 左と 右との 眼 はきよ つと 見開いた ま i 

大きく、 凹んだ 頓の 下に ある 口 尻 は、 ベ そで も かき さう に 小刻みに 震へ てゐ た。 

やがて 彼 は^かに 歩き 出した。 彼 は 階段の 手 欄に 身 を もたせながら、 膝頭の がくつ く 脚 を 踏みし め^ \.靜 かに 

降りて 行った。 
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「な あに」 

ともう^くな つ た 芝生 に 出てから 彼は獨 語ち た。 彼 は 然し 自 分で 何 を 云 つ てゐ るの か を 知らな か つ た。 

一 o 

その 夜お そく、 泥の やうに 酩酊した A は P 夫人の 家の 門口に 立って 呼 鈴 を 押して ゐた。 

消 を 飲まない 奴 は 豐鹧な 熱 帶地を 旅しない やうな もの だと K の 云った、 その 快さ樂 しさ は藥 にした くもな かつ 

た。 膂逑 水と 一緒に 質の 惡ぃゥ ヰスキ I をお つかけ ひっかけ 呷りつ けた 體は けだるく 燃えて、 腦味 i„s は 頭蓋 すの 

中で 斷末 魔ら しい 呼吸 をしながら、 ひし/ (^と 骨 をぶ ち 破る 程 膨れたり、 こちん と 石の やうに 小さく 固まったり 

した。 指先き と 臂とは 熱く かじかんで 自在 を 失って ゐた。 腰から 下 を 襲 ふこの 酒の 魔力に か、 つて， 踵 はどうし 

て も 地に つかなかった。 而 して 五體 はや、 ともす ると 前 のめりに 棒倒しに ならう とした。 

彼 は 辛うじて^ 戶に 倚り か、 りながら、 戶に 近づく 靴音 を 聞き取ら うとした。 然し 呼 鈴に 眼 を覺 ました 人の あ 

るら しい 氣配は 更になかった。 彼 はもう 一 度 長く 呼 鈴 を 押して 耳を欹 てた 。怒りと も 悲しみと も 知れない 衝動が、 

^^きにさし 込んで 來て、 彼 をが むしゃら に 怒鳴らせよ うとした。 その 時の 彼に して は、 あらん 限りの 自制 をし 

しりぞ  t わた  い き 

たければ、 その 誘惑 を 退ける 事が できなかった。 彼 は 振り仰いで 眞 綿の やうに 暖く軟 かい 春の 空氣に 長々 と呼氣 

を 叶き かけた。 

夜 は^けて ゐた。 せる かぎりの 町並 は、 街燈の かげに 朧 ろに 霞んだ ま >T しんとして、 E 人の 列の やうな：，；： 

造の 家^が、 無數な 窓の 眼 を 力 I テ ン で喑 くと ざして ゐた。 

.H きナ 

^：ん ともい へない 物淋し さが 又 一 しきり 彼 を 襲った。 彼 はっき 上げて 來る嘔 氣を飮 みこみながら 义呼鈴 を 押し 


て はた- 家の 內の^ 深い 所で 眼 ざまし 時計の やうな 昔の する の は 聞こえながら、 矢張り 出て 來 ようとす る 人 はな 

かった。 彼 は 胸苦し さに 耐へ かねて、 石段の 上に 腰をおろして しまった。 その ま-彼 は靜 かな 淋し さの 底に 沈ん 

で 行った。 

ふと 彼 は 頭の 上で 極く ひそ やかな 物の きしる 音 を 聞いた と 思った。 彼は氣 !E い 眼 を やう やく 上に 向けて 荇 のす 

る-; 力 を 見た。 丁度 n 分の 頭の k の 二階の 窓から、 白い 圆 いものが 現 はれて ゐ るのに 氣が ついた。 彼 はふら くと 

立 上った。 い^いもの は 少し-も 動かなかった。 その-止 體を兒 極めよう とする 彼の 眼 はた ビ纥 問 を 盲目の やうに 

漂 ふば かりだった。 や、 暫く 彼 はぐら- (-五 體を ゆすりながら、 上 を 向いた ま、 默 つて 立って ゐた。 

「誰です」 

^も 醉 ひしれ てゐ た。 けれども 彼 はかく さ、 やいた 聲の 主の 誰で あるか をす ぐ 知った。 白い 圓 いもの は 彼の 心 

の屮 ではつ きりと P 夫人の 顔に なって ゐた。 濃く も褪 くもない 尋常な 髮の毛 を 二 本の 編み 下げに して、 伊太利 製 

の 乎紬ェ のレ， 'ス をつ け た W 白な ナイト • キャップ を 被った その 兒惯れ た 顔が 窓から 不安げ に 彼を舰 いて ゐ るの 

だ。 さう と 知る と 彼 は攀ぢ 上る やうな 恰好に なって 入：：： の 壁に しがみ つきながら 顏を 上に 向けた。 

「誰です」 

少し うろんら しく 尖った 聲が乂 さ \ や くやう に 聞こえて 來 た。 彼 はすぐ さま 答へ ようとした。 然し 彼の 唇 も 舌 

も しびれて しまって 働かう と はしなかった。 怒鳴り はしまい かと 案じた の は 無益な 心配であった ばかりでなく、 

あ 7 

出さう としても^の 出ない の に c 分ながら 慌て \ しまって、 彼 は 右の 乎 を 高々 と 振り 動かして 表户を ど すん- 

と^いた。 

「誰です ； 體。 W さん？」 
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うめ  け は 

自分ながら うとましい 呻き 聲が 夫人の ゃ&險 しい こ の 質問に 應 じて やう やく 彼の 旨から 漏れた。 

r  あしおと  ， , , 

暫くす ると 彼 は 家の 內に楚 音 を 聞いた。 而 して 戸が 開けられ ると 同時に のめり込む やうに 戸と 一 緖に 廊下に よ 

ろけ 込んで、 P 夫人の 腕で 辛くも 倒れす に すんだ 彼 を 見出した。 P 夫人 は 彼 を 支へ ながら 慌てる やうに 戶を 閉め 

てし まった。 廊下 は 急に 眞闇 になって 戶 外よりも 冷え， として ゐた。 

1 一人 はま ろんだり のめつ たりしながら 階 子 段 を 登 つ て P 夫人 の 寢窒に 這 入 つ た。 寢窒に は 電燈が 明るく 點さ れ 

てゐ た。 二人 は そこで 始めて 絶えて 久しく 顏を 見合せ た。 

P 夫人 は 深夜に そこに 現 はれた のが W と 呼ばれた 男で はなく A だと 知る と、 倒れん ばかりに 驚いて 思 はす 椅子 

を枥 にと つて その後ろ で 身 構へ た。 彼 は 然し そんな 事に は氣附 かなかった 。來る 所に 來 たと 思 ふと、 彼り 悴はな こ 

は  はきす  ..f な もと 

發 して 頭 は 破れる やうに 脹れ 上って、 嘔氣が 胸 許に ぐん，/ \ こみ上げて 來た。 彼 はよ ろけ ながら 夫人が 開け放 

しにして 置いた 窓に 寄って いって、 首 をつ き 出す と 同時に 嘔き 始めた。 胸から 腹 を 無性に かき 廻す やうな 苦痛の 

巾に、 彼の 五體は 段々 知覺を 失って 行った。 彼 はもう 死んだ と 思った。 酒場で ゥ ヰスキ I を 呷りつ けて ゐた 時、 「若 

い 衆。 そんなに 飮 むと 心臓が 破裂して 死ん じ まふ ぞ」 と、 自分 も醉拂 ひながら、 彼に 忠吿 がましい 事 を 云った 年 

老いた 勞働 者の 額が、 どうい ふ もの かひつ きりなしに 彼の 眼の 前に 現 はれて、 彼 を さいなんだ。 彼の 眼から は 何 

ん とい ふ 事な し に淚が 後から/. \ 流れ出て ゐた。 而 して その ま- T 知 覺を失 つてし まった。 

悪夢の やうな もの を 彼 は見繽 けに 見て ゐる やうだった が、 やがて ふと 眼が 開いた と 思 ふと- 彼 は 自分の 前に、 

^ と  さ i 

寢 衣の 上に 外套 を 纏って 額 を 冷して くれて ゐる P 夫人 を 見出した。 彼 は 夫人から そんな 憐れみ を 受けて ゐ るの を 

恥ぢ もし 怒り もした。 同時に 自分が 憐れまれ、 夫人が 憐れまれた。 彼 は 直ぐ さま 額の 上の タオル を はねのけて、 

その 場 を 立 去らなければ ならない と 思った。 然し 働いた の は 彼の 意志 だけだった。 何 かいふ 夫人の 聲 はへ | 切れ 途 


切れに 耳に 響きながら、 彼 は 拒む やうに 乎 を 振った だけで 义 深い 眠りに 陷 つてし まった。 

水が 欲しい とい ふ 意識が 段々 はっきりして 來て彼 は 又 瞼の 重い 眼 を 見開いた。 外界 を 見る より 先き に 自分の 眼 

が ひどく 充血して ゐ るの を 直ぐ 感 する 位 少しば かりの 光線が 網膜に しみて 痛かった。 彼 は 自分が 何 處にゐ るの か 

^：！：：兑常 がっかなかった。 彼 はすぐ 眼 を閉ぢ て、 ぎごちない 體の 位置 を換 へながら、 靜 かに 考 へて 見ようと した 

が、 五 體も ^ も 鉛の やうに 鈍く 重く 彼 を 抑へ つける ばかりで、 考 へらしい もの は 一 つも 浮んで 來 なかった。 彼 は 

そんな 慘め なお 様から はね 返る 力 も なくなって、 その ま、 暫く は 身動き もしないで ゐた。 

然し 極く 徐々 にで はあった が 心が 斷片 的に 働く やうに なって 來た。 始めは 夢の やうに 今まで 遇った 人の 額 だの 

言葉 なぞが 現 はれたり 消えたり して ゐ たが、 やがて 意志が 少 しづ X その 間の 速 絡 をつ ける やうに なって 來た。 彼 

はしめ たと 思 ひながら 囘 想の 絲を ほごしに か- T つた。 他人 事で も考 へる やうに 彼 は 我が身の 上 を考へ 始めた。 

「酒 を飮 んで醉 つてし まった のが 悪 かったん だな。 何んだ つて また そんなに 酒 を飮ん だんだら う」 

そこまで 考 へて 來 たらもう 先き がわから なくなった。 彼はぢ つと 心を鎭 めなければ ならなかった。 ふと ジ ユリ 

ャの 額が 思 ひ 浮べら れた。 悪戯者ら しい 肉感的な 美しい 圓顏 がそつ ぼ を 向いて 白い 齒を 唇の 間から のぞかして 笑 

つて ゐた。 それが^々 薄らぐ と 思 ふと、 その 鼻の あたりに 拇指 ほどに 小さく はっきりと フロラの つ-まし やかな 

C がら  せ たけ  かぎ 

"がお はれた。 額ば かりで はない。 見る 中に 小柄な りに 形の い X 背丈が 見え 出した。 彼 は 大事な 藏を 開く 鍵 を a 

附け 出した やうに その 幻想に あらんかぎりの 執着 を こめた。 フロラ は靜 かに 動き 出した。 や \ ともす ると 彼の 心 

の：^ かない 所に 逃れ出よ うとす るの を 二度 も 三度 も强 ひて 元の 位置に 押戾 した。 その 中に、 幻想 を 借らないでも 

彼の 心 は 思^す る 事が 出來る やうに なって、 云 は^ 心の 眼で フ n ラの姿 を 見つめながら、 徐々 に咋 日の出 來事 を 

綠 返し 始めた。 戀の巾 出をジ ユリ ャに却 けられてから、 フロラに すがる 外 はない と 夢中に なって 圖窨 館に 急いだ 
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事 も、 圆# 館に 行ったら フロラが 歸 つてし まった 後だった 事 も、 前後の 辨へ もな く II 睿館を 出た 事 も 他人 事の や 

うに 浮んで 來た d 彼 はまた しめたと 思った。 然し それだけだった。 その後 は眞黑 だった。 眞. H: だった。 

^に 非お な 恐怖が ひしく と逼 つて 來た。 死よりも 物凄い と 思 はれる ものが 彼の 心 =1 の 働き を 一 時に とめた。 

ひた ひぎ +* ひケ あせ  は 

彼 はほんと に 眼 を さまして 額^に 冷 汗をかきながら、 寢てゐ る 所から 突然 跳ね返される やうに を どり 上った。 ど 

つど、 ど、 ど …… と^にう ち 始めた 心臓の 激しい 鼓動に ひるみながら、 倒れ か \ る 拍子に 何 かに 腰をおろした。 

彼の 服の 前に は、 忘れる 事の 出來 ない 罪遛の 寢臺が 寢亂ら された ま V に、 朝の 光に しらぐ しく 立って ゐた。 彼 

の體の 下に は ソファ ー が P 夫人と 彼と が 倚り そって 心に もない 口 のト； だけの 甘 語 を 取り 交 はした I すゑら 

れ てあつた。 總ては その 頃の ま 、だった。 彼 はいつ の^に か P 夫人の 寢窒に 來てゐ た 事 を はっきりと 意. 識 した。 

「そんな 事で はない かと 思 つたんだ。 俺 は 何ん と いふ … … 何ん とい ふ 馬鹿 だ」 

彼 は淚も 流し 得ないで、 ぼんやりと あたり を 兌 廻しながら かう つぶやいて ゐた。 燒 きつく やうな 喉の 渴きは 彼 

を 11^ 苦しませた。 どうしゃう もなかった。 彼は兩 膝の 上に 肱 を 立て &、 顔 を 乎の 巾に 埋めて、 俯向いた ま、 默 

つてし まった。 

さう した ま、 で 半時 問も經 つたと 思 ふ 頃、 戶を靜 かに 開けて P 夫人が 這 入って 來た。 彼 は それ を 知って ゐ たが 

顔 を 上げようと はしなかった。 殺すなら 殺せ、 彼 はそんな 氣持 になって ゐた。 

「あなた 眼が さめた の」 

ん人は  一^ ほど 離れた ま& でかう 云って 見た が、 彼が 動く 様子 もない ので、 足早に 窓際に 近よ つて 力 ー テン を 

一 ばいに 引き 開けた。 晴れた 朝の 光が 溢れる ばかりに {至 內 にさし 込んだ。 

彼 は 思 はす 光から たじろぎながら 叫んだ。 


しめて 下さい。 しめて 下さい。 あなた はどうして 平氣で 光が 見られ るんで す。 眼が 痛む から 早く …… a. く^め 

て 下さい」  • 

「あなた は 一 體 この 部屋に 這 入る 權 利が あると 思 ふんです か 一 

「そり や 知らない」 

あなた は设 後の 乎羝に 何ん と 書いた か覺 えて ゐ ませう ね。 私が あの 文句 を 忘れて ゐ ると でも 思 ふんです か。 あ 

んな 大事の 起った 事 を 知りながら、 ぢ やありません、 知った もんだ から、 ■ よく 私から | げ てお 仕舞 ひで し たし 

でせ う。 私 は あなたの 臆病な 心 持 をす つかり 見せて お H ひしたん ですからね …… 」 

P 夫人 は 言葉が 綏 けられない 程 激昂して ゐる らしかった 。彼 は 手の^に 顔 を 裡 めた ま X 石の やうに なって ゐた。 

窓の 下の 往來に は 群集が 出盛って ゐた。 自 i や 馬車の 馳 せちが ふ 音 や、 新聞 費 子が 晝^: 版 を 1-^ りする 聲が 

ほに 取る やうに 聞こえて 來た。 窓 硝子 を 通して 見える 街路樹の 梢 は、 五月のに とそよ 風に、 きら， （.と眾 ハてに 

^りした。 その上 を 燕が 忙しく つい， （-と 飛び か はした。 

P 夫人の 寢窒 にだけ は 唯 しぶとい 沈 默が繽 いた。 

「醉 がさめ たら 出て 莨 ひませ うか - 

やがて 夫人 はおとな しく かう 云った。 氷の やうな 辦ゃ かさが 彼 を 襲った。 

彼 はふつ と顏を 上げて、 眼 をす ゑて P 夫人の 姿 を 見た。 未 經驗な 彼 は 彼の 見ようと した もの を そのれ 5^ いし 

た囊 €中§^ 事が 出来なかった。 ガウン を li つた 夫人 q 胸部 t 腹部に かけて I 子は寶 Is の徵 

候の 有る おし を瞹昧 にして ゐた。 然し 彼に はこの ま、 夫人の I を 去る 氣が 出て 来なかった。 罪の 結果で あれ 何ん 

て あれ、 彼に はどうしても 踏みに じり 切れない 執着が P 夫人の 體に 宿って ゐ るの を 感じた。 不思議な^し みと^ 
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とが よれ 合って 夫人に まつ はり 附 いて ゐた。 彼は义 うなだれて しまった。 

「さあ 出て 下さい。 あなた は 私の 寢 房に 足 を 踏み入れる 權利 をお 持ちに ならない」 

火 人の 敝 高な苢 葉 は 段々 冷やかに 改まって 行く ばかりだった。 どんな 場合で も、 熱し 切らない ばかりでなく 

お 分て は無關 係の 事の やうに 冷淡で ゐられ るら しい 恐ろしい 性情 を、 彼 は 前から 氣が附 いて 不快に 思って ゐ たが 

今 それが 遠慮なく 自分に 向けられて ゐ るの を 見る と， 彼 はぐつ と癥 にさ はって 来た。 でも 彼 は どこまでも 思慮 深 

く あらう とした。 彼 はきつ と顏 を擧げ て 正しく 夫人 を 見て 云 つ た。 

「私 は 辯 解 をす るの が大嫌 ひです。 叉 自分の 責任 を 避けようと もしますまい。 然し 私が あなたに 最後の 絶交の 手 

衹を誊 いたの は、 あなたの 懷姙を 知らない 前だった 事 だけ は 思 ひ 出して 下さい。 私 はさう する 事が 私ば かりで な 

く、 あなたの 爲 めに、 义 あなたの 可憐な マァギ ィの爲 めに も 至 當な事 だと 思つ たんです .：：• 」 

「偽善者！ 」  ， ！ 

彼の 言葉 を & つたい クて P 夫人 はかう 叫んだ。 靑 味を帶 びた 夫人の 顏は 小刻みに 震へ ながら、 輕 蔑し 切った 表 

情 を满 へて、 口許 を 輕く笑 ひに ゆがめて ゐた。 

「絶交 はそんな に 都合の い k ものな のです か。 責任 を 分けなければ ならない 事柄が 起って 來て も、 絶交して しま 

へば あなた は： 个氣で ゐられ るんで すか。 私が 懷姙 したと いふ 通知 を 受取りながら 今日まで 知らん顔で 通した あな 

たは 本當に K 任 を 重ん する 方です わね。 つ、 つ、 つ、 つ、 (こ \ で 彼女 は 激しく 舌 をなら した) 野獸！ お出な さ 

い、 こ、 を、 今、 この 瞬間に！ 」 

夫人 は 顔 を 引いて 肩 を そび やかして、 彼を& でろ す やうに しながら、 手を眞 直に 延ばして 戶ロを 指した 

彼 はこれ 程の 侮辱 を 受けながら まだ P 夫人 をな ぐり 附 けようと も、 席 を 蹴立て、 この 場 を 去らう ともしな かつ 


た。 彼のた ビ 一 つの 望み は 夫人の 生むべき 子に 父親の 愛 を 感じたい 事だった。 この 動物 的な 本能 は、 寂しい 彼の 

心 をぎ 二 無二 ひつ 捕へ て 離れようと はしなかった。 彼の 血 を 分けた 一 つの 存在が 數歩. を 離れた 彼の 前に あると 思 

ふと、 彼 はす、 り 泣きたい 程の 執着 を 感ぜす に は ゐられ なかった。 彼 は 脆く も 歎願す る やうな 眼 を P 夫人に 向け 

て靜 かに 云って 見た。 

「私 は 何もかも あなたに 謝る。 その代り あなた は 私 を 受け入れて だけ 下さい。 私 は 何ん と 云っても その子の 父で 

ある 事 を 願 はないで は ゐられ な いんです から。 一人の 子の 母で ある あなた は 私の 心 を 察して 下さる でせ う。 あな 

たの マァ ギ ィに對 する 愛に よって 私 は あなたに 訴 へる。 私 は …… 」 

「唯^され た 一 つの 道 は あなたが この 戶の 取手 をね ぢる 事です。 あなたが お出に ならなければ …… 」 

P 夫人 は 急ぎ足で 部屋 を 出ようと した。 彼 は si て \ 夫人の 前に 立ち塞がった。 而 して 猶も何 か 云 はう とした。 

けれども その 時 夫人が 彼のす ぐ 眼の 前で、 敵 を 眼が けた 毒蛇の やうな 身 構へ をした 時、 彼 は 自分で も 意識し ない 

中に 威 丈 高に なって ゐた。 

「よし、 あなた は 笠に か、 る 積り だな」 

彼の 左の 眼 は 殊に 大きく 見開かれて、 射る やうな 光が P 夫人の 眼に そ、 ぎ 込まれた。 而 して 一 歩々 々逃げの く 

夫人 を 追 ひつめ て、 部屋の 片隅まで 逼 つて 行った。 ^げ場 を 失った 夫人 は、 心の中で はすく み 上りながら も、 見 

下げる やうな 態度 を變 へようと はしなかった。 

ひしゃげ た篾 苦しい 聲 が無氣 味な 部屋の 中の 沈默を 破って、 途切れく に 彼の かっしり した 胸から 吐き出され 

た o 

「私 は 父の 櫬利を 要求す る。 あなたの 名譽 にかけ て耍 求す るから それ を はっきり 理解なさい。 若し 社會 上の 死 を 

迷路  s: 一九 


有 島武郞 全集 笫 一 卷  四 二 〇 

あなたが 死にた くなければ、 あなたの 恥辱が 屋根の 上から 叫ばれた くなければ、 あなた は 私の 意志に 犬の やうに 

冶 頂で なければ ならな いんだ。 それ をよ く 理解なさい。 …？ それが 分ったら この 部屋 を 出る がよ ろしい。 而 して 

あなたの すべき 事 をす るが ぃ&。 私 はこ 、でもつ と 休息す る 必要が あるんだ」 

さう： K つてお いて 彼 は P 夫人の ために 部屋の 戶を 開いた。 P 夫人 は 見る， （- 打ちく だかれて しまって ゐた。 子 

供で も あっか ふやうな ま^な 誇らしげ な 姿 は、 深く 怨み を 抱きながら、 それ を氣 取らせる 事す らし 得ない、 扠 

隸の やうな 慘 めな 様に 變 つて ゐた。 夫人 はぶる くと 細かく 震へ ながら 戶の 方に 近づいて 來た。 而 して ふと 顏を 

上げて 彼 を 見た。 その 眼 は 屈^の 怒りに 燃えて ゐ たが、 彼の 鋭い 眼に 迎 へられる と 咄嗟に 訴 へる やうな、 憐れ 

み を 求める やうな 眼 付に なった。 

「マ ァギ ィを考 へて 下さい。 あれ はも うぢき 幼稚園から 歸 つて 來 るんで す。 マ ァギィ が 今夜 寢 つくまで この 家 を 

出て ゐて いた ビく事 は 出来ない でせ うか」 

とい ふその 聲 まで 夫人の 聲の やうではなかった。 

さ しづ 

「そんな 事 は あなたの 指 圖 を 待つ べき 事ぢ やない 」 

P 夫人 はし を （- として 自分の 寢窒を 出て 行った。 

彼は靜 かに 戶を しめた。 而 して P 夫人の 跫 音が 階 子 段 を 降りて 段々 遠ざかって いくのに 耳 を かたむけた そ.^ 

から 部屋の 中 を 卜 かいと 見廻した。 もう 一人ぎ りに なった と 思 ふと、 堪 へくて ゐた淚 がーと きに 眼が しらに 逡 

み 出て 來た。 それ はジュ リ ャに對 する 失 戀の愤 りで もなかった。 フ E! ラを 永久に 見失 はう とする その 悲しみで も 

なかった。 知りながら 自分 を墮 落させた 苦しみの 淚 だった。 怒りに 任せた 上の 事 だと はいへ、 あまりに 人 を 踏み 

つけこして、 自分ば かり を 勝手に 振舞 はう とした P 夫人に 對 する 腹い せだった とはい へ、 夫人の 弱點 につけ 入って 


彼 自身 それに は责任 を 分たねば ならぬ、 あまり 痛ましい 夫人の 弱點 につけ 入って， 無理に も 夫人 を 押へ つけて し 

まった その 醜 さは どう だ。 人の 弱點 につけ 入る ：.：. 彼の 若い 心 はそんな 事 を 他人の 上に 見た ピけ でも 蟲酸七 走ら 

せす に は ゐられ なかった のに、 今 は 自分に 蟲酸を 走らせる 自分 を 見出した の だ。 どんな 切 端つ まった 場合に でも、 

是れ まで 彼 はそんな 乎 段 を考へ 出す ことす らしないで 來た。 それ だのに 今 はどう だ。 常習的な 强盜が 立派な 自分 

の 仕事と して ゆすり をす る やうに、 彼 はた くらみ もせす に、 易々 と P 夫人の かよわい 手 を ひねり 上げて ゐ たの だ" 

而 して P 夫人の 常 惑した 顔 付に、 一瞬間だった とはいへ、 復饕の 快感 を さへ 味 はって ゐ たの だ。 彼 は 全く 氣附か 

すに ゐた 物^い 恐ろしい ものが 自分の 心の どん底に うごめいて ゐ るのに 始めて 氣が ついた。 

彼 は P 夫人が^ へた やうに 震へ てゐ た。 拭 ひも やらぬ 熱い 淚 のために、 歪んだり とろけた りして 見える 部屋の 

中 は、 ゐた、 まれない 牢獄の やうに 彼の 眼に 映った。 P 夫人が 寢亂 した. ま-にして 置いた 寢臺、 その上に 脫ぎ捨 

てられた^,::: な^ 衣、 毒の 花で も 散った やうに 床の 上に ころがって ゐる猩 う々 緋の スリッパ I、 枕許の 小さな ネの 

上に 遛 かれた、 不思議な 醉を 起す 栗色の 液 體の壜 と、 氷水 の コップ、 それら は 彼 をい ましめ た 鐧鐵の 鎖 だ。 彼 

の 上に かけられた！^ 蒲團の 皺くちゃに まるめて 載せて ある、 而 して 彼の 體の溫 味の ぬけ 切らない ソファ ー は 彼 を 

打ちのめした 刑 杖 だ。 彼 は 幾度 この 部屋の 中で、 あの 忌 はしい 刑 杖に 追 ひ 立てられながら， あの 罪の 鎖に 縛り 上 

げられ るの を 甘んじ 樂 しんだら う。 思へば 今日 陷 つた 彼の 墮落は 疑 ひもな くこ の 部屋の 內で哺 み 育てられて ゐた 

の だ。 

悪^に うづく 彼の 頭 はこれ だけの 反^ にも 惑亂 した。 留度 なく 流れ 落ちる 淚を 流れる ま X にして、 死刑 を 宣吿 

された 囚人 {： やうに わく，， （\ しながら、 总づ かひ あらく 彼 は 部屋の 中 を 歩き ま はった。 その 間に. 彼 は コップの. 水 

を 深々 と钦ん だり、 ソファ ー に鸱を 下ろして 兑 たり、 救 ひ を 求める やうに 壁羝を 撫で 廻したり、 ぼんやりと 窓 か 
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ら 下の 往來を 眺め 込んだり して ゐた。 づきく と 痛む 眼の 奧は、 漏斗の やうな 形に、 見る もの を 段々 小さく 頭の 

3 に ひき. f り 込んだ。 頭の 中 は 針の が ほどに 銳く とがった 視 象で ぎりく と 刺しと ほされた。 彼 はた まらす に寢 

甕の 上に 伏し倒れた。 嗅ギ 慣れた 移り香が 彼の 鼻 を 異常に 刺戟した。 

「何んでも する ぞ。 お前の 爲め になら 何んでも する ぞ。 俺に は 今お 前の 外に は 何ん にも 無くなって しまったんだ 

からな」 

さう 獨語 つと 彼は聲 を^げ て 本當に 泣き出した。 

「生れて 來ぃ、 俺の 恥 を 見返す 程に 大きな 産 & を 揚げて 生れて 来い。 い-か。 俺 はお 前の 父で ある 事 を恥ぢ はし 

ないから な」 

彼の 聲は霜 ましく i いや lL てゐ た。 彼 は 愛撫す る やうに 敷 蒲圑を 汗ばんだ 手で 撫で、 ゐた。 

部屋の 中が 簿喑く 見える 程に 窓の 外 は 春の 日 を 漲らして かつと 明るかった。 

一 一 

その 曰】 曰 を 彼 は P 夫人の 寢窒で 過ごした。 昨夜 前後 も 知らす あれ 程寢た 癖に、 彼 は ソファ ー に 倚り か、 りな 

がら、 や、 ともす ると 眠りに 落ちた。 若い 彼の 力 は 一眠り 毎に 恢復して、 彼 は 朝よりも 冷靜に 物を考 へる やうに 

なった。 而 して 下の部屋で マ ァギィ の 立てる 快活な 聲 だの 楚音 だの を 聞く と、 この 部屋に ゐる のが 非常に 怖れら 

t た。 然し マァ ギィの 眼に とまらす にこの 家 を 出て 行く手 段はなかった ので、 その 時々 に P 夫人に よって 食物 力 

^ばれた のに も 係ら や、 少しも 口に は 入れす に、 日の 暮れる まで こっそりと 潜 スでゐ た 

P 夫.^ はいつ の 出ぶ か 普段 Q 通りな 貴 夫人ら しい しとやか さと 威厳と を 保つ やうに I それ は習惯 がさせる 業 


だった。 彼女 は 彼に 對 して そんな 風 をす る 無益と 無意味と を 知りながら、 矢張り 或る 瞬間 を 除いて はそんな 風 を 

見せた I なって あた。 彼 は 然し その 奥に、 夫人が 彼 を 憚り 悪む 事が どれ 程 嵩 じ たかを 見て取る 事が 出來 た。 一 

Q: 血を^た 彼 は それ を 快く さ へ 思った。 

夜に なって P 夫人が 食事 を 運んで 來た 時には、 ちゃんと 接待の 服に 着かへ て 化粧まで して ゐた。 頸の ま はりに 

白い レ ー スを附 けた 露黑 な^ 純な 服を裙 長く 着て、 月光 石の 珠數の やうな 頸飾り をした その 姿 は、 彼が P の 家で 

始めて 夫人 を 兄た 時と 同様で きょ， <\ しかった。 手の 5- まで 隱れ さう に 袖口の g い、 きちんと 肉に ついた 筒袖 か 

ら のぞき 出た 乎 先き は、 惡 意に 燃える 彼に さへ も 不思議に 蠱惑的だった。 第 一 印象の 聯想 も乎傳 ふの だら うが、 

彼 は 夫人の 乎 先き を 兌る と、 この場合 でも あの 品の い \ 小さな 足の 形 を 思 はすに は ゐられ なかった。 彼 はい ま/ \ 

しさう に 夫人の 乎から 眼 を 夜に なった 窓の 方に 向けた。 

「あなた 今夜 は 泊って いらっしゃる？」 

夫人 はかう 云って まと い に 彼を兒 ようとした。 然し 彼が 窓の 方から 顔 を 夫人に 振 向ける と、 夫人 は 思 はす 服 を 

落して しまった。 

「僕 は歸 る」 

「K さんの 所に？」 

「うむ、 さう だ」 

P 犬 人 は 不安 さう に ちらっと 彼 を 兌た。 

「私 K さん は 少しも 知りません けれどもね (何 をし らばつ くれ るんだ と 彼 は 心の中で ほざいた) ぃ\ 方な の？ 

P は 何んだ か 大^油 斷 のなら ない 人 だと も埒 して ゐま したわ。 さう いふ 人との 交際で あなた は^ 幸 を 見 はなさら- 
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ないか 知らん」 

彼 は そつ ぼ を 向いた ま- 1 答へ た。 

「K との 交際 は、 肺病 を 僕に 移す かも 知れない だけで 何ん の 不幸 も 引 起し はしな いんだ。 然し その 交際の 爲め にへ. 

あなたが 不幸 を 見る やうに 成る か 成らない か は 保障の 限り ぢ やない」 

づ ぼし  あとお 

彼の この 曾 葉 は P 夫人の 圖星を 指した。 夫人 は K の 後押し を ひどく 怖れて ゐ たの だ。 而 して 彼の 言葉 を 聞く： 

と、 念いで 何 かいひ 出さう としたが、 思 ひ 返したら しく 默 つてし まった。 

彼 は 暫くの 問 互に 探り を 入れ 合 ふやうな 會話を P 夫人と 交 はしてから 立 上った。 

「僕 はこれ で 今日は 歸る。 然し あなた は 僕の もの を 僕に 返す まで は 僕の I の 中から 遝 れられ ない 事 だけ は覺 悟す ■ 

るが い-。 血が 僕 を あなたに 引きよ せた。 血が 僕 を あなたから 引きの けた。 血が 僕 を あなたの 中に 創って しまつ. 

たんだ」 

彼 はいきな り 先刻から 立った ま- -でゐ る P 夫人 を 抱きす くめた。 彼 は その 瞬間に 奇怪な 自分の 心に おびえな け 

れば ならなかった。 執着と いっても い-、 ^惡 といって もい，^、 その 不思議な 力 -i 極度の 佾 しみと 極度の 征服 

慾と が 火の やうに からみ 合って 燃え立った。 その 力に 震へ ながら、 彼 は嗨む やうに 夫人の 冷たい 唇 を 吸った。 W 

していき なり 部屋 を 出て しまった。 

戶 外に 出る と纥 はま だほの 明るかった。 緯度の 高い 大陸の 夕方 は 日本の 夏の 夜の やうだった。 物靜 かな 屋敷町 

の兩 側の 家^で 切り 狭められた 大^ は、 やう やく 輝き 出した 星の 光 を 霞めて、 惠み 深い 河の やうに なごやかに 長く 

横って ゐる。 彼 は 眼 を 擧げて それ を 見やりながら 思 はす 溜息 をつ いた。 白い モス リンの 輕ぃ 服の 上に 外套 を 羽織- 

って  *  わざと 帽 子 を^ら すに、 腕 を 組み合せて 食後の 散歩に 出て 來 たらしい 少女の 群がい くつ もあった。 家々 の， 


ヴ H ランダから は、 安樂 椅子 を 持ち出して、 何 か 面白げ に 笑 ひ 興す る 男女の さビ めきが 聞こえた。 I が 髙ぃ花 Q- 

ひが、 彼の 心 を さへ ときめかして、 どこから ともなく 通って 來た。 舂だ C 本 當に春 だ。 總 ての 醜い もの は可竭 

C る 

に 姿 を隱し 終せ たの だら う。 見える 限り は $： 荧 しく、 聞こえる 限り は锊麗 はしかった。 彼 は 這 入って ならない 庭 

闻に でも 迷 ひ 込んだ やうな おど/. \ した氣 持で、 その 間 を 歩いて 行った。 彼に はこれ が 彼の 世界 だと は 思へ なか. 

つた。 报子 を^ I- に 被って、 兩乎を 上衣の 衣囊 に、 義乎 者の やうに 突つ こんで、 眼の 先き 五六 間の 所 を 見詰めた、 

ま、、 急ぐ かと 思へば 立^り、 立^る かと 思へば 急ぎ 出す その 姿 は、 春に 厭 はれる に は 十分だった。 

ある 横町で ふと 敷石の 一 つが どかんと 凹んで ゐ るのに 氣が附 いた。 「こ-で マ ァギィ がいつ かけつ わ ふレ たんだ 

な」 と 彼 は 前後の 速 絡 もな く考 へた。 彼 は 自分が ころばない やうに 用心して そこ を 跨いだ。 それから 叉 暫く 可 か 

考へ あぐみながら 何ん にも 考へ すに 歩いた。 

^単の 乘 場に 來 たけれ ども 彼 は 知らん顔で 歩きつ どけた。 いっと も 知らす 彼 は 自分の 影法師 を 面白がって 眺め 

てゐ たの だ。 一 つの 街燈 を 通り こすと、 彼の 影 は黑く 濃く 足 許に 現 はれ 出して、 次ぎの 街燈に 近づく に從 つて 段 

段 細長く 臟ろ になり、 やがて はいつ ともなく 消え失せて、 後ろの 方に 長い ぼんやりした 影が 現 はれ はじめた。 而レ 

て、 それが また 段々 小さく 濃くな つて、 次ぎの 街燈の 下に 來 ると、 足 許で や- 躊ら つた 後に、 又ぞろ 彼の 眼の 前に 

黒い 濃い 影と なって 短く 現 はれた。 どす 黑 いまでに 血の 氣を 失って、 險 しく 眼の すわった 額 付 をしながら、 彼 は 

延びたり 縮んだり する d 分の 影 を を かしがって、 どこまでも 歩いて 行った。 而 して 不思議に も 道 を 間逮 へす に K 

のゐる 家の 前に 迪り涪 いた。 

始めて 彼 は， n 八 力の 影から 眼 を はなして、 家 を 見上げた。 而 して 衣 囊 から 鍵 を 探り出して 戶を 開けながら ボ スト 

ン の 方 を 振^った。 極光の やうに そこと 思 はれる 穴. T か 光って ゐた。 

迷  络  四ニ五 
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K はま だ寢 ないで いつもの 通り、 かじり 附 くやう に 机に 凭れて 書き物 をして ゐ たが、 戶の 開く 音 を 聞く とすば 

しこく A の 方 を 振 向いた。 一 曰 遇 はない 中に K の 顔が 幽靈の やうに やつれて ゐ るのに 彼 は 驚いた。 K は K で 彼 を 

兌る と 思 はす 椅子から 飛び 上つ た。 

「どうしたんだ」 

一 一 人 は 申合せた やうに 同時に 聲を 上げた。 

「どうしたんだ」 

A はもう 一 度 さう 問 はすに は ゐられ なかった。 

「僕 か？ 僕 はどう もしゃ せん さ。 相 變らす 肺病で 頑健 ださ。 この 通り 半 曰で これ だけ 原稿 を 仕上げ たんだ」 

K はかう いひながら と 瞼の 眞 直な 眼 をす ゑて 彼 を 熟視した。 

「君 は 然し 非常に やつれて ゐ るぞ。 腹で も 下した のか」 

彼 は K の顏を 見入りながら 云った。 

「馬鹿 をい へ。 非常に やつれて ゐ るの は 君 自身 ぢ やない か。 昨日の 朝と は^ 人の 感だ。 ふむ、 まあ 坐れ よ。 帽于 

でも 脫 いだら どうだい」 

彼 は 大事な 注意で も 受けた やうに、 すぐ 帽子 を脫 ぐと、 むしる やうに 頭の 毛 を ひっかき 廻した。 然し 坐ら うと- 

はしなかった。 K は 椅子の 背に 肱 を 凭せ て 彼の 眼 を まじ （-と 見ながら 聲を 低めた。 

「おい サン • シ モン。 君 は 又 何 かの ぼせ 上って るな。 馬鹿な 事で も 思ひ附 いたん ぢ やな いんか。 昨日 は 一 體何處 

にゐ たんだい。 〇〇 主義者の den にで もい つて、 cry  in  action か 何 かたきつ けられて 來 たんだら う」 

.S ぶか 

よく 見る と K は 格別 やつれて はゐ なかった。 A は 不思議な 自分の 眼の 錯覺を 訝りながら、 もう 一度 K を 見直し. 


た。 而 して K も问 じ錯覺 にか、 つて ゐ るので はない かと 思った。 然し K の 顔 を 見る につけて、 彼の 心 を 今更の や 

うに S しく 打った もの は 生きる 事の 苦し さだった。 成程 K は 昨日 見た K とさして 變 つて は ゐ なかった。 が、 一 二十 

を 越した ばかりで、 もう 少 しづ、 たるみ 始めた 皮 ほや、 眉の 間 や 口の 邊に 常住 消えす にた \ まれた 鍵 をよ く 見る 

と、 K がそ こまで 生きて 來た閗 にも、 どれ 程 激しい 苦しみと 戰 つて、 兎も角も それ を 切り 拔 けて 來 たか^、 可な 

り 明かに 語られて ゐ るの を 知った。 彼 は 人の 容貌 を 二重に 見る 事を發 見した やうに 思った。 而 して K にやさし い 

心 持 を 感ぜす に は ゐられ なくなった。 彼 は 何もかも 語って 仕舞 はう と 思った。 而 して 始めて 傍に あった 椅子 を 引 

きょせ て それに 膝 を 下ろした。 

「何時 だ」 

彼 は 夜が 更け 過ぎて はゐ ないかと 恐れながら かう 尋ねた。 K は チョッキの 衣囊 から 銀時計 を 出して す 

ぐ 仕舞 ひこむ と、 その 邊を輕 くた & いて、 例の 皮肉な 癖に どこまでも 自然な 笑 ひ を ほ \ ゑんだ。 

「時計の 奴 跛 脚 を ひき/.. \ 僕の 後に ついて 來ゃ がった つけが …… とう/ <\ 往生して しまったよ。 昨日から この 部 

屋を 支配す ^もの は 永遠 だけ だ」 

全く それ は 心 持の い 土 W 葉だった。 彼 もつ い 釣り込まれて ほ X ゑみ かけた が、 すぐ 苦い 感情が 灰汁 を 引つ かき 

ま はす 棒の やうに 彼の 心 を 揋 拌 してし まった。 

彼 は 出来るだけ^お いて 昨 m からの 出来事 を 語り はじめた。 彼はジ ユリ ャ との 會 見を靜 かに 話した。 フ ビ フを 

兌 失った 失望の 心 持 も 他人 事の やうに 物語って のけた。 然し P 夫人 を沒義 道に 抑へ つけた 道行き をい ひだす 頃に 

は、 思 はす 心から 熱して しまって ゐた。 若い その 心臓に は 音 をた て-血が 流れ こむ やうに 思 はれた。 彼 はいつ の 

間に か 立 上って ゐた。 而 していら くしながら 部屋の 中 を g ぎに 歩き ま はった。 
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「不思議な 感^なん だ …… 君に そんな 經驗が 有る か 無い か 知らないが …… 生れて 來る その 赤坊を 見失ったら， 氣 

が 狂 ふに ちが ひない とさ へ 思 ふよ。 何ん て 云ったら い、 かな あ …… 镤き 殺して くれたい 程 P 夫人 を 憎んで ゐる解 

に ：… 夫人との 闢係を 汚れ 切った もんだ と 思って る 癖に …… 僕 は 矢張り どんな 風に か 夫人に 執着 を 持って ゐ るん 

だ。 …； 僕 は その 結粱を …… 結眾を 命に か へても 慈しまない では ゐられ な いんだ。 …： 僕 は 何處か 間違って る …： ， 

^違って るに ちが ひない と 思って 見 るんだ が、 どうしても 分らな いんだ。 ジ ユリ ャ との 戀を 夢み てる^でも、 P 

夫人の 懷姙の 事 を 思 ふと、 所 嫌 はす 跳り 上らう とした、 まるで 孫に 眼の ない 爺 見たい なんだ 僕 は。 然し 僕 は それ. 

を 恥 ぢる氣 に はどうしても なれな いんだ。 …… だから P 夫人が …… あいつ は 失敬な 扠だ、 獸だ …… マ ァギィ とい 

ふ 子供の ある 癖に …… おい、 君、 僕は氣 がふれ てるんだら うか。 去年の 夏 僕が 狂 顧 病院で 働いて る 時 …： くだら 

ない、 おい、 寢 よう」 . 

かた 

K が 椅子の 背に 肱 を かけて、. 上體 をね ぢ つて、 誊 きかけ の 原稿に 眺め 入って る樣 子に 氣 がっくと、 彼は談 りつ 

づける のが 自分で も 馬鹿らしく なって 言葉 を 切った。 K は 原稿 を 兌つ めた ま& 冷やかな 調子で、 

roo  on  ！  go"  oy  ！し 

といった。 彼 は 口先き ばかりの やうな K の 言葉に 氣を そこねた。 而 して K に對 して ふと 賴も しさ を 感じた の を 

後悔して、 頑^に SHI つてし まった。 

K は 暫くす ると 彼の 方に 顏 をね ぢ むけて、 詰る やうな 口調で、 

「何んだ つても つと 話さな いんだい」 

といった。 

「君に 話す の をく だらない と 思った からだ」 


苦々 しげに かう 答へ た 彼の！ ic 葉 は K に 痰で も 吐き かける やうに 響いた。 K はめげ もせす に 追 ひすが つて 來た。 

「おは ほんと にさう 感じて ゐる のか」 

「感じない とで も 思って ゐる のか。 …… 僕は寢 るよ」 

f まあ 待て。 僕 は 今 君の 迷 ひ を 立派に さまして やらう と 思って る 所なん だ。 …… 本 當に寢 るの か …； 君の 寢衣は 

むか 5 み f- 

その スト ー ヴ にかけ て ある、 僕の 外套の 下に。 おい サン ：ン モ ン。 何よりも 第一 に 君 は 馬鹿 だよ。 第二に 君 は向不 見 

だよ。 第三に I とい ふより、 馬鹿で 向不見 だから、 君 は 超人 問 的に 不仕 合せな 男で、 而 して 超自然的に 愚圖だ 

よ。 …… 君 は 自然と いふ 扠は どれ 程贅澤 な 無駄 遣 ひ をす る扠 だか 考 へた 事が あるかい。 そんなに 突っ立って ゐな 

いで 寢 たけり ゃ寢 たまへ。 起きて ゐ たって 感心 だと は 思 はない やうに、 寢 たって 無禮 だと は 思 はない よ。 縱 にし 

たって 横にした つて、 耳 は 同じ やうに 聞こえ るんだ から …； 。 魚の 卵 を 見 給へ。 五 匹 か 六 匹の 魚 を 造る ために 幾 

^とい ふ 卵 を 川 意 するとい ふの が、 何に よらす 自然の やり方 だ。 人 11 の 生活 だって 同じ 事 ださ。 僕 等の 生活 は 勢 

力の 過剩で ふうはり と 包まれて ゐれば こそ どうか かう か 成立 つんだ。 所が 君 は 馬鹿 だから、 過剩 勢力まで 生活の 

本體だ と^ひ 込んだり、 向不見 だから、 過剩 勢力 を 生活の 中に 引っ張り 込まう としたり す るんだ。 考 へても 見 給 

へ、 欠 仲 をす るたん びに ふん ぞり 仲ば す 腕の 力 を 無駄に せす に、 實 m 的に 使 はう と 云った つて、 無现 だら う。 そ 

れ をしょう とする 人 問に 限って、 愚！！々 々物に 拘泥して、 世界中の 不幸 を 一 人で 背負った やうな 面 をす る もんだ。 

全 く^は 二十世紀の サン： ン モン だよ。 八、、、」 

K は 不^快 さう に 快い 聲を 立て V 笑った。 彼 は 寢衣を 着て その上から K の 外套 を 羽織った ま.^ 寢臺 のつ まに 腰 

を かけて、 ぢ つと 腕組み をして ゐた。 

に は V リ  をん どり 

何^かで 鶏が けた X ましく 時 をつ くった。 二三 ® 所で 遠く それに 應 する 牡 鷄の聲 がした。 それに 驚いて 吠えた 
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犬が ゐた。 

「まだ 夜が 明ける んぢゃ あるまい」 

さう いひながら K は 机 ごしに 窓 を あけて、 眉 を そばめながら 戶外を 見た。 彼 も 首 を 擧げて 窓の 外 を 見た。 おそ 

あは 

く 月が 上った のだった。 夢の やうな 淡い 光が ライラックの 生垣の 花や 葉に そ、 ぎ か-つて ゐた。 遙か 向う に は 

大舉の 時計 襄が朧 ろに 霞んで、 まだ 葉に ならない 楡の 木立の 上に 聳えて ゐた。 その 先き に は 燐光の やうな 大空が 

淡く 靜 かに 擴 がって ゐた。 部屋の 中の 空氣は ひそ やかに 動いて 甘い 花の香り を 招ぎ よせた。 

K は 暫く 兌 て ゐ ると 非常に 不快な 顏 をし て 窓 を しめてし まった。 

「 こ んな ^氣位 肺病 患者 に惡 い ^氣 はない 。 沃度 瓦斯で も 吸 ふやう だ」 

とい ひながら 彼 を 見た。 そこに は 然し 春に 對 する K の 呪 ひが 讀 まれた。 恢復し 難い 生活の 失敗 を 自覺し 始めた 

中年の 舆の、 惠 まれて 行く 自然に 對 して 懷く險 しい 呪 ひが 讀 まれた。 それでも K は 自分 を 乗り越える やうな 氣勢 

を 示して、 机の 上の 埃 を、 縦に 持った 雜記 帳で さっと 拂ひ 落しながら、 又 論じ 始めた。 

「要するに だ。 君が 今の 境遇から 自由の 境遇に 跳ね返ら うと 思 ふなら、 君の 過剩 勢力が 生み出し たもの を， 自然 

がする やうに 一 とつぶ しにつ ぶして しま へばい \ぢ やない か。 簡^-にい へ ば P 夫人に 智慧 を 授けて 子 を おろさせ 

るんだ。 P 夫人 もどれ 程 喜ぶ か 知れ やしないよ。 而 して その 結果に 對 して 自然 そのもの、 やうに 無關 心で ゐれば 

い、 んだ。 自然が ちゃんと 模範 を 示して ゐるぢ やない か。 …… 君 見たい な 人間が 出て 來 るから マルサスなん か^ 

^を 揉 むんだ よ」 

彼 は K に對 して 明かな 敵意 を 感ぜす に は ゐられ なくなった。 然し 彼 は K の 僞惡的 傾向 を 知って ゐ たから、 無闍 

に K に 襲 ひか、 らうと はしなかった。 た^ 彼の 心の中に は 煮えく りかへ る やうに、 K の 言葉に 反抗す る 強い 本能 


，い 力が 荒れ ま はって ゐた。 彼の 眼 は ひとりでに 險 しくなら ないで は ゐられ なかった。 

「理窟 は 君 を 雉 辯に しても 經驗は 君 を沈默 させる だら う。 君なん ぞ はそんな 境遇に 自分が 立つ まで 靜 かに 待って 

ゐて 見る がい 、ん だ」 

彼 はきつ ばり かう いって、 二つの 大きな 眼に 淚を ためながら K をぢ つと 見た。 

K はせ i ら 笑った。 

「君 位な 經驗は 僕 は 十 も 二十 も 通って 來てゐ るんだ よ、 氣の 毒ながら。 僕の 靑年 時代 は 『文 舉界』 の 連中が 思想 

の 解放 を 叫んだ 顷で、 それが 若い 女に も 飛火 をし 出して ゐ たんだ。 少し 眼の 早い ものに は 機會は そこいら 中に い 

くら もころ がって ゐ たんだ。 どんな 理窟で も 僕の 理窟が 經 験から 來てゐ なかった らお 目に は 懸らな いんだよ」 

彼 はもう 我慢が して ゐられ なかった。 

「^の その 尊い 經験 は^に そんな 理窟より 敎 へなかった のか」 

K は 彼 を 冷やかに 見 かへ した。 

「 ぢゃ^ の 御大 肸. な經驗 が^に 敎 へ た 理痈 と い ふの を 伺 はう か」 

き は 

彼 は その 防になる と 何ん にもい へなかった。 云って いへ ない 譯 ではなかった けれども、 こんな 場合に 物 をい ふ 

のが 屈殍 としか 感ぜられなかった。 彼 は .0 分 を K 以上に 立ち 優れた ものと は 少しも 思はなかった。 彼 は P 夫人に 

對 する 卑劣な 曾 動で 十分 打ちのめされて ゐた。 彼 は 自分の 墮落を 誰よりも 强く 感じて ゐた。 K に對 して 何ん の 誇 

るべき 所が あらう ぞ。 彼 は K の 前にで も 頭 を 下げて あやまりたかった。 而 してもう 一度 太陽の 光 を 少年の 心で 仰 

ぎ 兌たかった。 彼 は 何ん とかして, ひが 出來 るなら 償 ひがしたかった。 感じ 深い 心 はやむ 時な くす-り 泣いて ゐ 

た。 若し 戳悔で {2 分が 自分 を 免せ るなら， どんな 人間の 前に 出ても 懺悔 をしたかった。 彼 は P 夫人との 愛情の な 
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わざ は 

い 肉 交 を 心から 憎んだ けれども， それ は 本當に 彼の 災 ひではなかった の だ。 彼は穢 いもの を 憎む やうな 心 持で iO 

せんりつ 

の^を 憎んだ の だ。 然し 夫人 を强 迫した 彼の 心 を 思 ふと、 彼 は 自分に 戰慄 せす に は ゐられ なかった。 どんな 事で 

もす る 心 だと 彼 は 自分の 心に 烙印 を 押して しまったの だ。 彼 はこの 心 持 を K に傳 へたい と 思って 何もかも 打ち 明 

けて 兑た。 然し K は 彼の 心 持 を 存分に 辱 かしめ たり 穢 したりした。 もうこ \ にも 自分の 落着き 場 はない と 彼 は 心 

の 中で 思った。 

彼 は K にー霄 も 云 はすに その 顏をぢ つと 見 綾け た。 彼の 大きな 眼 は、 淚を ためた ま- -、 惡 夢に でも 翳 はれた や 

うに 瞬き をし なくなって ゐた。 張り切った 色白の 額 も K を 見詰めて ゐ ると 思 はれた。 與 奮の 爲 めに 彼の g: 跤はぁ 

けいれん 

す ここ. c 痙攀 的に 震へ てゐ た。 

K は 暫くの 間 はしら. <\ しい 様子で 彼 を 尻 眼に かけて ゐ たが、 やがて 彼の 熱烈な 熟視 を 受け 切れす に 眼 をた じ 

ろが し 始めた。 K は それ As: 分で いまく しく 思って ゐる らしかった。 而 して 笑った 聲に 怒り を こめた。 

r 何んだ つて さう 僕の 面ば かり 兌 るんだ い。 僕の 面に は 君の 答へ は睿 いて はない よ」 

といった。 彼 は その ま X の 眼 付で 答へ た。 

「僕 は 君の 顔なん ぞは 見て はゐ やしない。 君の 心 を 見ようと して ゐ るんだ。 君の 魂 を 見ようと して ゐ るんだ。 君 

は 自分の 魂を僞 つて ゐ るに 違 ひな いんだ。 僕に は 君の いふ 事が 解らない" もし 二人の 間が 眞劍 なら、 そんな 蒈は 

な いんだ。 君 は 自分の 生活 を 後悔した 覺ぇ はない のかい」 

「後悔！ 」  へ 

こ-で K はまた 不偸快 さうな 顏 をしながら 快げ な聲を 出して 高く 笑った。 

「生れた 事に は 後悔 もしょう さ。 その外の 事に 後悔 もへ ちま も ある もんか。 おい その 眼 を 何處 かに 片附 けない か。 


倏は 影が 段々 薄くな りさう だよ。 戯談ぢ やない」 

A の 眼 は 依然として K から 離れなかった。 K はう ろた へ 始めた。 

I  二 

K と 激しい 口論 をした 翌日、 一睡もしなかった 彼 は 二三の 新聞に、 家庭の 仕事に 厣 はれたい とい ふ廣齿 を 出し 

て 見たら、 すぐ^ 主が ついた。 それ は ボストンから 汽車で 五十 分か-る 或る 大地 主の 家だった。 彼 は K と 氣まづ 

いま、 で^れて、 小さな トランク 一つ を 持って その 小さな 村に 落着く 事に なった。 それまでに， 彼はジ ユリ ャの 

父なる M 敎校 から 何ん とか 云って 來 るに ちが ひない と 恐れ を 抱きながら 心待ち をして ゐ たが、 何ん Q 消息 もなか 

つた。 ジ ユリ ャゃフ n ラ から は 勿論 風の 便り もなかった。 彼 は それ を 心安く も 思った。 然し 同. t に 喰 ひ 入る やう 

な 淋し さ を どうす る審 も出來 なかった。 彼が もう 一度と 思って 試みた 舉 徒の 生活 は、 彼が 豫 期した 通り、 悲しく 

も 無益に 終って しまった けれども、 た^ M 敎授 だけ は 不思議に 彼の 愛慕と 尊敬 を そ X る 唯 一 人だった の だ。 むづ 

かしい 顔 をして、 怒りつ ぼい せっかちな 老人で ありながら、 十分な 舉識 と獨自 性と を 持って、 眞實な 人ば かりに 

^はる 本 當のュ ー モアに 隈 どられ た その 人柄 を、 彼 は 又な く 愛せす に は ゐられ なかった。 愛憎の 激しい^ 年期 Q 

^の 心 は、 この 老敎授 をい た^く 硏究窒 の^ 氣の屮 では いつでも 快活で あられた。 けれども 彼 は その 老人から 第 

• に 離れなければ ならない はめに なって しまった。 彼が 大舉 を兑棄 てるに つけて、 一番 名殘^ 惜しく 感じた の は 

.t てれだった。 彼 は 汽^の 中で M 教授の 事 を S ひながら 眼に 淚を 浮べて ゐた。 而 して 一枚の 葉書に、 

.「 わが 敬愛す る老 敎投！ 

むちう 

さう あなた をお 呼び. S. したい 一人の^ 邦の 靑年 は、 あなたの 信 賴を桌 切った 墮 落で 自分 を 存分に 鞭ちながら、 

^  路  四 I  一二 一一 
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1 々々あなたから 離れて 行きつ-あります。 今 地上に 私 位 孤獨な 漂浪 人はありません。 あなたの 記憶 さへ こ 

の 胸から もぎ 取らなければ ならない のです から。 左様なら 永久に。 

あなたの 健康 を 祈る 事す らして はならぬ  A より」 

と 害いて：^ た。 彼 は 暫く それ を淚の 眼で 眺めて ゐた。 が、 何 を 思った のかす た， C に 引き さいて 汽車の 窓から 

おげ 槳てゝ しまった。 窓の 外に はしめ やかな 五！：！；： の 雨が 降って ゐた。 

M ざす亭 車 an に t ハて 兌る と、 それ は nag  station といって もい-位さ、 やかな 建物だった。 苢 蓿ゃチ モシ ！• 

が 槠 内まで 生えて ゐて、 入口 の 屋根裏から は 燕が 雨に 濡れながら^ 氣 らしく 飛び出したり 飛ぴ歸 つたり して ゐた J 

入 n こ は 大きな 收穫 単に パ、 ！ン Hp ン m の 輓馬を 二 匹まで つけて、 農場の 管现 人が 彼を迎 へに 來てゐ た。 享の中 

ザ ふ  9  9  9  ごま ， 'ほ 

こいさな トランクが たった 一 つ 彼に よって 抛り 込まれる と、 日本人の やうに ぢ やき/ \ した髮 の^^ 鹽 頭の^ 3 

人し 人の 好 さ、 うな 小さな 眼 をく り， （-- させて * 荷物 はこれ だけ かと 訝る やうに 尋ねた。 赤帽に しこた ま 荷 をせ 

れ はして、 旅 g の^ 頭に ベ コ/ \ 御 辭儀を させながら、 家族と ー緖 にかつ かと 暑い 避暑地な どの 停車場 を 出た 彼 

の 過去が、 弱くな つた 心に つけ 込んで 思 ひ 出された りした。 

車の ヒ でお のさして ゐた 洋傘の 柄に 雨が；！ り 出した 頃， 馬車 はやう やく 農場に ついた。 母屋の 熹 所の 前に 馬が 

4- ると、 そこいらの 窓から ガラス 越しに、 この 邊には 珍ら しい 異邦人 を 眺めよう とする 顔が 現 はれた。 彼は营 理人 

の^ 族の 住家と 顧勞働 者の 合宿所 を皴 ねた 一 構へ に、 輕々 と 彼の トランク を擔 いで くれた 管理人に 粱內 されて 這 

人って 行った。 大きな 食堂の すぐ 側から まがりくねった 喑ぃ狹 い 階 子 段 を 上る と、 たった 一 つ 切り放され たやう 

に、 物置きに でも 使 はれて ゐ たらしい 西向きの 小さな 部屋が あった。 一つの 木製の 寢臺 と、 一つの 洗面 臺と、 一 

. つ の 椅子  而 して 離 1 て 建てられた 便所に 通 ふ 渡 廊下の 屋根と、 女中 部屋 ゃ臺 所の ある 母屋の 背面と を 景色と 


して 切り取る】 つの 窓。 それ は 辯 護士の P が 彼に あてがった 部屋よりも 更に 贫 しい 部屋だった。 

然し 今の 彼に とって 一 人になる の は どれ ましい 事だった らう。 顔で も 洗ったら 主人に 引合せる から 降りて 

來 いと 云って、 脊现 人が 部屋 を 出て しま ふと、 彼 はすぐ 窓 を あけて 魚が 水 を 吸 ふやう に、 しとった 初： 炭の 大^ を 

吸った。 而 して ほっと 氣 息をついた。 是れ まで 惡 性の 蔦の やうに 彼の 心に まつ はり 附 いて ゐた苦 々しい 味 ひが^ 

に^ 綺膛に 取り去られた やうに 思った。 彼が K と I 緒に 往 つて ゐた町 も、 畑 や 野の^ 巾に。 ほつ A と 投げ 下ろされ 

たやう に 出来た 町で、 淸ぃ {4,: 氣と淸 い 水との 潤澤な 閑雅な 所であった。 大地 を 愛する 彼の 心 は その 町 を 好まない 

では ゐられ なかった。 そこに 足 を 踏み入れた 時には 胸に 動悸 を感 する 位 喜んで ゐた。 こ、 なら 勉强 らしい 勉强が 

出来さう だと M つて ゐた。 然し 一 度 P 夫人との 忌 はしい 關 係が 出 來 たり、 ジ ユリ ャ との 愛の 破綻が 持 上ったり し 

て：^ ると、 その 閑雅な 町 も t 仅の 眼に は兌逮 へる やうに 姿 を變 へて しまって ゐた。 彼が その 町 を 汚した やうに も m 心 

へた。 町が 彼 を 汚した やうに も 思へ た。 そこに 居 綾け るの は 上：. M だけで しか 交際の 出來 ない 人^と S ひ 合って ゐ 

る やうな ぎごちな さ を 彼に 覺 えさせた。 彼 は 路傍の 人を见 拾て る やうに その 町 を 兌 捨て i こ 、まで 逃げて 來 たの 

だった。 

今 彼の 眼の 前に は總て の ものが 新しくな つて ゐた。 堅く こびり ついた 思 ひ 出の 汚點は どんな 汚い 隅つ こに も兑 

出されなかった。 裘 所の 前の 廣場 は萌 えさ かる 牧草に 被 はれて、 降り 綾く 雨の 爲 めに 綠を 流さん ばかり 靑 かった。 

小さく 出 來た水 溜に は 奥を屮 Z たばかりと 思 はしい 雀の 子が、 親鳥に 敎 へられて 可愛らしく 行水 をつ かって ゐた C 

P 外から も 家の 巾から も、 斗に たつ 程た は 聞こえて 來 ないで、 總 ての 上に しめ やかな 雨が 降り そ」 いで ゐた。 

^しく はあった。 然し それ は 彼に とって 久しぶり の^い 淋し さだった。 

つれ^ \. と 窓から 戶外を 兌て ゐる屮 に、 彼は抵 杭し がたい 睡氣に 襲 はれた。 さう い へば 眠りら しい 眠り を 知ら 

迷路  W 三 五 
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なかった の はもう 幾 H になる だら う。 幾箇パ になる だら う。 彼 は 窓際 を 離れる とふら くと 寢臺に 近よ つて、 靴 

もな がすに その上に ぶった ふれた。 何虚 かで 雨樋 を傳 つて 落ちる 琴の やうな 雨水の 晋 がかす かに 閼 こえて ゐた。 

それ は H 本 を 去って から 彼が 絶えて 聞かなかった なつかしい 音だった。 彼 は それに 耳 を 傾けながら いつの 間に か 

眠って しまって ゐた。 

突然 彼 は 夢 も 見ない 平和な 眠りから 沒義 道に 呼び さまされた。 彼 は ぼんやり 眼 を 開いて 見た が、 そこに 管理人 

が 突っ立って ゐ るの は 見えながら、" 快い 蹒氣が 彼の 體を どんく 深い 柔 かい 所に 連れ込んで 行く ので、 それに 身 

をぬ せて、 又もや 眠りに 落ちて 行かう とした。 彼の 服 は 義理に も 開かう と はしなかった。 彼 はも 一度 こづき 起さ 

匕た。 Mi に 彼 はむ いやい いやな 怒氣を 感じて 起き 上る と はっきり 眼 を 開いて 管理人 を 睨みつ けた。 眼は眞 赤に 

充 to して、 體の 中の 細胞 は 一 つ /(\ 飽き 足らない 眠り を 要求して 地 圑駄を 踏んで ゐた。 然し 管理人 を 見る と 彼 は 

^めて. 01 分が 河 處にゐ て 何 をすべき 人 であるか^ はっきり 分った。 眞聱 W 假 綞 をす る勞衝 者が あるべ き^ I がな 

彼の 新しい-お 過 は 彼が ぼんやり 思った やうに でも 呑 氣 でもなかった の だ。 寢 不足な ^ い 額 をしながら 彼 は 

あと  9  9  7  9  おもや  わた リ 

ま 分の 身の ま はり を 見 ま はした。 而 して 管理人の 後に ついて ぶッ つりしながら 母屋の 蕞 所の 方に 渡 廊下 を 歩いて 

行った。 

一 ミ 

夕食の 後始末 をす ますと 七 時半に はなって ゐた。 朝の 五 時半に 床 を 離れて、 夕方の 七 時半まで 何か彼にかして 

働かなければ な ら な いのは、 非常な 苦痛 に 相違なかった。 しかも その 勞働 は 彼に とって 何ん の 興味 もない もの だ 


つたから なほた まらなかった。 五 n 求と いへば、 五 時半で はま だ 薄 喑 かった。 眼 ざまし 時計が 食堂で^ るの をお 

阅に、 譲 害の ために 夜 巾 過ぎる まで 閉ぢ すに ゐた 石の やうに！ Isi! い 瞼 を 彼は强 ひて 開いて^ を 離. e た。 贗蜀の 灯 

服を涪 力へ て ォ，' ヴァォ ー ルを^ けながら^ 下に 降りる と、 そこに はいつ でも 管^人の 瘦 せた 細^が、 

に^かけ て、 足 許の 大籙 から lil 鈴 薯 を 取り出して せっせと^ をむ いて ゐた。 妙に 髙俊で 1 お §が その 賴すま 起き 

ふさ  おも ひ 

ぬけに 見る に は 適 はない 顔 付 だと 彼 はいつ も^った。 母屋の 臺 所に 行く と、 眼 を さました ばかりの ■ つた 愛 繭 土 

生れの 下女が、 ぼんやり 立った ま-何ん にもし ないで 彼の 來 るの を 待って ゐた" 先輩ら しく 彼女 は 出來る だけの 

m; 荷 を 彼に 投げ かけよう とした。 

然し^:^ は 何ん と 云っても 心安かった。 こ- 、で 彼に ぶっかって 來る人 問 は、 どれ もこれ も 高が 素朴な 2:合 の 入 

たちで、 而も： 九 の^が 通り 一遍の 交渉に 過ぎなかった。 彼の 生れつきの 少年ら しい 快活 さは 珍ら しく 大っ びら に 

彼の 颠に 丄 る や う た亊 があった。 人々 は それ を兑 て 彼に 親しみ 近づいた。 

然し どうかす ると 恐ろしい 悒^ が 突然 地 幾の やうに 襲 ひか & つて 來た。 彼の 顔は兑 る （.^ ざめ て 仕事 も 忘れ 

^てた やうに ぢ っと考 へ 込んだ。 催眠 劑の やうな 田國の 空氣は 暫くの^、 打ちのめされた 彼の 心に 熟睡 を與 へた 

r 人に. おんだ t ォぃぉ 象 をい つ 迄 も 眠らせる 專は 出來な かった。 いらだ-^ しい 慘 めな 不眠の 習^が 段.々 义.^ 七 

^み 始めた。 それ はこ、 に 落^いて から 十日 n の 夜の 事だった。 彼 は 何 か 忌 はしい 夢に 襲 はれて 突然 夜中に 眼 を 

覺 ました。 しんと； 1 まりかへ つた 恐ろしい 噔 闇の 中で、 昂進し 切った 彼の 心臓 だけが 今にも 破裂し さう に 昔 をた 

て、^ ぜを 打った。 彼 は 大きな 眼 を 闇の 屮に 閗 いて 自分の 周 阖を兌 ま はして 見た。 閤は 闇に 瀵く ばかり だっと" 

何虚 にも 光 はたかった。 暫くの さう して 闇 を 兌つ めて ゐ ると、 彼 は 死の 谷に 一歩々々 落ちて 行く 魂魄の やうな 

恋い 淋し さ を 感じ 始めた。 人の 生活から、 强 ひて、 强 ひられて、 .E 分 を续る i なく 斷ち 切った 自分が 恐ろしく^: 

^路  四！ 一！  4J 
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しく 眺め やられた。 熱の 高い 若い 心 はお ど /<- と 彼 を 怨みながら 彼の 胸の 中です、 り 泣き をし 始めた。 

「馬鹿！ に 

ひとり ビと 

しんとした^ さの 中で、 叱りつ ける やうな 彼の 獨ー百 が 聞こえた。 

「こしで い、 んだ。 是れ で贵様 はい、 んだ。 贵様は 思 ひ 存分 傷いた がま だ 起き 上る 事 を 知って ゐ たんだ。 誰も 貴. 

様の 心^ を 分って くれる 人がない？ それが い、 んだ。 貴様の 身の ま はり は 沙漠の やうに 際限 もな く 荒れ 据 てた 

とい ふの か。 い、 ぢ やない か。 贵樣は その 眞 中に 一本 生えた 椰子の やうに 露 直に 立って 見ろ。 それが 出來 ない 位 

なら、 腰 をかビ めて おの 生^に 歸る がい、 んだ。 曲って 生きる より は眞 直に 折れて 兌ろ。 どう^き たって 一生 は 

一生 だ。 i 様が 曲って^ きられる かい」 

これ だけの 言葉 を 彼の 耳 は、 誰か 彼 を 導いて 行く 敎師の 訓戒の やうに 聞いた。 .E 分の 獨語と は 思 はれなかった リ 

「さう だ」 と い 彼 は その si に應 答へ をした。 が、 すぐ その後から 淋し さが ー歷强 く 湧き P つた。 彼 は 淋し 

さの 爲め にわく， （- 震へ 出した。 默 つて は ゐられ なくなって、 雨 手 を 延ばして 寢襄 b 上に かけた 物 を 所 きら はす 

^ で ま はしたり した。 ^布の ざら くした 乎 ざ はりが 小氣味 惡く傳 はって 來る ばかりだった。 1： い 大地まで が、 

彼の 體の 下で 砂の やうに する くと 崩れ落ちる やうに 思へ た。 

とても 义寢附 けさう にはなかった。 それば かりで はない。 激しい 祌經の 輿 奮に 促されて、 フロラの 記憶が まざ- 

まざし K へって 來た。 岡 書 館の 事務所の 椅子に つ k ましく 膨を かけて、 鼻から 口許に かけて 特色の ある 横顏を 兌せ 

くら 

ながら、 お 物 を 請み 耽って ゐる姿 なぞが、 彼の 肉 情 を さへ^って 思 ひ 出された。 それに 較べる とジ ユリ やの 記憶 

は、 あの 激 情 的な 吿 白の 場面が あるに も か、 はらす、 段々 彼の 心から 薄れて 行った。 彼 は フロラに 於て 取り逃が 

してなら ない もの を仅り 逃がした と 思 はないで は ゐられ なかった。 生れる とから 半分 だけし か 持って 來 なかった 


彼の 心 をフ a ラが 持って 生れて ゐて、 残りの 中分 を、 C 分で は： M が附 かぬな がらに、 一心に 探し 求めて ゐる、 そ- 

の物 足らない 淋し さ を フ  n ラは あの 澄み 透って 莨實 な 眼に 集めて、 彼 を^て ゐ たやう に 思 はれた。 彼は寢 床の 巾 

で 彼女の しなやかな、 すこやかな、 お々 しい 肉體を 眼の 前に ある やうに 想像し 始めた。 彼の 欲念 は 段々 いらだつ 

て來 て、 制御し がたい 奇怪な 血の 運行が 彼の 肉 を櫟 つたり 刺戟した りし 出した。 暫くの 問 は、 彼 はこの 妄想の す 

るが ま、 に 任せて ゐた。 彼 は 暗闇の 中で 大きく 眼を兑 I？ いたま.^ 喑闇を 兌す に、 みづ しく 汗ばんだ 處 女の 肉. 

體 を、 胸 を蹭ら せながら： ^詰めて ゐた。 絶^の 心 持 は どん/ \ 彼 を 忌 はしい 行爲の 方に 引きす り 込んだ。 彼 は C 

分に 恫れ ながら も、 それに 抵抗しょう とする 潔癖 を 差控 へて， 成行きに 任せて ゐた。 媚びる やうな-パパの 初めの 

^かい^かい， は， 抱擁す る やうに 彼を軟 かく 押 包んだ。 彼 は 自分で 自分 を 忘れよう とした。 

ふと r 夫人の 胎に 宿って る 肉塊 を^ ふと、 彼 は 跳ね 飛ばされた やうに、 總て の 妄想 を 蹴 § つてが ばと 床の 上に 起 

きな ほって 了った。 彼 は 妄想に ふくれて ぼんやり しかけた 頭 を 激しく ふって、 顳顬を 58 け ざまに た、 いて ゐた。 

而 して 乎 探りで 衣服 を^ かへ た。 而 して 音の しない やうに 階 子 段 を 下りて 戶 外に 出た。 

^我だった。 一而に 晴れ 1 つた 空 は 梨 地の やうに 星 をち りば めた 淨ら かな 溫か ぃ膚 を擴げ て、 生々 の 氣に充 ち 

^れ た.^ 地 を 母の やうに 抱いて ゐた。 彼 は 潤 ひを帶 びて 脹 らんだ 土の 上 を 足で 探りながら 廣ぃ 馬車 道 を 池の ある 

ムに 降りて 行った。 母^ を 出 はづれ ると 木 柵が あって、 その 先き は兩 側と も 牧草 畑に なって ゐた。 野趣 に^んだ 

:：: お ハ 花 い^がよ どんだ ま 、ほのかに^ つて ゐた。 彼 は 眼が だん o 喑 さに 慣れて 遠近の 見さ かひが つく や 

うにた ると *  ^ぎ 足で だらく 下りの 坂道 を 三 町 あまり も 歩きつ ビ けた。 水の 匂 ひがして、 大きな 池の 一部が 入 

.江 の やうに 現 はれ 出た。 彼 は ー氣に その H の 所まで 行った。 母屋 や 合宿所 は 高みに 隱れ てもう^ えなかった。 中 

分^れ でつ た 農 其 遛場 の 細長 い 展根だ けが！； つ こい 丘から すべり 落ちさう に 斜め に なって、 黑く 空 を 切り つ 
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てゐる だけだった。 

く は 

夜螯を かま はす 歩き 廻る 事の 好きな、 從 つて 自然の 姿の 色々 を 可な り 精し く 知って る 彼に とっても その 夜 

しひた 

やうな なごやかな 穩 かな 夜 は 珍ら しかった。 部屋の 中で 彼 を 虐げ 苦しめた 妄想 は途々 薄らいで 無くなって しまつ- 

*z る  9  9  9  9 

て、 彼の 心に は 沈んだ、 淚ぐ ましい， 圓ぃ 悲哀が どんより と殘 つて ゐた。 

池の めぐりに は 道が つけて あって、 それが 畑に 出たり 木立 を 潜ったり して ゐた。 廣 やかな 眼路の 限り は晚 春の 

生氣 をした- - かに 吸って 醉 ひしれ て 見えた。 草の葉 や 若芽から は 靑ぃ匂 ひが むれ 立って、 分秒 を爭 ひながら 延 IV 

ねむ 

掂 がらう とする 草木の 力が 聲 となって 聞こえる かと 思 はれた。 その 癖 あたり は餘 りに 靜 かだった。 池の 水は睡 さ. 

ねよ  よど  ま こも 

うな 美しい 眼の やうに、 なごやかに 薄 濁って 粘りつ こく 淀んで ゐた。 眞菰ゃ 睡蓮の 若葉の 間に、 水に 极を ひたし ■ 

せたけ 

て ニー 二 本の 榛の木が 考へ 深く 立って ゐた。 池の 對 岸に は 水と 签 との 間を黑 く^ 切って 雜木 林が 同じ ほどの 背丈に 

お  つら  まつ 

生 ひ 迚 なって ゐる 中に、 錐の やうな 椴 松 だけが すい./ f\ と 高く 聳えて ゐた。 

ちゃぶ り ：：： 近い 中に 來る惠 み 深い 雨を豫 一一 目す る やうに 小魚が はねた。 その外に も 聞こえない 聲 はあった 然. 

し 昔はなかった。 

どう 變 つて 行く かわから ないやうな 悲しみ を 胸に 祕 めながら 彼 は 池の ほとり を 行ったり 來 たりした。 顎が 胸に- 

さはる ばかりに 頭 を 垂れて、 彼の 兩手は 衣囊の 中に 深く しま はれて ゐた。 彼の 若さと して は、 その 姿 は 哀れ だつ 

た。 彼 は 自分が 知ら. fli らす 感傷的に なって ゐ るのに 氣附 いて、 いまく しく 思 ひながら も、 ゃ& ともす ると 譯. 

の わからない 甘い やうな 淚に ひたらう として 

^ ん 

然し 彼 は いつまでも そんな 乔氣な 事 はして ゐられ なかった。 自分 を 甘やかさう とする 感情から 彼 は 段々 と 如 實 

の 分 をお へす に はお かれた くな つて 來た。 彼の 歩み は & ばって 來た。 而 して 仕舞 ひに は、 牛馬に 水を飮 ませる 


くひ  ぼつねん 

ために、 水の 上に しつら へた 小さな 棧椅に 近寄って、 その 杭の 一 つに 孑 然と 腰をおろした。 

¥ よう ぜん  うづ 

彼 は 石の やうに 凝然として 動かなかった。 然し その 胸の 中には 恐ろしい 執着 や， 後悔 や、 絶望的な 希望が 渦卷. 

き はじめた。 彼の 心は乂 P 夫人の 寢 ^の 方に ゐ ざり 寄って 行った。 そこの なじみ 深い 寢臺の 上で 熟睡す る 夫人の 

想の 中に 彼の 執着 は まっしぐらに 這入り込んだ。 何故 そんな 事に 思 ひ 切りが つかな いんだ。 しなければ ならない 

仕事 はあり 餘る稃 あるで はない か。 大きな 世界が 開 け かけて ゐる 。今 口まで 總て の 愛造 を ふり 切り 斷ち 切り、 持つ 

た 限りの もの を かなぐり 扮 てた そのお々 しい rs: 險 的な 心が、 何故 小さな 一 つの 肉塊に それ 程の 執着 を繫 がねば な 

みにく  J- たづら 

らな いの だ、 - おまけに その 陶 塊 は 愛の 滿 足の Si 某で はない。 醜い 偶然が 生み出した 自然の 惡戲 に過ぎないの だ。 ？ 

夫人 はたし かに その 肉塊に 對 して 露^の 愛情 も 執着 も 持って はゐ ない の だ。 そんな くだらな. s 出来事に 對 して贵 

様 位 馬鹿らしい 未練 を 持った 人^が 一 體 一人で も あるか。 どうして 生きる 積り だ。 何 をす る 積り だ。 何 を 愚圖愚 

圆 して ゐ るの だ。 墮 落に 堕^ を 重ねながら 無駄に 時 を 過ごす のが 一生の 仕事で はよ も あるまい。 责様は 人生から 

1 體 ：！： を 要求して ゐ るんだ。 第一、 要求して ゐる のか、 與 へようと して ゐる のか。 獨自の 生活 を 切り開く と覺悟 

しながら、 する^な す^、 無自覺 な人逮 のす る^と どこが 違って ゐ るの だ。 貴様 は K だけに も 徹底して はゐ ない 

ではない か。 父母と 兄^と が贵 找の爲 めに 拂 つた 高い 代價 だけで も考 へて 兑る がい， -。 まあい、、 勝手な まね を- 

-  あま 

して 勝手に 苦しんで ゐろ。 ^^の やうな 乎 もつ けられない 馬鹿正直に は 生活と いふ もの 、方で 呆れ返って ゐ るん 

さん. M«  ど たん は  つら 

だ。 三お さがって 氣 がっく^に は 牛： 活の 方で 兌 向き もしない だら うから。 土 端 場に 來て^ 鹿な 面 を 下げない やう 

にしろ よ o   

焦ら だ、 しい 氣持 はわく，/ f\ ^きか へ つ て、 彼 を 居ても 立っても ゐられ なくした。 どん/ \ と 胸に うちつけて、 

9  9  9  9  ふところで 

機會 は^ 流の やうに 彼の 後ろに 遠ざかって 行く のに、 彼 は、 ぼんやりして 懐手 をした ま X、 一  つ/, \ それ を 取 逃 

^お  叫四 一 
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ごに  しふね 

おして ゐる やうに も 思へ た。 さう 考 へながら も、 彼 自身く だらない と 思 ふ 執着 は 牛蝨の やうに 執念く 彼の 心に 喰 

ひ 込んで ir くの だ。 拾て ようと 思へば 思 ふ ほど 一 一重 三重の カを增 して 逼 つて 來る 愛着。 白紙の やうに 何もかも 分 

ら なくなって しまった 彼の 命 を どん底から^り 動かして 脅かしに 來る愛 瘠" 何しろ 彼 はた^ 一  っ錢 された 彼自 な 

の もの を： W 乎に 抱き か、 へたい 唯一 つの 願 ひに！： まって しまって ゐた。 牛の やうに 底力の 强 い！！ い 喑ぃ 彼の 意 ふ 

た 彼，： H 身 どうす る 事 も出來 なかった。 一度 輝かしい 愛の 姿に 變 らうと した 彼の 若い 力 は、 殘 酷な 運命の 乎に 脆く 

踏み 踬られ ながら、 ぶす/ f\ と 何時までもく すぶりながら 燃えて ゐた。 

卟 の ものと て は M ん にもない。 彼 は その 力が 彼 を 生かす もので あれ、 殺す もので あれ、 それにた よる 外 はたか 

つた。 彼 は その 力 を もて あっか ひかね て 「どう すれば い \ん だ」 とよく 獨 語ち たが、 今にな つて 見る と、 どうに 

も かう にも， その 力に^ き すられて 行く 所まで 行って 見る より 外はなかった。 

^はやう やく 强 ひて そこに 落着き を兑 つけて 立 上った。 露に しとった 肩 をた、 きながら、 切 端つ まった 覺 悟の 

^を 喰 ひしば つた ま 、で、 もと 來た 坂道 を そろ，/ \ と 登り 始めた。 

g はま だ 明けようと はしなかった。 岡の 上まで 來て 後ろ を 振り返る と、 池の 水 だけが かすかに 燐の やうに 光つ 

て^ん かい 3ds な 大地の 凹みに 淀んで ゐた。 それ を 兌る と 彼 は 今更の やうに、 ひしく と 自分の 孤獨を 感じた。 

勁^した いやうな、 地び たにぶ つ 倒れて 誰に ともなく 祈りたい やうな 淋し さが 胸先き に^ 黑 くこみ 上げて 來た。 

一 四 

その 日の 夜、 仕事 をす ますと、 彼 は 管理人に 斷 つて 家 を 出た。 母屋の 側 を 通る 時に、 窓から、 灯の かん く つ 

つた^^の 屮を a ると、 也 主 夫婦が 一人 づ- 可愛い & 女の 兒を 膝の 上に 乘 せて、 さし 向 ひに 何 か 微笑みながら 話 


をして ゐ た.。 言 葉の^ しも 聞こえな いのが、 不思議に も 夢の やうな 神祕 的な 感じ を 彼に 與 へた。 そこ を 通りぬ け 

ると • 像った {<ニ の 下に 横た はる S 舍道 は、 鼻 をつ まみ さう に喑 かった。 

ボストン 行きの 列^に は、 おくれ 走せ ながら 芝居 見物に 行く らしい 幾 組 かの 殍 女が、 ちら ほら 座 を 占めて ゐた。 

他 il 行きの 服装 をして * 氣分 まで 輕く なったら しい その 人々 の 高 笑 ひや 快活な 舎 話の 聲が、 彼 を 一 曆 淋しく させ 

た。 その 常時の 大統領の a 1 ズ ベルトが 口 f^ll 交戰^ の爲 めに 仲裁 を 試みよう として ゐる、 その 嘷で總 ての^ 團 

の 話題 は 持ち切って ゐた。 彼等 は それが 他處 行きの 衣裳に 丁度 似附 いた 話題で あるかの 如く、 面白い^ 行 物の^ 

でもす る やう に^し 合って ゐた。 

二 匹の I だって 大きた * お を 偶ます 事が 出來 る。 と-/ ム つて それ は 虻が^ より 强 いとい ふ 證據に はたらない」 

「然し^ 鄉の あの 兑事 な^ はどう だ。 もっと やらせて おくがい 、よ。 どうせ： ゆ； 米 利 加の 不利益になる んぢ やない 

から」 

すば  とっかん  おし  - 

「何しろ 小 ぼけな Jap は 素晴らしい。 吶喊 する 時に 啞の やうに 默っ たま、 で吶喊 する さう ちゃありません 力」 

「本 * でせ うか j 

「たしかに：：： 水 人. CZ 身の 害いた 新 閒記蔡 にあり ましたよ」 

「^制：；；；、 H.:^ は^まし いと 私が かねぐ いふの は そこの 事なん だ C 專制阈 の 主 櫂 者 はたった 一人 だが、 立憲 阈に 

たると：！：： c となく 議员 とい ふ 奴が ゐ るんだ。 そいつが 腐敗して 兌ろ、 ^りかけ たチ ー スと 同様 始末の しゃう がな 

くた るんだ からな」 

「所が： n 本 は 立 惠！； です よ」 

「何？ 立憲 阈？ 呪 はれで もす るが い，^」 

^  路  四 四！！ 一 
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「《、で、」 

「Teddy は 何ん とい ふ 敏捷い 男 だら う。 次ぎ Q 選 擧は义 共和 黨の 勝利 だよ、 ぉ氣の 毒ながら」 

「君の やうな 新しが り やに は 民主 黨の國 家 的價値 は、. Q かるまい さ。 露西亜 や！！： 本まで 持って行って モ ン 口  ！王義 

の破壞 を 企てないでも よさ さうな もの だ。 兌て ゐ 給へ。 いまに 帝！： キ- 義の铌 にか 、つて 亞米利 加が 立往生す る 時 

が來 るから」 

ふ し S な 

「見て ゐる とも、 節孔の やうな 大きな 服 を 開いて 兌て ゐ るよ、 見て ゐ たって 無駄 だとい ふ 豫定の 事實を 暫く 片附 

けて^ いてね」 

「おや、 あすこに 坐って ゐ るの は 日本人 ぢ やないで せう か 一 

「どれ、 どこに」 

「聞こえ ますよ。 すぐ 後ろです よ j 

こんな 會話が 前後 もな く、 あっち こっちで 交 はされ てゐ た。 A は 闫 分が 注意され 出した のに 氣 がっくと、 しま 

あ a、 

つたと^ つた。 然し さう 思 ふ^も 與 へないで、 好奇心に 燃えた 客 単 中の 人々 の 視線 は 綾の やうに 彼に 向けられて 

ゐた。 一 人の 政治 狂ら しい 颢ぉを 生やした 老人 は 突然 彼の そばに 來て、 彼の 手 を 握りながら 堅く 振った。 

「お， S は H 本人 かえ」 

さう 問 はれる と 彼 は 氣むづ かしい 顏を 上げて、 老人 を 見ながら 激しく 答へ た。 

「さう だ。 が、 何 か 用です か」 

それ を^まで 聞かす に 老人 は 彼の 手 を 無 一 一 無 三に 打ち ふりながら 叫んだ。 

「小さな 勇ましい Jap のために 三度 萬歲！  國と お前の！： と は 提督べ ルリ 以来の 親友 だ。 私 はお 前の Hi の武 


士. 迫 も 將軍も と 知って ゐる。 支那 を腾 らした やうに 露西亞 もした、 か膺 らして やる がい、。 い、 か C しつ 

かりやれ 。私の！： は^ 俠 心が 強い。 いつまでも 小さい ものに 加勢す るの を 忘れ やしない。 ズ ベルト は 何ん と 

(つても t 界 一 だ。 心配せ すに 私の 阈に 任せて おきな。 こ > -にゐ る 人た ち は呰ん なお 前に 同情して ゐ るんだ から 

な」 

彼 は, よりその 老人が 一 知 半解の 政治 狂 だと は 察して ゐた。 それに も か X はらす 不快 はやまなかった。 車中の 

人の、 無 邪氣に は相逮 ない が、 あまり 反省の ない 俗人ら しい 眼 付で、 面白半分 じろ， 見られる と、 むしゃく し 

4- して ゐる 彼の 胸の 中には 皮 肉 な輕 蔑の 心 持が むらく と 起って 來た。 

彼 は 熱心な 老人の 握手から 冷やかに 乎 を 引いた。 老人 は 不思議 さうな 面 持で 彼 を 眺めた。 彼 は 今更に 變り 果て 

た，：：： 分 を e 分で 眺めた。 彼 はいつ の^に か國籍 のない 浮浪 人と 同様にな つて ゐる 事に 氣が附 いた。 彼 は國の 區^ 

を 立て、 人に 接する 事 を 忘れて ゐた。 彼の 前に は 人 は 人と しか^らなかった。 彼 はこの 心 持で ジ ユリ ャに戀 を 求 

めて ゐた。 叉 P 夫人に 對 して、 この 心 持で 二人の 造った 悲しい 結 栗 を 眺める やうに、 口に は 出さなかった が、 耍 

求して ゐた。 彼に とって 餘 りに 自然な この 要求 は、 然し ジ ユリ ャに 取っても P 夫人に 取っても 考へ 及ばない 程不 

自然な 要求だった の だ。 彼 は その， s 始めて、 自分の 淋し さが そんな 所に も极を 持って ゐ るのに 氣が附 いた。 

「この 戰は 大きい ぞ。 n 本が^ 亞と戰 つて る^に、 贵 様は贵 様で 戰 ふべき 戰が あるの だ。 贵檨 は國籍 のない 浮 

浪人な ばかり か、 どの 階級に も 馬し ない 眞 裸な 人^なん だ。 それ は *： 様が 疾の 昔に 氣が附 いて ゐ てい、 喾の もの 

だつ たんだ。 贵桡 はま だ 小さく つて 弱い。 然し 貴様の 敵 は あの 政治 狂の 爺が いふ 露西亞 でもない。 唯物主義のに 

めいふ 有 布 階級で もない。 生活 そのもの なんだ。 …… 馬鹿^直。 贵樣の 馬鹿正直 は 何ん とい ふ 止 度の ない 恐ろし 

いお 鹿. 止^だら、 つ 
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. ,  よぎ 

^おの やうに、 ： 人 啓の やうに、 これ だけの 斷 想が 彼の 頭 を 過って 通った。 彼の 眼の 前に はもう 政治 狂 S 老人 も、 

輕 い 心で はしゃぎ 合 ふ乘客 もなかった。 彼の 顏は 人々 の 興がって 兑てゐ る 前で、 悒！ g に、 夢み る やうに なった。 

，遊 病 者の やうに 大きく 見 開 かれた 一 一つ の 眼 は、 川 をな さない もの \ 恐ろし さ を 以て 人々 を 撰った。 阁く 結ばれ 

た 大きな n は 役た 開かう と は 思 はれなかった。 彼の 腕 は ひとりでに 胸の 所で 堅く 絍 まれて ゐた。 

ま容は 突然 石に なった やうな 彼 を 兄る と 笑 ひ を 殺して 額 を せた。 

_.  confsnded  freak  ！ (乎 の附 けられない 變物 奴) 一 

粆又 物い ふの を閲 きに 來てゐ た 生意氣 らしい 屮 年の 女 は、 m の 所に 指 をお きそへ て、 眉 を ひそめながら、 憎ら 

しげに 彼 を 見やって ゐ たが、 小さな 聲で、 i き 拾て る やうに かう いふと、 下らない： ^世 物に 高い 金 を拂 つた 人の 

やうに、 不平な 顔 付 をして、 どん， 分の 座席に 歸 つてし まった。 

一 五 

A が ボストンの 停車 楊に 着いて、 P 夫人の 家の 前に 立った の はもう 九 時 過ぎてから だった。 いやに すろ^- 

中の^ ひ を、 田^から 來た彼 は 殊にい やな ものに 思 ひながら、 やう やく 服 ざす 戸口に 近よ つて 呼 鈴 を 押す と、 す 

ぐ 内から $人# が 問 こえた。 開けられた 戶 tl に は 見 惯れた 女中が 立 つ てゐ た。 女中 は 彼 を 見る と^ 意 打ち を 喰 つ た 

やうに^い たらしかった が、 彼 は會釋 もな く 廊下の 中に 足 を 踏み入れた。 女中 は戶 もた てす に、 一寸お 待ち 下さ 

いと 云った ま k 二階に 走り あがった。 

彼 は Is かに 戶を しめて 、帽子掛けに 帽子 を かける と、 すん， ^客間に 這 入つ て 行った。 客 問 は 念入りに 掃除が し 

てお つた。 窓に 近い ソ ファ ー の s に 駕 白な リ ン ネル を かけた 小 卓が 置いて あって、 その上に は 赤. s 傘 を 着た^. m 


燈と 茶器と が^か かと 並べて あった。 部屋の 中に 天井から W り 下げられた 燭光の 强ぃ 電燈を 消し さ へ すれば、 

ち C ら  9  9  9  9  * 

そこの 禺は 跳へ 向きの あひ^き の 場所に なると 思 はれた。 もう 一 つの 隅に は マホ ガー 一 ー の クラン • ヒア ノが せ日の 

ま 、に 敷々 しく m はかれて ゐた。 それ を兒 ると 彼に はすぐ あの 時の 事が 兑る やうに 思 ひ 出された。 彼 は あの 逯を嘗 

て焭 えない 惑亂 した 心で もって、 傷ついた 牛の やうに 歩き ま はって ゐ たの だ。 若し 夫人に 對 する —— どう 見ても 

不^ だと 思 はれ、 义 さう 忍 はせ る やうに 巧みに 扳 舞った、 夫人に 對 する 同情 さへ なかったら、 いかに 彼の 心が 暖 

かみに 飢 ゑて ゐた とはいへ、 彼 は あれほどな 輕は すみな 蹉跌 はしなかった らう。 入口に 近い 肱掛 椅子に 淺 くや： つ 

て、 多恨な 大きな 眼に 淚を 一ば いためながら、 名もない 異鄉 のー靑 年に すら 同情 を 求めて ゐる P 夫人 を 見る と、 

彼 はもう：！： も かも 忘れて しまって ゐ たの だ。 彼 は肱褂 椅子の あった 位置 を 振り返った。 そこから 夫人が 運命の や 

- つに、 蛇の やうに、 飲み込まん ばかりに 彼を兒 つめながら 近づいて 來 たの だ。 彼 は 自分の 利に もう 一度 夫人のお 

へる 手 を 感じた やうに 思った。 彼 は 彼の 晤ぃ 生活 を 導き出し たこの 部屋に 一 人で 永く は ゐ殘れ ない 氣 がした。 夫 

人が 降りて 來 なければ、 n いくこの 煉獄 をの がれて、 二階の 地獄に 行った 方が 却って 心安い と 思った。 彼はグ ラン. 

ピアノに 乎 を^き そへ て 額 を 伏せて しまった。 而 して、 それにしても マ ァギィ はもう 寢た のか 知らん と、 彼の 負 

ふ ベ き 十 宇 架 の やうな 少女の 事 を 思って ゐた。 

知れない 稃靜 かに P が 開いた と 思った。 彼 ははつ と^ 想から 取って返して 入口 を兑 た。 そこに は 奪 白な 服 を^ 

て， ^を 希 腿 風に^つ た P 夫人が、 {： 々しく も 女の やうな：！ S 高さ を裝 つて、 ほ、 ゑみながら 立って ゐた。 

その 姿は總 ての^ を 彼女に 引きつけ るに は 十分 淸ら かに^し かった。 三十 を 越して ゐ るの は 叫かに 知れな が 

ら， 子供 Q やうた 若さ を 失 はない、 淋しく 祌經 質ら しい その 姿 は、 不圖彼 を すら 動かさう とした。 然し 一度 夫人 

の 幻 を 打破った 彼 は、 直ちに 反動的な 不快 を 夫人の 姿勢^ 體に 感じた。 然し P 火 人 はそんな S に はこ だはって ゐ 
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. な いらし く、 浮いて 流れる やうに 彼の 側に よって 来て 握手した。 而 して ソファ，' に案內 しょうと した。 彼 は ピア 

ノ の 傍 を 励かなかった。 夫人 は それ を さして 氣 にかけ る 様子 もな く 自分 だけ ソファ ー に 腰かけた。 

彼 は大隐 な、 敵意 を 含む 程な 眼 付 を 夫人の 胸の 所に 投げた。 彼は檢 事の やうな 冷やかさと 銳さを 以て 夫人の 懷 

姙の經 過 を 探らう とした。 P 夫人が 彼に 姙娠の 恐ろしい 報知 を 投げつ けたの は 十二月の 末だった。 而 してもう 六 

パが來 た。 未 經驗な 彼に も 眼に つくだけ の ものが 見え 出さねば ならぬ 害 だと 彼 は 思った。 所が 夫人の 胸 は 少しも 

酏く はなって ゐ なかった。 下着が 減った 故 か、 前に 遇った 時よりも 夫人 は 却って 瘦 せた 位に 見えた。 

「あなた は 矢張り K さんの 所に いらっしゃる？ 少しも いらっしゃいませんで したわね」 

夫人 は 少しせ える やうに 首をかしげながら 尋ねた。 その 晚彼 はもつ と 彼 自身 を はっきり 夫人に 說明 する 積り で 

来たの だから、 割合に 落着いて 口が きけ た。 

「私 は 今 出舍に 行って ゐ ます。 然し それ は 大した 問題 ぢ やない。 私 は 今夜 もっと 私 を あなたに 理解して 貰 ひたい 

ために 來 たのです …； 」 

夫人 は 叉 機嫌 を 取る やう に 微笑み つ ビ けた。 

「私 解って ゐま すわ。 あの 晚の 事なん ぞ私 —— その 時 は それ はこ の 通りの 祌經 質です から 腹 も 立てました けれど 

も  何ん とも 思つ. てはゐ ません から、 もう 云 はな いで 下さい。 で、 今夜 は あなた ゆっくりい らっしゃる 御绩 

.JCS  ？」 

「直ぐ 歸 るんで す。 だから …… 」 

「終列車 は 何時 に 出 ま すの？」 

「それ は 僕が 心得て ゐ ます。 あなたが 僕 を 早く 歸ら せようと して ゐ るのに 不思議 はない。 僕に も 同感が 出来ます。 


然し 僕 は 云 ふ 事 だけ は 云って 歸 ります。 いけません か？ い、。 宜 しい」 

P 夫人 は 化 方な しに 靜 かに 彼の 顔を兑 守った。 P 夫人 を 服の 前に 兌る と、 彼の 心 はしめ つて ゐた。 然しが \ し 

い 彼の 聲は 少し 震へ を帶 びた にけ だった。 

「あなたと 伎との 出抦は あなた 自 身の 心が よく 知って る 害です。 簡單 にいへば あなた は 僕 を 弄んだ。 まあお 聞き 

なさい。 あなたの 經驗は 僕が 憐れむべき 案； 貞の若 だとい ふ 事を兑 ぬいて ゐ たの だ。 まあ 仕舞 ひまでお 聽き なさ 

い〕 おまけに あなた は その 時飢 ゑて ゐた。 僕 は c: 分の 責任 を 免れよう として かう いふので はない。 ^は 露 正面 か 

たち  もてち そ 

ら I お を扣 へす に は S けない 質 だからい ふんです。 僕 も あなた を 弄んだ。 言葉が を かしい かも 知れない、 然し 僕 

の 魂 は I 魂なん だ I 魂 は あなた を耍 して はゐ なかった II あなたが 要して はゐ なかった やうに。 然し 僕も飢 

ゑて ゐた。 僕の 飢 ゑて ゐ たもの は あなたの 飢 ゑて ゐ たものと 同じな のか も 知れない。 異 つて ゐ るか も 知えない。 

それ は 觅に角 僕の 飢 ゑが あなたで 滿 たされな いのは、 あの 恐ろしい 破 操の 瞬間で も 僕 は 忘れて はゐ なかった。 そ 

れ だのに 僕 は あなた を 弄んだ。 

い-からお 聽 きなさい。 

乎 紙で あなたに 喾 いたやう に、 僕 はこの 墮 落に 對 する 一 赉 深い 責任 を あの 小さな マ ー グ レットに 感じました。 然 

しそれ よりも 深く n 分，：；： 身に 感じました。 ^偽から .E 分 を 救 ふために 僕 は あの 絡 交の 手弒を 書い たんだ。 然し そ 

れ よりも 恐ろしい 虚偽 はすぐ 後から 僕 を 捕へ ました。 あなたが 僕に 二人の 罰の 恐ろしい 結果 を 知らして よこした 

^、 僕 は 或る 女を戀 して ゐ ると 思って ゐた。 そして その 戀に醉 ひしれ た あまりに、 あなたの 手紙に は 返事 も 書か 

たかった。 而 して その 女に も 都 實を 告げないで ゐた。 

あざむ  1 

然し その 女が 仪を 欺いて ゐ るの を 知った 瞬 に、 父と いふ 僕の 本能 は 僕に 十分の 復鷥 をして しまった。 憎みな 
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がら、 僕 は あなた を 捨てる 事が 出來 なくなって しまったん です。 僕 はこの 苦しみ を どう 切り 拔け てい \か 知らな 

かった。 僕 は 酒 を 飲んだ。 酒が 僕 を 本能 だけにして しまった。 (こ \ まで 來 ると 彼の 聲は むせぶ やうに 震へ はじめ 

た) 而 して 本能 は 僕 を あなたの 所に 引っ張って 來た。 醉 つたお 蔭で 僕 は 本 氣に歸 つて ゐ たのに、 その 時の あなた 

はどう だ。 その 時 母の 慈愛 は あなたの 何處 にあった。 あなた は マ I グ レットの 親で ありながら、 親の 心 を 知らな 

い 人 M の やうに、 僕の 父と しての 喜びと 悲しみ を 踏み 躧ら うとした。 あなたの 心 は どん底まで 沈んでも その 邊ょ 

り 下に は 行き 切らないんだ。 あなた は 哀れな 浮游 動物に 過ぎな いんだ。 あなたが どれ 程 そんな 顏 をして 僕に 惡意 

の  じゅん 

を 持た うと も、 明かな 事實は 云って 退けられねば ならない。 こんな 所で 僕 は 感情に 殉 じて は ゐられ ない。 

あなたが 若し その子の 母で ない としても 僕 は その子の 父 だ。 その 權利を 失 はない 爲 めに 僕 は あなたの 弱點 につ 

けこんで あなた を强 迫した。 子の ためと はいへ、 僕が どれ 程 この 墮落を 怒り 悲しんだ か は、 あなた は 知るまい。 

あなた は 今でも、 この 瞬間で も、 なほ 恐ろしい 强迫 をし 兼ねない 男と しての み 僕 を 怖がって ゐる やう だ。 安心な 

さい。 僕 は 縦 令 子 を 失 はう とも.. •：.、 水 久に失 はう とも、 もうあん な墮落 をして 自分 を 見失 ふやうな 事 はしない か 

ら o 

愣はー 一 庇と あなたの 弱點 につけ 込む やうな 醜い 事 をし ない 爲 めに、 これ だけの 事實を ありの ま、 に 云った ので 

す。 あなた は 縱令顔 付で は 怒ったら しく 見せても、 心の中で は 釘 をう ち 込まれる やうに 僕の いふ 事 を 認めない SS 

に は 行かな いんだ。 

あなたが 若し 偽善の 假 面を脫 がう としない のなら それでもい たビ その子 を 僕に 與 へて 下さい。 その子が 僕 Q 

子で ある 事 を はっきり 誓って 下さい。 僕の 爲 めに その子 を 殺さす に 生んで 下さい。 その子が 何時 生れる か を 知ら 

して 下さい。 その子 を 胸に 抱いた 時に 僕 は はじめて 本當の 生活 をす る 事が 出來 るんだ から。 何ん にもない 僕に は 


その子 だけが あるんで す。 若し 僕を感 する 箏 が出來 なければ、 あなた は少 くと も 僕 を 理解して くれる 事 は 出來る 

だら う。 若し …… に  ， 

, *  ,  そば だ  あさはか 

ぎょっとして 彼 は 入口の 方に 环 を欹 てた。 魂から しぼり 出される やうな 彼の 吿 白に 打 たれなが らも、 浅 墓な 負 

^しみの 心から、 わざと 平 氣を裝 つて、 まじろ ぎ もせす 彼 を 見入って ゐた P 夫人 は 彼 以上に 驚いて 顔色 を變 へた 

が、 彼の 眼に 觸れ ないやう に 顔 を ふりむけて、 いきなり 立 上る と 急いで 玄關の 方に 部屋 を 出た。 表戶の 外から は 

鍵 を 入れて 錠 を あける らしい 音が なほ 聞こえて ゐた。 

突然の 侵入者に P 夫人の 返事 を 聞き はぐらした 彼 は、 感情の 突然 ゆるんだ のと、 返事の 得られな いとの ために、 

失望して、 輕 ぃ眩锻 を すら 感じた。 

廊下で は W の聲と P 夫人の 聲 とが 恐ろしく もつれあって 二三 分の 間 聞こえて ゐ たが、 突然 容 問の 戶を 蹴破る や 

うに 押 開けて、 P 夫人に 追 ひす がられながら， 一人の 男が 這 入って 來た。 彼 は 氣を取 直して その 男 を 見た。 見知 

•  さげす 

ら ない^だった。 は 彼を兑 ると 急に 落^き 拂 つて、 自分 を 蔑む とも 彼 自身 を 蔑む とも 思 はれる やうな 笑 ひの 影 

を：^ の あたりに 漂 はしながら、 P 夫人 を 見返った。 夫人 も その 男に 眼く ばせ する やうに して 狎れ くしく 微笑ん 

だ。 而 して いかにも 品よ く 彼と^と の^に 立って， 

「まだお 近づきが ありませんで したわね。 これ は 私のお 友達の がさん。 これ は F 大學 にゐる A と 仰 有る 日本の 方」 

といって 二人 を 引合 はせ た。 何ん となく 駱駝 を 思 はせ る やうな、 背の 高い、 頸のお い、 銳 さうな 形 をした 癖に 

光の^い 眼 を もった そ の^は、 握手の 手 を 出さう としたが、 A が 冷然と 立って るの を 見る と、 A 以上に 冷淡な 態 

度に なって、 その 癖 丁寧に 上體を 屈めて 佛蘭西 人の やうな 挨拶 をした。 

「贵^ の 海 戰の捷 利 をお ほ 出た く 思 ひます j 
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いかにも 氣 取った 調子で W とい はれた 與は 白ば つくれた 事 をい つた。 而 して 今度 は P 夫人の 方 をき みて、 親し 

げに、 

「今日は 土曜 n な もんだ から、 仕事が 少し n 十く 濟み ましてね」 

といった。 

彼 はもうな すべき 事がなかった。 いくらあった としてももう 仕樣がなかった。 一 一言 三 一直  一 一口 葉 を P 夫人と 交へ て 

から、 彼 は 夫人と 離れた。 W とい はれた 男は戶 口まで 彼 を 送り出した。 

雨が ぼつ/ \ 降り出して ゐた。 彼 は 服の 襟 を 立て、 停車場の 方に 急いだ。 P 夫人が 落着いて ゐる らしく 昆 せな 

がら、 彼 を歸ら せよう/. \ として ゐた 事が はじめて 解った と 彼 は 思った。 土曜日と 聞く と マァギ ィのゐ ない 譯も 

分った。 P の 所に 泊り に 行って ゐ るの だ。 マァギ ィのゐ ない 日に W の來 たの は 或は 偶然 かも 知れない。 それにし 

て も W とい ふ 名 は 聞いた やうな 名 だと 彼 は 思った。 

十二時 近く 農場に 歸り 着いて 合宿所の 戶を 開けよう とする 時、 はっと 彼 は 思 ひついた。 かすかな 記憶で は ある 

が、 彼が 泥醉 して P 夫人の 家に 行った 時、 二階の 窓から P 夫人が 呼んだ 名前ではなかった らう か。 …… さう だ… 

： それに 違 ひなかった。 

P 夫人に 對 する 惡 意が また 更に 彼の 胸の 中で 深まった。 

彼が. ni 分の 部屋に 這 入る とすぐ、 遠くから 龃け 出して 來 たやうな 雨の 脚が 板屋 拫 をけ た-ましく 叩いて すっと 

また 遠退いて 行った。 それ は 眼の 前に 近づいた 夏 を はっきりと 思 はせ る やうな 自然の 奏でる 序曲だった。 然し 彼 

は その 時の 心 持と はいかに 緣遠 いもので あつたよ。 

彼 は 蠟燭に 火 を 移して 洗面 臺の 片端に 蹬き、 他の 片端に 紙 切 をのべ て 忙しく 筆 を 取った。 


rp 夫人 

w 氏の 來訪 は總 ての 問题を 未解決の ま、 に^した。 あなた は 私に 返事 を 認める 責任 を 持って ゐる。 私に は あな 

た を 二度と 訪れる 程の 力がない。 もっと 正確に いへば、 二度と 訪れる にして は、 あまりに 激しい 力の 過 剩に押 

しひ しゃがれ てゐ る。  -， 

如何なる 父 も 私 以上に は强く 愛しなかった。 愛する 所に 權 利が ある。 さう だ。 愛の ある 所に 權 利が ある。 私 

はこの 權利 によって あなたに 訴 へる。 子 は 私に 返せ」 

始めに 彼 は その 投凾を 明日の 朝に しょうと 思って、 その ま \ 洗面 臺の 上に^い て、 服 を脫ぎ はじめた。 然しす 

ぐ^ ひな ほして 上^も^ すに 乂^ 1" な戶 外に 出た。 郵便 r! までに は 四 五町 行かなければ ならなかった。 大きな 並 

はふ  もと 

木の 一 つに 鐡の 鎖で 結びつけられた 不恰好な 木 筘に乎 羝を拋 りこむ と、 彼 は 安堵して 元來た 道を靜 かに 歸 つて 

行った。 彼の 心 は 唯 火の やうに 熱して ゐた。 熱い 淚が譯 もな く 後から/, \ 流れ出る の を 彼 は 拭 はう ともしな かつ 

た。 

部 S に 這 入る と蠟燭 が^に 搖れ て、 彼の 大きな 影 は： 冰ぐ やうに 後ろの 壁に 搖曳 した。 P 夫人 を 見た 事が 彼に は 

悪かった。 胎 兒に對 する 愛着の 念が 腐蝕 劑の やうに 彼の 胸の 心に 喰 ひ 込んで 來た。 獨り ぼつち な 大きな 影 は 極 商 

に 彼を悒 にした。 彼 はいきな り 蠟燭を 消して、 闇の 中で 衣服 を 着かへ た。 而 して 母の 胸に すがり 附 くやう に寢 

床の 中に もぐりこんだ。 

シ ー ッで： g を 被 ひながら、 彼 はす \ り 上げ- (\ 泣き出した。 

I 六 
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彼が ボストン 市に 行って から 三日 目の 朝 P 夫人の 返事が 來た。 

「A^  . 

御 乎羝拜 兑。 他人の 心 持 を直覺 すると 思 ひこむ の は 若い 人た ちの 誇りの 一 つの やうです ね。 私 は それ を 面白が 

つて 眺めて ゐる ことが 出來 ます。 

だが 胎兒 に對 しての あなたの 愛と 私の 愛と、 どっちが 强 いか は、 直覺を 誇る あなたの 決め 得る 問題で ない 事 

ゆが  わざ 

だけ は 明かです。 折角の 直覺を 歪めて しま ふの は 誇りの 心が させる 業です からね。 左様なら」 

その 日 は 火曜日で、 一週間 分の 麵麴 を燒 いてお く 日だった。 昨夕 練って おいた 麵麵 粉が、 細長い ブリ ツキ 箱の 

中で 一杯に 脹れ あがった の を、 彼 は 女中に 手傳 はせ ながら • 一  つ，， （\ォー ブンの 中に 入れて ゐた。 文 火で は ある 

が、 ォ ー ブンの 近くに ゐ ると、 汗ばむ 程に 氣候は 暑くな つて 來てゐ た。 彼 は シャツの 上に ォ，， ヴァォ I ルを^ て、 

かつせ と 働いた。 そこに 袈 口から 郵便 脚 夫が 手紙 を 投げ込んで 行 つたの だった。 

床に 落された その 手紙 を兒 ると 彼 はすぐ に P 夫人から 來た事 を 知った。 手紙 はこれ まで 二三 囘 往復した^ けだ 

つた けれども、 夫人の 乎 蹬には 奇妙な 癖が あつたの だ。 斜に銳 角を爲 して 字と 字の 間に 迫った その 書體 は、 見る 

人 を 奇妙に いらくさ せた。 彼 は 殊に その 字 體が嫌 ひだった。 その 時 も 床の 上に とげ， （- しい 横文字 を 見る と、 

それが 確かな 凶兆の やうに 思 はれて、 封 を 切る 氣先 きを 摧 かれて しまった けれども、 中に 書かれた 文句 は 彼が 想 

まぎ  うつ 

像した 以上に 不愉快な ものだった。 胎 兒に對 して は何處 から 見ても 皆無と 思 はれる 感情 をい ひ 紛らす 爲 めに， 虛 

ろな 言葉で 上品ぶ つた 皮肉 を 弄して ゐる。 それが 彼の 生一本な 心 持 を 傷つけ 辱 かしめ た。 彼 は そこに 女中の ゐる 

の も 忘れて しまって、 激しい 怒りに ぶる く 震へ ながら * 手紙 をす た /(- に 引き裂いて 才 ！• ブンの 中に 投げ こん 


彼の 様子が^に 變 つたの を 訝りながら 眺めて ゐた 女中 は、 手羝が 火に くべ られ るの を 兌る と、 思 はす 彼から 飛 

び^いて、 無智な 顏に氣 味 惡げな 表情 を 漲らした。 

彼 は 口 をき くの が腋 になった。 恐ろしい 眼 付で 怖がる 女屮を 呼び寄せて、 手 まねで ブ リツ キの箱 を 運ばせた。 

而 してす つかり それ をォ ー ブンの 中に 入れて しま ふと、 パタンと 蓋 をた て >r、 その 前に 椅子 を 持って 來て 腰かけ 

た。 而 して 默っ たま、 で考へ 込んで しまった。 

I：  くの^ 不思議な 彼の 擧動を 怖 づく见 守って ゐた 女中 は、 ゐた K まれない とい ふ 風で 合宿所の 方に 臺所を 出 

て 行った。 祭 所の 中で は 柱時計の 昔と、 ゆるく 燃える 火の 音と だけ 靜 かに 聞こえて ゐた。 短いながら 針で刺す や 

うな P 夫人の 手紙の 內容 で考 へて 兑 ると、 夫人 は^に 彼 を 苦しめる 目的の ために、 生れて 來る 子に 彼 を 父と 名乘ら 

せない 铱り であるの がよく 讀 まれた。 彼 は その子の 遝命を 色々 と 悲しく 考 へて 見ないで は ゐられ なかった。 八月 

か 九月 か、 兎に角 その 二 ヶ月 位の^に 哀れな 一 人の 嬰兒が 生れ 出る だら う。 黄色人種の 血 を 半分 享 けた その子 は、. 

^れ ると からどん な輕 蔑と 敵視との 的になる 審だ らう。 その子の 母が 旅行と か病氣 とかい ふ 名義の 下に 突然 姿を- 

^して 移り 住む、  極々 な I 非惡の 拾て 所隱し 所で ある 產婦预 り 所と いふ 一 構への 噔ぃ ー窜： で、 世の中の 光から は 全 

く遮斷 されて、 その子 は 生れ 出る に逮 ひない。 • その子 を 取り上げる 產婆は 先づ思 ひも 寄らない 混血 兕の 出現に 眼 

を：： ル^って^ くだらう。 而 して その子の^ 格 や 相貌 を 香具師が 一 寸法 師を 見る やうな 卑陋な 好奇心で あらためる 

だら う。 その子が 生れ 出て、 まづ はじめに 受けなければ ならな いのは この 侮蔑 だ。 愛する にしろ、 憎む にしろ、 

In: じだけ の產の 苦しみ を 味 は、 ねばならぬ その 母が、 その子 を 枕許 近く ー督 した 時、 その 痰れ 艰 てた 眼の 中には 

どれ^ 忌むべき 炕が 閃く だら う。 彼 は US と砟 婆と の^に 直ぐ 取 交 はされ るに 遠 ひない 會 話の 內容を すら 想像して 

見る 藜が 出来る と 思った。 魔 婆 は^の 巾 出 を 承諾した 報酬と して 多額の 金 货を右 乎に 握る 事が 出来る だら う。 而- 

迷路  四 五 五 
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して その 左の 手 は II 地獄の 毒焰 で洗禮 された その 左の 手 は、 嬰兒の 小さな 口と 鼻と に 濡れ 紙の やうに あてが は 

れ るので はない か。 愛の ない 母 は、 憎む だけの 勞 さへ 厭 はう とする その 母 は、 やう やく 惡夢 を拂ひ 退けた 人の や 

うに、 產 後の 疲 勞で昏 々と 眠って ゐる。 その子の 父 は、 自分の 子の 誕生の 何日で あるか を 知る 由 もな く、 日々 の 

糙を 得る ために 悶えながら、 その子の ぎ かな 誕生 を 祈って 心に もない 勞 働の 首 木に か \ つて 苦しんで ゐる。 その 

中で、 その 嬰兒は 薄喑ぃ 部屋の 中の 光 を 眼に 感じて、 悲しむ とも 喜ぶ と は 思 はれぬ 一 聲の 產聲を 立てる 暇 もな く、 

永遠の — 無 劫の 闇に 葬られて 行く。 若し 幸に して その子が 命 を 取 止めても、 死から 逃れた 幸！ i は， 次ぎの 瞬^ 

に 生の 不幸と 縫 ひ 合 はされ る だら う。 

こ、 まで 考へ ると、 ふと 思 ひついて、 彼 は 椅子から 立 上って ォ ー ブンに 石炭 を なげ 込んだ。 

U. き 

レ かに 彼. E 身の 生活が よく 生活され て、 氣息を 引き取る 枕の 上で、 勝利と 叫ぶ 事が 出来た としても、 若し P 夫 

人の 生んだ その子の 一生が 不幸で 封印され たもの だったら、 彼の 生活 は 畢竟 何んだ。 彼が 生み出した 生活 は畢竞 

何んだ。 さう 思 ふと 彼の 眼の 前 で 人生 は 墨の やうに 喑く なった。 若い 彼の 心が 夢想して 築き上げようと 努力して 

おもちゃば- - 

^る 人生 は、 冇 つて 無い も 同様な 蜃氣樓 に過ぎないの だ。 人生と は 畢竟 運命の 玩具 箱 だ。 人間と は その 玩具 筘に 

投げ込まれた 人形 だ。 箱の 中で 人形が 頭 を 上に 足 を 下に 順當 らしく 立って ゐた とした 所が、 それ は 逆立ち をした 

り、 ぶつ 倒れたり して ゐる 人形が あると 同様に 偶然な 事 だ。 順當に 立つ ものに 誇るべき 何物 もない やうに、 逆立 

ちす る ものに も恥づ べき 何物 もない の だ。 總ては 欠 仲に しか 値しない 程 平等 だ。 

哀れな 混血 兒は 育って 行く。 黑ぃ 硬い 眞 直な 髮 毛と、 靑ぃ 眼と、 白と 黄との 漆喰 を こね 合 はした やうに！： のな 

い 濁った 皮膚と、 病的に 瘦 せこけ た體 格と を 持った 哀れな 混血の 私 生兒は 育って 行く。 彼 を 見る 眼 は どれ もこれ 

も 彼 を 爪彈 きする。 彼に 與 へられた 食物 は、 彼に XX 臭い 勞働を 要求す る。 見世物 小屋の 舞臺 か、 靴磨きの 蟇の 


下 か、 孤兒院 の臺所 か、 感化院の 止^ か、 監獄 か、 火葬場 か、 …… それ 等が 彼に は 一番 似合った 背景な の だ。 

彼の 奇怪な 眼 は、 人 を ^睨みす る 奇怪な 眼と なり、 彼の 物い はぬ 口 は、 呪咀 だけ をい ふ 物い はぬ 口と なる の だ Q 

誰に も 愛されない 彼 は、 泔む事 すら 知らないで 死んで 行く だら う。 

たきぐち は 4 

彼 はまた ふと 椅子から 立 上った。 而 して 無意識に 石炭 をす くひ 上げて 才 I ブンの 燃 口に 抛り 込ん た。 日 は 高く 

上って 爲 白な 光 を 大きな 腰高 窓から 臺 所の 床 半分が たに 撒いて ゐた。 穢ぃ 床板 さへ 玉の やうに 光った。 磨かれた 

さわ や  し 

眞鍮の 金物 類 は 殊^よ く 輝いて、 光線の あたる 所 はきら くと 光る 眼の やうだった。 爽 かな 朝の 風が 眞 白の 紗の 

力 ー テン を脹 らましながら 靜 かに 臺所を 吹きぬ けた。 彼 は 椅子に かけた ま.^、 膝の 上に 肱 をつ いて、 上 體を前 こ 

ごみに 丸めて 瞬き もせす にまん じりと、 ォ ー プ ンを兌 詰めて ゐた。 

彼 は 然し どうしても その 胎兒を 思 ひ 切る 事が 出來 なかった。 人生が 偶然で あれ 必然で あれ、 そんな 事 はどうで 

もよ かった。 生れて 來 るべき その子 を 彼 自身の ものにする 0. が 第一 の 事だった。 さう する 事が 人生 を 偶然に して 

しまっても それでい、 と 思った。 必然に してし まっても それでい-と 思った。 彼 は 何しろ その子 を 自分の 腕に 抱 

き 取って， その 行末 をし つかりと 見取らなければ 氣 がすまなかった の だ。 

暫くの^ その子の 事し か考 へて ゐ なかった 彼が、 眼が さめた やうに ォ ー ブンを 兌る と 石炭の 火 は 消えん ばかり 

になって ゐた。 麵齣 は碌々 脹らみ もしないで 糝 粉の やうに にちや （-と 固まって ゐ るに 違 ひない。 彼 は 思 はす 舌 

打ちして 立上りながら 女中の 名 を 呼んだ。 女中 はゐ なかった。 彼 は 始めて 臺所中 を 見廻した。 いつでも 一人で は 

しゃいで、 愛蘭 土の 小^でも SI. つたり、 下らない 戲談を 彼に いひ かけたり， 無駄に あり 餘 つた 五 體のカ を もてあま 

す やうに、 長い 溜お をつ いて， 自分の 二の 腕 を 脇腹に すぼめて S いて 片方の 手で たてつ^けに なぐりつけ たりす 

る、 肥つ ちょの 女 屮がゐ ない と、 矢張り 臺 所は臺 所ら しく^え. なかった。 彼 は 又舌鈹 をう ちながら^ いで 石 f ォ 
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1 ブン にくべ た。 而 して 恐る- (\ブ リッキ^の 入れて ある 方の i を 開けて 見た。 箱から 膨れ 出た 麵麴の 頭 はま だ 黄 

色 くもなって ゐ なかった。 女中よりも 肥えて る 癖に 恐ろしく 性急な 地主の 細君が、 出來 損った 麵麴 をつ きつけて 

がみ/, \ と 怒り 出す 様子が 眼に 見える やうだった。 彼 は その 場の 光景 を 想像して 苦笑して しまった。 

見る と 朝飯の 調度の 洗 ひかへ しすら その ま X に ほったらかし てあつた。 時計 はもう 十 時 を 過ぎた。 晝 飯の 用 S 

に 取り か \ら ねばならぬ 時刻と なって ゐ るの だ。 それまでに ォ ー ブ ンが あいて ゐな いと 晝の燒 き 物 は出來 やしな 

い。 やがて 細^も 臺 所に 顏を 見せる 時刻 だ。 怒られる と 大きに 泣き出す 女中 を 思 ふと 可哀 さう になって、 彼 は a 

がしく 器物 を 洗 ひ はじめた。 

そこに 管理人に 連れられて、 女中が 這 入って 來た。 管理人 は 針の やうに 髯を 短く 延ばした 顎 を 撫でながら、 何 

かいひ 出しに くい やうな 顔 をして ゐ たが、 女中 を见 返り/ \、 

「この 貴女 は 少し 臆病 過ぎる やう だが、 先刻 どうした のか、 あんた の 顔 や 仕草が 餘り こはくて、 ゐた \ まれな く 

なった と 云って 私の 方まで 顏 色を變 へて 逃げて 來 たの だ。 東洋人 は 妙な 魔法 を 遣って 不運の 種を播 くと これ は 

じ 切って ゐ るので ね。 何しろ 貴女の 前で 無性に 怒ったり 咒 文を唱 へたり する の はよ くないよ、 あんた」 

さう 云って から 女中の 方 を 向いて、 もう 一 一度と そんな 子供じみた 眞似 をして 來 たって 寄せつ けない から その 铙 

りで ゐろ とたし なめながら、 一 一人 を 取りな して 出て 行って しまった。 

女中 は 少し 足りない 顏 付に、 遠慮ら しい 色 を 見せて、 薄 笑 ひしながら 彼から 洗 ひ 物 を 受取った。 

「おい 汽車が 出来たり 汽船が 出来たり すると 柬洋人 も 西洋人 も あり はしな いんだよ。 お前 だって 俺 だって 同じ 心 

臓 を 持って るんだ からね。 俺の 怒る の は 矢張り 西洋人の やうに しか 怒り はしな いんだから、 これから 曰 本人に 遇 

つても 不思議な 魔法なん ぞ遣 ふと 思つ ちゃい けない よ。 お前の やうに 手鉞が 一 本來 ると 衣 褻に 三日 もし まって お 


いて， ：：： に 幾度 も讀み 返す 人から 見る と變 だったら うが、 あの 手紙に は 本 當に俛 を 怒らす 事が 害いて あつたんだ 

から 燒 いたまで だ。 お前に は關 係の ない Isr たから 氣を惡 くして はいけ な いんだ。 解った かい」 

とい ひながら、 彼 は その 女の 肥った^ を やさしく 敲 いて やった。 

，はさう いひながら 义 しても、 生れて 來る 子が この 國で 受ける に 違 ひない 遝命を 喑く思 ひやった。 生れる まで 

父親と いふ ものが 自分の 子に 對 して 少しの c: 山 も 持ち 得す， 母親 だけに 獨 ^させて 置かねば ならぬ 自然の 法則 を 

さ へ 恨めしく 思った。 而 して どんな 方法 で^も その子 を 自分が 所有す るまで は戰 ひぬ かう と 固く 決心した。 

一七 

c へ^の 仕事 は 一 時^々 々 々忙しくな つて 來た。 受精 を 終った その 花が 散 る^に 楡は 若い 葉 を たれ 下った 枝に^ 

遍 なく 開いて、 ^の 降下 傘の やうな 梢 を 木立の 中 や、 芝生の 上に かざし、 ァカ シャの 並木が 小さい 白 藤の やうな 

ひぷ  からすむぎ 

花 をつ けて、 鄙びた 甘ったるい 匂 ひ を 所 嫌 はす 振り まき 始める と、 牧草の ー赉 草と、 小麥 と燕麥 との 牧穫 時が 米 

た。 周旋人に よって 驅り 染められた 勞働 おは 合宿所に 一 ぱいに なった。 脊现 人の 細君 は 眼 を 廻さん ばかりに 忙し 

く袅所 をし なければ ならなかった 。彼と 一 絡に 働い てる女. S. は 合宿所の 若者 等に 色々 な 意味の 眼 付 を 投げられて、 

有. 人に なった。 樂しぃ 時が 來 ると 彼女の 云った その 時が 來 たの だ。 彼女 は そ はくと 髮ゃ 衣裳ば かり 氣 にし 出 

した。  、 

五 時半に は、 穀物 小屋に 高く つるされた 鐘が、 永い 冬の 眠りから 勢よ く 服 ざめ たやう にが ー ん /(\ と^かに^ 

り 瓦った。 それ を合圖 に、 as と 力と 笑 ひとの 世^が 開けた。 鷄が啼 いた。 犬が 唯譯 もな く 滅多 無性に そこら を^ 

け 週った。 ぎの 光が 橫 ざしに、 露に しつ i リ しとった 野 茱畑ゃ 牧草地 や 若木の 木立 を綠 玉の やうに 輝かした。 緦 
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み ど リ  さ. u*^ こ 

ての 靑衆は どん を 深めた。 ぴ か- (\ 光る 大鎌 や 差 叉 を てんでに 持って、 牧穫 車に 乘 つた 勞働 者た ち は、 胸 

から 出る やうな 强ぃ聲 で 犬つ ぴらに 笑 ひ 興じた。 それ を 挽く 蓆 毛の パ I シ ンは 象の やうな 足 を 重く カ强く g 

かしながら、 淸く 澄み 始めた 池の 方へ と 降りて 行った。 靑 签 の 高い/ \ かなたから は、 ひ雲# の聲が 大地の 上に 光 

の やうに 降り そ \ いだ。 

tC 力 蚴の手 はいくら あっても 足らなかった。 A は臺 所の 仕事から 野良の 仕事に 廻され た。 それ こそ 彼の 望む 所 だ 

つた。 この 自然の 大きな 舞 踎を见 ると、 沈みき つた 彼の 心 もさす がに 躍り 立たない では ゐられ なかった。 大地 を 

何よりも 愛する 彼に 取って 畑に 出て 働く 程の 幸福 はない らしく 思へ た。 彼 は 自分の 二倍 も ありさうな 勞働 者の 中 

に 交って、 牧穫 車に 乘 つて 野良に 出かける 身と なった。 地主の 細君が 彼に 代って 玉の やうな 汗をかき， \、 臺所 

をした。 

勞働^ は 大部分 は 日露 戰&が 始まって から 故國を 離れて 米阈に 漂浪して 來たボ ー ランドの 人た ちだった。 大抵 

の ものに は 英語が 通じなかった。 然し ボ ー ランド 人と 聞く と 何故か 彼の 親しみ は 極度に 湧き上った。 g 五 \ のボ 

1 ランド 生れの 獬太人 を 除け ると、 彼等の 總ては 自然から 切り取った ばかりの 男た ちだった。 彼等 は 仲 問に 彼 Q 

加 はった 事 を うれしがり も 邪魔に もしなかった。 どうかす ると その 中の 一 人が 彼の 臂を 捕へ て、 手眞 似で 日本が 

露 四 亞 より 强 いとい ふ 事 を 云って 聞かせる らしい 事 もあった が、 その 男 自身 は 戰爭の 事な ど は 蚊の 鳴いた 程に も 

感じて は をらぬ らしかった。 

正直 をい ふと 彼 は 新しい 文明の 出 發點を 彼等に 見出した やうに 思った。 彼等の 心が あの ま X で 生長したら、 令 

の 文明 を： 殺へ すに 足る 美しい文 明が 生れ 出る に 違 ひない と 思った。 彼等と 同じ 生活 を 生活す るの を 彼 は 喜びと さ 

へ 感じた。 


然し 野^の 什 辜 は他處 眼で 兌た 程樂な もので も樂 しい もので もなかった。 殊に 彼の やうに 他の 人々 に比べて E 

力の^し く 劣った 場合に はさう だった。 食け 嫌 ひの 彼 は、 彼等の かつぐ だけの もの を擔 ぎ、 彼等の 莉る だけの も 

の を^る^ りで ゐ ながら、 近い 熱い 太陽の 光の 下で は 思 はす 呻き 罄を 立てた。 夕方に なって 合^所に 歸る 頃に 

は 彼 は 眼 を 開けて ゐられ ない 程 草臥れて ゐた。 晩い 夕食 を 終へ て 部屋に 歸 ると 何よりも 先づ 冷たい 水で 體 中の 汗 

あつ  く  ぬるまゆ 

が 洗 ひたかった。 然し 西向きの 彼の 部屋 は 夕方になる 程眞暑 くな つて ゐて、 汲みた めて 置いた 瓶の 水 は溫湯 程に 

溫 んでゐ た。 シャツの 中 や ズボンの 中から は 牧萆ゃ 麥の膽 が 體溫で ひからびて、 ぼろ— -と 床に 落ちた。 左の^ 

は 莉 る 時に 抱き こむ ので、 麥の 刺の 爲 めに 刺戟され て^ 赤に 痛々 しく 脹れ 上って 熱 を 持って ゐた。 

それでも 彼 は 服 を^ か へ ると 蠟燭の 光の 下で 洗面 臺の 上に 書物 を擴 げたり 紙 をのべ たりして 見た。 彼の 意氣^ 

みだけ は 勞働者 等の 生活 を も つ と 理想的に 生活す る 積り だ つ たの だが、 無理な 姿勢 の爲め に體が 痛む の に氣が つ 

いて^ を^まして 兑 ると、 害 物の 上に 伏ったり、 ぺ ンを 落したり して、 その ま、 眠り こけて ゐる 自分 を 見出して 

涎 を 拭きながら 苦笑した。 

然し かう 激しい 乎 足の 勞 働の 爲 めに、 彼はフ n ラに對 する 囘 想 や、 生れて 來る 子に 對 する 執着から 大分 遠の. S 

て、 多^の 餘裕を 心の 屮に兑 出す やうに なって ゐた。 夕食が 濟んで 月の い、 晚 などに、 彼等と 芝生に 圑欒 して、 

の迎ぜ ぬな りに 笑 ひ 興す るの は 心から 樂 しまれた。 彼等の 中の 一人に バン ジョ ー の やうな 形の、 ボ I ランド 

特有な^ 器 を 持って ゐる ものが あった。 そ の^は 彼等の 桂冠詩人だった。 その 男が 本國の 民謠を 素朴な 調子で^ 

で すと、 一同 は^を そろへ て和唱 した。 彼 は それ を 聞きながら 潜 かに 淚を 拭った" そんな 感激 は 滅多に 讀書か 

ら は^られなかった。 彼 は 特に 親しみ を感 する 若い と、 互に 頸に 腕 をから み 合って、 仰向けに 芝生に 寢 ころび、 

& しい 月の 光 を 浴びながら その 謠を 聞いた。 彼の 頸に 手を卷 いた 男 も 低い 聲で 歌を謠 つた。 仁王の やうに 頌 丈な 
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その 胸の 震へ が 彼の 横腹に も傳は つ て 来た。 

彼 はさう して ゐ ながら， 靜 かに 去年の 今頃の 事を考 へた。 狂人 を 相手に 悒欝 な狂癲 病院に 看護 夫と して 過ごし 

ながら、 彼の 心に 汚い 塵埃の やうに 積り 積った 假り 物の 思想 や， 迷信 や、 繫累ゃ を 遮二無二 血眼に なって こそぎ 

取らう として ゐ たの だ。 性急に 剝 がした 皮痂に は、 生々 しい 血が 附着して ゐる やうに、 彼の こそぎ 取った 塵埃に 

は 厘よ 彼の 肉片まで が 着いて ゐる やうな 事が あった。 それから 一年、 何度 彼 は 爐の緣 に 突っ放された 赤坊が やり 

さてつ 

さうな 失敗 を 重ねく したら う。 たった 一年 の^に 彼 は 足腰が 立たない 程 苦しんだ。 彼の 前途に どれ 程の 蹉跌が 

起る のか それ は 分らない。 然し 少く とも 今 は 彼の 生命が 本筋 を： il つて ゐる やうに 見えた。 この 生活の 內容を 彼 は 

十分 嗨 みしめ て 見なければ ならな い と 思 つ た。 

もた 

若い 彼の 心に は 本當の 若々 しさが 本當の 道筋から 頭 を 擦げ 出した やうに 思 はれた。 人並 勝れた 大膽 さと 男氣と 

尜 I：：； と を 持ちながら、 岐路に それて、 傷つきながら 惱み 通して ゐる K の 生活が、 今 は 深い 同 愦 と 洞察 を 以て 眺め 

やられた。 

一八  - 

かう いふ 生活が 綾いて 七月 も 暮れた。 勞 働に 惯れ ると、 烈しい 一 日. の 仕事 も、 夜に なつてから 讀書 もし 思索に 

も 耽り 得る 餘裕を 彼に 殘 した。 と 同時に P 夫人の 胎內に 向けられた 焦々 した 配慮 も 甦った。 然し 彼 はもう がらに 

煩悶す る やうな 事 はし なくなって、 强ぃ 意志で 最後の 勝利 を牧 める 工夫に 餘 念がなかった。 一年 前に 詩人の やう 

な 感傷的な 容貌 を 持って ゐた彼 は、 この頃の 彼と は 別人の やうだった。 彼の 肉は瘦 せる 代りに 引きし まって、 小 

^や 口 尻に、 盛り 上る やうな 肉塊が 出來 た。 而 して 思 ふ 存分 曰に 燒 けて 黑くな つた。 變らな いのは その 眼 だけた 


つた。 左は考 へ 右 は IS てゐ た。 古い 麥 稃衔 子 を 眼 深に 被り， シャ ッの腕 を まくり上げ、 だぶ，/, \ な ズボン を はき、 

大鎌 を 15 にかたげ て、 ボ ー ランド 人 等と 一 絡に 畑に 出て 行く 彼の 姿 はもう 立派な 一 人前の 男だった。 

それ は 日露の 平和 含議が 大統領 a 1 ズ ベルトの 膽 煎りで ボ ー ッ マ スに 開かれる ことにな り、 兩國の 使臣が 遠 か 

らす米 國に派 遺される とい ふ號 外が、 彼の 住んで ゐる やうな 田舍 まで 配られた、 恐ろしく 暑い 日の 事だった。 彼 

は 十 人 程の^ 働お と 一^に 牧苹 地に 出て、 心 持よ く 延びた 牧草の 二番 莉を やって ゐた。 彼の 大鎌に 薙ぎ拂 はれた 

一 クイ グラ ス は 横倒しに なると 彼の 背丈 位 はあり さう だった。 それが 熬り附 ける やうな 日の 光に 照らされて 兒る見 

るし をれ て 乾いて、 烈しい 枯 草の 香に 變 つた。 瑞々 しい 草が さつく と 倒れる 面白さに 彼 は 暑さ も 忘れて 1 心に 

大銥を 振る つて ゐた。 

突然 彼 は 眩最を 感じ て 大鎌 を 地 に 突き立て たま - 眼 を閉ぢ てし ま つ た。 餘り の 激動に 彼 は 端な くも 腦 貧血 を 起 

したの だ。 彼 は 地べたに 腰を下ろしたい 程 五 體の疲 勞を覺 えながら、 眞喑 くな つた 視野の 眞 中で 暫く ふらく と 

して ゐた。 その 時嵴黑 だった 眼の 前が ほのかに 明るくな つたと 思 ふと まざく と K の 顔 を 見た。 いっか 喧嘩 

をして その 家 を 出て、 K の 所 を 尋ねた その 冬の 晚の やうに、 K は 日本の 手拭で 額の 所 を ぎゅっと 鉢卷 をして ゐた。 

而 して あの 皮肉な： 止しい 笑 ひ を 笑って ゐた。 彼 は 思 はす はっと 思った。 而 して 額際に はたら- (\ と 冷汗 を 流して 

ゐた。 

ゥ变ゾ 

彼の^^ はすぐ^ つた けれども、 K の 不思議な 幻影 は いつまでも 彼の 頭に こびり 着いて 離れなかった。 よく そ 

んな豫 覺が實 ほの 結^ を牽 起した 經驗を 持つ 彼 は、 何ん となく 不安な 心 懸りを 抱いた ま X その 日 を 過ごした。 

その 翌日 彼に 配達され た 郵便 は 彼の 懸念 を 立派に 裏書きして しまった。 K から 手 羝が來 たの だ。 しかも それ は 

K の 乎で^ かれた ものではなかった。 七月 半ばから 肺 悤が嵩 じて ボストンの C 慈惠院 に收容 されて ゐ るが、 是非 
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一 度 來て贊 へまい かとい ふ 事が、 文章 も 字 も 下手な 看護婦ら しい 女の手で 認めて あった。 K の 不幸な 生涯 を 深く 

同感して ゐた彼 は、 この 報知に 接する と 自分の 兄の 危篤で も 知らされた やうに 思った。 何ん といっても、 新しく 

踏み出さ うとした 彼の 生活に 一 番 深い 印象と 刺戟と を淺 した 男 は 彼だった。 彼 は 何事 を 措いても K の 病氣を 見て 

やらなければ ならない と 思った。 K がた つた 一 人で 惱ん でゐる 様子が あまり まざ/. \ 想像され たから。 

彼 は：： 十 速 村の 俯 人 周旋 所に 龅 けつけ て 無理に 一 人の 男 を 周旋して 簋 つた。 殘る 一 ヶ月 半の 傭 期限に 對 して 彼 は 

その^に s 分の 牧 入から 或る 高の 金を增 して 渡した。 而 して 古 トラ ンクは 一 時 管理人に 頼んで おいて 身 輕な體 に 

おりった けの 金を懷 中して ボ ス トン に 急いだ。 

ち ，ためば  . 

C 慈惠院 とい ふの は 市の 外廓の 貧民窟に 近い 塵 溜 場の 傍に 建てられた、 パ ラックの やうな 細長い 二階建の 家 だ 

つた。 慈^ 院 といっても、 慈善家が 寄附し 合って 設けた 行旅 病人 收容 所に 過ぎなかった。 アスファルトが 溶けさ 

うに 熱した 道 を 行き 切って、 玄關に 着く と、 入口に は癡 兵ら しい 老人が 椅子に 凭り か-つた ま X 死人の やうに 眠 

つて ゐた。 彼 は その 老人 を ゆり 起して K のゐ る病窒 の ありか を 尋ねた。 氣 のよ さ-うな 老人 は鹏を まげな がらよ 

ち C と 玄關を 出て、 しなびた 乎で ぎら と 輝く眞 晝の 太陽から、 羊の やうに しょ ぼ， しい 眼 を かば ひなが 

ら、 颚を しゃくって 向う に 見える 隔離 病 窒を敎 へて くれた。 彼 はまた 靴の 底 皮を燒 きた^ら かす やうな、 草 も 木 

も 生えて ゐ ない、 ぼく/, \ 埃の 立つ 赤土の 上 を、 も？ 1 町 も 歩いて 行かなければ ならなかった。 近所の 塵溜揚 

から は 物の 餒 ゑた 惡 臭が 澤 山の 金蠅と 一 緖に むれ 立って 來た。 彼 は 情けなく 思った。 

隔離窒 はさす がに 一 人  一 {栗 たった。 小さな 窓の 一 つ だけ 開いた、 白壁の 汚れた 小さな 部屋に 一 ばい 擴 がった 古 型 

の 大きな 寢臺の 上に K はこ ちんと 小さく 横にな つて ゐた。 その 寢臺 はこの 部屋に 合 はして 造った もので はなく、 

誰か 慈善家が 要ら なくなつ たので 寄附した ものら しかった。 その やうに K も その 寢臺に 臥せる やうに 生れた ので 


はなく、 金がない ばかりで その 屮 にた、 き 込まれた やうに 兌え た。 寢臺の 傍に は 一人の 人相の^ い 老婆が、 頭に 

だ け 看護婦 川 の を 被 つて 魔女の やうに 坐って ゐた。 

暑さと 胸苦し さに はつ， >(\ と 喘いで ゐる K は 開いた 戶の 前に 彼の 立って 居る のを兒 ると、 眼 を 光らして 性急に 

彼 を さし 招いた。 彼 は 胸 をつ かれながら 近よ つて 行って、 默っ たま、 その 瘦せ さら ぼへ た K の 手 を 堅く 握った。 

1 一人 はさう した ま-で 颜を兑 合 はして ゐ た。 

K は 然しす ぐ その 情 的な 揚面を さげすむ やうに、 皮肉らし く 笑って 见 せようと した。 然し それ は K の 顏を簿 

^咏悪 い 泣き 颜 にして しま ふ に 過ぎな か つ た。 

「とう/ \ 大苹命 家の 末期が 來 たよ …… ^にも 來 るんだ、 よく 見せて おかう と 思って …； 思って 呼ん だんだ。 あ 

わ だけ 攻繫 してやつ たのに、 资本 家と いふ 奴 は 懲り も 性 もな く …… 僕 を 世話し やが るんだ。 慈善家 面 を しゃがつ 

て …… (#: 段なら ば K は そこで 皮肉に 聲を 立て、 笑 ふ 所だった。 然し 彼 は 顔 を 滅茶苦茶に 歪めて 泣く やうに 兑ぇ 

た) 大 革命家 も …； 生^の 掠錄 とこの 通り 安 協した よ。 面白い や」 

K は そこで 义泣 くやうな 顔 をした。 

「まあ 坐り 給へ」 

さう 云って 凹んだ ために 恐ろしく 大きくな つた 眼で 老婆の 坐って ゐる 椅子 を 指してから 老婆 を 睨みつ けた。 木 

偶の や-つに 知らん顔 をして ゐた 老婆 は 不承 無精に 立 上る と、 大きな 靴 を ごとん （'いはして 部屋 を 出て 行って し 

まった。 

A は 老婆の 坐って ゐた 椅子が； S 味 惡く歧 まって ゐ るの を 感じながら、 それに 腰 を かけた。 

「よく^の 居所が 分った ね」 

^  路  ra: 六 五 


有お 武 郞佥藥 笫 一 卷  W 六 六 

-彼は K に對 する 好意 を 十分に 示す やうな 聲で 尋ねて a た。 

「w とい ふ社會 主義者の 出来 損 ひが P 夫人から 聞いて くれたんだ。 W は P の 細君の 所で 君に も會 つたと 云って ゐ 

お …… 君 は …… 君 は あの 女の 事 は 知って るんだら うな」 

「七月の 初めに 含った ぎりで その後の 事 は 知らないんだ」 

W と 聞く と、 彼 は 駱駝の やうに 無様な その 男 を 思 ひ 出す と共に、 P 夫人の その後の 消息が 氣に なって 晤く默 つ 

てし まった。 

「さう か …… ^は P と 法律上の 離婚が すんで、 もう がと 一 緖にフ 口 リダの 方に 新婚旅行に 出かけた よ」 

彼 は それ を閲 くと、 痫 人の 前 も 忘れて 飛び 上らん ばかりに 驚いて しまった。 而 してせ き 込みながら、 

「ぢ や， M はもう すました のか」 

と 前後 も かま はす 尋ねす に は ゐられ なかった。 

「^？ 」 

K は乂 極端に 颜を 歪めた。 

•  ぁメっ  はら 

「馬鹿！ 七月の 初めに 會 つて ゐ ながら . 彼女の 腹の 具合が …… 分らな かったん か。 彼女 は 孕んで なんか ゐ やし 

ぎつ と 

おかつ たんだ。 あれ はどう も 君 を 自分に 引きつけ て^いて 酏 交を綏 ける ための 手 だつ たんだな 屹度」 

彼 はそんな 事 を 夢にも 信す る 事が 出來 なかった。 

K は 大急ぎで いふべき 事 をい はないで は ゐられ ないやう に、 咳嗽の 問から、 さし 逼る 呼吸 の^から、 つぶ^た 

^の やうな 獰を ふり 搾って ー11 一 〔葉 を績 けた。 

「それが だね …… それが W が 出来て 見る と、 君なん か は …… 彼女の 物好きの 槍玉に 擧 げた 君なん か は …； 何ん て 


云ったら い」 かな あ …… 兎に角 要らな くな つたんだ (K はまた ひい- (\ 苦しく 呼吸 をしながら、 § めに 颇を^ め 

た〕 …… だから 伎の 云 はない 事 か。 年嵩の^ の 云 ふ 事は聽 くもんなんだ。 これから 苦しむなら …… 苦しむなら、 

少し は 苦しみ 甲斐の ある 泰で， 苦しみ 給へ」 

K はさう いふと， 苦し さう に 眼 をつ ぶって しまった。 

彼 はま だ K の IN 葉 を^す る きが出来なかった。 K が 抱いて ゐる 性的 逍^から 割り出して、 彼 を 無 川な 配嗞 から 

救 ひ 出さう とする 末 の 老婆 親切ら しく 思 はれた。 彼も默 つた ま、 喑ぃ 心で 下 を 向いて しまった。 

然し W とい ふ 名 は 彼に とって 呪 はしい 名だった。 彼が 醉 つばらって P 夫人の 軒下に 立った 時、 夫人が 二階の 窓 

から 恐る/ \訊 ねた 名 だと^ ふと、 K の霄 葉に は^に^む^ の出來 ない みが 加 へられる やうに も 思へ た。 

「熱が 出た やう だ。 頭に 氷錢を あて-くれ」 

くしてから K は 眼 をつ ぶった ま-. でさう 云った。 

彼は& て-氷 蘧を 作りに 部屋 を 出た。 


その 次ぎの 日の 午 食 を K は^さう に 彼の 匙から <:T へた。 而 して 赤の他人に 介抱され るより は 心 持が い、 と 云つ 

たりした。 彼 は 何故 も つ と：： 十く K を sf しに 來 なか つ たらう とぎんだ。 

その： =： も ひどく 熱い n だった が、 K に は 熱 いのも 兹 いのも、 う 分らない らしかった。 A が 11ポ せ を かきながら 風 

の^い 部 M で シャツ 一 つに なって ゐ ると、 く はない かな どと 云った。 釜の 底の やうな 寢臺の 中で K はま！ i 

の はめに わな/ \とぉ へて ゐた。 堅く 閉ぢた 眼の ま はり は 紫色に 輪 を かけて、 小^が げっそりと こけた その 下に、 

おが 介 はない 位齒 ぐき が 飛び出して ゐた。 金蠅が 追っても く 血の 氣 なく 問 かれた 唇の あたり を R: がけて 飛びよ 

0  , お  g: 六 七 


有 島 武郎仝 ^ 第 一 卷  四 六 「ノ 

つた。 A はボ ー ル筘の 破片で それ を 追 ひながら、 K の 死期が 近よ つたの を 忍 はないで は ゐられ なかった。 時世が 

時化なら .HK など はかう して 朽ち 粟て る 人^で はない の だ。 何ん とい ふ 純な 心 を 持った 與だ らう。 立派な 一 人の 

殉敎 者で ある^に、 K は. E 分 を 一 かどの 利己主義者 として 誇って ゐる。 而し てこの 誇りの 爲 めに は、 こんな 異鄉 

で i.?^ 護す る 人 もな く、 死んで 行く の だ。 P 夫人の 事な ど は 忘れて しまって、 彼の 眼に は K を 憐れむ 淚が 一 杯 

に 熟く 溜って ゐた。 彼 は それ を K に氣 取られまい ために 色々 に 苦しく ごまかした。 

く は pi 大きな 服 を あけて 陉 しさう にあたり を 見廻して ゐ たが、 A を 見 ける と、 手 まねで 唇 を 濡らせと 命じ 

ん  9  9  9 

た。 彼 は^いた 粘液で こはビ つた 唇に、 匙から 氷水 を 移して やった。 K は 甘 さう に 暫く それ をち やぶく と 味^ 

つた。 

「おい …… 僕の 枕許に 財布が ある だら う。 それ を ：… あの 鬼、 …… 看護婦の 鬼婆に 知らせ …； まいとし…… て 僕 

はで、 ：- したよ。 は ひど： S 婆 だ。 苦心 も かうな ると …… 慘 めな もんだ …； それに、 君 も 金が あるか …； あるな 

らい くらで も 僕のに …； 僕のに 加へ て、 ；… い、 か… ： 支那 料理屋 …… 莉と 行った な …… あすこで 張って る おと 

いふ 女に ::: やってくれ ：•：. 僕の 形見 だって、 …… その代り …… その代り、 君に もい 、事 を閒 かせる から、 な …： 」 

K の^は 叉 匙で 沾 はされ なければ ならなかった。 

「大舉 の …… 敎授 連が …； その 家族が …… 親切 ごかし に、 交る， <\. …… 見舞 ひに 來 るんだ …； 後の祭 だい。 フ a 

ラも 一虚 来たよ。 僕 は …… 僕 は 君 を …… 美しく …… 描いて おいた ぜ。 あれ はい、 女 だ。 死ぬ 前に は 人間が …… 人 

^の 心が …… 不思議に I り 分る …… あれ はい、 ••：： フ 口 ラ はい、 …… フ 口 ラが來 たよ。 …… そこに 行く と …； 曰 

本の 奴等 は氣 持が い i …… 影 だって …； 見せ やせん」 

だ i 

恐ろしい 額 をして K はこれ だけの 事 を 云 ひ 終る と、 また 眼を閉 ぢて甄 つてし まった。 


三時 頃 K は 又 眼 を 開いた。 A は a« をし めして やった。 

「時計 は …… 君に やる …… 直せ …； 動く …… それからな 君はフ a ラ にな …… 人 M は …… 人 M は …… それから …… 

それ …… 」 

K の 呼吸 は不 に靜 かにな つて、 それと 共に 聲 まで 薄れて 行った。 喉の 所で 歡がぜ ろくい つた。 彼 はか A 

つと して 思 はす 立 上った。 而 して K の^に 口 をよ せて、 

一お い …… K …… しっかり しろ。 今 醫者を 呼んで くる。 しっかり しろ」 

と 怒^りつ けた。 死ぬ る ものなら 平く 死ぬ 方が どれ だけ 幸 だら うと 思って ゐた彼 は、 この 瞬 ぱに來 ると 自分が 

死に さう にう ろた へて、 部屋 を 走り出た。 

あちらに おりこ ちらに 走りして ゐ る^に 時 はだん/. \經 つた。 彼 はも どかしが つて 事務員 や 看護^に 歎願し 

たり 怒鳴りつ けたり した。 

憂慮に 餒 へながら 醫 ^を 案 して 彼が K の 部屋に 這 入った 時には、 そこ を 出てから 半時 問の 餘を 費して ゐた。 

K は 半 服に 服 を M いて、 口 を あんぐり と 問け たま-, 死んで ゐた。 この 哀れな 殉教者の 唇の ま はりに は 金蠅が 〔十 

くも： A 六 匹た か つて ゐた。 醫 ^は K の 様子 を 見る と 診察 もせす に歸 つ て 行 つてし まつ 』」。 

A W 蒸す やうな^ さに ひたりながら、 淚も 出ない 程 落 磨して K を 見守る のみ？ つた。 

一九 

K の 死骸 は その 夕方 死亡 室に 移された。 

A は逋 夜の 心 持で、 その 柁の 側で 一夜 を 過ごした。 

ォ  路  2、  I 
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痫院の 庭の 隅に 建てられた 八角形の 堅い 輪廓 を 持った 死亡^ は、 暗い 夜の 筌 の 下に、 ぢ つと 蹲る やうに 立って 

ゐた。 

黑 布で 被 はれた 粗末な 柁の 上に は、 薔薇の 花 を 三つ ほど ちりばめた 貧しい 草花 Q 十字架が、 反語の やうに パさ 

く  S かれて ゐた。 

木 冊^ 仕切られた 隣り の  一 i へに は、 赤子の らしい 小さな 棺が据 ゑら れ てあつた。 舊 敎に歸 依す る 家族の もの 

らしく、 柁の 前に は 小さな 聖母の K 像が 安置され て、 小さな 蠟 燭が點 されて ゐた。 眞黑な 喪服に 身 を 包んだ 中年 

らしい 一人の 女が、 時々 ill きをしながら， 死んだ もの \ やうに 柁の 側に 蹲って ゐ たが、 十二時が 打つ と共に 夜 

廻り 番が來 て たので、 絶望的な 泣き 聲を、 靜 まり 返った 夜の^ 氣に震 ひ 漂 はせ ながら、 歸 つて 行って しまつ 

た。 夜番 は A にも 歸っ たらい k だら うとい つたが、 A は聽 かすに 殘 つて ゐ たの だ。 

暫くす ると 孅^ Q 火 は 急に 然ぇ さかって 急に 消えて しまった。 晴れ^った 筌 に ちりばめられた 星々 のかす かな 

光り やに は、 たビ S 深い 喑黑 だはが 彼の 周圍 を取卷 いて ゐた。 その 喑黑は 彼の 胸の 中まで も^み^る やうに 見え 

「こ の總 てのもの &签 しさ はどう だ 」 

にの 柁の 前の 窓^に 腰かけて ゐた A は、 夜の 空 を 見上げながら 不圖 かう 獨語 ちた。 

はら  .* 

今朝の 今朝まで、 彼の 頭 を 一杯に 領 して ゐた 大きな 問題. I P 夫人の 胎に 宿った 嬰兒 II は K の 一 言の 爲め 

こ、 今 は 煙 よりも r& なく も なくなって しまった。 未練と も 云 ふべき 奇怪な 彼の 愛着と、 彼の 生涯に ついて 

—  - ，ノ. t  〃  i\  999 

まよるべき 苦しい 責任と は、 たピ 一瞬の に 有から 無に 歸 してし まった。 それ は 一 つの 强ぃ鐵 鎖 力ら 彼が すつ 力 

むご  なまき 少  W  ^  { 

り解玫 された 事で はあった けれども， 彼の 心の底に は 解放され た 瞬間から 虐 たらしい 生傷が 出來て その 傷口 力 


苦しげ に をめ き 叫んだ。 理 窳 から 云 ふと、 K が P 夫人の 近況 を 語って 聞かせた 時、 彼 は 思 はす 愁 ひの 眉 を 開く ベ 

き や  1： だった。 實 ほそん な 心 持 は 十分 彼の 胸に 湧き起って ゐた。 それに も拘 はらす、 そんな 心 持まで を 押 包んで ど 

す 黑ぃ空 虛が 彼を戰 かした。 總ては 一場の 惡 夢に 過ぎなかった と 喜び もしょう。 然し この 惡夢を 生んだ 人 問の、； - 

はどう だ。 それ は 何ん とい ふ 喑ぃ姿 だ、 P 夫人と 云 ひ^ 彼 自身と 云 ひ。 P 夫人 を 責め 拔 いて それ を 正 當な事 だと 

m 心って ゐた彼 は、 端な くも その 夫人と 同じ 事 を 欲し、 同じ 事 を 恐れ、 同じ 事で 喜ぶ 彼 自身 を 見出して 了った の だ。 

彼 は 眼 を^ ゑて K の柁を しげ， -\ と 見やった。 K の 存在 も 今 は 筌 しいの だ。 先刻まで K はゐ た。 今 は 居ない。 

今 彼の 心から も體 から も、 總 てのもの は殘 りなく 去って しまって ゐた。 彼に は P 夫人の 事 を 思 ひ 煩 ふ 必要 もな" 

い。 K は 又 K で 死んで しまって ゐた。 签 しい 悒欝と 厭世の 心が 古沼の やうに 熱 も 光 もな く 澱んで ゐる ばかり だつ 

唯斷末 魔に K の^から；； f れ か，^ つて 永久に 姿を隱 した その 斷片 的な 言葉 だけが、 幽靈の やうに 彼に 襲ひ逼 つた。 

つぶや 

； 體 彼 は 死 際まで フ 口 ラ の 名 を 眩いて どうす る 積り だった の だら う。 「人 問 は …… 人 間 は …… 」 と 一 一言 云った K は 

人^と いふ ものに ついて 何 を 彼に 敎 へようと したの だら う。 K の 意志 は 永久に 閉 されて、 彼 は K の 心の 程 を 推し • 

g ろ S すら 出來 ない の だ。 さう 思 ふと 彼の 心 は 不意に 氷の やうに 固く 冷たくな つてし まった。 

黎明 前の.^：^ は 冷えて ゐた。 大陸の 夏で なければ ない 冷え 方 だった。 彼 は 夏服の 襟 を 立て & 腕組み をし なが： 

ら、 がた- (\ と^へ て棺の 前を往 つたり 來 たりした。 

「夜 だけで もせめ て 早く 明ける がい- んだ」 

さう 小さく 獨語 ちて、 彼は乂 窓際に 行って^ を 仰いだ。 秋の やうに 天 は 澄んで 寒かった。 黎明 はま だ來 なかつ 

た。 黎明 前 の^は a; 夜屮 の^よりも 更に^かった。 

S れ  七 1 
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r 靜 かに …… 靜 かに …… 」 

はや  かす 

その 闇の 中で、 逸る 心をぢ つと 押鎭 めようと 努めて， A は 又 幽かに かう さ i やいた。 

その 時まで 火の やうに 乾いて 燃えて ゐた 彼の 眼から、 K を 悲しむ のか、 自分 を憐 むの か、 熱い 淚が 流れ出よう 

とした。 A は齒を ^ひしば つて それ を 呑み込んで しまった。 喰 ひしば つた 蒈 がぶ るく と 震へ た。 

へ 一 九 一 七 ^十月、 中央 公論 所載の 「迷路」 とノ 

广 1 九 1 八 年！ 月、 新小說 所載の 「嘵 闇」 と を 合して 乂 


お前た ちが 大きくな つて、 一人前の 人 問に 有ち 上った 時、 —— その 時までお 前た ちの パ 、は 生きて ゐ るか ゐな 

くさ ひろ 

レか それ は 分らない 蔡 だが —— 父の^き^ した もの を 繰 擴げて 見る 機 きがある だら うと 思 ふ。 その 時 こ の 小さ 

な 喾 き 物 もお 前た ちの 眼の 前に 現 はれ 出る だら う。 時 は どんく 移って 行く。 お前た ちの 父なる 私が その 時お 前 

たちに どう 映る か、 それ は 想像 も出來 ない 事 だ。 恐らく 私が 今 こ-で、 過ぎ去らう とする 時代 を 嗤ひ 憐れんで ゐる 

やうに、 お前た ち も 私の 十：：. c 犬い 心 持 を嗤ひ 憐れむ のか も 知れない。 私 はお 前た ちの 爲め にさう あらん 事 を 祈って 

ふみだい 

ゐる。 お^たち は 遠^なく 私 を 踎臺 にして， 高い 遠い 所に 私 を乘り 越えて 進まなければ 間遠って ゐ るの だ。 然し 

ながらお 前た ち を どんなに 深く 愛した ものが この 世に ゐ るか、 或は ゐ たかと いふ 事^ は、 永久にお 前た ちに 必耍 

な もの だと 私 は 忍 ふの だ。 お前た ちが この 書き物 を讀ん で、 私の 思想の 未熟で 固な のを嗤 ふ^に も、 私たちの 

愛 はお 前た ち を歧 め、 慰め、 勵 まし、 人生の 可能性 をお 前た ちの 心に 味覺 させす にお かないと 私 は 思って ゐる。 

だから この^き 物 を 私 はお 前た ちに あて \喾 く。 

お前た ち は.^ パ牛； 人の、 たった 一人の マ 、を 永久に 失って しまった。 お： g たち は 生れる と 問 もな く、 生命に 一 

^大事な 養分 を 恋 はれて しまったの だ。 お前 達の 人生 は そこで 旣に喑 い。 こ の^ある 雜誌 社が 「私の 母」 とい ふ 

小さな 感想 を かけと いって 來た 時、 私 は 何ん の氣 もな く、  re 分の 幸福 は 母が 始めから 一人で 今 も 生きて ゐる事 

だ」 と喾 いての けた。 而 して 私の^ ハ牛维 がそれ を喾き 終へ るか 終へ ない に- 私 はすぐ お前た ちの 事 を 思った。 私 

5 き^へ  4 ヒ 二 
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の 心 は惡亊 でも 働いた やうに 痛かった。 しかも 事實 は事實 だ。 私 は その 點で 幸福だった。 お前た ち は 不幸 だ。 恢 

设の途 なく 不幸 だ。 不幸な ものた ちょ。 

ち ナ 一/  V*  .v) つう 

^方の 三時から ゆるい 陣痛が 起り 出して 不安が 家中に 擴 がった の は 今から 思 ふと 七 年 前の 事 だ。 . それ は 吹雪 も 

吹雪、 北海道で すら、 滅多に はない ひどい 吹雪の 日だった。 市街 を 離れた 川 沿 ひの 一 つ 家 はけし 飛ぶ 程搖れ 動い 

わたぐも  さへ ぎ 

て、 窓 硝子に 吹きつけられた 粉雪 は、 さらぬ だに 綿雲に 閉ぢ られた 陽の 光 を 二重に 遮って、 夜の 喑 さがい つまで 

も 部屋から 退かなかった。 電燈の 消えた 薄喑ぃ 中で、 白い ものに 包まれた お前た ちの 母上 は、 夢心地に 呻き 苦し 

んだ。 私 は 一人の 舉 生と 一人の 女中と に乎傳 はれながら、 火 を 起したり、 湯 を 沸かしたり、 使 を 走らせた りした。 

、 *  JI き 

^婆が 雪で^ 白に なって ころげこんで 來た時 は、 家中の ものが 思 はす ほっと 氣 息をついて 安堵した が 晝 になつ. 

き づか 

ても赘 過ぎに なっても 出産の 模様が 見えないで、 產 婆や 看護婦の 顔に、 私 だけに 見える 氣遣 ひの 色が 見え 出す と 

私 は 全く 慌て \ しまって ゐた。 害齋 に閉ぢ 籠って 結 粟 を 待って ゐられ なくなった。 私 は產窒 に 降りて いって、 產 

婦の兩 乎 をし つかり 握る 役目 をした。 陣痛が 起る 度 毎に 產婆は 叱る やうに 產 婦を勵 まして、 一分 も 早く 產を 終ら 

いびき 

せようと した。 然し 暫くの 苦痛の 後に、 產婦 はすぐ 又 深い 眠りに 落ちて しまった。 鼾 さへ かいて 安々 と 何事 も 忘. 

れ たやう に 兌え た。 産婆 も、 後から 駔 けつけ て くれた 醫者 も、 顔 を 見合 はして 吐息 をつ くば かりだった。 醫師は 

^睡が 來る度 毎に 何 か 非常の 手段 を用ゐ ようかと 案じて ゐる らしかった。 

螯 過ぎに なると 戶 外の 吹雪 は 段々 鎭 まっていって、 濃い 雪雲から 漏れる 薄日の 光が、 窓に たまった 雪に 來て そ. 

つと 戲れ るまでに なった。 然し 產窒の 中の 人々 に はます （. 重い 不安の 雲が 蔽ひ被 さった。 醫師 は醫師 で、 產裟 

は 産婆で、 私 は 私で、 銘々 の 不安に 捕 はれて しまった。 その 中で 何等の 危害 を も 感ぜぬ らしく 見える の は、 一番 

恐ろしい 遝 命の 淵に 臨んで ゐ る廢婦 と胎兒 だけだった。 二つの 生命 は昏々 として 死の 方へ 眠って 行った。 


丁度 I 二 時と 思 はしい 時に I 產氣 がつ いてから 十一 一時 目に II 夕 を 催す 光の 中で、 最後と 思 はしい 激しい 陣 

痛が 起った。 肉の 眼で 恐ろしい 夢で も兑る やうに， 産婦 はかつ と 瞼 を 開いて、 あてど もな く 一所 を 睨みながら、 

苦しげ とい ふより、 恐ろしげ に^ を ゆがめた。 而 して 私の 上體を 自分の 胸の 上に たくし 込んで、 背中 を 羽が いに 

抱きす くめた。 若し 私が^: と M じ程庞 にい きんで ゐ なかったら， 産婦の 腕 は 私の 胸 を 押しつ ぶす だら うと 思 ふ 

^だった。 そこに ゐる 人々 の 心 は 思 は. f 總 立ちに なった。 锊 師と^ 婆 は 場所 を 忘れた やうに 大きな 聲で齑 婦 を勵. 

ました。 

ひざもと 

ふと 症婦の 握力が ゆるんだ の を 感じて 私 は 顔 を 擧げて 兌た。 齑 婆の 膝 許に は 血の 氣 のない 嬰兒が 仰向けに 嵇た 

へられて ゐた。 洚 婆は毬 でもつ くやう に その 胸 を はげしく 敲 きながら、 葡萄酒々々々 といって ゐた。 看護婦が そ 

れを： g: つて 來た。 ^婆 は 顔と 言 槳 とで その 酒 を盥の 中に あけろ と 命じた。 激しい 芳 がと 同時に 盥の湯 は 血の やう 

た ft に お つた。^ 兒は その 中に 浸された。 ti  くして かすかな 產聲が 氣息も つけない 緊張の 沈默を 破って 細く 轡ぃ. 

た。 

太き な： 太と 地と の^に 一 人の 母と 一 人の子と がその 刹那に 忽如 として 現 はれ 出た の だ。 

その 時 新たな^ は 私 を 兌て 弱々 しく ほ-ゑんだ。 私 は それ を 見る と 何ん とい ふ 事な しに 淚が 眼が しらに 滲み W 

て來 た。 それ を 私 はお 前た ちに 何ん といって 云 ひ 現 はすべき か を 知らない。 私の 生命 全 體が淚 を 私の 眼から 搾り 

出した とで もい へばい-のか 知らん。 その 時から 生活の 諸相が 總て 眼の 前で 變 つてし まった。 

またち の 巾：^ 初に この 世の 光 を 兌た もの は、 この やうに して 世の 光 を 見た。 二番目 も 三^ 口 も， 生れ やうに 

難： ^の^こ そ あれ、 父と 5： とに 與 へた 不思議な 印象に 變り はない。 

かう して 若い 夫 ^はつぎく にお 前た ち 三人の 親と なった。 
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私 は その 顷 心の中に 色々 な 問題 を あり 餘る程 持って ゐた。 而 して 始終 齷き しながら 何 一 つ 自分 を 「滿 足」 に 近 

づける やうな 仕事 をして ゐ なかった。 何事 も獨 りで 嗡み しめて 見る 私の 性質と して、 表面に は 十人並みな 生活 を 

生活して ゐ ながら、 私の 心 はや \ ともす ると 突き上げて 來る 不安に いら- (\ させられた。 ある 時 は 結婚 を 悔いた J 

ある 時 はお 前た ちの 誕生 を惡ん だ。 何故 自分の 生活の 旗色 を もっと 鮮明に しないせ に 結婚 なぞ をした か。 妻の あ 

る爲 めに 後ろに 引きす つて 行かれねば ならぬ 重みの 幾つか を、 何故 好んで 腰に つけたの か。 何故 二人の 肉 慾の： s 

果を： 穴からの 賜物の やうに 思 はねば ならぬ のか。 家庭の 建立に 费す勞 力と 精力と を 自分 は 他に 川 ふべき ではな か 

つたの か。 

も ぎ ごう 

私 は 自分の 心の 亂れ からお 前た ちの 母上 を 厘 M 泣かせたり 淋しがらせた りした。 またお 前た ち を沒義 道に 取り 

あっかった。 お前 達が 少し 執念く 泣いたり いがんだ りする 聲を 聞く と、 私 は 何 か 殘虐な 事 をし ないで は ゐられ な 

かった。 原稿紙に でも 向って ゐた 時に、 お前た ちの 母上が、 小さな 家事 上の 相談 を 持って 來 たり、 お前た ちが 泣 

き騷 いだり したりす ると、 私 は 思 はす 机 をた & いて 立 上ったり した。 而 して 後で はた まらない 淋し さに 襲 はれる 

I  つか  せっかん 

の を 知りぬ いて ゐ ながら、 激しい 言葉 を 遣ったり、 嚴 しい 折檻 をお 前た ちに 加へ たりした。 

然し 遝 命が 私の 我儘と 無理解と を 罰する 時が 來た。 どうしてもお 前 達 を 子守に 任せて おけないで、 毎晚 お前た 

ち 三人 を 自分の 枕許 や、 左右に 臥ら して、 夜通し 一人 を寢 かしつけたり、 一人に 牛乳 を溫 めて あてがったり、 一 

人に 小用 をた させたり して、 碌々 熱睡 する 暇 もな く 愛の 限り を盡 したお 前た ちの 母上が 、四十 一 度と いふ 恐ろしい 

熱 を 出して どっと 床に ついた 時の 驚き もさる 事で は あるが、 診察に 來て くれた 二人の 醫師が 口 を 揃へ て、 結核の 

^^が あると いった 時には、 私 は唯譯 もな く靑 くな つてし まった。 檢 痰の 結果 は醫師 たちの 鑑定 を 裏書きし てし 

まった。 而 して 四つと 三つと 二つと になる お前た ちを殘 して、 十月 末の 淋しい 秋の 日に、 母上 は 入院せ ねばなら 


ぬ lg となつ てし まった。 

私 は 口中の 仕事 を 終る と 飛んで 家に 歸 つた。 而 してお 前 達の 一人 か 二人 を 連れて 病院に 急いだ。 私が その 町に 

仆 まひ 始めた 顷 働いて ゐた 克明た 門^の 婆さんが 病窒の 世話 をして ゐた。 その 婆さん はお 前 達の 姿 を 見る と隱し 

ほし 淚を 拭いた。 お前^ は^ 上 を^^の 上に 兌つ ける と 飛んで いって かじり 附か うとした。 結核 症で あるの を ま 

だ あかされて ゐな いお 前た ちの 母上 は、 齊を 抱き か、 へる やうに お前た ち を その 胸に 集めよう とした。 私 はい、 

加減に あしらって お前た ちを寢 臺 に 近づけない やうに しなければ ならなかった。 忠義 をしょう としながら、 周 園 

の 人から 極端な 誤解 を 受けて、 それ を 辯 解して ならない^ 情に^ かれた 人の 味 ひさうな 心 持 を 幾度 も 味った。 そ 

れ でも 私 はもう 怒る ^氣 はなかった。 引き はなす やうに してお 前た ち を 母上から 遠ざけて 歸路 につく 時には、 大 

抵^ 炝の 光が 淡く 道路 を 照して ゐた。 玄關を 這 入る と屐人 だけが 留守して ゐた。 彼等 は 二三 人 もゐる 癖に、 殘 し 

ておいた 赤坊 のおし め を 代へ ようと もしなかった。 氣 持ち- 惡げに 泣き叫ぶ 赤 坊の胶 の 下 はよ くぐし よ 濡れに なつ 

てゐ た。 . 

お前た ち は 不思議に 他人に なつかない 子供た ちだった。 やうく お前た ちを寢 かしつけてから 私 は そっと 書齋 

に^ 入って 調べ物 をした。 體は 疲れて 頭 は 興^して ゐた。 仕事 をす まして 寢 付かう とする 十一 時 前後になる と、 

神經の 過敏に なった お前た ち は、 夢な ど を 兌て おびえながら 眼 を さます のだった。 暌方 になる とお 前た ちの 一人 

は 乳 を 求めて 泣き出した。 それにお こされる と 私の 眼 はもう 朝まで 閉ぢ なかった。 朝飯 を 食 ふと 私 は 赤い 眼 をし 

な がら、 堅い 心の やうな もの & 出 來た頭 を 抱 へ て 仕亊 をす る 所 に 出 懸け た。 

北 H にに 冬が 兌る， （^11 つて 来た。 ある 時 病院 を 訪れる と、 お前た ちの 母上 は寢 察の 上に 起き かへ つて 窓の 外 

^眺めて ゐ たが、 私の .S を 見る と、 平く^ 院 がしたい とい ひ 出した。 窓の 外の 枫が あんなに なった の を 見る と 心 
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紬 いとい ふの だ。 なるほど 入院した てに は 燃える やうに 枝 を 飾って ゐた その 葉が 一枚 も 殘らす 散りつ くして、 サ匕 

ufc  し を 

« の 菊 も 謝に 傷められて、 萎れる 時で もない のに 萎れて ゐた。 私 はこの 寂し さ を 毎日 兌せ てお くだけで もい けな 

いと 思った。 然し^ 上の 本 當の心 持 はそんな 所に はなく つて、 お前た ちから 一刻 も 離れて は ゐられ なくなって ゐ 

たの だ。 

ちられ  ，曹, 

今 口い よ，， （\ 退院 するとい ふ 日 は、 霰の 降る、 寒い 風の び ゆう，/^ と 吹く 悪い 曰だった から、 私 は 思 ひ 4- らせ 

ようとして、 仕事 をす ますと すぐ 病院に 行って 見た。 然し 病窒 はからつ ぼで、 例の 婆さんが、 貰った もの やら、 

虚蒲團 やら、 茶器 やら を 部屋の 隅で ご そ （-と 始末して ゐた。 急いで 家に 歸 つて 見る と、 お前た ち はもう 母上の 

ま はりに 染まって 嬉し さう に騷 いで ゐた。 私 は それ を 見る と淚が こぼれた。 

知らない^に 私たち は 離れられな いものに なつ てし まって ゐ たの だ。 五 人の 親子 は どんく 押 寄せて 來る兹 さ 

の 前に 、小さく！； まって 身 を 護ら うとす る雜 草の 株の やうに、 互により 添って 暖みを 分ち 合 はう として ゐたの だ。 

然し 北 國 の 寒さ は 私たち 五 人の 暖み では 間に合 はない 程 寒かった。 私 は 一人の 病人と ない お前た ちと を 欺 は 

b ながら 旅 雁の やうに 南 を 指して 週れ なければ なら なくなった。 

それ は 初雪の どん，.， （\ 降りしきる 夜の 事だった、 お前た ち 三人 を 生んで 育て-くれた 土地 を あにして 旅に 上つ 

たの は。 忘れる 事の 出來 ないいく つかの 顔 は、 喑ぃ 停車場の プラット フォ ー ム から 私たちに 名 殘りを 惜しん^。 

陰櫞 な津輕 海峡の 海の 色 も 後ろに なった。 東京まで 附 いて 來て くれた 一人の 擧生 は、 お前た ちの 中の 一番 小さい 

を、 母の やうに 終夜 抱き 通して ゐて くれた。 そんな 事 を 書けば 限りがない。 兎も角 私たち は 幸に あ き もな く、 

1 1 日の 物憂い 旅の 後に 晩秋の 柬 京に 着いた。 

今まで ゐた虚 とちが つて、 柬 京に は 澤 山の 親類 や 兄弟が ゐて、 私たちの 爲 めに 深い 同情 を 寄せて くれた。 そ， e 


は 私に どれ 程の 力だった らう。 お前た ちの 母上 は 程なく K 海岸に さ-やかな 贷训莊 を 借りて 住む 事に なり、 私た 

ち は 近所の 旅館に 宿 を 取って、 そこから 見舞 ひに 通った。 一時 は痫 勢が 非常に 衰 へた やうに 見えた。 お前た ちと 

母上と 私と は 海岸の 砂丘に 行って 日向ぼっこ をして 樂 しく 一  一！ 一； 時 ^ を 過ごす までにな つた。 

どうい ふ^りで 運命が そんな 小 ^ を 私たちに 與 へたの かそれ は 分らない。 然し 彼 は どんな 事が あっても 仕遂ぐ 

べき^ を 仕遂げす に はおかなかった。 その 年が 暮れに 迫った^ お^ 逹の 母上 は假 初の 風邪から ぐんく 悪い 方 へ 

向いて 行った。 而 してお， S たちの 中の 一人 も 突然 _s 因の 解らない 高熱に 侵された。 その 病 氣の事 を 私 は 母上に 知 

らせ るのに 忍びなかった。 病 兒は病 兒で私 を 暫く も 乎 放さう と はしなかった。 お前 逹の 母上から は 私の 無沙汰 を 

K めて 來た。 私 は 遂に 倒れた。 病兒と 枕を竝 ベて、 今まで 經驗 した 事の ない 高熱の 爲 めに 呻き 苦しまねば ならな 

かった。 私の 仕事？ 私の 仕事 は 私から 千里 も 遠くに 離れて しまった。 それでも 私 はもう 私を悔 まう と はしな か 

つた。 お前た ちの 爲 めに 最後まで 戰 はう とする 熱意が 病 熱よりも 高く 私の 胸の 中で 燃えて ゐ るの みだった C 

お 月 ^々悲劇の 絶預が 到來 した。 お前た ちの 母上 は 自分の 病 氣の眞 相 を 明かされ ねばならぬ 破目に なった。 そ 

のむ づ かしい 役：：： を 勤めて くれた 醫 師が歸 つて 後の、 お前た ちの 母上の 顔 を 見た 私の 記憶 は 一 生涯 私 を驅り 立て 

る だら う。 お おな 淸々 しい 顔 をして 枕に ついた ま、 母上に は 冷たい 覺悟を 微笑に 云 はして 靜 かに 私を兒 た。 そこ 

に は 死に 對 する Resignation と共にお 前た ちに 對 する 根强ぃ 執涪 がま ざく と 刻まれて ゐた。 それ は 物凄く さへ 

あった。 私 は^ 慘な 感じに 打 たれて 思 はす 服 を 伏せて しまった。 

愈々 H 海岸のお 院に 入院す る 日が 來た" お前た ちの 母上 は 全快し ない 限り は 死ぬ ともお 前た ちに 逢 はない^ 愔 

ほ*  は れ ざ 

の^を 堅めて ゐ た"' 一 一度と は蓊 ない と 思 はれる I 而 して 赏際^ なかった I. 晴 S を 澄て 座 を 立った 母上 は 内外 

の^ 親の 服の 前で さめ^ \ と 泣き^れた。 女ながら に： ^象の 勝れて 强ぃ お前た ちの 母上 は、 私と 二人 だけ ゐる揚 

小さき 者 へ  四 七 九 


力 鳥武郎 佥钹^ 1 卷  四八〇 

合で も ^額な ど は 兌せ た^がない といって もい 、位だった のに、 その 時の 淚は 拭く おとから あとから 流れ 落ちた。 

その 熱い 淚は お前 たちだけ の 尊い 所有物 だ。 それ は 今 は 乾いて しまった。 大 {ゃ； を I る 雲の 一片と なって ゐ るか、 

谷 河の 水の 一 滴と なって ゐ るか、 太洋の 泡の 一 つと なって ゐ るか、 又は 思 ひがけない 人の 淚 堂に 貯 へられて ゐる 

か、 それ は 知らない。 然し その 熱い 淚は 兎も角も お前 たちだけ の 尊い 所有物な の だ。 

動 車の ゐる 所に 來 ると、 お前た ちの 屮 熱.： g の豫 後に ある 一人 は、 足の 立たない 爲 めに 下女に 背 食 はれて、 I 

—一 人 はよ ち，/, \ と 歩いて、 ！ 一  赉 末の 子 は 母上 を 苦しめ 過ぎる だら うとい ふ 祖父母た ちの 心 遣 ひから 茧れて 

來られ なかった I 母上 を見玆 りに 出て 來てゐ た。 お前た ちの 頑是ない 驚きの 眼 は、 大きな 自動車に ばかり 向け 

ら れてゐ た。 お前た ちの 母上 は 淋しく それ を 見やって ゐた。 自動 単が 動き 出す とお 前 達 は 女中に 勸 めら れて 兵隊 

の やうに 舉 手の 禮 をした。 母上 は 笑って 輕く頭 を 下げて ゐた。 お前た ち は 母上が その 隨 昍 から 永久にお 前た ち を 

離れて しま ふと は 思はなかった らう。 不幸な ものた ちょ。 

t'  >  »  いき 

そ タカら お^たちの 母上が： g 後の^ 息 を 引きと るまでの 一年と 七 箇月の^、 私たちの 間に は 烈しい！ が 闘 はれ 

た。 母上 は 死に 對 して^ 上の 態度 を 取る 爲 めに、 お前た ちに 最大の 愛 を 遣す ために、 私 を 加減な しに 现解 する 爲 

めに 私 は 招 上 を^ 魔から 救ふ爲 めに、 自分に 迫る 運命 を I 力ら しく 肩に 擔ひ 上げる ために、 お前た ち は 不思議な 

述 命から 自分 を 解放す るた めに、 身に ふさ はない 境遇の 中に.！ H: 分 を はめ込む ために、 闘った。 M まぶ IX なって 

a つたと いってい &。 私 も 母上 もお 前た ち も 幾度 彈丸を 受け、 刀き を 受け、 倒れ、 起き 上り、 又 倒れたら う。 

お前た ちが 六つと 五つと 1： つに なった 年の 八月の 二日に 死が 殺到した。 死が 總て を壓 倒した。 而 して 死が 總て 

を 救った。 

お^たちの 母上の 誉の屮 で  一 ^崇； 咼な 部分 はお 前た ちに 與 へられた 一 節だった。 若し この 害き 物 を讀む i& 


があった ら、 Hi: 時に^ 上の 逍首も 讀んで 見る がい、。 母上 は 血の 淚を 泣きながら、 死んでも お前た ちに. はない 

決心 を おさなかった。 それ は 病菌 をお 前た ちに 傳へ るの を 恐れた ばかりで はない。 又お 前た ち を 見る 事に よって 

C 分の 心の 破れる の を 恐れた ばかりで はない。 お前た ちの 淸ぃ 心に 殘 酷な 死の 姿 を 兌せ て、 お前た ちの 一生 をい 

やが 上に 1= くす る 事 を 恐れ、 お前た ちの 仲び/. \ て 行かなければ ならぬ 靈 魂に 少しで も 大きな 傷 を 殘す事 を 恐れ 

たの だ。 幼 兒に死 を 知らせる 事 は 無益で あるば かりで なく 冇害 だ。 葬式の 時 は 女中 をお 前た ちに つけて 樂 しく 一 

n を 過ごさして K ひたい。 さう お前た ちの 母上 は 書いて ゐる。 

r を 忍 ふ 親の 心 は 日の 光世より 世 を 照る 大きさに 似て」 

とも 詠 じて ゐる。 

^上が 亡くなった 時、 お前た ち は 丁度 信 州の 山の 上に ゐた。 若しお 前た ち を 母上の 臨終に あはせ なかったら 一 

卞- 恨みに^ ふだら うと さ へ 書いて よこして くれたお 前た ちの 叔父 上に 强 ひて 顿ん で、 お前た ち を 山から 歸ら せな 

かった 私 をお 前た ちが 殘酷 だと 思 ふ 時が あるか も 知れない。 今 十一 時半 だ。 この 書き物 を 草して ゐる 部屋の 隣り 

なら  とし 

にお 前た ち は 枕 を 列べ て 寢てゐ るの だ。 お前た ち はま だ 小さい。 お前た ちが 私の 齢に なったら 私の した 事 を、 卽 

ち 母上の させよう とした 事を^ 高く 兑る 時が 來る だら う。 

仏 はこの^ にどん な 道 を 通って 來 たらう。 お前た ちの 母上の 死によ つて、 私 は 自分の 生きて 行くべき 大道に さ 

まよ ひ 出た。 私 は c 分 を 愛護して その 道 を 踏み迷 はすに 通って 行けば い \の を 知る やうに なった。 私 は 嘗て 一 つ 

の创 作の 巾に^ を 犠牲に する 決心 をした 一 人の 男の 事 を 書いた。 事實に 於て お前た ちの 母上 は 私の 爲 めに 犠牲に 

なって くれた。 私の やうに 持ち 合 はした 力の 使 ひやう を 知らなかった 人間 はない。 私の 周圍の もの は 私 を 一 個の 

小心な、 负？1： な、 什^の 出來 ない、 憐れむべき 男と 見る 外 を 知らなかった。 私の 小心と^ 鈍と 無能力と を 徹底 さ 
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し 1 ようとして くれる ものはなかった。 それ を i たちの 母上 は 成就して くれた。 私 は 自分 S さに 力き じ 

ム" めた。 私 は 仕 f 出来ない 所に 仕 f 見出した。 大膽 になれ ない 所に 大響 見出した。 靈 でない 所に^^ 

""した。 1 きへ ていへば、 私 は靈に 募の ぎ f 晏き、 大膽に 自分の 小心 を 認め、 勞 役して 自分の 無 

VI  に， -i し v きうつ. a  r-tj きる 雾 おお^-る やうに^ ふ。 お前た ちが 私の 過去 を 眺めて 

お， J を ^驗 した。 私 はこの 力 を 以て 己れ を 鞭ち 他 を 生きる $カ は^る^  If パ 

U る やうな 事が あったら、 私 も 無駄に は 生きなかった の を 知って 喜んで くれる だら う。 

^などが きくら して 讓氣分 1Q 中に どに、 どうか するとお 前？^ 一人が 默 つて 私 の舊に 

這 入って 来る。 而 して 二百 パ 、といった ぎりで、 私の 膝に よりか、 つた ま、 しく；^ と 泣き出して しま ふ。 あ、 

何が お前た ちの i ま 眼に 淚 I 求す るの だ。 不幸な ものた ちょ。 ま i たちが 謂れ もな I しみに くづれ るの 

1る§ して、 この 世を 淋しく f せる もの はない。 またお 前た ちが 元氣 よく 私に 朝の 挨拨 をして r" 招 上 

、の 前に 龃 けて 行って、 「マ 、ちゃん 御機嫌よう」 と 快活に 叫ぶ 瞬間 ほど、 私の 心の底 までぐ ざと おり 通す 隨 

ヒハ。 私 は その 時、 めレ つと して 無 劫の 世界 を 服 前に 見る。 

此のぶ 人 は 私 の懂を？ しいと 思 ふに 違 ひない。 何故なら 害 死と は そこに もミ にも 倦き はて # 

お く tsQ 一つに 過ぎない からだ。 そんな f 重大視す る 程 世？ 父 は 閑散で ない。 それ は 蹄 力に さう 

さ。 然し それに もで はらす、 私と いはす、 お前た ち も 行く く は 母上の 死 を 何物に も 代へ がた く 悲しく 口惜し 

, ものに S 時が 來 るの だ。 世の中の 人が 無頓 霄^って それ を 恥？ はなら ま。 それ は恥づ べき ことち や 

ない。 私たち は その ありがちの I の 中から も 人生の 淋し さに 深く ぶっかって 見る ことが 出來 る。 小さな こと 力 

ト さなこと でない。 大きな ことが 大きな ことで ない。 それ は、 も 一 つ だ 

巧し ろお 前た ち は 見る に 痛ましい 人生の^ 生え だ。 泣く につけ、 笑 ふに つけ、 面白がる につけ、 淋しがる につ 


け、 お前た ちを兑 守る 父の 心 は 痛ましく 傷つく。 

然し この 悲しみが お前た ちと 私と にどれ おの 强み であるか をお 前た ち はま だ 知る ま い。 私たち はこの 掼 失のお 

蔭で 生活に 一段と 深入りし たの だ。 私共の 根 はいくら かで も 大地に 延びた の だ。 人生 を 生きる 以上 人生に 荣 入り 

わざ は 

しない もの は災 ひで ある。 

Ms: に 私たち は. n 分の 悲しみに ばかり 浸って ゐて はならない。 お前た ちの 母上 は 亡くなる まで、 金錢の || がか 

ら は，：：：. E だった。 飲みたい 藥は 何んでも 飮む専 が 出来た。 食 ひたい 食物 は 何んでも 食 ふ 事が 出来た。 私たち は 偶 

然な社 ^組織の 結果から この 特權 ならざる 特權 を享樂 した。 お前た ちの 或る もの はかす かながら U 氏 一家の 模様 

えて ゐる だら う。 死んだ 細^から 結核 を傳 へられた U 氏が あの 理智 的な 性情 を 有ちながら、 天 理敎を 信じて、 

その 御 祈禱で 病氣を 癒さう とした その 心 持を考 へる と、 私 はた まらなくなる。 藥 がきく もの か祈禱 がきく もの か 

それ は 知らない。 然し U 氏 は醫^ の藥 が飮 みたかつ たの だ。 然し それが 出来なかった の だ。 U 氏 は 毎 口下 血し な 

がら 役所に 通った。 ハンケ チを卷 き 通しな 喉から は皺嗳 れた聲 しか 出なかった。 働けば 病氣が 重る 事 は 知れ 切つ 

てゐ た。 それ を 知りながら U 氏 は 御 祈 S を賴 みに して、 老母と 二人の 子 佻との 生活 を綏 ける ために、 ^ましく 飽 

くまで 働いた。 而 して 病氣が 重って から、 なけなしの 金 を 出して して K つた 十！： 贺 液の 汴射 は、 E 舍の醫 師の不 注 

意から 靜脈を 外れて、 激烈な 熱 を 引 起した。 而 して U 氏 は 無 资產の 老母と 幼 兒とを 後に 殘 して その 爲 めに g れて 

しまった。 その 人た ち は 私たちの 隣り に 伐んで ゐ たの だ。 何 ん とい ふ述 命の 皮肉 だ。 お前た ち は 母上の 死 を 思 ひ 

出す と共に、 U 氏 を 思 ひ 出す こと を 忘れて はならない。 而し てこの 恐ろしい II を 禅； める 工夫 をし なければ ならな 

レ お前た ちの 母上の 死 はお 前た ちの 愛 を そこまで 轔げ さすに 十分 •  たと S ふから 私 はいふ のぞ。 

卜 分 人世 は 淋しい。 私たち は 唯 さう いってぎ まして ゐる 事が 出来る だら うか。 お前 逑と 私と は、 血 を 味った 獸 
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の やうに、 愛 を 味った。 行かう、 而 して 出来るだけ 私たちの 周圍を 淋し さから 救 ふために 働かう。 私 はお 前た ち 

を 愛した。 而 して 永遠に 愛する。 それ はお 前た ちから 親と しての 報酬 を 受ける ためにい ふので はない。 お前た ち 

を 愛する 事を敎 へて くれたお 前た ちに 私の 要求す る もの は、 たピ 私の 感謝 を 受取って 貰 ひたいと いふ 事 だけ だ。 お 

前た ちが 一人前に 育ち 上った 時、 私 は 死んで ゐる かも 知れない。 一生懸命に 働いて ゐる かも 知れない。 老衰して 

物の 役に立たな いやう になって ゐる かも 知れない。 然し 何れの 場合に しろ、 お前た ちの 助けなければ ならない も 

の は 私で はない。 お前た ちの 若々 しい 力 は旣に 下り坂に 向 はう とする 私な どに 煩 はされ てゐて はならない。 斃れ 

た 親 をき ひ讒 して カを貯 へる 獅子の 子の やうに、 力 强く男 ましく 私 を 振り捨て \ 人生に 乘り 出して 行く がい」。 

1 ね いき 

今時 計 は 夜屮を 過ぎて 一 時 十五 分 を 指して ゐる。 しんと 靜 まった 夜の 沈默の 中に お前た ちの 平和な 寢息 だけが 

i かに この 部屋に 聞こえて 來る。 私の 眼の 前に はお 前た ちの 叔母が 母上に とて 贈られた 薔薇の 花が 寫眞の 前に 置 

かれて ゐる。 それにつ けて 思 ひ 出す の は 私が あの 寫眞を 撮って やった 時 だ。 その 時お 前た ちの 中に 一^年た けた 

ものが 母上の 胎に 宿って ゐた。 母上 は 自分で も 分らない 不思議な 望みと 恐れと で 始終 心 をな やまして ゐた。 その 

顷の 母上 は 殊に 美しかった。 希臘の 母の 眞似 だとい つて、 部屋の 中に い、 肖像 を 飾って ゐた。 その 中には ミ ネル 

バの像 や、 ゲ ー テゃ クロムウエル や、 ナイ ティン ゲ ー ル 女史 やの 肖像が あった。 その 少女 じみた 野心 を その 時の 

私 は 輕 い 皮肉の 心で 觀てゐ たが、 今から 思 ふとた ビ笑ひ 捨て、 しま ふこと はどうしても 出來 ない。 私が お前た ち 

の 母上の g 眞を 撮って やらう といったら、 思 ふ 存分 化粧 をして 一 番の 晴着 を 着て、 私の 二階の 害 察に 這 入って 來 

た。 私 は 寧ろ^い て その 姿 を 眺めた。 母上 は 淋しく 笑って 私に いった。 產は 女の 出陣 だ 。い，^ 子 を 生む か 死ぬ か、 

よそ ま 

その どっち か だ。 だから 死 際の 装 ひ をした の だ。 I その 時 も 私 は 心なく 笑って しまった。 然し、 今 は それ も 笑 

つて は ゐられ ない。 


^夜の 沈 默は私 を g 肅に する。 私 の^に は 机 を 隔て k お前た ちの 母上が 坐って ゐる やうに さへ 思 ふ。 そのよ 上 

の 愛 は にある やうに お前た ち を 護ら すに はゐ ないだら う。 よく 眠れ。 不可思議な 時と いふ もの ヒ卜 = こ な 

たち を 打 任して よく 眠れ。 さう して 明：：： は 昨：：： よりも 大きく K くな つて 寢床 の屮 から 附り 出して 來ぃ。 私ま^の 

役 n をな し 遂げる^ に 仝 カを盡 すだら う。 私の 一生が 如何に 失 股で あらう とも、 又 私が 如何なる 誘^ こ T 负 けよ 

うと も、 お前た ち は 私の 足跡に 不純な 何物 を も见^ し 得ない だけの 蔡 はする。 する。 お前た ち は 私の I. した 

所から 新しく 歩み 出さねば ならない の だ。 然し どちらの 方^に どう 歩まねば ならぬ か は、 かすかながら にもお お 

^は 私の 足跡から.^ し 出す^ が 出來る だら う。 

.C さき^: よ。 不幸な 面して M 時に 幸甌 なお 前た ちの 父と 母との 祝： g を 胸に しめて 人の f の 旅に 登 L。 前途ま^ 

い。 而 して^い。 然し 恐れて はならぬ。 恐れない 者の 前に 道 は 開ける。 

行け。 おんで。 小さき，^: よ。 

小さき^:、  でき，、，^^ 
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き 力 か 時^ 口  . 

マリ！ アン トヮ ネットの 寢殿 にあって、 華麗な マンテル. ピ ー スを 飾って ゐた 時には、 その 置 時計 は 確かに 動い 

てゐ たに あひない。 花の やうな その 皇后と、 溫雅な ルヰ第 十六 世， とが 濃 やかな 春 を こめた 睦言の 問に、 その 時^ 

の 精巧な は ゆる/ \ と ほぐれ、 秒から 分 を i み、 分から 時 を 刻んで、 黄金の 鈴を靜 かな 夜の 沈默の 中に 穏か 

に^り かした もの だら う。 恐ろしい ギ 口 ティンの 斧の 刃が、 王家の 誇り を さすがに 最後まで 捨てなかった 皇后 

、に、 情け容赦 もな く 加 へられた 喷 から、 その 時計 は 動か なくなつ たと 傳 へられて ゐる。 その後 ルヰ， ナボレ 

オンが 偉大な 伯父 大帝の 遣 業 をぎ けて、 怫蘭西 帝政の 再興 を 企てた 時、 チ ユイ レリ ー 宮殿の 一 窒を 飾る 爲 めに、 

その 计をヴ エル サイ ュ から 移した の だが、 どれ 程 熟練な 時計 師 でも それ を 元通り 動く やうに する 事 は 出来な 

かった ので、 時計 は その ま、 暫く 宮中に とビめ 置かれてから、 用の ない ものと 一緒に 街頭に 送り出されて 藤 を 

被った ま、、 ある^^：^ の 店の 隅に i される 悲しい 運命に 陷 つてし まった。 骨董 屋を 訪れる 客足 は 絶えなかった 

が、 一人と して 動かぬ 時計に 未練 を かける やうな 物數寄 I する ものはなかった。 外の 商品が どん， （、新 陳 す 

る に、 その 時計ば かり は、 极が 生えた もの & やうに、 寶れ淺 つて 幾年 か經 つた。 すてね 

所が 阔 ISR が iif  、 ふと そ Q 詳を 見付け出して、 由來 の 面白さに、 捨 値で 曰 本に 買って 歸っ 

たのだった。 それ 以來 その 時計 は、 廣 やかな 薄暗い R 敎授の 書齋の 一隅に， 大理石の 事々 しい 臺の 上に 据ゑ 付け 

られ て、 塵 も 置かせす 大切に 保苻 される やうに なった。 


それ は どっしりした マ ホガ - 1 製の S 時計だった。 脚 を 踏み 仲ば した ビザ ン チン 型の 牡 獅子が 横向きに 丸彫り 

になって 立って ゐる その 下に、 精巧な^ 革 校 様が 浮彫りに あしらって あって、 その 花や 葉の 蔭から は、 首の 附极 

に 羽极の 生えた シェル ピムの 顔が 五つ 笑 ひながら 平和 さう に观き 出して ゐた。 蓆 草 模様 は 複雜な 種々 な 弧線 を 描 

いて、 圆ぃ 指針 盤 をし つかいと 園んで ゐた。 土 祭 は 三 段の 長方形な 角 塊 を 積み重ねた 形に 出 來てゐ て、 m, 々しい 

時計 全 照 を 少しの あぶなげ もな く 支べ て ゐた。 

金で^ 取られた ぉ& の 指針 盤 は、 嚴肅^ がら 何處 まで も 優雅な 時計 全體の 塊體の 中央に、 プル ト ー に 抱きす く 

卞 ひくら  ギ- よう ぜん 

めら れて ゐたプ a サ ー ピナの やうに 抱き すくめられて ゐた。 ダマ スクの 匕 竹 を^ はせ る 精 鋼の 指針 は 凝然として 

^かなかった" 然し： g 針より 一寸お くれて 十二時の 少し 手前 を 指して ゐる長 針 を 見やって ゐ ると、 澄み 亙った 十 

二の^が、 S. 計の 股に 仕掛けて ある 黄金の 鈴から、 今にも^々 と嗚り 出し さう に m 心 はれた。 

や-陰^と 云 ひたい 程^々 しい 害 齋の中 は 森閑と して ゐて 、物資り や 車の 音 も 聞こえす、 解け 出した 雪の した 

りが 庇 を 離れて 時折り 下の 水溜り を 打つ その 音 だけが、 締め切った 窓ガラス を 通して 幽かに 聞こえて 來た。 

おなる R 敎投 は、 窓の 傍に 引^せた 讀害 椅子に 悠然と^ を 凭せ て、 右手に 鉛筆 を 爪 さぐりながら、 C と 

云 ふお い 博士が 發^ した R に對 する 反駁 文 を讀み 耽って ゐた。 その 反駁 文と いふの は R がその 後繼 者た るべき B 

助 敎投に 起れ f させて、 R の 名の 下に 公け にした 國家舉 史上の 論文に 對 して 發 表された ものであった。 一年々々 应 

の强 くなる 老眼 鉸趑 しに、 C 博士の 極めて 秩序 立った、 ^所 を ゑぐ る やうな 論 lb が、 首肯 させす には^ I かない ぞ 

とい ふやう に、 ぐんく と K 敎 校の 腦 裡に逼 つて 來た。 明敏な 頭腦は 持って ゐ るが、 まだ 何處 かその 師の^ 說を. 

i 嚼し 切らな. SB 助 敎投の &1論 に C 博士 は 鋭利な メスの やうな 觀察を 投げつ けた。 然しながら 攻擊は それだけで 

はおって ゐ なかった。 それだけなら まだい X がと R 敎授を 思 はせ る やうな 筒 所が 所々 にあった。 R 教授の 舉說の 

動かぬ は 計  ^八 七 
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49 やま、 

极柢 にまで 誤た， f. 逼 つて 来て、 その 周 圍に穴 を 掘り下げ て^も 行く やうな 文意が ちょい. /(\ 見出された。 C 博士 

は 近 顷歐洲 留舉の 旅 を 終へ て歸 つて 来た 若い 舉 者の 一人だった。 大舉 にゐる 時には 熱心に R 敎授の 講座に も 出席 

きゃしゃ  、 ,  かもね 

した 一人だった。 女の やうに 華 車な 身 弱さうな 若者で ゐ ながら、 その 人 はう そのない、 阿らない、 精力 的な 印象 

を 誰に でも 與 へる やうな 容貌 を 有って ゐた。 R 敎 授は竊 かに この 若 *； に 特別の 注意 を拂 つた。 それ 故 C 博士が 留 

g 巾に、 R 敎授は 自分の 關 係して ゐる 大擧に 招聘しょう として、 幾度 も 手紙 を やった の だけれ ども、 C 博士 は瞹. 

味な 返事 をして ゐて、 口 本に 歸るゃ 否やす ぐ 或る 政治 上の 協會を 起し、 少數 な篤擧 者 を 糾合して、 政治の 舉說ゃ 

^際 叫 题ゃを 熱心に 研究し 始めた。 一般の 社會は その 小さな 協會の 存在に すら 氣 付かなかったら しいが、 舉者問 

に は それが 一 つの 有力な 彈正臺 として 考 へられる 程 勢力 を 持ち 始めた のだった。 

I  せき けん 

R 敎投 が^ 時歐洲 の攀界 を席棬 する 程な 勢 を 示した ス タイン 博士の 擧說を 取 入れて 歸 朝した 時 は、 日本の 舉界 

はま だ 荒野の やうな 處女 地だった。 研究 機 關も敎 育 機關も 宫擧の 外に は 求め やうがなかった。 明晰な 精緻な 頭腦 

と^ 常な 努力と が R 敎授に 幸した の は 勿論 だけれ ども、 擧術 上の 旣成觀 念が 一 つも 日本に 存在して ゐ なかった 事 

も、 並々 ならぬ 力と なって 彼のた めに 働いた。 R 敎授の 主張 は 唯一 の 國家舉 的名說 として、 スポンジ によって 水 

が 吸 ひ 込まれる やうに、 日本の 舉 界に受 入れられた。 彼の 名 は 忽ちの 中に 群小 を壓 して、 國內 から 海外まで 響き 

¥: つた。 

R 敎授は 然し そんな 事で 慢心す る やうな 下らない 人間ではなかった。 政治 學ゃ 法律 舉に 多少の 自信 を S: つ 人々 

はな  まと 

が 風雲に 乘 じて 行政 立法の 要路に 立ち、 見る く 華々 しい 社會の 表面に 浮び 出て、 新聞の 種 や 噂の 的と なった 

^に、 彼 は何處 まで も舉^ として、 書齋と 研究室との 外に は 姿 を 現 はさなかった。 その 篤攀は 後進の 人た ち を 驚. 

かし もし、 ，しめ もした。 毎朝 講堂の 扉 を 開いて そこら を 掃除し 終へ るか 終へ ない に、 小 使の 眼に 映る もの は 誰 


よりも 先づ R 敎校 だった。 瘦せ ぎすな 背丈の 高い 敎投 は、 紫 メリンスの 包み を 小 1 にか、 へて、 古 洋服 を 恥 かし 

げも なく 一着して、 輕 く 小 使に 挨拶 を 返しながら 研究室に 這 入って 行った。 硏究窒 に 這 入る や 否や、 彼 は 等^に 

^み 重ねられた 辔物ゃ 原稿の 問に 扭 まり 込んで、 講義の 外に は 一歩たり とも 部屋 を 出なかった。 夕暮 が. i ほして 來 

ると、 彼は乂 研究室 から G 分 の 家 . の 00 へ と 傍目 も ふ らす道 をな い だ。 

その _1 彼 は 只の 一 摩究 では 決してなかった 敎投に 接した 人 は 誰でも 彼に 於て 圆滿な 高級な^ 識の 所お おと、 

非難の 隙を兑 せない 口川 道德の 典^的な 捧 Is ^を 兌 出したら う。 かくて 敬 S と 名 譽とは ひとい かに 彼の^ I! に 狼 

まる やうに なった。 

それば かりではなかった。 R 敎投の 舉說は 何時の^にか 寶際 政治 施設の 枳本 方針 を 定める ^礎と して 直ん ぜら 

れる やうに なった。 口 本の 政界に 新しい 記錄を 造らう と 云 ふ 程の 政治家 は、 殆んど 一人 殘ら す敎授 の學說 の屮か 

ら銘々 の 政治 竹 祭 を 汲み 収 つた。 要路の 人々 は 兎 もす ると 彼 を 招いたり、 彼の 玄關 先き に 馬革 を乘 りつけ たりし 

た。 その はめば かりにも 彼 は：^ 宅 を 相 常に .g く 造って S かなければ ならなかった。 而 して 彼の 養成した 舉牛； 達 

は、 ^ハゃ々 々{=!: 逡 の樞耍 な 地位に 採 川され て、 どん，， （\ 榮逹の 道 を 開いた。 彼が 大舉に ii 講 してから 叫 十二 年の 

^^々と^り 上げた 分身 は 雲の やうに 多勢に なって その 晚ハ 牛を娠 やかに した。 彼に 取って 總 てが 思 ひ 通り 行って 

ろ やうに 兌え た。 そこに は 不足ら しい 不足 はない と 思 は^-,, で。 

R 敎^ は 少し 疲れたので、 請喾 椅子に 凭った ま、， 讀 みかけて ゐた C 博士の 論文 を 膝の 上に^い て、 スト I ヴ 

の 火で おの やうに^ めら れ た^^から、 雪 解の 庭の 方へ や ^ 物薆げ な 眼 を やった。 平凡ながら 相當に 雅味 を 持た 

せて^ つた 平らな 成い^ 网 のこ ゝ かしこに 叢 消えた 雪の 屮を、 一 一人の 令嬢と 中 學に通 ふ 末子の 少^と が 何 か 笑 ひ 

g; じながら 歩き 廻って ゐた。 兑^ れた 眼に も兑 る^に 笑し く 眺められ るの は その 令 g 逢だった。 そのお m の 方 は 

r に 力 0  ,"  四べ 九 
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C 博士に やらう としたの を、 C 博士が 斷 つたので、 今 は 或る 若い 刑法 舉者 にやる 約束が 出 來てゐ たし、 十九に な 

る 乙 娘の 方に は 降る やうに 澤 山な 結婚 申込みが あった。 二人の 生 ひ 先き に は、 長閑な 春ば かりが 開けて ゐる やう 

に 見えた。 末子の 巾舉生 は 然し 彼の 貧しい 牧穫 だった。 やう やく 十七に 手の 屈く ばかりな その子 は、 不良 少ハ 牛^ 

の -^ぉ とい ふ 評判 を 新聞にまで. 誓き 立てられて ゐた。 姉 達に 似て、 女に しても 見たい やうな 容貌の 中に、 變態心 

わるさと 

现^ おに 云 は せれば 先： 大的 犯罪 性と でも 名 づけ さうな 惡慧ぃ 鋭い 眼が 篏め こまれて ゐた。 R 敎授は その子 を兒る 

といつ でも 淋しい 苦々 しさ を覺 えて、 眉 を ひそめす に は ゐられ なかった。 庭下駄に 粘りつ く 雪 を あっか ひ あぐね 

て、 姉 娘が よろ け か \ るの を 少年 は 支へ て やって ゐ たが、 すばしこ くその 袖に 手 を 入れて、 美しい 襦袢の 袂の中 

から 手紙ら しい もの を^ ひ 取った。 驚いて 取り返さう としながら、 足 許の 不確か さに や.^ ともす ると 中心 を 失つ 

て、 よろ けようと する 姉の^ の 先き に、 かの 少年 は 白い 西洋 封筒 を是れ 見よ がしに つきつけて は ひらめかした。 

R 敎投は それ を 兌る と 苦々 しい 不愉快 を 感じて 輕ぃ 吐息 を 漏らした。 而 して 眼鏡 をと X のへながら、 强 ひて、 眼 

-ゲ おみかけの 論文の 方へ 移した。 そこに も 然し 彼の 心 持 を こぢら せる もの は 待ち伏せして ゐた。 

しるし  9  0  f 

R 敎投 は； 0； を 繰り 戾 して 鉛 で 印 をつ けて 置いた 或る 一 節 をもう 一 度讀 みな ほし 始めた そこ は その 當 時の 

內^ が 議^の 協赞 を經 ないで^ 行した 或る 外交 上の 處 置に 封して、 やかましい 世評が 勃發 したの を、 R 敎 授が學 

珂の 上から 婉曲に 內閣を 辯 護した、 その 內容を 容赦な く C 博士が 批判した I 節だった。 そこで は B 助 敎授は 彼の 

m 說を 少しも 謬 へ て解釋 して ゐな いば かりで なく、 R 敎 授の豫 ての 主張 を 十分 過ぎる 程 明快に 表現して ゐる のが、 

却って 累を なして ゐた。 C 博士 は 極めて 徹底した 論理 を 用 ひて R 敎授の 平生の 立 楊から 云 ふと、 內閣を かく 辯 護 

する の は 極めて 自然で 良心的な 態度で あると 賞讃 してお いて、 然し 內閣の 處置は 明かに 立憲 制度の 故意 的 蹂躪で 

あると いふ 事 をぴレ /\ と 指摘した。 而 して 少しも 破綻の ない 理路 を 迆 つた 末に、 


「かくの 如く 內閣は 立憲 治下の 臣民が 常 然保冇 すべき 名鑒 と權 利と を毀拟 せり。 而 して R 敎授の S. 說の 根柢 をな 

す 思想 は、 この 不名譽 なる 內阁の 行動 を 辯 護し 盡 して 更に 逍漏 ある を 見す。 立憲 治下に ありて かくの 如き 舉說 が 

如何なる M 他 を冇 する か は、 識者 を俟 たす して 明らかに 知る を 得べき ものな り」 

と 結論して ゐる。 R 敎投の 白い 周 は 互に 近づいて 來て、 深い 縦 皺 をお の 上に た &ん だ。 而 して 落 涪き なく ハてか 

そ はと 心^に 流れ込む 熱した 血液が、 靑白 いその 颊 にも 上って 來て、 敎校は 衆人の 中で 辱 か しめられた 時の やう 

に 思 はす 眼 を 冊子から たじろがした。 彼の 柁が 釘せられ ない 中に、 彼の 生命の 精髓と 云って い k 舉說 が、 砂の 上 

のおの やうに， ^くも 倾き 出す やうに 思 はれる の はつらかった。 のみなら す、 彼 は そのつ らいと いふ 心 持の もう 

： つ 後ろに 更につ らい もの を 持って ゐ たの だ。 それが 彼の， H 心の 疝ぃ^ 棘と なって， かう いふ 場合に 出^ はす 度 

S に 生^ を^^な ものに： ^せようと した。 それ は 微細な 心の 働きから 惹起され た 恐ろしい 給^の 一 つだった。 敎 

^が大 m 南 校 を 出る と： 2 時に 擢ん でられて 歐洲 に^ 舉した ^ に 研究した 政治 舉說の 中で、 原則として 考 へる 以上、 

^も^^の 詰った 正常な 立論と して^^ しなければ ならない I つの 舉說 があった。 明敏な 舉徒 としての 頭 腦を持 

つた 彼 はどうして それ を兑^ がしに しょう 。彼 は 非常な 與 味と 熱意と を 以て 奥深く その 舉說を 研究した 。研究 すれ 

ばす ろ 程、 その 内^: と giil とに は 人 ^生活の 深ぃ耍 求と 合 现的倾 向と が 疊 み 込まれて ゐ るの を 發 見せす には^け 

なかつ た。 彼 は 十分 それ を现 解す る だけの 聰明 さ を 持って ゐた。 而 して 彼の 心 は 非常に それに 牽 きつけられた j!:!: 

時に、 彼の 聰明 さは、 その 說が 本^の 傅 承した 長い 傅統 と、 その 當 時の 政治的 勢力の 意向と に は 全然 駢馳し 得な 

いもので ある 事に： ^付いた。 その 舉說が 取 入れられる 爲 めに は本國 の歷史 そのもの \ 解 釋を极 本 的に 改める 必耍 

の ある^に 氣 付いた。 そこに R 敎投の 上に 學徒 としての 恐ろしい 試練が 來た。 而 して 彼の 習性と なる までに 强く 

深い 幾千^ かに N る 傳統的 精 祌が设 後の 勝利 を 占めた。 彼 は 思った。 舉說 とい ふ もの は畢 竞慼史 の 所産で なけれ 

ha 力ぬ に -It."  .  s: 九 一 
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ばなら ぬ。 歷史を 超越して は 二つの 考察で すら 可能で あり 得ない。 藤史を I きして 人 問 本来の 要求 を 充足す る 

忍 想が あるな ど \考 へる の は街舉 者の 空想に 過ぎない。 空想 は 甘い。 然し 實質 のない 甘 さは、 畢竟す るに 詩人の 

食物 だ。 そんな^に 耽る のは舉 者の 恥ぢ ねばならぬ 事 だ。 かくて 彼 は 本國の 歷史が 要求す ると 思 はしい 擧 說を大 

成す る爲 めに、 彼の 「人」 としての 興味 を拋 つて、 ス タイン 敎授の 門下に 參 じた。 彼 は 今にな つて その 當時を 振 

返って 兑て も；； その^の 消息に は、 何等 舉術的 良心の 詰責 を感 すべき もの を 見出さな いと 思った。 然し 彼ま^ し 

て 如上の^ 機ば かりで 彼の 舉說 なる もの を 選んだ の だら うか。 一 身の 榮達 i 彼に はそんな 事は斷 じて ない 蒈 

だ。 力 一 般に はよ く ある 事 だ。 自分の 社會的 地位の 安全の 爲 めに、 眼前の 社 會の渴 仰の 前に E 人の やうに 立つ 

がが 出來 ない 爲 めに、 si 分の 主張が 手 短 かに 追隨 者と 歎美 者と を 見出したい 爲 めに、 簡單に 云へば、 何等かのお e 

现 t の榮 釋榮達 を牧 めたい 爲 めに、 自分の 人生 觀 なり 舉說 なり を 決める の はよ く ある 事 だ。 少く とも 極めて あり 

ハイる ずた。 R 敎授の 心の中に も 實を云 ふと かう 云 ふ 反省 は 時々 起って 來 ないで はなかった。 皮 は 極めて まほ こ * 

の^ 相 を 考察し 得る と 自信して ゐたビ けに、 この 問 题に對 しても 決して 容赦 はしない 積り だった。 然し どう 考へ 

て 兌ても g 分が それ 程 さもしい 人間 だと は 思 はれなかった。 彼は舉 者で ある 以上、 學 問の 尊厳 を 第一 に考 へねば 

ならぬ 苦だった。 箬 だった。 そこに 微細な 心の 働きが あった。 擧者的 良心の 耍求 か。 一身上の 要求 か。 それ は 一 

方の^ 求 を滿 たせば、 ひとりでに 他の 耍求 も滿 される とい ふ 都合の い \、 而 して 都合の 惡ぃ 場合で ある だけに、 

彼の 錐の やうに 銳ぃ 冷靜な 判斷カ も、 二つの 要求の 間に 截然たる 區別 をつ け かねた。 然し それに 何ん の不 £ぉ.： ハ 

あらう。 彼 は 心现舉 者で はない の だから。 彼 は その 點を その ま xr;;^ としてお く 事に した。 「喾^ 一とい ふ 言^で 

その 解決 は 十分 だと 思った。  • 

然し^^と いふ もの は せっかちな もの だ。 死の 來る 前に 決めて おく 事 はか 4-か と 決めて 置かな いぢ や 取 返しが 


つかん とい ふ 風に、 段 々寝不足に なって 行く R 敎授 の！ S を 色々 な 問題で こづき 廻した。 と 云って、 彼 はそんな 事 

でう ろた へる やうな 醜い 態 は 兌せ まいとした。 彼 は 自分の 教說 を恥ぢ もせす、 悔い もせす、 一 虚で も變說 しょうな 

ど、 は 思はなかった。 それ は 今までの 學 說を變 へる^ によって、 折角 築き上げて 來た 堅^な 位置が ぐ わら- (-と 

眼の 前で 壞れ るの を见 るの がつ らくて し^ないの では 斷じ てない、 と 信す る だけの 现. S を 持って ゐ たから だ。 何 

故なら N 家と、 彼の 舉說 と、 彼と は異體 M 心 だからで ある。 彼 は 固より 自分の 舉說 の弱點 が何處 にある か を 自分 

で ー桥 よく 知って ゐた。 若し 弱點 のより 少ぃ 舉說が あると すれば、 綺^ さっぱりと それに 乘 りかへ る^の 望まし 

くない^で な いのは ちゃんと 知って ゐた 。「主張 を 1： 守す る爲 めに 火で 燒 かれる やうな 馬鹿 は 俺 はしない。 主張の 

內^: は それ 程の 値 を 持つ もので はない かも 知れない から。 然し 主張 を 宣言したり、 主張 を變更 する 爲 めに 俺 を 火 

で燒 くと 云 ふの なら 俺 はせん じて 燒 かれよう」 と 云った 一一 イチ H の 言葉な ど を 近頃 涉獵 した-誓 物の 中な どに 見出 

すと、 彼 は 矢^り この 詭辯 的な 口吻の 後ろに 微笑ましい 共 嗚を感 する だけの 氣カは 持って ゐた。 變說 によって 彼 

の 一 生 を かけて 造り上げた 生^ II それ は 手取り 早くい ふと 生命 そのものと 云 ひか へても い \ 位の ものだった I 

I が、 崩れて しま ふの を 恐れる よりも、 再び 出發點 から 出直す 靑 年期の 勇猛心の 永久に 歸 って來 なくなった 今、 彼 

C. や- 活 が^れて しま ふの を 恐れる よりも、 彼の 主張 を 極力 維持し なければ ならない 理. S は實は 外に あると 彼 は 思 

つた。 若し S 說 すれば、 彼の 良心の 全部が 彼に 與 へる 絶對 命令と して 擁護し なければ ならない 國 家の 安全 發達を 

阢止 する si^ に陷 るの を どうしょう。 こんな 風に 考 へて 來 ると、 彼 は 自分の 舉說 を何處 まで も 立て通さなければ 

ならない と W く 決心す るの だった。 元來 非^に 善良な 陰日向の ない 彼の 心の中に も、 かう した 立場から は C 博士 

を W み 呪 ふやうな 氣 分が 萌して 來 ないで は ゐられ なくなった。 まだ 若くて 前途の 多い 人 を氣の 毒で は ある けれど 

も、 足腰の 立たない までに^-ち 据 ゑて S かなければ ならない と 思 ふやう になった。 


有^ 武郞 全集 笫一卷  九 H 

R 敎投 はこの 口 もこん な 事 をつ く，.^ \ と 思 ひながら、 C 博士の 論文 を 膝の 上に 置いて、 左手 を 伸ばして 壁 際の 

呼 鈴 を 押さう とした。 その 瞬間に 彼 は 思 はす あっと 小さな 聲 をた て& 顔をしかめながら、 右 乎で 左の 肘 を 押へ て 

しまった。 この 數日來 左手に 移った 移動 性祌經 痛の 爲 めに、 左の 肘 を 動かす とひ どい 痛み を感 する の を はたと 忘 

れてゐ たの だ。 彼 は 已むを 得す そっと 立 上って 右手で 呼 鈴 を 押した。 長く 坐って ゐ ると 彼の 體は 歩行に も不. n 山 

を 感じた。 何ん と 云っても 下り坂に なった と 彼 は 思った。 元なら ば 何ん の 苦 もな く 跳り 越えて しまった 身 體の故 

障 を 妙に 氣 にせす に ゐられ なくなって ゐた。 何、 死ぬ 時が 来れば 死ぬ まで だと 思って ゐた 彼が、 近頃 は 自分な が 

らを かしい 程 養生に も 注意し、 無病と か長壽 とか 云 ふ 手段なら ば、 何事に よらす 試みる やうに なって ゐ るのに 氣 

がつ いて、 彼 は 自分自身に 恥ぢる やうに、 机の 上に 置いて ある 人參 H キスの 罐を窃 み 見した。 

彼 は 窓から もう 一 度 庭先き を覼 いて 見た。 末子の 中學生 だけが たった 一 人、 雲の 間から 陽の 光の 射し 出した 庭 

の 片隅の 陶榻に 腿 を かけて、 下らない 袖 珍 形の 書物に 讀み 耽って ゐる のが 見えた。 今日 も 制服 を 羞てゐ る 癖に 舉 

校は缺 席したら しい。 それにつ けても 彼 は、 むら 氣で 我儘な 自分の 妻の 事 を 苦々 しく 考 へた。 子供に 對 して 何等 

の 理解 も 目論見 もな く、 せえ る ま \ に 有耶無耶に 休ませた に 違 ひない。 何事 もき ちんと 筋目 を 立て \ おきたい 彼 

の 心 に はぎり， （-と 癎が立 つ た。 

ノックの 昔が して 戶が 開く と 教授の 夫人が 這 入って 來た。 眞黑 に髮を 染めて、 柄に もない 大きな 丸鬆に 結って、 

袖口から は 赤い 襦袢の 袖が^い てゐ た。 紡 婚當 時からで は あるが R 敎授は 暫くで も 離れて ゐて、 ふと 顏を見 交 は 

す 庇 毎に 思 はす 不快な 心 持 を 起させる のが この 夫人の 顔立ちだった。 少し 向 ひ 合って ゐる 中に その 不快な 感じ は 

取 去られる けれども、 永年 添 ひなれ た 今でも、 一眼 見た 時の 不快 さは 同じ 事だった。 決して ふしだら をした 事の 

ない R 敎授の 性的 生活と して は、 での 不思議な 印象 は 物 足らない もの- - 一 つだった。 


「まあ この 部屋の 陰氣だ こと •：：. お呼び になり まして？」 

と 云つ て 夫人 は 取りつ くろった やうに ぉ壺ロ をして その 癖 眼に は 突拍子もない 劍を 兌せ ながら、 そこいらの 窓 

の 力 ー テン を 開けよう とした。 R 敎授は 苦 々しい 顔 をしながら 落着 い た霄 葉で 云 つ た。 

「その ま、 にして おいてお くれ、 書齋は 私の 思 ふやう にす るの だから。 B に 電話 を かけて K へまい か、 m が ある 

から！ a ぐ來る やうに さう 云って。 それからお 醫者 さんの 來て くれないの はどうし たんだら う」 

夫人 はかし こまり ましたと 云 ひながら、 すぐ 立って 行き もしないで、 後で もい、 やうな W 事 をなら ベ 立て 始め 

た。 R 敎 校の.^ 人 は、 明治の 初年に 廟堂に 立って、 飛ぶ 鳥 も 落す やうな 權 勢を揸 まにした 一 人の 參議の 娘だった 

の を、 參議 がま だ 世に 在る 時、 敎投の 將來に 服 をつ けて 緣 付けた のだった。 敎投は 故參議 の！：^ に對 する 並々 な 

らぬ動 功 を 思 ふに つけ、 この 我^な 夫人に も、 一 口 も 二 ral も 置いて やって ゐた。 明敏な 頭腦を 持った 敎 授から 見る 

と 低能と しか 思 はれない 程 廻りく どい 不^要 领な 夫人の 心の 働き は、 璲ょ 彼に 地 團駄を ふみたい 程の もどかし さ 

を 感じさせ たが、 それでも 出 來るだ け落涪 いて その 無智 を 導かう とした。 今 U も 今日と て雜 多な 言 粱の 中に 注意 

して M いてお かねば ならぬ やうな 事が 交って ゐ るの を、 彼 は 心の中で 而倒を 見ながら 選り分けて 行かねば ならな 

かった。 同^の 或る 法^ 博士の 病氣が 大分惡 いと 云 ふ 事 だの、 故鄉 にある 菓 場の 墓 守 を賴ん で、 月々 仕送り をし 

て やって ゐる^ 緣の 老女から、 息子の 就職口 を 催促して 來た事 だの、 乙 娘の 緣談 だの、 內務 大臣が 午後に 訪問に 

來 ると いふお だの。 彼 は. 说齋の 中に 市 巾の 埃が 飛び込んで 來 たやう にうる さく 思った。 

埃と いふ 聯想から 敎授 はふと マリ！ アン トヮ ネットの 置 時計の 方を兑 た。 書 齋の屮 はき ちんと 敎投の 趣味に 叶 

つて 隅から隅まで 掃除が 行き^いて ゐて、 時計に も 埃が たまらす に しく 光って ゐた。 赏は 一年 程 前から 敎投は 

この 時肚 に對 して 奇怿な 一 つの 妄想 を 抱く やうに なって ゐ たの だ。 それ は その 時計が いっか 昔の 通りに 動き 出す 

^かぬ 時計  W 九： ム 
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に逮 ひない とい ふ 想像だった。 實際 時計 は 今にも 動き 出して、 凛々 と 鳴る 金の 鈴に、 昔の 榮華を 語り 出し さう に 

忍 はれた。 祈お に それ を 見詰め 惯れた 彼に は、 ます. ，f\ さう 思 はれた。 時と いふ もの を. | み 出すべき 時計が、 凝然 

として 止って しまって ゐ るの を 見る の は 恐ろしく も神祕 的な ものだった。 彼 は その 時計 を 見詰めながら、 や.， 閑 

1 に 4 リた 暇に まかせて、 色々 な 本； 想 を 描いて 見た。 さう いふ 折に 彼 は 時々 その 時計から 突然 「死」 とい ふ もの を 

ぴったり 考 へさせられて 思 はすき よつ とする 事が あった。 自分 も活き なくなつ てし まふ 時が あるの だ。 總 ての 攀 

說も、 家庭の 中の 幸 不幸 も、 今まで 持ち 絞け て來 た名譽 も、 わく/ \ した氣 持の 旋風に 吹き まくられて M の 前で 

消え失せ てし まひ、 一歩々々 死に 近づいて 行く 彼の 姿 だけが 慘め にも 想像され た。 それ は 冷やかに ほり 返し 難く 

彼の^ 力 を 沮喪 させた。 それ は 老境に 進んで、 來 世の 安心 もな く、 現在に 自信の 1 れ かけた 自 意識の 強い 人ば か 

りが、 誰に も 語り 得ないで、 獨り 淋しく 味 はねば ならぬ 物凄 さだった。 

この 忌 はしい 心の 經驗 は、 R 敎授に 時計の 動く の を 益々 願 はせ る やうに なった。 何 かい，， 事が 起る 前兆と して 

そ の 時計 は屹庞 動き 出す に 違 ひない と 思 ふやう になった。 

「门 十く" m 話 を賴 みます よ」 

何もかも 忘れた やうに ぢ つと 時計 を 兌 詰めて ゐた R 敎授 はふと 夫人の 方へ 振り か へって かう 云った 夫人 は そ 

の 時 始めて 座 を 立 つ て #： 齋を 出て 行 つ た。 

「それから 太郞 はどうし たと 云 ふんです。 休むなら 休む でい \ が、 部屋に 行って 眞 目な 書物で も讀む やうに 云 

ひつけなさい」 

と 彼 は 出て 行く 夫人 を 服で 追 ひかけ ながら 云 ひ 足した。 夫人 はもう 腹 を 立てたら しく 振り向いて 見 もしな かつ 

た。 


けたの も、 もつ ま？ を 儲けたい 爲 めだ If  ill では i 人お？ ま少く 

とも あ？^ か. つた。 所が 一人より ない S 子 は、 虻が 港んで 後のお 行き を Inf 爲めこ 生れ 

な もの^ やうに 冷やか S い 彼の 磨 2 ほが、 4更 ながら 彼に きの §を、苦々 いくは ひ 

ui; "^らくして C 博士の 論？ f 上 4 つ t きんだ。 而，^ # に跖 みな 讓を 小うる 

巧が f 裏』 中に さ こむ 様子 は 更に^った。 彼 は已む を？， う 一 儘！ つて， U 分で きこ 云って 

然し f 立つ の I 一面 倒だった。 窓き けたら II 冷えの する 外氣 r つて 

1ド快|さ1ぇ さう だった。 太 郞§ 返す やうない や 拳 I け， れば "らま，" ふ：！ 外 お 

力 年^た 父ら しく 彼の 心に 起った。 t  J.  i  ,  /  >.|^ 

彼 はしゃう ポな しに 乂 eg 士の 論文 を 取上げて 讀み 始めた。 而 して その 文の 中に 溶  I 

Hir: 試：" ifi の 非難に！ どれ 程の f  f  I す f  n$;"7 

f グ v ほと 力す 力な 興味と を 以て考 へら 1 た。 

へ s^urdi し 屈服し，？  i れ II た。 ii 露 何ん と！ 

phrmr:^ れな いの まじた。 # 時 ともなく， t れ S 力が、 i と 彼に は おらない 

は 纏て 打ちく だかれた やうに ぢて I の蕃 でも 受ける 前の やうに、 ュ くと 

^に T ソき丄 けて 來る 不安 を强 ひて 抑へ 付けようと しん」。 

似； hK!gT カ^カ ら^ちて 水^り をう つ 7 ま.^^  ,ごぉ2:5、、>」 -、 ] 

ノて？  つ：。  こ？ f 依^と t てに 逮に 窓の 外で^ こえて ゐた。 それほど あたり は 森^と 

迎 かぬ t-  ^ 
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さう した ま 、 で 若干の 時が た つ た。 

突然 午砲が ii れ I に 響 i つて、 娠 やかな 汽笛 #が 遠くの 工場から 翕の やうに 傳 はって 來た <  ^り 近 

祈で も ボン，， （\. 時計の 十一 一時 を 打つ 音が 勇ましく 閲 こえた。  きんぶち 

RI は 1 げ I を 開いて、 もう 一度 振 返， て マリ！ アン トヮ ネットの I 計 を 兌た。 金緣を 取った S の 

^ト^ は^々 しいながら 何處 まで も 優美な 時計 全 體 の f 體の 中央に、 プル ト，. に 抱き すくめられた プ" サ ー ピナ 

の やうに きすく めら れてゐ た。 ダ マスクの あ^を 思 はせ る 精 鋼の 指針 は 凝然として 動かなかった。 短針よりも 

一寸お くれて 十二時の 少し 乎 前 を 指して ゐる 長針 を 見て ゐ ると、 澄み 亙った 十二の 音が、 時計の 腹に 仕钥 けて あ 

る 金の 鈴から、 今にも 凛々 と 鳴り 出し さう に^ はめた 

然し ダ マスクの 匕首 を 思 はせ る 精 鋼の 指針 は， ^とんて 動く 事 をし なかった 

^1 VV. ) し 4  ^  i じパ £杉 尸ニ 九】 八 年】 月、 中央 公論 I) 

きな It お ^s^x^ 

种 小が ザ， • ず 

ひ ム 丕 ,  &々 揮 f に ^  ^  ^  4  f 


SM^^^^^^V  ,^ トネ i ズ^  *fw 


「死」 を 畏れぬ 男 


「珍ら しい f はせ う 久しぶりで。 どうも 御無沙汰して ゐ ました。 何ね、 暑い 位 は-ひくと もしません が この頃の 

やうに かう 忙しく つち や 全く 命の 方が 核き さう もありません よ。 これ (と 指と 指と をつな いで 輪 を 作って 兌せ) 

の 方 は それでもお^で： e ち こた へて ゐ るんで すが は I 

かう r ラ つて 彼 は^ 肥り まに 脂ぎった 大きな 叫 十而を 惜し 氣も なく 手拭で 一 わたりき で ま はしてから、 赤らんで 贫 

相な. 斗た ぶ を 指先き で 摘んで 二三 度 こきおろした。 さ う^が 貧相で は 儲からな いとい はれてから、 それ を氣 にし 

て 人工的に^ 相に. ならう と 企てた のが^に なった に 遠 ひない と、 誰か ビ 云った の を 私 は 思 ひ 出して、 その 時 も を 

かしく^ つた。 

「お宅の 方に もお 變 りはありません か。 そり や 結構です。 私です か、 私 は d あ X 女房です か。 冇 難う。 やん^ 

鬼 や では やって る やうです。 金儲けと いっても t で馨 同様で してね。 iaisk 

り をして しま ふやうな^, があります し 

「金^けと いへば、 ^をい ふとね、 こちらに あがった の も 全くの 所 はおで といつ ちゃ 失禮 です が、 ついそ こに 略 

線，： t カゐ るんで、 それに 寄った^ りが けなんで すよ。 It 線屋 のお や ぢき兌 常 も 何もつ かなくな つて、 ^を や 

つてる 始末です。 どうも この 二！ 1 なの やうな 未^: の亂脈 f ぢゃ おお も 鄞線屋 もあった もん ぢ やありません。 

や. I- ろゾ ：=- 叫匀 ^來 とい ふんです からな あ。 

P プブ 
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「^ハ ちゃい けません ぜ。 何、 驚かない。 初 鼻から まぜつ かへ しちやい けません。 ^れを 間いて 驚かな レ ちゃ 人 

^ぢ やありません よ。 と 云 ふと 是れも 失禮に 常る かも 知れません が、 お聞きに なり や 驚いて おしま ひな さるから、 

あなた を 人非人に する 事 は 萬ない 積り です。 まあ かう いふ 譯で す」 

4, 义 はもう 一 度 八つに た &んだ 手拭 を體 ろから 取り だして、 だくく と 流れ出る 汗を顏 から 胸 許に かけて^ おつ 

た。 而 して そこに ある コップ を 取上げる と 麥水を 一 氣 にあ ふりつけた。 而 して 始めて の やうに 庭の 方 を 兌 渡した。 

然し 彼の 眼 は 何ん にも 見て ゐる樣 子はなかった。 

の 乎に お^ま ひでこん な 庭 を ひかへ てい らっしゃれば 全く 暑さ 知らす です ね。 店の 一 一階に 目白押し になって 

b て 、いけの 仅 次ぐ. こ 頭痛 を 起して ゐ ると 全くう だってし まひます よ J まあ 然し 是れも 是非が ありませ パ^" 

に战 なんだから。 所で^^です、 かう ッと、 さう だ、 七月の 三十 一 日に 深 川の 山 さから、 八月 は 何んでも 絕對 n ひだ、 

n つて^ つて n ひ拔 けと 云って 來 たんで、 云 ひ 手が 云 ひ 手 だから 少し は 迷 ひもあった けれども、 乘 つてし まひ まし 

てね、 一！：； の 二 節に 十五 圆 五十 錢 がらみ の 所 をし こた ま 買った 所が 五十 九錢 まで 行って、 二日まで は そこいらの 

听を ，，， 來 して ゐ たんです が、 三日に は 暴落と 來 たでせ う。 鎌 倉から 出て 來て 電話 を かけて a ると、 十 錢ドタ と 下 

^しだ A 一い ふんです。 仕方がな いから その 日 は その ま-にして 置いて、 ^ 日に こ は./^. 場を舰 いて 見る とそり や 

勿 ゆいの なんの つて、 ぐ わら，， （\ と 音を立てん ばかりの 大瓦 落です。 底 も 何ん にも 見越し は 付き やしません、 一 

氣 こけ.. -」逮 ひの i かか 三錢 とい ふ 狂 ひ 方なん です。 靑く なつち まひました よ-おんなもう。 開きが 大きい 力ら 兩^ 

をしょう にも， 可ん にも 乎が 出ません や、 いやもう 全く 怖 毛 を ふるってし まひました。 驚いた もんで せう。 え、 驚 

かない。 困ります ね、 あなたに も。 ばお 互に 天職が 違って ゐ たって、 こんなで つかい 事に は 驚いて 下す つた 

つて 差 支へ ない と 思 ふんです がね。 私に した 所がです ね、 歐羅 巴の 毛莳 人なん か、 ^つたって くたばつ たって 蚊 


の^くれ にも 感じません が、 それでも この^の やうな 戰&の 有様 を 新聞で 兄る てえ と^かす に は ゐられ ませし" 

らね。 世界の 膀史を どこ を 探した つて あり やしま せんや こんな^ は。 紮嗬 らしい もんです よ 全く。  ^^の 長さ； 

塑も あって、 き は 飛行機が 飛ぶ し、 地面に は タンクが 走る し、 M ん巾 |航艇 が^ 1 に 歩く とい ふだ 

けで も 凡そ 今までにな^ です ね。 何しろ r ンドン とい ふ 世界の 市場で 取引が 停止され たんだから 全く^す こ 

は ゐられ ません よ。 ^界の ffi^ 界が あなた 唔閱 になった やうな もんです ぜ、 乎 取り &。 話が」 

^は^^おい たやうな^ をして ゐた。 而 して 服 を 丸く しながら、 しきりと 斗た ぶ を 下の 方へ 引 張った。 Ih 

俊 もな くだく/ \ とその 額か^ れる。 彼 は それでも 挠 ますに in を& つて 忙 がしく 使 ひながら 話 を 進めた。 而 

し て 「s の ュ所 に來 ると、 そ の は 5:^ の やうに 振 廻 さ， た。 

「ソ： 夕》 おた-て 仇 や^か ぢ やあります まい さ。 この^い のによ くま あやつ てる もんです。 へ、 へ、^ f き 

によ^^ I いた もんだ。 したが、 あれで 匿つ 5 は 放 M のない g いおいした 强ぃ闷 です ね。 Is 

？ ちゃんと g んでゐ たの も： ：^識 だが、 立ち後れ をし ない 心 懸け iH 段から してお いて、 やつ； ^^が k ると、 

眼に も 止まらない あの 出足の 素早 さは どうです。 それに 金 はあり^ ^はあり 武器 はあり、 服の 玉と g つ 玉と 金玉 

と-, 調子 捕って るんだ から 大^^ もんだ。 相場なん ぞも ぁム仃 かなけり や 矢っ張り^ ハ ごです よ。 所が 行って 兌る 

と.^、， 止^も 立たない やうな ひよ ろ/ \ なのが 齐 i なしで 足ぎ いて ゐ るんで すから ね。 かや やに そんた ものば か 

りうよ/ \ してゐ るんで すから ね。 口 本の 枳楊界 も 歎 か はしい もんです。 

「そんなに にや "丄 さてち が 折れ るぢ やありません か。 これで 私 は I な 所 I つて るんで すよ。 子 

"つても の もない ぎい ふもん だが、 こおね、 耶蘇の 坊さんが i つて 奴を敎 へこむ ずで 子ル に、 お 

ゆ 辻が おし f おおかに， てき. 機で 水の 中に どぶい f えこち たと する。 さう したら. けんとい ふねと 

「1^」 を ^れぬ 刃  ， , 
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問ハ たさう です。 大方 『救け て くれえ』 とい ひます と 答へ させる 積り だつ たんで せう。 さう したら 豫て 用意の i: 

說教 で、 ； t 様に は、 何んでも 溺れた 時の 氣 になって すがり 附 かなければ いけません とか 何ん とか、 いって 聞かせ 

るん りだつたん でせ うがね。 所が 勇み立って 手を擧 げた 一人の 子供が あるので、 得たり 賢し と 坊さんが 答へ させ 

ると、 その子 は 生^. rrars: な 顔 をして 『あぶ、 あぶ，， f\』 とい ひます と 答へ たんだ さう です。 傑作 だ？ 全くです 

よ。 そこで^す ね。 そこまで は 笑 ひ 事と してお いても * その 先き は 中々 笑 ひ 事で なくな るんで す。 とい ふ ものが、 

n 本と いふ！； が この 『あぶく』 を やって るん ですからね。 祌風 だって 今時 は 相場が 上って ゐ ますから、 さう お 

"わ. i と 吹いて は 下さいません や。 それに 貧乏 世帶と 來てゐ て、 おまけに 國民 心理と いふ ものが てん， ばらば 

, ， ， ,  たんす 

らいにから たまりません。 地震と 火事と 祌 鳴りと を ごつ ちゃに して、 ヂ ヤンと なると、 ソレ と 云って 箪笥の 下に 逃げ 

こ， レで、 ^^々々を 唱 へようと いふ 手 合なん です。 どうして もこり や、 E 本に も ロスチャイルド や ロック フヱラ ー 

--. 、うなへ：^ 忖：； Ah な いぢ や 腰の 据 りつこはありません や。 一 つ そんなの が 政府 を こづき 廻して、 思 ひ 切った 芝居 

■  もっと 

を 了た せて やれば、 世界 もぁッ とい ふだら うし、 天子 様から 下 萬 民に 至る まで 御 威光が つきます よ。 そり ゃ御尤 

も。 今 だって 大 IZ 木 帝 國 です。 御 尤々々 。 當今の 御 時勢で も國 威は揚 つて ゐ るし、 不足 をい ふ譯 ではありません 

ふぜい  おぼしめ  „ I 

がね、 いやが 上に もと 思 ふの は 相場師 風情に も變り はない と 思 召せ。 よごさん す 力 

「何、 それ ぢゃ 折^の 『あぶ/ \』 の 話が 活 きないと 仰冇 るんで すか。 私 は 何も きっかけに 使った ビ けで そんな 

ものに； F 泥す る 積り はな いんです から、 どうせ あぶ， なら 長く 生きち ゃゐ ますまい よ。 生きて ゐ ない とレ へば 

へ/:! Z は^きて ゐ たくない 人間 を 见ち まひ ましてね。 

「こいつ は 一寸 面白 かったんで すが、 それ をお 話す るに は、 どうしてももう 少し 私の 天職の 方から お話して い 力 

ヒハと 辻：^ がへ：： はなくなる やうです から、 その 方から 始める としませ う。 どうも 暑う 御座いま すね。 こり や 山の 


手も^ 外^ 鹿に なりません よ。 もう 一杯いた^ かして 下さい。 

ヮ惡 い-! g でして ね、 しやべ り 出す とのべつ 幕な しに 舌が 動く もんです から、 つい 話の 筋が 通らな くな つてし まふ 

ん でして ね。 先刻 は 商 ^ のお 話が 何處で それました つけね。 お忘れに なった？ きびしう 1： 座ん すね、 どうも。 

何んでも^ ろかして 上げる つての が 發端だ つたんだ から、 かう つと。 まあい-、 はしょって やり ませう。 

「何しろ 十； n の 口で 乎の 內は 大方け し 飛んで 殘る所 若干 もな しとい ふ窮 命に 遭つ たんです から、 私 も 全く 考 へこ 

んで しま ひました。 十一 口 は赏に 死物 狂 ひでした。 この 土 端 場で 盛り返さなければ、 今度 こそ は 落 E の 行き どま 

りと いふんで せう。 朝から 店に 張り込んで. g 眼で 形勢 を兑 てゐ ると 矢っ張り 一節々々 下がる 一方です。 丸で 腐れ 

か k つた 釣瓶 桶の ハラに、 す ぽん/ \ と 底が 拔 けて 行く 騷 ぎなん です よ。 そこに 持って 來て趑 後の 新 兌 —— 越後 

の新兑 とだけ ぢ やお 素人に はお 判りになります まいが、 口 本 一 の强氣 の大將 で、 照り 降りな しの K 屋 なんです が 

—— その 新兑が 何 を 忍った か^りに 廻つ たんです。 さうな つたから 堪 りません、 どうで せう、 あなた、 加速^が 

加 はって ぐ わらり くと 坂 落しです。 

r こ、 で 私は考 へました。 P" つ 玉 だ、 ね。 劍ケ峯 だ、 乘る かそる かつむ じ を 曲げて 兑ろ。 尻 子 玉の 小さい 奴等の 

i しょしぎ 

眼に は 一 ：1々= 木し か 兄えまい が、 世界 を兑 渡す と戰举 最中 だ。 諸式が 上って 米 だけ 上らない つて 法 はない。 と， 

こ- ん 所に 胸が 据 つたから、 洗 ひざら ひ 持ち出して 新^のお 株 を ひったくって やりました。 所がお 日和 を 兌る と 

その =： は 御 承知の 通りの 街 天ね 口で、 ^渡す { 仝に 雨雲 一 つ あり やしません。 高 氣壓と 低氣壓 とがお 跳への 所に あ 

るから こ、 jw:  く は 荒れつ こなしと いふ 氣 象^ の豫 報で せう。 i>: 作 疑 ひなし とい ふので すから、 n 先き しか 兌え な 

い 心象 無 象が 寄って たかつ て 私 を 笑 ひ^にし たの も 一 而 無理はありません さ。 

「實 をい ふと 私 も 腹 はきめ てゐ ましたが おっかなび つくりし ないでも ない とい ふの は、 ^京の 本宅 は 勿論の 事，， 

「死」 を^れ ぬ 男  五 •〇 三 
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强 颡と銶 介の 別莊 まで 投げ出して 借りた 金なん ですから、 下手に ころべば、 その 日から 路頭に 迷 ふ ft 儀です から 

ね。 線屋の 奴 どうい ふかと 忍って この 問 も 御 近所まで 来て 奴の 家 を 訪ねて、 十 一 口の 仕儀 を 話して 聞かせる と、 

眼 を 廻さん ばかりに 鲶 いてし まひ ましてね。 投げ出さな いまでも、 せめて 持ち こたへ る 位に して 置かう 事 か、 賈 

ひズ とは氣 でも 違つ たんです か。 今度の 下落 は 叫 年の 大底 をぶ ち拔く 所謂 レ コ I ド 破り だ。 かうな つたら 底 無 沼 

も 2 然、 何處 まで のめり込 むか 知れ やしません。 飛んでも ない 事 をお っ擴 げた もんだ とかう 云 ふんです。 さあ 私 

も 胸 は ¥ 鐘です」 

かう いって 彼は戀 にな やむ 女の やうな 仕草 をして 見せた。 而し てまた 耳 かか を ぽ しく 引っ張った。 私 はや：： が 半. 

分 分らない ながらに 一 種の 好奇心から 聞き 緩け た。 

「まかり^ 違ったら 追 敷 を つんで- (\嵇 みこく つて くれようと 實は少 々拾 鉢に なって、 十一 一口に 行って 見る と 矢 

張り 氣まづ い 相場で したが、 持 合って ゐ たから 追 敷までに は 至らな かったんです。 わ 6 かい 氣 を^ら かしち やつ 

て、 え \ 俊よ 可愛い」 奴の 顔で も 見て 慕せ と 思って、 後場に は 鎌 倉に しけ 込んで しま ひました。 よう 御座ん す 

か、 さう すると 如何で せう、 夕方から 急に 筌棧 様が 變 つて 来て、 晚 になる ととうく あの 大嵐です。 打で いひ を 

f ちま ひま L たよ、 全く。 電話で 聞き合せ ると 日本 全體懸 引きな しのぎぎ と來 て、 そろ.， （^つ^り どし ちと.. 

5 ふんです からね。 

「t^_H II 咋 口です。 昨： ：！ が  一 口 あの 通りの 吹いたり 降ったり 鳴ったり です。 あれで 豐 作の 豫想は 丸つ ぶれ。 

お 上の 豫想 高の 二割 方 は 減牧疑 ひなし だからもう 此方の もんです。 私が ほくく して ゐ ると、 女なん ぞ は線番 を， - 

たて、 ぴ カツと 來る たんぴに. 震へ 上って ゐ るから、 私 はさう 云って やりました。 一つ 鳴ったら 祝^-がーつ ，=LT るん 

だと^ ひねえ。 一 つ 光ったら ダイヤが 一 つ 光 るんだ と 思 ひねえ。 稻 光りの 救 だけ X 賞 堂で yi りの ダイヤ を 張り 


込んで やる からって ね。 店の 方から はうる さい 程 電話で、 もう 仕切り ませう か 仕切り ませう かと 云って 來 たんで 

すが、 私 は 戲談云 ふない つて 取り合 ひませんでした。 

「咋夜 は 前 祝の 心で 大分な 亂痴氣 騷ぎを やっての けました ぜ。 あの 吹き降りに 鎌^ 屮に ある 馬車と いふ 馬車、 自 

動^と いふ G 動 S を貿ひ 切り ましてね、 町中の 藝者を 一匹^ら す 呼び寄せて、 三十 人 程の 客 をし ました。 あの 神 

鳴りの 昔が 聞こえなくなる まで 騷げ とい ふんです から ドン チヤ ン の^が 忍 ひ やられ ませう。 全く あの^れ や うぢ 

や 首 をく、 つた 水乔 fa 姓の 一人 や 二人 は出來 ました ぜ、 可哀 さう に。 然し まあお 蔭で こっち は 浮上り ましたよ。 

「お宅 は 別にお いたみ は 御座いま せんでした か。 そり や：^ 構で。 

ひとし ほ 

「散々 騷ぎ拔 いて 而. G い 夢を兑 て、 後 は 野と なれ 山と なれです。 今朝 は乂 一  入の 風の ー背 に 心 持よ く 起される 氣で、 

^後 も 知らす ぐっすりお 込んだ 所が、 あんまりお かな もんだ からとう/. \九 時まで 寢 過ごして しま ひました。 風 

の-:::：: どころ ぢ やありません。 今 n 様が まぶしい ので^ を覺 ました やうな^ 末です。 これ ぢゃ立 合 伶 止と いふ 程の 

n は 出ない なと 忍 ふと、 ^起きから 出^ を はたかれ たやうな やくざな 氣分 になつ ちま ひました。 

「何 しても 女ば かり W 愛が つて ゐる譯 に は 行きません や、 かうな ると。 づきん-, \ と 來るニ n 醉 ひの 頭を ゥヰス 

キ ー か 何 かで ごまかして， 土り に乘 つたんで すが、 大船で 待 合 はして る^に、. その 先刻お 話した 生きて ゐ たくな 

いってい ふ 人^ を：：： ケっま つたんで す」 

こ V までおす と 彼 は 胡 や-の：^:^ ひ をな ほして 盛り 上る やうな 膝；： g を 改めて 私の 方へ 近寄せた。 而 して环 かぶ を 

n ラ •  >く  ,  • ；。 

「これからが^ にな るんで すがね。 今朝 は あの 暴風の 後 だから.^ もない と兑 えて 停車場 は 割合に 人 少なでした。 

火 風の 後って よく：. ム ひま 卞が、 全く：！： 虚っ て^なく 穴で も あいた やうに 物 足らない もんです ね J プラット ホ ー ムと 
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なまく 

いはす レ ー ルの 上と いはす、 何處 から 吹き飛ばされて 來 たもの か、 生々 しい 小枝が 散らばつ たま，^ 片附け 乎 もな 

く、 ベンチ も 打倒れ たま & にして ある 始末です。 すると、 一人 私 位の 齢 恰好の 男が， 何 か 小さい 包み を 北：；： ね ひこ 

んで、 うろく して ゐま したつけ が、 ベンチ を 起す とそれ に 腰かけました。 すると 乂 伴れ らしくない 一人の 女が 

かけた やうでした。 女って 扠は 兎角 に 凭れ か-らう とする 手 合です よ。 面で も 踏め るん なら、 これで 凭れ か- 

られ るの も 味な もんです が —— いけない ，/1\、 また 脫線 しさう です。 その外に も 一人 二人 はゐ たやう です が、 何 

しろこつ ち は そこ 所の 騷ぎぢ やありません。 親の 仇で も 見込む やうに 空 を 睨みつ けて ゐ たんです から。 

「もう 口 は 大分 高くな つて じり，.， （\ と 照り付け 始めて ゐ ました。 へ ぇ顏を 洗って 出な ほしました とで もい ひさう 

しゃく さは  たんか 

なに n おが^に 隙り まさ あ。 人 問なら 『畜生、 貴様の 出る 幕ぢ やな いんだ ぞ』 と 痰呵の 一 つも 切って やりたい 所で 

すが、 倚络ぢ や あ 何 をい つたって 暖篇に 腕 押しで、 けろ りかんと 光って ゐ ます。 E を 見り や 田 を 見る で 思 ひなし 

かたんと 痛んで はゐ ないで せう。 まあ 一 つ 心頼みな の は 夜 上り だから、 永 綾き はしまい とい ふ 事なん です が、 是 

ぎ ま  9  ， ， , 

れ とて^！:; i なくさう と 決った もので も ありませ す さ。 暑い につけても， 腹が立つ やうな 恨めしい やうな むしゃく. 

L  . 、股に な るんで、 私 はもう ぶり， （- して、 昨夜の 散財まで あたら 無駄に なった かと 悔み ましたね。 心 はせ くし 

「恐ろしく 特 っ^が^い と^ったが、 あれで 矢張り 時間 通り だつ たんで せう、 鑌松 立て の 汽車が 這 入って 來ま 

したの は。 助役の 乎 ^取り 見たい に 細い 赤 筋 を 帽子に 卷 いた 驛 夫が ゐ るで せう。 あの 驛夫 はー體 ^ん ない \ 加減 

さんが やる 役の やうです が、 列車が ホ ー ムに 近寄った 時、 その 手 問 取 助役 は、 信號 レバ ー をが ちゃんと 倒レ 

てこつ ちに やって来る 所でした。 私が 男の 腰かけて ゐ るべ ンチの 前 を 通りす ぎて、 その 乎 問 取 助役と もの \  一一  一^も 

離れない 所に 來 ると、 ゴ ー ッと すさまじい 音を立て ゝ機關 車が 私共の 側 をす り拔 けました。 シ ヤン- (-と シ ャ ー ン. 


シャ ー ンと ガンく とゴ ー(. と まぜ 合 はした やうな 熱 苦しい 审： 苦しい：；；：： に、 殊更 SS が うづく ので 知らす く W 

をし かめながら 歩いて 行く と、 何んだ か ギヤ ー とい ふ 疳高な^ まで 問 こえた と 思 ひました。 するとね、 いきなり そ 

の 取 助役が 飛び 上る やうに なつ て兩乎 を舉げ ると、 皺くちゃな その 顔が^ 鹿に 細長くな つ て 眼と 口と を 思 ひ. 

きり いたから、 はてなと 思つ たんです。 いや、 はてなと 思 はう とします 中に ね、 機關 車が 彼方に 行つ ちまった も 

ん だから- その 爺さんの^ を かぎりに 我呜 りた てるのが 閲 こえて 來 たんです。 『飛び込んだ，， （\』 と 云 ひながら 私 

た 突きの ける やうに して 私の 後ろの 例の ベ ン チの前 あたりまで 夢中で 甌 けて 行き ましたが、 そこ へ ぴたりと 停つ 

てレ ー ルを 指しながら 『飛び込んだ./ f\』 と 赤になる iS 怒鳴り^けました。 汽 雄 (4i 生 だな と 思 ふと 私 もさす が 

にぎ くりとし ました。 『ベら 榨め緣 起で もね え 事 をしての け やが つ て』 と 腹が立つ までに は それでも！：：  くぼん やり 

してし まひました ぜ。 

： 慌てた 爺さん S 様子 を 兌て そこに 赤^が 第一 ^に 飛んで 來 ました。 それから 辨常屋 と 新聞 屋が 商赍品 を 祭の 上 

に は っぽり 出して やって 來 ました。 その 巾に 列車が 停った ものです から， どの 箱から もうよ する 枴 客が 降り 

-て來 ましてね、 押すな/ \ の氾雜 ですから、 私 は 二番：：： に龃 けつけ ながら、 よく 兌る 事 も 何も 出來 やしません。 

うは  まつ さ を 

物好きた 奴等です よどう も。 それで ゐ て^んな 上す つち やって、 眞 蒼な 顔 をして ゐ るんで すから ね。 變な もので 

ん たがや/.. \ やって ゐ ながら、 何ん となく か ー ん として ゐ ました。 

「は， ると レ ー ル の^に 日和下駄が 化 方 返しに なって 轉が、 てゐ ました。 下駄 だけで は 男が 飛び込んだ のか 女が 

飛び込んだ のか、 ^緒が 兌えない から 兌當 がっきません。 何^かに 死骸が ありさうな もんだ と 思って 探したん で 

すが、 ^輪の 蔭に でもな つて ゐ たか itn:^ えません でした。 

「その 巾に 列 単の 向 側に 驛畏 はじめ 染まって 何 かして ゐる やうで したが、 車掌が やって 來て 『さあ 出します から- 
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か つ 

n 十く 乘 つて 下さい まし』 とい ふもんで すから、 死骸 を擔ぎ 出す 所 はとう， /(\ 見ないで 汽 単に 乘 込んで しま ひまし 

た。 巾に あれで 十 人 餘りも そこで 降りて 次ぎのに 乘 ると いふの が 出来ました。 私 だって こんな 緣 起の 悪い 車に 乘 

るの は 雄^でした けれども、 一 刻 を爭ふ 場合だった もんです から 思 ひ 切って 乘っ ちま ひました。 

としま 

「私の 乘 つた 一 等.^ に はま だ 年 •％ 盛りの 大家の らしい 御新造と 十一 一三になる 孃っ ちゃんだ けし かゐ ませんで した 

が、 二人ともお づ/ \ 震へ 上って しまって、 しっかり 抱き合って 蒼くな つて ゐ ました。 私が こんな 事 をい ふと 笑 

はれる かも 知れません がね、 何んだ かその 汽車が 殺人犯 を やった がむしゃらな 若造で， その 御新造と 孃っ ちゃん 

は そいつの 心臟 とい ふの か、 何ん とい ふの か、 兎に角 惡 い^をした 時 妙に ぴく 付く 股の 中の 機械が ありませ う、 

それ 兑 たいに 忍 はれました。 若造の 野郞、 燒 け纖； だとい つた 風で 途轍もない 勢で 走り出しました。 丁度 通り 合 は 

した ポ^ をと つ 拙 ま へ て 聞いて 見る てえ と、 やった な あべ ンチに 腰かけて 包 を 背負って ゐた 私と 同じ 齢 恰好の 5;; 

らし いんです。 何んでも 大船の 在に 住む 中 百姓で ちょいく 見かける 男なん ださう です が， 先頃 中から 少々 キ印 

しげ  • 

と 來てゐ た 所に 咋ロ の 暴 M で 見事 本物に なったら しいんで すね。 この^ 中の やうに 雨氣 なしに 照り 綾く 暑さ ぢゃ 

只の人で もい-加減：^ 遠 ひじみ ますから ね。 車掌 も 飛び （-に 小耳に はさんで 來 たのです から 委しい 事 は 判り ま 

せんが、 その^と 知り合 ひの 赤帽が 云つ たんだ さう です がね、 二人 も 子の ある 糟糠の 妻って 奴 を 追ん 出して、 迚 

れ 込んだ 女に 散々 い &n に 遇 はされ た擧 句、 金の 切れ目が 緣の 切れ ee とい ふ紋切 形で 女に も隨德 寺 を きめこまれ、 

ひ と ごと 

この 二三 ケ H 獨りぽ つちで 慕 して ゐ たんだ さう です。 こり や 全く 他人 事ぢ やありません よ。 私 はこれ で 女房 も 相 

當に 可愛がって やって る り ぢゃゐ ますが， 何ん といった つて 若い ぼち やくした 扠は 別です からな。 鎌 倉のに 

でも 逃げられて 御覽 なさい  まさか 汽車 往生 もし はしますまい がね。 つまり 腹 もす わらない 癖 に 柄に もない 眞 

似 をす るからの 事で さあ。 そこに 行く と 此方 とら ぁ大っ ぴらな もんです。 だが 是れ につけても 佘だ -,, ^ とその 時 


もしみ^. \-.B^ ひました よ。 

「見る と 先刻から 耳 をす まして 車掌の 話 を 問いて た 御新造が しく， （- やり 出した ぢ やありません か。 どうも この 

節 の^は 祌經 衰弱で 女 は ヒス テリ，' と 相場が きまって ゐる やうです ね。 あなた 方の 方で は 世紀末と か 何ん とか 仰 

有 るんで せう。 世紀末 どころ か 曰 本が！ ：3 れ から 大いに 發展 しょうと いふ 一 一十 世紀 はま だ 十 何年し かたつち ゃゐな 

いんです ぜ。 全く 戯談ぢ やありません よ。 仕舞 ひに やおい^ (^つて ハ ンケチ まで 持ち出す 騷 ぎです。 すると 嬸っ 

ちゃん までが 釣り込まれて、 あなた、 すっかり ヒス テリ ー になつ ちま ひまして ね。 可哀 さう だ/. \、 てんで 二人 

ながら 雨に 悩める 海棠 どころ ぢ やありません や。 

「三人き り 客の ない ボギ ー の 一 等 ポ はがらん と あ S てゐ て、 私共 三人 は 何ん の 察 はない 柁 桶の 中に 抛り 込まれた 

身代り 人形って いふ 體 たらく でせ う。 私 も 追々 祌經 衰弱に なり か、 つて 來 ましたよ。 ハ、 ゝ、。 乙な もんで、 こ 

れで叫 十って いふ^が か-ると、 私 兌たい に 出 來た人 §1 でも 時折り はいけ ない くと 思 ひながら 變妙 もない を 

考 へる もんです よ。 お 笑 ひなす つち やい けません ぜ。 何、 腹の 腐 はちゃん と据 つて ゐ るんで すが、 上澄みの 所が 

や i ともす ると ぐら/ \ つ と來 ましてね。 あの 御新造 も、 ロー 那 にあん まり 可愛がられな いん ぢ やない かと^った 

り、 いや、 あのき りゃう ぢ やそん な喾 はない。 どうだい 譲らう かと 云 はれたら 二つ返事で 何處 からで も 手が 出さ 

うな だ。 とすると こり やお 妾の 方 だな。 今の 話で 自分の して 來た 罪の 程が 恐ろしく なった のかな。 何しろ 赤の 

他人が 死んだ つて 生れた つて、 あ X 泣ける 害の もの ぢ やありません からな。 私の 所の 女房 も 事によると あんな 風 

にや： いてる かも 知れない て。 だが、 あなた、 是り やちょい と餘談 になり ますが、 宅の 女房なん ぞ はー體 をい ふと 

祌 棚から 大： t せ！： 様 をお ろして しまって、 亭主の 寫眞 でも 安置して 、毎； n 大明祌 様々 でゐて い \譯 合 ひなんです ぜ。 

そり や 一 度 は 持^の^ 道具まで 曲げ 込ませた 事 も あり はし ましたが、 こ の 頃ぢゃ 私の 腕 一 本で 押し も 押され もし 
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ない 紳士 閥の 仲^入り をして、 け ちぢ やあります が 別 莊のニ 軒 も 持って、 妾の 二人 や n 一人 は 抱へ てる 男の 奥方に 

なりすましたん ですからね 。このせ ち 辛い 世の中に 曰に 一 一度 づ \ は 一 一の膳つ きで 飯 を 喰 はして おくのに、 それで 泣 

き 込まれち や 問 尺に も 何ん にも 合 ふもんで すか。 所が 世の 屮 はさう 理 is 通りに や 問屋で おろしません や。 女って 

奴 は 放 I！ がない と 相場が きまって ゐ ます。 撫でて やり や 金と 來る。 金 を やり や 撫でろ とくる。 い.^ 加減な 所で ど 

いきち 

やし 付けて おかないと 生血まで 吸 ひ 取られて しま ひます。 すると 今度 は 奥の手 を 出して 泣く の 死ぬ のと 來 ます 

ね。 わめかれたり 死なれたり しちや 是れで 世間 體が惡 う 御座いま さあ。 ざっくばらんな 話が さう した もんです。 

「然し その 御新造の 歎く の はい.^ として、 孃っ ちゃんの 方が 可哀 さう だくと 頭 を 震 はして 泣く のを兑 ると、 私 

の 例 c 上^みが 妙に 搖れ 出したん です。 何んだ か 私 は 一人ぼっちで こっちに 一 人、 世 問の 奴等 は 組 をつ くって 彼 

方に 一 かたまり、 私に や 解らない 事 を 喜んだり 歎いたり して ゐる やうに 思へ る もんです からね。 知り もしない 人 

問の 1 匹 ： 牛 匹 死んだ の を. HI 分で も 死ぬ 事の やうに 可哀 さう だくって 泣いて るんで すから ね。 あの 手 合 は 皆ん 

な 私に だけ 知らさないで 申し 合せ をして ゐ るな としか 思 はれま せんて。 

「私 はこれ でも 若い 時から 志 だけ は 大きく 持って ゐ ました。 何んでも 骨 節 を 働かして 成功し 上げて、 日本 を 背負 

つて 立た うとい ふんです。 だから そん ぢ よそこら の 奴等が 私の 向う に 廻った 所がび くと もす るん ぢ やありません 

さしお 

が、 何 しろ 私 一 人 を 差 措いた 仕打ち は癥 でさ あ」 

彼 は 話に 調子が 乘 つて 耳た ぶ を 引っ張りっ^ けた。 蒸 暑い. S に は 雲が 湧いて 庭 は 重苦しく 蔭ったり、 かつと 眩 

ゆく 照り込んだ りする。 濕氣が 蒸れて 頭痛が する 程 だ。 彼の 顔 は 痛ましい 程 赤くな つて ゐた。 

「そこに 行く と 何ん と 云った つて 金 だ、 ね。 兒ゃ がれ 今に 世 n の 奴等の 頰 げた を 札束で た \ き 破って くれる から 

とさう 思 ひ^して 見ました が、 今朝 は 生憎と 金の 方の 緣も 怪しくな りか- - つて ゐ たんです から 凡そ 悲觀 したつち 


やありません よ。 昨 口が 五十 錢ド タで閊 へ たま i 引けたん ぢゃ 今朝の 天： ^ぢゃ 上つ 跳ねる 氣遣ひ は 萬 あるまい。 

大勢が 下落と 來てゐ る 所に 昨 U の 嵐で に 合せな 跳ね返り を 打つ たんだから、 今朝 は 寄付き から 义ガラ 落ちに 逮 

ひない と 思 ひました。 何故 昨 口の 嵐の 最屮に 仕切つ ちまはなかった らうと 業ぎ にもなります しね。 人 を 殺した 汽 

車に 乘っ てめ そ， 泣く 人^ を 眼の 前に 兌せ • けられち やもう 私もセ ント. ヘレ ナ だと 思 ひました よ、 全く。 英 

雄の 心 緖亂れ て絲の 如し。 私 はよ つか、 りに 凭れた ま、 背 を 丸めて 考 へこんで しま ひました。 

はやみ 

「すると どうで せう 前に ゐた 嬢つ ちゃんの 泣き 聲が 耳に 這 入る 機に 『雨』 つて 事が ふっと 胸に 浮びました。 子供 

が 泣く 事 を 雨が 降る つてい ふでせ う。 あれから^ 示 を 受けた と兑 えます よ。 はてなと 思って は. ると レ ー ルの 下に 

あった 口和 下駄の 裘 返しに なって ゐ たの も 吉兆です。 ^に 勇み立つ ちま ひまして ね、 窓から. S を 眺める と、 その 

汽^. は程ケ 谷の 先き を 走. つて ましたが、 本 牧と覺 しい あたりに けた \ ましい 雲が 現 はれ 出て るぢ やありません 

か。 メ この 兎 どころ ぢ やありません。 さう いへば 鐵道 往生が 又 振 ひ 切って ゐま さあ。 鐵 道が 往生す るんで すぜ。 

輸出の 荷が 動き 過ぎる ので 米の 廻送が とまる か、 豪雨で 線路が 破壊して 米が 動かなくなる か、 兎に角 鐵 道が^ 生 

す るんで す。 丸で 御 祌託を 蒙った やうな もんで さあ。 かうな ると あの 鐵逍. G 殺 も ヒス テリ ー の 御新造 一行 も緣な 

き 衆 ^どころ か、 私の 爲 めに わざ/ \死ん だり 泣いたり して くれた やうな もんです。 私 はすつ かり 有難くな つち 

まひ ましてね。 思 はす 取つ ときの 煙草 代 川の 飴 菓子 を 紙に 包んで 赛錢 代りに 嬢つ ちゃんに 奉つ ちゃ ひました。 泣 

き やまれち や 少し ra: ると は 思 ひました がね。 だから 人 ^一  人ぽ つち だなん て 怪我に も ひがみ は 起す もん ぢゃ あり 

ません よ。 

とっさ  あた 

「迷^だ つて？ さあ、 迷信と いへば 迷信です が、 かう 咄嗟に 思 ひついた 事 は 妙に 中る から 不思議で さあ。 こん 

うら な 

な^があります ぜ。 私の 知り合 ひの 或る 男が 大枚な 金 を 紛失した 時、 高 島 嘉右衞 門さん に 占 ひ を賴ん だら 易經の 

「死 1 を SK れぬ K  五一 一 
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ふち 

屮 の f A と 力して^ が^んと かいふ 文句が 出ます とね， 高岛 さんがい きなり 金 は 平 沼邊の 草つ 原に 落ちて るから 

探して 兌なさい と 云った さう です。 所で 探して 見ます とね、 ちゃんと そっくり 出て 來 たさう です。 あんまり 不 S 

ほ だから， どうして 分り ましたと 聞いて 見る と、 高 島さん の 云 ひやう がい &。  f 弗と いふ 字 は 草 1 の 下に 弗 だ。 草 

原の 巾に 金 は あるに 極って ゐる さと 答 へ ましたん でね。 その 男 も餘り ^鹿々 々しハ から、 だつ て 高， ：！？ さん 孔 T の 

ふつ 

^代に は W と レふ字 を ドルと は讀 ませなかったら うぢゃありません かと 笑 ひます と、 『そんな 融通が 利かないで 

何が 出來 る』 と 叱られた さう です よ。 氣が滿 ちて ると ちょいと した 事で 宇宙の 運命が 手に 取る やうに 知, ：- る^が 

不思議 さね。 

「全く， の 巾 は 何が 仕 合せになる か 分りません よ。 死にたい つてい ふ 殊勝な 男が ゐて くれたば かりに.^、 つかい 元 

氣づ いちゃつて、 ^京 驛 に^くと すぐ，：：： 動 単で 出馬して 見ます と、 云 はない 事 か、 豫想 通り 跳ね返つ てゐ ました。 

バ笠 ¥: ^の 沖に 大きな 低 氣壓が 不意に 出來 てるの も 原因の 一 つ だが、 夜叉 政って いふ 弱氣 のず か 物が 昨 n 頓死し 

たんで 大きな 桥狂 はせ になつ たんだ さう です。 さあ 又 螭殼町 は 鼎の 湧く やうな 騷 ぎで、 買 ひに 廻らう とした 奴等 

も あれよ- (\ とい ふ 巾に 手が 屈 かなくなる。 寶 つてた 奴 は將桊 倒しに 無殘な 最後 を 遂げる とい ふ 有様です。 私 だ 

け は その 巾で 乔 める もんなら 煙草の 煙 を 輪に 吹いて、 どんな もの だいと 云って やりた ハ 位でした。 

「何 たんとの 儲： C でもあります まいが、 昨夜の 約朿 通り 女に ダイヤの 五つ や 六つ はお ごって やって い..， 位に は 這 

入り ませう。 是れで 兌て いらっしゃい、 この 雲行き ぢゃ 一昨日 以上の 恐ろしい 0! 風 ぎ が 今晩 あたり は どっと 押し 

て來 ますから。 ： つ 何んで すな 日本 屮の稻 の 穂が 擦れて く 擦り切れて、 一つ 殘らす 荒神 || きの やうに なって くれ 

り やい：： めた もんです がな あ。 fc 姓が 首 をく 、つたって、 物價が 騰貴した つて、 かうな つて 來 ちゃ 構って は ゐられ 

ません、 ^に 腹は代 へられません からね。 


「それでね、 今日は 一 つ St 線屋の 老爺に 袅を あかさせて やりに、 忙しい 中 を 無理に 暇 を 作って やって 來た歸 りが 

なんです 扠 お^さん は 全く 腹が 大きい とかなん とかいって、 いやにお だて あげて ゐ ましたぎ。 おこぼれ こ 

れ"： ^かう とい ふ 腹なん でせ う。 あ \ なると 人 もみじめ な もんです」 

こ、 まで 滔々 とまく し 立て、 から 彼 は 胸 屮の磊 塊 を 吐き 盡 したと いふ やうに 滿 足な 顏 をして 悠々 と 耳た ぶ を 引 

つ 張った。 成 ^空 合 は^々 恐ろしく なって 来た。 彼 はやが てもう 一度 麥水を 一呑みに 飮 むと 大きな 金時計 を 出し 

て バチンと 昔 を させた が、 慌て、 歸る 挨拶 を 始めた。 

「こり ゃ大變 もう. 3  S. だ。 、い 長話で 御 邪魔 をした はい \ が 、ナボ レ ォ ン の 大切な 五-分^が： 過って 來 ました J 

それ ぢゃ これで 御免 を 蒙ります。 鱉 いちやい けません ぜ、 夕刊 を御覽 になって。 是れで 立 合 停止 さ/食 はなけ り 

や …； いづれ その 中 話 を 聞いて 下す つた e けのお 返し は 致します よ。 や、 落ちて 來 ましたね。 小粒と は 有難い。 

小粒で 始まらな け. り や 長 綾き はしません よ。 今に 御覽 なさい^ „5 と來 ますから 一 

さう いって 彼 はせ かくと 座 を 立った。 玄關で 挨拶 をす る 時に 見る と、 彼が 指で g んで 喰べ た 餅 菓子の g がそ 

のた^ な 斗た ぶに 少しば かり^ 付いて ゐた。 私 は それ を 見る と 思-はす 吹 出さう としたが、 ずつ I に 出た もの は、 笑 

ではなくて IT たった。 今でも その 時の 心 持が^ 分ながら^ ら ない。 私 は 始めて 解放され たやう にか やと 船^ をし 

て 部お におった。 ^は ぼつり くと 八つ 乎の 槳に音 をた て i 降り |： さって 來た。 凉 しい 風が そっと 吹き始めた。 

フゥ/ \ とい ふ 景氣 のい X 自動 単の 喇叭の 聲が 五六 町 も ある 道の 曲り角の 逯 から 聞こえて 来た。 あの 一死」 を 

も れ ない^ 敢な ^は その 時戰 楊に 向って 驀地に^ けさせて ゐ たの だ。 

(一 九 一 八 年 三月、 新時代 所載〕 
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初期の 文章 及び 詩歌 篇 


銀 華  ゆきの 夕 

はつ みぞれ  夢現 

冷 熱  笞 

メ 

うすきい のち  殉敎者 

せんうん  かラ 

「 …… 時.： J に 八 時 を 過ぎた るなる 可し、 お^は 依然として 纖雲を 絶ち、 月 〖輪耿 として 中天に 懸り、 大地 蕭 然と 

して^に 入れる が 如き IT 風 全く 死し 盡 して、 我が 靴の 雪に 入る 聲を 聞く のみ。 雪 積みて 風 死せ る時靜 寂な り、 

風 死して れ たる 時 殊に 靜寂 なり。 日暮れて 一 痕の月 地 を 照す 時、 靜寂 更に 極まって 千尋の 海底に ある 想に 堪 

へす。 思へ、 パ 明 三千 里、 嵇雰と 相映發 して、 白々 と 相撲ち， ^々と 相 觸れ、 俯仰 共に 銀 花 交々 飛ぶ と 見 ゆる 夜 

氣の潔 さ を。 ^我 は 遂に 忘る \ 能 はざる なり。 …… 」  ， 

銀 華 (曰 誌の 一 節) 

我が 北海に 入りし は 七 年の 昔な り。 共の 十一月 六 口、 始めて 北方 初冬の 寂 .1 を咏ひ 知りぬ。 灰. S の 雲 朝の 签を 

つきあた  うづた か 

笳め， 身 を 切る が 如き 風窓な き 北 向の 板壁に 衝 りて、 銀杏の 落槳堆 きに 渦を遨 く。 祖母と 母と 婢とを ^ねたる 我 
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が 「伯母さん」 は、 乎 桶に 殘 りし 水の 堅く 凍れる を 打摧 きつ、 云 ひぬ 「見 給へ 今日 空 ひそみぬ、 雪の 先驅 至らん、 

林檎 の ^木 に 掎枝與 へ 了り 給 ひし か」 

我 は 此の 日の 半ば を 沈思に 費し、 かくて 家 を 出で、 足 は 自ら 靈 人の 門に 向 ひぬ、 孤獨は 人の子 を藝 術の 塽 前に 

^き 行くな り。 

彼 が^は 我が家よりも 暖か、 りき。 小さき 煖爐に 近づかし めて、 彼 は 其の 美しき 夢想 を說 きぬ。 我が 向へ る 壁 

際に は 彼が いみ じく も揆寫 せる ミ レ I が H ンゲ ラス あり、 其の 左 隣に は 水 筆の 色彩 躍る が 如き 怒濤の 畫の 小さき 

が懸れ り。 ^人が 坐せ る當 面に は、 畫聖が マドンナの 人 も 後景 も 盛 春の 匂豐 かなる を揭げ ぬ。 机の 上に は 位^も 

たが はで 彼が 特 愛の シ ェ レ ー の 像を据 ゑた るが 見ら る \ なり。 

風 荒ぶ 時、 窓の 扉輕き 音に 震 ひぬ。 

され ども 我等が 話頭 は 春の 野に あり。 靈人は 我より 六つの 年長な り、 額際の 髮 一握 計り 白盡 し、 4. 指の 長く し 

て 節 立てる が 其の 特相 なり。 我 は歲十 丸な りき。 

「さなり き、 好き 物 兌 給 はす や」 

と 彼 は 突然 想起せ し 物 あるが 如く 叫びぬ。 

「我 はこ を 以て 必す 君を樂 まし 得 可し と 信す。 

十べ から 

n く 伐 こ 切き 洽 へ o 

ぼえ い  fci 

フ Q レンス の 僧院 サ ン. マ ル コ の 墓塋に 『隱れ たる 珠』 見出されぬ、 題して 『忘れ形見』 と 云 ふ。 ィォ 一一 ャの大 

现 おもて 刻まれた る 彫像な り。 

八/は^ 彼の 市の 繁榮 時の 華 かなりし 時、 富みた る 老夫婦 ありて 一 、人の 愛娘 姿 も 心 もやさし き 限りなる を、 唯一 


の 船" 唯一 の 慰藉、 唯一 の 希^と はなしき。 然るに 彼女 十四の 秋より 病の 床に ふしぬ。 其の 因 更に 知る 可ら す。 

父 は锊師 に、 母 は 聖母に、 あらん 限りの 懇望 も祈禱 も、 病 愈 革り て 更に 甲斐な し。 

丙 風窓に^ ちて、 頹 日光 寒け き 頃、 彼女 は 夢み る 如く 闔 市の 甍 をつ X む 1* 靄 を 見入りて、 母に 鈹を乞 ひ、 北ハの 

隣に 化め ろお く：^ しき 彫刻師に 这る 可き 書 を 認めぬ 『妾 亡き後に はこ を 彼に 與へ 給へ、 彼 をして 妾の 像 を 彫らし 

め 給へ』 とのみ かすかに 云 ふなり。 

かくて 彼女 遂にう せぬ。 

逍 ま：： は：^ あるお く 貧しき 彫刻師の 掌に^ ちぬ、 而 して 我が^に 示さん とする 稀代の 彫像 はなり ぬ。 

そは^れ なり」 

と 彼 は^^の 中より、 大 板の寫 眞 一葉 を拔 きつ。 

露郯 くと 兑 ゆる 花^の^に、 輕 羅！： を 沿り 落つ る 計り 緩やかに^ なして、 飛ぶ が 如き 足の 運び 輕く、 華やかに 

擦げ たる^より ゆるく 亂 れし裟 は、 撫肩を 小波の 如く 流れて 腿の あたりに 遊び、 美しの 眼と 優しの 右の 乎 は、 飛 

び 行く 胡蝶の 行方 を 一 向に …； o 

是れ さへ 见 るに ii ましき を、 像の^ に 刻まれた る は、 彼女が 遣 害の 一節な りと ぞ。 

「胡蝶 を 追 ふ 人 は 春の 野に 出 でん 

ょ戀を 慕 ふ 乙女 

^ の懷 に^ら ざらん や - 

我 は-. ムふ 可らざる 俊し さ荧 しさ 殊に は あどけな さの^り を 思 ひ 浮べて、 夢に 醉へ るが 如くな りしが、 再び そ を 

お上げて、 乙女の 面 わに^しき 黎の匂 を迪り そめぬ。 兑 上げた る 睛の凉 しさ、 形よ き 鼻の 氣 高さ、 の 無心に 輕 
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く 開かれた る 愛た さ、 額 炭き 細面の なよ やか さ。 頰 より 二重顎の あたり、 高き 感情の 表 顯の豐 けさ。 一 つ/. \ に. 

見來 りて、 全 體の 調和 如何にと 稍： 遠ざけて 眺め 入れば …… こ は 如何に。 

& れ何 お！ 伊太利の 乙女と や、 否、 さに は あら じ。 歲は十 Si とや、 實に爾 かなり。 我 が^は 潮の 如く、 頭に 

堠き 入りぬ。 眼 我 を いつはれ るか、 我 眼 を いつはれ るか。 彼女に あらす や、 彼女に あらす や、 彼女に あらす や。 兑 

るに 從 つて 實に 彼女な り。 我 を 打 守りし 共の 眼 ざし、 我に さ \ やきし 其の 口、 血の 色 若 かりし 其の 頰、 輕く 一 一重と な 

れる 其の 顎まで、 似たり と は 愚か、 歳 は 十四、 ^太 利の 乙女、 爾り、 あらす、 f、 彼女 花 を 踏みて、 我に 歸 りぬ、 

我が 胸に：！ りぬ。 我 突 を^たり、 愛 を 得たり、 生命 を 得たり。 我 再び 放た じ。 彼女 は 死せ りと や、 否、 否、 否。 

彼女 はれく。 彼女 は 冷き 大理石に あらす、 彼女な り、 彼女な り、 彼女な り、 彼女な り。 雨り、 され ど …… 

物 あり 娑々 として 屋を搏 ち、 窓 扉搏ぴ はためき て靜 まりぬ，. - 風 度れ るな り。 

無益な りき 電光よ、 汝は噔 より 出で k 苒び喑 に歸ら ざる 可から す。 彼女 は實に 今も尙 生けり、 され ど 永久に 我 

が 胸に は歸ら す。 我が 血 爪 尖まで 冷 ゆる を覺 えし 時、 熱淚 湧く が 如く 頰を傳 ひぬ。 

我が 15 輕く^ 人の やさしき 手 を 感じつ、 

「れの 多感 は 我が 比に あらす」 

嗚呼 我 « 人の 家に ありし か。 

彼の 家 を 出づる 時日 暮れん とす、 赘人は 我 を 門に 送りて、 

「降り の 少しく 鎭 まる を 待ち 給 はす や」 

と勸め たれ ど、 我 敢て辭 しぬ。 

打 見やれば 日 は旣に 山の 後ろ、 雲 暗く 筌 を閉 して 「伯母さん」 が 「雪の 先驅」 と 云 ひし 霰 荒れ 眾 てし 野と 畑と 


の 限り をた ばし る。 眼に 兑 えぬ 糜： 穴に 臨みて 吐息す る 如く、 吹きす さび 吹き やむ 息吹に、 鲺々 娑々 として 死滅の 

色 斑ら に 里 地を蔽 ひ， 枯れ 殘 りし 草の さ、 やき 殊に 憐れに、 天と地と 今ぞ瑣 墓の 彼方に 行く か。 

彼處 なる 森 陰 我が 冷 かなる 家に 小さき 打兑 ゆ。 

「鳴 呼 …… 神 …… 」 

我 思 はす かく 獨語 ちて 熱き 淚 にむ せびぬ。 

汝^ かなる 者、 熱き 淚も亦 無益な り、 人の子 枕すべき 所な し。 

我 は 此の 日 始めて 北方 初冬 の 寂^ を 味 ひ 知りぬ。 

(はつ みぞれ) 

「 …… 午後れ と共に 山^ を 出で、 未踏の 逕路を 拾 ひ、 山中 を 上下して 行く 事十數 丁、 忽ち 白氣の 起る を 見て gl^ 

に 來れる を 忍 ひつ。 枯木 亂生 せる 崖 端 をめ ぐれば、 噔々 たる 白雪の 中に、 毒の 如く 黑 みて 蒸 氣を 吐け る 一 面の 沼 

現れぬ。 辛 じて 山 を 下り^^に 沿うて 行く に、 黝黑の 熱湯、 刺 臭 ある 瓦斯、 山吹の 如き 硫花、 鐵鏽の 如き 流 藻、 

歩々 s んむを 擁して 黄枭の 中に あるが 如し。 對 岸に 到り 涪 きて 再び 山 を 登る。 雪 積める 事 1： 尺、 僅かに^ 匐して 

進む 可し- 轍に 及びて 瞰 下す るに 光 41 慘 として 心 を 3! ましむ。 身 は 人より 遠く IK に 近き 山巔に 立ちて、 死せ るが 

如く-や.！； を 被れる 地球の、 胸の た^ 屮に燃 ゆる 熱 火の 餘威 を此に 見る。 無限の 冷、 無限の 熱、 人 は 則ち 其の^に 介 

在す る 冷 熱 共に なき 小なる 土塊なる なからん や」 

冷 熱 (湯 沼 紀行) 

^いきれ  W  二 一 
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へ う ぜん  さかのぼ  ひい 

修驗 おお 山と：. ムふ もの あり。 明治の 初年 飄然と して 石 狩 原頭に 來り、 豐平川 を 遡る 事 稍よ 九 里、 山 秀で 水逼れ 

る^に 來 りて 玆に溫 泉 を 開き、 孤棱十 幾年、 一日 卒然として 其の 姿を隱 しぬ。 人 は 彼 を 以て： A 劍山を 攀ぢ、 巅ょ 

り^ちに：. K に 行けり と 云 ふなり。 

^さ... -  まれ  よぎ 

札幌の 市街 彼處の 下流 七 里に 築かれて より、 定山溪 に は 聊かなる 二 軒の 溫泉宿 立ちぬ。 冬晨 秋晚、 罕に玆 を 過 

りて 仉知 安に 向 ふ 旅客 は、 川 沿に 聳 ゆる 妖魔の 如き 靑巖の 後ろに、 縷々 として 淡き 炊 煙 を 望む 時、 何と は 知らぬ 

1 種の 畏怖に 打 たれて、 脚 を 速めつ \ 眞言 波 羅密の 呪文 を 心 深く 誦するな りと ぞ。 

我が 心 人 袞に圍 まれ 得難くて、 獨り定 山 溪の山 宿に 逃れ 行きし 事 ありき。 時 正に 厳冬、 一人の 浴客 だに なし。 

人 爪遠 ければ •：；！ 崔 共に 住ます。 日 は 沈 默の空 に 生れ、 ^ぎて 山の 西に 沈み 行くな り。 北方の 冬 は 晝實に 短し。 三 

時に 至れば 來 山の 峰 微紅を 含める 外、 滿 目の 白雲 靑み 初む 可し。 ra: 時に 至りて 淡 藍の 色 風の 如く 流れ、 幽寂の 氣 

沁々 として 胸 に逼 る。 五 時に 至 り て 夜 は 其 の 裳 もて 叫 三の 靈 魂と 深甚なる 自然と を 悉く 被 ひ 終るな り。 

好來！ 夜！ 我が 喑き心 は、 汝の 接吻 を 愛す。 

こけ  さび 

我  一：！：^ 流に 下りぬ、 溫 泉の 氣に 蒸されて 苔の 如く 靑き 石、 鏽の 如く 赤き 石、 石灰の 如く 白き 石の 圭角 稍よ 圆 

を ど 

みたる が、 縱横 高下に 相 重り 相 述れる 間 を、 稍 i 瘦せ たる 水の 色 殊に 碧なる が、 淙々 として 躍り 行くな り。 我 は 

きさく  きざ 

水上に 露出せ る 石の 上 を 僅かに 傳 ひつ-流に 從 ひぬ。 見 上れば 鬼繫銳 くも 刻み 爲 せし 懸崖の そ も 幾 十 丈な らん、 

せきげ き  すだれ 

走り 向へ るが 如く 兩 岸に 逼り 立ち、 岩角 石 隙に は 氷柱 簾を爲 して 垂れ 懸り、 崖 上の 枯木 雪 を 冠して 相 交れ る^よ 

り、 鉛色 に^せる 密雲 は 一道の 長 河 を 空に 見る 心地な り。 

せぎ れい  つ はさ 

鶴鴿 あり、 しるべす るが 如く、 輕く翅 を 振うて 我が 七 八 歩の 前 を 行く。 我 は 彼女 を 又な き 友と して 歩 を 移しぬ。 

^呼人の- r、 總てを 呪咀の 中に^く とも 遂に 友情の 懐 を 忘れ 難し。 


啄木^の 蟲を あさる 音頭 上に 聞こえて、 不圖 を 擦れば、 見よ 五 劍山は 彼處に 立てり。 峰 上 五 裂して 劍戟の 如 

く 天 を 指し、 雄々 しく も 速 山 を携げ て， 其の 脚 は 地に、 共の 頭 は^に、 王者 紫 を 衣して 蒼生の 上に 臨む が 如し。 

定 山が に 行けり と傳 へらる-は 彼處 なり。 此の 時， 

かつかつ かつ 

…… W …… 

ー述 の^お^ を 破りぬ。 此の 山 塵へ 彼の 山 答へ、 五 劍の胸 遂に かすかに 其の 響 を 反しぬ。 鳥 語に も あらす、 梢 

を 雪の しづれ しに も あらす、 結氷 巨木 を 割りし 昔に 稍メ 近くして 而も 異なれり。 佇して 耳棼 てぬ。 

きょぜん 

傍に ありし 船^ は；^ 然として 鋭き 聲 を擧げ つ、 —— 怪しき 我が 擧 動に 心安から ざり しか I 地 を 離る \ 事 三 四 

尺、 忽ち 身 を飜 して 遠き 彼方に 飛び去りぬ。 

■ …… 

又 聞こえぬ。 萬^^に 應 じて 答へ、 JSS< にして 再び 故の 寂寞に 歸 る。 

き は 

我 は^ゅな き 好^心に 促され、 此の 音の 主 を 究めん ものと 決心し ぬ。 

懸 mcmi おなる 所 を 辛 じて 登り、 兎迹 のみ 普き 白雪 を 踏みて 林の 中に 進み 入りぬ。 此の 林の 盡 くる 所より 五 

劍の山 は^ゅる なり。 

画 …… W …… 

又 聞こえぬ。 枰、 楡、 楓、 楊、 根、 蝦夷松の 嘗てお 鉞を 知らざる 幹と 枝と、 悉く 其の 音 を 籠め て、 宛ら 十：： 伽 

藍に 撿錡 幾^の 共れ にも 似たり。 我 は 歩 を 平め ぬ。 

忽ちに して 我 は 灌木の 問に 物 ありて 動く を 見たり。 

忽ちに して 我 は惆^ として^ ひ 出づる 子守唄 を 聞きぬ。 
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そ は 若き 女の 姿な り。 若き 女の 聲 なり。 

ぎょうち よ 

此の 無人の境に 何の 怪ぞ、 思 はす も 二三 歩し ざり て 凝 佇し ぬ。 

され ど 今 は 躊躇すべき にあら す、 進み 行けり。 

林 は 玆に盡 き 五 劍の麓 は 胸を壓 して 聳 てるな り。 岩に 寄りて 醜陋 なる 茅屋 立てり、 高さと 廣 さと 幅と 共に 一間 

に は 過ぎざる 可し。 ^圍に は、 古 草鞋、 炭片、 蔬菜、 布片、 古枝 等穢 くも 散され たり。 

彼女 は 我 ある を 知る や、 忽ち 口 を 緘ぢて 彼の 小なる 械壘 近く 退きぬ。 髮亂 れて頰 より は 若き 血 失せ、 唇 淋しう 

白ば みて 服に 精力の 消え 行く も 著しく、 塵 垢と 古色と より 織られたり とも 見 ゆる 夷 衣 を 纏 ひて、 右の 手 は 茅屋の 

口に、 左なる は 背なる 嬰兒 に。 

負へ る も 負 はれた る も、 啞の 如く 默 して 犢の 如く 驚きぬ，。 

我 は 勉めて 言 紫柔 かに 問へ り。 

「御身 等は玆 に 何事 をか爲 すぞ」  - 

「さなり、 鑛山 なり、 君よ、 我が 夫 は 今坑內 にあり」 

「鑛 山と や」 

我は鲶 きて 見 ま はしぬ。 寳に 茅屋の 傍に 人の 這 ひて 入り 得る 計りの 洞穴 あり、 カンテラの 火 幽かに 其の 奥に と 

もれり。 

「これ か」 

「さなり」 

^ …… 置 …… 憂 …… 


ぁ然 かの 粱は 洞穴の 奥より 來れ るな り、 忽ちに して 他の聲 亦彼處 より 來 りぬ。 

「誰 ぞ其 處に來 りし は」 

「我等が 知らぬ 人な り」 

と 哀れに やつれた る 若き 妻 答へ ぬ。 

と-. ムひ し^は 早 や 洞 口に 近 かりき。 

たは  あら  づ --- 

^ち 瘦 せて 丈 高き^ 顯 はれぬ。 右 乎に は 二 挺の 截 石斧、 左手に は カンテラ、 胸に は 頭陀袋、 臀に は圓座 を 垂れ、 

サ  1 な 泥 もて 塗れる が 如し。 いら- (-と 輝く 眼して、 不動 立ちに なりつ \、 我が 頭より 爪 尖、 爪 尖より 頭を讀 むが 

如く 打 まもりた る 後、 截 石斧と 吹き消し たる カンテラと を 茅屋の 傍に ^き、 數 塊の 鑛石 入りたり と 見 ゆる 頭陀袋 

をはづ しつ &， 

「おさい、 火で も 燃やせ。 一日 三界の らくら する が 能と 思 ふか」 

乎 拭 を 腰より 拔 きて 額 を 拭 ひつ、 

「^11 の^ 鹿 阿 魔」 

^きお は 此の 叱资 にも 動ぜす して 悠々 と 薪 を^め ぬ。 彼 もさして いらだつ 風な く、 切株に 腰 を 下して 今 は 我の 

ある も 忘れし 様な り。 

我 は 徐ろに 彼に 近づきぬ。 

「此の 鉞 山の 4f と はお か」 

我 は 波より を だに^る 能 は ざり き。 彼 は 妻の 爲す様 を 見守りた る 儘、 

^いきれ  五 二 五 
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「然 り」  . . 

「何 を 採掘し 給 ふや」 

, う る さ 

五 月 蠅げ に、 

「金と 銀と 銅と なり」 

「我 は 共の 然 らん AJ と を 危ぶむ」 

「何 — 」 

と 云 ひつ、 彼 は 始めて 我に 眼を轉 じぬ。 

「何、 おは 1、 山の 事 を 知り 給 ふか」 

「否、 され ど 御 身 は 果して 金と 銀と 銅と を 得し か」 

「あらす、 唯 道廳の 役人が かく 一  一  一一 口 ひしの み」 

「故に 我 は そ を 危ぶむ」 

「フン」 

と 彼 は^に 笑 ひて、 

「さらば { 儿山 坊主 を 如何に 思 ひ 給 ふ」 

：  かざ  すね 

此の 時 彼が 前なる 薪 は 燃え 上りぬ。 彼 は 兩手を 翳し、 脛 を 擧げて 足の裏 を あぶりつ 

「裸  一 ^にて 溫， M 水 を 開きし にあら す や」 

「され ど 御身の 行 先 は あまりに 喑黑 ならす や」 

「北 ハの 苦な り、 山の 洞 中に 侵入す るの みなれば 一 


と 云 ひつ、 薪 を镜み 直せば、 火花と 煙と 小さき 渦を爲 して 舞 上りぬ。 彼 は 其の 晃く 眼に 極めて 輕 侮の 色 を 見せ 

て、 更に 我に 向 ひつ。 

鸯 りし^ は 端な くも 雪 を 下しつ。 網の 如き 梢 を 分けて^^ 二 片三片 飛ぶ よと 見えし が， 纏て 鑌紛 として 降り 初 

めぬ。 嬰兒は 泣き出せり。 若き 妻 は 乎 を 後ろに して、 共の 背 を 撫で 體を 振りながら、 

r  乂  3」  - 

とお 打兑 やりて、 殆ど 絶^ £w を舉げ ぬ。 彼 はや をら 立上りて 嬰兕 を已が 胸に 移しつ。 薪に 近づけて 身 を 以て 

雪の^ 兒 に^つる を 遮りぬ。 嬰兒は 泣き やめり。 

我 も 彼等 も 忽ち 頭と 肩と を白盡 しぬ。 

ひ I  お ほ 

： 「^は 默 せり。 ，々たろ .3 は 萬籟を 包み 去りて、 死の 手今靜 かに 地の 上を蔽 ふ。 

(うすきい のち) 

r …… ^を 呦 ましつ kls 踏みし めて、 ^tiT 夕 を 齿 ぐる 石山 を 過ぎ、 林 櫞の間 を 行く に、 签 は 藍を满 へて 限りなく 

お ハた り： ^'はお 地に 布き て 到る 所 白し。 右の 方蓊^ たる 樹 問に は 十三夜の 月 淋しき 計り 靜 かに 差 上りたり。 耳 

を倾 くれば^ 底遙 か、 水聲^ 湲 として 小禽の 歌に 和す。 木材 を 載せた る 撬の今 傍 を 過り たるが、 漸く 遠ざかりて 

璁々 たる^ 鈴の 音の みかす かに 殘る。 is と^と 唯一 一人 醉ひ たるが 如くな りて、 歩々 次第に 綏 く、^ より ともなく < 水 

より ともなく、  c ら 佇して、 乎 を 捤り合 ひたる 儘に、 茫然と して .G 然の大 觀に向 ひぬ。 …… ^駒 内の 牧場 を タ陽 

T^fs 山 頭に^く^ に 打 眺めつ-、 ^條 たる 孤村の 炊 煙 を 後に して、 ^平 川の 假橋を 渡る。 橋 守の 竿を牧 めて 去り 

さ なみ  けいえい そ 1  ひた  - 

しょり、 人影 全く 絶えて、 聲立 つる もの は 漣 波の み。 桂 影楚々 として 河水に 蘸 され、 白 蛇 金 馬 共に 流れて 冬晚 
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のお 炎玆に 極り ぬ。 二人 橋 上に 佇立し、 水の 逝く を 打 まもりつ \、 感慨の 盡 くる 所 を 知らす。 嗚呼 此の 身、 陋劣 

と雖も 功名の 人に あらす、 又 射利の 客に あらす、 向上の 壯圖を 抱きて 力の 足らざる を悲 む。 悠久た る^ 路、 我等 

を 追 ふの 鞭、 希く は祌の 御手に あれ。 …… 」 

雪の 夕 (定 山溪 紀行 一 節) 

さだめ  せ 

死の 定運嚴 しく 我に 投げられぬ。 悶え、 藻が き、 苦み て 逃れん としたれ ど 今 は 詮なし。 

ふた-  ほろ 

^には^び 破れた る 灰色の 母 衣 を 掛けたり。 老いて 瘦せ たる 馬と、 肥え はし たれ ども 馬よりも 愚かしき 漢子橇 

を^ るな り。 我が 困 臥せる 傍に は、 举銳 一個 横 はりぬ。 

淡き 紫 藍の 色滿 目の 雪 を 染めな して、 夜の 幕 至れり。 豆の 如き 灯漢 子の 傍に 置かる。 

さなが  ゆらぎ 

^は 宛ら 氷の 上 を 沿る が 如く、 微かなる 蹄の 音と、 灯の 小さき 搖動 あるの み。 

我は隨 乎た る 眼に 灯 を 打 まもりぬ。 心 は 今 中 有に 懸れ る樣 なり。 

雪 を 染めた る 紫 藍の 色 漸く 濃く、 遂に は黑 漆の あやめ も 分かすな りぬ。 灯の み 幽かに 照す 中に、 默 せる 御者の 

横貌は 宛ら 死者の 如し。 - 

ちら 

忽ちに して 彼の 面に 火の 如き もの 顯 はれぬ。 而 して 見よ 彼 は 彼女な りき、 火と 見えし は 血潮な りき。 

2," 然として 我に^ りぬ。 總て は舊の 如し。 左れ ど 心 は 尙ほ中 有に 懸れ る樣 なり。 

灯 は拣ら ぎつ V 渐く遠 かりぬ。 ra: 邊は 死灰の 色に 裹 まれて、 今 は漢子 も瘦馬 もな し。 我 は 何者に か 送られて、 

さま 上 

飄々 として 共の^ を * しもな く彷ひ 行くな り。 

忽ちに して ^  ^の 如き もの を 聞きぬ。 


我が 瘦爲は 今 歩度 を 仲し たれば、 北 ハの蹄 時に^々 として 相搏 つたり。 

いぶかしく も^び 御^ 顯 はれぬ。 され ど 煙の 如く 消えて、 今 は乂 寂寞た る 灰色の 幽界 を 行く。 

心臓 も 凍らん 計りの 寒さな り、 笾 かなる 彼方に ー點 の灯兑 ゆ。 我 は 灯 を 支 ふる 手の 如き もの を 兌た る 様な りし 

も、 そ は 眼の なりき。 雪 を 被れる 林櫞 幻の 如く 眼 を 過れ るな り。 

^呼 我 は 如何 なれば か & る 孤獨の 野に 遛 S るゝ ぞ。 

阿、 灯 消えぬ。 阿、 再びと もりぬ。 

さ， よ 

^は仆 お、 に彷 ふや、 ^^に 向 ふ も * てし なきに あらす や。 地平線 は何處 にもな し、 天と地と は： んこ 相^め り。 

我 は 如何に 狂 はん 計り 彷ふ とも；. t 沌の 中心に あり。 

彼の 灯何ぞ 遠き。 今 蹄の 昔 問 ゆ、 され ど そ は 痛く 隔り たり、 例へば 過去 世に 坐して 未來 世の 聲を 聞く が 如し。 

我が 铋我 を扮 て、 何處に 行かん とする や。 

忽ち 我が身 躍りぬ。 爾り橇 の^に 道 を轉ぜ しなり。 

铋 とや、 橇とは 何ぞ。 灯 愈 i 遠し。 

^呼、 我が身、 今 無限の 奈落に 沈み 行く が 如し。 嗚呼、 噫、 何處 まで も、 何處 まで も。 

此^ も 灰色の 幽界な り、 ^なし、 色な し、 杏 もな し、 唯 寒し。 呀、 牡丹の 散れる が 如き 其の 血痕 は何ぞ や。 あな 

や 化と なりぬ、 兌 知りた る 人の 姿と なりぬ。 誰ぞ、 忙しげに 何處へ 行く や、 何故に 我に 物 一一 目 はぬ、 暫し 待ち 給へ。 

兑ぇ すなり ぬ。 

灰 の 彼方に 顔の 如き もの 顯 はれぬ、 渐く瞭 かと なれる に 醜き 容貌な り。 一 眼 盲して 一 眼 M の 如く、 葬^. e て 

-紫 にく づれ、 ^みたる 齒冷 かに 我に 向 ふ。 遽 ^ として 彼 笑 ひぬ。 

存 いきれ  五 二 九 
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「夢ば し 兌 給 ひし か、 痛く うなされ  」 

誰の 云 ひし 聲 とも 知らす、 渾沌 其の 語尾 を 祕め盡 しぬ。 彼顏の 如き もの 旣 にあら す。 

お び 灰^の 彼方に 犬なる はれぬ。 拳 は 十字架 を 握り、 十字架の 叉 點に彼 灯と もれり。 瘦馬 白氣を 鼻より 吹 

きて、 あへ ぐ樣 も、 彼 御者の 橫顏も 其の上に 顯 はれぬ。 

「今 暫くな り」 

かく 御お：. ム ひぬ。 何の 意なる べき ぞ。 我 は 是れに 答 へんと せし 時、 其の 姿 は 灰白の 彼方に 去りぬ。 

彼 は^ょり 肥え たれ ども 愚なる 者なる かな。 

：: か S せど は g せど、 灰白の 外に 何者 もな し、 淋しから ざら む や。 寒 威 髓に逼 る。 我 は 何者 を か 抱かん とせり、 

灯 を 抱きし と兒れ ば 彼女な りき。 彼女な りしと 見れば 黑き裳 引きた る 骸骨な りき。 其の 骨の 冷 さよ。 

突如と して 我 は銳き 衝動 を 受けて 起き直りぬ。 

身 は 寒 水 を 浴びせられ しが 如し。 

我 は 依然として 橇の 中に ありき。 御者 は 顧みて、 

「今^せ り」  .： せつ 

と 云 ふ。 我 は橇を 出で. - 雪に 立ちぬ。 何時の 間に 出で し 月な らん、 寒 光鋭く 滿眸 のぼ 雪 を 照して 晝 よりも 明か 

に、 森閑た る 空 山の 夜 は、 萬 有に 主宰の i ビ 握り、 莊嚴肅 殺の 氣沁々 として 腦を衝 く。 彼處の ¥M に廢寺 立てり。 

然り、 我が 行く 可き 所 は彼處 なり。 

^呼、 我が 精の 疲れ、 我 を 誘 ひて 夢の 鄉に 至らし めし か。 

あらす、 汝は 今より 夢 みん とするな る 者 ぞ。 


(ゆめう つ -1) 

「嵐 吹き 落ちて 戶 障子 $: 鳴る、 恐ろしき fK 地の 激怒な り。 

此の 夕 我 獨り机 邊に默 ^して 端な くも^ 神の^と なりぬ。 祈り 思 ひ、 風に 耳 を 傾 くれば、 歉慰 として 淚 下りと 

まざるな り。 

ニー 一口に して 曰へば、 我 は 未だ 神に 全く 我の 有て る總 てを捧 ぐる 能 はざる なり。 而 して 人 は 我 を 以て 一同の^ 督 

t-ぉ となし、 一個の 善人と なす。 是れ 己が 薆な り悲 みなり。 

祌は此 の 如く 不謙 遜なる 者に 耳 を 傾け 給 ふま じ。 

我に は^おな し、 敬虔の iS なし、 從 順の 念な し。 ^に爾 かなり、 而も 其の 虞に 雨 かなる を ^11 せんや。 

災な るかな 我が 魂 や。 

朔 北の 風怒號 して、 飛 雪！： 牕に： 退る。 笞を擧 ぐる 詰責の 聲何 ぞ^なる。 エホバ の 憤りい かに 恐るべき かな。 突 

れ 逃るべき 所な し。 

^呼^ 人なる 我れ …… 」 

笞 (日誌の 一 節) 

「おお 衆^の 川 意 はよ きぞ」 

け や  f  サ 

に は：： 十 力の なるお^: 立てり。 昨日よりの 暴風 は 吹き 勝り こそ すれ、 衰 へたる 姿 はい さ、 かも 見えす。 廣 

きに 過ぎた る 帳場の  一 に は、 三分 心の ラ ンブ 心細げ にと もえり。 
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した、 かなる 冬^の 上に ニ篥 外套 を 重ね、 二 枚 綾き の 毛布 を 引 纏 ひたる 余 は、 轉 ぶが 如く 戶を排 して 出で ぬ。 

飛 雪 は 忽ち 鋭き 渦 を爲し て 尸內を 冒し 余 は 辛 じ て 橇 に 身 を 託しぬ。 

「お を附 けよう ぞ」 

「吹き溜りが えらから うに、 馬に 鼻つ かすな、 よ」 

「飼 草 は 入れて か」 

「お 客 衆、 忘れ物 は あらし やるまい な」 

など 尸 を 柳に して 吹雪 を 避けつ. ^我等 を 送る 驛亭の 主人 主^ 下男 下女 叫びぬ。 

けづ  さき  さなが 

^々として 衣 を 透し、 膚を 貰き、 肉 を 刺し， 骨 を 削る が 如き 寒 威 は 旣に余 を ひしと 襲 ひて、 兩 耳鼻 尖 手足 は 宛 

ら針 をつ けたる 如し。 

^は 槠の 後方に 蟠り、 若者 は 前端に 踏み またがりて 巨人の 如く 立てり。 骨 逞しき 靑 なる 三 歳 は、 雪に あがきて 

手綱 取れる 主人が 一 揮の 下に は， 空 を も 突かん する 勢 はありながら、 さすがに なづ める 景色 も 見 ゆるな り。 

若お は默 せる 儘に 頭 を 包める 洋巾 をし め 直し、 雪 杏 はきた る 足踏み かため、 殘 りなき 用意の 程 を 確め つ、 

「そんだら 親方 …… 御 客 衆 出す よ」 

引締めた る 乎 綱 を 放てば、 馬 は 三度 首 を 振 ひて 橇を 動かし 初め， ぬ。 蓬然 たる 類 嵐 は； 大地 を壓 する 如く 飛 雪 を 舞 

ひ 下して、 主人 主婦 等が 心 籠め たる 別辭も 途切れ，/. \ に愴廖 の 想 を 華く。 

< 水 は しき 妻 を 持てり。 彼女 は 去年の 春 歸ぎ來 りしに て、 余と 殆ど 同一 の 地積 を 有する 贺張 村なる 地主の 愛鎮 

なり。 贺 張の 人 は 彼女の 嗥 する 時、 其の 名 を 言 ふ もの 獨り だに なく、 村 端に 吃 立して 海中に 突 人せ る 岩 鼻の 高き 頂 

なる 1 の 女祌の 美し さと 尊き に 思 ひ 比べて か、 「辨 天 様」 と 呼び 慣 ひき。  <ぶ と 彼女との 交ら ひ は 膠漆 も營 ならす、 


彼女 を锊 てし より、 余 は 農場 を 上な き 樂阖と 思 ひなして、 ^は アダムの 如く 働き 彼女 は イヴの 如く 笑ま ひて 今日 

に 至りぬ。 

さるに^ は 彼女の 父と 語らざる 可らざる 事件に 遇 ひて、 三 曰 前賀 張より 半里 計りなる 其の 農場に 至り、 昨夜 其 

の歸途 を 以て， 賀 張の 古驊 舍に來 りし^ は、 日 渐く暮 れて風 さへ 加 はりし かば、 枉て 一夜 を玆に 過したり しなり" 

風 は^を 加へ て 夜 をす さび 明し ぬ。 介 は 命す るに 明朝 必す橇 を 出すべき を 以てし たれ ど、 、王 人 を 始め 一人 だに 其 

の危 險を說 きて.： 且 なう^ なし。 ^は爐 火を圍 みて 跪 坐せ る 馬 追 等に 脅诚 する 如く、 哀願す る 如く、 命じ 且つ 請 ひ 

しか ども， 彼等 は 冷然と して、 

「お 客 衆 は辨： 人様が 戀 しからう が I 己 等 は 命が 惜ぃ で」 

と 穴 r- 嘯く たり。 

よし  うけが  あした 

^の、 七 火 はいら. （-と 燃え 上りぬ、 好、 彼等 諾 はすん ば、 旦余獨 りに して 往 かん。 

^：が： ふが^ •  人様と.. ム へる 時， 輝く 一  雙の眼 ありて 烈しく < 水 を 射たり しを覺 え、 不思 其方へ 面 を 移しぬ。 同じく 

お き 馬^な り、 右 乎に は大 茶碗に 濁酒 を漫々 と^へ、 左 乎に は 身 缺鰊を 握りた るが、 喑き 一隅に 坐して ありし な 

り。 ^^く 額お きに、 ^らしき の 極致 を 示し、 爛々 たる 眼と 一文字に 引 結びた る锊は 感情の 波 を 漲らして、 面 は 

紅 を さした る 如く 酒：^ に 燃えぬ。 左 乎 を 身缺鰊 共^につ き、 肩 を 一 ゆすりして 股 を引据 ゑ、 舌な めすり しつ \吃 

となり、 

「お 客衆 II. ォ …… 己 行く ベい」 

ともつ る、 如く：. ムひ、 稍： 頸 を 縮め、 右 乎の 大杯 を 面隱 る^-迄に あふりか けて 虹の 如き 氣を 吹きつ。 

r ぉ容樣 …… ォ …… おら 行く だよ、 コヽ …… これ 飮 まっしゃれ」 


^^武 郎仝^  ^ 一  卷  五 

^の 见を兌 出で たる 如く 眼光 鋭く 余に さしつけぬ。 

たは 彼の 意 氣に乔 まれた る 如く、 其の 大杯 を 受けて ロを濕 しぬ。 余の 爲す様 を 凝視し つ \ ありし 彼 は、 見入り 

たる 儘に 淋しき 笑み を il して 獨語 ちぬ" 

r 辨 大様が 可愛 ゆ い と 見 ゆる ノ ー 」 

ほめ もの 

「成 こ W つた 奴、 去：.^ まで は 人 もよ し、 男 もよ し、 氣さ きもよ し、 働き もよ し、 村 一 帶の褒 者に て 若い 娘 ども 

をお みっかせ た事尠 からぬ^ 報 者な りしが、 福壽 草の 谷間に 唤き 初む る 頃から、 何に 狂 ひ 出して か、 一向の 酒 狂 

亂、 飮ん では 掾っ 蹴る 踏みに じる、 誰彼の 用捨 はあり ませぬ。 心 を 寄せた 娘の 中には、 あの 癖を醫 してと 祌 信心 

に. 取った、 いとしい 話さへ 聞き ましたが、 から 埒は あきませ す、 今夜の 一一 一一 口 葉 も あてに はなら ね ど、 首 ひ 出 

して は 後に 引かぬ あの 男の 意氣 地、 虚言と も覺 えませぬ が …… お 客 衆 全く 危なう 御座ります。 明日 はお 止めに な 

され ませ」 

と 煎餅の 如き 床 を展べ つ，^ 主人 は 切に 止めぬ。 され ど 余 は 是れに 聞かす して 翌朝 遂に かしま だち しなり。 

私敉の 前輪に 結び 下げた る^ 鈴の 鏘々 たる 聲 のみ 風に 冴えて、 今 貞婦 橋 — アイヌ の 貞婦が 日本の 無賴 に逼ら 

れて 投身した りと 聞く —— は 難なく 乘り 越しぬ。 紛々 たる 飛 雪に すかし 見れば、 今 は渺茫 たる 海 沿 ひの 曠原 なり" 

^も 彼の 若者 も 必死 Aft して、 敵壘に 突入 せんとす る 勇士の 如く、 余 は屢丄 S かけ たれ ども （I より 聲も亦 

^の爲 めに 散々 に 引 ちぎられ しならん —— 顧みん ともせざる なり。 

世に^し 最も 形容し 難き 光景 ありと すれば、 曠 原の 吹雪なる べし。 乾坤 白盡 して 天と も 分かす 地と も 分かす、 

一^の ゆらめき、 一種の 叫喚、 逼 るが 如く 湧き起りて、 空 を 包み、 地を圍 み、 鑌紛 たる 雪 は 百 分 千 裂、 恒河 砂の 

二 つく、 靈を ず け、 魂 を 得、 舞 ひ、 翔け リ、 躍り 1 つ 狂 ふが 如し。 我等が 橇は 宛ら 奔清 を乘 分く る 一葉の 栩無 


n. 小^味よき 計り 逸れる^ 駒の、 ^と 背と 雪み どろと なれる が、 血走りた る 服に 行 乎 を 望みて、 驀地に のり 出 

づる乎 綱 を 握り、 右手に^ 粳を^ げて屹 立した るお 者の 雄姿 は、 銀波 を驅 つて 舵に 寄れる 古ス カン ヂナ ビヤ 祌か 

とぞ 仰がる \。 

銜ぺと 鳴り はためく 波浪の ffj!n、  ng 々と 吹き荒ぶ： i 嵐の をめ きに 伴 ひて、 一瞬 一刻に きざむ が 如く 逼り來 る 寒 威 

は个 をして 慰て 共の 威 を 忘れし めぬ。 环も^ も 切られて 失せし かと 怪 みし 辛 楚も、 今 は 漸く 遠ざかり、 天地 怒號の 

お. 將 たかす かなり。 九 X より 墜ち 九地 を栲く かと 覺ゅ る亂 雪の、 颶風に 向 ひし 波頭の 如く、 潆々 と 亂れて 若者と 

^との^ を 深 霧の 如く 隔 つる を、 淡き 夢の 尙覺め あ へ ぬお ぼろと 見る 迄に、 頭 腦は知 覺を失 ひ 初めぬ。 やがて 何と 

は e らぬぉ •；§ 來り眼 は 自ら 閉ぢん として 幾度 か 僅かに 覺む。  < 水 は 凍死に 瀕せる を自覺 して 勇氣 を搌 はんと 試みた 

れど も總て 無益な りき In ひ^なき^ 慾 結束す るが 如く 腦を 包み、 氽は總 て を 措きて 唯 眠らん 事 を 希 ふに 至りぬ。 

忽如 として 撝止 りぬ。 ^ 者の 聲 として、 

「しまったり I 前 を 折り 腐った II 」 

と： -ム ふが 問 こえぬ。 

「た 「が II だめ I いきついた I 呀 .—— お 客 衆し つかり さっし やれお 客 衆！」 

と.： ムふ^ a で閗 こえぬ。 され ど^は 尙ほ 茫然たり き。 かくて^ は 彼の 肩に 背負 はれし 様な りき。 

され ど、 ^の 知 SJ^W び歸 りし 瞬^に は、 彼の 余の 上に 跨りて ありき。 彼の 銳き聲 は氽を 喚び 起せるな り。 嗨 む- 

が 如く^の：  斗に 口を^せて、 

「お 客衆ッ I ベ …… 辨 fK 様 可愛から ぅぞ」 

^は 北； の 以 後 を 知 らざ りき。 


^ ^ 武郎 仝^ 笫一卷  •  五 一 二 六 

ほぶよ、 嵐 稍 2 靜 まりし 其の 夕暮、 救助 者の 爲 めに 救 はれて、 危き命 を 愛妻の 溫き 看護の 中に 囘し 得し 後、 聞 

ける 所に よれば、 余と 若者と は 馬の 斃れし 地より 三 丁の 此方 II 農場 內 なる 余が 家の 南隅に 一本 立てる 大楡樹 の 

稍よ 兑 得べき 所 II にあり。 若者 は 全く 余の 上に 被 ひ 重りて 余 を 雪よりか ば ひ、 兩手を 余の 頭上に 堅く 組み、 眼 

と 唇と は 何事 を か 一 向專 念す る 如く きびしく 結びて、 殉敎 者の それに もま さる 尊き 最後な りしと ぞ。 

嗚呼 読者よ、 今 も 田園 は裕 かに 實り、 若き 妻は處 女の 如く 美し かれ ど …… され ど讀 者よ、 余は憐 むべき 者と.^ 

り 了ん ぬ。 

(殉教者) 

(I 九 on! 年 七月 二 六日 脫稿於 麴町區 下 六番町 邸) 


%  魔え 

wsl H の卷 

^政な しゃ、 人の 生涯、 世の 轉變、 假令金 殿 玉樓の 中に 住んで、 琥珀の 盃に 甘露の 水满 へつ-、 伊達の 榮華之 

れ 見よ がしに 誇る とも、 之れ を 舞 花 一朝の 榮と 見ば 如何に。 秋風 立た ば 哀れ 北^に 曝す 白骨 一片、 よしや 身に^.. 

衣 を 纏うて、 宿る は 木蔭、 喰 ふ は 残飯 粗 菜な りと も、 之れ を 黃粱ー 炊^: ぼの 夢と 見ば 如何に。 覺 めての 筏に 樂 み- 

待つ 身の 街 もうれ しゃ。 

^き 行炝 のと もしび 秋と して かビ やく 下、 爐に 向うて 坐せ る 四十 男、 色 鈎く まで 黑く、 響々 として 鋭き 眼の 上- 

に は黑く 太き^  モ蟲の 如く、  c$ は 高く ロは大 に、 櫛り もせで 亂れ る頭髮 はかた まで 垂れて ぎに 似、 頃に は 二つの 

切^ あと 鮮やかな り。 恐ろし ゃ惡见 魔 祌も乎 捕に せんす、 六尺 ゆたかの 體を ゆるがせ 出 だして、 自在に 掛けた る 

土瓶の^ を缺け 茶碗に うつして、 一度に 呑み ほし、 周 根よ せつ、 語り 出しぬ。 こ を 聞く 人 は そ もや 誰、 見る も 

し 色. IZ の十歲 計りなる 直 一 人。 

「それ ぢゃ、 その^ ぢゃ。 先づ閗 け。 昔 を 云へば 恥 かしながら 我 も输ー 1 の 武士、 柏澤大 五郎、 十ハ 牛の 亂れが 起 

つた^に は、 坂、 械 山に 人に 劣らぬ 働きして、 男猛： 舉曹と 敵に も 味方に も 歌 はれた 男ぢ や。 さるに、 ^長 は 

^0*,§^, 此の 大五が 功ね たんで か赏與 の 沙汰 もな く、 第一 豫備 (今の 豫備) にし 居った。 元より 赏 與は祌 

力け て 欲しう は あらね ど、 人の 心の あさまし さは かな さに、 儘よ、 世に 遠ざかりて、 か、 づらひ 絶えん と、 佑お 

^ほ刽  ffH 一一  七 
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獨 尊の 天 地 を 此の 山奥に 開いた ぢゃ。 松 見ィ、 見る 通りの 此の 破れ 家、 聞 こ ゆる もの は 蟲聲鳥 語、 見る もの は 老松 

きこり 

E 粉、 結句 之を樂 しと 思うて、 晝は 樵に 山中 を馳 せめぐ り、 寶 りしろ なした る はした 錢 をた X いて、 夜 は どぶろ 

-I  すねもの 

くに 醉 うて 寢 たが 此に 十七 年。 思へば ム 、早い 者、 夢の 様ぢ やわ。 ぢ やが 來た初 めより、 一 かどの 强 者と 目 を 付 

けた は、 此の 萩 坂 村に 正 念 寺の 和尙 と、 村長の 窪山ぢ や。 和尙は 見事の 高僧、 窪 山 もた しかに 强者、 なれ ども 邪 

え せ  いなづま 

1;， 屈の 奸物、 なまじ ひ 腕の 利く を 鼻に 掛けて， を寶る 同じ 穴の 狸なる、 似而非 俠 客の 雷 吉次 とやら を 先き に 

つかうて、 かはい や 汗水たら して 人の 手傳に 露命 をつな ぐ 水 呑 百姓 をお どしつけ、 取りた る錢に 鼻歌うた うて、 

我た ビー 人 太平 樂、 おのれ 憎き 瘦 役人、 やわ か 其の儘に 置く 可き と、 思 ひ 定めた は 度々 よ。 され ど 思へば 我 は 

を 拾て たる 男、 人の 事に いらぬ 口た-く は 無益と、 うなる 腕 を さすって 胸 をな でた は 幾度と 思 ふ」 と 云 ひしが 

遽 かに^ ひ 出して， 「ハ 、 ハ 、ァ汝 に 斯様な 事 云 ふ は 無駄、 大切の 用 忘れた」 と 云 ひつ X、 きっと 座 を 改めて、 し 

げくと 意の 顏 ながめつ &、 

「松ぎ  . 

物心 赀 えてより、 今日 ぞ 始めて 見る 父の 眞 面目に、 松吉 今更の 如く 大 五郎の 顔 眺めて、 思 はす 形 正せば、 「先き 

も 云うた 通り、 我 も 武士 ぢゃ。 姿 見られて 里の 直に、 閻魔々々 と 歌 はるれ ど、 心まで は 閻魔で ない ぞ。 世 は 拾て 

と を  こん  _ 

て も 忠義の 心 一時 片時 も 忘れぬ は。 人の 定業に は 旬に も 足らぬ、 老の 身の 思 ひ 出に、 根限りの 働きして 冥土の 

—^つくらん と 思うた 今日 此の頃、 此の 戰ぢ や。 いで ゃ鍛 へたる 此の 足に， 朝鮮 八道の 草 を 踏んで、 四百 餘 州の 山 

w 荒さん と 思う たれ ど、 悲し や 兵と も 成って 出られねば、 詮方な しに 軍夫と なって 行く に 心 定めた。 幸に 兩親は 

さ ヽ ■„ ま 

n 十 や 無く、 朋友 も 妻 も 元よりな き 身」 聞く と 等しく、 凉 しき 眼に 驚きの 色 あら はした る 松吉、 ^に 大 五の 言葉 ft 

りて、 「それ は （. あのい としい 母御 は、 比の 松 吉には 御座り ませぬ のか や」 問 ひ つめられて 大五 はっと 氣付 き、 


4 一口 ひ拟 ねたり と 心に くやみし が、 思へば 憐れなる 松吉の 身の上、 目 を閉ぢ 腕う ちくみ て默然 たる を、 松吉 もど か 

しげに 進みより、 膝 ゆすりつ-、 「父 様、 何を逡 巡うて、 父 様、 01- う 此の 事： ム うて、 これ、 かう して 頼む 程に」 可 

ゆん や、 楓の 如き 手 を 合せて 早 や 目に もつ 淸き淚 の いぢら しさ。 さすがの 大五堪 らす松 吉を引 寄せて、 聲も 暈り 

ぬ。 「云 ふ， 語りて 聞かす わ。 何んで いぢら しい 其の まねして 此の 親父 をな かす〃 八 年 前よ、 例の 如く 山 を 分けた 

に、 不思議 や 人目 もな き 此の 奥に、 赤兒の 泣聲、 漸く 探し出 だして 拾 ひ 取った は汝ぢ や。 まこと 汝は 捨子 ぞ」 云 

はせ も^てす、 うれしげ に 聞き； 15 たる 松吉、 鲦 きと かなし さに、 ヮッと 聲擧げ て 泣き 倒る- -に、 大五も 其の 心 を 

くんで、 思 はす 涕に くれん とせし が、 忽ち 押 拭 ひ、 わざと 聲 あら、 げ、 「阿呆、 泣くな。 今日 を 何の 日と 思 ふ。 武 

士 なれば 門出の n 出度い 日ぢ や。 笑へ 笑へ、 ハ、 ハ、 ァ」 笑うて 兌す る 悲し さつら さ。 折し も 窓外の むら 竹 風に 

^いで、 月影 聲れば さッと 降り 來る夏 時雨、 地 もく ぼまん 計りな りしが、 忽ち 霽れて は 月明りに、 軒端に 落つ る 

點滴 もい と^し。 大五 端近き 障子 引き 開け、 泣きく づ ほれた る 松吉を 顧み、 「松、 泣くな と 云 ふに 何故 泣く。 見 

ィ、 今 降った 此の 雨 を。 降る 時 は小氣 味よう 降った。 晴る \ 時 は 又小氣 味よ いわ。 人 も かう あれ、 男らしう ない 

ぞ、 松、 泣くな ッ」 

思 ふて ふ 思 ひ あれ ども 子 を 思 ふ 

思 ひに まさる 思 ひ あら じな 

し は.^ がう がちけ ろ (n 葉 かや。 道し ばの 露 ふみわけつ X、 正 念 寺 を 出で、 旭川 を 渡り 行く 人影 は、 正しく 大五 

郞。 心 あらば パ も 雷 叫に かくる 可き に、 くやし やな まじ ひ あかき をた よりて、 後見 返れば 山門の 前に 袖し ぼり つ 

つ 此方！： 5^:1 れる は， ^念 寺の 和尙 といと しき 松吉、 あはれ 萬 代に かけて 誠 つらき は釵チ の 愛^離苦 なりけ り。 

斬^ 劍  K 三 九 
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第二 秋の 卷 

ふ； と  さつ  も 

今故鄉 にあり もせば、 秋風 颯と 立ちて 桐の 葉 二 ひら 三 ひら 散る 庭の 面に、 唉 き亂れ たる 千草に 選ぶ、 秋の 七草 

きぬた  しほ ぢ 

眺めつ ゝ、 背戸に 砧の音 を 聞いて、 空に 雁の文 字よ まん もの を、 ぉぞゃ 八重の潮路 渡りて、 此の 朝鮮に 來 たる 悲 

しさ。 兌 渡す 限りの 廣 野に、 目 を よろこばす 花 一 っ唤く 草な く、 紅葉して 風情 ありげ に 散る 木の葉 一枚 梢に 殘ら 

ますら を 

で、 枯れた る林荥 風に ざん ざと 鳴る 物 さびし さ。 k: 萬の 敵前に 置きつ \、 笑うて 動かぬ 丈夫の 魂、 ズパと 引拔く 

は 誠 此れなん めり。 

是も 共の 丈夫の 一人に や、 身に は 軍夫の 衣服 着 たれ ど、 六尺の 身に あまる 膽丸 は、 ギラと 輝く 服に あふれて、 

ふるえ ひ  たくま 

動かぬ 擧動 ゆかしく も 憎し。 筋肉 逞しき 腕 こまぬ きて、 木蔭に 坐し つ \ 打 案じ顔なる は、 此の 秋風に 誘 はれて， 

魂 や 故 鄉に通 ふらん。 

折し も 息せ きつ k 走せ 來 りたる 一人の 軍夫、 大聲 あげて 、「頭領、 頭領、 大變が 起り 腐った。 今此 組の 軍夫と、 

共扳 組の 軍夫と 喧嘩 はじめて、 運よく も此. R が 勝った が、 ぉッ つけ 百 人 長が わたりに 来る とのこと >  今 聞いて 其 

の 儘 飛んで 歸 つた」 初めてつ く 一息に、 聞き 居た る 男 は 手 を ほどいて 膝の 上に 置き、 「喧嘩の 人數は 何人と 何 入 

だ」 「一人と 一人」 r ハ 、ハ 、 ァ、 さう か、 分った、 確かに 聞いた ぞ」 再び 幹に 倚り 懸 つて、 動かざる 事 土偶の 如 

し o 

忽ち 入り 來 りたる は 共振 組の 百 人 長、 丈 は 高し と 云 ふに あらね ど、 强 ねたる 屑 根 口元 恐ろしく、 沈んで か^ゃ 

く^の 眼 は、 人 を 射て 心の 巧み、 いかに あるらん。 引繽 きて 仁王の 如き あら くれ 男 三人、 いづれ 劣らぬ 力 贅に釋 

かけて、 躐 つたる 胸の 炎、 からく 押鎭め 居る 樣、 あり （'と 見えたり。 


「ほ 魔ッ」 此の 一言に 樹 下に うづく まって、 知ら ざり しが 如き sfr 忽ち 肩极 よせつ &クヮ ッと兑 ^きし 股 こ、 い 

きまき つ >r、 怒^ 滿 面に あふれて、 つめよせ たる 共振 組の 百 人 長 を 眺めて * 呵々 と 大口 開いて 笑 ひ 出し、 「閻魔と 

知って 來 たか 吉次、 汝に 取って は 殊勝の 振舞に、 此の 大五曾 ふ 事 聞いて やる。 そこにつ くばって ほざけ I 聞いた 

ナぢ  . 

る：. や-:: 次 忽ち. の條 ひき 立て ^ あは やと 兌え しが 乂思ひ 返して、 「フ 、念佛 前の 悪口 雜ボ、 吉次粦 れに& うて 

豚 乎に 云 はす。 だが 閻魔、 汝もロ をつ ぐんで 少し は 聞け。 先き の 喧嘩、 疾に 承知の 苦、 それにつ けて、 らち あけ 

に來 た、 命 もら ひに 來た ッ」 眼 を閉ぢ て頰の 虎鬚な で ま はしつ &、 默 然として 聞き 居たり し大 だ、 其の 俊 身 s き 

もせす、 嗨ん ではき 出す 如く，  r タ、 痴呆 ッ」 

W 怒む らくと 心頭 をつ いて、 座 を 蹴り 突っ立ち 上りた る雷吉 次、 太刀の ぎ 口く つろ ぐれば、 後に 綾き たる 三 

ノも ^物の 目釘し めして、 いざと 云 はば ござん なれ、 肉の 山、 血の 河、 目前に 顯る \ は 危機 ー髮、 木立の すき 

ま/ \ に は、 何れ 劣らぬ 荒 くれ 男、 百 人と ぼ 人、 頭領の 意氣 窺うて、 事 あれ かしゃと 待ち 設 くる 物す ごさ、 凄じ 

さ。 殺氣： 大地に 滿 ちて、 あはれ 瞬く 暇に 起らん 修羅の^。 

此の様 を 知る や、 知らす や、 平然として 腕組みつ \- 眠れる が 如き 大五郞 の 振舞 ひに、 もどかし とや 歩みより 

たる .SZ 次、 二人の 膝 * り^な らん 計りに どっかと^ して、 穴の 開かん 計り 睨 むれば、 大 艽 も 始めて 形お して、 魂 

力よ はん 計りね めかへ しつ。 暫しは 一 1  一一 n 紫 もな く、 唯 聞 ゆる はいら だち lg つく 二 百 人の 意氣の 恐ろし さ。 

「 ム 、、 よく 云うた 大五、 痴采と は大： A よくぬ かした、 其の わけ 確かに 云へ」 先づ出 だした る吉 次が 鋭き さ ロ槳 を、 

大 五大 nn いたる 笑 ひに 打消しつ V 「百 遍、 二 & 遍、 汝が 度胸す わって、 耳の 聞 こ ゆる 様に 成る まで は、^ ^ でも 

云うて 聞かす わ。 ^^にも 劣った る 喰米蟲 とも 云 ふ 可き を、 痴呆と 云うて" JK れ たは、 大 五が 慈悲 ぞ。 吉次平 ほじ 

つてし つかと 聞け。 汝 初めはる^-此の 朝鮮に 來たを 何の 爲 めと 思 ふ、^ .5 祌國 にあ だ を爲 す、 ぎぉ,を^す其 

0^0  开四 一 
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の隱 めと 知らぬ か。 さる を问 事ぞ、 唯の 一人と 一人の いさか ひに、 百 人 長と も 云 はる 可き 大事の 男が、 口論 喷嘩 

われ くみした  、いっ^ん 

に^せと ならば、 支那の 奴等 も 腹の 皮よ ぢ つて、 馬鹿 を 笑 ふわ。 汝の組 下が 殘ら すごね たと 云 ふなら は 例日 e 

g でも わたりに 來ぃ。 百 人 だけの 價値 ある 此の 大 五が 素首 よごれて は 居れ ど、 見事 立派に 渡して くれる。 自分の 

が、 勝 乎に 負けた 喧嘩 を、 業々 しく 持 出す、 馬鹿 さ 加減、 此の 大五 ほと く あきれた。 是れ でも 喰 米蟲と 一. ム 

うたが 不足 か、 天晴れ 痴呆と 笑うた が 無理 か」 云 ひつ \ 毛 腕 高く のばして、 天 を も 呑まん 大 あくびな しつ ゝ、 立 

k りて、 「無駄口た.^ いて、 上官からの 大切な 用 忘れた」 かく、 ひとりご ちて 立ち去らん とせし が、 ふり かへ つて 

血走りた る 服に、 大 五の 後 姿 睨めて 氷嚙む 如く 切齒 をな せる 吉 次に 向 ひ、 「吉 次、 首尾よく 此の 大 五が 首と つても 

船の 死ぬ 時 は 冥土に 閻魔が 一人 ふえて、 萩 坂で 百姓 いぢめ た、 罪せ めら る \ が 恐ろし からう。 ハ 、ハ 、ァ吉 次、 

今日はき つい 御 骨折、 早 や 用 は 無い。 尾を棬 いて、 た& かれぬ 內 失せろ」 生れて 驍々 たる 鲠 骨の 大五、 己れ の 好 

まぬ 扠に は、 遠慮 も會釋 もな く、 惡ロ つきつ &悠々 として 木蔭に 入りぬ。 取り 殘 された る吉 次、 立ち上りて 茫然 

。失。 

第三 冬 の 卷 

卍 字と 舞 ひ 巴と 躍る 白雪 は、 寸距の 空 を锂 めて m 邊 唯茫々 漠々、 耳 も 手 も 引きちぎらん 計りの 寒風 は、 骨 迄 も 

つんざ ハて、 恐ろし や 世界 咴滅の 時に 吹く と 聞く、 毘嵐も かく や。 天 も、 地 も、 山 も、 林 も、 白皚々 たる 中に、 

とき  ひやう  むくろ 

雷のと^ ろく 如く 聞 こ ゆる は砲聲 鯨波。 白雪の 中に、 春の 花 散りし く かと 驚く は 兵ッと 飛ぶ^ 力に むご ゃ骸 

破られて、...^ りたる 血潮の 糊、 胶 をも裡 めん 積雪 を蹶 立て &、 右に 行き 左に 馳せ、 此を 先途と 防ぎ 戰ふ は、 共振 

組の 軍夫 百 人。 こ を 取り 卷 きて 攻め 掛けた る は、 屈強の 支那 兵 確かに 二 千騎。 


必死と は 定め たれ ど、 銮 さと 多勢に は 敵し かねて、 稍よ 敗色 见 えし^ 夫の 屮に、 獨 りふみ 止まりて、 大昔 擧げ 

たる は 正しく 雷吉 次、 「ャィ 、奴、 卑怯 ぞ、 返せ、 もど も、 豚 尾 漢に追 ひ 立てられて、 どの 面さげ て 日本に かへ る、 

^院に 一 と 足 も 豚 ふみこませて、 すむ と 思 ふか、 返せく、  一  匹の 此の 吉 次が 死 様、 しっかと 兌ろ ッ」 云 ふと 

、しく、 腰に さげた る 太刀 引拔 き、 雰に まじって 霰と ふる 彈 丸の 中 を 潜って K  丁乂 字に 走りし が、 影 は 早く も 吹 

^の 中に^れ ぬ。 

すごく もす める 夜. ^の^に か&る 氷の 如き 弦月 一 痕、 昨日より かけて 今日の 夕暮 まで、 小 やみ もな く 降り 綾け 

し.：： 13 を 照して、 韓 山の 冬に 薰らぬ 花の、 林に^ きぬ。 され ど、 そよ 吹く 風 は 暖から で、 梢に 積もれる 雪 を^う 

て、 うなりた てつ \ 吹き 米る 時 は、 艽 體 縮んで、 血 は 氷らん 計り、 樹藤 人影^き て、 かすかに 閜こ ゆる は、 饑ゑ 

たる 狼の 遠吼 のみ。 「H  、、寒む や、 ：！： の 川 か 知らぬ が、 此の 眞夜屮 人 をよ ぶ 第一 衞戌 病院の 奴等、 何事が 起り お 

つた か」 獨語 ちつ、、 外^に 耩か銮 さ をし のいで、 三尺に 餘る雪 ふみ 分けつ ゝ 行く 一人の 男 は、 是れ なん 柏澤大 

^郞 なる。 

らい  ひそ  さけび 

膝 を 潜めて、 恐ろしき 迄に 物靜 かなる 林の 奥に、 あやし や 人の 叫聲 は；！ れぬ。 獨り とぼく 歩みす ぎんと 

せし. V： 九、 不^の 眉 ひそめつ に 足 を 返して、 林の 方に 進めば、 風に ともな はれて 折々 聞 こ ゆる は、 確かに 日 

本人の *、「 チ …… 畜生 、殺せるなら、 見事 殺して 見よ、 …… 奴等に、 ：：： キ …… 切った なッ」 俠氣滿 身に あふれた 

ろた、 五、 何 か は逡ら はん。 ボタン 外す もも どかしげ に 外套ぬ ぎ 拾て \、 月に さえた る志津 一一： 郞の 太刀の R 釘に、 

しめしく れつ-.、 右手に 提げ、 f$ を蹶 立て、 聲 する 方に 近づき、 か はせ る 枝、 かすかに^る \M 影た よりて、 木 

K に 窺 ひ 寄れば、 十人^り なる 支那 兵、 笑 ひ 興じて、 各々 物 さげつ \、  くびり 入らん 計りの 繩 E かけられ たる 


有， お 武郎仝 集 ^ 一  卷  五四 四 

1 人の 曰 木 人 を 取り まきて、 むご や、 昔 聞きし 五分 切、 一 寸 だめし も かく や。 肩より 血糊に 塗れつ、 も、 無念の 

さけび  •  J 

叫 乾に 突っ立ち 上りて、 おのれ、 やれ、 嚼 みつきても 殺さん と、 あせる 日本人 を 他愛 もな く 突き倒して 今 I 切 

りと 太刀 舉 げたる I 人 を、 見る より、 大 五堪ら す、 六尺の 體宙に 躍らして、 二人が 間に 割って入りぬ。 

きも  どう   

不意に 出で たる 肥滿の 大兵に、 太刀 ふりあげし 支那 兵、 膽 ひし がれて か、 後へ に瞠と 倒れて 圓き目 見張る を、 

r 己れ ッ」 ー聲の 下、 紫雲 天 に 沖して、 憐れ や 首 は 空に 飛びぬ。 

此の 振舞に 恐れ けん、 殘 りし 支那 兵 等、 慌てふためき、 逃ぐ るに 疾き 足に 懸命の 力 入れつ X、 蜘蛛の 子の 如く 

散々 に 影を隱 しぬ。 

微笑みつ-仁王 立ちして、 逃げ 行く 支那 兵 を 追 はんと もせす、 見送りし 大五、 雪を拂 うて 太刀 を 拭 ひ、 鞘に 牧 

めつ \顧 みて 日本人 を 見れば、 今迄の 氣カ此 に 挫け- -ん、 齒を かみしめて 顏は靑 みぬ。 大五 驚きつ \馳 せ 寄り、 

繩 ひきちぎって 抱き上げつ X、 耳に 口付け、 「ャィ 、氣を 確かに 持て、 心 ゆるますな ッ」 此の 一一 一 一口 葉に 勵 みけん、 か 

すかに 眼 開いた る 男、 つく- ^と 大五を 見る に、 大五も 始めて しっかと 見れば、 思 ひも かけぬ 雷吉 次な りけ り。 

抱け る大 五の 手、 振りち ぎって、 ぬッ くと 立ちし 吉次、 重傷に 堪 へで、 再び 倒れつ.^ も、 むッ くと 居直って、 

せ は 

なしき 息：^ に、 大五を 睨めつ け、 「閻魔、 ナ、 なにし に來 たッ」 大五は 悄然と して、 や をら 雪拂 ひつ \ 起き 上りて 

「ム 、天晴れ、 男、 汝は 正しい 道 さへ 踏まば、 此の 大五は 兄弟と も 親む もの を、 惜しい もの。 ぢ やが 吉 次もう 汝 

も 罪 亡ぼし、 病院に は大 五が 鬼と なって 連れて行かぬ、 其の 代り 之れ やる」 と 云 ひつ，^ 懷を 探りて、 取 出 だした 

るお 刀 を、 告 次が 前に 置きつ &、 はらく と霑 せし 一滴の 紅淚、 r 吉次、 さらば、 別れる」 云 ひ 拾て & 進み 兼ね 

たる 足 を、 林の あなたに 運ばん とする を、 吉次は 呼び止めつ、、 r ェ 、閻魔、 待て、 待って 吳れ、 云 ふこと 冇る」 

大： A は 其の儘 ふり かへ つて、 「 ォ、、 言 ひ殘 しも あらば、 聞く、 云へ」 「大五 今 0: 第一 衞戌 病院から、 汝を 呼びに 


来たらう がな」 「ム 、」 「思 ひ 出 だせば 此の 夏よ、 汝が 軍夫と なって、 此の 土地へ 突っ走る と 聞いた に、 村 1 の 窪 

山が 此の 吉次を 呼んで、 結句 末まで 邪魔臭い 閤魔、 汝も 朝鮮に 渡って、 事に よせて 打殺せと 云うた。 お 己 t も 船と 

は 日頃よりの 敵 好い 折と 請もう て 此の 地に 渡り、 十月の 末よ、 汝の組 下と 此方の! ^だとの 喧嘩に よせて、 汝を無 

いものに せう と 思うた に、 汝の理 is につめられて、 すごく と 手出し もなら す、 組 下の 前で 尾 を 捲いた.^ 念 さ、 

腹に こたへ て 今日の 雪 を 幸 ひ、 第 一 衞戌 病院に 汝を 呼びつ け、 其の 道で や 殺う と 思うた 晝過 ぎ- S ひ卦寸 なく f& の 

b づ  变 J いろ 

奴等が 病院 を 錢 うたわ。 防ぐ 扠は權 か 人、 しかも 負 色 立つ もどかし さに、 一人 敵陣に 切って 入った が、 多寡の 

^ひ 何の 功 もな く、  ロ惜 いが 今の 始末と なって， 汝に救 はれた は 全く 天 罰、 ム 、、 苦しい、 此の ざんげ 云 ふ は 腸 

澳 いて、 傷の 痛みよりも， ズ 、すん と 苦しい ゎッ、 閻魔 察して 吳れ、 もう 何も 云 はぬ」 惡に强 きもの は 善に も强 

しと かや、 吉次此 に惡を 悟って は， まこと 勇々 しき 善人と 變 じて、 短刀 引拔 き、 左の 側 腹に 探り 入れん とする を、 

大五 飛び 寄りて、 其の 手し つかと 握り、 「吉 次汝の 胸た しかに 見た、 早まるな、 吉次、 吉次、 命 は 暫し大 五が ぁづ 

かった ぞ」 短刀 もぎ 取って、 吉 次の 懐に 入れ、 己れ は 吉次を 背に 負うて 立ち上りぬ。 折し も^に.^ I の 光 漏らし 

て、 月 は 西 山の端に 落ちつ。 

"に r 一  第 四 春の 卷  ひえ 

春と は： ぶへ ど、 殘ん の. HIS, 遠山の 峽に 見えて. 梅の 南 枝 は緣に ほころびぬ。 菅の 根の 夕陽、 渐く 西に 傾きて、 

茜 さす 萩 坂 村の 西、 龍； s 山 を 登りて 頂に 至れば、 む ぐら 茂りて 竹戰ぐ あたり、 いぶせく も 住み 荒した る、 あばら 

屋 あり。 一年 計り 燈の影 も 見え ざり しに、 今 =1 は 珍ら しく も 破れ 障子 を 透し、 豆の 如き 燈かビ やきて、 二人 ゥ人 

影おば ろに よまれぬ。 

新 »  «  五 四 五 
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相對 して 坐せ る 二人の 男、 一人 は 髮畏く 延びて、 鬚 は 栗の いがの 如く、 身に は 汚れ 切った る 軍夫の 衣服 纏うて、 

頭より 左の 目に 掛けて、 繃帶 をな したり。 客と 見 ゆる は、 目立ちて 云 ふ 可き 節 はな けれど、 顔より まくりた る 腕 

にかけ て、 新しき 疵 あまた 見 ゆ。 前なる は大 五郞、 後なる は吉 次な り。 

「^^の^て、 ぎ 負うて、 今日 漸く 歸り 着いた が、 何より 見た き は 正 念 寺の 蓮 和 和尙と 松吉、 此の 山に も 登りて 

其 0 儘 E 念 寺に 馳せ^ I くれば、 寺 は 蜘蛛の 巢に 埋もれて、 庭 は 隅まで 畑と 成った に 驚き、 心 も. S に 此の 家に 歸れ 

ば、 折よう 啦の來 た 嬉し さ。 先 は それより 云うて 吳れ」 進み出で つ- -、 問ひ掛 くる 大 五郎の 言葉に、 吉次默 然とし 

て 腕 こまぬ きしが、 「話す もむ ごいが、 心靜 めて 聞け。 去年の 十一月の、 日 は 確かに 二十 三日、 九識の 床の 上に 

心 を 澄し、 三密の 窓の 月に 悟 を 開いた あの 蓮 和和尙 も、 人間の 三 苦 はまぬ がれいで、 其の 夜 西の方へ 旅立ちな さ 

れ た^、 村長の 窪 山 は、 あの 寺 を 無住 寺と して、 其の 庭 は 己れ の 畑 同然、 村の 衆の 苦情 も かま はす、 松吉を 己れ 

の 家に 引取った はい \ が、 聞けば 敵の 子と かわめいて、 朝早くより 夜遲 くまで、 うたぬ 計りに 追 ひ 廻し、 飯 喰 ふ 

時 は 女房の 奴が、 お だけ 生やさぬ 鬼の i して、 一膳 も 食 はぬ に、 體に 似合 はぬ 大飯喰 ひと 怒鳴り 散らす に、 可愛 

ゃ松吉 香の物に、 箸 着く る も 恐ろしく、 次第に 痩せて、 仕事しながら も汝を 思うて か、 恍惚して 目に 淚のぁ ふる 

る を、 己れ と勵 まして 懸命に 仕事す る いぢら しさ、 との 村の 噂、 聞いて 罪 恐ろしく、 度々 意見 もした が、 窪 山 は、 

船は歸 つてから、 いかい 弱蟲に 成った、 と 笑うて、 取合 はす。 何とかせ うと、 心苦しめ た 5. 斐も なく、 一昨日の 

事よ、 汝の 手缺屆 いたと、 松に 話した に、 松 は 1 り 上って 喜び、 轍に 狭まりて、 死 を 待つ 鲋の 水に も逄 うた 心地 

して、 何時 at ると 問うた を、 窪 山 は 押 隔て \、 餓鬼 早く 仕事 ども 仕 腐れ、 閻魔の 死んだ と 云 ふ 電報、 昨日 屆 いた 

わ、 と 云うて g うた を、 幼心に！ k に 受けて か、 其の 夜行 方 知れす となって、 未だに 歸 らぬぢ や」 聞いた る大 五、 

^身の 熟 血 にやの ぼり けん、 火の 如き 顏色 恐ろしく、 逆鱗した る 老松の 如き 举に、 膝 を 打って 立ち上り 様、 


一 マ、 松吉が 居らぬ、 松が、 己れ 窪 山ッ」 太刀 提げて、 狂 ひ 立ちた る惡 鬼の 如く、 床も驟 t らん 計り、 足踏みな 

らして 走り出 でんと する を、 吉次は 前に 立ち ふさがって、 「大 五、 大五、 これ も 元は、 コ 、此の 吉 次の 罪、 冥土で 

詫す る、 さらば ッ」 と 立ちた る 儘に、 大 五より もら ひし 短刀 引拔 きて、 見事 腹 一文字、 パッと 散る 鮮血 は眞 紅に 

穴ん の 衣 を 染めて、 果敢なく 吉次は 此に息 絶えぬ。 

舞 

吉 次の 死に カ拔 けせし 大五、 詮方な く 屍 を 抱いて、 正 念 寺の 庭 深く 坭め、 一片の 稱 名に 無量の 情 を 込めて、 月 

照す 道 を、 すご/, \迪 りて、 旭川の^ 渡らん とする 折し も、 不圖 目に付きし は、 しがら みに 寄せた る 人の 死骸、 

心に あたる 節な きに あらねば、 念ぎ かき 上げ 月影に 照せば、 嗚呼、 夢 なれば とく 覺 めよ、 無殘 やい としと 思 ひし 

松吉 が^ 蟬の 死骸、 偖て は 我 を 慕 ふの あまり、 昨夜 旭 瀧の 瀧壺 に、 賴み W. 斐 なき 憂身 を や 投げ けん、 と 案じめ ぐ 

ら せば、 目 も くらみ けん、 大五 愛しの 糲に は得堪 へで、 瞠と 坐した る 儘、 月影 靑く 照す 下に、 眠れる が 如き 松吉 

を まもりて、 暫しは 起き も 上ら ざり しに、 何 思 ひけん、 忽ちつ と 立ちぬ。 

くろがね  まさ  ，  '- 

憐れ 子の 喑に迷 ふ、 親の 心、 膽 も五體 も、 鐵の 如き 氣 丈の 大艽 も、 正しく 心 は 千々 に 狂 ひぬ。 うるみて 雠く大 

の 眼 を クヮッ と 見張りて、 松吉を 睨め、 さと 引き 故き し.^ 津三郞 の 名刀、 ギラと 月影に きらめく と共に、 水 もた 

まらす 松吉の 首は骸 より 離れぬ。 

血糊に 塗れし 松 吉の首 を， 弓手に 抱きて、 魂 通らん 計り， 打 兌 やりた る大五 「松、 心 晴らせ、 汝の 前で n ル事、 

^山の 首、 ひん 拔 いて 見す るぞ」 云 ふと 等しく、 頭髮 逆立て-、 血走りた る 眼に、 萩 坂 村 を ハタと 睨み ざま、 つ 

.0 だてん 

まさきに 砂 を 蹴り 上げつ、、 常 駄： 大の 如く、 宙を 走りぬ。 

斬 »  ^  五 四 七 
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どう （-と 鳴る 響、 天に 森いて、 漸く 茂る 若葉の 下より、 百 練の 布掛れ るが 如く、 岩を碎 いて 落つ る、 旭川の 

源なる 旭 瀧、 ^沫 叫 方に 散れば、 霧筌を かすめ、 浪岸を つんざいて 躍る 様 は、 鬼神の 荒れし に異ら す。 さえた る 

ほ 凄く も 照りて、 只 聞 ゆる は 遠山に 啼く 梟の 聲、 夜 は 深き こと 森々、 樹木 悉く 眠りて、 遠 村の 燈 かすかに 澄みぬ。 

忽ち 走 り來る 人の 足音 聞こえて、 現 はれ 出で たる は、 色 青ざめし 閻魔の 大五、 弓手に 持てる 首 一 つ ふえし は、 

確かに 窪 山の 無念の 齒嚼 みに、 眼 見張りて、 天を怨 める 悲憤の 首。 右手 は 血糊 淋漓と して、 凄き 此處の 有様に、 

すさまじ さ を 增す志 津三郞 の 一 刀。 

大五は 殘んの 霜 I、 踏みし だきて、 都 i に 進み出で ぬ。 仰いで^ 照る 月に、 無情の 淚を振 ひ、 伏して 瀧壺 に、 

憤りの 齒嗨 みなしつ，^、 忽ち 高く 身 を 躍らせぬ。 迸り 立つ 浪の花 は、 月に 映りて、 玉と 散りつ X、 大 五の 影 は、 

憐れ 水底 深く 消えぬ。 

あはれ 一擲の しこ 草 を 薙ぎ盡 したる、 天 晴の斬 魔劍、 己れ 亦 其の 錡に 朽ちて、 旭 瀧のう たかた と共に、 果敢な 

く 折れぬ。 今 こそ 知れ や、 古 も 今 も 未來も 栗敢 なき は， 人の 生涯 世の 轉變！ 

(】 八 九 五 年 九月 上旬^ 稿 於 金剛 寺 誓 默嗞、 勁 隼 生) 


^とへば なし 

其の 一 

先づ 或る 虡に 小川が ありました。 澄んだ水が ゆっくり 牧場の 間 を 流れて 行く ところ は、 誰が 見ても 美しい 事で 

した。 それ を^し いと 見た の は、 人ば かりで はなく、 大^ を S る 白い 雲 も、 汀に 哙く 紅い 花 も、 そこいら を 飛び 

廻る 小鳥 も、 水を飮 みに 來た 乳牛 も、 んな 美しい と 思うて 此の 小川 をの ぞいて 見ました。 白い 雲が のぞく と、 

水の 中には. C 綿の 様な 影が 浮びます し、 紅い 花が のぞく と、 紅い： の 様な 影が 浮びます し、 鳥 は 鳥、 牛 は 牛で、 

其の儘の 姿が 靜 かな 水の面に あり.. （-と 映る のでした。 • 其處で 小川が 思 ひます に は 「あの 白い 雲 も 綺麗 だし， 紅 

い 花 も 美しい。 そして 鳥の 形 も、 牛の 眼 付 も、 皆ん な 可愛い から、 どうか 自分に 映った もの は 一 つも 消えない 漦 

に淺 して 置きたい もの だ」 そこで 小川 は、 自分に 一度 映った 影 は、 皆ん な 消えない 樣 なで 対 をし ました。 

所が どうで せう、 一 つの 影の 上に 义ー つの 影が 映る のです から 大變 です。 白い 雲の 彼方に 紅い 唇が つ いて、 其 

の^を 爲 が 飛んだり、 牛が 顔 を 出したり す るんで す。 何んだ か氣 味の 惡ぃ 事に なりました。 そこで 小川 も 愛想 を 

盡 かして、 其の後 は 物の 影 は 映る に 任せ 消える に 住せる 様になりました のです。 小川の 水 をの ぞいて 御覽 なさ 

い。 來た雲 は 映る けれども， 去った 雲 は 消えて しま ひます。 斯う すれば こそ 小川の 水 は 何時までも^ん で 居ら 1 

る 0 です とさ。 

たと へばな し  五 ra 九 
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其の 二 

せき あ パ り 一 一 ?v< レ  ■ 

或る人が 不倒翁 を ころがして 遊んで 居ました が、 皆さんの 知っての 通り、 不倒翁の お尻に は 重い ものが 附 けて 

あります から、 何度 ころがしても 起き 上ります。 それで 其の 人 は 腹 を 立て \、 どうか 不倒翁が 起きない 様に した 

いと 思って、 た， -き附 けたり、 仏り 出したり します けれども。 矢っ張り 平氣で 起き 上ります。 幾 十 度 やっても、 

幾 百 度 やっても、 おんな じ 事です。 

さう すると 其處に 利口な 人が 來て云 ひます に は、 不倒翁 を 起き 上らない 様に する 工夫 はたった 一 つ ある。 重い 

お尻 を もぎ 取つ て お 仕舞 ひなさい と 云 ひました とさ。 

其 の 三  . ， ， 

て まり  むかう 

或る 兒が 綺麗な 手毬 を 買って もらって 家に 持って 歸 らうと 町の 中 を 歩いて 居ます と、 前方に 大きな ぉ月樣 が^ 

りました。 其の 兒は それ を 見る と 、「あの 手毬 は 私のより も 餘っ程 大きく つて 綺麗 だから あれが 欲しい」 と 云 ひ 出 

して 閒き わけが ありません。 欲しい/ \ と 大きな 聲を 出しながら 一 晚 中お 月 様 を 追つ かけ 廻して 居る 中に 夜が 明 

けて 仕舞 ひました。 もう 空に は 月はありません。 さう して 其の 兒の 手の 中の 手毬 も 何時の間にか 亡くなって 居 ま 

したと さ。  . 

其の 四 

或る時 納屋の 上に 束に なつ て 積まれて ある 藁が 柱に 引つ かケっ て 居る 草鞋に 向って、 


さん/. \、 お前 程 因 菜な 者 は あるまい。 おんな じ蘂に 生れながら、 土足で 踏まれる 役 をす ると は、 餘り^ 

がき かな いぢ やない か」 

と 云 ひます と、 草鞋 は 見返って、 

「それで はお 前 は 何になる ん です」 

と 聞きました。 

「されば さ。 私 はこれ から 何に でも なれる、 米 依に なって ぉ藏の 中で 澄し 込む 事 も出來 る、 疊の 心に なって 御座 

敷で I* す 事 も出來 る。 何ん にで もな り 度い 放題 だ、 羡 ましから う」 

と 答へ て^を 高く しました が、 其の 翌日 持主 は 朿の蘭 を 切りき ざんで 肥料に 入れて 腐らして 仕舞 ひました とさ J 

其の 五. 

お 月 樣は器 景自馒 で、 誰に でも 遇 ふ 度に、 

「お 日さん 程可哀 さうな 者 はない、 年が年中 汗水たら して 働いて 居ても、 人が 見 かへ り もしゃし ない。 それに 引 

きかへ、 私 は 時々 しか 顏を 出さない の だけれ ども、 顔 を 出す 度に 下界の 人 は 夢中に なって、 綺齄だ 美しい と 云つ 

て騷 ぎます」 

と 吹 si しました。 其の 吹 g| が餘り 度が過ぎ るので、 人間と 星と を 除いて 其の 外の 天地 萬 物 はせんな 太陽に 加勢 

する^に なって 仕舞 ひました。 

それ だから 御^なさい、 太陽が 出る と^が 第一 に綺遝 な， 一色になります。 山に は 美しい 霞が か、 つたり、 雪 

ひなた  いき/、 

の W が 火の 様な 色に 郯 いた リ、 森の 中 は 影 や 日向で 綾 を 織り、 野 は 兌 渡す 限り 活々 となります。 さう して 太陽が 

たと へばな し  五 五 1 


有 岛武郎 仝 集 ^了お.  五 五 二 

i と 

沈む ゆに は， 草 も 木 も 鳥も獸 も、 別れ を惜ん で呰ん な黑ぃ 喪服 を 身に 纆 ひます。 

〜 J  まつげ 

バ が 出て.^ に^ 努す るの は かすかな 光の 星と、 あちこちで かすかに 睫 を 開く 水と が ある 計りです。 

成る 程、 人 も ほめます。 

然し 太陽 は 人が ほめる ほめない 位 は 平 氣で居 るんで すと さ。 

其の 六 

或るお 城に 大^え らい 美しい お 姬樣が 居て、 ぉ氣 にめ したお 婿樣を 探して おいで ぐした。 

お 婿 様になら うとして 來た人 は澤山 ありまし たが、 其の 中 第一 に 來た人 は、 いきなりお 姬 樣を拜 しました。 第 

二に 來た人 は、 ぉ姬 様の 衣 物の 襟の 折れて 居ない の をな ほして 上げました。 第三に 來た人 は、 遠くからお 姬 様の 

名を戀 しさう に 呼びながら 來 ました。 第 四に 來た人 は、 お 姫様の 前に 自分の 持って る もの を 皆ん な 捧げました。 

さう すると、 第五 番目に 一人 來 ましたが、 其の 人 はお 姫様が 旣に 自分の 奥様で ビも ある 様に、 手 を 取って ぉ狨 

の 巾に 述れて 行って 仕舞 ひました。 

さう して 此のお 姫様 は 第五 番目の 人 をお 婿 様にな さいました とさ。 

(歸 朝 後、 札幌 時代) 


なつかしき 君 彼の 事 ありて より I に 淋しく 乎 を 取りて、 は 唯 二人と なりぬ と 歎き 暮らせし も、 今 は 中々 に 

^母し く 候 かな。 おは 獨り^ 京に、 妾 は獨り シャトルに、^ が瘦せ 行かん 腕 すら 撫でん はすな り 候 ひぬ るよ" 

眼に 附き纏 ひて 今 も 忘れ 雞く候 其の 朝 夏と は 思 ひ ぬまでに 雨し とくと 冷 かに 候 ひし を， お 新橋まで^ らん 

もつ らしと て、 玄關 にて 最後の 握 乎と 接吻と を 致 候 節よ、 古道具屋が 買ひ殘 したる 破損き の 前庭に 散りた る も， 前 

の 夜 君が もだえ 泣きて 過ち 折りし 櫛の 一片 落ちた る も、 妾が 乎 慣れし ヴァイオリンの 是れ のみ は赍ら でと 折 入つ 

て賴 みし 力 窓より 見え透き たる も 短き 石疊 をき しりて 単の 門 を 出で し 様 も、 偖て は 其の 時 ちらと 顧み 候髮殊 

に亂れ て^に 淚滿 てつ- 尙强 ひて ほ \ ゑみ 給 ひし 君が 面影 も、 唯 夢の 様に て 候 ひき。 新^より 汽車に 乘 りし 時 も、 

船宿に 事せば しかりし 時 も、 汽船の 汽^け た ましく 鳴りて 動搖足 許より 起り 候 時 も、 唯 夢の 様に て 候 ひき。 シ 

ャ トルの 旅 窓に かくて ある 今 も、 其の 夢 尙覺め あへ す覺ぇ 候。 妾の 心う つ X なきに て 候べ し。 

無情 かる 今の 世の 人に 兌 せん は 恥と 忍び （- 候。 涕船港 を 出で し 後 一 時 問ば かりして 船窒 に獨り 籠り 候より 勇 

くが 如く 流れ出で て、 三時ば かり は 身 も 心 も 浮く ばかりに 候 ひき。 胸 は 稍 M すが/ \ しう 成り 民 ひぬ。 例へば 世 

たぐ 

に 比 ひなき 珠玉 を もてる 人の 飾らん 時な き^に 思 ひ 切りて 打扮 てたり し 心 ども やと 忍ばれい お。 

g 濱 まで 見送り 給 ひし 方 は、 小關の 伯父 樣 伯母 樣、 淸岡樣 御 夫婦、 美 雄さん 英 子さん と 乳母に て 候 ひき。 船の 

上に て 人の あらぬ^、 妾の スカ ー ッをぢ つと 兌 入りつ \ 「襤搽 を こそ 召して 御出でな さりた からう に」 と^ 母 ゆ 

秋&  五 五 三 


^^武 郞仝 a  m 一  卷  _五五 四 

してし み，， ^涕 ぐみ 吳れ 候。 妾 は たまらなく 成り 候て、 「乳母 や ありがたうよ」 と 是れも 喉に て 消え 申 民。 君よ 父 

上 上の なつかしき/ \ 御聲 聞か， f なり 候て より、 君の やさしき 言葉の 外に 人ら しき 聲を 聞き 候 は 此の 時が 始め 

たと 

て にて 候。 恐らく は 又 終りなら す やと 喩 へ がた なき 思 も 致 候。 

妾 等 姉妹に は 人し げからぬ 處 こそ 親しまる、 にて 候 得 者、 東京より シャトルの 方 や. ^住みよ かるべく 候。 入日 

殊にな つかしく 候。 君の 方に 光齎 さる-と 思へば にて 候。 此の 地に も 慰め顔の 人な きに は あらす 候へ ども、 妾 御 

うまれつき  から 

禮 として は、 冷 かに 笑 ふの みに て 候。 泣くべき が IK 性なる 女子の 淚を涸 し 置きて 尙ほ 笑へ とは餘 りに 呪 はしき 浮 

世と つ く/^^: じ 候 事 も 御座 候。 

たより 

妾 十九、 君 十七、 合せたり とて 三十 六 歳なる が、 打續 きて 父上と 母上と を 失 ひ、 他に 一人の 緣も なく 候 事、 世 

の 人 は 左様 かと 耳に も 止め まじく 候 はん を 君 悲しく おはす 可し。 妾 はしん ぞ 恨めしく 候よ。 君に はいと しくて 構 

へ て 知らせ 巾 さじと 今迄 押 隱し參 らせ候 者から、 世の中と は 妾の 傍に おはして 君が 見 給 ひし 様な 者に は 夢々 無 御 

むつ 

喷，^。 人と は 木 か 石 か 鐵か水 かに 候べ し。 君 は 知り 給 はね ども 父上と 母上と 妾 等と 睦 みて 住み慣れし 彼の 家 は 他 

つ， li- ぎ， ： や. す，  かたみ  のた t 

人の 名義に て附 木の 様に 廉く淸 岡 家が 買 取り 給 ひしに て 候。 電話 は 形見に 貰 ふと か宣 ひて 淸水樣 引 移し 給 ひしに 

なぜ  みとが  か 

て^。 君が 「姉上 何故 泣き 給 ふ」 と 見 尤め給 ひし 彼の 時 は、 出入 毎に 頭 を疊に 擦り 附 けし 甚 助が、 貸金 返せと て 催 

促に 來り しにて 候 ひき。 それよりも 妾が 身 を 切る 思して 君と 別ちが たき 袖 わかち 候譯 申す に堪 へす 候 得 共、 隱し 

も S かさぬ 此の世 あまり 憤ろ しく 候 かな 。うす， 《 は 賢き 君の 推し 知り 給 ひけん、 去る ，一 月 父上の 身 まかり 給 ひし 

より 引 綾き て 母上 病の 床に 就き 給 ひ、 君 も 妾 も あらん 限りの もの 賣 捨て \ 身 を さ へ 亡き ものにして 、神様に 祈りし 

甲斐 もな う、 六月 一 一十 五日、 嗚呼 今 も 眼に 見 ゆる 様な 君が 手 を 其の 右の 手に、 妾の 手 を 其の 左の 手に 取り 給 ひて 「明 

さめ <\  は か 

日より は 君 等 孤兒と 人に 呼ばるべき 身 か」 み潛々 と淚 ぐみ て 果敢なう 成り 給 ひし 悲しの 心、 亂れ てく 狂 はん 計 


りなる 其の 翌々 日、 小關様 妾に 向 ひ 給うて、 おが 家の 計 かたければ、 亡き人 Q よく 知りて 在せ し ミス *ス ミス を 

頼りて 先づ 洋行せ よ。 親族 會議 にて 事^ まりぬ と宜 ひしに て 候" 其の 裏の 心 を 申 候べき か、 枯れたり とて 妾 等が 家 

の 流れに 二人 を 兎や角 養 ふ 水 は り^ひし を、 欲し、 と 思 ふ 人 候 ひしな り。 妾 を 妻に と 云 ひて 母上より 痛く こば 

まれし 人 ^ 恨 も 攛 り 居り 候な り。 委しく 巾せば (以下 抹殺) 嗚呼 許し 給へ、 君、 此の 姉 は 此の 姉 は、 强き 積り に は 候 

へど も、 君の 姉と して 父上と も 母上と も 成り 代るべき 身に は 候へ ども、 今 は堪へ 得ぬ まで 弱くな り 候 ひぬ。 妾の 

意地 强き 僻見より 人様 を 彼此と 思 ひため て 君 を も 迷 はさんと 致 候 事、 返す，^ \ 許し 給へ や。 なつかし きく 君、 

髙 12  く淸く 愛らしき 其の 心 を何處 まで も 持ちつ ピ けて、 人様に なつかしまれ 給へ。 夢にも 妾の 様に 物 を ひがみて 

な 兌 給 ひそ。 世の中 も つらき 人の みに は 候 ふま じ。 君が 三歲 ばかりの 頃、 夏の 夕暮 、熟睡し つ、 掛け ありし ショ ー 

ル踏 みはぎ 給 ひしに、 安樂 椅子に 書見して おはせ し 父上 ほ、 ゑみつ-、 や をら 身 を 起し、 お ほきなる 御手に ショ 

1 ル よき 程に 掛け 給 ひし を を さな 覺 えに 致^ 候。 何時か 皆ん なにて 熱 海に 參り候 折、 大 湯に 近づきて 其の 中 差 I 

かんと 致 候に、 母上 危 しとて、 十七に なりし 妾 を 嬰兒戒 むる 様に 止め 給 ひ 候。 極々 あたり 前の 事に は 候 ものから、 

あの 心に て あの 事 妾 等に なし 給 ふ 人、 世界の 何處に 在す やと、 今更に 慕し う もな つかしう も戀 しう も 候 かな。 さ 

れ ども 嘗て はか やうの 方 二人までお はせ しなれば、 此の 後と て 全くな しと は 限る まじく 候。 心强 くお はせ。 

さはれ 亡き 方に よく 似た る御聲 なつかしき 人に 遇 ひ 給 ふと も、 君、 吳々 も 今の 儘なる 乙女に てお はせ。 妻と も 

母と も 成り 給 ひそ。 是れ のみ は 妾が 命 かけての 願に て 候。 君 あの 學 校の 寄宿に 入り 給 は^-、 妾と 共に ありし に は 

異 りて、 つらき^ 苦しき^ もと 妾 心せば めら れ候 様に 御座 候。 何事 も 孤兒の 浮世 はかくと 思 ひしめ 給へ。 

君、 神様に 愛 まれ 給へ。 妾 は 或は 憐ま るゝ事 もや あらんと^: 祈りと 感謝 忘れ 不申 候。 

ヴァイオリン 殘せ しは^に とてに て 候。 其の 敍振ひ 鳴らん 時、 君、 妾が 好みし 「花 散りう せて は」 歌 ひ 給へ。 

秋風  五 五 五 
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か ズざし  つじ 5 ら  つ か. 

二階の 戶 棚に 花 簪 三 ある 箬 にて 候。 一 つ は 君に 一 っは英 子さん に、 一 つ は 毎夜 門の 前 通り 候 辻占 寶に御 遣 はし 被 

き/す  あっこ 

下 度 候。 金子の 紙 包 SK 雄さん に 願 置 候 問、 それ も あの 兒 にお 遣 はし 被 下 度し。 彼兒 父上の みに て 母上な き 由に 候、 

可哀 さう に 候。 

昨夜 も 一昨夜 も S の 夢ば かり、 晝間は 木と 石の 人、 夜 は 血と 淚の 人、 何れも 苦しき 思 出で に は 候 ふ ものから、 

0 り^に 逢 ひまつる 心地 すれば、 夜の 方樂 しみに 待 たれ 候。 

此の 港 も 秋風 や 上 吏け 候。 嗚呼 秋風々々、 よくも 妾 等 姉妹に 似て 候 かな。 何處 より 來て 何處に 去り 行く 淋しき 

願に て 候べき。 籬の 朝顏花 小くな り 候 ひぬ らん、 風邪に な 犯され 給 ひそ。 君痫 みぬと ならば 妾 死に も 菜て 候べ し。 

九月 一 一十一 一日 夜！ 一時 寢ら ぬま、 

姉より 

萩 江 様 まゐる 

上手なる 小 說には 註釋が 必耍に 御座 候。 姉なる 人 は、 勝氣 なる 性質の 父母 を 失 ひて、 急に 社 會の喑 潮に 接觸 

まョ  % も 1*タ 

しお 悶 したる 後 は、 何處 まで も 世 を 呪 はんの 臍 を 堅め 候 事故、 心の 程 不思も 筆端に 現 はれ 來り候 を、 妹なる 

人の 性質 やさしく、 あどけな きに 思 ひ 至りて は、 之れ をに ごして 己れ の 如き 苦痛に 陷 れんことの、 恐ろしく 

も 悲しく も、 罪深く も 感ぜられ、 己れ の 心が まへの あまりなる も 省みられ、 筆 を まげて、 心に もな き樂 天主 

義を說 き 出す 所に、 御 目 止まらば 幸甚なる にて 候。 

(歸朝 後、 札幌 時代〕 
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 テ ュスン —— 

ふせり、  ST ひ 

靜け かる 田阀の 伏屋、 老 裊 ァ ランと 共に ゥ ネリ ャムと ドラと 住みき. J ゥ ネリ ャムは 其の 子に て ドラ は 其の 姪な 

りし を、 ァ ラン 見る 毎に 「彼等め あはす に ふさへ り」 と 思 はぬ 事な かりき。 ドラよ く老 伯父が 心 を 知りて、 若人 

に 仰 幕の 思 ひ 切なり しも、 ゥ ネリ ャ ムは靑 春の まど ひや、 目 ふりせ りと に は あらね ども、 見なれ つれば ドラ を 物 

とし も覺 えす て 過ぎぬ。 

おそ  あた 

一 日 ァ ラン 共の 了 を 呼び 近け て 云 ひぬ。 「我が 兒ょ、 我晚 くめ あ ひたれ ども、 能 は^ 死なん 前に、 膝の 上に 孫 を 

見ん と 望む。 我が 心なり ぬ。 ドラ を 見す や。 彼女 見る に 突し くて、 年に 似す 心 まめな り、 彼女 は 己 が^の 愛 I、 

我 弟と は 間ぐ 事 ありて 永く 相 見 ざり しが、 彼 遂に 異郷の 签に 亡き人と なりつ。 され ど 我、 彼の 爲 めに 彼女 をい つ 

くしみ 育みぬ。 妻と せよ 。我 は 夜と なく 晝 となく： n 頃 此の 慶事 あらん こと を 庶幾へ りき」 され どゥネ リャム が 答 は 

ぶしつけの r 兒は ドラと め あは じ， 命の 限りめ あ ふこと あら じ」 と ある を 聞きた る 老父 は得堪 へす 拳 を 固めて 激 

怒の 繫を 上げつ 「め あは じと や、 心 ふとし、 思へば 我が 若 かりし 曰に は、 父 言 卽ち 法な りき， 我に は 今も爾 かぞ、 

心して 思へ ゥ ネリ ャム、 一月が 程に 深く 慮りて 我が 望に 副へ よ、 若し さらす ば 神 かけて 許さ じ、 さなり、 復た 

我が 門に 影 を だに 兌すな」 と 一一 一！ 口 ひ 出づる を、 唇 を 反して 罵り いらへ つ。 ゥ ネリ ャム今 は 兌る につけて、 彼女 や >f 

に 好まし からす、 もて あっか ひ愈ぷ 心な かりし を、 ドラ 荧 しう 忍び 堪 へぬ。 

ドラ  五 五 七 
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かくて ゥ ネリ ャムは 父の 家 を 捨て \ 月 一 っを閲 せざる に、 去る 畑に 働く 可き 身と なり、 半ば 戀に、 半ば つら あ 

てに、 勞働 者の 子 マリ！ モリソンと 相婚 しぬ。 夕べ、 賀 式の 鐘 響きぬ る 時、 ァ ラン 其の 姪 を 呼び 云 ひける は、 「我 

が 愛づる 者よ。 我 痛く 汝を いつくしむ といへ ど、 若し 嘗て 我が 子な りし 者と 相 語り、 彼が 妻と 呼べる 者と 語 を 交. 

へば、 此の 家 復た汝 の 入る に まかせ じ。 我が 所思 卽ち 法ぞ」 ドラすな ほに うけが ひつ。 「爾か あり 得す、 伯父 君 

の 心 解く 時 あるべし」 と 心に は 念じ 思 ひぬ。 

さち 

かくて 日往 き、 ゥ ネリ ャム 男子 生れし 幸 ありし も、 家事 や-に 傾き たれば、 さすがに 心く だけて、 日に 父の 門 

邊を 過り しが、 父途に 顧み ざり き" され ど ドラ はつ k まやかに 貯 へたる 僅の もの を 心 こめて 竊 やかに 彼等に 齎し 

i=-.s れ  わざ 

し を. #  (疾ゥ ネリ ャムを 襲 ひ、 麥 黄ばむ 牧穫 頃に あへ なくなり しまで、 彼等 さへ 何者の 業と も 悟り あへ ざり き。 

ゥ ネリ ャム身 まかりて 後、 ドラ、 マリ ー を訪 ひぬ。 マリ ー 坐して ぁ 形見 を 眺めつ \、 淚 にくれ て、 ドラに そ^ 

ろな き 恨めしの 思な り、 ドラ 來 りて 云 ひぬ 、「妾 今日に 至る まで、 伯父 君の 意に 從 ひぬ。 始め ゥ ネリ ャ ムに累 あら 

しめし は、 總て 妾より なれば、 罪 逃れ 難 かり。 され ど マリ ー、 逝きに し 人の 爲 めに、 逝きに し 人の 擇ぴ たりし 君の 

爲 めに、 將た 其の 孤 兒の爲 めに、 妾 今 君に 来りぬ。 此の 五 年が 程、 此の 秋の 如くみ のりよ き 年 は あらす。 妾に 其 

の 孩兒を 給へ。 麥の 問に 置き、 伯父 君の 見 そな はす を 待たん。 彼豐 作に 心 ゆたか なれば、 逝きに し 人の 爲 めに 其の 

兒を 祝した まふべ し」。 ドラ 孩兒を 抱きて 麥 畑に 入りつ。 罌粟の 花 まじり、 まだ 莉られ ざる 畦に そ を 置きし が、 老 

農 至りし も， 傭れ 人 彼に、 ドラ 孩兒 もて 待ちつ \ ありと 吿 ぐる 者 もなければ、 彼、 彼女に 何の 質す 所な かりき。 

ドラ 起きて 彼に 行きて 吿 げなんと 庶幾 ひたれ ども、 それ も 心 折れて 止みぬ。 かくて 麥 は^: られつ、 日 は 落ちつ。 

眼路の 限り は あやなく も 淋しく 喑み 渡りぬ。 

され ど 次の 朝來 りし 時、 ドラ 起ちて 再び 孩兒を 抱き 畦に 坐し、 伯父の 眼に 入らん 時 見る に樂 しからし めんと て 


上 ま 

ほとり に^ける 花の 限り を 小さき 瑗に 編みて、 孩兒の 頭に よそ ひつ-待ちぬ。 老農 果して 至り * 畑 を 過る 時 彼女 

を 質し、 储れ人 を 差お きて 來り云 ひぬ。 「汝咋 日何處 にあり しゃ。 其の 孩兒 何人 のぞ や。 此に 何し つ \ ある や」。 

ドラ 眼 を 垂れ やさしく 答へ ける は、 「こ はゥ ネリ ャムが 忘 形見な り」、 「云 はざる 事 か」 と ァラジ 罵り 出で ね。 r 汝 

に禁め 置きた る 事 忘れ 菜て しか」、 「其の 罪 妾 かしこみ て あたらん、 され ど 逝きに し 人の 爲め、 此の 孩兒を 取りて 祝 

させ 給へ」、 「かゝ る 仕業 汝と 彼の 婦 とのた くめる 所なる を 知る。 我に は 我の 爲 すべき 事 あり、 我が 言卽ち 法なる 

を汝 犯す とならば、 好し、 其の 孩兒は 取らん なれ ど、 汝 行きて 再び 我 を 见んと はする 勿れ」。 かく 言 ひつ-彼 は 

痛く 打 叫びて、 も だ ゆる 孩兒を 抱き上げつ。 花環 は 落ちて ドラが 足 もとに あり。 彼女 手 を 組みて 差う つむき ぬ。 

孩兒の 叫び はや、 に 遠ざかりつ \、 尙 畑の あなたより 聞 こ ゆるな り。 彼女 遂に 地に 伏し、 懷舊の 思 彼ゃ是 や、 胸 

にみ ちて 裂く る 計りなる に、 地に 首 をつ け、 聲を飮 みつ & 泣きぬ。 かくて 麥は 一 刈られつ， 日 は 落ちつ。 眼路 の. 限 

り は あやなく も 淋しく 暗み 渡りぬ。 

やが  し きゐ 

嬤て ドラ- マリ ー の 家に 至り、 其の 閾に 立てり し を、 マリ ー、 ドラ の 乎に 我が 兒な きを 見て、 足ら はぬ 勝ちなる や 

もめの たつき を 救 ひ 給 ひし 祌を讃 へぬ、 ドラ 口 を 開きて 云 ひける は、 「伯父 君 孩兒を 受け 給 ひぬ。 され ど マリ ー、 

君 妾 を 住 はしめ 共に 働かし めざる 可ら す、 彼 夢に だに 妾 を 見 じとの たま へ るな り」、 「そ は 思 ひも 及ば ざり し。 妾が 

爲 めに 君に 累を負 はすべき か は。 思 ふに 彼孩兒 をた しなめ 其の 母 を 苦 めんと し 給 ふべき に、 いざ もろとも 彼處に 

至らん。 妾 は 孩兒を 伴ひ歸 り、 君 再び 戾り 得ん こと を 請 ひ 聞こえん に、 是 にして 許されす ば、 やむな し， 二人 かまど 

一 つに して ゥ 4 リャム が 忘 形見の 爲 めに、 彼 人となりて、 我等 を 助け 得ん まで、 いそしむ 可し」。 かくて 二人 口つ け 

しつ。 打 立ちて 老農の 家に 至れる に， 戶 はさして あら ざり き。 彼女 等 さし のぞき 見る に、 孩兒 老いた る 祖父の 膝 

•  ^  J  も て あそ 

の 上腕の 問に 抱かれつ-， 時計の くさりに つながれ、 爐の 火に か^ゃく 金 章 を、 親しげ に 弄べ り。 され ど 孩兒の 

ドラ  艽 ^ 九 


冇岛 武郞仝 築笫 一 卷  五六 〇 

心よ、 二人の 近け る を 見る や、 忽ち さけびて 其の 母に 至らん ともがきぬ。 ァ ラン 兒を 放ちつ。 マリ，' 、「あはれ 父上 

II かく 呼ぶ を 許し 給 は r I 妾 夢々、 妾の 爲め、 ゥ ネリ ャ ムの爲 め、. 此の 兒の爲 めに、 物 請 はんとて まかれる に 

ち ど  IT や £ 

あらす。 ドラの 爲め なり。 彼女 を戾 らしめ 給へ。 彼女 やさしく も 君 を 敬へ るな り。 あはれ 君、 ゥ 4 リャム の 逝きに 

し 時、 なべての 人の 如く 平和に 眠りぬ。 妾に 答へ て 彼 妾と 相 あへ る を 悔いす 11 妾實に 永く しのびぬ I され ど 

彼 は 父上 を 苦め 奉りし を悲 み、 『神父 上 を 祝し 給うて 我が 苦し かりし 日頃 を 知らし め 給 ひそ』 と 云 ひつ、 面 を そむ 

けて 亡き 數に 入りぬ。 —— 妾憐 むべき かな —— そ は 兎 あれ、 君 を 苦め 奉る 事 多 かるべ ければ 其の 孩兒 たま ひて、 

ドラの 戾 らん を 許し、 總てを 初めの 如から しめ 給へ」 と 言 ふ。 ドラた へ かねて マリ ー の 後に 身 を ひそめつ。 室の 

中 暫く 沈 默に滿 ちぬ。 

たちまち  あや i  いた 

忽 にして 老農 淚に 破れつ、 「我 過てり、 過てり しかな。 我 己れ の 子 を 殺せり—！ され ど 痛く めでし なり II 寶 

に 誤て り。 我が 子等 我 を 口 づけせ よ」。 かくて 彼女 等 老父 を 抱きて あまた 度 口 づけし、 老父 は 唯 2 悔恨に 胸 打ち、 

5S  そ、  しばらく 

ゥ ネリ ャムを 想起して は、 愛着の き ほひ 衷に 熱し、 孩兒を かき 抱きつ \、 淚を瀉 ぐ 事 や.^ 三 頃な りし。 

此の 事 ありて より 人 は 同じき 軒に 住む 身と なりつ。 年め ぐる 事 そこば くにして、 マ リ T に ふさ はしき 夫 あり 

き。 され ど ドラ は 世 を 永久に 眠る まで、 遂にと つがす てぞ ありし か。 

ot^ 後、 札榥 時代〕 


漯 なす この 世 の樂 しみ の 

樂 しき 極み は 何なる ぞ 

北 斗 を 支 ふる 富 を 得て 

黄金 を數 へ ん其時 か 

ォ ー 否否 否 

樂 しき 極み はな ほ あらん。 

た*< 

劍 はきら めき 彈 はとび 

かばね は 山た し 血 は 流る 

戰の ちまたの いさをし を 

我 身に あ つ めし 其 時 か 

ォ ー 否 否 ^ 

a*  .US- 校 校^  五六 1 
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樂 しき 極み はな ほ あらん。 

こがね  ，  •  ，  \ 

黄金 をち り， はめ 玉 をし く 

高 どのうて な はまば ゆきに 

のぼりて 逸 き 位 やま 

世に うらやまれん 其 時 か 

ォ ー 否否 否 

樂 しき 極み はな ほ あらん。 

四 

樂 しき 極み はくれ は どり 

ころもで 

あやめ もた へなる 衣手 か 

やし ほ 味よ きう ま 酒 か 

柱 ふとし き 家 くら か 

ォ ー 否否 否 

樂 しき 極み はな ほ あらん。 


五 


五 


逮 友な^ 校校耿 


口 毎の 業に いそしみ て 

心に さそ ふる 雲 もな く 

ひじ B-  う し 

昔の 聖 今の 大人 

友と ぞ なして いそしまば 

ァ ー 是れ 是 れ 是 れ 

^ れ こそ 樂 しき 極み なれ。 


-止義 と^とに 身 を さ 、げ 

慾 をば 松て k 一す ぢに 

行くべき 路を異 ましく 

B 心の ま、 に 進みな ば 

T 1 是れ 是れ 是れ 

是れ こそ 樂 しき 極み なれ。 


有 鳥 武郞仝 集 第 一 ,ぉ 

あ *<  はら 

樂 しからす や 天 の 原 

そら 照る 星の さやけ さに 

月の 光の 貴 さに 

心 を さらす その 時の 

ァ ー 是れ 是れ 是れ 

是れ こそ 樂 しき 極み なれ。 

そしらば そしれつ i4 れせし 

ころも 

衣 をき ると も ゆがみせ し 

家に すむ とも 心根の 

天に も 地に も恥ぢ ざれば 

ァ ー 是れ 是れ 是れ 

是れ こそ 樂 しき 極み なれ。 

衣 もやが て 破るべし 

ゑ ひぬ る 程 もっかの 間よ 


五 
四 


朽ちせ で やまじ 家 倉 も 

唯 我心 か はらめ や 

ァ ー 是れ 是 れ是れ 

是れ こそ 樂 しき 極み なれ。 

(1 八 九 八 年 作) 


遠 友 ^ゆ 校校瞅  五六 五 


有^ 武郞仝 集 第 一 卷 


花 


歌の 組 

霞 も 

ひば り 

雲雀 

さ ま 

何 を 

山 に 

ど う 

に ほ 

そ よ 


吾 

111 ぶ卩 


に ほふ 春 

と 蝶 を 友 

よ ひ 遊ぶ 

か 花と 語 


も 野に も 

/\ き れ 

して 君 は 

ひ も淸く 

こ ち 

吹く 東風 


の 野に 

として 

稚兒の 

るら む- 


一面 唤 いた 

い な 花よ 

春 來る每 に 

色 美しく 

に^き 锭 びて 


雲雀 や 蝶を樂 しませる の？ 


-丄— - 


めづ る 我 友 聞きね かし 

野 もせ 山 もせ 冬枯の 

寂しき さま を 見 そな はし 

神 は 我等 を 地に 迗り 

君と もろとも 世の 人の 

惱み爭 ひかな しみ を 

ぶろ こび 

愛と 平和と 歡喜 に 

かへ よと 仰せ 給 ひけり。 

:K 1  し 

それなら 君 はいつ くまで も 

きれい に^いて 僕 等と ともに 

うた 

唱 ひて 遊び 遊びて うた ひ 

秋風 ふくも 萎まぬ はす を 

なぜち り に 散り 亂 されて 

雲雀 や 蝶 を 悲しませ るの？ 


有 島 武郎仝 集 

いとしの 友よ さに 

我等 散らす ば 

去年に もまし 


よそ ほ 

装 ふ 花 はよ も 

あしたに^い 

爐に 投げら る 

さ. A え 

榮光を 示す 大 

* むね 

深き 聖旨 を あ 


全部 合唱 

唤 くの も 散る 

はげみ 遊ぶ も 

いとしの わら 


來む 

うる 

て 美 

あ ら 

て 夕 

-我 

ふげ 


あ 

に 


iSc 1 卷  五六 八 


ゆかし の 花に 悟りけ 


ら 

さ 


の も 神 

,ポ のま 

ベ に 悟 


く 


>  \義 

力 し 


のま X 

りけ り 

(1 八 九九 年 作) 


札 幌農學 校 校歌 

I 

永遠の 幸 朽ちざる 譽 

つねに 我等が うへ にあれ 

よるひる 育て あけくれ 敎へ 

人と なし. r 我 庭に。 

イザイ ザィザ うちつれて 

進む は今ぞ 

豐平 の 川 盡 せぬな がれ 

友 たれ 永く 友 たれ。 

北 斗 をつ かん たかき 希望 は 

時代 を 照す 光な り 

札 晚農學 校 校歌 


五 
九 


有 島 武郞佥 集 第 一 卷  五セ 0 

しの  ぎ ぶ 

深雪 を 凌ぐ 潔き 節操 は 

國を 守る 力なり。 

山 は 裂く とも 海 は あすとも 

眞理 正義 おつべし や 

不朽 を 求め 意氣相 ゆるす 

ます らを こ X  . 

我等 丈夫 此 にあり。 

(一 九 0〇 年 作) 


明治 三十 四 年 十一月 三日、 思 ひ 立つ 事ぁリ て、 鎌 食の 秋に さまよへ るが 

其 七日まで に 成りし 短 長 詩の そ こばく を 選り 集めて 五日 集と 云 へ るな リ 

行 く 雲 

かま くらの 秋 

た そがる  >. 夕べ さびしみ 

心 やめる 遊子 一 人 

立ち 盡 して 

何の 思 ひ 

此處も 亦 

住む にたへ す や 

ひよ ろ /(\ と 

白旗 山 を 

西に 流れ 

遙か にも 

さまよ ひ 行く 

.^  H  m  五 七 I 


有 鳥武 郞仝镇 第 一 卷 

i 處 の 果てに 

さすら はビ 

安 かる 眠り 

結び 得ん 

心 か 雲 よ。 

人の 世の 戀 

こんじ やう 

紺靑 の 

色 深くて 

渐もゎ 力す 

みな そこ 

水底まで 

暮れ果てし 

秋の 海に 

しろ がね 

白銀の 

星 一 つ 

影 を 落して 

いぢら しの 

ち ひ 

細 さき さ、 やき 


五 
七 

一 • 


卩， p 

汚れた 

人の 世 

わ 

みやこび と 

都人 の 

さび ま 


萬 年 

り な 

の， 

力 欹 

さ る 


跡と だえ て 

由 井の 秋。 


草の み 

色 濃き 


な f  S 

汀に 立 


ど り 

や 


ち 

拾 ひ 取る 


うすらぎ 行き 


ころも 


わが 衣- 


櫻 貝 を 

诲士の 子よ" 


何とか 聞く 

问と 見る 


千鳥の 聲 

秋の 潮。 


は づるゃ 何 


よす る 波 を 


有. お 武郎仝 集 第 一 卷  五 七 四 

見入りつ k  そと ゑ まふ。 

さち  な 

幸 あるかな  汝が たつき 

ゆめな わが  歌 誦し そ。 

秋來賦  、 

秋 は來ぬ 秋 は來ぬ 

たリ ほ みの 

垂穗實 りて 

馬 は 肥えたり 

舂 と 夏との 

汗 は 凝りて 

見よ 妻の ゑ まひ 

兒 等が よろこび。 

あて びと 

贵人ゃ 

みやこび と 

都人 や 

おこたりの 人 や 

ほこり の 人 や 


僥倖の 人 や 

虚飾 の 人 や 

せん 業な きま \ 

今 を 泣く よ 

わざ は ひ 

災なる 力な 

耖は 力な ザ 

朝 鳥 雄 々しく 

鳥屋に なきて 

う iK や 

厩に いさむ 

蹄の あがき 

背戶 の 嗞 

風 ^々と 

空 打 仰げば 

今日 も 晴れぬ 

銪 守の 杉の 

に 吉。 く 

奇 しき 力よ 


^^武 郞佥集 第 1^1 

百舌鳥の なくね。 

腕 はもと よ. OS 

血潮 新た 

磨ぎす ましたる 

鎌 は 腰に 

敏 かる - と 

肩に なげて 

野ら に 出 づれば 

翳 稍 i 晴れ 

神み のらして 

色 づける 田に 

我れ 選ばれて 

はえ 

榮 ある^ 手 

面白 いかな 

をち C0 

森の 遠近 

もみ ぢ 

楓の紅 さ 

松の 靑さ。 


五 
七 
六 


東の 村に 速 % ひ^き 

南の 村に 馬いな^-き 

北の 里 に 笑み 聲 どよ み 

西の 鬼に は 刈入れ の 歌 

天 さゝ やき 

地さ^ めき 

田圃 さながら 

讚美の 里 

我れ 鎌 取りて 

田に 臨む 時 

勇夫 剣に 倚りて 立つ 時 

王者 &を振 ふ 時 

塞 匠 布に 向 ふ 時 

詩人 首 を 垂るゝ 時 

をと め  うる は 

乙女の 淚濕ふ 時 

^人 を搽 ぐる 時 

聖者 敎へ を宣 ぶる 時 


有 島 武郞仝 集 第 一 卷  五 +- 八 

祌の 前に 

け V- め 

何 の 差 別。 

玉な す汙を 

餘 よりし ぼる も 

そ しみ 

我れ 勞 働の 

運命 呪 はじ 

ふところで 

懐手して 

衣食 足る 子よ 

憐れむ 可 き は 

汝が 腕。 

小春の 日影 

はや かたむけば 

ゆ ふげ 

夕餉の 煙 

靑み 初めて 

狹霧 に まじる 

岡の あなた 


五作が 

歌聲冴 

潔 き 

我等 

S よ 

進 精 

汝が 

重 き 


ほ 

な 


背 に 


こ 

て 


力 


る 

い 


の 


やるな 


れ= 


夕べの 鐘 聞こえて 

村 は しづか 

やから 集 ふ 

粗 膳の 前 

髯 白き 老父 

ひ *i づ 

跪 き 


年波 

額 を 

い つ 


し 

0 


る 


き 

き 


、しき 祈 


五 
七 
九 


冇島武 郞仝集 笫 一 ルぜ 

^す^ろ。 

鳴 呼 世 を 擧げて 

濁らば 濁れ 

僞善も はびこれ 

不義 も 叫べ 

む S 

弱き を 鞭うて 

病める を 責めよ 

雲 湧く 谷間の 

秋の 夕べ 

老父 母い まし 

妻と 兒と あり 

.S きど ほ 

祌 憤り 

國を うたんに 

ためら ひますべき 

義人 錢れ り。 


人 


靑、 黄、 丹 紅、 紫の 

雲、 藍色に 

日の かげ 靜 かに 薄れ ゆけば 

黄金 を 浮け し 波の 穗 の 

ゆるぎ も 底に かげろ ひ 

小兵の 星の みく にり 出で 

遠き み^に 光る 茕 

夜の 幕 全く 閉ぢ ぬ。 

岛姫 宿る 巖 かげ 

流れ 緩き 淵 

倦す る 腕に 椅を とり て 

く 光る 鱗の 

跳ね か へ る 音 を 聞きつ ゝ 

y  ffj: お に 立ちて 


H. 

バ、 


；?^ 武郞仝 集 笫 一 卷 

八.'^ ぎ かべる 海士の 子等 は 

閬き 浪路の 夕暮れ 

わが 岸 何れと 惑 ふらんよ。 

磯逡に 立てる 荒屋 

袁女は 早く 眠りて 

すぎ 

女房 屋 厩 に 隙 や ある 

形よ き 火盟を 

と も 

南 の 窓に 點 して 

舟 漕ぐ：； n 路 にと 輕く据 ゑぬ。 

渴仰 あっき 比丘尼の 

法へ 12 にと もせる 燭の 如く 

ひろが 

夜 次第に 擴り て 

引汐 走る 音の み 

^：闍 に 知らる \ 海の かなた 

白き 手す がる 戶の上 

め じる し 

低き 光の 目標 


五 
八 


船人 かへ ると 思 ひやれば 

胸に 沁み 入る 平和に 

おぼえす 淚を » にたれ ぬ。 

( J 九 〇 四 年米國 ハ. 'バァ I フォ ード • カレ ヂ大 學院在 中〕 


タ 茈 海邊に 立ちて 


五八 三 


有 岛武郞 仝 第 笫 一 卷 


五 
m 


佐 里 有 

藤！^ 苟 
少 己 

義 生 

亮？！ 馬 


お 叫 年 三月 十五 日印 刷 
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